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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●校こう則そく法ほう

第五条

・学校行事中ちゆうの学生間抗こう争そうは禁止とする。

第十一条一文ぶん

・学生抗争における一般市民、公こう私し所有地への能のう動どう的損害行こう為いは禁止とする。

第十一条二文

・学生抗争における一般市民、公私所有地への被害に対し、一般市民は所有、所しよ属ぞく物ぶつ保護の範はん囲いでの防ぼう衛えい活動を行えるものとする。
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　昼ひる終わりの、午後入り口とも言える空の下。

　人々の喧けん噪そうの背を見ながら、忍にん者じやが一人の女と一緒に石造りの町中を歩いている。

　極きよく東とうの制服を忍者装しよう束ぞくとして着込む男の横、女は白のシャツにジーンズ風ふうのインナースーツを着た風ふ情ぜいだ。

　女の肌はだには傷があった。顔を鼻上から左頰ほおに掛けて走る大おお傷きずを目立つものとして、首や手て指ゆび、シャツの襟えりから覗のぞく胸元にも艶つやある傷きず痕あとが幾いくつも残っている。

　しかし彼女は笑えみで、昼の日差しを金の髪かみや身に受け、

「点てん蔵ぞう様。お昼ご飯はん代わりに、鱈たらのフライとリンゴなどどうですか？　向こうの屋や台たいで食べ歩き用のフライを扱ってますので」

「あ、いや、〝傷有りスカード〟殿どの、自分が買ってくるで御ご座ざるよ。円は共通貨か幣へいで御座るし」

「点蔵様、英語は？　買い物出来ますか？」

　問われ、点蔵はややあってから俯うつむき、

「……自分、別に食わずとも……」

「それでは御お祭まつりに来ている意味がありませんよ？」

　微笑で言って、〝傷有り〟が屋台の方へと軽い足取りで行ってしまう。残された点蔵は、

「いかん、これはモテない男そのものに御座るぞ……」

　女性に奢おごられるとは、割り勘かんより酷ひどい状況ではあるまいかと、点蔵はうなだれる。が、屋台でてきぱきと注文と出来待まちをしている彼女の背を見ると、

　……来て良かったので御座ろうなあ。
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　点蔵はほんの数十分前まえのことを思い出す。

　畑での仕事を終えた後、着替えてくると言って戻ってきた彼女は、やはり長ちよう衣いとフード姿すがただった。やはり顔の傷などが気になるのか、とそう思ったものだが、馬車の停てい留りゆう所じよ近くで、

「ちょっと失礼いたしますね？」

　という断り一つで、いきなり長衣を脱いで見せた姿すがた格かつ好こうには驚おどろいた。

　身み軽がると言えるシャツの白と、インナースーツの脚あしを覆おおう、

「これ、K. P. A. Italiaのジェノバで流行の色なんだそうです。ジェノバブルーと言って、濃い空の色ですよね」

　脚を見せられてもどう反応していいか解わからない。ただ、彼女が編み髪がみを直し、摘つんできていた白の睡すい蓮れんを髪に挿さした上で、

「どうですか？」

　と聞かれれば、答えるしかない。白と青、髪かみの金色の配はい色しよくはシンプルで、しかし、

　……清せい潔けつで、というのも変で御ご座ざろうしなあ。

　いろいろと形容を迷ったが、どれも合がつ致ちしている気がしたので、統とう括かつ意見としてこう述べた。

「──〝傷有りスカード〟殿どのと、合って御座るよ」

　言うと、彼女は一いつ瞬しゆんだけ眉まゆを上げ、しかし次の瞬しゆん間かんには笑えみになり、

「……有り難がとう御座います」

　礼を言われる意味が全く解わからないが、間違ったことは言わなかったのだろう。そして倫敦ロンドンに入ってから、彼女のテンションは高め安定のままだ。土地勘かんがあるらしく、通りを歩いているだけで見える建物はおろか、道の由ゆ来らいや並木の謂いわれについても教えてくれる。更さらには文化や文明というものも、町に絡めて、

「──あの、民みん家かの幾いくつかのドアに編んだ花が飾ってありますよね？　あれ、ケルトの春の祭ベルテインのものなんです。欧おう州しゆうでは五月一日が春祭メイデーですが、英国ではそれにケルトが混じって、四月末日に春の持ち手メイバーチヤーがああやって花を家々の戸口に置いていくんです」

「それがまだ飾ってあるというのは、何かの御お守まもりで御座るかな？」

「──残念ですが、西が騒さわがしいですから」

　仕方なさそうに言われた言葉の意味に、点てん蔵ぞうは軽く頭を下げ、〝傷有り〟が笑みで取りなす。すぐに春は来ますよ、という言葉をつけて、だ。

　そういった会話を続けていて思うのは、

　……こっちが本当の〝傷有り〟殿なので御座ろうな。

　笑みがあり、言葉がある。否、実際には今までもそうだったのだろうが、フードなどに隠かくれていたのをこちらが見落としていただけだ。と、そう思っていると、

「どうぞ」

　戻ってきていた〝傷有り〟が、花はな束たばのような古こ紙しのくるみを差し出してくる。
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　点蔵が紙の包みを受け取ろうとすると、彼女は苦く笑しようした。

「二人分です。──本当は一人分ですけどね。私もあまり食べる方ではありませんし。それに、二つに分けて持ってくると、点蔵様は確実に後でお金払はらおうとするでしょうし」

　……ず、図ず星ぼし過ぎて何も言えないで御座る……！

　ともあれ、古紙の持ち手の部分に油が染しみてきているので、持つことはこちらで担当することにする。歩きながら摘つまむのが礼れい儀ぎですと彼女が言うので従ってみれば、

「……中身、結けつ構こう多いで御座るな」

「ハーフで頼んだので、鱈たらの半身ですね。英国では少ない方ですよ？　あまりパンなども無い国ですから。魚や肉、野菜や果くだ物ものが主食代がわりになるので。あと、リンゴも……」

「揚げ物で御ご座ざるな」

　小麦の皮で、リンゴを包んで揚げたものだ。天てん麩ぷ羅らに似ているが、

「泡あわ立だてた卵らん白ぱくで粉を練り、それを牛乳で伸ばした皮で、具を包むんです。揚げパイですね」

　フリッターというものだとは、ここ数日の英国生活で知っている。以前にも英国などに寄き港こうしたときに御お菓か子し代わりに食した記き憶おくがあるが、

「フライや揚げ物が多いのは、麦があまりとれぬ土地柄がら故ゆえに御座るか……」

「豊作だったら粉にして保存。普段はなるべく膨ふくらむようにスコーンにしたり、分ぶん量りよう少なくても麦を得られるように、こうするわけですね。また、昔はパンの焼き窯がまを使うには領りよう主しゆに使用料を払う必要があったため、窯を使う代わりに家で揚げたりもしたんです。同様に、船の上なんかでも窯を使うのは危ないですしね」

　ふうむと頷うなずく一方で、生活してみて初めて解わかることが多いと、点てん蔵ぞうはそう思う。

　摘つまむスティック状の鱈たらのフライは、塩とビネガーが効いており、舌にじわりと染みる味だ。林檎りんごのフリッターは皮の部分が香ばしく、中は溶けて甘いのだが、ときたまフライの味が移っている部分があり、そこもまた味の変化として舌ぜつ上じようが面白い。

　いい時間を過ごしている、と思う一方で、疑問がある。それは、

「〝傷有りスカード〟殿どの」

　問うてみる。

「祭という割に、──人がおらぬのでは御座らぬか？」
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　……不ふ思し議ぎで御座るな。

　通りも、広場も、人がいない。アーケードには屋や台たいがあり、人もいるが、どうも町の中心部に近づくに連れ、屋台の数もなくなっていくようだ。が、

　……どこからか、祭の楽がく隊たいや囃子はやし、人々の歓声も聞こえるで御座る。

　祭が移動しているのか、と思った点蔵は、

「後で、コベントガーデン脇の倉庫で行われているらしい同どう人じん誌しの即そく売ばい会かいに行っていいで御座るか？　そこならネシンバラ殿が確実にいる筈はずなので」

「──Ｊｕｄジヤツジ．」

　という返答が、俯うつむきで力無く返ってきて、点蔵は妙みような焦りを内ない心しんで得る。何か悪いことを言っただろうかと思うが、こちらがフォローするより早く、彼女が笑えみを作って見せた。

「同人誌って、何です？」

　……しもうた!!

　あまりにも日常会話で用いられる単語であったため、つい相手も知っている前ぜん提ていで話してしまった。つまりこれは一種の武蔵むさし病びようだ。どうにか説明せねば、と思うが、説明がどうしても見苦しい言い訳にしかならない気がして点てん蔵ぞうは粘ねばるような汗を得る。だが勇気を振り絞しぼり、

「それは──」

　と言い掛けたときだ。不ふ意いに、遠くからの高い音を点蔵は聞いた。小さいが、確かに届いた澄すんだ音は、聞き覚えのある音。幾いく度ども今まで聞いたことがある、

「金属、……鍔つばか何かを払った音に御ご座ざるな……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、祭ですし、劇か何かが行われているのでしょうか……。

　ちょっと気になりますが、その前に私の案内の方、行くべき所に行きましょうか」

　と彼女は言った。白の睡すい蓮れんで飾った髪かみを揺らすように、一つ頷うなずき、

「点蔵様に、お見せしたいものがあるのです。おそらく、この祭で最後の機会になるものを」

　と、彼女は足を北の方角に向けた。剣けん戟げきの音が聞こえた方、オクスフォードと倫敦ロンドン塔とうがある方向へ、だ。





●






　広場の芝の上で、二つの影が対たい峙じしていた。

　オクスフォード教きよう導どう院いんの広い中庭にいるのは女と男。どちらも武器を持つ武む者しやで、女は槍やりを、男は右の肩に長ちよう大だいな刀の柄つかを担にないながら、懐ふところの左手を軽く揺らしている。

　本ほん多だ・二ふた代よと、〝女王の盾符トランプ〟の〝１〟であるウオルター・ローリーだ。

　ウオルターの足下には、柄が落ちていた。刀の柄だが、刃やいばがない。同じ形状の白しろ柄つかは、ウオルターが着流す制服の肩ベルトや腰ベルトに幾いく本ほんも装そう備びされている。地面に落ちているのはその内うち一本だ。

　対する二代は、蜻蛉とんぼ切きりを前下に構えながら、ウオルターの揺れる左手を見ていた。

　……面めん倒どうな拍子の取り方で御座るな。

　ウオルターの技は、居い合あいをベースとしたものだ。そして彼の武器は、今のところ、制服に装備した刃のない柄だった。

　刃のない柄がどのような武器なのか、二代は知っている。三み河かわでも武器の生産が行われていたために、同様物ぶつの試し作さく品ひんを見せてもらったことがあるのだ。

　……確か、井い伊い様が作っておられたな。

　重じゆう力りよく刀とうだ。

　柄のキャップを外すと、柄内ないに仕込まれた機き構こうがセイフティを解かい除じよされ、刃の代わりに双そうの反発重力帯たいが細い板として放出される。双の重力帯は内側のものを外側へと引く力をもっているため、その刃をものに当てると、

　……対たい象しようは、双の重力によって裂さかれていくので御座ったな。

　双の重力帯の隙すき間まをどれだけ狭められるかが肝きもだと、井伊は言っていた。そのときの会話を思い出すと、

「どのくらい狭いので御ご座ざるか？」

「単たん分ぶん子しレベルまで、というと聖せい連れんに怒られますかな」

「単分子というと、……たとえばどのくらいで御座るか。指先ほどで御座るか？」

「いやいや、この爪つめの先よりも細い──」

　井い伊いがつい自分の指先にそれを押し当てて血を噴ふき、工こう房ぼうが全ぜん消毒の憂うき目にあったのもいい思い出だ。故こ人じんの記き憶おくは常に美しい。二ふた代よはそう思いながら、視線を下に向けた。

　地面に落ちている柄つかは、先ほど自分が打ち落としたものだが、

　……随ずい分ぶんと軽いので御座るな。

　面めん倒どうで御座る、と二代はまた心の中でつぶやいた。居い合あいに対する方法は父よりも鹿か角づのから修得しているが、速度を主とする自分とは、

　……嚙かみ合いが悪う御座るな。
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　相あい性しようが悪いと、二代はそうも思う。

　何しろ、居合いとは、動かないことだ。己の剣の届く位置を見切り、相手が射しや程てい範はん囲いに入ったならば高速の一刀をぶち込む。待ちの戦せん術じゆつだ。

　動いて攻めていくこちらにとっては、敵の攻こう撃げきに飛び込むことになる。

「──厄やつ介かいで御座るな」

　二代は、右に半歩を動いた。半はん身みになったウオルターの背の方に行く動きだ。

　だが、ウオルターが、前にした左足の爪つま先さきを上げ、こちらを指すように向ける。そして彼は後ろにした右足の踵かかとを滑すべらせ、最小動どう作さでこちらへの向きをとり直す。

　自分を円の中心として、こちらに対しては常に正面を向く動きだ。これはまるで、

　……砲ほう台だいで御座るな。

　常に最適な発はつ射しや体勢を保持し、相あい対たいし続ける。

　その上で面倒を感じるのは、ウオルターの狙ねらいだ。先ほど、軽い遣やり取りで彼の柄を落としたが、あれは、

　……拙せつ者しやの蜻蛉とんぼ切きりを狙って御座ったもの……。

　その狙いを読んで返したこちらの一いち撃げきに対し、ウオルターは重じゆう力りよく刀とうの柄を離して逃れた。

　重力刀を失うことも厭いとわない。即そく座ざの迷い無い引き方だった。もし遅れていたら、蜻蛉切が彼の手首を落とすか、少なくとも割り削けずっていたろう。

　それを見た上で二代が思うのは、

　……この御ご仁じん、個人戦における槍やりの動きを受けることに、習しゆう熟じゆくして御座る。

　槍を個人武ぶ器きとして常に携たずさえる者は少ない。

　何しろ、槍は戦場のような広いところを想そう定ていした武器だ。

　攻こう撃げき力りよくは高いが、重く、取り回しが悪い。

　だから、ほとんどの武む者しやは、槍やりよりも刀を用い、そして彼らは、当然のように、槍に相あい対たいする方法を習しゆう熟じゆくしていない。

　だが、ウオルターは違った。彼は居い合あいの刀使つかいだが、先ほどこちらが放った一いち撃げきを受け切れぬと見るや、鍔つばを当て、柄つかを捨てて手を引いた。

　槍を相手に、的確な対たい処しよだ。それを得るには訓くん練れんと実じつ践せんが必要だったろう。

　そして二ふた代よは思う。槍と一対たい一で相対し、更さらには的確な対処を行えるまでの修しゆう練れんを積むには、どういう状況が必要で、また、想そう定ていされるのか、と。

　……それは──。

　二代は考えた。だから二代は、こう言った。右の手のひらをウオルターに立てて見せ、

「──考えタイム」
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　視し界かいの中、ウオルターが呆ぼう然ぜんと口を横に開いたが、二代は気にしない。これは父がよく用いた理ことわりだからだ。考えタイム中に攻こう撃げきすると、父に「それは卑ひ怯きよう者もののすることだぞ」と窘たしなめられたものだった。父はその後で鹿か角づの様に屋や敷しき裏うら説せつ教きようを食らっていたようだが、ともあれ父が噓うそをつく筈はずがないのでこれは極きよく東とうの武士の常識に御ご座ざる。

　もはや我に隙すき無なし。

　だからタイム宣せん言げんをした二代は、顎あごに手を当てて思う。

　それは、ウオルターの出しゆつ自じとも言えるもの。

　……多た人数の戦せん場じようの主武器となる槍を相手に、刀を持ち、個人で相対する状況……。

　そのような状況とは、

　……撤てつ退たい戦に御座るか。

　敗はい退たいし、身につけていた刀以い外がいの武器を失い、しかし手て柄がらを欲した敵が追ってくる。

　極東側の歴史再さい現げんでは、現在でも多発している状況だ。

　だが、と二代は心に疑問を作る。どれだけの戦場を経れば、槍に合わせた居合いの戦せん術じゆつを組めるのかと。そして、そんな状況を経てきた戦場とは、さてどこにあったで御座ろうかと思い、

「尼あま子こ家……。拙せつ者しや、先ほど、話をしたで御座るな」

　ウオルターは無む言ごんだ。だから思し考こうをまとめるように、二代は言う。

「尼子家には尼子十じゆう勇ゆう士しという者達がおり、滅めつ亡ぼうした尼子家のために復ふつ興こう運動を続けた。──が、それを補ほ佐さする P. A. ODA織田家は歴史再現に則のつとり、彼らと直接交こう渉しようもせず、機会を与えるといいながら使い捨てにしたので御座るな。その中で七人が亡くなり、一人は行方ゆくえしれずとなり、だが、……二人、最後まで抵てい抗こうを続けた者が御座った。一人は横よこ道みち・正まさ光みつ、もう一人は」

　それは、

「山やま中なか・幸ゆき盛もり。──山中・鹿しか介すけとも呼ばれる御ご仁じんがおられたな」
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　二ふた代よは、目の前の相手に対し、確かく認にんのような言葉を告げる。

「彼は、幾いく度ども小しよう軍ぐんによる戦いくさを起こし、捕らわれては城の下げ水すいを用いて脱出するなど、──どちらかといえば、武士と言うより忍にん者じやに御ご座ざった」

　解わかる。忍者の主しゆ武器は刀だ。それも初しよ撃げきを用いたら逃走に入る初撃のみの剣けん術じゆつだ。

　目の前の男も同じだ。

　そして父から聞いた山中・幸盛の戦績を二代は思う。

　彼は、尼あま子こ家け時代に三度もの勇ゆう将しようとの一いつ騎き打うちに勝利した上、尼子家滅めつ亡ぼうの後にも数度にわたる城しろ攻ぜめを果たし、幾いく人にんもの武ぶ将しようを切り捨てている。

〝山さん陰いんの麒き麟りん児じ〟という字名アーバンネームが与えられていた筈はずだ。

　そのことを理解の上で、二代は告げる。

「〝トライデント〟ウオルター・ローリー。……刀かたな使つかいを何な故ぜに三叉槍トライデントと言うのかと思えば、言葉遊びで御座るな。三みつ叉またの〝山〟そして貫きの〝中〟。言葉通りの〝山中〟に御座ろう。

　歴史再さい現げんでは、戦せん場じようでは殺すこと叶かなわぬ故ゆえ、謀ぼう略りやくによって暗あん殺さつされたと聞いたが、──されど生き延び、異い国こくの地についたので御座るか」

　ウオルターは答えない。だが、二代は視線を上げた。

　彼の、前まえ髪がみに隠かくれて見えぬ顔を見み据すえ、

「死を賭かけてまで尽くした主しゆ家か同等に、……重要なものを新しくここに見つけたで御座るか？」

　問いに、やはりウオルターは答えない。

　答えが無いことは、問いに対する肯定か否定か。自分でも解わからぬままに、二代はこう思う。

　……そうで御座ろうな。

　山中・幸盛には、有名な台詞せりふがある。主家の再さい興こうを誓ちかったとき、彼は夜の三み日か月づきに対してこう言うのだ。

「願わくば、我に七しち難なん八はつ苦くを与え賜たまえ」

　夜の三日月。闇やみに浮かぶ刃やいばを手に取ったならば、後の空には闇の曲線が残るだろう。

　……重じゆう力りよく刀とうの刃が、そのこだわりで御座ろうか。

　二代は、腹の底に深い息を得た。

　……外に出てよう御座った。

　まさか、異国の地で、このようなことに出くわそうとは。父がいたら自じ慢まん出来たに違いない。父は確実に「べ、別にそんなん羨うらやましくねえよ！　ねえんだからね！」と後半オネエで否定しただろうが、あれは今いま思うと酒さか井い様さま達たち相手に培つちかったネタなので御座ろうなあ。

　ともあれ、極きよく東とうの武む者しやは、異国の地でも己おのれのスタイルをこだわり抜いていると、そう思う。神々の時代の本ほん物ものがどうであったかを知ることは出来ないが、今、己おのれにとっての本物は、

　……この地に、新しん天てん地ちとすべき何かを見つけたで御ご座ざるか……！

　己を捨てたわけではない。その意味を思いながら、二ふた代よは告げた。

「考えタイム切ったとして、──本ほん多だ・忠ただ勝かつの娘、本多・二代、お相手いたす」

　つぶやくが、だが、確かな事実は残っている。この相手は面めん倒どうだ、と。

　そして、その面倒が、もはやまやかしではなく、一いつ国こくを支えてきた本物の戦力としての面倒だと理解して、二代は更さらに考える。

　動かぬ居い合あいを相手にどうすればいいか。

　考え、考え抜き、考え尽くして、二代は結けつ論ろんした。だから、

「──結べ、蜻蛉とんぼ切きり」

　距離八メートル。間合いを必要としない割かつ断だんの力をウオルターに飛ばした。
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　居合いという〝待ち〟に対して、飛び道具の割断力りよくを使用する。そのことを二代は卑ひ怯きようと考えない。もしそう考えるならば、居合いという〝待ち〟は一般の剣けん術じゆつに対し卑怯であるからだ。

　そして何よりも、この世界において、飛び道具や〝待ち〟の戦術差さなど、

　……通じるものの方が少ないので御座る！

　だから二代は割断力の発はつ射しやと同時に踏み込んだ。

　居合いの勝負は一いち撃げき必ひつ殺さつ。だが、動いたならば、そこにありとあらゆる方法を注そそぎ込まねばならないのは、相手にとってもこちらにとっても同じことだ。

　故ゆえに二代は行く。割断力は避けにくいように横よこ一直線の放ほう射しやとし、こちらの足は相手の背の側、こちらから見て右に回る動きを取る。

　しかし、奇き妙みようなことが眼がん前ぜんで生じた。蜻蛉切の割断能のう力りよくが、

　……消えている!?

　どういうことか、と前に数歩を踏み、加速しつつある二代は己の疑問の原因を見た。

　歪ゆがみだ。

　蜻蛉切は刃に映した等の対象から名前を拾い、割断する。

　だが、蜻蛉切が映したウオルターの胸あたりから、こちらに歪みが投じられていた。

　それは分ぶ厚あつい陽かげ炎ろうのようなもの。光をねじ曲げ、あらぬ方向を見せるのは、

「重じゆう力りよく刀とうの双そう重力帯!?」

　……この重力刀は、双の重力帯の出力を外に広げられるので御座るか!?

　光学武装や飛び道具をかわすための防ぼう御ぎよ手段だ。

　しかしそれは、居合いとして左腕による初しよ撃げきを振ったということだ。続く二発目を放つには、姿し勢せいを戻し、左腕を構え直す必要がある。

　その前にこちらが距離を詰めれば勝ちだ。

　二ふた代よは走りながらまっすぐ前を見た。揺らぎの向こうにウオルターを見み据すえ、投じられた重じゆう力りよく刀とうを蜻蛉とんぼ切きりで右の空に跳ね上げる。

　そして、二代の視し界かい中では、ウオルターが動いていた。

　だが、彼は、己の姿勢を戻していなかった。

　彼は、一いつ刀とうを投じた左腕を背後方向に振り抜きながら、こちらへと身を回していたのだ。

　……まさか──。

　解わかる。ウオルターのこれからの動きは、左の居い合あいの勢いで身を左に回すものだ、と。彼はそのまま前に出る右肩をもって、

　……右の肩に担いだ大重力刀を放つ気に御ご座ざるな！

　思った瞬しゆん間かん。トルネード式の旋せん回かいでウオルターが回った。

　上じよう半身の旋回が先に加速し、そして全身が回った。突っ込むこちらに対し、上段右片かた手て打うちの大重力刀が高速で振り抜かれる。

　宙に、白の霧きりが斜め打ちの弧こを描いた。
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　二代は、見えぬ刃やいばが宙を割って白の軌き跡せきを残すのを確かく認にんした。

　射しや程てい距離は六メートル。

　左斜ななめ上から来る高速の一いち撃げきだ。右に跳ぼうにも、身体からだは前に加速しているために右への飛距離が出ない。足首や臑すねを断たれて終わりだろう。

　今気付く。これは完全に槍やりや銃じゆうにも対策された居合いなのだと。

　左の居合いは防ぼう御ぎよ。もしくは槍の柄えを断ち、相手に攻こう撃げきと防御をさせぬためのもの。

　そして右の大重力刀は、長ちよう射程によって槍をも迎げい撃げき出来るものだ。右の一いつ刀とうの効果範はん囲いからするに、

　……大量の相手をも一気に仕し留とめる思し想そうで御座るな!?

　彼が極きよく東とうにいた頃、このような重力刀は極東に存在していない筈はずだ。ならば英国に来て、彼は撤てつ退たい戦せんの各個撃げき破はだけではなく、広い空間での多た勢ぜい撃破を修めたことになる。

　その戦せん術じゆつシフトが意味するのは、

　……それだけのことをして尽くすべき相手が、この英国にいるので御座るか！

　妖よう精せい女王エリザベスは、ここ数日の赴ふ任にんで出で[image: ]あっていない。初めの挨あい拶さつに来たのもハワードとジョンソンだ。ダッドリーとセシルも姿すがたを見せていない。

　女王達が姿を見せない意味は解わかる。このような事じ態たいを、既すでに絵え図ず面めんしていたのだろう。

　ならば、と二代は思う。この危き難なんを超えるのが副長の役目で御座る、と。

　だから、

「……っ！」

　左から振り下ろされる一いつ刀とうに対し、二ふた代よは前に出た。

　重じゆう力りよく刀とうの刃やいばが届く前に、相手へと己おのれを届かせるつもりだった。

　だが、重みと加速がついた瞬しゆん発ぱつの一いち撃げきに対しては、加速が足りない。

　更さらには、二代の加速術じゆつ式しきは累るい積せき型だ。スロースターターゆえに、初しよ速そくは緩く、

「──充分！」

　叫んだ直後、二代は蜻蛉とんぼ切きりを発はつ射しやした。

　伸しん縮しゆく機き構こうのスイッチを入れ、その穂ほ先さきをウオルターに走らせたのだ。
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　通常の蜻蛉切は二メートルほど。しかし、六つのパーツで組まれた柄えは、最長で約六メートルとなる。これは対たい槍やり戦せんを考こう慮りよしたウオルターの重力刀と同じ長さだ。

　そして、既すでにこちらが重力刀の射しや程てい距離に入っているということは、

　……伸縮機構で蜻蛉切を六メートルにすれば、穂先が敵に届くで御ご座ざる！

　走る速度を下した地じに、伸縮機構による伸しん張ちようがウオルターに飛ぶ。

「届け……！」

　だが、二代は見た。ウオルターが、両の足を軽く浮かせるように跳んだのを、だ。

　浮くための跳ちよう躍やくではない。身の[image: ]よじりを限界にして放つ、

　……旋せん回かい加速を追加するための跳躍！

　大だい重力刀の一刀旋回が、もはや独楽こまのように回って放たれた。

「……！」

　更に速度を上げた巨大な居い合あい打ちに対し、二代は一いつ瞬しゆんの判断を下した。

　ウオルターの大重力刀の旋回に対し、こちらの蜻蛉切が間に合わぬと見た瞬しゆん間かん。彼女は伸張する蜻蛉切を引き戻すように摑つかみ直したのだ。

　伸縮機構の伸張は、蜻蛉切を前後に伸ばす。ウオルターに対して穂先側がわが伸びているときは、後こう部ぶ側も伸びていく。が、その穂先側を摑み、石いし突づき側を地面に向けたらどうなるか。

　……石突きは地面を穿うがち、伸張の動きで槍を摑んでいる自分を前側の空へと送る！

　その勢いを利用して跳躍すれば、

「頭上……！」

　跳んだ。
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　ウオルターは、一瞬でこちらの頭上に回った女おんな武む者しやを見上げた。

　突とつ撃げきから、槍の機構を利用しての大だい跳躍。そこに至る間の一瞬の判断などを見たウオルターは、この相手をこう思う。

　面白い、と。

　今、己おのれは旋せん回かい運動中ちゆうだ。その身を狙ねらうように、頭上の女おんな武む者しやが身を宙で回し、穂ほ先さき側がわの柄えを脇に挟んだ。そして彼女は、こちらに対して石いし突づきを再発はつ射しやした。

　空中からの、回かい避ひ不能な攻こう撃げきだ。受けたところで敵は反動を利用して更さらに跳ぶだけだろう。

　だがウオルターは、一つの判断を自分に下していた。

　このような攻撃、〝女王の盾符トランプ〟であれば、同等のものが誰だれにでも出来るのだ、と。

　だからウオルターは動いた。

　培つちかった経験から、この場を切り抜け勝利に至るための動作を。





●






　ウオルターがとった判断を、二ふた代よは見ていた。

　旋回中の敵が行うのは、回避ではなく、身を捻ひねり、

「……こちらの石突きを左腕で取る気に御ご座ざるか!?」

　腕を絡め、高速の一いち撃げきを素す手でで捕らえようと言うのだ。

　無む茶ちやだと思ったが、二代は相手の正体を思う。この男ならばやる、とも。

　ならば、石突きを捕らえられたらどうなるか。

　……動きを止められたところに、右腕の大だい重じゆう力りよく刀とうの刃やいばを叩たたきつけられる！

　しかし、蜻蛉とんぼ切きりを手放せば、ウオルターは躊躇ためらい無く蜻蛉切を叩き切るだろう。

　だが、と二代は心に言葉を作る。蜻蛉切は名めい槍そうで、父の形かた見みであるが、

　……拙せつ者しやが死ぬことを父は望んでおらぬで御座ろう。うん。

　ものごとはポジティブに考えるべきだ。蜻蛉切のことは謝れば済む問題だが、自分の命となると自分が謝って済むことではない。ならば致し方ない、と二代は思うが、蜻蛉切の、

『御慈悲──』

　せがまれてはまたこれも仕方ない。だから二代は強ごう引いんに身を振った。蜻蛉切の柄に抱きつくようにして全身を[image: ]よじり、蜻蛉切の軌き道どうを変える。

　狙ねらいとしてはウオルターの顔面を捉とらえ直すものにしたいが、その位置では彼の左手がまだ届く。だから狙うべきは、

「右の大重力刀の柄つかに御座る……!!」
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　結果は、破は壊かいを呼んだ。

　ウオルターにとって、左斜め上からとなる軌道で、石突きが大重力刀の柄つかに直ちよく撃げきした。

　重いとは言えない一撃だった。が、軽いとも言えない一撃だった。

　しかし、居い合あいのバランスを崩されたウオルターの一いち撃げきは、軌き道どうを乱し、

「……っ！」

　重じゆう力りよく刀とうが軌道を歪ゆがめ、地面を断ち割った。

　抉えぐると言うよりも食い込み、まるでバターでも切るように、しかし高速に地面が削そがれた。
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　土つち飛沫しぶきが上がり、中庭の地面が大きく破は裂れつした。

　音は湿ったように重く、そして連なるものだ。

　二ふた代よは、蜻蛉とんぼ切きりを抱いたまま身を回し、着ちやく地ちすべき地面を探す。

　眼がん下かで砕けた地面の広さは、十メートルほどの扇おうぎ状じよう。大だい重力刀の余よ波はによって生まれた、踏めば足が沈むような場所だ。二代は、宙でに身を縮めることで飛ひ距離を稼かせぎ、

「……と！」

　砕かれた地面の向こうに着地。

　そして身を起こす動きでバックステップして見れば、十メートルの破は砕さいの向こうには、

　……ウオルター・ローリー……。

　だが、彼は身み構がまえていなかった。戦せん闘とう中であるのに、どういうことだと思った二代は、しかし、ウオルターがこちらを向き、不ふ意いに頭を下げるの見た。

　一礼だ。

「……は？」

　ウオルターの、割り切ったようないきなりの一礼に、二代が疑問した瞬しゆん間かんだった。

　ウオルターが一いつ瞬しゆんだけ正門の方に身を向け、その姿すがたを消した。

「……!?」

　何かの攻こう撃げきが来るかと二代は思った。だが、

　……気け配はいが、遠ざかっていく？

　相手がいることで生まれる風の動きなどが無くなっている。

　あるのはただ、削がれて剝むかれた地面が生む土の匂においだけだ。

「……去ったと、そういうことで御ご座ざるか？」

　後に残った風と、舞い散る芝を見るに、その問いかけは答えそのものだ。

「だが、……何なに故ゆえで御座る？」

　あたりを確かく認にんし、敵が去ったことを確認した二代は、しかし彼が先ほどまで立っていた位置に視線を向ける。

　そこには、光の残ざん滓しがあった。宙の中、ウオルターの顔があったあたりの高さで、光の板が消えていく。それは、

　……表示枠サインフレームの残ざん光こう……？
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　二ふた代よの目が見る表示枠サインフレームの残ざん滓しは、改派プロテスタントのものだった。

　ならば、ウオルターは、誰だれかから連れん絡らくを受けたということであり、

　……この戦せん場じようを去ったので御ご座ざるか？

　馬鹿な、という思いがある。戦せん闘とうとは目的を果たすために行うもので、それを放ほう棄きするというならば、よほどの理由が必要だ。

　しかし、二代は思い至る。ウオルターが、この英国にいるということは、

「かつての主しゆ家かと同等のものを、……ここに見つけたので御座るな」

　周囲からは物音が聞こえ始めていた。中庭の騒さわぎもだが、崩ほう壊かいの音を聞きつけた人々が、何事かという疑ぎ念ねんと、起きていることを知って慌あわて出したのだ。

　どのような言い訳をしようかと思いつつ、二代は急ぎ歩み、宙に残った表示枠の残滓に近づいた。そして消えていく表示枠の光からかろうじて読みとれたのは、通つう神しん文ぶんの送り手の名前だった。それは、

「……横よこ道みち・正まさ光みつ」

　知っている。その名は確か、

「尼あま子こ十じゆう勇ゆう士しの生き残り……、行方ゆくえ不明となった御ご仁じんのものでは御座らぬか」







[image: 第三十三章『通りの臥者』]
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　木造のテラスがある。場所は、GreaterLondon-City の表ひよう札さつが掛けられた大通り。祭の道みち行ゆきを眺ながめることが出来るアーケードの二階部分に、そのテラスはあった。

　下から望まれることの少ない場所は、周囲をまばらに囲む観かん葉よう植物の中に、三つの影を置いている。中央、黒板と大たい漁りよう旗きを傍かたわらに置いたテーブルセットに、それらの影がある。

〝ハワード屋〟という大漁旗を掲かかげたテーブルセットについているのは三人。一人は英国の男子用制せい服ふくを着た男で、対する二人は極きよく東とうの制服を着込んだ男女だった。その三人の内、まず極東側がわの男、長身の総そう髪はつが、左に座るパートナーに指を鳴らした。彼は口を開き、

「ハイディ、ハワード様にここの〝屋や台たい〟での取引の書類を」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ではハワード様、──シロジロ・ベルトーニよりの、英国への貿易に関する最終確かく認にん証しよう書しよです。そちらの委員会本ほん部ぶ、産業委員会、そして港こう湾わん管理局と通つう関かんの方に回して頂きますよう、御お願ねがいいたします」

　言ったハイディは、肩の白びやつ狐この頭を軽く叩たたき、

「エリマキ、情報系けい処理の補ほ佐さ御願いね」

　そして、というタイミングで、シロジロが正面に座るハワードにこう言った。

「この状況を説明して頂こうか、ハワード卿きよう。──何な故ぜ、ここで相あい対たい戦せんが行われるのかをな」
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「Ｔｅｓテスタメント．」

　とハワードが頷くのをハイディは聞いた。それは、

　……相対戦が生じているのを否定しないってことよね。

　現在、武蔵むさしの主力連れん中ちゆうと連れん絡らくを取ることが出来ない状態になっている。向むか井い達、外がい交こう側とも連絡が付かない状態は異常とも言えることだが、それについて英国側から連絡はない。

　通神文メールや実況通神チヤツトにも反応はない。ひょっとして自分達が結けつ界かいにでも取り込まれたのかと思ったが、試しで使った英国の地ち図ず情じよう報ほうや天気関係の通神サービスは教きよう譜ふ間かん共通サービスの証しよう印いんつきで返答が来た。

　それは、自分達は大だい丈じよう夫ぶだが、皆がまずいということだ。誰だれも彼も何らかのトラブルに巻き込まれて連絡が取れない空間にいると考えていいだろうが、

　……英国側に迷めい惑わく掛かけてなければいいんだけどね。

　暴あばれるなら己おのれの責任範はん疇ちゆうで御願い、というのが〝何でも金で解決〟であるがゆえに尻ぬぐいをさせられやすいハイディ達商しよう人にんの本ほん音ねだ。

　うん、とハイディが内ない心しんで頷いた時だった。ハワードが提出した書類を傍かたわらに寄せ、

「いろいろと理由はお察ししていることでしょう。聖せい連れんに対する言い訳とか、そちらの総そう長ちようを確保したいとか、そういったことなど、確かにいろいろとあります」

　しかし、と彼は言葉を続ける。

「私達の取引を、進めましょう」

「……私達と戦せん闘とうをするつもりはない、と？」

「私は堅けん実じつ派ですので。そして腕力も、術じゆつ式しきの力も人並み、下へ手たするとそれ以下ですよ。ならば私がすることといえば、舞台を作る手伝いと──」

　ハワードは眼鏡めがねを上げ直し、傍かたわらにあった書類の束をテーブルの中央に置いた。厚さ十センチほどはあるそれを、彼はこちらに押し出してから、

「時間稼かせぎです。……何しろ今回の現場を選んだ者達は、各かく教きよう導どう院いんでは特とく務むクラスの者達で、総そう長ちようへの相あい対たい権けん限げんを得るには少し足りません。しかし武蔵むさしには、貴方あなた達たち会計や、副長がおり、こういう事じ態たいには間違いなく動く」

「だからハワード卿きようは、会計である私を時間稼ぎで止め、相対戦せんに関わらせない、と？」

　シロジロの問いに、ハワードは頷うなずいた。

「金の仲ちゆう介かい代だい演えんを使えば、シェイクスピアが展開している演えん劇げき空間への干かん渉しようも可能かもしれません。その上で、金の力を借りて武ぶ神しん級の戦闘を行われると厄やつ介かいです。

　だから、貴方達は私で足止め。そちらの書しよ記きはシェイクスピアが足止め。副長は第一階かい層そうで足止め。そして特務クラスの者達が争えば──」

　解わかる。ハワードはこう言っているのだ。

「もし、何か結果が出たときも、──特務クラスのことであって、上位の決けつ定てい事項ではない。そう言い逃れることが出来るようにしているわけですよね」

　ならば、とハイディは思った。ハワードの真意がどこにあるかと言えば、

「これは祭の余よ興きよう、……夕刻からの会議のための前ぜん哨しよう戦せんということですか」

「Ｔｅｓテスタメント．、──どちらにしろ、上位となる、私共どもの妖よう精せい女王と、そちらとの会議は発生します。ならば私にとってはそれこそが本命です。そこで生じる結果などに聖せい連れんからケチをつけられないためにも、私達は一度争あらそっておく必要がありますし、……ここで良い結果が出れば、英国にとっては非常に得になります」

　成なる程ほど、とシロジロが頷いた。彼は椅い子すに座り直し、

「──いい交こう渉しようだ。私達と輸ゆ送そう艦かんで相対したとき、ここまで考えていたのか？」

「八日を十二日にされるのは想そう定てい外がいでしたがね。貴方達は金の面で武蔵の勝利を得て、私達は英国の立場の面で勝利を得た。あとは、私達の用意した舞台上じようで、皆がどのような結果を導いてくるか、です」

　ハワードが肩をすくめた。そして彼は、お互いの間にある書類を促うながし、

「では、書類の確かく認にんと捺なつ印いん作業などを進めて下さい。あ、まだまだこっちにも用意してありますので、焦らないように御お願ねがい致します。中には私共の方に超ちよう有利な取引を押しつける内容もありますので、逐ちく一いち確かく認にんが必要でしょう」

　さあ、と彼が言った。

「お付き合い下さい。私の、戦えないがゆえの時間稼かせぎに」
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　倫敦ロンドンの西側、ウエストミンスターに近い住宅街がある。

　背の高い建物が作る谷間を、昼下がりの光に合わせて一つのものが突っ走った。

　それは咆ほう吼こうだった。建物の谷を抜ける叫びは獣けものの顎あごと牙きばから漏もれるもの。その響ひびきは、

「G……！」

　溜ためて、

「Rlua──!!」

　放たれた瞬しゆん間かん。通りの表面が爆ばく散さんした。石造りの建物の外壁を覆おおう蔦つた草くさが吹き飛び、鎧よろい戸どが弾はじけ、屋根の藁わら草ぐさが震えて散った。通りの地面は薄うす皮かわを剝むかれたように洗われ、しかし、地面には構えた半狼ハードウルフがおり、空には、

「────」

　黒の六枚翼よくによって大きく跳ちよう躍やくし、トンボを切って三階屋の屋根上に着ちやく地ちした堕だ天てんがいる。

　黒こく翼よくの持ち主、ナルゼは、藁屋根の上に爪つま先さきから降り、膝ひざでショックを吸収して眼がん下かを見る。

　すると地上、道の中央に半狼、ドレイクがいた。距離約三十メートル。だが、

「おいおい鶏とり肉にくの姉ねえちゃん、どうだい？　俺の狼砲ウオークライ」

「遠とお吠ぼえにしては随ずい分ぶんと立りつ派ぱね」

　間違いない、とナルゼは思う。このドレイクは半狼の中でも純じゆん血けつだ、と。

　北ほく欧おうの戦士やバイキング達は戦せん闘とうの際に昂こう揚ようを示す戦吠ウオークライを行って戦いくさ神がみに加か護ご許可を得るが、その原型は狼おおかみの群が獲え物ものを追いつめる際に用いる呼びかけの咆吼ウオークライだ。

　獲物を追いつめるため、仲間達との連れん携けいを取るための叫び声は、半狼の身になれば、

「──竜砲ドラゴンブレスまではいかねえけどな。逃げる獲物を打ち倒し、ショック状態にすることくらいは可能だぜ？　よくあるだろ？　獣を目の前にして身がすくむとか、弱い獣は狼を前にすると観かん念ねんして身を差し出すとか、──ほとんどはこの一いち撃げきなんだけどな、俺らの狼砲の」

　頼むぜ、と彼は、屋根上のこちらに対して右手の手てつ甲こうを掲かかげて見せた。

「出来ることなら、コイツを無む効こう化かする方法も教えて欲しくてな。どうだい？　コイツを無視して、俺に攻こう撃げきを与えることが出来るか鶏肉？」

　言われた意味を、ナルゼは理解出来なかった。何しろ相手が身につけているのはこちらの失敗を誘ゆう発はつする聖譜顕装テスタメンタ・アルマだ。持っていれば無む敵てきだろうに。

「……何な故ぜ？　別にいいじゃない。アンタ、無敵ってことでしょ？」

　あのなあ、とドレイクが言う。思わず身み構がまえ直したこちらに対し、彼は否定の動きも肯定の動きもせずに、

「聖譜顕装テスタメンタ・アルマは、その国の地ち脈みやくから離れると効果を失う。その国の聖せい譜ふの力を借りているからな。だがよ、俺の主しゆ戦せん場じようは英国から遠く離れた空だから、ほとんどはコレ、意味がねえんだ。

　俺に、英国の丘の上にいろってのか？」

　問いかけの意味を思えば、言いたいことは大体解わかる。それはつまり、

「……こんなもんいらねえよ、って、突っ返したいのね？　それを使い物にならなくなる方法を編み出せば、もはや持っている意味もないから、丘の上にいなくてもよく、気き兼がねなく遠い空で私し掠りやく船せん行為を行える、と」

「Ｔｅｓテスタメント．、我らが女王直じき々じきのプレゼントだからな。理由もなく無む碍げに出来ねえんだ」

　それに、

「これがあると、嫁よめが俺を刺せねえんだ。いつも俺が食うだけ。あいつのターンのときも、俺のターン。それ、寂しくてな、俺としては」

　と、ドレイクは右手の手てつ甲こうを掲かかげる。そして彼は、浅く目を細め、

「俺が、あいつの一番大だい事じな存在かどうか、俺にはちょっと解んね。殺さないほど大事なのか、殺したいほど大事なのか、あいつにもよく解ってねえみてえだからな。

　だけど、一番近くにいる者を殺せなくなった殺人鬼きを満足させるためには、どれだけ食って傷つけてやりゃあいいのか、解るか？　他た人にん殺せない分、自分を傷つけて欲しがるから、いつもの二倍は惨さん劇げきを飢えるんだぜ？　──〝もっと、もっと頂ちよう戴だい、悲鳴の理由を〟って、もはや、あいつと俺のどっちが悲鳴あげてるのか解らねえくらいになる」

「Ｊｕｄジヤツジ．、夫ふう婦ふ生活は順じゆん風ぷう満まん帆ぱん出力二百パーセントってところね」

「Ｔｅｓ．、俺も出されたものは全部食うタイプだしなあ。だからまあ、勝敗とは別で、出来れば俺を傷つけてくれ。そうすればかなりハッピーになる。俺の人生がな。

　まあ、個人的には、お前を食いたいが、殺すには忍しのびねえし、頑がん張ばれよ、俺おれ的てきに」

「……食いたい食いたいって、そんなに鶏とり肉にく好きなの？」

　それもあるがそうでもねえ、とドレイクは言った。

「お前、似たタイプなんだよ、俺の嫁に。自分の身を削けずっても、尽くすタイプってやつだな」

「────」

　だから、とドレイクが、足をこちらに踏み出した。

「お前が傷つけることが出来るなら、あいつにも出来るだろ。俺に傷を付けることがな」

「……女にとって二番目に嫌いやなのは、他の女の代わりになることよ」

「一番は？」

「大好きなものが、自分のものにならないのを諦あきらめ切れないこと」

　Ｔｅｓ．、と苦く笑しようしつつ、ドレイクがこちらにやってくる。が、その間にナルゼは考える。この相手に攻こう撃げきを当てるにはどうしたらいいのかと。
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　ナルゼは思う。こちらが攻こう撃げきを行おうとすれば、その際に失敗するのだ、と。

　だが、今のところ、回かい避ひは出来ている。ならば、とナルゼが考えるのは、ドレイクの持つ〝巨きなる正義ブラキウム・ジヤステイア〟の効果範はん囲いだ。

　……英国の正義を汚けがそうとすれば失敗するというけれど……。

　汚す行為は確かに失敗する。防ぼう御ぎよ指し向こうの聖譜顕装テスタメンタ・アルマだ。更さらには、

「銀製、もしくは聖せい別べつなり何なりされた武ぶ器きじゃないと傷がつかないのよね、半狼ハードウルフって」

「Ｔｅｓテスタメント．、メジャーなネタだが、結けつ構こう厄やつ介かいだぜ？　俺」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じたナルゼは、考える。聖別された武器が有りならば、術じゆつ式しきや、流体によって強化された武器ならば有りだ。そして手持ちの武器となるものは、

　……さっきのカフェで持ってきたナイフにフォークに、携帯用裁さい縫ほう道具の針はりかしら。

　いつも持っている裁縫用ようの簡かん易いセットには、縫ぬい針と待ち針が一本ずつある。食器も針も銀メッキだが、無いよりマシだ。術式を付ふ与よする媒ばい体たいとしては充分でもある。

　また、ペンの中に保ほ存ぞんしている術式も有用だ。攻撃系は使えないが描びよう写しや系、通つう神しん系と、普段の生活として必要な、

　……灯とう火かの術と、身しん体たい能力の強化ね。

　灯火の術は、徹てつ夜や作業用というわけではなく、手元を明るくするためのもの。そして身体強化の術は、筋きん力にくや神しん経けい系の強化だけではなく、疲労の回復や代たい謝しや能力の向上にも用いるものだ。航こう空くう機き動どう中ちゆうは必ひつ須すだが、艦かん上じようにおいても仕事で忙しいときや、寝る際に使用するし、符ふとして作って他者に販売もする。

「どれも内燃廃気アウスプツフ分ぶんは使用可能ね。──さて、じゃあ」

　これらの組み合わせと自分の個性、そして相手の個性と、攻め時と引き際を理解したら、

「行くしかないわね」
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　行きましょう、とナルゼは口で呟つぶやいた。そして心の中では、

　……ちゃんとしないと、マルゴットが心配するわね。

　祭が始まるまでの準備期間の四日間。マルゴットが輸ゆ送そう艦から武蔵むさしに戻れなかったため、着替えや私用品ひんなどをよく運んだ。

　クローゼットは共用しているが、化け粧しよう品ひんなどは肌はだや髪かみの色や合いがあるために別べつ分わけだ。必要なもののリストをあげて貰もらったら自分よりも髪に気をつけていたことを知り、少し驚きもした。だが、そのような運うん搬ぱんで彼女の日常を元通りにしてみても、

　……私の無ぶ様ざまは消えないのよね。

　三み河かわ戦せんで白嬢ヴアイスフローレンの強化機殻フエアシユテルケンシヤーレを大たい破はしてから、ナイトには負ふ担たんと心配を掛けっぱなしだ。輸ゆ送そう業ぎようの実じつ働どうはほとんど彼女任まかせだったし、更さらには、

　……戦せん闘とうで、役に立たないところを見せてしまったわ。

　航こう空くう戦せんを担当する白魔女と黒魔女のコンビの内、〝片方は弱い〟と他国に見せてしまったようなものだ。それは頑がん張ばっているナイトの足を引っ張っているようで、

　……嫌いやだわ。

　払ふつ拭しよくしたい。役に立たないと言うことを。自分が弱いと言うことを拭ぬぐい去りたい。そして彼女の心配を消して、気負うことなく一緒にいたい。だから今日きよう勝かてば、後の祭の期間中、輸ゆ送そう艦かんの狭い私室内ないで毎晩こっちもナイト祭でオールナイト好き放ほう題だいだ。

「溜ため打うちだわよ──！」

　思わず叫んでしまった瞬しゆん間かんだ。

「R──!!」

　眼がん下かからの吠ほえ声に、建物が下からこちらへとごっそり抉えぐれて爆ばく発はつした。
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　対たい空くう砲ほう撃げきともいえる狼砲ウオークライの破は壊かいに、ナルゼは身を空へと投げ出した。

　羽ばたきは下方へ。反動は空の方へ。身は羽ばたきに蹴けられるように前に飛び、

　……半狼ハードウルフ！

　ドレイクが振り仰あおぎ、視線で追う動きより速く、ナルゼは身を捻ひねって一いつ回転を入れる。

　降りる位置は半狼の背後二十メートルだ。

　着ちやく地ちは補ほ助じよ翼よくを地面近くの空気に叩たたきつけて行う高速着ちやく陸りく。翼つばさどころか背を中心に体たい軸じくが軋きしむが気にしない。既すでに狼砲の射しや程てい距きよ離り圏けん内ないなのだから。

　そしてこの位置から試すべきことがある。

　狼おおかみが身を振り向かせるより先に、地面に落ちている鎧よろい戸どの破は片へんを手に取った。破片は屋根上にいたときから目をつけていたもので、鎧戸の格こう子しの部分だ。木き枠わくがはまる穴は合いの部品が失われていて空くう洞どうになっているが、ナルゼはその部分に銀のナイフを刺して投じた。

「──と」

　軽く投げたそれは、ドレイクの近くに落ちる。

　投げるのに失敗したわけではない。その位置に落とすことが目的だ。何な故ぜなら、その木材は枠の穴から銀の刃やいばを突きだしており、刃は空を向いている。

　……踏んでくれれば、と投げたものだけど。

　投げることが出来た。正義に邪じや魔まされ、失敗することはなかった。そしてまた、ナイトは振り向くドレイクの足元を見る。そこにはやはり砕けた鎧戸の破片などがあるのだが、

　……踏んでる、わね。

　この事実は、こちらにとって重要な意味を持つ。ものを踏むということは、自じ重じゆうと等しい重さを持ったものによって、足あし裏うらを攻こう撃げきされているのと同じことだからだ。

　だが、振り向いたドレイクが更さらなる一歩をこちらに踏んだ時、それは起きた。

　ドレイクの近くに放ったナイフ付きの木材破は片へんが、風に吹かれて横に転がったのだ。それはナルゼの目には不ふ自然なものとして見えたが、

「──正義に〝一次危き害がい〟を加えるものは、否定されるのね」

　Ｔｅｓテスタメント．、と距離十五メートルを切った位置でドレイクが頷うなずいた。

「そうだな、実行の際に否定される。単に武ぶ器き持っているだけじゃ否定はしねえさ、俺は。

　だから針はり治ち療りようも無理だぜ？　やるなら湿しつ布ぷ」

「……根こん治ちの難しい男ね」

　決定打だとして使えそうなものを、いきなり潰つぶされた感覚だ。経けい絡ろを通す針治療は氷ひよう河が期き時代には欧おう州しゆうに存在しており、その後ご一般には長期の断だん絶ぜつを経たが、魔女テクノヘクセンとなる人々の間では伝でん承しようされている。魔女裁さい判ばんでは、身体からだに針を刺しても痛みを感じないのは魔女の証しよう拠ことして有ゆう罪ざいになるとされるが、それはこのことに由ゆ来らいする。だが、

「針治療は、……コリを減げん衰すいするから黒魔術シユヴアルツテクノの領りよう分ぶんで、私の得意分ぶん野やじゃないしね」

「アドバイスはしない方が良かったか？」

　ううん、とナルゼは首を横に振った。

「見よう見まねでやれる日が来たか、と遂ついに思ったんだけど。ええ、以前にマルゴットに試したら真ま顔がおで〝ガっちゃん、もっと楽しいことが人生あるからね〟ってやんわり否定されたし」

「お前はそれをする気だったのかよ、俺に」

　敵だったら別にいいじゃない、と思うのはいけないことなのだろうか。しかし、

「あとな、お前、そろそろヤバい。俺おれ的てきに」

　と、ドレイクは足元を見た。一歩通り過ぎた位置にあるナイフ付きの破は片へんを拾うと、こちらに投じる。

　ライナーで飛んできた破片を右手で受け止めると、ドレイクがこう言った。

「さっきと同じようにやってみ？　俺に」

　？と思うがナルゼは、アンダースローで、

「────」

　転んだ。
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　ナルゼは足を滑すべらせ、真ま横よこに半はん回転し、

　……え？

　日を浴びた土の暖かさに慌あわてて身を起こすと、ナイフ付きの破片は目の前に落ちている。

「どうだ？」

　ドレイクが言った。

「行動の最さい適てき化かってやつだ。英国の正義は、自分に害を為なす相手を、簡単には断じねえが、行動の意い図とを記き憶おくし──、正義を汚けがす行こう程ていを、先さき読よみで失敗させるようになる」

　だから、

「お前、そろそろヤバい。早めに俺に攻こう撃げき当てねえと、お前の何もかもが〝一行こう程てい〟になって止められるようになる。下へ手たすると、〝汚す動作は呼吸から始まる〟ところまで行程に含まれて、息するのも失敗するようになるぞ。──俺の嫁よめみたいに」

　最後の一ひと言ことに、ナルゼは息を詰めた。

「じゃあ、アンタの嫁は今……」

「まあ、それはそれで楽しいらしいけどな。〝息出来なくてオチる時って気持ちいいの！〟って、チアノーゼの肉は美う味まくねえんだけどなあ、俺」

　だからさ、と彼は言った。

「俺の嫁を美味くするためにも、お前、ヤバいのやめてくんねえかな。そしてまた、俺の方も〝女王の盾符トランプ〟の仕事があるし、鶏とり肉にくは食いたいから──、ヤバくすんぜ？　俺」

　問いかけの後に半狼ハードウルフが息を吸い、胸を膨ふくらませた。狼砲ウオークライの初しよ動どうだと見切ったナルゼは、

「……っ！」

　前に飛んだ瞬しゆん間かん。轟ごう砲ほうが通りを突っ走った。

　石造りの壁が震え、鎧よろい戸どが弾はじけ、藁わら屋根がめくれて散った。だがナルゼは、

　……かわし……、たっ!!

　狼砲の効果範はん囲いは、半狼の開かれた喉のどからの扇おうぎ状じよう。だから下がるよりも前に出て扇状の範囲から出た方が安全だ。翼つばさの後ろ端はしが削けずられたようだが、ナルゼは気にせず前に飛ぶ。走るのにも似た低空の羽ばたきをもって、ドレイクの方に身をぶちかます。

　……いける。

　ふと、閃ひらめいた方法がある。あまりいい方法ではないが、今の状況ではこれしかないと、そう言える方法だ。だから、そのためにもナルゼは狼砲を放っているドレイクの横に飛び込むため、二度目の翼を高く上げ、

「！」

　転んだ。

　……羽ばたきが行程化された!?

　疑問の答えは転てん倒とうの一いつ回転が雄ゆう弁べんする。こちらが羽ばたくことが、英国の正義を汚す一いつ端たんになると、そう判断されたのだ。勢いがあったがゆえに宙に回った黒こく翼よくに、狼おおかみが遠とお吠ぼえをやめていきながらも、しかし、身体からだごと振り向き、

「……！」

　狼砲の残り香がが、ナルゼを打だ撃げきした。
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　振り返って見下ろす動きの狼砲ウオークライにより、ナルゼの身体からだが地面に勢いよく前に転がった。それは三回転半はんをもって、しかし前ぜん転てんの動きでドレイクの側そばに近づくものであり、

「……つ」

　距離約やく十メートル。転がり止まった黒くろ髪かみの魔女テクノヘクセンは俯うつぶせになったまま、身を不規則に震わせている。打だ撃げきのショックによって筋肉が震え、思い通りにならないのだ。

　か、とか、あ、という小さい息を空から咳せきのように吐く堕だ天てんに対し、ドレイクが数歩を動く。

　近づくような動きだが、そうではない。位置を変えるための歩みだ。その動きを取る理由は彼の足下にあった。半狼ハードウルフが移動する先の地面には、銀のフォークや裁さい縫ほう道具が散らばっていたのだ。それはナルゼが転てん倒とうした際、その懐ふところから零こぼれ、彼の方へと吹っ飛んだもので、

「あぶねえな」

　言って、息を吸う。次の狼砲の準備をしながら、彼は上を向いたナイフつきの窓まど枠わく破は片へんや、フォークを跨またぎ越え、

「…………」

　そして彼は足を止めた。ナルゼに対しては、まだ七メートルほどの距離がある。だが、彼女と彼女の武ぶ器きの間に狼おおかみは立ち、己おのれの息を完全に吸い終えた。

　近づいてとどめをさす気はない。武器を手に取らせないようにしたら、安全に、距離を置いて潰つぶす。今まで遠えん距離戦せんを行ってきた意味を、ここで失う意味はない。そういうことだ。

　だから彼は、わずかに空を見上げ、口を開き、喉のど奥おくから、

「G──!!」

　しかし、吠ほう声せいが始まりの雄叫おたけびを上げた瞬しゆん間かんだった。ドレイクの胸から爆ばく発はつの響ひびきが生じ、その喉から不意の色が噴ふいた。色は昼ひる終わりの光を返す朱しゆであり、形は飛沫しぶきであり、

「──!?」

　ドレイクの身体からだが破は裂れつしたように震しん動どうし、その全身が蒸気ある血をいきなり噴いた。

　半狼の身体が、その内部に身を破は壊かいするほどの打撃を受けたのだ。
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　ナルゼは、震え、口元すら定かにならない状態で、己おのれの為なしたことの結果を見た。

　正面に、膝ひざを開き、空に顎あごを向けたまま動かない半狼がいる。狼の全身からは血の蒸気が昇り、日差しの下に陽かげ炎ろうを生んでいる。

　内部破は裂れつ、という言葉が合う結果だ。

　半狼、ドレイクは気を失っているのか、それともこちらと同じようにショック状態で動けないのか、ナルゼには解わからない。確かめるすべもない。だが、肩に力が入ることに気付いたナルゼは、這はうようにして身を起こし、

　……うん。

　見るのは、動かぬドレイクの足下だ。彼が越えたフォークや裁さい縫ほう道具と共に、ナイフを差した木き枠わくの破は片へんがある。木枠の破片は元々、ナイフの歯を上に向けていたが、ドレイクが跨またぎ越える際、刺すことに失敗して倒れている。

　その木枠の底面にあるのは、流体光こうだった。小型サイズのトンボ枠型魔術陣マギノフイグーアを構成する、流体光の青白い灯り。そして木枠に刻こく印いんした術じゆつ式しきは、

「身しん、体たい、強……、化」

　やってやった。

　身体強化の術を、現在持もちうる内ない燃ねん廃はい気きの全てをつぎ込み、本来の数すう十倍の威い力りよくにしてある。符ふを作って人に貼はるのと同じだ。ただ今回は、符ではなく、木枠の底面だったが。

　木枠の底面に術式を仕込み、その逆側にナイフを突き出させておけば、ドレイクの足の動きに応じてナイフは倒れ、露あらわになった底面の術式がドレイクに掛かることになる。

　……身体強化は、正義を補助するような力だから拒否されない。

　ドレイクが牛乳を飲んでいることから思いついたアイデアだ。食事は身体に負ふ担たんを掛けるものでもあるが、摂せつ取しゆ者しやの身体を支えるものでもある。

　だから、

　……回復系けい、強化系の術は効くのよ。

　身体強化の術は、たとえ数十倍の掛けであっても、直接には害にならない。そこまでの倍ばい掛がけならば冷れい却きやく系の術も併へい用ようするのが常だが、呼吸などを整え、動どう作さを確かに行うならば筋肉の断だん裂れつなども生じない。重量物ぶつを時間を掛けて押し運ぶ時などはそういう用法だ。

　だが、ドレイクの狼砲ウオークライは違う。

　町を揺るがすような叫きよう喚かんは、肺や全身の筋肉に対して一いつ瞬しゆんで莫ばく大だいな負担を掛けるものだ。

　だから、その負担を数十倍にしてやった。

　正義は、自らを汚けがしたことになるが、汚さぬためには自らを正義ではないとみなすことになり、矛む盾じゆんが生じる。

　その矛盾を食うよりも、正義は自らが正義を行うことを完かん遂すいした。だから、正義の担にない手が犠ぎ牲せいになったと、そういうことだ。

　……よし。

　銀ぎん製品でなければ傷が付かない半狼ハードウルフも、己おのれの手による自じ壊かいは得る。肺も、全身の血管も引き裂さかれたような状態になっているだろう。

　ナルゼは、腰に力が入ることを悟さとると、ゆっくりと尻を上げ、膝ひざを入れ、身を起こす。は、と息を吐き、ふ、吸って立ち上がる。

　膝ひざが震えるのを、背の翼つばさにまだ残っている圧あつ縮しゆく大気で堪こらえ、

「……っ」

　立った、という自覚とともに、勝った、という思いがある。そして、良かったと心に台詞せりふを作ったと同時、全身から改めて力が抜けていった。その脱だつ力りよくは身を引っ張り落とすように、

「あ……」

　眠りに引き込まれるのに似た感覚に、ナルゼは身を委ゆだねそうになって、

　……いけない。

　勝ちを宣せん言げんしなければ、証明出来ない。だけど、しかし、

「……え？」

　正面に立つ半狼ハードウルフの影が、大きく見えた。

　それは錯さつ覚かくではない。

　全身から血の蒸気を上げたドレイクが、こちらの眼がん前ぜんにて右手を振りかぶり、

　……動けるの!?

　問いかけの答えを得る意味はない。血の臭においを持つ風が動き、狼おおかみの爪つめが吹っ飛んでくる。

「久しぶりに目ぇ醒さめたぜ俺！　──嫁よめが解体バラシゴッコしてくるより優しかったがな!!」

　当たる。その事実に対し、絶ぜつ望ぼうや驚きよりも、自分に対する失しつ望ぼうよりも、

　……マルゴット……！

　彼女に何も示せず、自分がまた駄だ目めだったという恐きよう怖ふが、腹の底に冷たく来た。

　その直後に、ナルゼは、己おのれの身が右の方向へと大きく吹き飛んだのを知った。
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　一いち撃げきを堕だ天てんに入れたドレイクは、しかし右の手を見ていた。手甲の光を見た彼は、

「──血も肉もついてねえ。手て応ごたえもねえぞ……？」

　唸うなり、ドレイクは奥おく歯ばを嚙かんだ。そして彼は、上半身のねじりつきで振り切った右手の行く先を、ゆっくりと翳かざした手爪越しに確かく認にんする。

　その動きで毛け脂あぶらの乗った狼の毛を血が零こぼれ、制服の内側では水たまりに飛び込んだような湿りと滑すべりと音がする。だが半狼は右の爪に相手の欠片かけらや残ざん滓しがついていないことを再さい確認して、

「どういう方法か知らねえが、直ちよく撃げきを避けるとはやるじゃねえか……！」

　爪の向こうに吹っ飛んで転がった黒くろ髪かみの魔女テクノヘクセンは、生きている。動いている。横よこ倒だおしになった身を震わせ、しかし彼女は、

「……っ!!」

　立てない。先ほどの狼砲ウオークライによる衝しよう撃げきとは別の方向からの打だ撃げきによって、脳が震えて三さん半はん規き管かんが狂っている。手をつこうにも、肘ひじをつこうにも、膝ひざをつこうにも、地面の確かさすら解わからず、思い通りにならぬ全身の筋肉は内ない臓ぞうを踊らせ、

「か……！」

　何とか顔を地面に向けると、魔女テクノヘクセンは土の地面に胃の中のものをぶちまけた。粘ねん質しつな咳せきが入り、だが、呼吸が一いつ気きに落ち着いていく。

　そんな風ふうに身を醒さめさせていく魔女は、ドレイクから見たら、

「しかし実じつ質しつ、外見的には無む傷きずだよな」

　ドレイクは、唾だ液えき混じりの血を大きく地面に吐き捨てた。

　彼は、血が付いた牙きば群を舌したでなぞる。そして、疲れを含んだ息を血の熱気付つきで吐くと、

「Ｔｅｓテスタメント．、つまり、こういうことか。俺にも解わかったが──」

　身を横よこ倒だおしに直し、気き道どうを確保した魔女をドレイクは見る。一歩ずつ近づきながら確かく認にんをするのは、魔女の翼つばさにある、

「──針はりか」

　針が一本。背の翼の付け根にあった。

　刺さっているのではない。どちらかというと、突き出し、こちらに刺さるように生はえているのだ。翼の内側から外側へと押し込み、貫かん通つうさせたものだろう。

　この針があるがために、こちらの打だ撃げきは届かなかった。

　魔女が避けたのでも、こちらがかわされたのでもない。

　……魔女が、こちらに針を刺すのを失敗したのか。俺の正義に対して。

　万が一のことを考えた自動回かい避ひ方ほうだろう。そして彼女の推測は正しかった。

「Ｔｅｓ．、やるじゃねえか。だがよ、……まだ動けるぜ？　俺」

　半狼ハードウルフの回復力りよくは高い。更さらには先ほど受けた十数倍ばいの身しん体たい強化の余よ波はがある。

　術じゆつ式しきは抜け掛けているが、身体からだの修しゆう復ふく速そく度どは元々高い。血管や肺、筋肉の負ふ担たんはあと数十秒で戻るだろう。不備があるとしたら、

「血だよなあ、俺」

　いいところに鶏とり肉にくがある。骨こつ髄ずいは血液の生せい成せいにいい。嫁よめも言っていた〝栄えい養よう価かもいいのよ。──でも世界じゃあ二番ね〟。ヘルシー厳きびしくね？　俺おれ嫁、とドレイクは思い、魔女の近くに至る。もはや抵てい抗こうはない。だから狼おおかみは腰を落としながら改めて獲え物ものへと右手を振り上げ、

「──塩しお味あじでいいよな？」

　返答を聞くより先に、延えん髄ずい目掛けて爪つめを振り下ろした。
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　金属の音が響ひびいた。そんな気を、ナルゼは得ていた。

　それは、かつて聞いた音に似ていた。何もかも定かではない今の状態の自分に対し、唯ゆい一いつ手放すことの出来ない確実な過去の残ざん映えいとして、己おのれの記き憶おくに刻まれた音。その刃は物ものの響きの音は、戦うのではなく、何かを守るためのものだった筈はずだが、今いま聞こえたその音に、ナルゼは、

　……!?

　ありもしない炎ほのおの熱を感じ、人の叫びを聞いた錯さつ覚かくを得た。次の瞬しゆん間かんにナルゼの意識は拒きよ絶ぜつのためか確かく認にんのためか、解わからぬままに即そく座ざの覚かく醒せいをして、

「!?」

　眼がん前ぜんに影がある。ドレイクの影だけではない。もう一つ、別の影がドレイクと自分の間に立っている。小こ柄がらながらも巨大な剣を持つ影。ドレイクの爪つめをその刃やいばで受けているのは、

「立たち花ばな・誾ぎん……!?」
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「Ｔｅｓテスタメント．、──役やく職しよく付つきだからでしょうか。妙みような空間に巻き込まれたかと思えば、魔女テクノヘクセンと狼おおかみ男おとこの殺し合いに介かい入にゆうすることになるとは」

　朱しゆと白の制せい服ふく。両の義ぎ腕わんに双そう刃ばの十字剣けんを携たずさえた誾が、駆く動どう音おん付きで狼男の白しろ爪つめを緩やかに押し返す。そして身み構がまえていく彼女の細い背は、しかし薄く見えるものではない。

　誾が言った。

「さて、──武蔵むさしとの交こう戦せん権けんを、三み河かわ戦せん以降、三征西班牙トレス・エスパニアは保持しております。が、英国がそれを得るという話は聞いたことがありませんが？」

「これは祭の余よ興きようだぜ？　俺の切った張ったも」

　Ｔｅｓ．、と頷うなずき、しかし誾がこう言った。

「──詭き弁べんですね。武蔵と聖せい連れんどちらにもいい顔をしながら、失敗しても〝余興〟と通そうとする下らない詭弁。通用する意見ではありません」

「だったらどうする？」

　Ｔｅｓ．、という誾の声をナルゼは聞いた。それは自信に満ちた、震えも揺らぎもない、

「──正します。英国の正義を」

「ま、……待ちなさい！」

　ナルゼは、強ごう引いんに息を吐いた。胃や肺が位置を定めておらず、喉のどの反射が、け、というえずきの動きをする。が、ナルゼは息を吸い、

「私を〝救う〟つもり!?」

　そして、

「それをネタに、対たい英えい国こくの言い訳を得るつもり!?」
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　やめて、とナルゼは思った。この戦せん闘とうの勝敗については、自分とドレイクの間で決まるべきもので、

　……他者に利用されるなんて！

　更さらには、誾ぎんのたてる理り屈くつに対して怖おぞ気けが来る。何な故ぜならば、誾の介かい入にゆう理由は、

　……詭き弁べんを用いて戦せん闘とう行為を行う英国を〝卑ひ怯きよう〟とするけど、それによって……。

　三征西班牙トレス・エスパニアが、武蔵むさしを、無む法ほうな英国から救う。

　それは、英国を責めるために、武蔵が利用されるということだ。だがその原因は、

　……私を武蔵の代表として、〝救う〟ため……！

　自分が負けたから利用される。否、

「私の負けと、勝かつ手てに決めないでよ……！」

　ドレイクと自分の間で決するべき結けつ論ろんを、奪われ、敗北者と決めつけられ、更さらにはそれを三征西班牙が自分を有利にするための材料とされる。

　何な故ぜそうなるのか、理由は解わかる。

　だが、解るが、認めたくはない。そんな理由を、誾の背が告げた。

「──貴女あなたは弱かったのです」

「……!!」

　何も言えず、ただ、胸の内に押し上げるような何かが来て、

　……くそ……。

　両の瞳ひとみの端はしから、熱いものがこぼれ落ちた。しかし誾は振り向かず、ドレイクももはやこちらを見ていない。戦せん場じようという場所から置いて行かれたナルゼは、次の瞬しゆん間かんに放たれた誾の言葉を合あい図ずに、

「私が相手をしましょう、──ドレイク閣かつ下か」

　土を両手で搔かきむしるようにして、ナルゼは立ち上がろうとした。

　だが、不ふ意いに義ぎ腕わんの右甲こうがこちらに向き、

「──お静かに」

　十字の光を聖せい術じゆつと気付くより早く、視し界かいが揺れ、

　……鎮ちん静せいの術じゆつ式しき……!?

「宗むね茂しげ様に使用していたものです。眠っていて下さい」

　いやよ、という声すら、もはや作れない。あるのは耳に聞こえる、

「──私の出で番ばんです」
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　誾は断じた。背後、魔女テクノヘクセンの何もかもを無視して、

「祭の余よ興きようという保険をたてて権けん益えきを得ようとする……」

　目は、まっすぐにドレイクを見上げ、

「この英国の卑怯な行いを、三征西班牙は聖せい譜ふの名において赦ゆるすことは出来ません」

「……単に、英国に喧けん嘩か売うる口こう実じつが欲しいんだろ？　アルマダ戦を俺達がドタキャンしねえように、〝英国が悪いことしました〟ってのを、少しでも摑つかんでおきたいわけだ。──って、俺かよその原因!?」

「──リスボン襲しゆう撃げきでこっちを挑ちよう発はつしといて今いま更さらケツまくるのは感心いたしませんね」

　目を細めて、誾ぎんは言った。

「卑ひ怯きような行いで武蔵むさしを確保した上で、聖せい連れん内での地位を上げようとする行い、改派プロテスタントの実じつ利り主義ですか？」

「無む理り矢や理りに問題を大きくしようとすんなよ。どうせそっちだってアルマダ海かい戦せんじゃあ、被害を少なくするためにすぐ撤てつ退たい戦せんに切り替えて逃げ切るつもりなんだろうしよ。あまり盛り上げようとすると空回りするぜ」

　ドレイクが笑う。彼は、か、は、と血の咳せきを入れて、喉のどを通すと、

「ともあれ、──敵ではあれ、卑怯な行いに武蔵が沈むことを赦ゆるさない、ってか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、悪は法の下か聖譜テスタメントの下における裁さばきが必ひつ定じよう。──つまりヴェストファーレン会議か、もしくは我々との正式な戦争の下で裁かれるべきです。これが聖連や校こう則そく法ほうにおける、一般解でしょう？」

　だから、と、誾は半狼ハードウルフの爪つめを外に払った。左右の双そう剣けんを身体からだの横に、余よ分ぶんな力を入れることなく構えると、

「要よう請せいします。──武蔵への攻こう撃げきを停止しなさい。英国の武蔵に対する敵てき対たい行為は正式な手続きを踏んでいないものです。それを用いて後の権けん益えきを確保しようとする行為は聖連を汚けがすものであり、末まつ世せを前にした聖連の足あし並なみを乱すものです」

「ついさっき考えた台詞せりふって感じだぜ？　俺の耳には」

　それに、とドレイクが言って、こちらの背後を指さした。しかし誾は振り向かない。それは隙すきを見せる行為だからだ。ゆえに彼女は左の剣を掲かかげ、ドレイクから視線を外さずに刃やいばに映る後ろを見る。

　そこには、魔女テクノヘクセンが倒れている。涙をこぼし、しかし横向きに眠りの息をつく彼女に、誾は一つ頷うなずきを返し、

「航こう空くう戦せん主体の魔女、それもどちらかというと遠えん隔かく射しや撃げき戦を主とするものが、まあ英国の怪かい物ぶつ相手によくやったものです。──まあこの魔女も有ゆう翼よくですが」

「……航空戦主体なんだけどよ、俺だって」

「貴方あなたは男でしょう」

「男女差さ別べつかよ!?」

「Ｔｅｓ．、根こん性じようが女おんな並なみ、と言って欲しいのですか？　それに──」

　誾は息を吸い、

「私の夫は郵ゆう便びん屋やですが西さい国ごく最強です」

「負けたじゃねえか」

　その一言に、誾ぎんが右眉まゆを浅く上げた。

「──構えなさい。私の十じゆう字じ双そう剣けんは流体放ほう出しゆつ可能。つまり貴方あなたを傷つけることが可能です」

「負ふ傷しようしてんだぜ？　俺」

「Ｔｅｓテスタメント．、血けつ肉にくが欲しいのでしょう？　他人ひと妻づまの肉はお嫌いですか？」

「旧派カトリツクだったらYesと答えた時点で破は門もんだろ？」

「Ｔｅｓ．、──ケダモノらしい御ご回答を有り難がとう御ご座ざいます。言っておきますが……」

　誾が、ゆっくりと半歩を引いた。

「宗むね茂しげ様は、両胸を貫つらぬかれても私を倒しに来ましたよ」

「旦だん那な自じ慢まんされてるか？　俺」

　Ｔｅｓ．、と誾は応じて、引いた左足を軸じくに、

「────」

　不ふ意いの左腕をドレイクに放った。
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　初しよ動どうの無い一いち撃げきだった。

　ドレイクにして反応が難しい、突然吹ふいた風のような剣だった。袈け裟さ懸がけなのか逆ぎやく袈裟なのか、解わかるのはただ鋭い勢いが来たということだけだ。しかし、意識よりも反射神しん経けいが、

「……！」

　ドレイクは思わず身を荒く引く。剣のリーチに対しては無む意味な距離だと動いてから気付くが、身に纏まとう血を冷ますような銀ぎん光こうには致し方ない。そして更さらに思うのは、

　……どうする!?　俺の正義に対しては！

　失敗する。

　高速の不意打うち。剣けん技ぎに長たけた者だから可能な技は、しかしそれでも聖譜顕装テスタメンタ・アルマの前に、

「……っ！」

　誾の軸じく足あしがつるりと滑すべり、小こ柄がらな身が宙に回転した。だが、対するドレイクは、次の瞬しゆん間かん、全身を大きく後ろに跳ね飛ばしていた。血の飛沫しぶきを先ほどまで自分がいた位置に置き捨てる動きは、宙に浮いた血ち玉だまが断ち割られるのよりもぎりぎり早く、

「く」

　と仰のけ反ぞった胸前を、有り得る筈はずの無い銀線が左下から右上に走った。

　……一いち撃げきが、失敗せずに飛んで来たのか!?

　回かい避ひしたという思いと、どういうことだ、という二つの疑問が、同時に心の中に生じる。誾の攻こう撃げきは失敗した筈はずだ。それなのに何な故ぜ、

　……転んでやしねえ……。

　回避の瞬間に、確かに見た。両りよう義ぎ腕わんの三征西班牙トレス・エスパニア第三特とく務むは、初めの攻撃で確かに転てん倒とうした。だが、そこから先に、まだ続きがあった。彼女は転んでいる最さい中ちゆうに二発目を放ち、更さらに滑ったのとは逆の足で地面を蹴けり、身を戻したのだ。

　身の戻しは、足あし技わざだけで出来るものではない。全身の[image: ]よじりや反らしなども含めたものだ。が、それよりも気になるのは、

「二発目が、俺に届いたのは──」

「Ｔｅｓテスタメント．、簡単なことです。先ほどの魔女テクノヘクセンとの戦せん闘とう、少々拝はい見けんさせて頂いたのですが……。

　そちらの聖譜顕装テスタメンタ・アルマの特とく徴ちようは、正義を汚けがす攻こう撃げきを失敗させること。しかし、先ほど、貴方あなたは自分自身の力で自分を傷つけました。つまり、正義は、己おのれが正義を汚すものになるくらいなら、正義として自じ害がいを厭いとわぬわけです。──が」

「が？」

　Ｔｅｓ．、と、誾ぎんが両の剣を構え直した。

「言い換えるなら、その聖譜顕装は真ま面じ目めで、矛む盾じゆんを許きよ容よう出来ません。だから、あとはこうすればいいだけのこと。

　──攻撃を行えば失敗するなら、失敗している最さい中ちゆうの攻撃は〝既すでに失敗している最中〟なので失敗になることがない。だから、攻撃の届かぬパラドクスは、矛む盾じゆんによって破れます。そういうことです」

　おいおい、とドレイクは内ない心しんで呟つぶやいた。頰ほおに引きつりと、喜びの笑えみが浮かぶのを自覚しながら、

「……失敗の最中って、一いつ瞬しゆんだろうが。足を滑すべらせてる最中じゃねえ、足を滑らせ始めた瞬しゆん間かんの筈はずで、更さらにそれはお前にとっては不ふ意いに来てる筈だろう？　俺が見るからに」

「不意打うちに対して刃は先さきを叩たたき込めない女がお好みで？　夫婦生活、随ずい分ぶんと御お温ぬるいようで」

　参まいったね、俺、とドレイクは呟いた。そして彼は見る。己おのれの制服の胸むね前まえが分かれ、血ち塗まみれの獣じゆう毛もうの胸が大気に触れたのを。

　対する誾が、口の端はを緩やかに上げた。

「──さあ、どうしましょう？　血けつ肉にくのお食事ですか？　それとも血の風ふ呂ろですか？　または、大地のベッドでお休みですか？」

「家を間違えちまったみてえだな俺。──だがよ」

　言っておく。自分を油ゆ断だんさせるためではなく、自分の攻撃手しゆ段だんを改めて確かく認にんするために、

「正義は、お前の攻撃を行こう程てい化かするぜ。下へ手たするとお前の呼吸やら何やら、全部失しつ敗ぱいさせる。見ることも聞くことも、鼓こ動どうすらもな。──俺の正義は半はん端ぱじゃねえんだ」

「Ｔｅｓ．、ハンデとして充分でしょう。貴方は艦かん上じよう白はく兵へい戦せんを主としますが、このような大地上における陸戦を主としておりません。

　極きよく東とうの剣けん術じゆつ。西さい国ごく最強の立たち花ばな・宗むね茂しげの妻が、正義や失敗や行程の見切りなど、歯し牙がにも掛けぬことをお見せしましょう」

　知っていますか？　と誾ぎんが言葉を重ねる。だからこちらが、

「何がだ？」

「聖譜顕装テスタメンタ・アルマが、いつ出来たのかを、です」

　知っている。それは、

「……三十年前だ。俺の持つのは、ヘンリー八世総そう長ちようが、どこからか預かってきた、と」

「Ｔｅｓテスタメント．、三征西班牙トレス・エスパニアのものも同様、他国のものも同様です。三十年前、各国の総長達たちがどこからか得てきた聖譜顕装は、その力を持って各かく国間の牽けん制せい力りよくとなり、防ぼう護ごの力となりましたが……、しかし、三十年前に私は生まれていませんでした」

　だから、

「貴方あなたの正義にとって、私は想そう定てい外がいです」

「じゃあ、──俺がそれを補うのかよ。聖譜顕装にとって想定外の俺が」

　笑えみでＴｅｓ．と答える誾に、ドレイクは両の爪つめを構えた。

　直後。誾が前に出て、両の剣を肩の跳ね上げと共に振り、こう言った。

「立たち花ばなを〝負け〟と言った意味。──西さい国ごく最強を嗤わらった意味を五ご体たいに教えて差し上げます」







[image: 第三十四章『通りの遊泳者』]
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「何だか騒さわがしくなってきましたね」

〝傷有りスカード〟の言葉に、点てん蔵ぞうは辺りを見回した。今いるのは倫敦ロンドン塔とう近ちかく、オクスフォードが見られれば、という〝傷有り〟の希望は、入り口の封ふう鎖さで叶かなえられなかったが、

　……先ほどより、人が増えて御ご座ざるなあ。

　既すでに気付いていたことだが、他者から改めて言われると感覚が違う。しかし、点蔵が気になっているのは、人の増え方に違い和わ感かんがあることだった。普通、町における人の増え方とは、大通りや馬車の停てい留りゆう所じよといった交通の要よう所しよを通過し、市いち場ばや見み世せ物ものなど商業や娯ご楽らくの拠きよ点てんに向けて生まれるものだ。しかし、今いま増えてきた人々の空気は、

　……大通りなどを通過していないような。

　初めからそこに集まっていたものが、姿すがたを現している。そんな感覚を得る。

　点蔵は、あたりの安全を確かく認にんしてから、

「〝傷有り〟殿どの。どこか別の場所に──」

　と振り向いた先。倫敦塔の入り口となっている濠ほりの橋に〝傷有り〟の姿があった。彼女は衛えい兵へいのリザードマンと話をしていたが、やがてリザードマンが気き前まえよく笑って敬けい礼れいをする。そして彼女も笑えみで敬礼の見み真ま似ねを返し、

「点蔵様、──見学大だい丈じよう夫ぶだそうです」

「え？　……一種の王おう宮きゆうで御座ろう？」

「祭日は半はん開放で、平日だって観光ツアー来てますよ？　今日も小しよう等とう部ぶの参さん観かんが来てるそうで。昔は私も来たものですけど、……御ご案内しますね？」

　木で出来た架かけ橋を渡っていく彼女に、点蔵は首を傾かしげてついていく。珍めずらしく強ごう引いんで御座るなあ、と、そんなことを思いつつ。

　……しかし。

　点蔵は思う。自分達が倫敦を縦じゆう断だんするようなルートを来ているのに、クラスの外げ道どう共どもはおろか、英国の代表者達たちも見掛けないのは何な故ぜなのだろうかと。

　悪い予感を得る一方で、点蔵はこうも思う。皆は、人格的には問題ある連れん中ちゆうばかりだが、何かあっても確実にその問題をクリアを出来る筈はずだと。

　彼は〝傷有り〟の後を追うように倫敦塔の城じよう塞さいの入口をくぐり、その影に身を入れていった。

　皆のことを、案じつつも信じながら、
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〝女王の盾符トランプ〟の一人、ジョン・ホーキンスは、マルゴット・ナイトを相手に空に満ちた水の中で戦せん闘とうを重ねていた。

　水中戦せん闘とうは幾いくつかのコツを有する。その一つは、方向転てん換かんがしにくいということだ。

　ゆえにホーキンスは補ほ佐さのキャベンディッシュの力を借りる。それは、

「第一から第四コース投とう下か!!」

『……Ｔｅｓテスタメント．！』

　上空、遙かな位置に潜ひそむ同どう僚りようの人にん魚ぎよ、キャベンディッシュの艦かんから水中に投下されるのは、コースナンバーを振った実じつ弾だん型がた石塔オベリスクだ。その群は魔女テクノヘクセンの進路を塞ふさぎ、その身を狙ねらう一方で、こちらにとっては進行方向を変えるターニングポイントとなる。

　今もターンを行い、魔女に三叉槍トライデントの一いち撃げきを見み舞まう。

　すると魔女が機殻箒シヤーレベーゼンを防ぼう御ぎよにかざし、鈍くも聞こえる金属音おんが生じた。

　が、次の瞬しゆん間かんには、彼はその衝しよう撃げきを利用して別の方向へと身を泳がせている。

　泳ぎ、そして彼は思う。いつもドレイクの副ふく官かん的てき立場の自分が、似に合あわぬことをしていると。

　自分は英国の私し掠りやく船せん団だんを率ひきいる船長であり、船せん舶ぱく部ぶの頭とう目もくの一人だ。歴史再さい現げんによればホーキンスは後に英国の海軍提てい督とくになるが、今の世界において自覚する己おのれの位置は、

　……そう、目立ったものでなくてもいい……！

　争いは好きではない。

　ホーキンスは己おのれのことを、冷めた人間だと思っている。

　水泳という、水の中の孤こ独どくと、タイムラップという己との争いに抗あらがうには、自分自身を水と同化させていかねばならない、と。

　だが、とホーキンスはこうも思う。今、英国は岐き路ろに立っている、と。

　歴史再現によって、ドレイクとは種しゆ族ぞくが違うのに親しん戚せきということになってしまった。が、彼らとともに幾いくつかの戦いを経て解わかってきたことがある。それは、今の歴史が過去の模も倣ほうであるにしても、自分達が生きて動かしているということには変わりないという事実と、

　……自分達がいなくなれば、また別の人間が襲しゆう名めいしていくという事実……！

　以前、ドレイクが海かい賊ぞくでありながら、莫ばく大だいな戦せん果かによって騎き士しを叙じよ勲くんされた。それは歴史的事実であり、再現が為なされた時は皆が喜んだものだ。特にドレイクは大喜びであったが、冷めている自分は、何なに故ゆえそこまで喜ぶのかと、そう思ったものだ。

　これは歴史の再現であって、こうなって当然のものなのだ、と。

　そして、英国では〝血塗れブラツデイ〟メアリの処しよ刑けいも歴史再現通どおりに行われる。が、これもまた、そうなって当然のものだ。あるべきことに疑問を抱く必要はなく、余よ計けいな感情を動かしたところで全ては歴史に対して邪じや魔まなことだと、そう考えていた。

　だが、一ヶ月ほど前に、ある事実を目の当たりにした。

　三み河かわだ。

　極きよく東とうの代表とされる三河が消しよう失しつし、その跡あと取とりとされる姫は自じ害がいを迫られた。そして代わりに、分ぶん家けの姫を襲しゆう名めいさせようという流れが、確かにあった。それは歴史がおかしな方向に進まぬようにするための補ほ正せいであったが、しかし、ホーキンスには一つの事実を気付かせた。

　……極きよく東とうの代表という身分でさえも、死を契けい機きにすげ替えが利くのですか……！

　自分達など、どうということもない。

　自分達は歴史再さい現げんを行っていかねばならない立場だが、それによって不ふ死しとなるわけでもなく、逆に、聖せい連れんや他国によってすげ替えを強きよう制せいされる位置にもいるのだ。

　ならば、いつ死んでもおかしくない身であり、

　……解わかります。

　ドレイクが歴史再現によって騎き士しを叙じよ勲くんされた時、ああまで喜んだのは、

　……自分がまだ生きて、ちゃんとやっているということを実感したからでしょう……！

　そしてホーキンスはこう思う。今、英国は岐き路ろに立っている、と。

　極東、武蔵むさしが来ているのだ。歴史再現の補正における聖連のやり方を否定しながらも、末まつ世せという、歴史再現そのものを消し去る怪かい異いを祓はらおうとする、極東の代表者達たち。

　彼らは、自分達にとってどのような意味を持つのか。命いのち懸がけで歴史再現を行い、そこに生きている自分の仲間達を、守るものなのか、それとも、無意味とするものなのか。

　冷めている己ならば、測れるのではないか。

「──三み河かわで見せた意い思しと力を試させて頂きます！」

　空に作られた仮か想そうの水の中、ターンからのバサロ吶とつ喊かんを行いつつホーキンスは心で叫んだ。

　……一いち撃げき必ひつ殺さつ……！

　水泳は直線運うん動どうだ。水の抵てい抗こうがある故にカーブを描いた軌き道どうを取ることは難しく、方向転てん換かんは壁ターンが基本となる。それゆえ、必ひつ須すとして一撃必殺だ。地ち上じよう戦せんや空くう中ちゆう戦せんではあり得ない考え方だが、水中では敵の動きも重くなる。それも、水に落ちてきた相手は、泳ぐための初しよ速そくも弱く、格かつ好こうの獲え物ものだ。

　だから吶喊する。激げき突とつ位置は魔女テクノヘクセンの真まっ正しよう面めん。三叉槍トライデントは逃げようとする相手を三本の穂ほ先さきで確実に絡め、そして突き刺し通すものだ。

　当たる。
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「──っ！」

　水を通した快音は、何かを硬く折る音に似ていた。

　三叉槍が一いつ瞬しゆんたわみ、しかし手て応ごたえを伝えてくる。

　だが、下した腹はらに力を込めて姿し勢せいを正し、一気にホーキンスは水中を突っ切った。

　もし相手が生きていた場合、水中では速度が落ちた攻こう撃げき直後が危険な時間帯たいとなる。故に、ホーキンスは三叉槍に仕込まれた水中加か速そく器きを起き動どう。改派プロテスタント聖せい術じゆつによる、三十秒時間制せい限げん式しきの酸さん素そ放ほう射しや加速だ。

　槍やりは、機殻カウルを兼ねるビート板シールドの下から水流を噴ふき、一いつ気きに加か速そくした。

「……貫つらぬきなさい！」

　そのときだ。不ふ意いに、籠こもった音が槍やりの穂ほ先さき側から響ひびき、

「!?」

　口の中に、冷たい塊かたまりが飛び込んできた。

　それは熱を持った口くち裏うらに張り付くような冷たさの、

　……氷!?

　思うより早く、槍に乗っていた手て応ごたえが散った。

　代わりに、頭上から足先へと光を反射する欠片かけらが散り落ちていく。

　氷の散さん群ぐんだ。それらは、当たるがごとにこちらの身を冷たく打ち、重なる動きで貫いたと思った黒い影が背後へと流れていく。中身のない魔女テクノヘクセンの三角帽ぼう子しや、衣い装しようのスカートが、だ。

　……変わり身ですか！

　解わかる。減げん衰すいの黒魔術シユヴアルツテクノで作った氷を帽子やスカートで包み、盾たてにしたのだと。

　彼女の相あい方かたの白魔術師ヴアイスヘクセンはダッドリー相手に加か熱ねつの蒸気爆ばく弾だんを用いていた。相方の術をコピーして、逆ぎやく組ぐみをすれば水を氷ひよう塊かいにする術じゆつが出来る筈はずだ。

　ならば、と、黒の布が流れに置いて行かれるのを追って、ホーキンスは足あし先さき側を見た。速度が落ちることもいとわず確かく認にんした下方には、やはり、

「魔女ですね!?」
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　見た方向。言葉通りの敵がいた。

　水の中だというのに機殻カウル付きの箒ほうきにしがみついた魔女は、一いつ直線にこちらを追ってきた。

　スカートと袖そで、帽子を失い、しかしそれを身み軽がるとして、こちらに追いすがってきている。

　水の中、少しでも抵てい抗こうを少なくしようと翼つばさと身を縮める彼女に余よ裕ゆうはない。スピードメーター型の魔術陣マギノフイグーアを箒の機き首しゆに二つ、後部に三つ展開し、高速で追ってくる。

　必死だ。

　だが、この加か速そく術じゆつは航こう空くう用ようのものを転てん用ようしているだけだ。それも、詠えい唱しよう無なしの、機殻箒シヤーレベーゼンの賢鉱石オレイ・メタロにストックしていたものだろう。

　水中では水の抵抗によってあらゆるものが減衰する。三み河かわで見せたこの魔女の射しや撃げき術は単なる加速術の応用だ。水の抵抗に対してはすぐに速度を失う。水の抵抗を減衰させる新たな攻こう撃げき術を作らねば、こちらに対して攻撃を与えることは出来ないが、

　……詠唱を行うだけの酸素が無いでしょう。

　それは、魔女にとって攻撃手段が無いということだ。

　その事実に対し、魔女がそれでも追って来る意味はよく解る。泳ぐという行為を考えた場合、後ろにつけていれば前ぜん泳えい者しやから攻こう撃げきを受けることは無いからだ。

　しかし、魔女テクノヘクセンには水中における抵てい抗こう源げんとしての翼つばさや、箒ほうきにしがみつく姿し勢せいという不利がある。ゴーグルもつけていないため、目を満足に開けることも出来ていない。

　だが魔女は諦あきらめない。水中での機き動どうのために、余分なものを捨て、見み栄ばえなど気にすることなく追ってくる。

　こちらが有利な戦せん場じようだというのに、追われている。その事実に対し、ホーキンスは口に転がる氷よりも冷えたものを腹に感じ、

　……成なる程ほど。

　思う。これこそが、歴史再さい現げんに関われる者達の争いなのだと。それは一ひと言ことで言えば、

「──負けてなるものか」

　負ければ、己おのれを含めて多くのものが失われる。

　きっと、追つい跡せきの魔女にとっては、大事なものがあるのだろう。

　ならば、とホーキンスは思う。自分にも、そういうものがあるのだろうかと。そして、

「──！」

　ホーキンスは加か速そくした。

　勝負は未だ続いており、勝つための方法は用意してある。だがその手順の中に、魔女に追いつかれるものは入っていない。

　魔女の主しゆ武ぶ器きは三み河かわ戦せんで見るに硬こう貨か弾だんだ。水中でも発はつ射しやは可能だろうが、単たん発ぱつでは水の抵抗によってすぐに速度を失う。棒ぼう金がねであっても、至し近きん距離でなければ意味はないだろう。

　だからこちらは距離を取り、そして任にん意いの場所でターンからの一いち撃げきを入れればいい。

　だが、とホーキンスは考える。今の試し案あんには、油ゆ断だんがある、と。

　冷めろ。

　冷めてよく考え直せ。何な故ぜ、敵が追ってきているのか。魔女にとって不利な戦場で、詠えい唱しようのための息も出来ないが、向こうにとっては、

　……〝負けてはならない〟のです……！

　だからホーキンスは、己おのれの表示枠サインフレームに映ったキャベンディッシュに指し示じを出す。言葉を発することなく、摑つかむ三叉槍トライデントのグリップに曲きよく面めん形状化かした表示枠の鍵けん盤ばんを展開。それを用いて片かた言ことの要よう請せいを彼女に送る。

　表示枠の向こうでキャベンディッシュが頷うなずいた直後。足あし先さき側で新たな動きが生じた。

　十メートルほどの距離まで迫っていた魔女が、いきなり速度を落としたのだ。

「!?」

　何故速度を緩めたのだと、ホーキンスは思い、しかし即そく座ざに答えに至った。魔女は加速の術じゆつ式しきを箒の機き首しゆ部に二つ。後部に三つ展開していたのだが、

　……機首部の二つを利用して、私の槍の加速器から出る酸素を収しゆう束そくしている……!?

　散って、水に溶けていく酸素を、機き首しゆ側がわ二つの加か速そく術じゆつの間に挟んだのだ。

　反はん発ぱつ重力に挟まれた気泡路ウエーキーは、半はん呼吸分ぶん程度の空白に固まった。魔女テクノヘクセンは、口を開け、挑いどみ掛かるようにそれを顔で受け止め、

「──Herrlich!!」

　叫んだ瞬しゆん間かん。魔女の箒ほうきに幾いくつもの魔術陣マギノフイグーアが備わった。

　数は十八。前部側がわに六。後部に十。残りの二は、こちらが作った酸素の軌き跡せきから呼吸を確保するためのものだ。それは、

　……強ごう引いんに、加速術だけで水中高こう速そく移動用ようの構成を組んだ!?
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　ホーキンスは、魔女が一いつ気きに迫るのを見た。

　それはこちらの加速を無視するように、一いつ直線に来て、

「……っ！」

　並ぶ。

　そして併へい走そうするのは、ただただ速度を上げただけの突っ走りだ。

　押しのけられた水が物体の移動で開いた穴を埋め切れず、真空を生み、それが水の流れ込みに叩たたかれて裂れつ音おんとなる。髪かみは踊り、翼つばさは水に揉もまれて鈍い音を籠こもらせ続けてもいる。

　無む駄だが多いと、ホーキンスはそう思った。

　しかし、魔女は強引に前に出る。

　水中を突っ切る振動に大きく揺れながら、箒後こう部ぶの魔術陣達たちが双そうの直ちよく列れつ状態を作っていくのが見える。一個一個の加速術を分ぶん散さんして使うのではなく、直列化かして推すい力りよくを整える気だ。

　機殻された箒にしがみつきながら、魔女は速度を上げるための操そう作さを的確に行っている。

　彼女はこちらの前に出なければならない。何な故ぜならば、

　……三み河かわ戦せんの際、最後の砲ほう撃げきはそのブラシ部で行いました。

　加速器となっているブラシ部はそのまま砲ほう口こうとなるが、それは、こちらを抜き去る行為がこちらへの砲撃体たい勢せいに直結するということだ。

　加速は向こうの方が上だ。いずれ前に回り込まれ、砲撃を受けることになる。

　ならばどうするか？　その答えを、ホーキンスは用意していた答えの中から選んだ。

　キャベンディッシュに、指し示じを飛ばしたのだ。
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　ナイトは、箒のアクセルを両の太ふと股もも裏うらで後部に押し込み、黒嬢シユヴアルツフローレンにしがみつく体勢を更さらに深く低くする。もはや水は分ぶ厚あつい布ふ団とんをぶつけてこすられているような感かん触しよくになり、目を開けていることもままならない。

　だが、前に出てはいる。前に出て、相手を倒す一いち撃げきを放たねばならない。

　……勝たないと……！

　仲間達たちに迷めい惑わくが掛かるという思いがある。トーリとホライゾンの、デートとも今後の方ほう針しん会議ともいえるものを護まもらねば、武蔵むさしの今後にも大きく関わる。

　が、それと同じくらいに、

　……ガっちゃんが不安になる……！

　ここ最近のナルゼは、いつものように振る舞おうとしていると、ナイトはそう思う。白嬢ヴアイスフローレンを失い、こちらに負ふ担たんを掛けないように気を遣つかっているが、それを表おもてに出さないようにするあまり、却かえって不ふ自し然ぜんないつもの自分を作っている、と。

　それは自分と彼女の関係がまだ気安いものではないことの証明であり、今のような状態では危険を感じるものだ。何しろ、このままもし自分が負けたならば、

　……ガっちゃん、自分のせいにするよね。

　自分が不備であったせいで、日ひ頃ごろからこちらに負担を掛けていたからだと、そんなことを言って自分を責めかねない。そして責めれば責めるほど、取り繕つくろった、詰まらないナルゼが出来上がる。

　そんなことは望んでいない。

　だから勝つ。変な気き遣づかいなどなくても、こっちは大だい丈じよう夫ぶなのだと、態度と結果で示す。それは面めん倒どうなことだが、

　……口で言う度ど胸きようがナイちゃんにも無いもんなあ。

　言えば、ナルゼは、こちらから距離をとられたと錯さつ覚かくしないだろうかと、そう思ってしまう自分が嫌いやだ。

　それは、彼女と自分の関係を信じ切ることが出来ない、己おのれの未み熟じゆくゆえの猜さい疑ぎであることは確かで、

　……ああ、もう。

　自分は卑ひ怯きようだ。

　ナルゼの気遣いと、それを隠かくそうとする態度に対し、やはり自分も気遣いを働かせて何も言えないのに。それなのに、

　……自分も同じくせに、解わかったつもりで上から目め線せんなんて。

　一人だけ、出来た人間ぶって、卑怯だ。だから、いつか、

　……いつか。

　安心したい。何も言う必要もなく、距離が離れていても、私達の関係は大丈夫だと、そう信じ合えるようになりたい。

　その歩みの一つだと思えば、

　……勝てるよ……！

　思いと同時にホーキンスを追い抜き、更さらに加か速そくした。

　抜き去る。

　そしてナイトは即そく座ざの動きで、黒嬢シユヴアルツフローレンに右みぎ半はん回転のロールを入れた。水の壁に頰ほおを削けずられるような圧あつ迫ぱくと、軋きしみのような低音が響ひびき渡るが、追い抜いたホーキンスの前に回り、

　……砲ほう撃げき体たい勢せい確保──!!
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　お互いの位置は近距離。水中用ようではない加速術じゆつの砲撃でも充分ダメージを与えられると、ナイトはそう判断した。

　注意することがあるとすれば、

　……急ぐだけ！

　ナイトは、腰のハードポイントパーツに着けた携けい帯たい金庫から棒ぼう金がねを取り出す。が、

「────」

　こちらへと加速してくるホーキンスを見たナイトは、ふと、影を感じた。

　視し界かいの上から、まるで軒のきが掛かったかのように、影が降りてくる。

　……これは──。

　水流に振り仰あおぐことは出来ない。ただ視界は、明確に、高速をもって水中を落下してくるそれを確かく認にんした。

　落下物ぶつの数は八つ。その正体は、

　……オベリスク!?

　長さ五メートル。五十センチ四辺の底面を持った石造りの柱の群だった。

　それぞれは、上じよう端たん側に１～８までの番号を書いている。

　ホーキンスのターン用投下オベリスクだ。恐らく、このプールを管理しているキャベンディッシュが射しゆ出しゆつしたものだろう。

　ターン用オベリスクの１番から７番コースまでは円えん陣じんを組むような編へん隊たいでこちらの周囲に落ちた。気き泡ほうの尾を引いて沈ちん降こうする石せき柱ちゆう群ぐんは上部にブイを付けており、必要以上の降下をされないようになっている。

　だが、水中に咲いた七つの石の円陣はこちらの逃げ場を塞ふさぐ配置であり。そして、

「!?」

　最後の八番が、来た。

　黒嬢を構えていたこちらの頭上。まるで押し潰つぶすように来た石の柱は、気泡のたな引きを連れて一直線にこちらの身へと落ちてきて、

「──っ!!」

　底面部ぶの直ちよく撃げきを、ナイトは悟さとった。
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　通りに激げき震しんが落ち、四し方ほうどころか八はつ方ぽうへの高たか揺ゆれとなる。

　音は轟ごう音おん。テンポは高速で、動きは二つの疾しつ走そうだった。

　疾走の一つは白と青の半はん竜りゆうで、もう一つは巨大なハンマーを持った子供だ。

　女王の盾符トランプのエンブレムがついたハンマーは、打だ撃げき部ぶの尻から改派聖術モダンサインによる四角十じゆう字じの仮か想そうベクターノズルを展開し、縦じゆう横おう無む尽じんに加か速そくする。

　そして時とき折おり、通りを走る半竜めがけて下ろされる打撃部は、

「わあ──ん、どうして避けちゃうのさあ──!?」

　空から振ぶりして、そのままノズルの出力任まかせに宙で三回転するのは、サイズの大きな上着裾すそに〝８〟、〝ニコラス・ベーコン〟というワッペンをつけた少年だ。彼は半竜に対し、

「ええと、ウルキアガって言うんだよね！　総そう長ちよう連れん合ごう年ねん鑑かん見たから僕ぼく知ってるよ！　空飛べるんだって!?　飛んで飛んで！　──殴なぐり落とすから!!」

　笑顔のニコラスの声に、半竜のウルキアガは声で応じず身を走らせる。

　彼が思うのは、

　……厄やつ介かいだな……！

　打撃系けい武器は、相手として見たら楽な方だ。自分には外がい殻かくの装そう甲こうも膂りよ力りよくもある。ニコラスが持つ程度のハンマー打撃なら、全ぜん方ほう位いどこから食らっても鼻はな歌うた付きで揺るがない自信がある。ハンマーを加速するノズルの術じゆつ式しき光こうを見ても、その自信は揺るがない。食らったならば、足で踏み堪こたえればいいだけだし、食らった方向に飛ひ翔しようしてもいい。己おのれの巨きよ体たいを空に舞わせる翼つばさや各部の推力を思えば、加速ハンマーの一いち撃げきなど楽なものだ。

　だが、ニコラスが今振るっているハンマーは少々違う。それは、

「国こく璽じだな……!?」
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　ウルキアガは、Ｔｅｓテスタメント．というニコラスの声を聞いた。

「そうそうＴｅｓ．Ｔｅｓ．！　だって僕、国璽尚しよう書しよだから!!　英国の大事な大事な決定事じ項こうなんかにコレでガツンと一撃するの！　それで英国は物もの事ごと決定戦──！」

　しかし、それはどういう意味かというと、

「つまりこれ、英国そのものなんだよね……！」

　だから打撃の意味が違う。英国、と漢字で彫ほられたハンマーは、宙を打撃し、

「──響ひびいていいよ〝英国認印シールオブクイーン〟！」

　轟音が響き、打撃部から〝英国〟の光こう陣じんが展開。それは空に招くように光の塵ちりを迸ほとばしらせ、

「……！」

　通りが激げき震しんし、光こう陣じんが砕け散った。

　何が起きているのか、術じゆつ式しき系けい知識のあるウルキアガには解わかる。打だ撃げき部ぶから展開する英国光陣に、英国そのものを一いつ瞬しゆんだけ打ち込めるのだ。

　地面付ふ近きんを打撃すれば、瞬しゆん間かん打撃力りよくとして英国の大だい地ち全すべての重量がそこに。そして、

「逃げちゃ駄だ目め──！」

　逆ぎやく噴ふん射しやから一回転して穿うがったのは、空中だ。こちらの顔あたりの位置を光陣が打撃すれば、

「!!」

　大気がぶち抜かれ、果てない距離まで裂れつ帛ぱくの大気震しん動どうが突っ走る。

　……英国の大たい気き全体を、一瞬展開したのか……！

　大きく背後に跳ちよう躍やくして回かい避ひするが、外がい殻かくが共きよう振しんして筋肉がざわめく。

　あの英国認印シールオブクイーンは事じ象しよう変化系の神格武ぶ装そうだ。打撃するものに応じて展開内容も変わる。それも、対たい象しようが〝英国にとって何であるか〟だ。どれほどのバリエーションを持つのかは解らないが、危険であることに変わりはない。

　恐らく、直ちよく撃げきすれば、武蔵むさしから来た自分は〝英国にとって異い質しつなもの〟として殴なぐられる。

　……つまりは、英国にとって〝余よ所そ者もの〟か。

　今、この結けつ界かい内にいる武蔵住じゆう人にん、英国に来ている者達の内、

　……上空から見た限り、三、四千人は堅いか！

　一人一人が弱くても、数千人分ぶんの力を一瞬に集しゆう約やくとなれば別だ。

　だから、とウルキアガは心の中に前置きする。何とかせねばなるまい、と。何しろ相手は英国協きよう。完全な異い端たんだ。異端審しん問もん官かん志望としては心おきなく実じつ践せん出来る。

　頭の中にめぐるのは、ああしよう、こうしよう、という愉ゆ快かいな審問計画で、しかし、

　……種しゆ族ぞくが問題であるな。

　ニコラス・ベーコンは資料によれば精せい霊れい種族だ。英国では別に不ふ思し議ぎな存在ではないが、出しゆつ自じ原げん型けいがどのような精霊かで対たい応おうが変わる。たとえば水の精霊は水を扱うが火に弱く、火の精霊は逆だ。ニコラスの場合は、

　……単純な精霊であろうとは思うが。

　ともあれ出すべき尋じん問もん道具は対たい精霊用ようだ。対たい人間用ようとは違い、精霊に効果を与えるために月光や触しよく媒ばい、儀ぎ式しきをもって整備する。一度使うと次の整備を経るまで使えないため、御利用は計画的にと言われる代しろ物ものだ。

　出すべきものは決めた。あとは、距離約やく二十メートルをもって、

「聞こう……！」

「んー!?　Ｔｅｓテス．Ｔｅｓ．Ｔｅｓ．いいよいいよ何──!?」

　ウルキアガは突とつ進しんの前ぜん傾けい姿し勢せいを取りながら、叫び問うた。

「──姉はいるか!?」
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　問いかけに、ウルキアガの視し界かいの中でニコラスが頰ほおを膨ふくらませた。

「いないよ──！　戦せん闘とう中ちゆうだっていうのに女の人のこと気にするなんて超ちよう失礼──！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうか、いないのか」

　ウルキアガは、半はん身みになると、通りに両の蹄てい足そくをついてニコラスを指さした。

「ニコラス・ベーコン！　貴き様さまには二つの罪がある！」

「異い端たん？」

「違う！　それは罪つみ以前の、存在として否定されるべきものである！」

　ウルキアガは、改めて両手の指でニコラスを指さし、

「一つ……！　貴様に姉がいないこと！」

　おお、と観客達たちが拳こぶしを握って理解の意を示す。その声に頷うなずき、ウルキアガは更さらに告げた。

「重ねて一つ！　……貴様が姉のいる弟ではないことだ！」

　通りに立ったニコラスが、正面二十メートルの距離から笑って大気の一いち撃げきを放ってきた。
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　ウルキアガは、突とつ進しんの初しよ動どうを取りながら身み構がまえた。

　飛んできたのは、大気の打だ撃げきだ。英国の空が持つ風や気圧を凝ぎよう縮しゆくした一撃が、英国認印シールオブクイーンの光こう陣じんからこちらへと突っ走ってくる。

　だが既すでに、ウルキアガは動いていた。突進の初動をそのまま、

「拙せつ・僧そう・跳ちよう・躍やく……！」

　脚きやく部ぶの外がい殻かくスラスターを展開。膂りよ力りよくを初しよ速そくとして、続く後あと押おしを加か速そく用竜砲ドラゴンブレスの発はつ射しやとしてウルキアガは跳躍した。

　相手の大気打撃を飛び越え、そのまま突とつ撃げきする。

　距離二十メートルであっても、準備時間を得た航こう空くう系けい半はん竜りゆうにとっては近きん接せつに等しい。

　狙ねらいは上からの回り込み。ハンマーの軌き道どうをぎりぎりで越えて背後にめくり、着ちやく地ちと同時に反転フルブーストで体当たりを敢かん行こうする。

「──!!」

　行った。が、風を切って突撃するウルキアガの視界には、笑顔のニコラスがある動きを取ったのが見えていた。

　宙をぶん殴なぐったハンマーを更に加速させ、ニコラスが地面を打撃したのだ。

　瞬しゆん間かん。ウルキアガは確かく認にんした。地面に衝しよう撃げきが生まれるのとは対たい照しよう的に、英国認印の、

　……ノズルに、反動封じの加速光こうが無い……！

　衝撃はハンマーに反動として返る。それを抑え込むべき加速光は無く、ゆえに、

「飛ぶよ英国──！」

　こちらの行く軌き道どうに、ニコラスとハンマーが跳ね上がってきた。
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　空中。ウルキアガの行く先に、ニコラスが舞い上がった。

　それは宙に上がったハンマーを頭上で大きく回しながら、

「直ちよく撃げきコース貰もらってもいいよね──!?」

　靴くつの踵かかと両横に仕込まれた鋼はがねのピックが、宙に改派プロテスタントの箱はこ十字を描いて宙に突き刺さる。

　ニコラスの身は足あし場ばを得て宙に留まった。が、ニコラスは身をしならせて鉄てつ槌ついをアンダースイングで加か速そくし、笑えみの顔で、

「空行くよ──！」

　突っ込んでいくこちらの顔面狙ねらいで、英国の空を発はつ射しやした。
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　打だ撃げき音おんが響ひびき、ウルキアガに空が直撃した。

「……！」

　宙を裂さく炸さく裂れつの音とともに、ニコラスの正面十メートルの位置で、水すい蒸じよう気きの爆ばく発はつが生じた。

　ニコラスはハンマーをノズルの加速で振り回し、己おのれも鉄槌部ぶに足をかけて一いち回転しながら、

「こ・れ・で・相あい対たい権けん限げん獲かく得とく一番乗り～！」

　手て応ごたえはあった。

　何しろ、英国の空による一いち撃げきは射しや程てい距きよ離り上に英国の領りよう空くうを異い相そう存在させる攻こう撃げきだ。射程距離上の空間には莫ばく大だいな量の大気が圧あつ縮しゆくされ、岩ですら触れただけで砕かれる圧あつとなっている。

　今は演劇の舞台が自分の持ち空間となっているため、狭い空くう域いき分ぶんの空しか圧縮出来ていない。が、それでも、半はん竜りゆうを砕くには充分だ。

　……航こう空くう系けい半竜は音速超ちよう過かによる衝しよう撃げき波はを耐え切るとの調査があるよね。

　それゆえ、皆で話し合って相対の相手を決める際、半竜の外がい殻かく硬こう度どにして三倍硬度の鎧よろいを用いて打撃の実験を行った。

　結果として、自分の打撃が半竜の全身を完全に砕けることが解わかり、ウルキアガ担当につくことが決定した。

　試験装そう甲こうを砕いたとき、シェイクスピアが真ま顔がおで言ったものだ。

「ぐちゃぐちゃだね。半竜ってカニミソみたいなのあるのかな」

　ジョンソンが「詩的だ……！」と言っていたが、たまにあの人達はトリックスターの自分を超ちよう越えつする時があって困る。

　そして今、カニミソは確かく認にん出来ないが、確実にぐちゃぐちゃは生じた。

　何しろカウンターヒットだ。動かぬ試験装そう甲こうにぶち当てていたのとは威い力りよくが違う。

「Heah──!!」

　ニコラスは喜き悦えつの声をあげて鉄てつ槌ついごと身を回す。

　そしてニコラスは着ちやく地ち姿し勢せいを取るため、ハンマーの鉄槌部に掛けていた足を外し、柄えにぶら下がるような姿勢を取った。

　そのときだ。

　ニコラスの正面にあった水すい蒸じよう気きの渦うず巻まく霧きりから、白の影が飛び出してきた。それは、

「──ウルキアガ!?」
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　ニコラスの視し界かいの中、叫んだ言葉通りのものが、こちらへと突とつ撃げきしてきている。対してニコラスは笑えみを固め、

「どーしてだよ──!?　直ちよく撃げきだった筈はずだよね──!?」

　信じられない、というのが率そつ直ちよくな感想だ。

　記き憶おくの中にある破は砕さい試験の光景が、噓うそではなかったのかと思えてくる。半はん竜りゆうの装甲は、調査によるものよりも遙かに硬いのかと。だが、

「単に大気圧あつ縮しゆく直撃であったならば、拙せつ僧そうとて無事では済むまい……！」

　ウルキアガが吠ほえた。その外がい殻かくには幾いくつもの傷や罅ひびも入っているが、

「しかし、音速超ちよう過か可能な種しゆ族ぞくにとって、航こう空くう機き動どう中ちゆうの大気激げき突とつは人生と共にあるべきもの！

　ゆえに圧縮状態になっていても空そらは空！　──英国の気流を読めば乗れぬものではない！」

　半竜が、その両腕の前ぜん翼よくと鋭い鼻先を誇こ示じするように前に突きだし、

「我々は空を攻こう撃げき力ではなく、飛ひ翔しようの場として見る種族！

　──貴き様さまは英国に自うぬ惚ぼれ、英国の空ならば半竜を撃げき墜つい出来ると早計した！

　だが、青の空は万ばん物ぶつに厳きびしく、しかし等しくあるもの也なり！　ならば──」

　ならば、

「空に限って言えば、英国の空は拙僧の味方である……!!」

　うわ、と退しりぞき掛けたこちらの両腕に、半竜が輪を投じた。二重の鉄てつ輪わは、こちらの両りよう手首と鉄槌の柄えを結びつけるもので、

「ナメおったが貴様の不ふ覚かくよ！　ざまあカンカン改派の子こ童わつぱ！　大人おとなしく尋じん問もんを食らうがいい！　──異い端たん審しん問もんセットその百八十二！　対たい精せい霊れい異端捕ほ縛ばく具ぐ〝声無し腕輪エスポツサス・デ・ムド〟……！」

　腕が動かない。こちらの状態は柄に吊つるされた形になっている。

　正面では、半竜が両の手て指ゆびに半竜専せん用ようの聖せい別べつグローブをつけ、更さらに右の蹄てい足そくに履はいた靴くつ裏うらから逆Ｕ字形の緩いスパイクを突き出した。

　何をする、と思った瞬しゆん間かん。両の足を摑つかまれ開かれ、

「股また裂さき拷ごう問もん十七式しき！　電気按摩エレクシダードアンマ──!!」
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　拷問技わざを空中で叩たたき込んだウルキアガは、しかし、観客達があげた歓声に押されながら、

「……？」

　しかし、不ふ意いにその動きを止めた。

　ややあってから、？という視線で観客が見上げる宙の中で、ウルキアガはニコラスの足を離し、己おのれの足を外し、顎あごに手を当て、首を傾かしげる。そして彼は、

「はて……？　感かん触しよくが……、無いような……」

　考え込んでいる間に、目め尻じりに涙を浮かべたニコラスが顔赤く眉まゆを立てた。

「ひどい──！　僕が精せい霊れいだって知ってるでしょ!?」

「いや、しかし、女というわけでも……」

　だ・か・ら、とニコラスが声をあげた。英国認印シールオブクイーンの柄えを摑つかみ、

「単たん一いつ個体だから性別皆無セクレス！　──精霊にはよくあることだって！」
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　待て、とウルキアガは思った。

　単一個体の性別皆無というと、微び少しようもしくは希き薄はくな精霊の特とく徴ちようだ。犬鬼コボルドですら男女的な差き違いはあり、常じよう人じんには見えない風精シルフ達たちのような下か位い精霊であっても、原型の特質に従った男女的な身しん体たい個性を持つ。性別を持つと言うことは、己をバラバラにしないための方法で、同どう一いつ性せいを持つ精霊達は、

　……そのようにして、生物としての形を模もしていくのが常の筈はず。

　ニコラスのように、人の大きさを持ち、自じ我がや記き憶おくを持ち、触れることすら可能なレベルの精霊となれば、己が分ぶん裂れつしてしまわぬよう、性別を固定するものだ。

　それが為なされないどころか、無いとするならば、

　……この精霊は……!!

　まさかと思うより早く、ウルキアガは一つの判断を行った。

　腰部の外がい殻かくスラスターを展開し、背はい後ご側がわの空に退たい避ひしようとしたのだ。

　相手の手首は捕らえ、腕を動かせないようにしているが、その意味は薄い筈だ。不ふ意い打うちによる驚きがあったからこそ縛ばくに掛けることが出来たが、

　……時間と落ち着きさえあれば解かい除じよ出来る筈！

　何な故ぜならば、

「ニコラス・ベーコン！　貴き様さまの正体は──」

「今いま頃ごろ解わかった？　おっそいんだあ──!!」

　言葉とともに、ニコラスの姿すがたが目の前から消えた。

　しかし、その身はすぐにまた現れる。縛いましめの相手を失った腕うで輪わが柄えを下に落ちていくのに合わせるように、ニコラスの身が、

「再さい登場──！」

　宙より落下を始めつつある英国認印シールオブクイーンの、鉄てつ槌つい上部から剝はがれるように起きあがった。その姿は少年というよりも少し少女に見えて、

「こっちの方が気き遣づかって貰もらえるのかな？　でも解わかるよね？　僕、ニコラス・ベーコンは──」

　笑えみが再さい構成され、

「英国認印の守しゆ護ご精せい霊れいなんだよ──！」

　ウルキアガは理解する。ニコラスは、英国の国こく璽じを預けられていたのではない。国璽そのものなのだと。

　もし盗まれようとしたり、奪われようとした場合には抵てい抗こうし、略りやく奪だつされたならばその力を発はつ揮きさせないための守護精霊だ。

　しかし、英国認印は人じん工こう物ぶつだ。ニコラスは古い道具につく精霊である九十九つくも神がみの一種だろうが、英国認印の姿は新しいもので、精霊がつくほど歴史を経ていない。ならば、

「貴き様さま、……人じん造ぞう精霊か！」

　ニコラスの答えはない。

　ただ、笑みだけがあり、ハンマーを半はん身みに構える動きがそれの補助となった。

　危険を感じたウルキアガは、外がい殻かくスラスターに竜砲ドラゴンブレスが完全蓄ちく積せきしていないことを理解の上で、即そく座ざの退たい避ひを行おうとする。

　しかし、不ふ意いに、ウルキアガの胸に一つの硬さが当たった。

「？」

　反射動どう作さが身を守るために全身を緊きん張ちようさせ、視し界かいを下に向けさせた。

　見れば、胸に当たっているのは鉄の腕うで輪わだ。それは先ほどこちらがニコラスの捕ほ縛ばくに使ったものだ。ハンマーを振る動きで柄から抜き、アンダースローの動きで投じたものだろう。

　戦せん闘とうの訓くん練れんを受けているがゆえに、身体からだが反射し、それが隙すきとなった。

　わずかに動きを止めてしまった間に、ニコラスはハンマーを一いつ回転させており、

「直ちよく撃げきいくよ──!!」

　地面を殴なぐれば周しゆう囲い空間に震しん撃げきが。宙を殴なぐれば空が飛んだ。

　直撃ならば、ウルキアガは英国にとって、空や大地ではなく、

「英国にとって〝余よ所そ者もの〟の持つ力が、全部一点に叩たたき込まれる……！」

　この演えん劇げき空間の中にいる〝余所者〟の力が、全てぶち込まれる。

　武蔵むさしから英国に来ている数万人のよそ者の内、三、四千人ほどがここにいる。

　その打だ撃げきが一点に集中すればどうなるか。

　ウルキアガが悟さとるより早く、実じつ践せんが来た。
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　ホーキンスは、八番コースの石柱オベリスクが魔女テクノヘクセンに直ちよく撃げきしたのと同じタイミングで、近くにある第四コースを強く蹴けり飛ばしていた。

　そして彼は、己の姿し勢せいを背面のバサロ泳法から俯うつぶせのドルフィンキックに移行する。その方が顔を上げて相手を確かく認にんすることが出来るのと、速度が乗るからだ。

　行く。

　キックによって強く加か速そくした視し界かいの中には魔女がいる。

　ゴーグルの向こうで淡く揺れる水の景色の中、魔女は第八コースオベリスクの打だ撃げきを受けて水底へと吹っ飛ばされていた。

　彼女の姿勢は、衝しよう撃げきによって身を仰あお向むけにして、空に砲ほう口こうを向けたものだ。

　機殻箒シヤーレベーゼンの周囲からは、もはや加速の魔術陣マギノフイグーアは消えている。

　見れば、彼女が用意していた棒ぼう金がねも、離れた場所へと沈んでいた。

　だが魔女は、それでも姿勢を直し、砲口をこちらに向けようとしていた。しかし、

「……!!」

　鳩みぞ尾おちに入った衝撃で、魔女は、肺の中の息を全て水中へと吐いていた。

　反発加速の術じゆつ式しきによって収しゆう集しゆうした酸素は完全に吐かれた。

　魔女に詠えい唱しようの手段は無い。棒金の砲ほう弾だんも無い。あるとすれば、後は逃とう亡ぼうだけだが、

「逃がしはしません……！」
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　勝つために、ホーキンスは加速した。

　正面に三叉槍トライデントを突きだし、一直線に魔女の身を狙ねらう。

　しかし、ホーキンスのゴーグルの向こうで魔女が動作した。

　もはや無呼吸で、攻撃手段を失った魔女は、身を折り、しかし動いていた。

　……これ以上、何を!?

　魔女は動いた。

　彼女はフリーにした左手を首元に当て、何をするのかと思えば、スカーフを緩め、

「まさか──」

　力任まかせに開いた襟えりから、一ひと塊かたまりりの空気が水の中に零こぼれ出た。それは、

　……胸の間に大気を閉じ込めていた……！

　直後。開かい襟きんの魔女が酸素を食い、砲口をこちらに向けながら叫びをあげた。それは短く鋭い詠唱を経た後に叫ばれる、

「──Herrlich!!」
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　水中において、至し近きん距離からのカウンターで発はつ射しやされたのは、減げん衰すい術じゆつで作った氷だった。

　拳こぶし大だいほどの氷を作りざまに発射する。それゆえの詠えい唱しようだ。

　だが、眼がん前ぜんともいえる位置で発された氷の砲ほう弾だんに対し、ホーキンスは的確な反応をした。

　三叉槍トライデントの機殻カウルとなっているシールド。ビート板でもあるそれを外し、

「ビート板シールド……!!」

　力任まかせに前へと突き出したシールドに、氷ひよう塊かいが着ちやく弾だんした。

　鈍く低く響ひびく音が打ち鳴らされ、シールドが震しん動どうする。

　が、威い力りよくは不揃いだ。

　……水中砲ほう撃げきの術じゆつを、まだ確立していなかったか！

　シールドの上半分を砕かれつつも、ホーキンスは攻こう撃げきを弾はじき切った。

　魔女テクノヘクセンに、今の術をストックさせるつもりはない。だから、操そう作さと設定の時間を与えぬためにも、一直線にホーキンスは突っ込んだ。

　第八コースのオベリスクを潜もぐった向こう。そこに、僅わずかな沈ちん降こうを続けていく魔女がいる。

　しかし彼女にもはや術じゆつ式しきを放つ呼吸はなく、機殻箒シヤーレベーゼンもただ構えられているだけだ。

　相手に戦う手段はもはや無い。

「──！」

　突とつ撃げきした。その瞬しゆん間かんに声が来た。それは表示枠サインフレームに映るキャベンディッシュの、

『──ホーキンス先せん輩ぱい!!』

　危険の意い思しを伝える色を持った叫びが、確かにこちらの耳に届いた。

『第八コースが再さい落下してます……!!』

　直後。ホーキンスは超ちよう重量の打だ撃げきを背に受けた。

　ドルフィンキックで加速する己おのれの背の中央。そこに、第八コースが落ちてきたのだ。
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　ホーキンスは、全身に響ひびくダメージと共に十数メートルを一気に沈んだ。

　だが沈ちん降こうは更さらに収まることなく、衝しよう撃げきに口から大気を吐く眼がん下かには、地面が見え、

　……これは一体……!?

　自問に対する答えは、冷めて考えればすぐに解わかることだ。

　魔女は、オベリスクの一いち撃げきを受けたとき、即そく座ざに加か速そく術じゆつの設定を行ったのだ。それも、

　……自分を打撃した、この第八コース用オベリスクに加速力を付ふ与よする設定を……！

　目的は一つだ。沈降を止めたオベリスクを再さい加速して、こちらを打撃する。

　ならば先ほどの氷の一いち撃げきは、こちらの突とつ撃げきをオベリスク落下のタイミングに合わせるためと、

「私を油ゆ断だんさせるためですか……！」

　告げた直後に、ホーキンスは地面に穿うがたれた。ハンマーで打たれたかのように、オベリスクが彼を地面に轟ごう音おんで打ち込み、そして沈ちん降こうを止める。

　肺の中に残っていた空気を口くち端はから漏もらし、意識を薄くしていきながら、ふと、ホーキンスは思った。

　……何な故ぜ、自分の仲間達たちが、襲しゆう名めい者しやとして己おのれの充実を試し続けているのか。

　それは、何かに似ていると、そう感じたホーキンスは、自問の答えを、

「この充実は──」

　意識を失いつつ、確かにこう告げた。

「スポーツです……！」
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　英国認印シールオブクイーンのインパクトが生じる直前。ニコラスの正体暴ばく露ろとウルキアガのピンチに対し、観客は大いに盛り上がっていた。

　だが、その中で、違い和わ感かんを得ていた者がいた。

　ノリキだ。彼は左に弟や妹達を、右に御お広ひろ敷しきと、

「カレ──!!」

　カレーを置いたノリキは、この祭の構こう図ずに強きよう烈れつな違和感を覚えていたのだ。

　……おかしい。

　その違和感は言葉に出来るほどに明確なものだった。だから彼は空を見上げたまま、そこにいる半はん竜りゆうと、小さな少年とも少女とも見える精せい霊れいを見て、内ない心しんでこうつぶやいていた。

　……何故……。

　思う。

　……何故、御広敷がウルキアガを応おう援えんする……。

　隣となりの御広敷は、こちらと同じように空を見上げているが、

「ウキ──！　ウキッ！　ウキッ！　ウ──、こほぉっち向いてへぇえええ!!」

　おかしい。

　いや、これは確かにおかしいが、このおかしさは普通のおかしさだ。大事なのはこういうおかしさではない。何故ならば。

　……何故、御広敷はあの精霊を応援しない……！

　おかしい、とノリキは、もはや確信する。御広敷はおかしな男だ。どのくらいおかしいかと言えば、弟や妹達と彼の間に自分が立った方がいいかな、と思える程度におかしい。己の信しん仰こうを捨ててウルキアガを応援するなどあり得ない話だ。長年の付き合いでそれは確かに言える。今の御お広ひろ敷しきを見たら、クラスの全員が、

「え……？」

　と疑問するに違いない。そのことだけは確かく信しん出来る。よく解わかっていることだ。

　解っているなら言わなくていい。

　だからノリキは思し考こうを停止しようとして、

「──！」

　慌あわてて首を横に振った、つもりになる。何な故ぜならば、首が左右に振れないからだ。

　……どういうことだ。

　応おう援えんはしている。

　だが、他のことが出来ず、考えにくい。それは緊きん張ちようとか集中とか、いろいろ言い訳わけ出来るかもしれないが、

　……何かの術じゆつ式しきか。

　そう思うと、理解が出来る。

　術式の解かい除じよならば、自分の術式で三発殴なぐって壊こわせばいいだけだ。だが、

　……術式が解らない。実際に掛かっているかどうかも解らない。

　殴る対たい象しようの認にん知ちが出来なければ、創そう作さく術式〝弥生やよい月づき〟から始まる三発打だ撃げきは行えない。

　更さらには、自分の術式は打撃系けいだ。術を砕くには術が掛かっている人間を殴るしかない。

　しかし自分を殴るのは嫌いやなことだ、とノリキは解っている。だからそれ以上、自分を殴ることについてノリキは考えないことにした。

　現状、相手の術が認知出来ず、自分を殴るのも避けたい。

　ならばどうするか、それを思い、ノリキは何とか右の拳こぶしに力を入れつつ、横の声を聞いた。

「ウキキキッキキキキキ!!　ウッキちゃはぁ──ん！　ウゥ──！」

　そうだ。

　御広敷を正常に戻そう。

　今、御広敷は狂っている。他人から見たら、これはこれでおかしいかもしれないが、ある意い味み正常ではあろう。だが、これは御広敷にとってはおかしなことで、本来の狂い方ではない。ちゃんとした狂い方に戻してやらねばならない。

　だからノリキは、右腕に、


『内ない燃ねん接続：諏す訪わ神社：術式：創作登とう録ろく型がた031：確かく認にん』



　肘ひじから拳まで、緑色の鳥とり居い光こうを表ひよう示じすると、


『創作術式：睦む月つき：──展開』



　同時に呟つぶやく。

　口を開き、応援の声ではなく、何とか搾しぼり出すように、

「──三発殴って御広敷を正常にしろ」
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　ウルキアガに対する英国認印シールオブクイーンの直ちよく撃げきは、音としては高い響ひびきを、色としては光こう陣じんの放ほう射しや消しよう滅めつを生んだ。

　打だ撃げき内容は〝よそ者の力〟だ。

　打撃する。

　観客達たちが期待と驚きに飲むような声をあげた頭上、しかし、打撃を受けた半はん竜りゆうは、

「……？」

　ダメージを受けていなかった。

　攻こう撃げきは当たっている。

　その証しよう拠こに、半竜はガード姿し勢せいを取ろうとしているが、間に合っていない。

　今、半竜の胸に鉄てつ槌ついは確かに当たっている。が、半竜は宙から動いていない。

　鉄槌は、半竜の胸に止められたような状態だ。

　何な故ぜ、という雰ふん囲い気きが観客の中から漏もれるが、そのど真まん中なかでいきなり声があがった。それは御広敷の、戸と惑まどいを持ったもので、

「え!?　あれ!?　──あ！　何ですかウッキー君！　小しよう生せいの信しん仰こうと戦おうとするとは、君、今こん度ど食事に毒でも盛られたいんですか!?」
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　ウルキアガは、自分の胸に当たっている鉄槌を確かく認にんした。

　……ダメージが……、無い？

　その通りだ。衝しよう撃げきはあったが、本来の鉄槌の勢いと、少しの加か算さん分ぶんという程度しかなかった。この戦せん場じようから得られるべき〝英国にとって余よ所そ者もの〟の力を集しゆう結けつした一いち打だは発生しておらず、

「く……！」

　正面にて目を見開いているニコラスを見ても解わかる。精せい霊れいの表情が示すのは、英国認印の望んだ効果が出ていないということだ。

　何故か。その答えは、

「……拙せつ僧そうの仲間が、この演えん劇げき空間の術じゆつ式しきから逃れたのであるな」

〝英国にとって余所者〟とは言っても、それはこの演劇空間の中での話だ。

　本来、演劇空間内ないの余所者の力を集結する筈はずが、今回に限っては、

「この〝演劇空間の英国〟にとって、もっと明確な〝余所者〟が発生した、ということか」

　それはしかし、御広敷一人だ。だから、

　……ダメージは、数千人分の集結から、御広敷一人分のものとなった。

　更さらには、眼がん下かから、

「あ……」

　人々の驚きの声を誘うように、彼らや地面、大気の至る所から光る文字列れつが空に消えていく。この演えん劇げき空間の構成術じゆつ式しきが、御お広ひろ敷しきの解除を機にほころびているのだ。

　それらの文字光こうの昇しよう天てんを、ニコラスがこちらと共に見て、

「まだ壊こわれはしてないけど、中で暴あばれると危険かなー……。もし、外とちょっとでも繫つながったら、英国全ぜん体たいの空や大地の打だ撃げきをここにぶち込んじゃうから」

　ニコラスが、肩を落としてつぶやく。さも残念そうに、

「シェイクスピアに言っておかないと駄だ目めだねー……。ちゃんと作るならテント張りみたいなのじゃなくて、客が一人冷めたくらいで揺れない建物にして、って」

　そして不意の動きで、ニコラスがこちらから離れた。

　精せい霊れいは、とんぼを切って、英国認印シールオブクイーンを振り上げたまま着ちやく地ちの軌き道どうに入ると、

「これ以上続けると、僕ぼく自身の力が危険になるよね。……引き分けにしとく？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……狙ねらってやったことではないだろうが、舞台が壊れてはな」

「Ｔｅｓテスタメント．、じゃあ、──ここではこれにて！」

　ニコラスは、着地して、通りの中央でハンマーを振り回すと、皆に対して一礼した。

「以後は他の舞台にてお楽しみを──！」







[image: 第三十五章『階段上の探偵』]
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「倫敦ロンドン塔とうは、塔タワーと言っても城塞キヤツスルなんです」

　石造りの広い廊下を歩きながら、点てん蔵ぞうは〝傷有りスカード〟の説明を聞く。先ほどまでは小しよう等とう部ぶの参観の集団と一緒に歩いていて、引いん率そつの教員が解説をしていた。その熱が移ったのか、〝傷有り〟も饒じよう舌ぜつで、対する点蔵も、

「西せい洋ようの城は塔と呼ばれることが多いで御ご座ざるな。それは古こ来らいの慣かん習しゆうと聞くで御座るが──」

　大体のことは知っている。が、相あい槌づちと同じようなもので、〝傷有り〟の言葉が話題から話題を経るのを止めるのは無ぶ粋すいだ。本ほん場ばの人間から知識を聞く意味もあり、点蔵は彼女の説明を共に歩きながら聞く。Ｊｕｄジヤツジ．、と先ほど小等部の子供達たちがいた時は聞けなかった〝傷有り〟の応答を耳にして、

「──そうですね。大体は御ご存ぞんじだと思うのですけど、何な故ぜ城塞を塔と言うのかというと、西洋の城は、古来においては要よう所しよの丘や、人工の高台モツトに建てられた物もの見みの建物で、つまりは元々が城塞キヤツスルではなく、周囲を壁で囲んだ国境警備用の塔タワーだったんです。

　しかし、兵へい員いんを抱えるために中庭が広くなり、木造だった壁も石造りになって背が高くなると、中央の塔から四し方ほうを見渡すのが難しくなります。だから壁を厚くして壁の上を行き来出来るようにして、塔は壁の角に移動したわけですね。あとは生活の場、持じ久きゆうの要かなめとして、中央には背の高い建物を置いた……、その建物が中央の王おう宮きゆうなどになるわけです」

「極きよく東とうの城は、元々は豪ごう族ぞくの屋や敷しきや館やかたから始まったので、生活の場の意味が強いで御座るが、そのあたり、やはり違うもので御座るなあ」

「Ｊｕｄ．、西洋はまず警備の塔の進しん化か系けいとしての城じよう壁へきありき。極東は生活の場の屋敷としての城ありき、だと思います。だから、──ほら」

　と、〝傷有り〟が左手側、窓から見える塔を示す。それは、

「〝重双ダブル血塗れブラツデイ〟メアリが収しゆう監かんされている南なん西せい塔とうです。

　西洋の城は、地下室や塔の部分などに犯罪者を収監する場所でもありました。極東の城でもそういう場所を設けている城がありますが、西洋では中ちゆう世せいに領りよう主しゆが土地を治めるために裁さい判ばん権けんを獲かく得とくしたため、収監場所を自分で確保したんです。それによって住民達に畏い怖ふの念ねんを与えられますし、犯罪者を処しよ罰ばつする正義の主あるじというイメージを与えることも出来ますから。

　城じよう主しゆにとっては、都つ合ごう悪わるいことを誰だれかに押しつけてスケープゴートにも出来ますしね」

　だとすると、と点蔵は塔の窓を閉めるレースのカーテンを見た。あの向こうにいる人は、

　……御ご自分の罪つみ以上のものを背負わされて御座ろうなあ……。

　その罪も、歴史再さい現げんによるものだ。〝傷有り〟の話によれば、救われることになっていると言うが、どこまで納なつ得とくのいくものなのかは、こちらには解わからない。

　責任という言葉に対し、自分の命を掛けるのが忍にん者じやの定めだが、それは主しゆ君くんの命や敵てき地ちでの行動に対するもので、教きよう導どう院いんの生活では無む縁えんともいえるものだ。だが、己おのれの生活自じ体たいが国の命めい運うんに対して責任を得るとなると──。

「──点てん蔵ぞう様？」

　数歩を先行していた〝傷有りスカード〟が、こちらに振り返る。気付き、慌あわてて距離を詰めた点蔵に、彼女は苦く笑しようを見せた。

「すいません。何だかお気き遣づかいさせるようなことを言ってしまったようで」

「いや、まあ。……英国では、いろいろと学ぶところが多いで御ご座ざるよ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、有り難がたいです。私どもの方も点蔵様からは多く学ぶばかりですので」

　と、行く足が突き当たりに入る。北ほく東とう塔とうの下、塔に向かう階段のある小ホールだ。絨じゆう毯たんにソファや棚があり、弓ゆみ矢やなども備えてある場所だった。

〝傷有り〟はそこで、今は火のない暖だん炉ろの方に手をかざし、

「寒い日などは、ここで護ご衛えいの人達が待たい機きするんです。そうすると、たまに、出るんですよ」

「何がで御座るか？」

「Ｊｕｄ．、──幽ゆう霊れいですよ」
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〝傷有り〟は、肩をすくめて上うわ目め遣づかいにこちらを見る。

「英国の至る所、倫敦ロンドンの各地にも、ケルトの時代からの名残なごりや、中ちゆう世せいのドタバタで妖よう精せいや死者、魂たましいの残ざん滓しが騒さわぎやうろつきを見せる場所がありますね。

　異い族ぞくとしての妖精や、死後のやり残しを続ける幽霊達とは違う者達。自じ縛ばくや放ほう浪ろうの霊として、微かすかな、自じ我がも薄くて、ただ彷徨さまよったり、場合によっては生者を襲おそうような霊達たちです」

　喜き美み殿どのが聞いたら気を失うで御座ろうなあ、と思いつつ、点蔵は問いを重ねる。

「どなたの霊で？」

「ここにはアン王おう妃ひが。──首のない貴き婦ふ人じんの霊として出るそうです」

　ふむ、と点蔵は頷うなずいた。あたりをちらりと見回し、

「……アン王妃というと、ヘンリー八世の妻、妖精女王エリザベスの母、そして断だん頭とう台だいの露つゆと消えた女性で御座るな。元は前ぜん妻さいキャサリン様の侍じ女じよだったとか」

「Ｊｕｄ．、よくそこまで知ってらっしゃいますね」

　実のところ、この準じゆん備び期間中、ウルキアガに筐体ＰＣごと持ってきて貰もらった〝とっかえひっかえヘンリー八世〟で学んだのだが、エロゲで勉強したで御座る、とは流石さすがに言えない。

　勉強の契けい機きは〝傷有り〟との墓ぼ所しよでの会話だが、やはり目的意い識しきがあると台詞せりふ送りボタンの連れん打だもよく進む。思わず全キャラクリアして通神帯ネツトの攻こう略りやくサイトに行き、トーリが先に書き込んでいた攻略部分のミスを訂正しまくった程だ。トーリ殿どの、そこの選択肢しは〝受けて見よ！　必殺・信仰の擁護者デイフエンダーオブフエイス！〟に御座る。が、しかし、

「──まあ、極きよく東とうの若者の嗜たしなみに御ご座ざる」

　噓うそはついていない、と思う。が、〝傷有りスカード〟は目を細め、

「では、知ってますか？　この英国では、後に〝血塗れブラツデイ〟メアリを生むはずの前ぜん妻さいキャサリン王おう妃ひは、──子供を産めなかったということを」

「……え？」

　疑問に、〝傷有りスカード〟が一歩を詰めてくる。彼女は上うわ目め遣づかいでこちらの顔を窺うかがうようにしながら、言葉を続ける。

「体質とか、いろいろありますものね。キャサリン王妃は病びよう弱じやくで、聖せい譜ふ記き述じゆつでは王子が生まれないためにヘンリー八世は妻を代えていくのですが、それ以前に子供が産めねば仕方ありません。だから英国は、聖せい連れんに対して、ある言い訳わけをしたのです。

　──産まれた子、メアリは、妖よう精せいによって隠かくされた、と」

「では……、後の〝血塗れメアリ〟様は……？」

　否、聞き方がおかしい、と点てん蔵ぞうは思った。以前の〝傷有り〟の話にもあったが、この英国の〝血塗れメアリ〟は、エリザベスの異い母ぼ姉あねのメアリ・〝血塗れ〟・チューダーと、スコットランド女王のメアリ・スチュアートを二重襲しゆう名めいしている。

　だが、それならば、二重襲名のメアリ本人は、いつ、誰から産まれたのか。

　解わからない。

　しかし、こちらの不ふ可か解かいを悟さとっているのか、〝傷有り〟は笑えみを深くした。

「それも、後でお話し出来ると思います。その前ぜん提ていとして、お見せしたいものがありますので。……こちら、どうぞ」

〝傷有り〟はそう言って、控えの間となっている小さな広間の脇にある階段へと行く。ついていく形となった点蔵は、

「そちらは──」

「倫敦ロンドン塔とう、南なん東とう塔とうです。見学としては興きよう味み深いものが見られますよ。あ、──犯罪者の収しゆう監かん場所ではありません。ちょっとした勉強の間です」

　はあ、と頷うなずく点蔵は、階段に入る際、左右を見回す。

　が、誰もいない。遠く、オクスフォードの方から、わ、という声が聞こえてきているが、祭だろうか。と、何だか活き活きしているようにも感じる〝傷有り〟の後を追おうとして、

「────」

　明らかに通気とは違う風の流れが、首の左右を背後から撫なでた。
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　人の気け配はい。それを背後に感じ、点蔵は振り返った。だが、

「!?」

　誰だれもいない。ただ無む人じんの通路が続いており、中庭の方から子供達の笑い声が聞こえてくる。

　階段の方からも、

「？　どうかなさいました？」

　あ、いや、と点てん蔵ぞうは首くび筋すじを撫なで、階段に足を掛ける。一いつ瞬しゆんだけ背後を見ると、その直後に点蔵は数段を一気に跳ばし上がり、先行する〝傷有りスカード〟の後ろについた。

　……今の気け配はい、何で御ご座ざろうか。

　思いつつ、階段を上っていく〝傷有り〟についていく点蔵は、数歩の安全を確かく認にんした。上から振り返る〝傷有り〟が、

「？」

「あ、いや、……このあたりの壁、抜いて矢や口ぐちに出来るようになって御座るなあ、と」

「あ、そう言われてみるとそうですね。今まで気付きませんでした」

　と、〝傷有り〟が感心しつつ、ゆっくりと先を行く。ついていく点蔵の目に必ず入るのは青の色。それも、階段を上っていく〝傷有り〟の、明かり取りの窓から入る光に照らされた、

　……何で……、尻は、こう、丸いので御座ろうか……。

　思わず哲てつ学がく的てきに考えてしまう点蔵だったが、神々の時代以い前ぜんから尻しり神がみ信しん仰こうがあるのも確かなことだと思い直す。自分、胸むね派はの筈はずで御座るのになあ、と心の中で台詞せりふを作るが、

　……〝傷有り〟殿どのだったら別にいいで御座──。

　慌あわてて首を横に振った。一いつ体たい何を考えているのか、というよりも、そういう思し考こう自体をするべきではない、と、点蔵はそう思った。何しろ〝傷有り〟側の方で、こちらをどう思っているのかが解わからないのに、それなのに勝かつ手てに品しな定さだめするような目で見てどうする、と。だが、

「点蔵様？　──どうかなさいましたか？」

　身を[image: ]よじるようにして、髪かみに飾った睡すい蓮れんの花に振り向かれ、点蔵は慌てて首を横に振った。

　ただ、彼女を見ていたのは確かなことなので、だからつまり、

「〝傷有り〟殿の、その、……そういう格かつ好こう、いいで御座るなあ、とか」

　言うと、彼女はわずかに目を見開き、しかしすぐに弓に細めて、

「Ｊｕｄジヤツジ．、有り難がとう御座います」

　見てていいってことで御座るか!?　と反射的に返答しそうになり、胸派信仰も重ねて点蔵は自じ制せいした。

　と、数歩で階段の頂いただき、踊り場に足が届く。先行していた〝傷有り〟は、

「ここですね。お見せしたいものがあります」

　塔とうの直径は約七メートル。その三分の一ほどが踊り場で、残りは飾りの付いた木の扉とびらの向こうにある、

「部屋で御座るか？」

「Ｊｕｄ．、八畳じようくらいの書しよ斎さいです」

　書しよ斎さい？　と首を傾かしげている目の前で、〝傷有りスカード〟が懐ふところから出した鍵かぎを扉とびらに差し込んだ。

　……鍵？

　そんなものが必要なのかと思ったのは、これが一般の見学コースの一いつ環かんではないのかと、そのように思っていたからだ。そして、〝傷有り〟がいきなり鍵を出したのも疑問だったが、

「点てん蔵ぞう様」

「……は？」

「どうぞ、御ご覧らん下さい。これが──」

　これが、

「これがきっと、私の、点蔵様に対して最も報いることの出来る示しだと思います」

　それは、

「妖よう精せい女王の父、英国の国こつ教きようを今の英国協きように変え、現在の英国の地じ盤ばんを作った万ばん能のう王おう、〝王賜剣エクスカリバーを抜ける〟と豪ごう語ごした、──ヘンリー八世の書斎です」
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　点蔵が入った部屋は、半はん円形の部屋だった。板張りの天てん井じようは高く、しかし暗いのは、

「結けつ構こう散ちらかってますけど、気になさらずに。今、カーテンなど開けますので」

〝傷有り〟が南面と東面にある窓に向かう。石造りの壁であるため、彼女は深い出で窓まどに身を乗り出してカーテンと鎧よろい戸どを、

「ん……」

　と突き出される尻は胸むね派は信しん仰こうの障しよう害がいに御ご座ざる。鎧戸を数すう度ど軽かるく叩たたいてから上げる動きが東から始まり、南へと向かう中、部屋の中が照らされていく。

　そして見えるのは、北面側がわに置かれた大おお机づくえと、部屋の至る所にある本ほん棚だなや作業台。そして積み重なる本の群や標ひよう本ほん箱ばこだ。金きん管かん楽がつ器きやギターもあり、K. P. A. Italiaは〝機械仕掛けの明星フイーノ・アルバ〟製の顕けん微び鏡きようや天てん体たい望ぼう遠えん鏡きようもある。机の方、薄うす暗ぐらい中にあるのは鎧だろうか。だが、

　……部屋の中央に天井から掛かって御座るのは……。

　極きよく東とうの地図だ。それも、各地の要よう所しよ、首しゆ都ととおぼしき場所などに赤いピンが刺してある。

　それらのものの位置から気付くのは、

「……随ずい分ぶんと、背が高く、体格のいい方だったので御座るなあ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、よく、歴史再さい現げんではフェリペ二世と比ひ較かくされてますね。お金はあるけど体が弱く、書斎に籠こもっていた瘦そう軀くの〝書類王おう〟と。……ただ年代的にいうと、〝書類王〟の先代、三征西班牙トレス・エスパニア王とM. H. R. R.神聖ローマ帝国皇こう帝ていを兼けん任にんしたカルロス一世総そう長ちようとの比較が多かったそうですが」

「……カルロス一世総長も、相当の万ばん能のう者しやで御座ったと聞き申す」

　Ｊｕｄ．、と頷うなずいた〝傷有り〟が、南のカーテンを開ける。彼女は身を出窓に乗り出し、

「ヘンリー八世とカルロス一世、──どうも御二人おふたりは、交流を持たれていたようですね」
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　欧おう州しゆうを代表する大だい総そう長ちようの交流。授業でも聞いたことがないその情報に、点てん蔵ぞうは顔を上げた。

「……そんなことがあったので御ご座ざるか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──歴史再さい現げんに拠よれば、ヘンリー八世総長の第一王おう妃ひ、〝血塗れブラツデイメアリ〟の母であるキャサリンは、カルロス一世総長の叔母おばだったんですよ。そして元々、三征西班牙トレス・エスパニアと英国は交流があったわけです。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズという大国に対するためにも。

　三征西班牙とM. H. R. R.神聖ローマ帝国、そして英国が手を合わせれば、六護式仏蘭西を三さん方ぽうから封じ込められます。だから三征西班牙王とM. H. R. R.の両王となったカルロス一世総長と、英国のヘンリー八世総長は交流を持ったのでしょうね。しかしまあ」

　と〝傷有りスカード〟は苦く笑しようして、

「そうやって交流を持つ内に、三征西班牙は英国に貿ぼう易えき品ひんをどんどん売って儲もうけていき、更さらには新大陸貿易が重なって、その結果、三征西班牙では人口が莫ばく大だいに増えたんです。

　そうすると物ぶつ資しが必要になりますが、国内産業よりも新大陸貿易の方が儲かりますから、皆そちらに行ってしまう。やがて物資の需じゆ要ようと供きよう給きゆうのバランスが崩れ、国内産業による自じ給きゆう率りつが下がり、三征西班牙では増えた国民を養うために輸入に頼ることになったわけですね。

　しかしそうすると、新大陸貿易で儲けても、国の中にお金が残りません。

　そのフォローとして三征西班牙は新大陸貿易を更に強化しますが──」

「……それらの政策を進めるため、王おう権けん強化のために異い教きようなどを排はい除じよしていったら、金きん融ゆう力りよくが弱くなり、更に金の貯たまらない国になってしまったで御座るな？」

「Ｊｕｄ．、新大陸でお金を得るための事業投とう資しを受けても、その成果を国に持ち帰る頃には輸入頼りの本国が干ひ上あがっていて、儲けが他国に流れてしまう。自分達の手元にお金が貯まらないので、また事業投資を受け、──と、こんな悪あく循じゆん環かんが生まれてしまったんです。

　三征西班牙はフェリペ二世総長の下でこのスパイラルの脱出を図ろうとしていますが、国内産業の復活を行うのは難しそうですね。

　対たい英えい戦せんもその一いつ環かんなんですよ。三征西班牙が新大陸貿易を三征葡萄牙トレス・ポルトガルと独どく占せんしようとしているのに対し、英国が私し掠りやく船団を用いて風かざ穴あなを開けるからです」

　三征西班牙と三征葡萄牙の新大陸貿易独占については、授業で受けている。

　……確か、御お広ひろ敷しき殿どのが三度目の処しよ刑けいを受けた御ご高こう説せつに御座ったな。

　記き憶おくの関連づけは完かん璧ぺきだ。あのときの内容は、

「トルデシリャス条約と、サラゴサ条約に御座るな」

「──Ｊｕｄ．、よく、前者を普通に言えますね」

「？　駄だ目めで御座るか？」

「トルデシシャス条約」

　言って、〝傷有りスカード〟が鎧よろい戸どに手を掛けたまま動きを止めた。一いつ瞬しゆん遅れて点てん蔵ぞうは、

　……いかん！　フォローをせねば!!


１：うちの外げ道どう共どもの嚙かみ具合よりマシで御ご座ざるよ！[image: ]それ最さい下か層そうの争いに御座る。

２：そんな〝傷有り〟殿どのも可愛かわいいで御座るよ！　　[image: ]そんな台詞せりふ言えたらいいね!!

３：違う話題を振る。　　　　　　　　　　　　　[image: ]チキン野や郎ろうに御座るな。



　点蔵は考え、３の応用として、

「……ど、どんな条約で御座ったかな？　あ、いや、英国的に」

「……え、ええと、前者が新しん大陸の東、大たい西せい洋ように、後者が太たい平へい洋よう側に南北ラインを設け、そのライン内……、つまり新大陸には三征西班牙トレス・エスパニアと三征葡萄牙トレス・ポルトガルしか入れないとしたものです。

　当時は教きよう皇こうが三征西班牙の力を頼りにしていたこともあり、教皇の承しよう認にんつきでこれらの条約が通ったわけですね。だから英国も、〝英国の船〟ではなく、犯罪者──、私し掠りやく船を出して抵てい抗こうしたわけです。そうしないと教皇をも敵に回した戦争行為になりますから」

　成なる程ほど、と点蔵は〝傷有り〟の後ろ姿すがたを見ながら思う。今、視し界かいが中央に確保している光景は、胸むね信しん仰こうへの背はい意いではなく今聞いたことに対する記き憶おくの関連づけに御座る。

「しかし、各国とも、随ずい分ぶんと繫つながったり、離れたり、忙しいので御座るなあ」

「そうですね、敵になったり味方になったり、……それが解わかっているせいか、欧おう州しゆうでは少しの楽らつ観かんもあります。私達の世代では敵でも、次の世代では味方かな、と。

　実際、……前の世代、ヘンリー八世総そう長ちようの時代だと、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の皇こう帝ていを戴たい冠かんするカルロス一世総長が英国に立ち寄ってもいるんです」

「……先ほど言っておられた、大だい総長同どう士しの交流に御座るな。片や王賜剣エクスカリバーを抜けると豪ごう語ごし、それを疑われぬほどの万能の総長。もう片方は、欧州を股またに掛けた皇帝総長に御座る」

　どっちもエロゲの有名モデルだ。しかし二人が同どう時じ登場したタイトルは未だに無いと思われるが、それに気付いた自分は今、ビッグサクセスの扉とびらに手を掛けているだろうか。

　と、〝傷有り〟が鎧戸に手を掛けた。

「ですが、気になることがあるんです」

「それは？」

「会合の際、初しよ対面のカルロス一世に対し、ヘンリー八世はこう言っているんです」

　その言葉を、彼女の後ろ姿が告げた。

「〝Long time my friend久し振りだ我が友〟と」
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「……は？」

　疑ぎ問もん詞しを放ったこちらに対し、〝傷有り〟が身動きを止めた。彼女は、手を鎧戸から落とし、薄うす闇やみの中で言葉を繫つなげる。

「その時、キャサリン王おう妃ひがヘンリー八世総そう長ちようを窘たしなめ、ヘンリー八世総長は〝いや、いつも妻から噂うわさを伺っているので、知ち己きと勘かん違ちがいしてしまった〟と、そう言っていたそうですけど」

「……〝傷有りスカード〟殿どのは、二人がどこかで知り合っていた、と？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、という返答はない。だが、代わりに言葉が飛んできた。

「先ほど、〝血塗れブラツデイメアリ〟の出しゆつ生しようについてお話ししましたよね？　キャサリン王妃が〝血塗れメアリ〟を産むことが出来なかったのに対し、〝妖よう精せいに隠かくされた〟と言い訳したと」

「……それが？」

　問いつつ、点てん蔵ぞうはこう思った。

　……まずいで御ご座ざるぞ……？

　今、行われているのはゴシップの会話だ。どうでもいいような、真実を確かめようのないことをおもしろおかしくオカルト的に話しているだけだ。

　だが、このシチュエーションが不味まずい。何な故ぜならば、

　……ここは、そのヘンリー八世総長の書しよ斎さいに御座る。

　ホラー能のう楽がくでは、ここらでニヤニヤしながらゴシップ話していたカップルから消えていくのがパターンだ。いや、駄だ目めで御座るぞ、ここで死んでは。何しろ、

　……Ｂ級パターンではシャワーシーンが次にある筈はず！

　しかし、よく考えると風ふ呂ろには既すでに一緒に入って一生の思い出を作った以上、自分の人生は詰んでるのかもしれない。だから点蔵は観かん念ねんした上で、

「〝妖精〟の言い訳が、……何で御座るか？」

「Ｊｕｄ．、──その言い訳が何故通とおったのか、知っていますか？」

　知っている筈もない。だが既に観念しているので、点蔵は首を横に振った。すると〝傷有り〟は、小さな笑えみの音を聞かせる。彼女の吐と息いきは言葉となって、

「既に、前ぜん例れいがあったのです。仲の良かった男女三人が〝妖精に隠される〟という事件が」

　それは、

「まだ襲しゆう名めい前のヘンリー八世総長、そして三征西班牙トレス・エスパニアから中ちゆう等とう部ぶに留りゆう学がくしてきていた、やはり襲名前のキャサリン王妃と、……アン・ブーリン」

「────」

「三人がいつ消えたのか、記録では明確にされていません。三人とも襲名前でしたし、アン王妃は木精ドライアドでしたからね。だから、あった記録も、襲名後ごにヘンリー八世総長によって消され、知っている人達は遠ざけられたり、消えていきました。それをネタにして政せい争そうが行われるのを避けるためと聞きますが……。

　ただ、噂では、三人が〝妖精に隠された〟のは、一年程てい度どだったそうです」

「……一年程度？」

「Ｊｕｄ．、その一年で何があったのかは解わかっていません。ひょっとしたら、カルロス一世と会っていたのかも知れませんね。でもそんなことがあったから、だから──」

　だから、

「誰だれも疑わなかったのです」

　何を？　と問いかけるより先に、〝傷有りスカード〟が鎧よろい戸どを開けた。

　南から入る光がまぶしく、点てん蔵ぞうは逆ぎやつ光こうに映えた〝傷有り〟の振り向きから視線を外す。顔の見えぬ彼女は、ただこちらを、部屋の北面を指さした。

　釣つられて点蔵がそちらを見ると、

「それが生じても、誰もが、いずれヘンリー八世は帰ってくると、そう思っていたのです」

　彼女が差す北面の壁。机の向こうにあるのは、閉じた鎧戸と壁に大きく描かれた、

「二に境きよう紋もん、──極きよく東とうではそう呼ぶそうですね。〝公こう主しゆ隠かくし〟とも。

　点蔵様、これが、私のお見せしたかったものです。

　英国の〝万ばん能のう王おう〟、ヘンリー八世総そう長ちようが、点蔵様さま達の探す消しよう滅めつをしていたことを」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と彼女が、北を見るこちらの背後で言葉を作った。

　それは、二境紋とともに書かれた一いち文ぶんで、

「Long time my friend──」

　一ひと息いき。

「これは、妖よう精せいの仕し業わざなのでしょうか。それとも、──別の何かなのでしょうか？」







[image: 第三十六章『逃げ場の不埒者』]
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　表面を削けずられたような通りに、歓声が戻ってきていた。

　歓声の原因は、一人の半狼ハードウルフと、両腕義ぎ腕わんの少女の戦せん闘とうだ。

　ドレイクの狼砲ウオークライは、演えん劇げき空間の観客に危き害がいを与えない。が、劇の演出に声をあげて反応しない客はいない。狼おおかみの大だい破は壊かいを建物の陰から隠かくれて眺ながめる楽しみは、しかし今や狼と少女の軽かる業わざにも見える戦闘を応おう援えんする声となり、

「──!!」

　皆は通りに溢あふれ、声や動きと共に満ちた。

　人々の視線の集まる先では、銀の光が幾いく条じようも走っている。それは、少女の両りよう義腕が走らせる刃やいばと、狼の爪つめが生む軌き道どうの色だ。

　二人は、高速で銀色の攻こう撃げきを遣やり取りしながら、身をかわし、刃を弾はじき、爪を打ち、更さらに突き込んでは引く。

　人々は知っている。狼が英国の英雄で、正義であることと、少女が英国の敵であり、正義を汚けがす者であることを。

　そして人々は知っている。英国の正義を汚そうとする者は失敗するのだと。

　だが人々は知っている。出来るか出来ないか、その勝負は面白いものだと。成功する者に共感するのも僻ひがむのも、失敗する者に共感するのも嘲あざ笑わらうのも、どちらも均きん等とうに面白いことを。そして更に人々は知っている。出来るか出来ないか、成功か失敗か、その二つを決別させるものであり、しかしその決別自じ体たいであるものを何と呼ぶのか。それは、

「挑ちよう戦せんだ……!!」

　皆が叫んだ。

「挑戦しろ挑戦者しや！」

「受けて立て英雄！」

　連呼に応じるように、義腕が駆く動どう音を上げ、狼が身にまとわりついていた血を吹き飛ばす。

　足を止めた打ち合いにも似た攻撃の交わし合いとかわし合いが、その密みつ度どを上げていく。
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　ドレイクは、相互を行き来する風の対流に、内ない心しんで感かん嘆たんの口くち笛ぶえを吹く。

　……こいつぁすげえな、──俺もこいつも。

　誾ぎんの攻撃は失敗する。

　だから、失敗の最中にもう一いち度ど攻撃するというのが、誾の戦い方だ。

　しかし、この攻撃方法には明確な欠点が一つある。それは、一回攻撃するために、先行して失敗用の攻撃をせねばならないことだ。数えるならば、二回攻撃してようやく一回分ぶんの攻撃になるわけだ。更さらにはその攻こう撃げきは即そく座ざのもので、クリーンヒットは生みがたいものとなる。

　だがそれは、普通の攻撃者しやであるならば、だ。

　とんでもねえ、とドレイクは思う。この女は普通じゃねえ、と。

　初めのうちは、足を滑すべらせ、それを利用して攻撃していた。可愛かわいいものだった。転ぶという、子供のような動どう作さに対し、宛あてがうように足を払い、身を支えて一いち撃げきを送ってくる。

　だが、それでは足りない。何な故ぜならば、

　……俺の正義は行こう程てい化かを促うながすからな。

　だから、ある時から、剣を振ろうとした瞬しゆん間かんに転ぶようになった。〝巨きなる正義ブラキウム・ジヤステイア〟が誾ぎんの動きを行程的にとらえ、初しよ動どう段階で失敗させるようになったのだ。

　だがこの女は普通ではなかった。何しろ、

　……剣の使い方を変えてきやがった……!!

　バックハンド、サイドスナップ、それらの角度変へん更こうパターンや、義ぎ腕わんの駆く動どうだけに頼る機き械かい的てきな一撃など、バリエーションを初動段階から多数入れてきて、

「……幾いくつ、技を持ってやがる!!」

「Ｔｅｓテスタメント．、──型の応用です」

　攻撃の失敗による転てん倒とうや空から振ぶりを動きに組み込み、誾は踊るように攻撃を放ってくる。

「何千、何万回という打ち込みと素す振ぶりを経て身に染しみ込ませた型であるからこそ、あらゆる角度や状態から放つことが可能。そちらの正義には〝行程〟として認めることが出来ないような変化をも可能です」

　更には、義腕の手首を旋せん回かいさせることで、人間が本ほん来らい放てない角度からも打ってくる。

　そして、

「Ｔｅｓ．、──密みつ度どを濃くしましょう」

　誾の言葉に応じるように、彼女が放つ銀ぎん線せんの数がいきなり増した。その数は、

　……二倍か!?

　何だこりゃ、とドレイクは思った。攻撃の手て数かずが突然倍ばいになるなど、おかしな話だと。大体、この女の攻撃は二回で一回分の筈はずだ。だが、

　……いつの間にか、一回で一回の攻撃になってねえか？

　疑問は答えそのものだ。誾の攻撃が失敗無なしの一撃一回に変わっている。剣を二度振ふって、二度目が本ほん命めいという今までの流れではない。

　まさか英国の正義が無視されたのかと思うが、

　……そうじゃねえ！

「肩や肘ひじを、先の攻撃としてんのか!?」

「Ｔｅｓ．、正確には、打だ突とつからの剣けん撃げきです」

　剣の振りと一体になっている肘や肩を攻撃として先に放ち、失敗させる。肘や肩の打突はコンパクトな動きで済むため、剣を振るよりも失敗の効こう率りつがいい。

　結果として速度が上がった。

　足が滑すべれば踊るようなステップを踏み込みに変え、義ぎ腕わんが動どう作さ不備を起こせば別べつ動作やアジャストを入れ、その動きを攻こう撃げきに転てん化かする。

　どのような姿し勢せいからでも、どのような攻撃でも放ち、そして放ち続けられる。これが、

「──西さい国ごく最強の剣の理ことわり!!」
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　両りよう義腕は、失敗と成功を無む数すうに得ては捨て千ち切ぎった。

「……！」

　失敗は多た方向に及んだ。その誘い方も千せん差さ万ばん別べつだ。鳥や猫が前を横ぎり、観客が貧ひん血けつで倒れ込んできて、通りに面した建物からは窓まど際ぎわの植うえ木き鉢ばちが振ってきて、地面に撒まかれた水が泥どろを作り、バナナの皮があり、風が吹き、桶おけが転がり、局きよく地ち的てきな雨が降り、暴あばれ馬が走ってきては間違い通神文メールが届いたり、更さらには小しよう規模な地じ割われが生じたりもして、誾ぎんはそれら全てをかわしながら失敗したが、続く攻撃を確実に放ち続けた。

　そして観かん衆しゆうは気付く。いつの間にか、ドレイクの方が防ぼう戦せんに回っていることを。

　失敗を含んでも圧あつ倒とう的てきな手て数かずが、正義を守りに固めさせていく。それは、

「英国には正義があっても……」

　観衆の誰だれかがつぶやいた。

「……物ぶつ量りようの前には、防ぼう御ぎよすることで手て一いつ杯ぱいなのか？」

　観客達も、歓声を止めていた。動きも止め、皆はただ勝負の行く末えを見る。

　しかし、ある瞬しゆん間かんが、遂ついに訪れた。攻撃を行っていた誾が、

「──!?」

　疑問の声というよりも、咳せきを放ち、不意にその身を半歩引いたのだ。

　風かぜ巻まいて退のいた身体からだに対し、追い押す動きがある。それはドレイクの踏み込みと爪つめと、

「見たことかよ！　呼吸すら〝行こう程てい化か〟する段階になっちまったってことだ！」

　全身を叩たたきつけるようにして前に走り込み、ドレイクが両の腕を回転させた。

「──チアノーゼの挽ひき肉は美う味まくねえんだけどな!!　俺にとって！」

　突とつ撃げきの勢いで、両爪を、ドレイクが動けぬ誾に叩きつけた。
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　決けつ着ちやくをつける攻撃の最中に、ドレイクは視し界かいの中央でそれを見た。

　俯うつむいている誾の顔。かかる前まえ髪がみの下で、口が小さく上じよう弦げんの三み日か月づきに開き、

「やれ、……、や、れ、と」

　呼吸に失敗しているため、欠けた声が、しかし不ふ意いに鮮せん明めいさを帯び、

「──戦せん闘とう用ようの呼吸法ほうに切り替えましょうか」

「!?」

　呼吸を変える。それは行こう程てい化かされた息の仕方を、別のものへと転じることだ。

　新しい呼吸法の下では、今までの攻こう撃げきが再さい度ど行えることになる。

　だが、とドレイクは思う。今までの攻撃では、どうせこちらに届かない、と。そう思い、

　……まさか──。

　今までの攻撃では届かない。だから、

　……だから、飛び込ませたのか!?　俺に!!

　それでもこちらの動きの方が先だ。自分の爪つめは彼女を上から叩たたき潰つぶす。しかし、

「おや、こんなところにバナナの皮が」

　誾ぎんの軸じく足あしが、バナナの皮を踏んで滑すべった。

　尻しり餅もちをつくように誾の身体からだが後ろに転ぶ。転てん倒とうの動きは身を浅く反らせたものだが、それは彼女がこちらの爪を逃れる動きを取ったことを意味する。

　更さらには、彼女が、失敗を超えた攻撃を放つということも、だ。

　来た。機き械かい仕じ掛かけの腕が地じ面めん近くから跳ね上がり、

「どうですドレイク閣かつ下か。西さい国ごく最強は、──負けましたか？」

　問いかけが終わるより早く。ドレイクは己おのれの両腕が裁さい断だんされて宙に飛んだのを感じた。
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　一いつ瞬しゆんだった。背泳ぎするように大きく旋せん回かいした義ぎ腕わんが、両の手て指ゆびに構えた双そう剣けんでドレイクの両肩から先を空に高く跳ね飛ばしていた。

　そこで終わりではない。誾が背後に飛んだのだ。彼女は義腕を後ろの空に回す勢いで足を浮かせると、足あし裏うらをドレイクの胸に押し当て、

「と」

　彼の突進に汚されないように、強く飛んだ。ドレイクの突とつ進しんの勢いを利用して大だい跳ちよう躍やくだ。誾はそのまま、一気に十数メートルを飛び、トンボをきって着ちやく地ち軌き道どうに入る。

　着地して、後は勝ち名乗りを上げれば終わり。

　その筈はずだった。

　皆は見る。誾も見る。両腕を失った半狼ハードウルフが、しかし顎あごを大きく開き、

「──!!」

　狼砲ウオークライの準備だ。

　ナルゼによって受けた全身内部の損そん傷しようは、まだ完かん治ちしていない。両肩の断だん裂れつ部ぶからは鼓こ動どうに合わせて血が噴ふき出し始めている。だが、半狼は息を吸い、

「F──!!」

　息を吸うことは狼砲ウオークライの準備だが、それは全身の筋肉を緊きん張ちよう状態にすることでもある。故に身に力を入れることでドレイクは両肩及および周辺の筋肉を締め、短時間の止血とした。筋肉が縮んだため、肩の断だん列れつからは骨が突き出し、しかし、着ちやく地ち寸すん前ぜんの誾ぎんに対して息が溜たまった。

　空中の誾に回かい避ひ運動は出来ない。やるならば迎げい撃げきだ。

「十字砲火アルカブス・クルス!!」

　義ぎ腕わんの背後から宙に展開した二本の長ちよう砲ほうは、近きん接せつ戦せんでは取り回しの悪いものだが、今は違う。一本を失敗用ように、もう一本を直ちよく撃げき用として誾は狙ねらいをつけ、

「射──」

「おいおいやめとけ誾ちゃんよ」

「この半狼ハードウルフも何がFFFだ馬鹿」

　二人の相あい対たい者しやは、お互いの背後に立った同校制せい服ふくの姿すがたによって、それぞれツッコミのチョップと蹴けりを食らった。
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　誾は着地を乱した。

　片かた膝ひざ付ついてしまった己おのれに対し、

　……む、宗むね茂しげ様に知られたら〝可愛かわいい〟扱いされてしまいます……！

　恥ち辱じよくだ、と思いながら振り向くと、二に律りつ空間に消えていく十字砲火の向こうにベラスケスの髭ひげ面づらがある。ベラスケスは己の武器である長ちよう大だいな筆ふでを肩に担にない、吐と息いきをすると、

「とりあえず、やめ。……な？　誾ちゃんよ」

「何な故ぜです？　Ｔｅｓテスタメント．と頷うなずくには疑問があります」

「戦う理由が不ふ明めい瞭りようになっちまったってことだよ。ほら」

　とベラスケスが指差したのは、観かん衆しゆうの壁だ。指ゆび差さされた観客達が道を空あけるように割れると、その向こうに見えるのは、今回の戦せん場じようの開かい始し位置だ。

　それは魔女テクノヘクセンが倒れて伏した場所。だが、観客に見守られていたはずの魔女は、

「いない……？」

　あるのは、地面に突き立っている一本の白しろ塗ぬりの矢だ。

　矢の意味を答えたのは、ドレイクに蹴りを入れた英国制せい服ふくの姿だった。

「──武蔵むさしの射しや撃げき巫み女この術じゆつ式しきですくい上げたんだよ。だから私達が送り込まれてきたのさ。あんた達の調ちよう停ていというか、諫いさめ役にね」
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　言うのは、女だった。制服の裾すそを葉のようなテクスチャに改造し、上着の代わりにストールを、そして蔦つた草くさの生はえる深ふか緑みどり色の髪かみをいただいた頭にはバンダナを巻いた、

「木精ドライアド……。〝海かい賊ぞく女王〟グレイス・オマリですか」

「Ｔｅｓテスタメント．、この馬鹿狼おおかみの女によう房ぼうには、私が薬やく草そうを処しよ方ほうしててね。最近、食が細くなっていて心配していたんだが、亭てい主しゆが血けつ気き盛んすぎるってのもどういうアンバランスだろうね」

　言いつつ膝ひざ蹴げりを入れる先。ドレイクはしゃがみ込んでグレイスに振り向かないようにしているが、その両肩には腕が接せつ続ぞくされている。仕し掛かけを見れば、グレイスの手にある樹じゆ木もくにも似たオールから蔦が延びている。その蔦がドレイクの肩を強ごう引いんに縫ぬい止め、

「そら、つながりゃ勝かつ手てに枯れ落ちるよ」

　グレイスが蹴りを入れて蔦を千ち切ぎった。赤あか紫むらさきに染まった蔦の断面から血が零こぼれ、ドレイクが僅わずかに眉まゆをひそめる。が、既すでにその両腕は動きを確かなものとして得ていた。

　先ほどから蹴りなど入れているように見えたが、治ち療りようの術じゆつ式しきを掛けていたのだろう。

　グレイスは一ひと息いきつくと、ケルト特有の蔦模も様ようが入った耳みみ飾かざりを揺らし、

「戦せん闘とう理由が消えた以上、これからは私し闘とうだ。──やるならやるけど？　この馬鹿が」

「おいおいお前まえ助けろよ？　俺を」

「私は家帰って娘むすめの宿題みてやんなきゃ駄だ目めなんだよ。亭主に似たのか算数苦にが手てでね」

　遮しや断だんの言葉を告げたグレイスが、改めてこちらを見る。彼女は一度頷うなずき、

「そっちの態度は見たし、実行するということも解わかった。ブラフじゃない。

　ただまあ、今から別の空間に行っても、もう決着がつく頃だろう。

　今は、三征西班牙トレス・エスパニアが英国に対し、咎とがめる理由を一つ得たとして下がってくれないかい？」

「おいおい、じゃあ負けか？　俺の」

「負けてたら、三征西班牙の態度が力によって証しよう明めいされてしまったろう。相あい対たい戦せんとはそういうものだしね」

　グレイスが、小さく笑えみを作って見せた。

「三征西班牙が〝逃がす気はない〟と本気で思っているのはよく解わかった。英国は今後の交こう渉しようにおいて、気をつけることになるだろう。下らないあしらい方をしようとすれば、三征西班牙は即そく発はつする気だと、ね」

「Ｔｅｓ．、それが解って頂けたならば、充分な収しゆう穫かくです」

　誾ぎんは告げて、会え釈しやくつきで一歩を下がった。

　見れば、周囲の地面や人々の間から、光る文字の欠片かけらが空に上りつつある。グレイスがそれを見上げ、

「私達の臨りん時じ介かい入にゆうや、魔女テクノヘクセンがいなくなったことで綻ほころびてる」

　彼女は眉を浅く立てた笑みを作り、

「残りの戦せん場じよう、見み所どころのある舞台は、どこだろうね。ハットンと武蔵むさし副ふく会長に、ウオルシンガムと銀ぎん狼ろうってとこかい？」

　はは、と笑って、彼女は巨大なオールを担かつぎ直した。

「ハットンの方が、さっきウエストミンスター寺じ院いんの前で派は手でな爆ばく発はつしてたみたいだけど、……馬鹿げた騒さわぎだね、ホントにこれは」
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　倫敦ロンドンの中心からやや南西。そこにあるウエストミンスター寺院は、正面に爆ばく煙えんのたなびく空間を持っていた。

　白の光と煙が散り、幾いくつもの光こう輪りんが現れては消えた後には、薄れた光こう霧むを見る白はつ骨こつの大だい法ほう官かんがいる。彼、クリストファー・ハットンは、爆発を放ったポージングを直立に戻しながら、

「Ｔｅｓテスタメント．──。エロのギルティで処しよ刑けいとなった武蔵むさし副ふく会長、ミス本ほん多だの魂たましいに合がつ掌しよう──」

　空に祈ると、雲くも間まからの光が彼を差した。

　客達が拍手する中、爆ばく心しん地ちには幾いく本ほんもの槍やりが立ち、しかし、

「──？」

　爆ばく圧あつが削けずりめくった芝の縁ふち。爆圧圏けんの外ぎりぎりの位置で、不ふ意いに一つの影が起き上がった。ハットンの虚うつろな眼がん窩かが見るのは、転ぶように走り出した黒くろ髪かみの動きで、

「あれは──」

　正まさ純ずみだ。

「エロ死し刑けい囚しゆう──、デス！」
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　正純は、五歩目で膝ひざに力が戻り、七歩目で息が肺に入ったことを悟さとった。

　死んではいない。爆発の瞬しゆん間かんを脱だつ出しゆつ出来たのは、

　……だ、男子用の上着を着ていて救たすかった……！

　首のハードポイントと上着の接せつ続ぞくを外し、槍やりを突き込まれる直前に脱ぎ捨てた。否、正確には、尻しり餅もちをつく動きで、裾すそから身体からだと腕を抜いたというべきか。

　ややサイズが大きめであることもだが、男子用ということで内部に軽い装そう甲こうが当ててあるのが救いとなった。ハットンの手によるホールドは、装甲越ごしでなければ腕を抜くことが出来なかっただろう。

　今は、上じよう半身には女子用のスーツと付け袖そでだけがあり、心こころ許もとない。

　しかし、まじまじと思うのは、

　……胸が無くて良かったと思ったのは生まれて初めてだなあ。

　浅あさ間まや葵あおい姉あねだったら上着から身が抜けずに死んでいただろう。死し因いんは巨きよ乳にゆうだ。

　生徒会の忘ぼう年ねん会かいでは隠かくし芸でこれをやってみようかとも思うが、自じ虐ぎやくネタなので皆が変な気き遣づかいをするかもしれない。ともあれ、と正純は既すでに息が切れているのを悟りながら走り、

「どこへ……」

　行こうか、とつぶやくなり、いきなりの音を聞いた。それは空を搔かくような音で、幾いくつもこちらに近づいてきている。重なる不ふ確たしかな音の正体は、

「──投げ槍やりか!?」

　走りながら空をちらりと見れば、こちらの頭に嚙かみ付いてくるような細い影が幾つもある。戦せん闘とう系けいではないため、どう避けていいかは解わからない。だから、とにかく全部当あたる軌き道どうなんだと割り切ることにして走りを大きく左へ反らした。と、

「……！」

　こちらの脇や首もと、走る脚あしの間に槍が抜けた。ひ、という息が反射的に漏もれるが、一歩を大きく、跳ぶように行く。

　直後。今まで自分の背があった位置に風が落ち、右の踵かかと脇わきで地面に着ちやく弾だんした。

　土に穂ほ先さきが突き立つ音を、肉を打つような響ひびきだと思いつつ、正まさ純ずみは走った。

　が、背後に新しい風の音がある。それは、

「ハットンか……！」

「ハットン君──、デス!!」

　ハットンが脚を動かさず、滑すべるように宙を移動してくる。速いと、そう思える速度だ。そして正純は、自分の脚に力を込めながら、

　……どこに行く!?

　不ふ慣なれな土地だ。仲間達たちとは連れん絡らくが取れず、更さらに言えば、

　……この、観客のように取り巻く人々と、自分達の状況は何だ!?

　問いかけには、観客という発はつ想そうと、記き憶おくが繫つながって答えとなる。それは、

「──舞台演えん劇げきか」

　シェイクスピアの術じゆつ式しきは、彼女がネシンバラに呪のろいを掛ける際に見た。

　ならば、と正純は思う。この状況を、どう打開すべきか、と。術式が使えれば手はあるかもしれないが、走狗マウスは首くび元もとのハードポイントから出てこず、

　……大体、術式の契けい約やく自体をしていないなあ。

　と、つい触れた右首くび元もとのハードポイントに、感かん触しよくがあった。

　それは、細く細こまやかな毛並みの柔らかさで、アリクイの子の尻尾しつぽだと解るが、底面を温ぬるく湿らせており、

　……血!?
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　温かいぬめりを感覚した瞬しゆん間かん。身が固くなった。走りが強ばり、足の裏で走っているような響ひびきが身体からだに来る。

　だが気になるのは首元の走狗マウスだ。視し界かいで確かく認にんしてみると、首右のハードポイントの中央部が欠けており、長い尻尾しつぽは開いた前側口くちの部分から垂れ下がっていた。

　死んではいないようだが、動かない。手に湿る感かん触しよくは実際ではなく仮か想そう表現によるもので、指についた赤い色はすぐに光となって宙へと消えていく。だが、同じ表現物ぶつである走狗が傷ついているのは確かなことだ。恐らく、先ほどの投げ槍やりでやられたものだろう。

「……く」

　走狗に気を遣つかうことなく、表おもてに出すようにしていたならば、違った結果になったろうに。

　先ほどの回かい避ひの時も、走狗がいることを失しつ念ねんしていた。相手が攻こう撃げきしてくることは戦せん闘とうの常というものだ。そこに何かを連れてきているならば、あとは主あるじの責任問題で、

「────」

　どうしよう、と、自分以い外がいの者に対して、久しぶりにそう思った。守らねば傷つくものを得てしまっていたと、今いま更さら気付き、その重さが僅わずかに膝ひざを震わせ、

「……！」

　背後、振り向いた視線の先で、ハットンが腰の両横に下げていた本を開いた。手にして読まれる分ぶ厚あつい本のタイトルは〝死し刑けい者しや出席簿ぼ〟だ。ハットンはおもむろにページを開くと、

「六十二年三組──！　全員起き立りつ──、デス!!」

　言葉に対し、こちらの正面でそれが起きた。それは、地面を吹き飛ばして起きあがる土まみれの白はつ骨こつの群と、彼らが錆さびた槍を持ち上げて叫ぶ、

「おぃ──す!!」

　両腕挙きよ手しゆの号ごう令れい数すうは十三人分ぶん。彼らは挙手の勢いで大きく跳ちよう躍やくし、こちらに向かってカウンターとなる一いち撃げきを叩たたき込んできた。

　……しまった。

　速度が無く、跳躍しようにも足の踏み切りタイミングがとれていない。激しい動きをすれば、首のハードポイントパーツから走狗がこぼれ落ちそうで、

「くそ……！」

　首元をかばう動きを取り、しかし正まさ純ずみは、それでも回かい避ひの道を選んだ。生き延びようと、そう思い、そして、

　……そういえば……。

　生きようと、ある意い味み当然のことを自覚するのも、いつ振りだろうかと、思し考こうした瞬しゆん間かんに、己おのれめがけて穂ほ先さきの束が突き込まれた。
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　ハットンと十三体たいの動白骨リビングボーンは、槍の突とつ撃げきを重ねた後に目の前を確かく認にんしていた。

　今、自分達の突き込んだ槍の穂先は、確実に目的の位置に届いており、しかし、

「いない──、デス！」

　移動を止めたハットンの眼がん前ぜん。芝の地面の上には正まさ純ずみの姿すがたはない。

　ホワイ、とハットンは思った。

　……走狗マウスの負ふ傷しようが気がかりだったよう──、デス！

　戦せん闘とうにおいては、走狗の負傷などよくあることだと、そう言うことは可能だが、戦闘系けいではない政治系の彼女にとって、被ひ保ほ護ご者である走狗の傷つきはショックだったろう。戦闘においては甘いが、人間としてはどうかを思い、

「走狗への態度により、エロ死し刑けい分ぶんは帳ちよう消けし──！　デス！」

　おおおお、と動白骨リビングボーンが同意の万ばん歳ざいを行う。その叫びの中で、ハットンはしかし考える。あの副ふく会長は、一体どこへ消えたのだろうかと。そして、

「──？」

　ハットンは気付いた。今いま先ほどまで正純がいた位置の地面に、

　……矢──、デス！

　極きよく東とう式しきの矢。それも白く塗られた一本が、土の地面に垂直に刺さっていたのだ。





●






　正純は、自分がどうなっているのか解わかっていなかった。唯ゆい一いつ解るのは、

　……死んでない……？

　否、どう考えても死んだだろうさっきのは。立ったまま槍やりで串くし刺ざしだ。武ぶ将しようとして考えた場合はあり得る死に方だが、政治系の将としてはやや場ば違ちがいだなあ、などと思う。

　しかし、今、身体からだはどうも前向きに倒れているようで、身には槍が刺さっているどころか、

「何だこのクッション……？」

　俯うつぶせの身を起こすと、そこには胸があり、浅あさ間まが倒れていて、つまり胸がクッションだ。クッションソムリエの向むか井いが言うにはこれは綺き麗れいなクッション。否、別々に考えてはならない。何な故ぜならクッションは浅間と一体なのだから。逆か。というか少し錯さく乱らんしてるか私。

　更さらに知覚を働かせると、浅間は気を失っているようで、自分はどうも浅間に覆おおい被かぶさっているようであり、

　……な、何だこのナルゼに見せたくない状況は!?

　改めて思うと、これは押し倒しであり、マウント状態であり、自分は上着を脱いでいて、

「ま、待て！」

　辺りを見回すが、周囲に人はいない。驚嘆ドツキリ番組ではあるまいなと思うが、祓はらい系の浅間はそんなものに仕込まれない筈はずだ。

　では、周囲に人がいない状況で、女性を押し倒し、相手の抵てい抗こうが無かったらどうすべきか。

「…………」

　落ち着け、と正まさ純ずみは思った。何をするにしても、状況が不明だ。先ほどまで自分は死体に説せつ教きよう聞かされて運動会やって爆ばく発はつしていた筈はずではなかったのか。それが何な故ぜ、いつの間に同級生を押し倒しているのだろうか。正純は改めて浅あさ間まを見て、

　……大きいなあ。

　背せ丈たけのことだ。

　長身であることと、世せ話わ好きであることから、クラス内ではややもすると母的な位置づけにいるが、そんな存在とどうして二人、無む人じんの世界にいるのか。まさか、と正純は思い、

「……まさか、異い世界に勇ゆう者しやとして召しよう喚かんされてしまったのではあるまいな」

　小説や画え草ぞう紙しではよくある話だ。現実世界ではどうってことない人間が、異世界に召喚されると自分でも気付かぬ謎なぞパワーで世界を救う。浅間は巫女みこだから召喚役やくという点では合がつ致ちするが、しかしその場合、私の特とく殊しゆ能力とは何だろうか。胸か!?　胸か!?　でもそれは平ひら太たい記きのプロットと全く同じだなあ。

「ん……」

　と、身体からだの下にいる浅間が眉まゆを歪ゆがめて身をよじった。
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　ふ、と浅間が息を吸い、目を薄く開ける。緩い息がつかれる間、焦しよう点てんの定かではない二色の瞳ひとみが見え、正純は、

　……これだけ艶つやがあって付き合ってる男もいないのは何でなんだろうか。

　周りが悪いな、と結けつ論ろんが即そく答とうで来たので深く考えないでおく。人間は感かん化かされやすい。周囲がアレなら本人も──、いや深く考えちゃいかんいかん。でもそうだとしたらじきに私も──、いや深く……、ってこれは考えた方がいいのか。どっちだよ。

　ともあれこちらが身を起こすと、浅間は目に力を戻し、こちらに気付く。身は倒したままだが、彼女はそのまま乱れた髪かみの向こうから、わずかに疲れた笑えみを向け、

「ああ……、良かったです、正純」

　……あれ？　私、ひょっとして押し倒した後なのか？　ビフォアじゃなくてアフター？

　記き憶おくが消えているとしたらこれは損なのだろうか。と、そんなことを思っていると、浅間が後こう頭とう部ぶに手を当てながら身を起こす。腿もも上うえに座っているこちらに顔が近づくことも気にせずにいる彼女に対し、正純は髪の匂においを感じながら、

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ、はい、……ちょっと救い出すときに、前に立ってしまったみたいで」

　前？　と言って気付くが、ここは、

　……ウエストミンスター寺じ院いんの広場だ。

　寺院を背にしていたので気付かなかったが、確かにそうだ。しかし、人はおらず、槍やりも何も存在していない。その理由を浅あさ間まが、

「まあ、簡単に言うと、重じゆう奏そう領りよう域いきみたいな場所です。正まさ純ずみ達のいたところがシェイクスピアの作った演劇の空間で、ここは現実の空間と演劇空間の間、エントランスみたいなものです」

　戦せん場じようで考えた予測は大だい体たい合っていたらしい。だが、そうだとすると、

「浅間が救ってくれたのか」

「ひょっとして、勝ってたりしました？」

「否、あ──」

　気付く。首もとの走狗マウスのことだ。こちらが視線を動かすと、浅間も気付いたらしく、

「動かないで下さい。巣すから出ていなければ確実に対たい処しよ出来ますから」

　巣とは、ハードポイントパーツのことだろう。ふ、という軽い風のような空気の揺らぎを持って、浅間の髪かみがこちらの右頰ほおをくすぐった。彼女の手て指ゆびが、こちらの首、左右のハードポイントパーツに回り、姿し勢せいとしてはすがりつかれるようなものとなる。上着のないこちらの胸に、彼女のクッションが押しつけられてきて、

　……へ、変なモノローグを自分で考えるのは無しにするっ。無しっ。

　しかし母親に相あい対たいしている時、傷の治ち療りようとか、爪つめ切きりとか、散さん髪ぱつをしてもらっている時はこんな視線の上じよう下げ差さがあったな、と正純は思う。

　そして首元に左のパーツの方で幾いくつかの表示枠サインフレームが出て操そう作さされ、ハナミが支える走狗の尻尾しつぽから鳥とり居い型の光る立体が幾つか零こぼれた。浅間がそれを左のハードポイントパーツに入れていくと、ハナミが一いつ回転して、

『拍手ー』

　見れば、アリクイの身体からだが青白い鳥居で六ろつ方ぽうから組んだ箱に包くるまれている。側面の鳥居に〝治療中〟とあるのは、この箱が治療用術じゆつ式しきそのものだということだろう。

　浅間が一ひと息いきついて身を剝はがし、鳥居箱ばこに包まれた走狗をこちらに差し出す。

「怪け我がしてから外に出していたら、消しよう滅めつしていたでしょうね。──でも、外に落ちないようにずっとカバーしてたでしょう？　それだけ大切にしていたら飼い主として充分です。

　箱内で安定してますし、外からのアプローチは可能なので包ほう帯たいでも巻いてあげて下さい」

　言われ、差し出されるままに受け取った走狗は、柔らかく温かい。箱の形は手指に伝わるが、それを通して中の走狗の感かん触しよくが伝わってくる。見ればアリクイの子は眠っているようで、血は消えていた。代わりというように、喉のどのあたりに傷きず口ぐちが見える。

　ふと眉まゆを詰めたこちらに対し、浅間が慌あわてて、

「ええと、……アマテラス系けいの術式追つい加かで、傷口見みえないようにしておきますか？　ゴッドモザイクだけじゃなくて、ゴッドフラッシュ表現なんかも出来ますけど。別の神様に頼むとゴッド湯ゆ気げとかゴッドスミベタもありですが」

「何でそんな充実してるんだろうか……」

　思わず呟つぶやきつつ、左腰のポケットバインダーを外してアリクイをくるむ。そして軽く抱くと、正面の浅あさ間まが会え釈しやくを返しつつも苦く笑しようした。

「正まさ純ずみ。あの……」

　彼女の太ふと股ももの上に腰を落としていることに改めて気付く。
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「す、すまん、ちょっと慌あわてていたものでな」

　慌てて退のく動きを取った正純は、頰ほおが赤くなっていることを自覚する。そして彼女は己おのれの動どう揺ようを誤ご魔ま化かすように、

「え、ええと、これからどうするんだ？　一人か？」

「いえ、喜き美みが一緒です。私の方は正純の確保に来て、喜美は別の方へ。──この演えん劇げき空間を抜くための術じゆつ式しきが二人分ぶんしか組めなかったので、他の人達は個々で頑がん張ばって貰もらうしかありませんね。何とも未み熟じゆくな話ですいませんが……」

　そんなことはない、と正純は言葉を作る。武蔵むさしの主しゆ社しやである浅間神社の跡あと取とりが組んでも二人分。それだけ敵の術式が強固であり、浅間の実力もあるということだ。

　そして浅間がこちらの確保に来た理由もよく解わかる。

　……私が副ふく会長だからだな。

　学生と相あい対たい出来るのは学生だけだが、生徒会や総そう長ちよう連れん合ごうの者達に相対をするには、近きん似じの役やく職しよくや、もしくはその権利を得る必要がある。

　そのために用いられたのが、

　……おそらく、私達との相対だ。

　武蔵の生徒会や総長連合の者を倒すことによって、葵あおいとの相対権けんを得る。エリザベス達が出ないのは、英国側が破れた場合でも部下の不ふ始し末まつとして片付けられるからだろう。そして、

「戦せん闘とう系けいではない私が、一番危き険けんだったわけだ」

　祭と言うことで、一人でうろついていたのも失敗だった。

　だが、浅間が身を起こしながら、

「走狗マウスがいて、早さつ速そく救たすかったんですよ、正純は。走狗が負ふ傷しようした時、駆く動どう術式の要よう救きゆう助じよ信号が発されましたから、それを辿たどって正純の正確な位置が解りましたし、空間を抜くための術式も安定して発はつ動どう出来たんです」

　そうか、と正純はつぶやき、腕の中の軽い重さの意味を知る。

「感謝しないとな」

「──激げき甘あまですよね、意い外がいと正純って」

　そうかな、と指し摘てきされて思うのは自分を解っていない証しよう拠こだろうか。どちらかというと他人には厳きびしい方だと思っていただけに、世せ辞じというものかもしれないと考え直す。そして、

「この空間は、どれだけのものなんだ？」

「第一階かい層そうのオクスフォードの方には展開していないみたいです。壁みたいなものがあって弾はじかれるので。……恐らく、鈴すずさんやアデーレ、二ふた代よは巻き込まれていなくて──」

「だが、それとは無む関係に、トラブルに巻き込まれている、と？」

「二代を倒せば、副ふく長ちよう以上の相あい対たい権けんを文句なしに得ますから。──だけど、彼女は副長です。向こうが同クラスを出してこないなら、全体の中で最も強い存在ですから」

　だから、

「私達はシティの方に行きましょう。そこにトーリ君とホライゾンがいて、皆きっとそこに集合しようと思っている筈はずです」

「そちらでの戦せん闘とうは？　誰だれかやっているのか？」

　はい、と浅あさ間まが言って、背を向けた。彼女は首で振り返り、シティの方を指さすと、

「ネイトが向かっていた筈です。ネイト、──騎き士しとして、ホライゾンとトーリ君を護まもる役目を自分に課しているみたいですから」







[image: 第三十七章『広場の護り手』]
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　ミトツダイラは戦っていた。

　今、広場の中で、自じ動どう人形のウオルシンガムに向かって走らせた銀ぎん鎖さが弾はじかれたところだ。

　だからミトツダイラは、宙に拒きよ絶ぜつされた銀鎖の内、二本を引き戻し、二本に攻こう撃げきの続ぞつ行こうを命令した。

　まず、攻撃の二本は、巻き付きの動作を行わせない。屋や台たいの破は片へん、折れた材木を槍やりのようにつかみ、一いつ直線に突き刺すようにしてウオルシンガムを襲おそわせる。

　そして引き戻しの二本は、こちらへと戻しながら、一本には噴ふん水すいを囲む屋台を摑つかんでは投げさせた。残るもう一本は、噴水の囲みを構成する石組の石を剝はがしては投げつけさせる。

　そしてミトツダイラは下がる。砕いた噴水から零こぼれる水が広場を浸ひたしていく中を、水の飛沫しぶきを上げて広場を回るように下がっていく。

　だが、ウオルシンガムが追ってくる。彼女は、こちらの攻撃の鎖くさり二本が突き込む木き槍やりを百二十本のブレードで削そぎ落とし、叩きつける屋台に対しては、左右の十字剣けんを振るって砕く。

　追加としてくるのは、屋台を打ち払ったのを合あい図ずとするような十字剣の合成と、砲ほう身しんの連れん結けつ追加による、

『Bite！』

　砲ほう撃げきだ。

　攻こう城じよう砲とまではいかないが、家か屋おく程度なら打ち抜くクラスの流りゆう体たい砲撃が宙を貫つらぬいてくる。

　一いつ直線の追つい尾び無なしであるため、砲ほう身しんから軌き道どうは予測出来るが、それでも胸部ど真まん中狙ねらいの一いち撃げきは回かい避ひが難しい。半はん身みになって避けるが、下がる足は乱れ、鎖の引きが左右のバランスを崩し、ウオルシンガムが、

『Go！』

　長ちよう髪はつの結びを尻尾しつぽのように揺らし立てて突っ走ってくる。

　お互い、どちらも攻撃と防ぼう御ぎよを同時に行うような状態だが、ミトツダイラは、

　……急がなければ。

　わずかな焦りを心の中に得ていた。

　何な故ぜならば、今、この時にも、敵の誰だれかが相あい対たい権けん限げんを得て総そう長ちようのところに向かっているかもしれないからだ。

　そのようなことを許せば、騎き士しとしての名折れだ。

　何しろ、ミトツダイラ家は武蔵むさしの中では新しん興こうだが、家か系けいによる権限は最も強い。

　もしここで総長に敵を近づけるようなことがあれば、非ひ難なんは必ひつ至しであろうし、何よりも、

　……私自じ身しんが……。

　思い、しかし戦闘中ちゆうであるため、ミトツダイラは手を動かすことなく、顎あごを軽く引いた。

　首には小さな黒いチョーカーがある。古いものだ。

　しかし、その堅さを肌はだで自覚したミトツダイラは、自分が広場のどこにいるかを確かく認にんし、

「──三さん周しゆう、しましたわね。では」

　身を大きく背後に飛ばし、噴ふん水すい側の右腕を振り上げ、

「参まいりますわよ……!!」
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　十八軒けん目めの屋や台たいを叩たたきつけられたウオルシンガムは、こう思った。そろそろ勝利が近いと。

　何な故ぜならば、広場にある屋台は全てこちらに投げつけられ、ベンチも品切れだからだ。

　敵の主しゆ武ぶ器きが尽きればあとは鎖くさりと石しかないが、そのどちらもこちらは弾はじくことが出来る。

　ならば自分の勝ちだ。今から己おのれは、空から降ってくる最後の屋台を左右に切り裂さき、

『──!!』

　砕いた。

　散らばる屋台の破は片へんの中。視覚素そ子しは相手を捉とらえている。

　まず行うべきは砲ほう撃げき。それによって相手に回かい避ひ行動を取らせ、その間に突とつ撃げきする。

　だからウオルシンガムは、十字剣けんを拝おがむように合わせ、砲ほう身しんを通し、

『Bi──』

　te、と続けようとした言葉が止まった。原因は一つだ。

　頭上に、噴水があったのだ。

『!?』
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　ウオルシンガムが、無む表情ながら思わず疑問形けいになった頭上。空に噴水の石組が来た。

　直径十二メートルほどの石組が、風を鳴らして叩きつけられてくる。

　そんなものをいつ用意していたのか。

　推すい測そく出来るのは、敵が、足下を浸ひたす水の中で銀ぎん鎖さを用いていたということだ。水が広場を浸したのは、ハプニングではなく、基き部ぶの継ぎ目を砕いていることを気付かせぬためだろう。

　避けねばならない。

　巨大な建けん造ぞう物ぶつであっても、当たらなければどうということはない。

　しかし眼がん下か、左側の泉いずみからは水が溢あふれだしており、足を取られている。

　ならば判断は一つ。別パーツである膝ひざから下を捨てて、回避行動を取ることだ。

　ゆえにウオルシンガムは、膝下したを置き去りにして、泉から離れるように右へと身を移動させようとした。

　その時だった。

　ウオルシンガムは石を見た。正面にいるミトツダイラがこちらへと投とう擲てきした石だ。

　軌き道どうは顔面直ちよく撃げきコースではなく、こちらが回かい避ひしようとした右方向。こちらの回避行動を予測して、その行き先を阻はばむための投とう石せきだった。

　回避を阻まれた。

　だからウオルシンガムは再さい判断した。

　回避が出来ないなら、頭上落らつ下かの石組を破は壊かいするしかない、と。

　今、頭上に落とされる円の石組は、縦になり、ローラーのようにこちらに降ってくる。

　その石組を、ウオルシンガムは視覚素そ子しで読みとった。狙ねらう箇所は石と石の隙すき間まであり、使用武ぶ器きは砲ほう撃げき用ように合がつ掌しようしていた十字剣けんの砲ほうだ。

　射しや撃げきする。

　白の流りゆう体たい砲が目標物ぶつを穿うがった。反動もだが、目標に反はん響きようした砲ほう音おんと衝しよう撃げきが聴ちよう覚かく素子を根ね本もとまで震わせる。足下の水が波は紋もんから飛沫しぶきとなり、その中で己おのれは砲撃の命めい中ちゆう箇所を確かく認にんする。

　砕けていない。

　亀き裂れつは入ったが、あと一発が必要だ。

　入れる。十字剣を完全に合わせ、砲ほう塔とうをもって十字槍やりとする。パイクのように石いし突づきを地面に立て、十字剣の先せん端たんに石組が落ちるようにする。

　後は向こうの自じ重じゆうで、

『Go!!』

　砲塔が撓たわんだ。接せつ合ごう部ぶが千ち切ぎれるように捻ねじれ、だが、

『──Yes！』

　十字槍が石組に深く突き刺さった。
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　超ちよう重量の石せき円えんが、宙で割れる。

　石組の亀き裂れつが開くのと砲塔が千切れ折れるのは同時。石いし群ぐんが裂ける削さく音おんも聞こえている。

　だから、ウオルシンガムは、大きな扉とびらを開くように十字剣の合掌に手を差し込み、

『Rock up!!』

　開き砕いた。亀裂の広がりに十字剣の刃やいばを乗せるようにして、亀裂を追って石組を左右に叩たたき切る。

　破は砕さいした。

　響ひびくのは重じゆう奏そうの硬こう音おん。空に散らばるのは石と構造材ざいの霰あられ模も様ようだ。

　だが、その向こうにウオルシンガムは敵の攻こう撃げきを見た。石の散らばりに紛まぎれ飛んでくるのは二本の銀ぎん鎖さで、

『Gundog！』

　高速の二に撃げきを、六十本のブレードで外に弾はじく。

　しかし、敵の攻こう撃げきは、それだけではなかった。

　ウオルシンガムの目に映るのは、残り二本の銀ぎん鎖さの行方ゆくえだった。

　ミトツダイラの両腕から放たれている残り二本の銀鎖は、地面へ、水の中へと落ちている。

『!?』

　足下を浸ひたす水は既すでに深さ二十センチほど。飛沫しぶきと石せつ塊かいの落下で水は荒れ、中は定かに見えてこない。そのことに対してウオルシンガムが眉まゆをひそめた瞬しゆん間かん。ウオルシンガムの両脇わき前まえの水面から、銀色の光が二本、高速で突っ込んできた。

　槍やりのように鋭い水の跳ね上がりに、ウオルシンガムはぎりぎりで反射した。彼女は左右に広げていた十字剣けんを前上方へと閉じるように旋せん回かいさせる。そして金属音おんが響ひびき、

『la……！』

　宙に銀鎖が跳ね上がった。

　これで四本の銀鎖が弾はじかれ、敵に隙すきが生まれる。

　ウオルシンガムは左右に十字剣を振りかぶり直しながら、前ぜん傾けい姿し勢せいを取った。ダッシュの初しよ動どう。ブレードの群と共に銀ぎん狼ろうを追いつめるための構えだ。

　しかし、ウオルシンガムの目が見たのは、こちらが弾いた銀鎖、それも、水中から跳ね上がっていた二本の形状だった。

　無む効こう化かした二本の銀鎖は妙みような形をしていた。先せん端たん部ぶで槍やりのような武器を持っているのかと思えば、それはただ、銀鎖がよじれ、紙縒こよりのような形を作っているだけだ。

　これは銀鎖の先せん端たんではない。銀鎖の途と中ちゆうの部分が、己おのれを槍に見せかけるためにとった形だ。

　ならば、ここから続く先端部はどこにある。

　それは未だ水中であり、

『──!?』
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　ミトツダイラは、無む言ごんで銀鎖を発射した。

　水中に忍しのばせた先端部の発はつ射しや位置はウオルシンガムの背後。

　武器は木き槍やりで、ウオルシンガムの制せい服ふくを貫つらぬく動きだ。ウオルシンガムの身体からだを砕かずとも、衣い装しようを前後に貫かん通つうすれば動きを干かん渉しよう出来る。それが狙ねらいだ。銀鎖の射しや出しゆつ位置は前後に二メートルほどの位置差さを与えた場所で、襲おそう角度も揃そろえていない。万まんが一いち振り向かれても左右どちらかは視し界かい外がいから確実に命めい中ちゆうする。

　発射して、当たる。

　だがその命中の瞬しゆん間かん。ミトツダイラは、聞き慣れない音を聞いた。それは、

　……駆く動どう音おん？

　視し界かいの中央にいるウオルシンガムの両腕が、背はい後ご方向へと高速で飛んだ音だ。それは首を背後に振り向かせることもなく、ただこちらを見つめたままで。

　しかし、機き械かいの両腕は、こちらが背後から飛ばした二本の木き槍やりを迎げい撃げきした。

『──Get！』

　ウオルシンガムが、関かん節せつのない両の腕で木槍を摑つかんだのだ。
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　何な故ぜ、とミトツダイラは疑問した。

　背後からの完全な不ふ意い打うちだ。位置差さもあり、かわすことも出来ない筈はず。それなのに、

　……何故、見もせずに正確な確保を!?

　疑問に思う理由はある。それは、

　……先ほどから、頭上などを確かく認にんしていたくせに……！

　最初に屋や台たいを降らせたとき、ウオルシンガムは頭上を確認して気付き、対たい処しよした。今の石組に対してもそうだ。この自じ動どう人形は正面視界を持っており、それを基準として周しゆう囲い状況を判断している。

　だが、何故、

　……背後からの攻こう撃げきにだけ反応するんですの!?

　解わからない。背後にだけ反応というのは予想外がいで、しかし、

『lalalalalala……！』

　ウオルシンガムの言葉に、彼女のブレードが反応した。刃じん郡ぐんが向かうのは、銀ぎん鎖さの内、水中に沈んでいる二本だった。

　直後に、ブレードの内、左さ右ゆう四十八本ずつが水中の銀鎖を真上から突き刺した。鎖くさりの穴一つ一つを正確に穿うがち、地面に深く押さえ込む。それは銀鎖を縫ぬい止めるもので、銀鎖が止められれば、鎖の基き部ぶである自分の行動範はん囲いも制限される。だからミトツダイラは、

「く……！」

　引こうとした。が、それを止めるものがあった。

　空から降るのは、幾いくつかの小さな影だった。

　その正体を視界の上側で確かく認にんすれば、落下物ぶつには明るい色が付いている。それは、

「檸檬レモン!?」





●






　ミトツダイラは、頭上に降ってくる幾いくつもの檸檬を見た。黄色い楕だ円えんの果か実じつは、広場の屋や台たいで売られていたものだ。

　相あい対たいの初期で、ある理由から危険を感じて先に潰つぶした果くだ物もの屋台の売り物だ。

　果くだ物ものの屋や台たいを優ゆう先せんして潰つぶした理由は一つ。

　狼おおかみは嗅きゆう覚かくが鋭いからだ。

　見れば、落ちる檸檬レモンには全てウオルシンガムのブレードが突き刺さっていた。数は二十四。こちらの銀ぎん鎖さ二本を水中で押さえつけるのと同時に、空へと運び、落下させていたのだろう。落ちる黄色の散らばりは、こちらが確かく認にんした一いつ瞬しゆんの後、刃やいばが動いて、

「っ……！」

　割れた。黄と果か肉にくの色が散らばり、飛沫しぶきが上がり、霧きりのような絞しぼりの音をもって、

　……!!

　ミトツダイラは、鼻はな奥おくから口へ、そして目め頭がしらから後こう頭とう部ぶへと、毟むしるような痛みを得た。
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　それは、柑かん橘きつ類るいの刺し激げき臭しゆうだった。

　狼の嗅覚は犬同どう様よう、人間の一万倍ばいの感かん度どを持つ。人じん狼ろう家か系けいのミトツダイラもそれは同様で、香水などの調ちよう合ごうや販売という役に有ゆう用よう出来るのとは別に、突き刺すような刺激の匂においは忌き避ひする傾向にある。特に果物類るい、柑橘系けいの匂いは苦にが手てだ。

　人間ですら直接は好まない匂いが、一万倍の濃さで感覚を打だ撃げきする。突き刺す、というのも生やさしい、痒かゆくもあり、貫つらぬくような痛みが嗅覚から全身の神しん経けいを絞り上げる。

　一いつ瞬しゆんで嗅覚自じ体たいは麻ま痺ひするが、拒きよ絶ぜつ反応が身体からだや全ぜん感覚に悲鳴を上げさせた。

「か……!!」

　……しまった……！

　思う間もなく視し界かいは涙で歪ゆがみ、耳は強く鳴り、口くち奥おくにまで引きつったような熱が来る。

　足下はおぼつかなくなり、身も、立っているのか倒れているのか解わからず、しかし肌はだの感覚は鋭えい敏びんになっていく。

　何も考えられなくなりかけた瞬しゆん間かん。肩に、断たれた檸檬の破は片へんが落ちた。

　その軽い衝しよう撃げきに拒絶の身み震ぶるいが生じた。両の腕を振り上げようとするが、銀鎖は水中で押さえられており、動かない。空中の二本も、制せい御ぎよを失い力無なく落ちてきた。

　今や、己おのれは鎖くさり二本によって水辺に縛しばり付けられた状態だ。身は震えており、止まらない。

　嫌いやがるように頭を小さく左右に振って、零こぼれるものを全て零こぼし、吐くような咳せきを小さく重ねても何の解決も生じない。

　そこにウオルシンガムが突っ込んできた。

　先行するのは二十四本のブレードだ。

　こちらの五ご体たいや顔がん面めん狙ねらいの刃に対し、反応したのは宙から落ちてきていた銀鎖だった。主人を守るための自じ律りつ行動として、速度は緩いが、しかし二本の銀鎖は確かに動いた。

　出来るのは、最さい低てい限げんのこと。

　主人が腰のポケットに入れていた一つの石片を、鎖くさりの半なかばで拾い上げ、投じることだ。

　それがミトツダイラの命を守った。

　真まっ先さきに飛んできた顔面狙ねらいのブレードを、投じられた石が弾はじいたからだ。

　直後。ミトツダイラの視線に、不ふ意いの力が戻った。それは、石にブレードが当たる堅けん音おんを聞いただけではなく、

「我が王!?」

　石は、彼女の王が座っていたものだった。

　強力な嗅きゆう覚かくが、拒きよ絶ぜつの匂においよりも、安あん堵どを得るものを求めて覚かく醒せいし、

「……!!」

　ミトツダイラは、顔の振り一つで、涙を吹き飛ばして再さい起き動どうした。だが、

『Too too too too late you Keeping wolf首輪つきの狼』

　言葉と共に、残り二十三本のブレードがミトツダイラの全身に突き刺さった。
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「……っ!!」

　激げき痛つうというよりも、熱をミトツダイラは感じた。

　心しん臓ぞうや腹部への直ちよく撃げきを避けるために身をよじった分だけ、鎖さ骨こつ周辺や腿ももへの熱が多い。全身を押し込むような重さが各部に来て、両の腕の鎖が張った。

　視し界かいの中、己おのれの身体からだの各所にブレードが突き刺さっているのが見える。既すでに一部は肌はだと刃やいばの間から出血を漏もらしている。それは神経が断たれたことを意味し、一いつ瞬しゆん遅おくれの痛みを五ご体たいへと送り、そして止まらない。

　身が裂さかれる痛みが五体二十三カ所に連れん鎖さした。

　刺さるブレードに返しはないが、短いがゆえに自じ重じゆうで抜け落ちもしない。代わりに、重力操そう作さによって、

「ん……!!」

　釘くぎ打つように、身の奥へ、向こうへと貫かん通つうするような一いち撃げきを二十三カ所に追加された。

　かは、と息を吐き、身を仰のけ反ぞらせ、ミトツダイラはしかし、こう思う。

　……動きを……！

　全身は動かせない。だからミトツダイラは、両手にも刃が刺さっていることにも構わず、

　……銀ぎん鎖さ！
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　両腕を背後に置いて突とつ撃げきしてくるウオルシンガムに対し、ミトツダイラは主しゆ武ぶ器きを放つ。

　宙に力無く舞っていた銀鎖二本を振り上げ、タイトアームを拳こぶし代がわりに振り下ろしたのだ。

　突っ込んでくるウオルシンガムに対し、鉄の拳こぶしをカウンターで当てる。

　だがその直前に、

『Bite！』

　全身を熱が抉えぐった。何が起きたかは明確だ。全身に突き立っていたブレード全てが力任まかせに抜かれ、あるものは肉にく肌はだを断ち切っていきながら、

「──!!」

　空の銀ぎん鎖さを迎げい撃げきされた。衝しよう撃げきの音が生じ、二本の銀鎖が弾はじかれる。ならば後は水中の二本だけだ。対するウオルシンガムは、今、多くのブレードや十字剣けんと、そして己おのれを制せい御ぎよしている。そんな状態にある彼女の重力制御相手ならば、こちらの腕わん力りよくの方が強い。

　だからミトツダイラは水中の銀鎖を強ごう引いんに引き、自分の手に戻そうとする。

　だが、それより早く、走り来るウオルシンガムが二つの武ぶ器きを水に叩たたきつけた。

　双そうの十字剣だ。それは高い位置から杭くい打うつように振り下ろされるもので、

　……まさか──。

　答えるように、十字剣が銀鎖を縫ぬい止めていたブレードを全て上から叩き打った。

　あとは、刃やいばが銀鎖の穴に深く食い込み、

「──銀鎖!?」

　叫びより早く、水中から水面へと、銀色の破は片へんが散った。

　銀鎖が二本断たち切られ、砕かれたのだ。
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　銀鎖二本が破は壊かいされた。

　その事実にミトツダイラが思わず身動きを止めた瞬しゆん間かんだ。

　代わりと言うように、無む傷きずのブレード合計九十六枚まいが水中から濡ぬれて上がり、こちらに先せん端たんを向け、

『Go Gundog！』

　宙を突っ走ってきた。

　寸すん断だんされた銀鎖の先端は、力を失っていた。切れた向こう側、ウオルシンガムの腕と木き槍やりの取り合いをしていたタイトアームも、もはや力感無なく木槍から滑すべり落ち、

『Bite』

　高速で回された十字剣によって砕かれた。

　四本の銀鎖の内、二本を壊され失った。残りの二本も弾かれて宙を泳いでいる。無事な二本が戻るまでに、ウオルシンガムはこちらに激げき突とつするだろう。

　己の主しゆ武器を半はん減げんされた事実と、残りの武器が通用しないという事実。更さらには全身からの流血が生じ、身に力が入らなくなりつつある。それらの状況に対し、ミトツダイラは一いつ瞬しゆん戸と惑まどいを得る。が、しかし、迷いの内容については、

　……考えてはなりません！

　恐らく、悪いことしか考えない。その程度には常識がある。クラスの外げ道どう共どもとは違うのだから、ここでネガなことを思って自分を追いつめるのは無しだ。

　直後。数歩の距離にまで迫ったウオルシンガムの肩かた越ごしに、それが来た。

　腕だ。銀ぎん鎖さの相手を終えた二本の腕が、手を広げて、こちらの手首を捕らえ、

「っ！」

　血の零こぼれる手首が握って返された。

　十字の状態になったこちらの胸むね中央に対し、飛び込んでくるウオルシンガムが構えた。

『La──』

　羽ばたくように、背後から十字剣けんを振り回して合がつ掌しようさせていく。それは、合わさった瞬しゆん間かんにこちらの胸を貫つらぬくだろう。

　残り三歩、とミトツダイラは見切った。二歩目で合掌は終わり、次の一歩でこちらにとどめが刺されるのだろう、と。見れば彼女の背後には莫ばく大だいな量のブレードが追ってきている。

　こちらに必ひつ殺さつの一いち撃げきを叩たたき込んだ後、あの刃じん群ぐんで磔はりつけにするつもりだ。

　仏蘭西フランス出身の異い族ぞくを吊つるすことを、英国は厭いとわない。そういう歴史のある両国だ。

　ですが、とミトツダイラは思った。まだ自分は動けますのよ、と。

　五体は血にまみれ、意識はまだ先ほどの柑かん橘きつに揺れている。だが、まだ動けるのは、

「銀鎖──!!」
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　空中に弾はじかれた銀鎖は、まだ己おのれを衝しよう撃げきからアジャスト出来ていない。が、それは弾かれた部分から先だ。根ね本もとの部分は生きている。だからミトツダイラは判断した。

「二本解かい除じよ……！」

　腰の二本、水に沈めて砕かれた二本を、腰のオベリスクとスカート部ごと捨てる。

　あるのは肩の二本だけとした直後に、ミトツダイラは高速で銀鎖を供きよう給きゆう器きから引き出し、操そう作さした。それは、

　……私の身に……！

　引き出した分を、両の腕から脚あしへと巻き付ける。あとは操作の手ての平ひらに全力を注そそぎ、

「……ん!!」

　満足に動かぬ体を、銀鎖を通して操作する。指し運うんと握あく力りよく、そして意志で鎖くさりに命令を与え、

「……あ!!」

　強ごう引いんに、ミトツダイラは前ぜん傾けい姿し勢せいを取って全身を前にぶち込んだ。両手て首くびを押さえるウオルシンガムの腕も、銀鎖で巻いて強引に引き剝はがす。

　そして行くのは、

『!?』

　合がつ掌しようしていく十字剣けんの向こう。ウオルシンガムの位置だ。

　十字剣の合わさる間を抜ける。

　だが、十字剣の合わせが早い。間を抜けることは至し難なんのタイミングになっている。

　しかし、ミトツダイラは構わなかった。

　合掌が閉じる直前、銀ぎん鎖さの動きで己おのれの身を九十度左ひだりに傾け、両の腕を上げ、

　……抜けます！

　薄い身が、一いつ直線に突っ走った。閉じ行く十字剣の間を、わずかに掠かすりながら、それでも確かにミトツダイラの全身が通つう過かする。

　……智ともや喜き美みだったら不可能な通過!!

　他に可能なのは正まさ純ずみくらいだろう、と、自分の技を冷静に分ぶん析せきしながら、ミトツダイラは正面を見た。

　そこに、目を見開いたウオルシンガムがいる。

　もはや何もかもが遅く、しかし速く感じる中。十字剣が背後で閉じる音を聞きながら、

「Bite」

　そうつぶやいたミトツダイラは、右の肩からウオルシンガムの胴どう体たいに激げき突とつした。そのまま彼女は衝しよう撃げきを相手に押し込み、自じ動どう人形の身体からだを勢い任せにぶち上げた。

　抱え上げ、突き押すように前へと行く。その速度は全く落ちず、行くべきはウオルシンガムのただまっすぐ背後。そこにあるのは、彼女が、こちらを磔はりつけにするために追わせていた無数のブレードの群だ。

　そこへと、武蔵むさしの騎き士しは飛び込んだ。

　己を血の色に染め上げながらの疾しつ走そうは、彼女の願いを叶かなえ、

「──!!」

　瞬しゆん間かん。薄れ行く意識の中でミトツダイラは見た。

　こちらを見たままのウオルシンガムの向こうで、ブレードの群が回かい避ひに入ったのを、だ。

　敵は背後を見ていない。しかし背後のブレード達は、当たらぬよう、彼女を避けた。

　ウオルシンガムには、背後が見えている。

　何な故ぜ、と思うミトツダイラは、ある可能性に気付いた。その可能性が確かならば、

　……この激突で、ブレードは当たらない……！

　だからミトツダイラは、己の推測を答えとして確信しながら、動きを取った。

　タックルするように身を倒し、己ごとウオルシンガムの全身を水に叩たたきつけたのだ。

　こちらの腕は、ウオルシンガムの胴体よりも、それを包む衣服を絞しぼるように抱いている。

　これならば逃げられない。更さらに、

「……銀ぎん鎖さ！　私ごと絞しぼりなさい！」
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　声と共に、ミトツダイラは地面にぶつけるようにして己おのれごと人形を押さえ込んだ。

　沈む。

　水が全身を包み、音が周囲から消えた。息が出来なくなるが、ミトツダイラは構わない。

　己の、この戦せん闘とうにおける最後の判断だとそう確信しながら、最後の指し示じを銀鎖に送った。

　……全力で、人形を抱きしめなさい！

　圧あつ迫ぱくして砕く。己の身が締まって縮ちぢみ、胸の下で人形の胴どう体たいが軋きしみを上げていく。その音を耳にしつつ、酸さん欠けつで意識を薄くしながら、しかしミトツダイラは小さく笑った。

　……全く。

　これで、十年前の取り返しが少しでも出来るのだろうかと。

　沈む水の中、息を失ったミトツダイラは、眠るように意識を失った。己の血の臭においを水に嗅かぎつつ、だが、気を失う前に、彼女はこんなことを思った。

　……少しは、己の役目を果たせたでしょうか。

　そして、

　……二人とも、これでちゃんとデートしてなかったら、流石さすがに怒りますわよ……？







[image: 第三十八章『広場の利用者』]
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　石造りの広場がある。

　中央に噴ふん水すいを持ち、周囲を高い建物に囲まれた、大通りを結ぶ広場だ。

　その噴水の石組には、二つの影が座っている。少年と少女だ。少女、銀ぎん髪ぱつの自じ動どう人形は袖そでを外した英国の制せい服ふくに羽根飾かざり付きの帽ぼう子しを被かぶっており、少年は黒の極きよく東とう制服だった。

　少女は、広場を囲むような屋や台たいを見て、

「さて、転々として街の中央まで来ましたが、如何いかが致しましょうか。トーリ様」

「Ｊｕｄジヤツジ．、よく聞けホライゾン。──姉ねえちゃんのマニュアルによると、ここで隣となりに座った俺が、さりげなくホライゾンの肩に腕を回して、ムードあることを囁ささやくらしいぜ！」

　言うと、ホライゾンがトーリの肩に肘ひじをついた。彼女はそのまま半はん目めで彼を見み据すえ、

「肩に腕ですか。ハイハイこんな感じで。……で？　トーリ様、こういうのが楽しいのですよね？　どんなムードですか今？　ハイどうぞ」

「く、くそ、俺おれ今いまかなり負け犬ムードくせぇ──！」

　だがトーリは、懐ふところからＢ５サイズの羊よう皮ひ紙しに書かれたデートマニュアルを取り出す。彼は、首を傾かしげてそれを見ると、

「おっかしいなあ。姉ちゃんの指し示じによればここまでで三度くらいブチューしてんのになあ」

「正直に申しまして、喜き美み様の戦せん術じゆつが的確でも、運用が間違っているのではないでしょうか。

　ほら、ここ、〝実じつ弾だん射しや的てき場じようでいいところ見せて好感度アップ〟とありますが、先ほどどこかの馬鹿があまりにも当たらないので〝おっかしいなあ、これホントに弾たま入ってんのかなあ〟って銃じゆう口こう覗のぞき込んだせいで店の人まで逃げ出しましたよね。

　あれ、どう見ても射的が当たらなくていきなり自殺しようとした風ふうにしか見えませんが」

「アレ？　かなりウケがよかったように思ったんだけど違ったのか？　店主、縫ぬいぐるみくれたしさあ。ほらこの〝邪じや妖よう精せいテレタビども・赤あか男お〟、メシ食い散らかしバージョンだぜ」

「あんな妖精が遺い跡せきの記録から再現されるのですから、英国は奥が深いですねえ」

　ともあれ、とトーリはマニュアルと、女おんな衆しゆうが書き込んだ注ちゆう釈しやくを見る。だがそれは、大体において〝変なことをしたら刑けい罰ばつに処す〟という系けい列れつの苦く言げんだった。

　ふうむ、とトーリはのけぞり息を吸い、ホライゾンの方を向く、

「今、邪じや魔まやツッコミがいないから、俺、有利だと思うんだけど、どう思う？」

「Ｊｕｄ．、ホライゾンの攻こう撃げきに対し、緩かん衝しようや、振って逃げる先がいないということですが。その現実を前に有利と錯さつ覚かくするとは、これまた随ずい分ぶん甘い認にん識しきを」

「……あれ？　ホライゾンにとって……」

　トーリは、問うてみる。あのさあ、と頭を搔かき、やや気まずいという雰ふん囲い気き付きで、

「皆は、ホライゾンにとって、──俺の味方かな」
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　トーリの問いかけに、ホライゾンは静かに答えた。

「味方という区分けが出来るほど皆様とのおつきあいはありません。が、現状、ホライゾンの友達は、確かく認にんによる認にん識しきによれば黒くろ藻もの獣けものの方々と、正まさ純ずみ様だけとなります」

「じゃあ、姉ねえちゃんは？」

「喜美様はオパーイが大きくてホライゾンの保ほ護ご者しやの一人という位置づけかと。保護者としては店主様を第一としますが」

　成なる程ほどなあ、とトーリは頷うなずく。その上で、

「先生は？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、オパーイが大きくて肉が好きな先生です」

「じゃあ、浅あさ間まは？」

「Ｊｕｄ．、オパーイが大きくて人を撃うつのがとても好きな巫女みこの方です」

「……全て正確だが、後で俺が怒られそうな気がするのは何でだろうな……。というかオパーイ基準が先に立つのは何で？」

「Ｊｕｄ．、それが宇宙の定てい理りだからです」

　自じ動どう人形は断だん言げんした。いいですか、と更さらなる前置きまでして、

「コレは非常に難しい話なのです。何しろギリシャの哲てつ学がく者しやにして数学家かアルキメデスが、胸の美しい形を導くための計算式しきを求めようとしましたが、流石さすがは宇宙の真理、人間ごときに割り切れる数を出せる筈はずもありませんで。

　しかし暫ざん定てい式を導き出したアルキメデスは、それを〝[image: ]パイ〟と名付け、諸しよ衆しゆうはそれをありがたがって御おをつけ御[image: ]オパーイ御[image: ]オパーイと連れん呼こする風ふう習しゆうが生まれたのです。つまりオパーイというたびに人は宇宙の真理と不ふ可か解かいに触れるのです。──これテストに出ます」

「ぬおおお介かい入にゆう出来ぬままネタが終わった！」

　くそ、くそ、とトーリは逆ぎやく側がわの石組を拳こぶしで殴なぐる。そうやって悔くやしさを表現した上で、まあいいか、と彼は前置き一つ。そして、トーリは問いを重ねる。

「……じゃ、じゃあ、クラスで一番胸むねのデカいの誰だれだよ？」

「揉もまれるつもりですか？」

　うん！　と即そく答とうしたトーリに、ホライゾンは平然と答える。

「ペルソナ君様ですねどう見ても。──では、揉むまで赦ゆるしませんので」

「こ、こんなところで引っかけ問題食くらった！　マジ食らった！」

　しかし馬鹿はすぐに復ふつ帰きして、言葉を重ねて問うていく。

「じゃ、じゃあ、シロは？」

「Ｊｕｄ．、オパーイが薄くて──」

「お、男もかよ!?　でも当たり前だろそれ！　だったら俺も貧ひん乳にゆうだぞ！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、しかし御お広ひろ敷しき様のように男おとこ巨乳ボイーンもおられますのでこの件についての判断は厳げん正せいかつ慎しん重ちように下さねばなりません。あ、ベルトーニ様は、守しゆ銭せん奴どということで」

「おお、共通認にん識しきだ。じゃ、ええと、──点てん蔵ぞうは？」

「誰だれ？」

「ひ、ひでえ！　でもある意味忍しのんでるからそれでいいのか!?」

　しかし、そのようにしてトーリはホライゾンから皆の評価を聞いていく。中には、

「ベルさんどうよ？」

「Ｊｕｄ．、オパーイがやや薄くて、視し覚かく能力がありませんが、それを苦とせぬように努めておられますね。あ、胸を苦という意味ではありません。そちらはアデーレ様ですので」

「じ、地じ味みに残ざん酷こくでぞくぞくするぜホライゾン……！　しかし、ベルさんの手を取って助けたいとか、そんなこと思ったりもすんの？」

「──Ｊｕｄ．、自じ動どう人形は人を助けることを性質としておりますので」

　その言葉に、トーリは顔に笑えみを得る。が、ホライゾンは眉まゆをひそめ、

「……何ですかその顔は、意味不ふ明めいな」

「ホライゾンはホライゾンだなあ、って」

「Ｊｕｄ．、理り論ろん的に申しましてそれ以外にあり得ません。ですがトーリ様、それが何な故ぜ──」

　ホライゾンが問いかけた。

「パターン的に判断しますと、微笑と呼べる表情を作るのですか？　トーリ様」
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「──ホライゾンがホライゾンだと俺がニヤつくってか」

　解わからねえかなあ、とトーリは笑みの状態で言う。

「メシを食うのと同じだよホライゾン」

　？　と首くびを傾かしげたホライゾンは、追加でもう一度首を傾げた。そして、

「食事など……、食べたら失われるものではありませんか」

　と、彼女は腰を上げる。広場を囲む屋や台たいをぐるりと見回し、会え釈しやくをトーリに送り、

「──この祭も、永遠には続きません。終わり、消えていくものです。……いえ、終わらないもの自体が無いとホライゾンには判断出来ます。同じように、友人などという関係を得ても、たとえば卒そつ業ぎようや引っ越しなどで距離が生まれれば疎そ遠えんになります。

　そして、それらも含み、何もかも、失われれば哀かなしくなるだけです。

　そういったものを得て、行い、参加していくことに、何の意味があるのでしょうか。

　ホライゾンは哀しくなりたくありません。ならば行うべきは、、日々の繰り返される堅けん実じつな生活。最さい低てい限げんの人付き合いとともに、最さい小しよう限げんの意味だけを得るので、……充分では？」

　一ひと息いき。

「トーリ様は、ホライゾンに対して感情に興きよう味みを持って欲しいと仰おつしやいました。

　が、感情とは、何かのものごとや存在に対して発生するもの。──何かとの関係を得ることを前ぜん提ていとしています。そして、哀かなしみの感情は、関係の喪そう失しつから発生します。あらゆる関係の最後に存在するのが喪失で、これは免まぬがれ得ません。ならば──」

　ならば、

「何かと関係することを必要とする〝感情〟。それをホライゾンは必要だと思いません。

　誰だれかと、何かと、関係するならば、いずれ必ず別れの哀しみを得ます。

　だからホライゾンは、哀しみを得たくないので、それ以外の全ても否定します。他の感情も、人々やものごととの関係も、全て否定します。──どうでしょうか」

　ホライゾンは問うた。

「最後、どうせ失って哀しむのに、他の感情や、それを得るための関係を、敢あえて持つ意味がありますか？」
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　ホライゾンは、問いかける。

「トーリ様は、ホライゾンを一度失ったそうですね。

　そこで、哀しみの感情を得たと推すい測そく出来ますが、──どうでしょうか」

　問う。

「ホライゾンと共にいれば、またいずれ、ホライゾンを失い、哀しむことになります。

　それでも、トーリ様はホライゾンと関係することを望みますか？」

　言って、ホライゾンは、トーリを見た。

　が、視線を向けた位置、石組には、彼の姿すがたがない。どこへ、と思った視し界かいは右の足下に腰を落としているトーリを見つけた。彼はどうやら、先ほど射しや的てきで貰もらった縫ぬいぐるみの紐ひもを、こちらの右腰のハードポイントにつけようとしているらしく、

「おやめ下さい。──ホライゾンには不要なものです」

「何で？」

「──いずれ失われるものであり、生活に必要の無いものを、ホライゾンは必要としません」

「ちっ、失われるものを要いらないと言うなら、やがて失われる服を脱がせる交こう渉しようをしてやろうかと思ったのによう……」

　ほほう、と頷うなずいている間に、彼が縫いぐるみを結びつけてしまう。不要な重量が軽けい微びながらもついたと、そう思っていると、トーリが立ち上がり、笑えみを見せる。

「これ、確かにさ、外して保ほ管かんしても、一ヶ月もすれば埃ほこりで汚よごれるし、……しばらくしたら見てもいられないようになって捨てることになるかもな」

「Ｊｕｄジヤツジ．、では、そのようなものを得ることに何の意味が？　哀かなしみの押しつけでしょう」

　そうだなあ、とトーリが言った。しかし彼は、

「でも、これを貰もらったことや、身につけてることは、憶おぼえてるよな？　これから先」

「Ｊｕｄ．、自じ動どう人形の記き憶おく力りよくは万ばん全ぜんですので。ええ、──学園祭さいの準備で、手伝いに来た正まさ純ずみ様が梯はし子ごを上っていく時毎まい度ど下から尻を見てましたね、合計二十三回ですか」

「違ぇよ二十五回だよ七回目と十五回目はオメエのいねえ時──、す、すいませんすいませんホライゾン様、……ってか俺も結けつ構こう記憶よくね？」

「ほほう、話をずらしておいてそれですか」

「ズ、ズラしたのオメエの方だよ!!」

「──誤ご差さ範はん囲いですので。と、……ホライゾンの記憶に、しかし、何の意味が？」

　そうだなあ、とトーリは頭を搔かいた。

「俺、上う手まく言えねえんだけどさ。オメエが昔に一度死しんだ時、結けつ構こうヘコんでな？　でも、姉ねえちゃんとか、他の外げ道どうのおかげで結構持もち直してさ。

　そん時、気付いたことが一つあんだよ」

　それは、

「オメエがいなくても、何かあった時〝ホライゾンだったら、ここで、ああ言うだろうし、こうするだろうな〟って、そう思えることに気付いたんだ」

「ならば？」

　Ｊｕｄ．、とトーリが言った。

「オメエは、どこにもいなくても、俺と一緒にいる」
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　トーリは答えた。

「失えば、そりゃ哀しい。だって哀しみの感情があるんだもんな。

　だけど、ガキの時の俺でも、オメエといろいろ関係して、話して、触れ合って、時間過すごして、オメエがどういう人間なのか、それなりに知ってた。

　そうやって関係していたから、オメエがいなくなった後も俺は哀しいだけじゃなかった。その後においても、……俺の知ってるオメエがさ、俺と一緒にいてくれたのさ」

　だけど、と彼は言った。わずかに空を見上げ、

「俺、背が伸びても、馬鹿なまんまだけど、でも周りの連れん中ちゆう、大人おとなっぽくなってってさ。

　俺の中のホライゾンが出来ることや、したかったことが皆で大だい体たい出来るようになってて、もう、そんなの、一周どころか何なん周しゆうもしててさ。何となく、こうも思ったんだ。

　もう、ホライゾンを自由にした方がいいんじゃねえかって。

　俺が哀しくないように一緒にいてくれた、ガキの頃のホライゾンは、もう、俺達と一緒に成長出来なくて、……都つ合ごう良くそれを変えるのも俺は出来なくてさ。

　だから、大罪武装ロイズモイ・オプロ集めて、俺の中のホライゾンに返したら、その時、昔の俺をホライゾンにやろうって、そう決めてたんだ」

「昔の俺、とは……？」

　どういう意味で、という問いかけに、トーリは頷うなずく。

「オメエの石せき碑ひの横に、俺の石碑を置いて、──俺は、どこかで次の俺を続けていく。

　やり直すんじゃねえ。続けていくんだ。ただ、昔の俺とオメエに有り難がとうって言って、新しい、オメエのような人を見つけられるように、さ」

　他のヤツに言うなよ、とトーリは告げる。

「今の部分は、誰にも話してねえからよ。……まあ、悟られてる可能性は大だけどさ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、理解いたしました。もう不要な話ですしね。しかし──」

　しかし、とホライゾンが重ねて言った。

「……つまり、トーリ様がホライゾンと関係するのは、ホライゾンが失われてもいいように、ホライゾンの行動パターンなどを全ぜん網もう羅らして記き憶おくしたいということですか？

　ホライゾンが失われても、脳のう内ないでその代わりを作れるように、と」

　ならば、と、彼女は腰の縫ぬいぐるみに手て指ゆびで触れた。

「関係を最さい低てい限げんに保つため、各かく事じ案あんに対する反応は一度きりで充分。そして、それらのパターンが収しゆう集しゆう出来た時点で、ホライゾンは死んでもいいわけですね」

「そうじゃねえよ」

　トーリは、笑えみのままで、こう言った。

「死んでもいいように楽しくやっていくんじゃねえ。逆だ逆。

　楽しくやってきゃあ、つい死んじまっても、自然とお釣つりが来るようになっちまうのさ」

「ですが」

　ホライゾンが言った。

「──どうすれば、楽しいという感情を、得ることが出来るのですか」
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　ホライゾンは告げる。

「大罪武装はホライゾンに哀かなしみという負の感情を与えました。

　大罪武装は、ホライゾンに正の感情を与えてくれませんでした。

　だとすれば、大罪武装を集めても、ホライゾンは負の感情ばかりです」

　ならば、

「──そんなのは、いらないです」

　正面から告げた言葉に、ふと、

「──っ」

　涙がこぼれた。

　いらない、という言葉に、どうも自分は弱いと、ホライゾンはそう判断する。自分の感情を元にした大罪武装ロイズモイ・オプロだが、それが負の感情であるならば、自分のものでも要いらないと思う。

　自分で自分を否定することを正しいと思いつつ、自分で自分を要らないと言ってしまう己おのれを、一体誰だれが必要としてくれるだろうかと、そうも感じる。だが、

「だからオマエに感情を戻すのさ、ホライゾン」

「……？」

　涙を拭ぬぐって彼を見れば、彼が近くの屋や台たいで林檎りんごの串くし焼やきを袋ふくろに数本入いれて買ってくる。

　差し出された一つの切れ端はしを手に取り、泣いているのをごまかすように口に入れれば、

「美う味まいか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンは頷うなずく。そして、彼の問いに答えようと思い、

「酸さん味みが強いですが、焼くと甘みも強く匂においますね。──美び味みの範はん疇ちゆうと判断出来ます」

　よっしゃ、とトーリは屋台の親父おやじに親指を上げて見せる。店主も同じように親指を上げて返し、口くちの端はに笑えみを見せる。そして店主は、店台の下から青い林檎を一個取り出し、

「ほら、こういう味が初めてなら、焼いてないのも持っていけ。気に入ったら市いち場ばでな。

　生だとどっちかっていうとサラダ向きだから、野菜も一緒に頼むわ。

　あと、──あんま女を泣かすなよ兄にいちゃん」

　おう、とトーリが放り投げられた林檎を受け取り、こちらの肩を叩たたく。そして彼は、広場をゆっくり歩くようにこちらの背を押し、

「負の感情が嫌いかよホライゾン」

「Ｊｕｄ．、──哀かなしいというだけで、充分に苦しいです」

「だったらオメエは正の感情を持ってるよ、ホライゾン」

「何な故ぜです？」

　だってさ、と彼が言葉を続けた。

「負の感情だけなら、逆らわず、受け入れるだろ。そして浸ひたる筈はずだ。

　でもオメエは逆らってる。それは、オメエに正の感情があるってことだ」

「ならば」

　ホライゾンは、己の疑問を彼にぶつけた。己の胸に手を当て、

「正の感情とは、一体、何なのですか!?」

　息を吸い、

「ホライゾンが、哀しみの感情と共に得た、正の感情とは、……何なのです？」

　問いかけに対し、しかし、確かに答えは返ってきた。それは、彼の、頭を搔かきつつの、

「それがまた、俺にも全くよく解わかんなくてよー」

　ぶん殴なぐってやろうかと、ホライゾンは心底そう思った。
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　トーリは、隣となりに立つ自じ動どう人形から殺さつ気きのようなものを感じた。

　いつもの沈ちん黙もくと半はん目めに見えるが、これは何かいけないと、そう思う。背に妙みような汗が余よ裕ゆうで浮くくらいにはヤバい。だからトーリは、

「……ホライゾン？　……ええと、あの？　ホライゾン？」

「……二度言わなくていいです二度。で、何でしょう？　ええ、何でしょうか一体」

　その言葉に、トーリは何か言い訳のようなものを考えた。が、それより先に、

「あ、要するに死にたいのですか。そうですか。おやおや額ひたいに汗が浮いておりますよ？　死ぬ前に水分を大気に戻そうとは何とエコロジーな方なのでしょう」

　……こ、声を掛けるんじゃなかった！　まさにデスエコロジーな俺という展開!!

　トーリは内ない心しんで血ち汗あせを噴ふいた。だが、この状況の原因となった応おう答とうを考えてみても、

　……俺に解わかるわけねえしなー。

　無む知ちをごまかすのは、一番いけないことだと思う。知ったかぶりと馬鹿だと思われるののどっちがいいかと言ったら、馬鹿だと思われた方がいいよなあ。だってそれは噓うそじゃねえしなあ、と思っていると、

「トーリ様は、自分でも解らないことで、今までホライゾンを引っ張っていたのですか」

「……り、林檎りんごの焼いたの食う？」

　あっ、俺、誤ご魔ま化かしてるっ、と思うが、今は命に関わる状況だ。そしてホライゾンも、数秒の間をおいたが、表情は全く崩さず、

「Ｊｕｄジヤツジ．、頂きます」

　と、受け取った。その瞬しゆん間かんだった。

　こちらの眼がん前ぜんで、ホライゾンが、いきなり白の色に覆おおわれた。

　鳩はとの群だ。白の鳩達が、ホライゾンの手にある焼き林檎の串くしをつつきにやってきたのだ。
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「……!?」

　ホライゾンは、何をどうしていいのか解らなかった。

　焼き林檎の串は自分がトーリから譲じよう渡とされたもので、己おのれのものだ。だが、鳩達は既すでに[image: ]ついばみ始めており、今からだと、

　……衛生面めん、分量の面でも不備と判断出来ます。

　そして、事態としてみた場合、今の状態は、

　……ホライゾンの持つ食糧に、鳩達が寄ってきただけのことです。

　英国の制せい服ふくを着ていて、帽ぼう子しには羽は根ね飾かざり付きだ。髪かみの色も似ているならば、警けい戒かい心しんを取り去る条件は揃そろっている。

　だが、という言葉が、今の思し考こうには存在する。何しろこのようなことはホライゾンの日常に起き得ない。武蔵むさしの上にも鳥はいるが数は少なく、また、これだけの白い鳩はともいない。そしてまた、鳥達というのは、

　……ここまで、近寄って触れてくるものなのですか。

　空を飛ぶ、捕まえることなど出来ないものが、食糧に釣つられてやってくる。これは再現性せいが高いことだが、憶おぼえておくことだろうか。否、憶えていても意味のないことで、どちらかというと食糧が無くなるのだから損失だと言える。しかし、

「ならば──」

　自分は今、何を、どうすべきなのか。ただ解わかるのは、

「トーリ様」

「ん？　何だよ、ってか埋まってるけど大だい丈じよう夫ぶか？　あ、これ、よく考えたら鳩プレイだよな！　く、くそ！　俺も鳩になるから平和の遣つかいとしてホライゾンの乳ちちをつつきいてえー！」

　鳩の群むれ越ごしだが正せい拳けんは入った。ならば良し。

　だが、鳩達は一向にこちらの手元から離れない。もはやこの林檎りんごは諦あきらめよう、とホライゾンは思った。まだトーリの方に二本は余ってる筈はずだ。それを二人で分ければいい。

　だから、ホライゾンは、腕を使い、鳩の群の操そう作さに入る。手元に近い位置にはおそらくボスであろう大きな鳩がいて、ときたま他の鳩を蹴け落おとしている。

　だが、それはいけない。鳩達が自分で手に入れた餌えさならば群の順序もあるだろうが、

　……ここはホライゾンの場ですのでボスも従いなさい。

　だからホライゾンは右の手に串くしを持ち、左でボス達を諫いさめると、その腕についてくるように飛んできた小型の鳩達に場を与える。下に降りてうろうろしているボス達に、串の下に崩れた破は片へんを落としてやると、鳩の群が上下に分かれ、

「お、いたいた」

　馬鹿が向こうからこちらを見てくる。こっちが鳩達に困っているのに何もしないのだから、〝不可能男インポツシブル〟というより〝無む能のう男おとこ〟ですねと、そうホライゾンが思っていると、

「なあ、ホライゾン」

「何でしょう？」

　鳩の羽ばたきを耳にしながら問いかけると、彼がこう問い返してきた。

「──今、哀かなしいか？」
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　彼の問いかけに、ホライゾンは首を傾かしげた。今が哀しいなど、そんなことがあるわけないのに、一いつ体たい彼は何を問うているのかと、そう思いながら、

「哀かなしくはありませんが、……それが何か？」

「じゃあさ、ホライゾン」

　彼が、笑えみの口を横に広げて、こう言った。

「哀しくないってのは、幸せなことだよ、ホライゾン」
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　どうなのだろうなあ、と、トーリは自分でもそう思う。が、しかし、

「多分、オメエ、ゼロの状態から始まったから、自覚がねえんだと思う。何も無いのがフツーってな。だけど、実際はそうじゃねえよ。いろいろなことに対して感情ってのはガンガン反応しちまうもんでさ」

「……そうなのですか？」

　そうだともよ。

「もうソッコだぜソッコ。オメエが横よこ歩いてて胸が揺れるとビコ──ン！　腋わきから横よこ乳ちち見えるとズド──ン！　しゃがんだ時に脚あしの──、ご、御ご免めんなさい調子乗のりすぎました俺……！」

「いいから話を続けなさい」

　へいっへいっ、と引き気ぎ味み土ど下げ座ざして、トーリは言う。

「大罪の感情がオメエに拒否の感情を与えてるのか、それとも元々オメエに残っていたものが大罪の感情で反応してるのかは解わからねえ。

　でも、オメエは大罪の感情に抗あらがおうとする意志を持ってるんだ」

「ならば哀しみに対する感情とは──」

　そうだなあ、とトーリは過去を思う。ホライゾンの問いに対する答え。それは、

「哀しくねえって言う、そんな幸いを望むことだろ。それは、何もないことすら幸いと思える、ものスゲエ馬鹿で贅ぜい沢たくな感情だと思うんだけど、それって多分──」

　それは、上う手まく言えないが、

「いつも通り、ってことじゃねえのかな」
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「いつも通り……」

　表現としては解りにくいが、意味は解る。

　哀しい状態から解放された時の、気が楽になる感覚を、彼はそう言っているのだろう。

　……かつて──。

　かつて哀しみの感情を得たとき、父を失っていた意味に気付いて自分は軋きしんだ。そのとき彼は傍そばにいてくれて、だから、

　……耐えられたと、そう言っていいのでしょうか。

　今でも父のことをたまに思って、どうしてすれ違った時や、それまでに、何も思わなかったのか、何もしなかったのかと自分を責めもする。だが、

　……ホライゾンは──。

　鳩はとの群を、腕を掲かかげることで持ち上げる。そしてはばたきによって表情を隠かくしながら、ホライゾンは問いかけた。

「父のことを思っても、もはや初めて哀かなしんだ時のように軋きしんで泣き叫ばなくなっているホライゾンは……、酷こくな人間なのではありませんか？」

「子供にずっと泣き叫びの束そく縛ばく与あたえたいって親は、マジに極ごく道どうじゃね？　ついでに言うと、親はこういうもんじゃね？　──いつまでも泣いてんじゃありません、って」

　彼の言葉が、白しら羽はの向こうから確かに聞こえた。

「オメエが泣かなくなってるのは、オメエが哀しみに抗あらがってるからだ。

　そしてオメエの親父おやじも、オメエを哀しませるために死んだんじゃねえ。

　オメエの感情を集めて末まつ世せを救えと、誰だれかに対して言ったのさ」

「ならばホライゾンは……」

「慌あわてるなよホライゾン、ネタにすぐ飛びつく芸げい人にんは、ネタを使いこなせねえ。

　……ってそれは三み河かわですぐ大罪武装ロイズモイ・オプロネタに飛びついた俺のことか!?　そうなのか!?」

「…………」

「……あっ、怒ってる!?　怒ってるなホライゾン！」

「だから怒りの感情はありません。何を勝かつ手てに決めつけているのですかこの男は」

「感覚的にすげえ怒ってるよそれ!!」

　ともあれ、とホライゾンはつぶやいた。林檎りんごが形を失ったのか、大人おとなしくなって羽ばたきを失い始めた鳩の群に重さを感じながら、

「どのような負の感情を得ても、ホライゾンにはそれに抗う正の感情があり、……そして今はゼロの状態から始めたが故ゆえに、ただ、その自覚が無いのだと？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、だって、笑えって言われて素しろ人うとがいきなり笑えるわけねえもんな。それと同じだろ」

　あのさ、と彼は言い、

「オメエの親父の墓はか作ろうぜホライゾン。オメエの気分が落ち着いた時にさ。

　もう一度言っておくけど、オメエの親父はオメエを哀しませるために死んだんじゃねえ。だからオメエは哀しまなくてもいいけど、でも俺達、楽しいことでこれから超ちよう忙しくなるから、極道親父のこと忘れねえ目め印じるしに墓作っておこうぜ。余よ裕ゆうがある内はそれ見て哀しんどけよ。

　そして哀しまなくなったら、盆ぼんとか正月とかに挨あい拶さつ行って、話をしてやれよ。

　──最近、こういう楽しいことがあったんだぜ、って。あ、〝だぜ〟じゃねえか？　いやでも、俺が義ぎ理りの息子むすこで報告するならそれでもいいのか!?　お、御お義と父うさん!!」

　この男はたまに自分のワールドに入って帰ってこなくなる時があり、今がその時間だ。

　とりあえず鳩はとと一緒に眺ながめていると、やがて彼は戻ってきたのか、

「──ってすげえ！　満点だ！　……そういうことだ！　な!?」

「念を押されても全く訳わけがわかりませんが」

　まあまあ、と馬鹿がこちらを手で制す。その上で彼は、

「オメエは大だい丈じよう夫ぶだ、ホライゾン。オメエはきっと、どんな負の感情にも抗あらがえる筈はずだ。何しろオメエの親父おやじは極ごく道どうだったが、第二次反はん抗こう期きとして抗いの心はトッピングしてくれたからな。

　だったら後は、オメエが、どんな負の感情にも抗いたいと思うかどうかだろ」

「抗うと、どうなりますか？」

「前に言ったろ？　──全てを取り戻したオマエには、もう、嬉うれしいことをたくさん得ることしか、残ってねんだからさ、って」

「それは──」

　どうなのでしょうかと、ホライゾンはそう思った。

　哀かなしみ軋きしんだことなども、全て乗り越えて行けるようになるのだろうか。

　解わからない。今いま話していることは、経過や予測ばかりで、結けつ論ろん的なものは何もない。だから答えを出そうにも、判断が付かない。しかも、

「ホライゾンは、……自分の我わが儘ままで、世界の戦争に荷か担たんしていいのでしょうか」

「どうだろうな。そこらへん、俺はよく解んね。

　オメエの感情である大罪武装ロイズモイ・オプロを集めれば、末まつ世せを救える。だから、それだけでもう、オメエが大罪武装の奪い合いに参加する理由は充分だと俺は思う」

　でも、

「感情が欲しい、って理由で、人が死んだり、国が滅ほろびたりするのは、避けたいんだろ？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンは頷うなずいた。何な故ぜならば、

「父が死んだ時の軋みを、私の我が儘で他の人に与えることになりますので。

　この思し考こうは矛む盾じゆんしていないと判断出来ます」

「だよな？　だったらさ。少し、考えておけよ」

「何をですか？」

「Ｊｕｄ．、もし、もしもだよ？　もしもオメエが、大罪武装を集めることで、集めないよりも多くの人を哀しみとか、負の感情から救えるなら──」

　一ひと息いき。

「その時、オメエは戦争していいんだ」
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「────」

　思わず言葉を失ったこちらに対し、自分の発言の意味があまりよく解わかっていないであろう馬鹿は、軽いアイデアのような口く調ちようで言葉を作る。

「いつでもいいんだ。もしオメエが、それが出来ると思ったら、言ってくれ。

　俺達はそれまで、独自で勝かつ手てに戦争してっから。もしオメエが自分に納なつ得とくいって、足あし並なみ揃そろえられるなら、俺達と一緒に戦争すると言ってくれ。

　その時俺達は、多分、本当の意味で、──一緒だ」

　彼の言葉に、ホライゾンはすぐに応えなかった。

　自分が戦争を望むことで、何かを救うことになるのだろうか。

　そんな救いへの確かく証しようを得られるとしたら、それはどんな時なのだろうか。

　解らない。

　解らないが、ホライゾンは、言葉を作った。

　ここで得た思い。哀かなしみに抗あらがう方法があることや、自分には正の感情もあること。そして戦争に対して意味を思う余よ地ちがあることなども含め、ここで言うべきは、否定や肯定ではなく、

「ホライゾンは判断保ほ留りゆうですが、──トーリ様は、どうされるのです？」

「ああ、決めたぜ。今、何となくな」

「……何をですか？」

「戦争する」

　だって、と彼の笑えみの声が聞こえて、

「オメエ、大罪に負けねえもん。だから、全部の感情が戻ったオメエを俺は見てみたい」

「──ホライゾンが、それを望まないとしてもですか」

　馬鹿だなあ、と彼は言った。

「それでもいいじゃねえか。もし、それでオメエが俺を嫌うなら、そのときゃ始まりに戻るだけさ。──全部オマエに戻して、俺は、どこかで次の俺を続けていく。

　短い間だけど、すげえ楽しかったな、ってそう思いながら、オメエや、手伝ってくれた馬鹿共に有り難がとうって言って、新しい、オメエのような人を見つけに行くさ」

　いいかよ、と彼が言う。

「全部、俺が勝かつ手てにやることだ。──そう決めた。そう決まってた。俺がオメエを殺しちまった時から。また出会った時から」

　そして、

「それが俺の、最大の哀しみを祓はらう方法なのさ」
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　ホライゾンは、何も言わなかった。

　彼も、何も言わない。ただ鳩はと達が、ホライゾンの肩や腕から降りていく。

　そしてお互いの視線が自然と合い、ホライゾンが静かに頷うなずき、

「えらく身み勝がつ手てですねこの馬鹿男おとこが。格かつ好こうつけたつもりですか。超ちよう浸ひたりまくりで。思わずスロー映えい像ぞうでソフト掛けたりちょっと淡いライト入れるとこですよ映像的に。──安っぽい」

「く、くそ！　正直自分でもちょっとそう思っていたことを言われた!!」

　まあいいです、とホライゾンは一ひと息いきをつく。そして、

「有り難がとう御ご座ざいます」

「……え？」

「二度言いません。──自じ動どう人形ですので」

「へえ……。ほお……。ふうん……」

　半はん目めで睨にらむと、彼は、ひい、と三歩ほど逃げる。が、ホライゾンは、

「皆様、喜ばれますね。トーリ様の方針が決まりましたので」

「まあ、十年前から決まってたようなもんだからな。

　だからホライゾンも、十年後くらいに決めていいんだぜ？」

　気き遣づかいのつもりだろうか。ただ、ホライゾンは、

「どこかで、……判断出来ればいいと、そう思っております。それがホライゾンの、現状における最さい善ぜんの判断です」

　そっか、と彼は笑えみで言う。有り難うな、とも。

　その笑みに頷いたホライゾンは、しかし一息をついて、

「トーリ様。……一つ、憶おぼえておられますか？」

「え？　ま、まさかオッパイ揉もんで欲しかったのか!?　い、今すぐ行くから待ってろ！」

　右の拳こぶしを振り上げると馬鹿はまた三歩逃げた。

　対するホライゾンは、やれやれと、

「ともあれ、現状、皆様が妙みような空間に入っていることを思い出して下さい。

　おそらく皆様、トーリ様とホライゾンの今の話のために、戦っておられます。

　そしてトーリ様とホライゾンの話し合いは、終了しました。

　ならば、──皆様を救すくいに行きましょう」

　そういうと、トーリが大きく首を傾かしげた。その上で彼は、こう言ったのだ。

「どうやって？」
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　ホライゾンは、半目を完全な据すわり目にして、彼に問いかけた。

「……方法は、無いのですか。まさか。先ほど、何とかなるだろう的に言ったくせに」

　静かに言うと、馬鹿はまた一歩を下がり、

「ちょ、ちょっと待て！　俺は浅あさ間まみたいな結けつ界かいもいけるズドンマニアじゃねえし、姉ねえちゃんみたいに強ごう引いんな手段で何でもやっちまう人間じゃねえぞ!?　あ、そうだ、浅あさ間まと姉ねえちゃんがいれば楽勝だろそんな空間！　おーい！　姉ちゃーん！　浅間──！　お救たすけプリ──ズ！」

「──呼んだ？」

　紙を引き裂さくような音とともに、風を纏まとった姿すがたが宙から現れた。それは転び出るような浅間と正まさ純ずみ、そして浅間に背負われたナルゼを先導する、

「──姉ちゃん!?」
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　ホライゾンは見る。己おのれの横に平然と立ち、髪かみを払い直した女の姿を。

　彼女は笑えみで、こちらの髪に手を置いて撫なで、

「フフフ愚ぐ弟てい、そして可愛かわいいホライゾン、──何かあったらこの賢けん姉ねえを呼ぶことを忘れないようにね。そうしてくれたら、どれだけ離れてようと、障しよう害がいがあろうとも、私は未み熟じゆくなアンタ達を必ず救けに出張サービスするから。それが姉の務め。──優ゆう姉ねえのデリバリーよ!!」

　こら、と、喜き美みの背を、浅間が叩たたく。彼女は乱れた前まえ髪がみも直さず、

「トーリ君が呼んでくれたので、それを引き手にして空間繫つなげたんです。こっちから繫げようとしても、そっちの空間の壁を押して逃げられるような感じだったので」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンは頷うなずいた。ふふん、と微笑の喜美が、背から軽く抱きしめてくれるのに身を任せると、ホライゾンはトーリを見て、

「……関係ばかりですね」

「観かん念ねんしとけよホライゾン。相当なことばっかだぜ」

「フフ、何々？　一体。賢姉に話せることなら話していいのよ？」

　待て待て、と間に入ってきたのは正まさ純ずみだった。彼女は上着を失い、やはり各所に埃ほこりや汚よごれなどある姿すがただったが、構うことなくこちらと彼を交こう互ごに見た。

「……話は、ちゃんと出来たのか？」

「余よ裕ゆう余裕！」

　正純が眉まゆをひそめたが、しかし彼女は、こちらの、

「──ホライゾンの方は保ほ留りゆうですが、トーリ様の方は〝決めた〟そうです」

　告げた言葉に、僅わずかながら、背から伝わる喜美の呼こ気きが静かになった。同じように隣となりの浅間も頷き、正純も表情を改める。そして正純は、

「だったら、……皆も報われるな。武蔵むさしが今後の行く道を決めたのだから」

　正純の視線が向くのは、浅間の背のナルゼだった。気を失っている彼女は、衣服も翼つばさもぼろぼろで、一部は血に染まっている。だが、正純が、一ひと息いきとともに、こう言った。

「これは、──私達が自分で望んだこと。そういうことだ。

　葵あおいが己おのれの方針を決めねば、あやふやなまま、これ以上の酷ひどい終わり方をするのだから」
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　正まさ純ずみは、葵あおいとホライゾンを前に、一いと息いきの安あん堵どを心に得た。

　……随ずい分ぶんとやられただけの価か値ちはあったな。

　ホライゾンの判断が保ほ留りゆうという、その意味は後で聞くことになるだろう。

　だが、葵の方針が決まったならば、多くの問題と不安が解決する。それは、武蔵むさしがヴェストファーレン会議まで、他国とどう関わっていくかが決まったということなのだから。

　……夕刻からの会議は凌しのげる。

　だから、と彼女は言った。浅あさ間まの背からナルゼを預かる動きを取り、

「演えん劇げき空間とやらを私達が抜けられてるなら、他の皆も同様かも知れない。浅間、他の皆との連れん絡らくはどうだ？」

「はい、モニタリング出来てるところでは、ミトがちょっと負ふ傷しよう状態みたいですが、……寝てますねコレ。大だい丈じよう夫ぶかどうか、すぐ見てきます。

　他は皆、大体相あい対たい終えているようで、ナイトとウルキアガから早さつ速そく通つう神しん文ぶん来てます。こっちに合流が出来るようです。そして演劇空間の外でハイディとシロジロが、ハワード卿きようと交こう渉しようしてます。こちらは連絡があって、大丈夫そうなんですが……」

「が？」

　問いかけた皆に対し、浅間が困り顔でこう言った。

「第一階かい層そう。──アデーレと鈴すずさん、そして二ふた代よからまだ連絡がありませんね」
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　薄うす明あかりの狭い空間があった。

　中で寝ているのはアデーレと鈴だ。二人はベッドのように倒れた空間の頭側に、ハンカチに載せた菓子を置き、額ひたいを合わせていた。アデーレが、頰ほお赤あかくして身を揺らしている鈴に、

「あっ、鈴さん、そ、そこ、です。人ひと差さし指ゆびで……、んあっ、こ、声出て。すご……」

「ん。こ、こう？　は、初め、て、……いい、の？」

「Ｊｕジヤ、Ｊｕｄジヤツジ．、そ、そこですっ。じ、自分、もう駄だ目め、あ、あとは鈴さんにお任せで！」

　Ｊｕｄ．、と鈴は答えた。そして身を揺らす先、両手に合わせて表ひよう示じされた表示枠サインフレームは、

「音ゲー、……って、初めて、けど、……おも白、ね」

「いやすいません、自分下へ手たなので、同時プレイで引っ張って貰もらうことになったり先に残ざん機き失ったりで。……というか鈴さん無む茶ちや苦く茶ちや反応が速いですよね」

　そう？　と首を傾かしげる鈴の手の中では、表示枠内ないに奏塡インストールした音楽ゲームが最終面めんに至っている。鈴の頰は上気していて、ゲームが要求するテンションを正まさしく体感しているらしい。

　それを見て、体温の熱気を感じるアデーレは、

　……こういう鈴すずさん見るの初めてですけど、ゲーム持ってきて良かったですねー……。

　流石さすがに観光地で孤こ独どくゲームはしたくないが、役やく職しよくづきと言うことは暇ひまな待ち時間が発生する可能性もある。よって出発前まえに、複ふく数すう人にん数ずうで遊べて鈴もプレイ出来そうなものを武蔵むさしの旧派カトリツク簡易聖堂スタンドから啓示奏塡ダウンロードして貰もらったのだが、

　……まさか自分に音ゲーの素そ質しつがないとここで気付くとは！

　四日間、一人待ちの時間中にある程度のスコアを出していたが、鈴にあっさり抜かれた。

　全ぜん四面めんだと思っていたのが懐なつかしい。実際は全三十二面だ。今、最終面では祭まつり太だい鼓こに合わせて一いつ揆きの後あと処しよ理りが行われている。基本は流れ作業で運ばれてくる獄ごく門もんで、ときたまミノ踊り疾走スランピードが入る。〝良好〟判定が続くと唐から傘かさ連れん番ばんルーレットが回り、下げ手しゆ人にんどもが連れん帯たい責任で一気に始し末まつされるのがフェータリティだ。鈴の的確な操そう作さで鳴る音は、高速ラップの、

『あひぃ！　あひぃ！　あひあひああああひぃ！　おだおだおだおだいかんさま！　み──のおぉ──どり──！　どりどり！　ハイ傘かさの方、いつもより多く回しております～！』

　あ、フェータリティルーレット五回目、などと思っていると、アデーレは頭上のコンソールが新しい色を灯ともしたことに気付いた。

　同時。鈴が人ひと柱ばしらの杭くいを打ち込むための連れん打だを始めつつ、

「……音、してる？」

『ひひひひひひとひとひとひとひとばしら！　しらしら!!　お後が宜よろしいようで～』

「あ、クリアですね。ネーム打っていいですよ。そこ、ええと、す、す、濁だく点てん、と」

　言って指し示じして、このスコアを超えるのはいつのことになるだろうかと思いつつ、

　……ごまかし、無理ですよねー。

　だから、うん、とアデーレは頷うなずいた。そして言う。

「外から、強ごう引いんに開けようとしてますね」
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　アデーレは、己おのれが告げた言葉に対し、鈴が一拍の間をもって問うてくるのを聞く。

「……開く、の？」

「いえまあ、救助時じは内部で動けなくなってる可能性もあるので、強制パージを行いますから。ただ、開放手て順じゆんは機き密みつで、所しよ属ぞく国家の保ほ健けん委員が預かります。でも、武蔵むさしの保健委員が英国側にそれを明かすことはないと思いますし、教きよう導どう院いんの方には酒さか井い学長もですが、ヨシナオ教きよう頭とうもいますから。英国の方で要求があったとしても、絶対に機密を渡すことはしないですよ」

　言うと、言葉の内容か、それとも別の理由でか、鈴が小さな笑えみを見せる。ん、と彼女は首を下に振って見せて、

「でも、……大だい丈じよう、夫ぶ？　外」

「ですねえ。さっきからハンマーとかで叩たたいてるみたいです。無む駄だだと思うんですけど……」

　関かん節せつ部ぶなども完全に閉じており、装そう甲こう類るいも大だい部分は内部側がわから固定するものなので、外からの解かい除じよは難しいだろう。この状態だと内部は密みつ閉ぺいで、温度も安定している。

　中ちゆう世せいという争いの時代に生まれたのが、騎き士しや従じゆう士し達だ。その風ふう潮ちようを今に進化させ続けたアデーレの機き動どう殻かくは、

「まあ、自分にもよく解わからない機き構こう多いですが、大だい丈じよう夫ぶですよ。うち、過か保ほ護ごでしたし」

「そう、なの？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じつつ、アデーレは万まんが一いちを考える。もし開けられたら、そこで終わりだ、と。

　……でも、内側から閉じた機動殻を開ける方法が、ありますかね。

　だが、鈴すずが首を傾かしげてこう言った。

「音……」

　何か連続する金属音おんが、小さな、時計の駆く動どう音おんのような微かすかさで背はい部ぶ側がわから聞こえている。

　外がい部ぶ情報を窺うかがうには予測に頼るしかないが、鈴が、

「これ、使える？」

　対たい物ぶつ吊つり柵さく状じようセンサーである〝音おと鳴なりさん〟の一本を、ケーブルを伸ばして差し出してきた。〝音鳴りさん〟が拾う外の音おと情報を、機動殻の音おん響きようシステムで増ぞう幅ふくしようというアイデアだ。

〝音鳴りさん〟はIZUMO製で、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの技術で出来たアデーレの機動殻と完全に連れん動どうさせるには通つう神しん共有設せつ定ていが必要になる。

　だからアデーレはセンサーの接せつ続ぞく端たん子しを見て、

「……ええと、プラグの形状は共きよう通つう式しきですね。……Ｊｕｄ．、いけます。いいですか？」

　ん、という返答とともに、鈴が頷うなずきを見せる。

　そして受け取ったセンサーを機動殻の胸むね内側、いつも神啓レデイオ用ように使っている端子に差し込むと、鈴の顔よこ横がおに表示枠サインフレームが現れた。

　そこに字として見えるのは、外の音声だ。

『ダッドリー様！　用意、あと三分ほど待って下さい！　形状が予定と違って……』

　それは、この機動殻に対して、ダッドリー達が何かをアプローチしているということだ。

　何をしようとしているのか。その答えは、

『ま、まままあいいから、いいからね、ええ、急がなくても、三分なら、ええ、いいのよ？　Good……！　たったそれだけ待つだけで──』

　ええ、

『この機動殻が武ぶ器きに改かい造ぞう出来るならねえ』
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　広い客間で、ダッドリーはその作業を見ていた。

　……機動殻の武器化か、ねえ。

　防ぼう御ぎよ武ぶ装そうである武蔵むさしの機き動どう殻かくを、改かい造ぞうによって武ぶ器きにしてしまう。そうすれば自分の聖譜顕装テスタメンタ・アルマで操あやつり、開けることが可能だ。だが、

「ま、まあ、──発想の転てん換かんねえ。防ぼう具ぐを武器に。ななななかなか面白いわ」

「ダッドリー様、……このような発はつ案あんは、どなたが？」

「Tetetetes. 、わ、我らが女王よ」

　おお、と皆が頷うなずき、作業を続ける。今の一言で作業の速度と姿し勢せいが変わるのは、ダッドリーにとって嬉うれしいことだ。

　……女王、大好き……！

　ロバート・ダッドリーは、その思いに目を細める。そして、

「──さささ三分たったわよね？」

「ま、まだ一分ちょっとですよダッドリー様！」

　高こう血圧で人生漲みなぎってるせいね！　そう結けつ論ろんしたダッドリーは、彼らの作業を待つ。

　のけぞり、前後に身を伸ばした形になっている機動殻に取り付けられているのは、巨大な持ち手とスパイクだった。

　あの従じゆう士しは三み河かわ戦せんで盾たてとして使用されており、武蔵艦かん上じようでも同じだった。ゆえにアイデアとして、盾でもあり、武器でもあるスパイクトシールドにしてしまったらどうかというアイデアが女王から出た。そうすればダッドリーの聖譜顕装で開くだろう、と。

　が、大きさが大きさゆえに、加工は武ぶ神しん用ようのものとする。そのために急きゆう遽きよ持もち込まれた武神用装そう備び類るいと工こう具ぐ。そして専門の技術者や操そう縦じゆう者しやによるアドバイスをもって、今、作業は進んでいる。

　そして作業を待つ時間をもって、ダッドリーは窓の外を見た。

　南の窓。そこから見えるのは倫敦ロンドン塔とうだ。

　目を細めて城じよう塞さいの塔を見る自分に、作業経けい過かを記録する女子生せい徒とが問うてきた。

「ダッドリー様は……、あの倫敦塔にいらっしゃったことがあるんですよね」

「Tetetetes. 、──そうよ、あの塔の牢ろう獄ごくに入って、そして女王陛へい下かに救われたの」

　それは事実だ。

　聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、女王の愛人でもあり、副ふく官かんでもあったダッドリーは、

「ななな何しろ元々、ダッドリーは政治犯はんとして投とう獄ごくされていた人物なのだから」

　それを女王に救われて彼女に心しん酔すいしたダッドリーは、セシルや他の重じゆう鎮ちん達たちと女王の寵ちよう愛あいを受けるための競争を行うが、その経過において妻の暗あん殺さつ容よう疑ぎを掛けられ、凋ちよう落らくする。

　一いつ瞬しゆんの栄えい華がと凋落。そして後の汚お名めいは確実で、当初は栄華を求めた襲しゆう名めい希望者が多かったが、対たい西せい戦せんのプレッシャーや、歴史再さい現げんの厳げん格かくを聖せい連れんから監かん視しされていることにより、襲名希望者は消えていった。それを女子である自分が襲名したのは、

　……別に私が望んだわけではなく、押しつけよね。

　女であるならば愛あい人じん問題やスキャンダルも起こさないだろうという、そんな周囲の判断だ。

「……よよよよくある話よ」

　つぶやきに皆が視線を向けるのにも構わず、ダッドリーは足元を見た。両の足に繫つながる鎖くさりと鉄てつ球きゆうは、罪ざい人にん時じのもので、しかし、

　……私と、女王を繫ぐ大事なもの……。

　この鉄球をつけたままでいるのは、己おのれの判断だ。他の者達に理由を話したことはない。女王にすらも、だ。だから、皆を鉄球と自分から、仕事に戻すようにダッドリーは言う。

「ささささあ、出来はどうなのかしら？　女王陛へい下かが喜ぶ出来は？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と作業する皆の返答が返る。接せつ続ぞくの耐たい久きゆう試験をレンチで行っていた生徒が振り向き、

「ダッドリー様！　準備完かん了りようしました！　──武ぶ神しんの操そう縦じゆう士し達が見ても〝こりゃ行ける〟〝すげえ頑がん丈じようそうだ〟〝盾たてが機き動どう殻かくやってんじゃねえの？〟と好評です!!」

　Ｔｅｓ．、とダッドリーは右手を掲かかげた。そこにある〝大きなる正義ブラキウム・ジヤステイア・新代ノウム〟の五ご指しを広げ、

「Gogogogo御ご開かい帳ちよう──!!」
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　瞬しゆん間かん。機動殻内ないのアデーレは、フットスペース部にあるペダルを強く蹴けり付け操そう作さした。

　彼女の挙きよ動どうに鈴すずが慌あわてて、

「な、何!?」

「あ、ちょっと揺れますんでー」

　と、アデーレは自分の眼鏡めがねを外し、その音を合あい図ずに鈴を抱きしめた。

「──非常時の自力脱だつ出しゆつ駆く動どうを用います」

　アデーレは、首を傾かしげる鈴に頷うなずきを送って、周囲に現れた表示枠サインフレームを確かく認にんする。

　……出力なんか、全部オッケーですね。だったら──。

「ええと鈴さん、説明しておきます。これから行うのは、防ぼう城じよう戦せんで瓦が礫れきに埋まったり、艦かん船せんで水底に沈んだ時、自力で脱出するために行う、機動殻任まかせの大だい跳ちよう躍やくです。

　駆動系けい任せなので、人が着てる状態じゃ行えないし、高こう出力だから一度か二度しか出来ない馬鹿な工く夫ふうですけどね。何しろ探たん知ち機きや通つう神しん系けいが充実した今じゃあ、こんなの、内部の人間に負ふ担たんがあったり、潰つぶれる可能性もあるんで採用されっこないんですけど……」

　よ、と鈴を抱き直し、アデーレは半なかば呆あきれた口く調ちようが混じるのを自じ嘲ちようせず、告げた。

「うち、過か保ほ護ごなんで、まあ、中ちゆう世せい技術書通どおりの作りをした従じゆう士し用機動殻になってるわけで。

　ま、天てん井じよう抜ぬいて第三階かい層そうまで一気に避ひ難なんしましょう」

「ど、どこに行くの？」

「倫敦ロンドン塔とうの北西塔の屋上が、高度差さが少なくて安全だと思います。王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンがあって目立つ場所ですし、塔の上では籠ろう城じようも出来るので英国側も迂う闊かつに手を出せないでしょう」

　だから、鈴すずの会え釈しやくを合図に、アデーレはフットペダルを蹴け飛とばし、

「行きますよー！」

　直後。機き動どう殻かくが上下に激げき震しんした。

　城じよう塞さいの天てん井じようを突き破り、空へと飛び出したのだ。
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　宙に浮いた物体は、やがて落下する。

　英国の空に浮いた巨大な盾たてにも似た鎧よろいは、ゆっくりと回転して、軌き道どうを南の空へと変えながら、放ほう物ぶつ線の頂点に達した。後は緩やかに落らつ下か軌道に入りながら、

「────」

　落ちる先は、第二階かい層そうと第一階層の間。倫敦ロンドン塔とうの北西塔だ。

　その落下を見る視線は、至る所にあった。特に、オクスフォード学院の周辺は多い。

　学院の出入口が〝中庭崩ほう落らくのため〟に全て緊きん急きゆう封ふう鎖さされたために待つ人々が多かったこと。

　そして倫敦塔から顔を見せたメアリを見ようとして、集まった人々がいたからだった。

　彼らは中庭崩落の音や響ひびきも、祭の仕掛けなのではないかと押し掛けて来ていたのだが、そんな彼らの頭上を、巨大な鉄てつ塊かいが飛んだ。

　皆は、  はっとした顔で空を振り仰あおぎ、

「──!!」

　やっぱり、という喜びの声で誰だれもが歓声を上げる。

「──おい見ろよ!?　鎧で城じよう壁へき越ごえだぜ!?　今年もすげえな！」

　それらの叫びに呼ばれるように、オクスフォードの中庭を突っ走る影があった。

　本ほん多だ・二ふた代よだ。
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「──あの面めん妖ような形状！　まさしくアデーレの機動殻に御ご座ざるな!?」

　彼女は南面の城塞を見て、その向こうを飛んでいくアデーレの機動殻を確かく認にんした。

　だが、正面にはオクスフォードの戦せん士し団だんが構えている。二代を外の者達と合流させぬよう、中庭に出てきた者達だ。

　既すでに彼らは数すう隊たいで壁を作って、こちらの移動を封じようとしている。

　しかし、構わず二代は突っ走った。正面。南の城壁際ぎわにある戦士団の厚みは人間七枚分ぶん。

　前列の者が、こちらの動きの意図に気付いて声をあげた。

「俺達と壁を飛び越えていくつもりだぞ！　──総員構かまえろ！」

　英国企き業ぎよう〝大属の芸術アークスアート〟製の長ちよう槍そうが、英国協聖術テスタメントサインの光こう盾じゆんと共に構えられた。

　二代が見たところ、長槍は英国伝統術式協会England Old Technique AcademyのEOTAロゴも付ふ随ずいした追加術式強きよう化か型だが、基本構こう造ぞうは提てい携けいのIZUMOのものを基き調ちようとしている。

　……〝突とつ竹たけ〟シリーズと同様の作りで御ご座ざろうな。ならば、脇のハードポイントに接せつ続ぞくして身体からだとほぼ一体化かしている筈はずで──。

　考えながら突っ走った二ふた代よは、移動術じゆつ式しきによって己おのれの速度に伸びを与え、

「御ご免めん」

　突き込まれた長ちよう槍そうを、走る一歩の動きで越え、下に蹴けり飛ばした。

　槍やりは、上からの押し込むような蹴りには正しく反はん力りよくを返し、

「……っ！」

　二代は、その一歩で身を上に飛ばす力を得ると、地面に向かって蜻蛉とんぼ切きりの伸しん縮しゆく機き構こうを発はつ射しやした。手て応ごたえとしての射しや出しゆつ感があり、後は、

「飛ばせ蜻蛉切！」

『御ご了りよう解かい──』

　跳ちよう躍やくした。狙ねらいは城じよう塞さいの上面通つう路ろ。その縁へりだ。彼女が縁に着ちやく地ちし、通路を横切って加か速そく。その勢いで倫敦ロンドン塔とうへと大だい跳躍を行う。

　そして二代は物もの怖おじすることなく縁を蹴って、城塞向むこうの宙へと跳躍した。

　眼がん下かから歓声が上がった。







[image: 第三十九章『閉鎖場の置き去り者』]
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　ネシンバラは、椅い子すの背もたれに半はん身みを寄りかからせていた。そうすることで隣となりで文庫を読んでいるシェイクスピアに背を向ける意味もあったが、

　……あれ、どっかで見たことあるなあ……。

　背はい後ご側がわは、直接壁かべではない。参加者用ようの通路や搬はん出しゆつ路ろとしてのスペースがあり、壁かべ際ぎわの視し界かいは良好だ。そして見えるのは、数ブース離れたところにある休憩所。

　休憩用スペースは、椅子やテーブルもあるが、座り込んで一ひと息いきついている者も多い。

　ネシンバラが見ているのは、壁際に背をつけて座り込んでいる二つのものだった。

　それは、片方はシーツを被かぶってタイツ脚あしを出した物体で、もう一つは抱き枕まくらを被ってタイツ脚を出した物体だった。どちらも表面には英国神肖劇テレビで人気の〝邪じや妖よう精せいテレタビども〟のキャラをプリントしている。二に体たいは目の前に同どう人じん誌しを山と積み、運送用の木箱に詰めながら、

「ノブタン！　ノブタン！　今日は大たい漁りようであったかい気持ちになったね!!」

「そうだねコニタン！　やはり、英国はいいなあ！　私は大好きだよ！」

　武蔵むさし住人だろうが、気にしない方がいいだろう。常じよう人じんは気き遣づかいが大変だとネシンバラは思う。と、背の方からシェイクスピアが、

「身体からだ[image: ]よじってると足に悪いよ」

　無視すると子供過すぎるなあ、と思い、身体を戻す。すると横から白と彩いろどりが差し出されていた。見ればそれは丸いパンの中に炒いためた野菜や肉を詰めた物で、

「食べなよ。何も持ってきてないみたいだし。──どうせ、人が来ないだろうからすぐ帰るつもりで、何も用意してなかったんだろう？」

　その通りなので腹が立つ。携けい帯たい食しよくを持ってきてはいるが、差し出されるパンの、見たことがないタイプの作りに興きよう味みもあってネシンバラは受け取る。

　見れば向こうも同じものを手にしていた。ネシンバラは受け取ったものを掲かかげて、

「これは？　何かの歴史再さい現げん？」

「ローマ時代のオッフラを、ちょっと改かい造ぞうしたもの。食べてみて」

　口にしてみるとまだ温かみがある。醬しよう油ゆを差してるよなこれ、と思いつつ、

「作るの面めん倒どうじゃない？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──市いち場ばではいろいろなパンの加か工こう品ひんが出回っていて、聖せい譜ふの記き述じゆつでその存在が後から発はつ覚かくすると、先せん出しゆつしていたものをそれに当てはめて〝解かい釈しやく〟にするよね。

　だからまあ、気にせずいろいろ調ちよう理りしてもいいんだろうけど、ほら、僕達は、こういうのを自分で作るのも体験資し料りようになるしね」

「プロの御ご講こう義ぎ有り難がとう。味についての資料は求める？」

「聞かせてくれないと困る。具体的に。比ひ喩ゆは無しで」

　言われて嚙かめば、塩で炒いためた刻みモヤシに、挽ひき肉にくが食しよつ感かんを増やしている。奥おく歯ばで味わうような肉の弾だん力りよくに思うのは、

「──パンに塩、っていうのは実際はやらないけど、具ぐ材ざい込みで実現出来るから面白いよね。パンの特とく性せい上、内側と焼いた外側では味が違うから、具材と重ねてどっちの味も楽しめるし」

　告げる言葉を、シェイクスピアは表示枠サインフレームの鍵けん盤ばんでメモした。そして、

「有り難がとう。答えてくれると思わなかった」

「何で？」

「君の小説が雑誌に載った時のインタビュー読めば誰だれだってそう思う」

　しまった、とネシンバラは思った。相手に攻こう撃げきのとっかかりを与えてしまった、と。しかし無む視し出来ない自分は小こ物ものだなあ、と改めて自覚しつつ、ネシンバラはこう言った。

「……あれは、テンションが上がり過ぎて周りが見えてなかった」

「だろうね。でなければなかなか言えない」

　恥ずかしさで死にたくなるような言葉を、彼女が言った。

「〝他に何の職業にも就つくことが出来ないような僕ですが、こういう結果が貰もらえたと言うことは、僕は作家にしかなれない人間だったということなんだと思います〟」

　一ひと息いき。

「御お見事」
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　うわあ、と荷物をまとめて逃げたくなるようなこちらの横で、シェイクスピアがオッフラを一ひと口くち食べてこう言った。

「土ど木ぼく業ぎようで道を整備した時、自分が国の一部を作ったことに思いを馳はせたり、

　事じ務むの仕事で記き帳ちようする数字の向こうに、事業の雄ゆう大だいさを想そう像ぞうしてみたり、

　農業によって、国と人々を支えているのだと胸を張ってみたり、

　──実のところ、作家になれる人って、どんな職業についても〝思い〟を得ることが出来るタイプの人達だよね。まあ、運動能のう力りよくや性格上の向き不向きはあるけどさ」

　言いたいことはよく解わかる。だから、先取りするようにネシンバラは言った。

「作さつ家か以外の仕事に就くことが出来ないんじゃない。ただそれ以外を見ていないだけ、と？」

「合ってるけど違う」

　シェイクスピアが断だん言げんした。

「君は二に重じゆうに面白いことを言った。一つは、今、君が言った通りのこと。もう一つは──」

　それは、

「〝僕は作家にしかなれない〟か」

　面白いね、と彼女は言った。

「僕を含め、多くの人達は、作家になろうとして、または作家であり続けようとしているのに、君は生まれついての〝なれる人間〟だからなれてしまった。……そういうことだよね？」

　告げられる言葉の意味を悟さとって、ネシンバラは体温を下げた。

　ぞ、という音が血管を走る横、シェイクスピアが静かに言う。

「僕は未だに、自分が作家になれているとは思えない。襲しゆう名めい元もとのウィリアム・シェイクスピアという存在に対し、どのようにやれば比ひ肩けん出来るのか、どれだけやれば──」

　一口。

「どれだけやれば、襲名の枷かせを超えて、トマスという名の僕だけで作家を名な乗のれるようになるのか、未だ解わからない。でも君は、──〝なれる人間〟だったわけだ」

「か、肩かた書がきだったら君だって充分に作家じゃないか」

「君にとっての〝作家〟は、なれる人間だったらなれてしまうような、職しよく業ぎよう証明の欄らんに書き込むためのものなの？　だから……」

　だから、

「少し叩たたかれたくらいで、書くのをやめたの？　簡単になれたなら、価か値ちもないや、って」
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　彼女は相変わらずこちらを見ないまま、パンを半なかばまで食べる。そして一ひと息いきをつき、

「変わってないね」

「君は──」

　と、抗議の前置きを言った時だった。シェイクスピアが、こう問いかけてきた。

「誰だれだと思う？」

「────」

　どうだろうね、というシェイクスピアの声を聞きつつ、ネシンバラは、オッフラを口にした。挽ひき肉にくの味を塩の味と思うと同時に、彼女の声が不ふ意いにこう響ひびいた。

「あの子、死んじゃった」

「……どっちの？」

「解わからないんだ、僕がどっちか」

　ネシンバラは言葉を失う。そしてシェイクスピアが、

「君と別れて、君は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの方へ。僕達は英国の方へ。……その頃からあの子、調子が悪かったんだけど」

　聞きたくない気もする。が、やめろと言えば、やめてしまい、二度と聞けない気もする。だからネシンバラは何も言わず、沈ちん黙もくした。すると、

「そしたら、英国行きの船の上で、……〝もう一緒に行けない〟って」

　何でだろうね。

「本を作る人になりたい、って。僕ぼく達たち三人で、いつか本屋に自分の本を並べようよ、って、そう言っていたのにね」

　シェイクスピアは、俯うつむき、オッフラを用いて口を噤つぐんだ。親おや指ゆびを舌で軽く拭ぬぐうところまでを終えて、白はく衣いの裾すそで手を拭ぬぐう。そして彼女は、おもむろに立ち上がった。

「あの子は、──作家になれたかもしれない」

　荷物を手早くまとめる彼女の髪かみから、文字列れつは流れ出ていない。それは、

　……演劇の空間が終わったのか。

　その事実は、仲間達の安あん否ぴを思う心に繫つながる。だが、右腕にはマクベスがあり、左の足にはギプスがある。動けない理由ばかりだと感じる横で、彼女が、

「ん」

　とザックを担かつぎ、手に紙かみ袋ぶくろを提さげた。

　行こうとする。その身み動うごきを見るネシンバラに対し、シェイクスピアが、

「似てる？　あの子と、今、トマスを名乗る僕は」

　言われて、彼女を見ていることに今いま更さら気付く。思わず視線を逸そらしてしまったネシンバラは、彼女の言葉を頭上から降るように聞く。

「どっちか、解わからないか。僕達、性格以い外がいは似てたからね」

　だから、

「解ったら教えてくれる？」

「解ったら、赦ゆるしてくれるのかい？」

　違うよ、と彼女の背が言った。テーブルの横を回り込み、人々の列の谷間に向かう背が、

「解ったら、──あの子が喜ぶよ」
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　昼ひる過すぎの日差しの下に、点てん蔵ぞうは〝傷有りスカード〟と共に外へ出ていた。

　点蔵から見て、右にいる〝傷有り〟が一歩先、そういう構こう図ずだ。

　倫敦ロンドン塔とうの南なん東とう塔にてヘンリー八世総そう長ちようの公こう主しゆ隠かくしを確かく認にんした後、点蔵は〝傷有り〟と言葉を交わしていない。ただ、今、思うのは一つのこと。

　……この御ご仁じんは、どなたで御ご座ざろうか。

〝傷有り〟は、ヘンリー八世総長の書しよ斎さいから出る際、鍵かぎを懐ふところにしまった。それは彼女がヘンリー八世総長に近しい人だと言うことだ。だとすれば、誰だれなのか。まず思ったのは、

　……妖よう精せい女王エリザベス……。

　のわけがない。トーリのような〝不可能男インポツシブル〟の位置づけでもない限り、公こう務むはかなりの密度で存在し、このような時間を持つことすら出来ない筈はずだ。ならば、

　……メアリ様……。

　というのも変だ。〝重双ダブル血塗れブラツデイ〟メアリは南なん西せい塔とうに収しゆう監かんされており、時とき折おりその姿すがたを倫敦ロンドンの人々に見せている。それは〝傷有りスカード〟のいる時間に行われているものだから、

　……なれば、どなたで御ご座ざろうか。

　侍じ女じよや、その家か系けいの者だろうか。

　と、思っている内に、〝傷有り〟の足が倫敦塔の濠ほりを回り、オクスフォードの方に向かう。

　オクスフォードに至る階段の前では、今でも第一階かい層そうへの封ふう鎖さが行われている。人ひと混ごみは分ぶ厚あつく、まだ上の方に行く目め処ども諦あきらめもついていないようだ。人の流れもあり、点てん蔵ぞうは幾いくらかの子供達や大人おとなとすれ違いながら、

「〝傷有り〟殿どの、まだそちらは──」

　とこちらが足を緩めようとする分、彼女が前に行ってしまう。

　彼女が誰だれなのか。いろいろな思いを含めて、点蔵は彼女を見たいと思い、並ぼうとする。そして前に出ようとする。が、

「────」

〝傷有り〟が、こちらの動きに気付いてまた半はん歩ぽをリードした。

　だからこちらも半歩を詰めると、しかしまたまたリードされ、

　……ゼ、ゼノンのパラドクスに御座るな……！

　点蔵は思い出す。ゼノンはギリシャ時代の哲てつ学がく者しやで、ホモだが質しつ疑ぎ応おう答とうによる弁べん証しよう法ほうを編み出した人物だ、と。その論ろん証しよう遊びの一つが〝アキレスと亀かめのパラドクス〟で、それは先行する亀に俊しゆん足そくのアキレスが追いつこうとしても、亀も常に先に移動するため追いつくことがないという、あり得ない矛む盾じゆんの話だ。しかしそれは、

　……自分と〝傷有り〟殿の今の状態に御座るなあ。

　歴史再さい現げんにおいては、実験時じ、公こう募ぼで決まったアキレスが亀に追いつこうとしたところにゼノンが横から飛びかかって実力で阻そ止しするという事じ態たいが生じた。この時ゼノンが質疑応答で「痛いか？　ああん？　痛いんかあ？」とやってアキレスがタップで屈したため、世界初はつのアキレス腱けん固がための効果が弁証された。

　これは歴史再現としてみた場合、パラドクスを力ちから尽ずくで成立させたのは行きすぎではないかとの意見もあるが、まあ気分気分、という曖あい昧まいな結けつ論ろんが為なされている。

　移い動どう関係の術じゆつ式しきにも応用されるパラドクスを己おのれと彼女の間に点蔵は思い、一つの事実に気付く。自分は、この距離の詰め合いに、勝負めいた、しかし楽しさを感じていると。だから、

「……〝傷有り〟殿」

　彼女はどうなのだろうかと、そういう意味で声を掛けた時、即そく座ざの返答が来た。

「点蔵様。──ちょっと、勝負しませんか？」

「勝……、負……？」

　クラスの畜ちく生しようどもとの生活記き憶おくから思い起こすに、酷ひどい過去しか思い浮かばぬ言葉だ。

　……い、いや、〝傷有りスカード〟殿どのはあの連れん中ちゆうとは違うで御ご座ざるよ？

　そう思うが、しかし長年の経験による恐れから、点てん蔵ぞうは問うてみた。

「どういう勝負で御座るか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、私が点蔵様さまの御お顔かおを見ることが出来たら、私の勝ちと言うのはどうでしょう？」

　あ、それは無理に御座る、と即そく座ざの結けつ論ろんが心に生まれた。それは忍にん者じやならば当然のことで、

　……顔を明かすのは死ぬことと同どう義ぎに御座る。

　だから、そのことを告げようとした瞬しゆん間かんだった。

　影が差し、声がして、音が鳴った。

　上空、倫敦ロンドン塔とうの北ほく西せい塔が、その上部をいきなり破は砕さいし、

「──!?」

　石組と木板の破は片へんが空から濠ほり端ばたへと落下してきた。
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　点蔵の判断は一いつ瞬しゆんだった。〝傷有り〟が気に掛かったが、

　……〝傷有り〟殿には術じゆつ式しきが御座る！

「〝傷有り〟殿！」

　声だけを掛ければ通じる。その確信をもって点蔵は動いた。濠に近い位置。上空から降る石組と木々の破片は、おそらく濠に落ちるだろう。だが、

　……子供達が……！

　当たらずとも、自分達が護まもられていないと知った時、その恐怖は心に刻まれる。

　恐怖で泣くのと、護られているという安あん堵どつきで泣くのでは、意味が大きく違う。だから点蔵は突っ走り、子供達の前に回った。数は三人、彼らの視し界かいを隠かくすようにして、

「……!!」

　果たして、庇かばった背後の濠に重量物ぶつが落下した。飛沫しぶきの音と水を叩たたく音が連続するが、子供達をまとめて抱えて三歩を進んだこちらに当たるものはない。子供達も驚きに目を見開いているが、何が起きているか解わかっておらず、泣く気け配はいは無い。

　……間に合ったで御座るか。

　そう思い、濠に最後の音が落ちたとき、点蔵は子供達を地面に下ろした。

「──危のう御座るぞ？」

　努めて気き楽らくに言うと、子供達がゆっくりと事じ態たいを理解しながら頷うなずく。見れば向こう、第一階かい層そうに上がる階段前まえの群ぐん衆しゆうから、子供達の親と思われる女性や男性が慌あわてて走ってくる。が、点蔵は子供達に軽く手を挙げ、距離をとった。目立たぬことが忍にん者じやの肝かん要ようだからだ。

　……で、ええと、〝傷有り〟殿は──。

　今の騒そう動どうによって、周囲には人が乱れて動き出している。点蔵は、辺りを見回し、

「〝傷有りスカード〟殿どの──」

「──こっちです！」

　人の流れを挟んだ向こう。濠ほり向かいのアーケードに、白のシャツの姿すがたがある。手を挙げている彼女は、今の騒さわぎから距離をとっていたようだ。そんな危険を避けての彼女の位置どりに、

　……？

　点てん蔵ぞうは、妙みような違い和わ感かんを得た。だが、自分でも感じた妙の意味は解わからない。ゆえに点蔵は内ない心しんで首を傾かしげつつも、

　……まあ、怪け我がなど無いようで、よう御ご座ざったな。

　と、背後、戸と惑まどったようにそれぞれの流れを持つ人々を置き、点蔵は〝傷有り〟と向かい合う。そして、怪我の有う無むなど確かく認にんを問おうとした。その時だ。

「大だい事じ無くて、何よりでした」

　と、不ふ意いに〝傷有り〟が、身を寄せてきた。

　浅く、すがりつくように抱きつかれる。
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　点蔵は、己おのれの身体からだから身動きが消えたことを悟さとった。

　不ふ動どうの理由は簡単だ。身体の前面に、人生においてろくに触れたことのない性別の生物が、更さらには経験したことのないような行為を掛けてきているからだ。

　女性側から身を寄せてくる。

　……は、破は廉れん恥ちな！　もっともっと！

　建たて前まえと本ほん音ねが一緒になってしまったが、口にしてみれば、

「……!?」

　声にすらならない。解ることはといえば、首上あたりから熱が急きゆう激げきに上がってくることと、全身に蒸むし暑い汗を発したことぐらいだ。

　……ななな何で御座るか一体!?

　自問し、しかし点蔵は、先ほど感じた違和感を、自分でもよく解らぬまま、

「──!?」

　反射的に、点蔵は〝傷有り〟の両肩を摑つかみ、身を剝はがしていた。

　それだけではない。わずかに突き飛ばすように彼女の身を押し、数歩分ぶんを下がったのだ。

　距離をとる。その上で腰を浅く落として見れば、正面には戸惑い顔の〝傷有り〟がいる。眉まゆ尻じりを下げ、小首を傾かしげた表情は、哀と言ってもいいだろう。

　だが、点蔵はその表情を無視した。

　今、己の全身は、冷えている。

　そして気付いた。彼女の髪かみに、白の睡すい蓮れんが無いことに。

　その意味に気付くと、先ほどまであった熱も、蒸むすような汗の残りも、完全に引き去った。あるのは腰から背せ筋すじにくる薄ら寒さと、脇わき腹ばらのあたりに来る切せつ迫ぱく感かんだ。

　……これは……。

　危険に御ご座ざる、と忍にん者じやは思った。

「御お主ぬし……」

〝傷有りスカード〟に、点てん蔵ぞうは問うていた。

「何者に御座るか？」
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　誰すい何かの問いに、〝傷有り〟は首をもう一度傾かしげた。どうしたのです、とこちらに呼び止めるような動きの右手を挙げ、一歩を踏み出すが、

「────」

　点蔵は、半はん身みの姿し勢せいを得るように一歩を下がった。取る身み構がまえは、左の肘ひじを前に突きだし、防ぼう御ぎよの起き点てんにしたものだ。対する右手は腰こし後うしろの短たん刀とうに伸ばしておくが、

「何者に御座るか？」

「そんな、……私は〝傷有り〟ですよ？」

「違うで御座る」

　睡すい蓮れんの花だけに限らず、はっきりと言えることが、一つだけある。

「〝傷有り〟殿どのは、一人だけ、現場から距離をとるようなことはせぬ御ご仁じんに御座る」

「ですが、今さっき、……貴方あなたは私に、下がるように声を掛けて……」

「違うで御座る」

　違い和わ感かんを確信して、点蔵は答えた。もはや右の手て指ゆびを短刀の柄つかに絡め、

「先ほど名を呼んだのは、自分のフォロー出来ぬ位置を任せるため。──おそらく今、〝傷有り〟殿は背後のどこか、人の流れの向こうで誰だれかを救って御座る」

　息を吸い、

「貴き殿でんは、誰だれに御座るか」

　問いかけに、〝傷有り〟は頰ほおに手を当てた。そして彼女は眉まゆ尻じりを下げ、俯うつむき、顔を歪ゆがめ、しかし動きを止めて、

「──バレたか」
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　つ、と上げられた彼女の顔を、点蔵は見た。

　指を掛けられ剝はがされた傷きず痕あとの向こうにある顔は、〝傷有り〟のものと似ている。だが、無む傷きずという、似て非なる存在に危険を確信した点蔵の眼がん前ぜんで、その女は言葉を作った。

「まあ、バレても良いか。納なつ得とくの──」

　と、その手が、歩みと共にゆっくりとこちらの喉のどに伸びてきた。

　速いわけではない。だが、点てん蔵ぞうは気付いた。

　……動けない!?

　意志は抗あらがっている。だが、己おのれの身が動かなくなっている。否、正確には、

　……大気や地面が、従って御ご座ざるか!?

　空気は固体として淀よどみ、風は身を絡み押さえ、大地は足あし裏うらを摑つかんで放さない。引こうとした腕も身体からだも、衣服が大気ごと鎧よろいのように固められており、引くことも押すことも出来ない。

　息を吸えば気き管かんから身体を操あやつられるような感覚があり、呼吸を止めた。

　……これは──。

　空間を作る流体を操る術じゆつ。それは、

　……精せい霊れい術!!

　精霊は、流体そのものとも言える存在だ。精霊はある程度の密みつ度どになると意志を持ち、人との交流なども可能になる。そして精霊術は、彼らと意志を疎そ通つうするための原げん始し的な術じゆつ式しきだ。

　術の特とく性せい上、それは精霊に合がつ致ちした相あい性しようであることが何よりも優ゆう先せんとされるが、しかし、目の前の女は、

　……手の仕し草ぐさだけで精霊が意い図とを読みとり、従って御座る……！

　異常だ、と点蔵は思った。ベテランの精霊術師しでも、複数の精霊を同時に扱える者は希まれだ。それが今、風や大地、大気の精霊達が同時に、言葉無なしに従っている。

　こんなことが出来るのは、誰だれか。その答えを思うより先に、女の手が伸びてきて、

「結けつ論ろんの鍵かぎを頂こう」

　こちらの喉を摑む。その瞬しゆん間かんだった。

「──！」

　不ふ意いに女の手が離れ、引かれた。

　同時。全身に気け怠だるさとも言える温ぬくさと、しかし確実な自由が戻ってくる。

　見れば女は数歩を、手を引く動きと共に下がってこちらを見ている。眉まゆを浅く立てた顔が、しかし口の端はを上げており、身は煽あおり気味だ。

　何な故ぜ、距離を取ったのか。それを知るより先に、女は口を開き、

「──Why so seriousカリカリするなよ？」

　つぶやき、こちらの右肩の方に視線を向けた。

　更さらに彼女が下がり、回り、オクスフォードの方へと向かうのとは別に、点蔵は右へと振り向いた。〝傷有りスカード〟に似た女が手を引いた原因。それはやはり、

「〝傷有り〟殿どの……」

　言葉通りの人が、白の花と共にそこにいた。

　彼女は眉まゆを立て、口を結び、視線で遠ざかっていくもう一人の自分を見み据すえている。

　その目め尻じりにわずかな涙が浮かんでいるのと、両の肩が浅く上下しているのを点てん蔵ぞうは見た。

　否、肩だけではなく、彼女の息はわずかに震えてもいる。それは点蔵から見れば、

　……恐れて御ご座ざるか？

　何を、という問いかけは、口にしなくても答えを理解出来る。

　彼女に似た女。

　もう一人の〝傷有りスカード〟は、オクスフォードの階段前に身を置いた。

　彼女は、オクスフォードへと向かおうとする人々に対し背を向け、しかしこちらを見て腕を組んでいる。顔には小さな笑えみがあり、

「言おうか。──Long time my friend」

　いや、と彼女は言った。

「My sister.そうだな？　──〝重双ダブル血塗れブラツデイ〟メアリ」
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　……〝重双ダブル血塗れブラツデイ〟メアリ？

　目の前の、〝傷有りスカード〟似の女の口から響ひびいた言葉に、点てん蔵ぞうはわずかな間、理解を失った。

　は？　という思いがあり、しかし、それを解かい除じよしたのは、

「点蔵様」

　右に立っていた〝傷有り〟が、一歩を前に出た。

　そして彼女はこちらの正面、姉と呼ぶもう一人の自分を遮さえぎるように立ち、表情を変える。

〝傷有り〟は眉まゆ尻じりを下げた笑えみを、しかし俯うつむくことなくまっすぐに見せたのだ。

「点蔵様」

　改めて呼ばれた声に視線を合わせ、点蔵は、緩やかに全ての意味を知る。

　……〝重双血塗れ〟メアリ〟……。

　ならば、と点蔵は思い出し、確かく認にんする。眼がん前ぜんの女性が、三百本からなる剣の墓ぼ所しよを大事にしていたことと、その顔や身み表おもてに多くの傷を頂き、残していることを。それは、

「貴女あなたが、……メアリ様で御ご座ざったからか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──英国を旧派カトリツクに戻そうとして行った三百人殺し。その咎とが人びとです」

　眉尻を下げた彼女の頷うなずきは、更さらに追加の言葉を繫つなげた。それは、

「倫敦ロンドン塔とうの中でお話ししましたよね？　王おう妃ひキャサリンが病弱で子供を産めなかったら、メアリはいつ生まれたのだろう、って」

　その答えが、目の前にある。二人の似た女性。そんな事実が示すものは、

「──アン・ブーリンが産んだ妖よう精せい女王は、……双ふた子ごだったのですよ」
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　点蔵は、メアリの、告こく白はくにも聞こえる言葉を耳に入れた。

「双子の姉妹。しかし妖精女王の半分の力も持たないため、メアリの名を頂くことになったのが私です。更さらにその時……、既すでに病に伏していた前ぜん王妃キャサリンは、子を産むことが出来なかったまま亡くなり、しかし王妃アン・ブーリンも、歴史再さい現げんとは違う流れを作ったことから、再現に従う意志を示すため──」

「処しよ刑けい、を？」

　Ｊｕｄ．と、もはやメアリである〝傷有り〟は首を縦に振った。

「私が生まれたことで、……二人の母が失われたのです」

「そ、それは、双子ならば、妖精女王とても同じ筈はず！」

「ですが、力を持ち、英国を未来に率ひきいていく妖精女王を、それらの罪の行く先にしろ、と？　順番で言えば、先に生まれているべき私がいれば、そのようなことにならなかった筈。

　全ては、──私が生まれてこなかったのが悪くて、そして、生まれてきても、また、それはいけなかったということなのですよ」

「────」

　言葉を失ったこちらに対し、

「出来ることならば……」

　彼女は、眉まゆ尻じりが下がったまま、無理に笑えみを保とうとして、

「知られたくなかったですね……」

　涙をこぼした。

　そのまま俯うつむき、目の前で肩をすぼめて顔を拭ぬぐうメアリに、しかし点てん蔵ぞうは何も言えない。

　何を言うべきか。

　言わないための言い訳ばかりが心に浮かび、だが、こちらの逡しゆん巡じゆんの間にメアリが小さく咳せきをした。

「点蔵様」

　顔を上げられた時には、既すでに今日何なん度ども見た笑みがある。

　涙は邪じや魔まだが、それも拭ぬぐいと顔の振りで落とされた。彼女が唇くちびるを開いて放つ言葉は、わずかに震えを帯びたものだが、

「勝負、しましょう？」





●






　勝負。その一言と共に、彼女は一歩、こちらに近づいた。何をするのかと思えば、抱きしめようとすれば出来る位置に立って、

「────」

　彼女は目を細め、背伸びをするように、顎あごを上にした。喉のどを伸ばす姿し勢せいは、

　……キスシーンの……。

　ん、と促うながすように、顎が一度、二度と上がる。

　だが点蔵は、相手の意い図とを理解しつつも、

　……えええええ!?

　今いま更さら気付く。こちらの顔を見ることを勝負にするとはこういうことか、と。

　もしここから先、彼女との人体的接せつ触しよくを行おうとすれば物理的に顔かお下した側がわを隠かくすスカーフを外さざるを得ず、しかしその時こちらは敗北だ。

　敗北望のぞむところ……！　右と左の脳で同時にそう思った点蔵だが、しかし、

「────」

　ふと気になることがあり、点蔵は思わず問いかけていた。それは、

「メアリ様。……〝傷有りスカード〟殿どのは、貴女あなたとともに居い続つづけてくれるので御ご座ざるよな？」

　第四階かい層そうを護まもる〝傷有りスカード〟は、これからも居い続つづけてくれるのかと、そう問うたのだ。
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　点てん蔵ぞうの問いかけに、彼女が目を見開いた。はっとした顔の中、涙に湿っていた瞳ひとみは確かにこちらを見て、細く弓になる。満まん面めんの笑えみを得た彼女は、

「──Ｊｕｄジヤツジ．！」

　メアリは祭の終了の際、処しよ刑けいされる。その処刑が死を呼ぶものではないかどうかの確かく認にんに対し、彼女ははっきりとこう答えてくれた。

「……大だい丈じよう夫ぶですよ。いなくなることはありません。前に言いましたよね？　最終的にメアリは救われるのです、と」

「そうで御ご座ざるか」

　ほ、という安あん堵どの息が出ると同時。小さく苦く笑しようしたメアリが、こちらの胸を軽く叩たたいた。

「──私の負けですね」
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　彼女の敗北宣せん言げん。それは、キスシーンの終了を告げる言葉だ。

　だが、点蔵はこう思う。これでいいので御座ろうな、と。

　メアリは英国の総そう長ちよう兼けん生徒会長であるエリザベスの姉だ。そのような人物と交流を持つことは極きよく東とうのためにもなろうが、影えい響きようを与え合うような必ひつ要よう以上の付き合いを持つことは、最終的には歴史再さい現げんの妨さまたげになる。

　彼女もそれが解わかっているのだろう。両の手を腰のあたりで重ね、軽く頭を下げた。

「Ｊｕｄ．、……私はこれから、歴史再現の準備で倫敦ロンドン塔とうに入ることになっています。三征西班牙トレス・エスバニアの外がい交こう官かんも来ましたから、私がいないとアルマダの前ぜん提ていが成り立ちませんので。

　でも、歴史再現が終わる時には、武蔵むさしは英国から離れているのでしょうね」

　こりゃあフラれたで御座るなあ、と漠ばく然ぜんと思いながら、点蔵は彼女とお互いの頭を下げた。

　……処刑を頑がん張ばって下さい、というのも変で御座るよなあ。

　だが他に言葉が思い浮かばず、

「Ｊｕｄ．、では……」

「Ｊｕｄ．、また、いずれ」

　余よ計けいなことを言わぬ一礼で、お互いが一ひと息いきを吐つく。

　だが、これが正しい筈はずだと点蔵は思う。

　ここで一時の情に流されなければ、英国と極東にとっては何のトラブルも生じない。そして次に武蔵が英国に来る時には、もはや彼女は歴史再現の枷かせから外れているのだ。

　その時、襲しゆう名めいから引いん退たいしている彼女は自由なので、もしよかれと思うならば、

　……また来年、会えれば。

　第四階かい層そうの集落で、本当の〝傷有りスカード〟として再会出来るだろう。だから、

「〝傷有り〟殿どの？」

　野や暮ぼだと、馬鹿だと、自分のことをそう思いつつ、点てん蔵ぞうは問うていた。

「す、好きな男のタイプとか、……あるで御ご座ざるか？」

　問いかけに、彼女はわずかな間、驚きの顔を見せた。だがすぐに苦く笑しようして、

「──それはちょっと、言えません」

　でも、

「……そのような人がいたら、その人にとって、一生消きえない傷きず痕あとを残せるような女でいたいですね」

　そうで御座るか、と点蔵は肩を落とす。これは完全に線が切れたで御座るな、と。

「では」

　と彼女が、改めて息を吸い、背を向けた。

　点蔵も送るように一歩を下がり、彼女の薄い背を見る。

　そして彼女が去っていく。持っていた長ちよう衣いを被かぶり、顔を隠かくして遠ざかっていく。

　立ち去られる。

　先ほどまでと違い、彼女の姿すがたを追わなくて良いのだと思った時。点蔵は、ようやく彼女が自分の役目を果たしにいくのだという、そんな実感を得た。

　今日のこと。私し服ふくも、笑えみも、そして公こう主しゆ隠かくしの事実を見せてくれたことも、

　……墓ぼ所しよの整備とか、温泉とか、畑とか、それらの御お礼れいだったので御座るかなあ……。

　彼女の行く先を見てみれば、迎えるようにエリザベスが立っている。

　腕を組み、たたずむ女王の横を通り過ぎるラインで、メアリが歩いていく。が、しかし、オクスフォードの階段側がわから不ふ意いに声がした。

　歓声は集まった人々のもので、階段下を左右に空あける動きも彼らのものだ。

　何事だと視線を動かせば、階段上、オクスフォードの方から人ひと影かげが来る。

　影は三つ。英国の副ふく会長ウイリアム・セシルの巨体と、副長ロバート・ダッドリーの鉄てつ球きゆうつきの瘦そう軀く。そして書しよ記きであるアスリート詩人ベン・ジョンソンの影だ。

　三人の役やく職しよく付づきが降りてくるのに人々は道を空けるが、その動きによって、皆はエリザベスが既すでに通りにいたことに気付くことになる。

　わ、という驚きの声がすぐに喜びに変わり、

「女王陛へい下か……！」

「Ｔｅｓテスタメント．、今日は庶しよ民みん風ふうで出てみた。──これもまた、悪くはないものだな」

　Ｔｅｓ．、と声が一いつ斉せいに返るが、しかし、それらの声は段だん々だんと熱を失っていく。俯うつむき、長衣のフードで顔を隠かくしたメアリが、エリザベスの方へと近づいていくからだ。

　そして通りの左右、人々の間を抜けるようにして、新しい人ひと影かげが現れた。それは、

「〝女王の盾符トランプ〟……」

　おお、とも、うむ、とも、感かん嘆たんとも畏い敬けいともとれる声が人々から漏もれる中、現れた影は六人。

　血塗れの半狼ハードウルフ、ドレイク。

　負ふ傷しよう治ち療りようの包ほう帯たいを巻きつつ、姿し勢せいを崩すことのない三叉槍トライデントのホーキンス。

　吐と息いき顔がおの木精ドライアド、グレイス。

　濡ぬれた髪かみを左右に浮いた手で梳すき乾かしているウオルシンガム。

　巨大なハンマーを担かついで軽く身を回しているニコラス。

　そして周囲に狐きつね火びを浮かせた動白骨リビングボーンの大だい法ほう官かんのハットンだ。

　彼らは階段を下りてきた三人と合流し、女王の背後に弧こを描いた列を作る。それは通りの人々から女王を隠かくすようでもあり、やってくるメアリを隠すようにも見える。

　ただ一人、距離を置いて彼らと対たい峙じする点てん蔵ぞうは、突然の声を聞いた。

「点蔵様」

　彼女が、肩かた越ごしに振り向く。距離はこちらから二十メートル。エリザベスに十メートルといった位置で、しかし前まえ髪がみによって表情は定かではなく、ただ傷きず痕あとだけが、

「楽しかったですよ。──これだけ楽しいことがあって、更さらには救われるのですから、私は幸運です」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と点蔵は、そう言おうとした。が、点蔵は感覚した。それは彼女の言葉の中にある、言いようの無い危険だ。

　……これは──。

　何が何だか解わからない。ただ彼女を行かせるべきではないと、そう思った瞬しゆん間かんだった。

　空、高い位置から、少女の叫び声が聞こえた。

「行かせ……、ゃ、駄だ、目め──!!」

　鈴すずだ。
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　点蔵は聞く。必死の色を隠しもしない、己おのれの仲間の声を。

「救い……、ちが、……違う!!　そ、それ、同じ！　同じ、な、……の!!」

　何が同じというのか。それは、

「──ホライゾン!!」
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　アデーレは、半はん壊かいした北ほく西せい塔の最上階で、鈴の声に頷うなずいた。今、己が行っているのは、床まで砕けた壁かべ際ぎわから声をあげる鈴を守ることもだが、

　……この施設は、無しですよ!!

　今、アデーレは、鈴すずから預かった〝音おと鳴なりさん〟を機き動どう殻かくに接せつ続ぞくし、〝音鳴りさん〟から得たデータを調査している。

　自分達がいる北ほく西せい塔とうの最上階は、王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンのある場所だ。

　王賜剣二型の刺さった地ち殻かくをそのまま塔とう内ないに移い植しよくし、地ち脈みやくを直接得ながら英国防ぼう護ごの大だい光こう剣けんを発はつ射しやする。

　だが、その発射台だいは〝音鳴りさん〟が検けん知ちした内部構こう造ぞうに拠よれば、外見は違えども、

「機能としてはほぼ完全に、三み河かわで見た〝刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオン〟に改造されてます……!!」

　アデーレの視し界かいの中にある英国式しきの〝刑場〟。

　鈴が聞いていた〝英国の音〟とは、ここの改造によるものだろう。地脈を通じて響ひびいてきたものが、鈴の〝音鳴りさん〟のセンサーが有する流りゆう体たい検知に引っかかったのだ。

〝刑場〟は白と金の装そう飾しよくに満ちていた。全体は直径五メートルほどのケーキのようで、王賜剣二型は装飾で作られた水の波は紋もんの中央に、岩の地殻を生はやして立っている。

　……おそらく、空間型がたではなく、浸しん透とう型がた。

　三征西班牙トレス・エスバニアのように結けつ界かいを作って内部のものを還かん元げんするのではなく、床ゆか側から還元力りよくを放ほう射しやして、上に乗る者を消しよう滅めつさせる。乗る者が逃げないと解わかっているがゆえの非ひ結界型がただ。壁が不要で小型で済むため、英国でも作れたのだろう。

　……無む論ろん、三征西班牙からの技術の取り入れが、奪だつ取しゆか供きよう与よか、あったと思いますが。

　視し界かいの中央。王賜剣エクスカリバーの台だい座ざとなる岩がん塊かいの前には、一つの文が彫ほってあった。

「……〝メアリの誇りある魂たましいは英国と共に〟」

　その意味は、一つだ。アデーレは、階段側がわ、上がってくる戦せん士し団だんと向き合って身み構がまえている二ふた代よに対し、頷うなずきを送る。対する二代はアデーレに会え釈しやくを返し、こう言った。

「解わかっている意味を告げるで御ご座ざるぞ。──副長として、この場の発言を許可するで御座る」

　だからアデーレはＪｕｄジヤツジ．と答え、息を吸った。叫ばれるのは、

「第一特とく務む!!」

　ここからは見えぬ位置にいる仲間。先ほど、鈴が通りから聞き取った内容に拠れば、

　……〝傷有りスカード〟を名乗っていたメアリ様と、共にいる第一特務！

　何な故ぜ、そのような状況に彼がいるのかは解らない。だが、伝えるべきは、

　……第一特務は、〝傷有り〟氏の近くにいたんですから……！

　騎き士し道どうの傍かたわらにいる従じゆう師しが、その意味を解らぬ野や暮ぼである筈はずもない。だから、

「第一特務！　彼女は処しよ刑けいされます！　それも、〝刑場〟によって流体に分ぶん解かいされ、……王賜剣二型の強化に用いられるんです！」

　地殻部ぶへの改かい造ぞう。流体の経けい路ろや蓄ちく積せき構造によってそれは解る。

「救われるなんて噓うそです！　それは、死という救いです！　何故ならば、メアリ様は、流体に近い妖よう精せい系けい種しゆ族ぞくの身として、己おのれの力を英国の地ち脈みやくへと還かん元げんすることで、……永遠にこの英国と一いつ体たい化かして、守りの力になるつもりなんです！」

　息を吸い、アデーレは叫んだ。

「それが彼女の望む救いです!!」
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　……馬鹿な。

　と点てん蔵ぞうは思った。死が救いであり、〝刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオン〟の準備があったとするならば、

　……いつから、そのような覚かく悟ごをされて御ご座ざった!?

　自分と会う以前。ずっと昔から、決まっていたものか。否、もし契けい機きがあるとすれば、メアリが王賜剣エクスカリバーを引き抜けなかった、その時だろう。

　点蔵は思う。彼女が墓ぼ所しよの整備や、集しゆう落らくの人々の世せ話わをしていたことを。あれらは全て、

　……死を覚かく悟ごした上での、わずかな時間の慰なぐさめで御座るか……!?

　今日のことも何もかも。そして最後がこのようなことになるならば、

　……自分は、貴女あなたのことを解わかっているようで、何の救たすけにならなかったので御座るか!?

　自問し、気付けば、

「────」

　一歩を点蔵は前に出ていた。
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　はっとして、点蔵は自分の行いに気付いた。これはいかんと、そう思う。

　何な故ぜならば自分は忍にん者じやだ。忍しのびは影におり、己を表おもてに出さず、主しゆ君くんに従うもの。自己判はん断だんで極きよく東とうに不利を与えるようなことはしてはならないと、そう決まっている。だが、

「──！」

　二歩目めを踏み、三歩目を踏み、四歩目で点蔵は己を疑問するのをやめた。

　行く。

　何のためかは解らない。止めると言っても、この状況でどうするのか。

　解らない。ただ、影をこちらに長く落としている彼女を呼ぼうとして、

「……!!」

　メアリと呼ぶべきか、〝傷有りスカード〟と呼ぶべきか、点蔵は判断を迷った。

　瞬しゆん間かん。点蔵はもう一つの事実に気付いた。彼女の影が、こちらに伸びていることに。

　彼女は自分よりも北側にいる。ならば、

　……忍にん術じゆつ!?

　思った瞬しゆん間かんだった。影が人の形を取り、地面から起きあがった。
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　それは、右の肩に、長ちよう大だいな柄つかだけの刀を担になった男だった。

　立ち上がりの動きは高速だが、軽くはない。腕わん章しようを見るに、〝女王の盾符トランプ〟の一人であり、剣術と忍にん術じゆつを修めている者だろう。

　影の中に忍しのぶのは、隠おん密みつ術じゆつの一種としてメジャーなものだ。ゼノンのパラドクスの逆ぎやく応おう用ようとも言えるもので、殆ほとんど厚みのない空間を、細さい分ぶん化かすることで広い空間と化し、そこに潜ひそむ。拝はい気きも併へい用ようする術じゆつ式しきであるため、効果は強力だが、

　……あれほど見事に影と化すとは、侮あなどれぬ御ご仁じん……！

　衝しよう突とつコースとも言える位置にいる相手に対し、点てん蔵ぞうは動いた。

　腰に力を込め、距離七メートルの位置から術を使う。

　忍術とは、体たい術じゆつを基礎とした諸しよ処しよの術の応用だ。訓くん練れんさえすれば誰だれでも出来ること。物ぶつ資しもなく、負ふ傷しようをしているような極きよく限げん状態でも用いられることを基本理り念ねんとして作られた術だ。

　点蔵は体術を基礎とした忍術を多く修める。今いま用いるのもその一つで、

「……っ!!」

　点蔵は、己おのれの身を、相手の左へと加か速そくさせて、右へと回り込んだ。

　進しん行こう方向とは逆ぎやく方向に突っ走る。

　動きとしては簡単だ。全身を左に傾け、手と足先も左へと放ちながら、

　……膝ひざや肘ひじを右へと放つ。

　前に出る運動を強ごう引いんに捻ひねる技だ。

　だが、対する相手はこちらの身体からだの傾きと末まつ端たん部ぶの動きをまず先に知ち覚かくする。そのため、相手はこちらの進行方向が変化していくことになかなか気付かない。

　注意力を利用したフェイントの強化版ばんだ。

　そして確かに、相手は遅れた。

　その直後だった。

　相手が、手にしていた通常サイズの柄つかを、手の中で回した。

「……重力刀とうに御座るか!?」

　だが今、相手が為なすのは、柄にあるスイッチを変へん更こうすることだった。〝対敵〟から、〝対たい自じ〟に変えられた重力刀を、相手はそのまま己に向け、

「────」

　相手が、己の腹に重力刀を突き刺した。

　な、という驚きの声が点蔵の口から漏もれた。一いつ体たい何をしているのかと。

　しかし、続く刹せつ那なで点蔵の視し覚かくは、ある出来事を確かく認にんする。

　相手の姿すがたが、二人に増えたのだ。

　……重力刀とうの引いん力りよく分ぶん解かいを拡かく散さんし、己おのれを二分ぶん割かつしたので御ご座ざるか!?

　全身を、細さい胞ぼうなどよりも微び細さいなレベルで分ぶん解かい保ほ護ごし、密みつ度どの薄うすい二に分ぶん身しんを行う。切せつ腹ぷく型がた引力分身と言える技だが、神経系けいの接せつ続ぞくや分ぶん離りと接せつ合ごうの問題など、高度な技術が必要な筈はずだ。

　わずかに掠かすれ、しかし左右に展開した二人の分身。

　彼らの身は、こちらのフェイントすらカバーする位置にいる。既すでに風を捲まき、新しい重力刀が構えられており、

「く……！」

　相手になるのは二人。

　足を払われるのは避けた。

　が、そこまでだった。両に位置した二人が、足への一いち撃げきをかわしたこちらに対し、指さすような貫かん通つう撃げきを叩たたき込んでくる。

　食らった。





●






　数歩の足音に振り向いたメアリは、フードの奥からその光景を見た。

　走る姿し勢せいの点てん蔵ぞうが、その姿勢を低く崩していく。やがて膝ひざが地面につきかけた時、振られた右手が、こちらを求めるように手を開き、しかし、

「────」

　彼の背の両側、肩けん胛こう骨こつのあたりから、半なかば霧きりと化した分解の血流が宙に弾はじけた。

　色が散る。

　その下で、忍にん者じやは顔から地べたに崩れた。走る勢いはそのままに、だが、つくべき手は肩から力を失ったままだ。全身は右を下に、土を嚙かむように倒れた。

　肉が地面を打つ音がする。

　衣服が砂をこすり、身体からだが丸まって、脚あしが数度、地面を蹴ける動きで宙を空から振ぶりした。

　こちらに背を見せるように、横よこ向むきに丸まった姿勢となった彼の身が、

「か……！」

　突然のダメージにショック状態になり、震えている。

　メアリは息を詰め、全身ごとそちらに振り返りそうになった。が、彼女は気付く。倒れた忍者の傍かたわらに、重力刀を携たずさえたウオルターが立っているのを。

　だからメアリは、詰めた息を腹の奥に吞み込む。そしてもう一度息いきを吸い直し、

「──捨て置きなさい」

　メアリは、彼が踏んだ数歩の足跡を見て、

　……御ご免めんなさい。

　身体を前から後ろに貫つらぬく傷は、彼が望まぬタイプの負ふ傷しようだ。

　それに応えることが出来ない自分は、しかし、護まもるために、

「〝重双ダブル血塗れブラツデイメアリ〟には、関係のない人です。ならば、──貴方あなたにも無む関係。そうでしょう？〝トライデント〟ウオルター」

　最後の呼び名に、ウオルターは頷うなずき一つ。手にしていた重力刀とうを制服の外付けラッチに戻した。その動きにメアリは安あん堵どの息をつき、軽い一礼と共に背を向ける。

　が、再び歩こうとした身を、止める声があった。その響ひびきは、

「こら──！　ウオルター！　否、山やま中なか……！　貴き様さま何をしておるか──！」

　ミルトンだ。
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　点てん蔵ぞうは、出しゆつ血けつで薄くなり掛けた意識の中で、皆を見た。

　ミルトンを先頭に走ってくるのは、武蔵むさしの面めん々めんだ。それぞれ負ふ傷しようしている者も多いが、大たい半はんは揃そろっている。彼らは倒れているこちらに気付き、まずは浅あさ間まが、

「た、大変！　点蔵君が地じ味みに死んでますよ！」

「いやよく見ろ浅間！　まだテンゾー、虫みたいにピクピクしてるぜ！　……生きてる！」

「……誰だれ？」

　……気きー早はやいわ外げ道どうだわラストに残ざん酷こく入ったのはホライゾン殿どのに御ご座ざるな!?

　そして彼らを率ひきいるように道路を跳ねてきたミルトンが、

「山中あ──！　貴様、やはり裏切ったのか!?　メアリ様を……、我々を救って下さったメアリ様を……！　貴様、死に向かわせるというのか──！」

　山中と、そう呼ばれたウオルターが、困ったように頭を搔かいた。彼は無む言ごんのまま、一度こちらに顔を向けると、彼女の方に身を向けた。対するミルトンが、

「貴様あ──！」

　叫んだ瞬しゆん間かんだ。ゆっくりとした、しかし確かな声が来た。それはメアリの声に似てはいるが、もっと力のある、

「ミルトン。──お前が加わる席は、取ってあるのだぞ？」

　妖よう精せい女王の、わずかな笑いを含んだ声が響く。彼女の声は並ぶ〝女王の盾符トランプ〟に向き、

「全く、どいつもこいつも、成果を持ってくるのを惜しむ連れん中ちゆうばかりだな。──そこの烏からすに番号を空あける気があるなら、いつでもいいのだぞ」

「嘗なめるなあ──！　別にこの男ミルトン、高こう貴きなる魂たましいを犠ぎ牲せいに英国を護まもろうなどと、そんな企くわだてに荷か担たんする気はないわあ──！」

「はは、──そう言うな。対たい西せい戦せんを前に、極きよく東とうのヒヨコに嘗められるような連中より、烏の方が好みだというだけだ。ああ、今の評ひよう価かは国家機き密みつだからな？」

　告げる内容は仲間の否定だが、口く調ちようはやはり喜びのものだ。点蔵は彼らが何をしていたのか知らないが、おおよその予想はつく。相あい対たい戦せんだろう、と。

　女王は部下の出来より、英国を思って動いた彼らの意志を喜んでいるに違いない、

　……相対戦で御ご座ざるか。

〝傷有りスカード〟もそれに気付いていたから、

　……だから、勝負と言ったので御ご座ざるな。

　あのとき既すでに、彼女は女王の側にいる己おのれを自覚していた。

　ならば自分は、彼女の何を理解していたのだろう。

　今、全てを知っていた女王が告げる。こちらに駆かけつけてきた仲間に対し、

「──余よ興きようは終わりだ」

　女王は、己おのれの背後に、メアリの姿すがたを置き、

「すぐにでも本当の祭を始めよう。──そう、今夜、オクスフォードで宴うたげと行こう。

　そしてそこで、英国と極きよく東とうの態度を決めようではないか」

　次の一ひと言ことを聞いたことを合あい図ずに、点蔵の意識は闇やみに落ちた。それは、

「世界の余興も、英国の余興も、……もはや終わりなのだよ。この末まつ世せにおいて、な」
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「そろそろ、余興も終わりですね」

　テラスの上、書類をテーブルの上で揃そろえていくハワードを前に、ハイディはそう言った。

　皆は大だい丈じよう夫ぶかな、と、内ない心しんでは焦りに似た思いを得ながら、

「……今夕の宴がどれだけ派は手でになるのか、今から楽しみですね」

　確かに、と頷うなずくハワードを見たハイディは、ふと、傍かたわらのシロジロの態度に気付いた。彼が、未だに交こう渉しようの姿し勢せいを崩していないことに。

　……シロ君？

　疑問の視線を投げかけると、シロジロはこちらを見もせず、口を開いた。

「ハワード卿きよう。この余興をもって、英国は聖せい連れんに対し〝武蔵むさし確保のための行動を取った〟と言い訳が出来るようになった。武蔵としても英国の代表者達たちを排はい除じよし、個人戦せん力りよくでは同等と示すことも出来たので、両者にとって価か値ちのある相対戦だった。

　そして両国としては、英国と武蔵は聖連などの干かん渉しよう無なしにそれぞれの立場を交渉出来る利点を得た。何しろ代表戦を済ませた以上、戦争を強要されることはまず無いしな」

　しかし、

「ハワード卿。それでは駄だ目めだろう？　英国にとって」
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　え？　とハイディは思った。首を傾かしげてシロジロを見て、ハイディは問いかける。

「どういうこと？　……今、私達は対等で、英国は聖せい連れんにとっての言い訳も得たんだよね？」

「対等では駄だ目めだハイディ。──対等では、武蔵むさしは英国を自由に出ていくことが出来る。

　それも、英国の特とく務むと同等の戦せん力りよくを持った武蔵が、英国と対等の身み分ぶんで世に出るわけだ。

　聖連がそのようなことを赦ゆるすわけがない」

　ならば、

「夕刻からの会議は、友好的なものではなく、私達を抑え込むためのものになる。

　戦力的に対等と言える私達を抑え込む理由と手段。それは何だ？　ハワード卿きよう」

　彼の言葉の意味を悟さとったハイディは、はっとして目の前の英国会かい計けいを見た。

　するとハワードが、眼鏡めがねを鼻の上に持ち上げ直した上で、懐ふところに手を入れた。

　取り出されるのは、既すでに、ここに至る以前から用意されていたであろう紙し片へん。その内容は、

「Ｔｅｓテスタメント．、──武蔵の出港差し止めと、貿ぼう易えきの一時休きゆう止し通達です」

　ハワードが、テーブルの中央に捺なつ印いん済ずみの紙片を置いてこう言った。

「英国と同等の戦力を示した武蔵は、他国にとっての脅きよう威いとなります。それゆえ、英国は武蔵の出港を認めず、抑え込むことに致します」
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「……!?」

　ハイディは、素早く武蔵の燃ねん料りよう関係を表示枠サインフレームでチェックする。

　機き関かん部ぶや管理部などの情報を見るに、通常航こう行こうであるならば最も寄よりとなるIZUMO本社まで行ける。だが、と思った先を、ハワードがこう告げた。

「襲しゆう撃げきがあった場合、破は損そんが満足に直せていない武蔵では重力航こう行こうによる離り脱だつは不可能。そしてステルス航行を行うには燃料の備び蓄ちくがぎりぎりの筈はずです。何しろまだ、こちらの方で燃料の取引はさせていただいておりませんからね。」

「……仕組んだわけですか？」

「いえ、単に順番の問題です。英国でも、流体燃料を用意するのは大事ですからね。最後に回していただけです。それゆえ、……貿易の休止によって武蔵を足止め出来るわけですが」

　休止という言葉に、ハイディは一つの出来事を思い出した。輸ゆ送そう艦かんでの会談の際、彼は交こう渉しよう終了間ま際ぎわに何と言ったのかを。

「武蔵との貿易窓まど口ぐちを、ハワード卿、……貴方あなた、自分一人ひとりにまとめて欲しいと言いましたよね。そうやって一いつ括かつしたのは、──その通つう達たつを発行、管理する権けん限げんを得るためですか？」

「万まんが一いちを考える。堅けん実じつな商売の基礎です」

　ハワードはそう言って立ち上がる。

「英国の庇ひ護ごの下でヴェストファーレン会議に臨む。悪い選択ではないと思います」

　馬鹿なことを、とハイディは眉まゆをひそめた。

　……それじゃあ世界を回ってシロ君とイチャつけないじゃない!?　次は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズで豪ごう遊ゆうするつもりだったのに！　ぬああああ予定がガタ崩れ!!

　内ない心しんで怒りの感情を追加している横。しかしシロジロがハワードにこう応じた。

「確かに、私達にとってはいい選択だな？」

「え？　ちょ、ちょっとシロ君!?」

「ハイディ、よく考えろ。──うちの外げ道どう共どもが何をしても、全ぜん部ぶ英国のせいに出来るんだぞ」

「あ、──そっか!!　シロ君頭あたまいい!!」

「えええ!?　い、いいのですかそれで!?」

　ハワードの狼狽うろたえたような物もの言いいに、ハイディは半はん目めを向けた。

「……言っておきますけど、うちには国家級迷めい惑わくを掛ける人間が何人もいますから。金で解決してると、国家三つくらい傾きますからね……！」

　ただ、とハイディは言葉を繫つなげた。面めん倒どうなことになってきてるなあ、と、表示枠サインフレームから幾いくつもの資料を引き出してハワードに見せる。

「武蔵むさし内ないでも多くの生産が行われていて、他国が欲しているものも多いのよね。特に各国の企き業ぎよう体たいが生産しているものの仲介機器ユニバーサルジヨイントなどは武蔵特とく有ゆうのものだけど、……そういうものには、英国が中間貿ぼう易えきをする、と？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──英国は武蔵を出しゆつ航こうさせないことで、他国と武蔵の中間貿易や政治的仲ちゆう介かいの恩おん恵けいを受けます。そして聖せい連れんや各国も、武蔵という火ひ種だねが極きよく東とうを移動しないことで歴史再さい現げんを安定して行える利点を得るわけです。

　そして武蔵としても、各国に任せておけば、歴史再現のルールゆえ、トラブル無しにヴェストファーレン会議を迎えられます。各国とも、ヴェストファーレン会議を再現しなければいけないのですからね。……これに対し、何の問題がありますか？」

　ハワードは、重ねるように問うてくる。

「貴方あなた達も、極東側の窓まど口ぐちとして私が貴方達を指定すれば、武蔵に入る金をほぼ掌しよう握あく出来る筈はずです。──これは、私達にとって悪い話ではありません。そう思いませんか？」

　彼の問いかけに、シロジロは答えない。

　だが、ハワードは自ら答えを告げるように、こう言った。

「英国は、今回の武蔵の足止めに対し、このように考えております。──国として未み熟じゆくなところが多い極東武蔵を、英国が保ほ護ごし教きよう導どうしなければならない、と」

「……随ずい分ぶんと身み勝がつ手てな保護だよね、それ」

　ハイディの言葉に、シロジロが軽く手を挙げてそれ以上の言葉を制す。

　ただ、彼はハワードの目を見て、こう言った。

「英国は、武蔵を保護するがために足止めし、貿易を止めて恭きよう順じゆんを願う、か。

　その件については、もはや会計の私ではなく、副ふく会長の本ほん多だ・正まさ純ずみの領りよう分ぶんだ。

　──あれはなかなか手て強ごわいぞ。ものを売ろうとしても〝金がないので〟と平気で言う女だ。

　ハイディ、そうだろう？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──借りてくれないしね。〝返せないから〟って。商売人にんがとりつくところ一いつ切さい無なしの政治家だから。味方としては有り難がたいんだけど」

　一ひと息いきを、ハイディはついた。いろいろ面めん倒どうなことにはなったが、

「……全ては、夕刻からの会議ということね」







[image: 第四十一章『壇上の隠者』]
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　白い、漆しつ喰くいで固められた建物の町並みがある。

　坂の町だ。午前の青い空の下、狭い[image: ]つじにはところどころ三征西班牙トレス・エスパニアの旗はたを立てた簡かん易い信号が立つものの、行く人々や牛車、馬車などはそれらを守ることをしない。皆、喧けん噪そうや足音とともに行き来し、荒れた細い石いし畳だたみを下って上って走り行くだけだ。

　通りを構成する汚よごれた家屋は、その前に椅い子すを置きつつ、しかし人々は椅子上うえだけではなく、路ろ上じように座り込んで時間を過ごしている。誰だれも彼も仕事をしている者はおらず、じっとしているか話し込んでいるか、ときに賽さいを用いた賭かけ事や、カードなど用いたゲームをしている。

　たまに、通りの底、海のある坂の下方から角つの笛ぶえを下げた男がやってきて、大きな身み振ぶりで手て招まねきを行う。すると通りにいる男達は、一ひと[image: ]つじ分ぶんが揃そろって彼の方へと歩いていく。

　彼らは海の方へと下り、しばらくしてから通りには荷車が行き来するようになる。

　どこの坂も、停てい滞たいと動きという二つの交差が存在する場所だ。

　そして、港の方から、影が上がって来た。

　影は、三つ分の、薄うす汚よごれた、もとは白い長ちよう衣いを着込んだ者達だ。フードまで被かぶっていく三人の内、先頭を行くのは色黒の短たん軀くの若者で、続くのは金の髪かみの兄妹だ。

　彼らを見た人々は、一いつ瞬しゆん眉まゆを上げた表情を作るが、すぐに目を弓にして先頭の短軀に声を掛ける。一人が手を軽く挙げ、短軀の若者の足が地面に触れる前に消えているのを見て、

「おう、──どうしたよバットの旦だん那な、弟で子しでもとったのかい？」

「ああ、似たようなもんだ。そっちは最近どうだ？」

「新しん大陸の荷物が多くて助かってるよ。中身をちょっといただこうとして捕まってるのもいるけどよ。それは欲のかきすぎだあな」

　違いねえ、と周囲の皆と共に〝バットの旦那〟は笑う。そして彼は、

「〝キング〟が来てんだって？」

「Ｔｅｓテスタメント．、下で聞いたのか？　──いるよ、市いち場ばの方、サンドロがさっき負けて帰ってきた。あいつ、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズでは負け知らずだとか吹ふい聴ちようしてたのにな」

　と、〝バットの旦那〟と話していた男が、懐ふところから出した小こ銭ぜにを空に弾はじく。

「そのくらいの吹聴じゃあ賭けになりゃあしねえよ」

「Ｔｅｓ．、だけど消費税ミリヨネスくらいにゃあなるだろ」

　ああ、と口くち横よこで笑う男達に手を挙げ、〝バットの旦那〟は二人の兄妹を連れて通りを行く。町の左側、西の丘の上には白いドーム型の建物が見えている。

　アルカラ・デ・エナレスの紋もん章しようをつけているのは本ほん校舎の姿すがただ。

　それを見つつ、わずかに登りの通りを、彼らは行く。

　歩く動きの中で、後ろの妹が〝バットの旦那〟に問いかけた。

「隆たか包かね主しゆ将しよう、──〝バットの旦だん那な〟って、何です？」
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「ああ、それか」

　と、先頭を行く隆包は応じた。彼は前を向いたまま、買い物の荷物を手にした女とすれ違いながら、

「別に俺の身み分ぶん明かしてるわけじゃねえ。昔っからここらには身分隠かくして遊びに来ていてな。それでまあ、ガキどもの草くさ野球チームのコーチを房栄フサエと一緒にやりに来たりしてんだよ。

　こっちも同情で関わってんじゃねえって、マジに鍛きたえてやっから、前の大会ではうちんとこが準じゆん決けつまで行ってなあ。

　ベラの旦那も、歴史再さい現げんの絵ばっかで気分転てん換かんしたい時はここ来て壁へき画がとか描いてんだ。……フアナの姐あねさんは知らねえけどな」

「自分達も初はつ耳みみであります。……以前、ベラスケス先せん輩ぱいを頼れと言われ、その通りにしましたが、こんなところまで来てたのですね」

「とりあえずそろそろ知っとけ。でもフアナの姐さんと誾ぎんには黙だまっとけ？　姐さん真ま面じ目めすぎるし、誾は宗むね茂しげから聞いた方がいいだろうしな」

　Ｔｅｓテスタメント．、と妹が頷うなずく。彼女は町の人々を、ときに視線で確かく認にんしながら、

「教きよう導どう院いんにも来られない貧ひん民みんの街……、ってここらの区画は言われてますけど」

「何か気付くことがあるか？」

　Ｔｅｓ．、とバルデス妹が答える。彼女はあたりを視線だけでちらりと見てから、

「人と、長ちよう寿じゆ族ぞく……、いや、人と、人と長寿族の混こん血けつである半はん寿じゆ族ぞくばかりですよね」

「妹よ、兄には長寿族と半寿族の見分けがつかんぞ」

「んー、何だろ、仕し草ぐさとか、そんな感じかな」

「Ｔｅｓ．、御ご名めい答とう、だ。──半寿族は、見た目では長寿族と全く区別が出来ねえ。俺でも、動いてる相手を見てようやく見分けつくようなもんだな。半寿族の方が耳が短くなりがちだが、長寿族も個体差さや部ぶ族ぞく差が結けつ構こうあるから、耳の短い森林系けいとなるともう区別がつかねえ。

　だが、まあ、半寿族の連れん中ちゆうは寿じゆ命みようは人と同じだから……」

　だから、

「長い年月掛けて老いていく長寿族は、老いによる運動能のう力りよくの低下に体の動どう作さが順じゆん応のうする。つまり、外見も動作も自然に老いていくわけだ。ゆえに老ろう成せいという言葉が合う存在になる。

　しかし、半寿族の場合、人間と同様に老ろう化かするため、体の老いに意識の順応が合がつ致ちしない。純じゆん血けつの長寿族に比べ、動きに年ねん齢れい不ふ相そう応おうの無理が生じる。

　それゆえ、半寿族は純血の長寿族から〝乱れのある者〟として扱あつかわれ、更さらには三征西班牙トレス・エスパニアの純じゆん潔けつ主義に対し、ぎりぎり存在を赦ゆるされてる状態だ。つまりは迫はく害がいされてる、ってな」

　一ひと息いき。

「だけど不ふ思し議ぎなもんだな。──俺なんかにとっては、教きよう導どう院いんの情報や、政治の動きすら知らねえここが、気き楽らくに好きな・チームの話とか出来る場所だからな。エナレス近きん辺ぺんでチーム批ひ評ひようしようもんなら広こう報ほう委員の太陽新聞ソル・ペリオデイコがうるせえだろうし」

　言う身が、通りを抜けた。浅い丘の上だ。元々は町の一角であった場所は、家の土台を低く残して店の縁えん台だいを載せており、午後の市いち場ばが開かれている。

　人の姿すがたが通りに比べて一気に増える。そして声と音も、だ。行き交う人々の多くは女達だが、道の端はしや、店がない縁台は男達が集まって賭かけや話し込みに使われている。

「うわ、これ、教導院から眺ながめてた午後市いちだ。来て見たかったんだよねー」

「妹よ。兄と一緒に来たかったのか。愛あい情じよう表現はもっと豊かにならんといかんぞ。たまには兄のために食事など作るといい。兄は最近オレンジムースが好きだ。兄の豆まめ知識である」

「俺にまで変な知識植うえ付ける前に、お前ら何しに来たか忘れんなよ？

　総そう長ちようがいつもどこいるのか、パシリが多いので知っておきたい、ってだろ？」

　と、隆たか包かねは市場の中に入っていく。

　行き交う人々の間を、隆包に続く二人は不確かな足取りで歩いていく。一般市民の姿もちらほら見えるが、若い学生の姿も多い。しかし、

「兄あに貴き、うちの総長って、……一応は姿を表おもてに出してるよね？」

「妹よ。フアナ様が毎まい度ど毎度そのたびに苦労をしているのを忘れたか」

　じゃあ、とバルデス妹は前を指さした。正面の縁台にある人だかりの隙すき間まから見えるのは、

「あれ、総長だよね？　完全にここの人達と同どう化かしてんの」
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　縁台の隅すみに片かた膝ひざをついて座っているのは、くたびれたシャツ姿の中年、セグンドだった。髪かみを緩く七しち三さん分わけにして、裸足はだしをついた向こうには三枚のチェス盤ばんを置いている。

　彼は横に置いたグラスの水に手もつけない。ただ、午後の日差しの下で、盤を挟んだ先にいる三人の男と向かい合っている。

　そして時とき折おり、セグンドは古い眼鏡めがねを鼻の上に上げ直し、手を動かす。

　三つの盤に対し、左、右、中央と彼が操そう作さを入れれば、すぐに人々が小さな声を作った。

「右と中央が詰んだぞ……」

「騎き士しと女王抜ぬきでこれかよ……」

　声はどよめきとなり、対たい局きよくする三人がうなだれたように姿し勢せいを低くする。更には、まだ詰んでいない左の男。髭ひげ顔がおが額ひたいに手を当て、

「あ、くそ、……逃げ場無なくなってるじゃねえか」

　と、両手を頭上に上げた。投とう了りようの合あい図ずだ。それを見た囲みの人々からは、おお、と声が聞こえて、それぞれの間で小こ銭ぜにが行き来する。

　しかし、セグンドは、片づけられようとした左のチェス盤ばんを手で制すとこう言った。

「ここから彼が逆ぎやく転てん出来るか、誰だれか指してみてよ。──僕は彼に賭かける」

　え？　という髭ひげの男に、セグンドは眼鏡めがねの奥で笑えみを見せる。

「まだ手はある、ということさ。──君は、挑ちよう戦せんという言葉を知っているのだから、あとは諦あきらめないことを知るべきだ」

「……Ｔｅｓテスタメント．、って言っていいのかねえ」

　まあ、と髭の男は言った。

「俺達の〝キング〟が言うなら、やってみるか」

「そうそう。嫌いやなことは考えない。〝俺達は金があれば使ってしまう。ただ情熱に任せて祭をやって、嫌なことは忘れてしまう〟ってヤツだ。楽しくいこうよ」

　ようし、と腕まくりした髭の彼の前に、次の勝負師しとして学生らしい若者が腰を落とす。そして人々の囲いが二つに分かれる中、セグンドは、ふと眼鏡の目を人々の隙すき間まに向けた。

　彼の視線の先には、薄うす汚よごれた白い衣い装しようの隆たか包かねがいる。
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　隆包は、一ひと息いきついてバルデス兄妹に振り向いた。

「ま、お前ら、とりあえずは教えたから、次からはちゃんとやれよ？　あと、今回は小こ遣づかいやっから適当に買い物でもして帰っとけ。来た道みち戻もどれよ？」

　来た道？　という兄妹の顔に、隆包は苦く笑しようを送る。

「手て癖くせの悪いのいるからな。そういうのは、お前らの買い方見て、地元や、似た境きよう遇ぐうじゃないと解わかったら狙ねらうんだよ。俺がいる今ならそれはねえだろうけどさ」

「Ｔｅｓ．、だからわざわざ港の方から隠かくれず上がってきたんですね。用心します。──でも隆包主しゆ将しよう、総そう長ちようはあれ、……いいんですか？　皆、気付いてないんですか？」

「多分、俺もそうだが皆結けつ構こう気付いてんじゃねえかな。大たい将しよう自身は、〝気付かれてない〟ことを前ぜん提ていとして話とかして、周囲もそうしてるみてえだけど。

　それに、何よりも、ここでは特に大将はメジャーだからよ」

「昔から……？」

「レパント、知ってんだろ？」

　Ｔｅｓ．、とバルデス兄が頷うなずいた。彼は、市いち場ばの看かん板ばんと共に掲かかげてある古びた武ぶ器きを見て、

「……二十五年前、私達がまだ産まれてない頃の戦争ですな。極きよく東とう側における厳いつく島しま合がつ戦せんとの二重解かい決けつが図られたもので──」

　やや迷ったが、兄は言う。

「隆包主将は、歴史再さい現げんの通り、三征葡萄牙トレス・ポルトガルの長であった陶すえ氏し配はい下かとして、厳島合戦で死亡されたのでした。正確には、再現として、まず毛もう利り側によって裏切りの濡ぬれ衣ざぬを着せられた房栄フサエ部長が隆たか包かね主しゆ将しようの手によって殺さつ害がいされ、次に隆包主将は厳いつく島しま合がつ戦せんの中で亡くなるのです」

「だけど、予防線せんとして、主将達は二重襲しゆう名めいしてたんでしょ？　隆包主将は西班牙エスパニアの陸りく将しようペトロ・デ・グスマン。房栄部長はレパントの海かい将しようアルバロ・デ・バサーンにね」

「妹よ。──人が霊れいになって残れるのは、二重襲名だからではないぞ」

　妹は、はっとした顔で兄を見た。

「兄あに貴き、──何マトモなこと言ってるの？　本人目めの前にしてゴマ擂すってんの!?」

「妹よ。最近お前の頭がおかしくて兄は悲しいぞ。しかし隆包主将、お二人とも、三征西班牙の長であった名将、陶すえ・晴はる賢かたの配はい下かでしたが、この合戦で陶氏も滅めつ亡ぼう、葡萄牙ポルトガルは三征西班牙トレス・エスパニアに歴史通り併へい合ごうされていくわけでしたな」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうだな。俺ら二人、あの合戦でいろいろあって、……今の関係だけどな」

「それで……、そういう関係を生んだりする原因となったレパントの海かい戦せんが、一いつ体たい何だって言うんです？　そこんところ、どうなんです？」

「お前は広こう報ほう委員か」

　隆包が言うと、バルデス妹は、いやあ、と悪びれもしない笑顔で答える。

「主将と房栄先せん輩ぱい、そこらへん教えてくれないし」

「言う意味ねえしな。ま、あの二に重じゆう戦争は、どっちも激げき戦せんになったんだ。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、当時、三征西班牙と英国、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の関係が良好だったことと、三征西班牙とK. P. A. Italiaが密みつ接せつだったため、四し方ほうから囲まれてた。その風かざ穴あなを開けるために厳島合戦を利用し、──だから激戦となったんだが、激戦の理由にはもう一つ追加があってな」

　それは、

「当時まだ織お田だに完全に乗っ取られてなかったオスマンが、率ひきいるスレイマンの指し示じによって、歴史再さい現げん以上の侵しん攻こうを行ったんだよ。──戦争に勝利し、しかし敗北を自ら宣せん言げんすることで、政治的な勝利を狙ねらおう、ってわけでな。

　対オスマンの激戦地ちは、ベラの旦だん那なや大たい将しようのいた、訓くん練れん甘い連れん中ちゆうのところだ。

　レパントは大だい勝利と言われてるが、……歴史書に、良い言葉を残しただけなんだぜ？」

「────」

　言葉を失った二人に、隆包は苦く笑しよう混じりに言う。

「レパントは酷ひどかったらしいな。ベラの旦那がスケッチだけ残してんだけど、殺さつ戮りくの現場だ。何しろガレーの突とつ撃げきに対し、それを遙かに上回る鉄てつ甲こう船せんの防ぼう壁へきと大だい侵攻を仕掛けてきやがったんだから。

　そして厳島の激戦とレパント、どちらも最さい前ぜん線せんで盾たての役を負い、更さらにレパントではガレーの中の漕こぎ手として何も出来ず死んでいったのが──」

　苦笑が、つり上がりの笑えみとなった。

「ここにいる、半はん寿じゆ族ぞくの連れん中ちゆうや、その親しん族ぞくだ」

「で、では、総そう長ちようがここにいるのは──」

「信じるか？」

　隆たか包かねは言った。

「レパントで、多くの半寿族の連中を生せい還かんに導みちびき、しかし、自分にとって大事なものを失った無む名めいの現場指し揮き官かんがいたんだ。

　──信じられるなら、とっとと帰りな。ここはお前らが遊ぶにゃあまだ早い」
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　薄うす暗ぐらい艦かん内ない通路に、皆が息を潜ひそめて集まっている。

　英国に墜おちた武蔵の輸ゆ送そう艦かん内部。医い務む室しつ前まえの廊下だ。

　廊下の中なか程ほどに立つ集団から離れた位置、医務室の前には三つの影がある。

　血のついた包ほう帯たいが入った籠かごを抱えている喜き美みと、彼女に向かい合うトーリとホライゾンだ。

　喜美はやや俯うつむきの、しかし弟を見み据すえる目で、

「いい？　愚ぐ弟てい、これからドア開けるけど、……何があっても覚かく悟ごしておくのよ？」

「……姉ねえちゃん。ネイト、そんなに駄だ目めなのか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と喜美が頷うなずいた。彼女は眉まゆをフラットに、浅く頭を振り、

「あまり良くないのは確かね。……でも、ミトツダイラも、ある意い味み自分で覚かく悟ご出来てることだから、アンタが変な反応しちゃ駄目よ？　よくないものを見たからって、〝うぬっ〟とか〝うおわあ〟とか言ったら駄目よ！　無しだからね！　しちゃ駄目よ!?」

「姉ちゃん！　姉ちゃん！　実は自分がかなり言いそうなこと言ってね!?」

「フフフ愚弟、姉が弟の期待を裏切ると思ってるの!?　ドバ──ンよドヴァ──ン！」

「おお、言ってる意味完かん全ぜんに解わかんねえけどとにかく姉ちゃんが度し難がたいのは伝わってくるぜ！　でも姉ちゃん、マジにネイト、……良くねえのかよ」

「フフ、心配？　だったら、そのあたり、自分で確かめてみなさいな」

　と、喜美が、ドアに手を掛け、一度息いきを吸い、

「それ!!」

　ドアを勢いよく開け放った向こう。

　全ぜん裸らのミトツダイラがベッドに座りながら着替えをしていた。
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　ミトツダイラは、一いつ瞬しゆん、寝台脇わきのドアの動きと音に反応出来なかった。

　開いた空間には、通路の暗がりと、右の親おや指ゆびを上げて立っているトーリとホライゾンがおり、そして覗のぞき込む喜美が、

「ほら！　ほら見たでしょ愚ぐ弟てい!?　ミトツダイラったら可哀想かわいそうに、代表戦せんでそんなにオパーイを削けずられて、あんな薄い貧ひん乳にゆうに……！」
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　次の瞬しゆん間かん。きゃ、の悲鳴を伸ばした声とともに、制せい服ふく姿すがたの武蔵むさし総そう長ちようが壁を三枚突き破って輸ゆ送そう艦かんの側そく部ぶ通路にまで到達した。回転しながら逆ぎやく壁へきにあたり、跳ね返って転がった姿すがたに、通路を行く皆は一いつ瞬しゆんだけ気を止めたが、すぐに平気でまたいで通過していく。
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「な、何ですの一体!?　何!?」

　右手で二発目となるサイドテーブルを掲かかげたミトツダイラは、シーツで身体からだを隠かくして問う。するとぶち開いた通つう路ろ壁の向こうからぼろぼろの制服姿が笑いながら戻ってきた。

「ここまで食らうの久しぶりだな！　油ゆ断だんしてたからボケ足りなくて痛え痛え、あははは！」

　痛いのか嬉うれしいのか全く解わからん。だからこちらの感情任まかせにミトツダイラは馬鹿を睨にらむ。

「い、一いつ体たい何ですの!?　人が着替えしてるのに……！」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じたのはホライゾンだった。彼女は裸はだかのこちらと馬鹿を交互に見て、おもむろに重力制せい御ぎよでドアを外した。そしてドアを抱えると、陰から半はん顔がんを出し、

「こ、この泥どろ棒ぼう猫ねこ……！　あ、いや、狼おおかみでしょうか」

「いえ、あの、ドア……、ってホントにドア！　着替え中ですのよ!?　一体何しに!?」

「いや、だからさ、ネイト、──オマエが怪け我が隠す前に見み舞まいに来たんだよ」

　しれっと言われて、サイドテーブルを掲げた手が滑すべった。握あく力りよく任まかせに手の平で挟むように摑つかんでいたサイドテーブルは、葡萄ぶどうを皮から押し出すように手から飛び、

「あ」

　宙に浮いて落ちてくるサイドテーブルを慌あわてて拾うと、シーツが身体から落ち、馬鹿が、

「うおわあ」
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　次の瞬間。
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　また笑いながら戻ってきた馬鹿は、しかしもはや部屋の前で止まることなく、入ってくる。それにはホライゾンもついてきた。二人の髪かみの匂においにミトツダイラが戸と惑まどいを得つつも、

　……無事だったのですね。

　他の皆の功こう績せきだろう。自分は騎き士しを名乗りつつも、敵の一人を抑えることで精せい一いつ杯ぱいだった。

　演えん劇げき空間の中、自分はウオルシンガムを水中で押さえ込んだまま酸さん欠けつで気を失ったが、次に目覚めた時は馬車の中で治ち療りよう役やくのナイトの世せ話わを受けていた。

　話によると、自分は砕くだけた銀ぎん鎖さと共に噴ふん水すいの石組の上に倒れて寝ていたらしい。対するウオルシンガムはどうやら演劇空間の解かい除じよをもって離り脱だつしており、

　……しかし、被ひ害がい状況から見たら、私の負けのようなものですわね。

　喜き美みの話ではナルゼが鶏とり肉にくで重傷となったが人ひと妻づまに救われ、点てん蔵ぞうが女に見とれて異い物ぶつを差し込まれたとの報告だったが、狂きよう人じんの言うことなので意味が解わからない。点蔵は何か我が慢まんが限界に達して軽けい犯はん罪ざいを犯したのだとしても、ナルゼは元々白嬢ヴァイスフローレンが無い状態での戦せん闘とうだった筈はずだ。内容的には負けたのだろうが、王が無傷なのだから充分だと言うべきだろう。

　……それに引き替え、自分は、騎き士し気き取どりで。

　合わせる顔がない、という思いは、態度になった。身体からだを隠かくす振りでシーツを搔かき寄せ、ミトツダイラは半はん顔がんを白の布の匂においに埋める。

　と、俯うつむく動きに合わせ、いきなり髪かみに手て指ゆびが差し込まれた。はっと息を吞のむ頭の肌はだ、髪の間を抜けて、摑つかむように撫なでてくる感かん触しよくに身を震わせれば、

「よーしよしよし。頑がん張ばったな」

　馬鹿の声に、肩を怒らせてはみる。息を吸い、

「そ、そんなことありませんわよっ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、しかしミトツダイラ様、ホライゾンとトーリ様が話し合い、武蔵むさしの方針をトーリ様側だけでも決めることが出来たのは、ミトツダイラ様の働きがあったお陰です」

「私は別に──」

「正確に判断しますに、誰だれ一人ひとりの結果が欠けても、──トーリ様がホライゾンの盾たてになったことでしょう」

「ええええ大罪武装ロイズモイ・オプロでガツンしてくんねえのかよ!?」

「……頼ってどうするんですの」

　呟つぶやくと、肩から力が抜けた。顔を上げれば傍かたわら、サイドテーブルに座ってこちらの頭を撫でる馬鹿がおり、ベッドに座るホライゾンがいる。

　ホライゾンの瞳ひとみは、静かにこちらを見ていた。その唇くちびるが開き、

「ともあれ申し訳わけ御ご座ざいませんでしたミトツダイラ様。先ほど皆様と協きよう議ぎした結果、ミトツダイラ様がハシャいで大たい層そうな目に遭あわれたのは、四日前の焼き肉パワーで上がった血の気が抜け切っていなかったからだろうとのことで。

　ホライゾン、正直、肉をもりもり焼きすぎたのかと」

「通路にいるであろう全員、あとで憶おぼえておきなさいな──!!」

　わあ、と通路側がわから逃げ出す足音が群で響ひびいた。

　その遠ざかりを耳にして、全く、とミトツダイラは一ひと息いきをつく。左の腕でシーツを抱えて顔を上げ、名残なごりを感じながらも彼の手を髪かみから抜いた。そして後ろ髪を払い直すと、

「意い地じでも宴うたげの席には出ますわ。──英国側がわにナメられるわけにはいきませんので」

「そんなに食い放ほう題だい楽しみたいのかよ？　でも、ネイト、その後ちゃんと休めよ？」

　答える気はない。騎き士しとして、王の意い向こうを聞くべき時とそうではない時がある。少なくとも、同盟もしてないここは、一いつ瞬しゆんにして敵てき地ちと変わることが出来る場所なのだから。

　……異い族ぞく達の王国。確かに、不ふ意いに変へん形ぎようするという意味で、そうですわね。

　そんなことを今思うとは、自分の意識が甘くなっていたと言うことか。

「こらこらこら。殺さつ気き立つな。喉のどウーウー言ってるぞネイト」

「言ってませんわよっ」

　一瞬で現実に戻されたミトツダイラは、しかし、よく知る匂においを嗅かいだ。それは自分の持ち企き業ぎようでも取り扱っているもので、

「……何でマニキュアを？」
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　ああ、と馬鹿はサイドテーブルの傍かたわらに幾いくつかの色の瓶びんを並べ、

「ネイト、クールホワイトでいいよな」

「Ｊｕｄジヤツジ．、まあ、確かにつけるならそれですけど……」

　言っている間に、馬鹿がこちらの手を取った。何をされるのか解わかっていたが、

「え？　ちょ、何を」

「ネイトさ、ヘコむなよ。オメエさ」

　掲かかげられた手の爪つめは、割れている。

「姉ねえちゃんから聞いたんだけど、人じん狼ろう系けいの種族って、犬や狼おおかみなんかと同じで、爪の中にも神経の血けつ管かん通とおってんだってな。それが爪割わってたら、銀ぎん鎖さ、戦せん闘とうで上う手まく扱えなかったろ。

　だからヘコむな。姉ちゃん言う通り、──治ち療りようとしてマニキュアで固定してやっから」

「え？　ちょっと、──喜き美み！」

　通路を見ると、喜美がこちらを向いて、両の手で何かジェスチャーをしている。諦あきらめろとでも言っているのかと思えば、胸のあたりの虚こ空くうに両手で大きな円えん弧こを描いている。

　……か、完全に意味不ふ明めい!!

　その愕がく然ぜんが隙すきとなって、塗ぬられた。

「～っ！」

　割れて敏びん感かんになっている爪の神経は、マニキュアの滑すべる刷は毛けに震えた。傷きず口ぐちを舌で嘗なめられているような感覚に、熱と、どうしようもなく抗あらがえない痛つう痒ようが来る。

　手て先さきから身体からだの奥にまで来るくすぐったさに、しかし、

　……が、我が慢まんっ。

　声をあげればとんでもない音が発せそうで。しかも得る感覚に反射で身動きすれば恐らく彼が無事では済まない。左手でシーツを搔かき寄せ、布を嚙かんで耐えるので精せい一いつ杯ぱいだ。

　すると次の指もされた。

「……っ!!」

「おお、綺き麗れいに塗ぬれた塗れた。ほら、他の指や逆の手もやってやっから。──痛いか？」

　返答している余よ裕ゆうはない。だが馬鹿は、小さく笑えみを見せて、

「ん。ステイステイ。我が慢まんしてるな」

　勝かつ手てに決められた。が、抗こう議ぎの口を開いていいものか迷う自分がどうしようもない。

　布を嚙かんでいると、ベッドに座ったホライゾンが、どこからか持ってきたリンゴをナイフで剝むき始める。既すでに皿は用意されているが、ホライゾンの動きにミトツダイラは奇き妙みようを感じた。

　……あら？

　ホライゾンが、ナイフの刃はを外に構えて剝いているのだ。気付いた彼が、

「ホライゾン、それ、母かあちゃん特とく有ゆうのスキルだから真ま似ねしねえ方がいいぞ？」

「そうなのですか？　店主様さまはこれでリンゴから桂かつら剝むきからこなしますが」

「母ちゃんリアルサムライだったから刃を自分に向けねえとか、変なポリシー持ってんだよ。フツーに自分向けてやった方が楽だぜ？」

　うんうん、とミトツダイラも頷うなずく。余よ計けいなことかと思いつつ、

「どちらかというと、ナイフの手は捻ひねって添えて、リンゴの方を押しつけて回あひぃんっ！」

「回あひぃんっ……、ミトツダイラ様、今の御ご指し示じは一体」

　既すでに薬くすり指ゆびに達されていてそれどころではない。俯うつむき、爪つめ裏うらから腕を通して伝わる、身の内を搔きほぐすようなくすぐったさに布を嚙むだけだ。

　と、通路側がわから喜き美みの声が聞こえた。

「愚ぐ弟てい、──足あし指ゆびもやってあげなさい。不ふ揃ぞろいは駄だ目めな女のすることだから」

　……え？　あ、足まで!?

　疑問し、しかし視線を恐る恐る上げると、彼は眉まゆをひそめて、

「んー。俺、足は下へ手たっぽいんだけどなあ」

「下手？　それは一体……」

「うん、姉ねえちゃん、風ふ呂ろ出ると〝私、身体からだ硬いからやって〟って俺にやらせるんだけど、塗ってるとくすぐったいのかゲラゲラ笑って椅い子すから転げ落ちたりキックしてきたりでよお」

　……な、何てことを！　何てことを!!

　いろいろな意味でそう思うこちらに対し、彼が首を更さらに傾かしげて問うてきた。

「すっか？」

　問われ、やや考えたミトツダイラは、白のシーツに顔を埋めた。

　ただ彼女は、無む言ごんで足あし先さきを布の下から外に出す。





●






　そして日は沈み、午後五時を迎えた。

　オクスフォード教きよう導どう院いんの入口から通じる広間には、早くから明かりが灯ともされていた。

　夕の涼しさを暖めるような光の中、広間は中央を空あけながらも、四し方ほうにテーブルや食事の載った皿や小こ皿ざらを得ていく。

　広間は、上かみ座ざとなる女王の椅い子すの向こう、奥が深い構こう造ぞうとなっていた。天てん井じようは高く、奥は百メートル強の奥行きで闇やみを作っている。闇と女王の椅子の背後にある境きよう界かいには、天井から英国やオクスフォードのエンブレムが旗はたとして掛けられ、広ひろ間ま全体に色を与えていた。

　やがて両袖そでに英国の制せい服ふくを着た楽がつ器き奏そう者しや達が布ふ陣じんし、調ちよう律りつの音を奏かなで、

「────」

　左手側の通路から影の集団が現れた。それは正せい装そうや制服に身を包んだ英国の代表達の姿すがただった。老ろう若にやく男なん女によ、異い族ぞくも人間も含み、皆は肩をすくめたり叩たたいたりしながらゆっくりと場に音と動きを与えていく。

　だが、皆はそのような時間を過ごしつつ、右みぎ手て側となる通路の方を見ていた。

　そちらにあるのは控え室。武蔵むさしの代表達が入り、内部で用意をしている筈はずだった。

　宴うたげの準備は終わり、その始まりを待つだけになったのだ。







[image: 第四十二章『幕袖の回り者』]
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　英国、オクスフォード教きよう導どう院いん。

　広間にて宴うたげの準備は終わっていたが、まだ始まりの六時には時間があった。

　しかし武蔵むさしの面めん々めん、特に女子達は、着き飾かざることに不ふ慣なれであるため、制せい限げん時間いっぱいまで用意をする状況となっていた。

　だがそれぞれが衣い装しようを見せ合ったり声をあげる中、正まさ純ずみは広間のようにも見える女子控ひかえの間にて、考え込んでいた。今、彼女の目の前にあるのは、

　……葵あおい姉あねが用意してくれた衣装ってのはこれか。

　馬車の中で、葵やホライゾンの分も含めて「正純、アンタのはその右の方、ホライゾンは中央、愚ぐ弟ていはそっち、左の方ね」と葛籠つづらに詰めて渡されたものだ。中を開けてみてみると、

「……確かに、私向むきの内容かな」

　葵姉は先に着替えを終えて出ていった。広間の方に行くのかと思えば、

「フフフ、じゃあ私の方は余よ裕ゆうで終了したから、ちょっと周囲の通つう路ろ関係とか見てくるわね。何かあった時の逃げ場の確保なんか、皆で揃そろって出てからだと遅いでしょうし」

　本来は点てん蔵ぞうがするべきだろうが、彼はナルゼと共に治ち療りようで眠らされたまま武蔵に戻された。ならば、偵てい察さつは他者をあしらう技術がある喜き美みが確かに適てき任にんだった。

　それに甘える皆の向こうでは、ホライゾンが浅あさ間まやミトツダイラを頼りにドレスの用意をしている。ホライゾンは自じ動どう人形で、胸むね上うえから首、両腕が黒い軟なん質しつパーツだ。ドレスの選択には身体からだの黒を隠かくすかどうかということが形状的にも色的にも考こう慮りよされるが、葵姉の選択は黒のノースリーブに白の椿つばき型がたリボンや飾り布を配したものだ。幾いくつか金のラインが入っているが、

　……妖よう精せい女王は、聖せい譜ふ記き述じゆつによると黒を好みつつ、己おのれは金のドレスを多用したんだっけか。

　部下達は、皆、女王に合わせて黒の衣装を選択したと聞く。ならば葵姉の選択は主あるじを立てる客として正解だろうと正純は思う。飾りの椿もアジアの樹じゆ花かで、欧おう州しゆうには無い花だ。聖譜記述によれば種しゆ子しなどが渡ってもいない。ゆえに極きよく東とうのものは古こ来らいより品ひん種しゆ改良が進められ、極東の花の代表として用いられるものだ。

　……全体的に見て、葵姉にしては意い外がいと手て堅がたいな。

　ホライゾンの初はつ御お披ひ露ろ目めのようなものだというのが、解わかっているからだろうか。

　既すでに着替えた二ふた代よや鈴すず、アデーレ達の外がい交こうトリオも加わって、ホライゾンの着付けや髪かみの手入れが始まっている。ホライゾンは着飾る必要性は感じていても意味を得ていないようで、

「随ずい分ぶんと腰のあたりが入りにくそうですが、如何いかが致しましょう。ホライゾンの胴どう体たい部ぶを分ぶん解かいしますか。ホライゾン、各パーツの個別生せい存ぞん閉へい鎖さ機能もありますので、三十分くらいなら五ご体たいや首など外しても大だい丈じよう夫ぶですが。──ほら」

　と左腕を肩から外してみせる彼女を、皆が止める。浅間を初めとして、

「う、うわ、ホライゾン、そういうのは年末祭さいの隠かくし芸げいまでとっておきましょうよ……！」

「流石さすがホライゾン様、斬ざん首しゆ対策として新しん機き軸じくを打ち出したで御ご座ざるな。先に割っておくとは」

「いやあ、自分、機き動どう殻かくでこういうの見み慣なれてますけど、今は中の人も出来るんですねー」

　お前らここは引くとこじゃないのか、と正まさ純ずみは思う。が、ホライゾンが腕をつけ直している背後の宙に、

「……？」

　妙みようなものが見えて正純は眉まゆをひそめた。
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「え……？」

　ホライゾンの腰の後ろあたり、宙にそれがある。それは正純にも見覚えのあるものだが、

　……何でそんなところに浮いているんだ？

　疑問をもって近づいていくと、皆が振り向いた。浅あさ間まが首を傾かしげ、

「あ、遅いですって、もういいとこ終わっちゃいましたよ？」

　そうじゃないだろ。と正純はホライゾンの後ろに浮いているものに手を添そえた。

「これ、……見えるか？」

　手を添えて示すのは、

「……行方ゆくえ不明になっていた大罪武装ロイズモイ・オプロ〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟の柄つかだぞ？」
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　ホライゾンの背後の空中に、それが浮いているのを浅あさ間まは見た。正純が腰をかがめて示すものは、確かに白と黒の柄だ。しかし、何な故ぜ、そのようなものが、それも柄の部分だけ浮いているのか。意味が解わからなかったので、浅間は考え、やがて結けつ論ろんした。

「正純、何のイリュージョンですかそれ」

「私が隠していたんじゃないっ」

　だが、疑問する皆の中央、当とう事じ者しやであるホライゾンは、

「……？」

　眉を歪ゆがめた疑問の顔でそれを見た。彼女が確かく認にんするために身を振り向かせると、しかしそれはやや遅れて尻尾しつぽのように追つい随ずいした。あ、と声をあげる正純の手から放れた柄は、ホライゾンの動きに合わせて回る。まるで猫ねこが自分の尾を追っているようにも見えるそれは、

　……座ざ標ひようがホライゾンを軸じくに固定されているようですね。

　が、正純が慌あわてて手を掛けると、発ば条ねを溜ためるような緩やかさで引き留められる。単純な座標固こ定ていではなく、半はん自動の追随らしい。正純が試しに手を離すと、それはゆっくりとホライゾンの背後へと回っていこうとする。

　この現げん象しようの正しよう体たい。それについて浅あさ間まが意見を述べようとした時だ。ホライゾンがおもむろに宙の柄つかに手を掛け、全体を引き抜いた。

　音もなく、緩い抵てい抗こうと共に抜かれ、ホライゾンが軽く掲かかげたのはやはり〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟だ。だがホライゾンはそれを傍かたわらのテーブルに置くと、

「……？」

　顎あごに手を当て首を傾かしげた。自じ動どう人形の判断としては、意味不ふ明めいな現象が自分に付ふ随ずいしていることに納なつ得とく出来ないらしい。が、ミトツダイラが片手を軽く上げて意見を述べる。

「さっき、私の見み舞まいで、……林檎りんごなどを出してましたわよね？　あれはどこから？」

　言われ、ホライゾンは動きを止めた。ややあってから彼女は、額ひたいに手を当て、近くのテーブルにものを置く振りを始める。続く動きは、虚こ空くうに何かを揃そろえていく動きで、

　……ああ、林檎などを持っていく時の再現で……。

　揃えた皿さら類るいを、彼女は己おのれの後ろに回した。

　そこでホライゾンの動きがまた止まり、しばらくしてから、無む感情な声が、

「全く、一体どういうことですか皆様」

「ほ、矛ほこ先さきがこっちに向かった!!」

　ともあれ、と浅間は思う。この現象の正体は、

「空間の作り方によっていろいろと呼び方はあると思いますが、格かく納のう用の別べつ空間が出来ているんだと思います。ナイトやナルゼの魔女服展開などと同どう等とうの技術ですよね」

「……ナイちゃん思うに、ホライゾンが最近よく眠っていたのって、こういう能力の奏塡インストールじゃないのかな？　奏塡と再さい起き動どうを繰り返しているようなものでさ。

　最さい適てき化かがなされてるから、自分でもの突っ込んじゃうのにも気付いていないんだと思う。自分の身体からだの一部だから意識してないだろうし」

　でしょうね、と浅間も頷うなずいた。浅間にも、思い返せば気付くことがあるのだ。

「ホライゾン、輸ゆ送そう艦かんでハワード卿きようとハイディ達の会議を実況通神チヤツトした時、それに参加しているんです。どこかで契約したのかとも思ったんですが……、違いますよね？」

　問うた先、銀の髪かみの自動人形は眉まゆをひそめて再び顎に手を当てた。ややあってから彼女は、やはりその時の再現か、右手で虚空を叩たたく。が、

「……？」

　何も空中に現れない。幾いく度どか試しても同じだ。だからアデーレがホライゾンを手で制して、

「まだ、その能力は完全に奏塡されていないってことなんでしょーね。特に表示枠サインフレーム関連はインターフェースの基礎ですから、複雑そうですし。今度寝ねた時がそれかもしれませんね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ホライゾンもそう判断します。寝る子は育つと言いますし」

　確かに自動人形としての〝育つ〟でしょうね、と浅間は思う。それも機き構こう的なものではなく、インテリジェンスウエポンが行うような内部術じゆつ式しきによる自じ己こ開発型アップデートだ、と。

　ホライゾンの場合も同どう様ようでしょう、と浅あさ間まは考える。だけど、

　……能力が多分、半はん端ぱじゃない。

　四日前の時、自然だったので気付かなかったのだが、実況通神チヤツトを行うには場の管理者が参加者を登とう録ろく許可する必要がある。が、ホライゾンはそれを無視で割り込んできた。浅間神じん社じやは通神帯ネツトの管理も行っており、自分の表示枠サインフレームシステムはセキュリティも堅いものだというのに。

　……それに普通に割り込んで来るわけですから。

　三み河かわの君くん主しゆ、元もと信のぶ公こうが作り上げた自じ動どう人形という、その意味が今いま更さらながらに理り解かい出来る。恐らく、こちらがセキュリティを堅くすると、それに応じてアップデートしてくるのだろう。

「──だったら、ええと、ホライゾン、表示枠が出せるようになったら教えて下さい。こっちで登録しちゃった方がトラブルも無いで──」

　言葉を止めた視線の先、身をかがめたホライゾンが虚こ空くうに右肘ひじまでを突っ込んでいる。窺うかがうような顔で中をごそごそやっていた彼女は、やがてテーブルの上に収しゆう穫かく物ぶつを置く。

「おや、読みかけの本に、これは……、枕？」

　……無む造ぞう作さすぎません!?

　他にも畳たたんだハンカチや教科書、特とく売ばいの広告やら何やらが出てきて、

「これ、半分ゴミ箱扱あつかいじゃないか……？」

「蓋ふたがあるのかな。石せつ鹼けん出てきたけど御お風ふ呂ろの湯とか流れ込んだりしてない？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　などと皆がやっていると、ホライゾンがアタリを引いた。ほほう、という彼女は、

「Ｊｕｄジヤツジ．、御ご覧らん下さい。──丼どんぶり入いりの山やま盛もりワカメです」

　浅間は皆と一緒に逃げ出した。
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　そして二十分後。

　宴うたげの会場は、その人ひと影かげの登場を迎えるように、声を得た。

　お、とも、ほう、ともとれるざわめきが向かうのは、極きよく東とう側の廊下から広間に入ってきた青のドレスだ。長い黒くろ髪かみを映えさせる青の衣い装しようは、身の部分の飾りを少なくして、スカートも床付ふ近きんで白の色分け付きで二段に広がるシンプルなものだった。非ひ戦せんであることを示すため、スカートの前は上段で合わされ、深く被かぶった飾りの帽ぼう子しと、首や腰に添えた白の布は、

「雲の示しですかな」

　そして頷うなずき合う男達は、それぞれ牽けん制せいの視線をかわし合いながら、

「長い黒髪に貧ひん乳にゆう、……あれが噂うわさの武蔵むさしの副ふく会長ですか」

　昼の開かい催さい式しきでは遠とお間まで見えなかった者達も多い。男達は青のドレスの前にいそいそと列を作っていく。そして近づきの印に、白の手て袋ぶくろにキスをする動きが生まれた頃、朱しゆのスーツ型和服などを着た浅間達がやってきた。彼女達は既すでに進行している事じ態たいに対し、

「あれ……？」

　こちらも、おお、とか声を浴びる中、女おんな連れん中ちゆうは顔を見合わせた。皆一いち様ように眉まゆをひそめ、

「……あれは」

　と疑ぎ念ねんの声を作った時だった。向かいとなる奥の通路から赤いドレスを着込んだ喜き美みが出てきた。彼女はハンカチで手を拭ぬぐいながら浅あさ間ま達を見つけ、

「あらアンタ達遅おそいわね。こっちは思わず校内観かん光こうしてもらってたくらいなのに」

　いや、あの、という浅間の視線を喜美が追った。

　そして喜美は会場の一角で列を捌さばいている青ドレスの影を見た。あら？　と喜美は一いち度ど浅間達と同じように首を傾かしげて、青ドレスへと声を掛ける。

「──ねえ愚ぐ弟てい、アンタ何を正まさ純ずみのドレス着てんのよ」

　え？　と皆が動きを止めた瞬しゆん間かんだ。青ドレスの影が帽ぼう子しと一緒に鬘かつらを外した。その下から出るトーリの顔は、眉を詰めたもので、

「おいおい姉ねえちゃん、今、すげえ面白いところだからバラさないでくれよ」

　会場の中が抗議と悲鳴の叫びで埋まった。
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　男達が俯うつむいて膝ひざをつく中、一ひと足あし遅れて入ってきた正純はようやく全てを理解した。

「道どう理りで私わたし用の衣い装しようが、男おとこ物ものの式しき典てん用よう制服だったわけだ。それも、下もズボン型の」

　色は白。ホライゾンと並ぶと白と黒で揃そろうという趣しゆ向こうだろう。どうして入れ違ったのかと言えば、葵あおい姉あねから葛籠つづらの説明を聞いた時、

　……向かって右なのか左なのかを確かく認にんしてなかったなあ。

　馬鹿も何の疑問も無しに持っていったしなあ、とも思うが自分もいけない。だが、向こうでは、うなだれて動かない男達の中央に馬鹿がいる。馬鹿はドレスの脚あしを開いて、

「つーかコレ、女って大変な！　何しろウエスト超キツいし、股こ間かんとか尻とか、こう、何？　座り？　というかポジション的疎そ外がい感かん？　何かそういうの常になくねえか？　どうよ？」

　最後の問いをうなだれてる連中の肩を叩たたいて言うのはやめろ。しかし自分の方も、インナースーツの白バージョンがミトツダイラの用意の中にあって良かった。胸に黒くろ椿つばきのリボンを挿さしていることと、礼れい式しき用の鎖くさり太た刀ちを携たずさえているのはやりすぎだと思うが。

　……しかし、首のパーツとかも取り替えたけど、走狗マウスはどうしてるかなあ。

　アリクイの子は輸ゆ送そう艦かんで治ち療りようとしての睡すい眠みん中だ。当分目め覚ざめないと浅間から聞いてはいるが、気にはなる。

　と、葵姉がこっちにやってきた。彼女はふんふんと鼻で笑えみを作りながら、浅間達を無視してこちらの正面に立った。そして葵姉は、不ふ意いにこちらの顎あごを指で持ち上げると、

「Ｊｕｄジヤツジ．、──傷きず痕あととか消してるわね。ミトツダイラがやったの？」

　そんなことまで解わかるのか、と思ったが、化け粧しよう好きのスキルなのだろう。彼女はこちらからすぐに視線を外すと、

「浅あさ間ま、アデーレ、宴うたげの内は私が正まさ純ずみに付くからアンタ達はミトツダイラと鈴すずに付きなさい。料理とか取ろうとしたら代わりに取るようにね。役やく職しよく持もちじゃない私達が給きゆう仕じ役やくよ」

　それだけではないだろうと思うのは、やはりまだミトツダイラの顔色が冴さえないからだ。ファンデーションで誤ご魔ま化かしてはいるが、いつもの覇は気きが薄い。御祓みそぎの術じゆつ式しきが使える浅間が傍そばにいれば万まんが一いちの際も支えられるだろう。

　だが、正純は隣となりに並ぶ葵あおい姉あねと、後から来ているホライゾンを見て、

「葵姉、ホライゾンにつかなくていいのか？　それに、着付けとか、……どっちかっていうとお前がした方が良かったんじゃないか？」

「ホライゾンのパートナーは愚ぐ弟ていがいるから大だい丈じよう夫ぶよ。あと、着付けについても、私は日常の方で楽しむからいいの。大だい体たい私は役職持ちじゃないんだから、今後、公こう務むで私がいない場所で着替える時だってあるでしょ？　最悪、一人でも着替えられるようにしておかないと」

　と、葵姉が、胸の間から出した小こ銭ぜに入いれをホライゾンの胸に差し込む。

　おいおい、と半はん目めになるこちらの眼がん前ぜん、ホライゾンが首を傾かしげて、

「これは？」

「給仕に何かして貰もらったら、チップとしてそれの中のをテキトーにあげときなさい。他者の厚こう意いの時はしなくていいからね。判断付つかなかったら愚弟に聞くの、いい？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずいたホライゾンの髪かみを、目を弓にした葵姉がよしよしと軽く撫なでる。

「明日もどうせ祭に出て遊ぶんでしょうけど、その時もそれから適当に使っていいから。愚弟はどうせ手持ちがあっても皆の土産みやげに使おうとか言うから、それで二人のいい時間過すごしてきなさい。──姉からのお小こ遣づかいってとこね」

「いいとこ見せすぎですわね……」

　ミトツダイラの半目に、葵姉は全く通じてないままの笑顔で、

「特とつ・権けん。そんな感じね」

「何な故ぜですか？」

　ホライゾンが問いかける。

「何故、喜き美み様は、ホライゾンに親切なのでしょうか」

「そりゃあ私の妹になる子だから」

「まだそれは決定していないことですが」

　いいのよ、と葵姉が言った。彼女はホライゾンの頰ほおから顎あごのラインを撫で、

「自分以い外がいの人が〝何かになる〟という夢に対して女は投とう資し出来るの。男は自分にしか投資出来ないんだけどね。──私が貴女あなたに投資してれば、私の夢は叶かないやすくなるわ」

　そ・れ・と、と葵姉が一語ずつ区切りながらホライゾンの頰をつつく。

「今度、うちにいらっしゃい。表ひよう層そう部ぶ。別に愚ぐ弟ていと一緒じゃなくてもいいから。──見せたいものがちょっとあるしね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、店主様さまのお家うちですね。御ご迷めい惑わくでなければ」

　二人の遣やり取りに、浅あさ間まやミトツダイラがわずかに堅い表情を見せる。どうした？　と視線を送ってみると、二人は慌あわてて首を小さく横に振る。

　……何かあるのか。

　思っていると、次のざわめきが生じた。英国側がわ控ひかえの通路から、金のドレスに身を包んだ女性が現れたのだ。

「──妖よう精せい女王エリザベスか。完全装そう備びで出てきたな」
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　その女性は、金の色を纏まとっていた。

　前に突き出すブレード型の王おう冠かんの下。身には金きん布ぷで織られた英国の女性用制せい服ふくがある。肩に左さ右ゆう二枚ずつ浮いた装そう飾しよく付つきのガーダーは、一メートル強の長いブレードを下に提さげていた。

　ブレードは腰のハードポイントからも後ろに携たずさえられており、左右計けい六本の刃はと、広がるスカートが、彼女に蝶ちようのようなシルエットを与えている。

　彼女は静かな身のこなしで、侍じ女じよ達を携えてやってくる。会場の上かみ座ざ側へ回るでもなく、ただ中央に立ち、

[image: ]

「さて」

　という顔が振り向くのは、武蔵むさしの生徒達の集まりだ。それぞれのドレスや晴れ着に身を包んだ皆の中、エリザベスは武蔵の姫の姿すがたを見つけて口元に笑えみを作った。が、彼女はすぐに眉まゆを小さく動かし、

「……武蔵の総そう長ちよう兼けん生徒会長はどこだ？」

「あ？　こっちだよこっち」

　エリザベスが振り向くと、そこには既すでに皿に載せた骨付き肉を食っている青のドレスの男がいた。股こ間かんには固形ショコラ製のタルボサウルスつきだ。

　エリザベスは、そちらを五秒ほど凝ぎよう視ししてから、

「──武蔵の代表は変へん態たいか!?」

　否ひ定てい出来ないな、と武蔵の皆がうなだれつぶやく前、しかし女王は上かみ座ざの玉ぎよく座ざについた。

　そして彼女は、両腕を浅あさ間まと二ふた代よに摑つかまれて連れん行こうされる馬鹿をちらりと見ながらも、

「さて」

　エリザベスは、咳せき払ばらいを一つ。そして彼女は、ゆっくりと、しかし通る声でこう言った。

「両りよう国こく、両教きよう導どう院いんの発展のために、今こ宵よいの宴うたげと、──教導院間かん会議を執とり行おう」







[image: 第四十三章『広間の語り部』]
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　石組の部屋の中には、一人の女が立っていた。

　金の長い編み髪がみに、傷だらけの肌はだ。英国の女性用制せい服ふくに身を包んでいるのは、メアリだ。

　彼女は背後のドアに視線を向けていた。固く閉じられたドアの向こう、階段を下りていく侍じ女じよ役やくのインテリジェンスクローゼットの足音を聞きながら、

「……倫敦ロンドン塔とうの南なん西せい塔。遂ついに戻ってきた、と言うべきですね」

　一ひと息いきを吐ついて見回して得る風景を、メアリは懐なつかしいと思う。生まれてから初期の間だけではなく、歴史再さい現げんのために英国を転々としている間も、そして、

　……聖せい譜ふ記き述じゆつでは、スコットランド女王である自分を巡る王おう権けん争いから、メアリはイングランドに亡ぼう命めいするわけですが……。

　自分の部屋として、常に揺るがなかったのがここだ。

　ベッド、テーブル、クローゼットも昔むかし通りで、しかし、

「鎧よろい戸どとカーテンだけは、触れたみたいですね」

　それを行ったのは、

「エリザベス」

　一ひと息いき。

「処しよ刑けい前に、〝メアリは英国を転々としていた〟という再現の許可として、私に随ずい分ぶんと自由な時間をくれましたけど。

　貴女あなた自身は時とき折おりここにやってきて、私の真ま似ねして人々を煽あおって……。人々がそれに気付いたら何て言うでしょうね。──女王は演えん劇げき好ずきだ、とでも言うんでしょうか」

　エリザベス。自分の双ふた子ごの妹で、莫ばく大だいな力を持つ妖よう精せい女王。その二つ名を確実とするために、母アン・ブーリンにはケルトの妖精王おう族ぞくが選ばれたと聞く。

　数の少ない妖精王族が、禁きん忌きとも言える人との交わりを望んだのには理由がある。

　……妖精は、結局、流体系けいの種しゆ族ぞくであるため、どれだけ高こう密みつ度どになって姿すがたを得ても、地ち脈みやく側の存在でしかない……。

　人間が地脈にアクセスすることが至し難なんであるように、妖精族のような流体系けい種族も、存在が高度になるに連れ、物体として現実側にアクセス出来なくなっていく。単に意志と姿を持った地脈になってしまうからだ。

　だから妖精達は、種族として定期的に人と交わる。そして生まれる子供は、強力な精せい霊れい術じゆつの能力を持ち、両りよう世界に君くん臨りん出来る存在となる。

　妖精が人を隠かくすのはそのためだ。

　しかし、とメアリは、壁に視線を送った。

　そこにあるのは、二人の女の肖しよう像ぞう画がだった。

「ヘンリー八世の第一妃ひ、キャサリン王おう妃ひ」

　そして、アン・ブーリンの二人だ。

　メアリを襲しゆう名めいする自分にとってはキャサリンが母となるが、実の母はアンの方だ。

　メアリは二人の母を見て、

「母から生まれず、……生みの母には、二人の子を産む重じゆう圧あつを掛けて殺して。

　しかし力も妹には遠く及ばず、更さらには──」

　更には、

「歴史再さい現げんで多くの命を奪ったとなれば、やはり、再現通どおりになるのが救いでしょうね。

　地ち脈みやくに戻り、この英国を護まもっていけることが誇りでしょうか」

　メアリは、一歩を西にし壁かべ前の机に進める。二歩を追加して見た先、木の机の上にあるのは、

「私の日記……」
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　机の上の日記には、しかし、埃ほこりが積もっていた。

　それを見て、メアリは苦く笑しようする。

「別に、読んでも良かったんですよ？　悪いこと書いてませんし、書くような悪いこともありませんし」

　近づき、開くと、拙つたない字が並んでいた。ページをめくると、時とき折おり、乾いた花が挟んである。

　日記の年ねん号ごうも日付も飛び飛びで、

「ここへ来た時だけ書いていましたからね」

　だが、その文字は段々と整い、数が増え、ある時不意に、一つの色を持った。

　赤黒く固まった指のなすりつけが、そこに載ったのだ。

「…………」

　メアリは無む意識に鼻はな上うえの傷を撫なで、ページを手た繰ぐる手を止める。そして俯うつむき、

「〝Save you from anything〟」

　飲み込むように呟つぶやき、メアリは一度目めを伏せた。一ひと息いきをつき、彼女は目を開けて眉まゆ尻じりを下げた笑えみを作る。

「私は……」

　机を離れ、ベッドへと歩み寄り、

「私は、歴史再現以い外がいのことを、……何か成せたのでしょうか」

　俯き、ベッドに手をついたメアリは、しかし、やがて小さな咳せきにも似た笑みを零こぼした。

　く、という声と、ひ、という、えづく音を混じらせた震えの笑いは、肩をすぼめたものになる。そして彼女は右の手で顔を覆おおいながら、左の手でシーツを撫なで、

「やだ……」

　咳せき込みの笑いを吐き、

「布ふ団とんを自分で敷しくのに、慣れちゃってる……」

　つぶやきが下に落ちた時だ。メアリは、鐘かねの音を聞いた。夜を知らせる鐘の音は、今日だけは別の事を意味している。

　オクスフォード教きよう導どう院いんの宴うたげが終了したのだ。
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「さて」

　とつぶやく声は、しかし静まった広間に澄すんで響ひびいた。

　声の持ち主は石造りの広間の上かみ座ざ、数すう段だん高い位置に置かれた玉ぎよく座ざに座る妖よう精せい女王だ。

　左右にはダッドリーとセシルが、段下、女王の右手側には〝女王の盾符トランプ〟が揃そろっている。

　対するは、中央に敷かれた赤あか絨じゆう毯たんに膝ひざをつき、胸に手を当てた、

「改めて御ご挨あい拶さつを。──武蔵むさしアリアダスト学がく院いん代表、副ふく会長、本ほん多だ・正まさ純ずみと申します」

　立ち上がる白の制服姿すがたは、己おのれの右側、女王にとっての左側の壁を見る。

　いるのは極きよく東とうの姫ホライゾンと、二ふた代よ。そして会計とその補ほ佐さ、第二、第三、第六特とく務むだ。

　彼らと、控えの通路にいる浅あさ間まに正純は頷うなずき、女王に視線を送った。

「では」

　正純は、女王と言葉を重ねる。

「これより、英国、極東の、──教導院間かん会議を執とり行おう」
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　会議の場に変わった広間の中では、まず、二つの影が動いた。

　ホライゾンが正純の右に並び、彼女の発言の責任者であることを示す位置に着く。そして正純の後ろに浅間がつき、表示枠サインフレームを展開した。それは浅間と正純の共きよう有ゆう設定がなされたもので、

「書しよ記きがいないため、浅間神じん社じやの者で代行したい」

「──Ｔｅｓテスタメント．」

　女王の返答に、浅間が一礼した。が、彼女は名乗りはしない。役やく職しよくづきではなく、単なる表示枠管かん理りの代だい行こう役やくだからだ。

・あさま：『うわ──、すごい気き疲づかれしますねいきなり』

・銀　狼：『結けつ構こう余よ裕ゆうじゃありませんの？』

　既すでにそれぞれが表示枠を展開している。武蔵の者達だけではなく、英国側も、だ。

　女王も自分用の、しかしシンプルな表示枠を手元に出す。それを見た正純は、一ひと息いきを入れ、

「どちらから要求を？」

「Ｔｅｓ．、大たい差さはあるまい。入口は同じところから始めた方が良いのだから」

　玉ぎよく座ざに座ったエリザベスは、己おのれの表示枠サインフレームを見てつぶやいた。

「──武蔵むさしの出しゆつ港こうを許可するかどうか。全てはそこに集しゆう約やくするだろうな」
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「武蔵の出港許可……、か」

　……確かに、問題の入口は、それだ。

　正まさ純ずみは思う。武蔵の出港許可については、了りよう承しようを確実に得なければならない、と。

　その前まえ振ふりを作るために、正純は口を開いた。

　……こちらが先せん攻こうというのも、致し方ないな。

　不利を承しよう知ちで、最初の足がかりだと思いながら、正純は言う。

「いいだろうか」

　武蔵の出港許可が欲しいと、そのために、

「現在、英国は武蔵の安全が確保されるまで保ほ護ごを行うという名目で、武蔵の出港を許可していない。これについて、──撤てつ回かいを求めたい」

　この問題について、既すでに正純はベルトーニ達から貿ぼう易えきや経済関かん係けいの報告や資料を受けている。そして、こちらが政治的に言うならば、まずこれだろう。

「何な故ぜならば武蔵は現在、独立した国家、教きよう導どう院いんとして、大罪武装ロイズモイ・オプロの回かい収しゆうと、それによる末まつ世せの解決に向けて動いている。これは聖せい連れん及び、その代表国であるK. P. A. Italia、三征西班牙トレス・エスパニアにも通つう達たつしてある事項で、武蔵の方針だ。──英国の行いは、武蔵の方針を阻そ害がいしている」

「だから？」

　妖よう精せい女王は、一いつ蹴しゆうして、その後に言葉を作ってきた。

「英国の行いが武蔵の方針を阻害するというならば、武蔵の方針は英国の意志を阻害する。

　私達にはお互いの方針がある。その片方を通し、しかし逆ぎやく方ほうを潰つぶすというならば、それは教導院間かんのルールとして道どう理りではない。

　何故なら、武蔵の一方的な要求を許可し、こちらの要求を引いたならば、──今後、他国に対しても英国は同どう様ようの判断をしなければならなくなるからな。

　ゆえに両方の方針がぶつかり合い、通すことが出来ない内容ならば、それは交こう渉しようのカードにはならない。──つまり平行線せん。等とう価かの相そう殺さいだ、武蔵副ふく会長。それを材料に交渉は出来ぬ」

　しかし、と彼女が言った。

「今のは平行線の議ぎ論ろんだが、私としては、打ち消しのための平行線を求めていない。

　今後を考えると英国には利益が必要だからな。──出来ることなら、プラスを交換し合う平行線が出来ればいいと考えている。つまり、等価の相殺ではなく、等価の交換をしたい。

　まあ、英国の最大利り益えきは、武蔵が英国に常じよう駐ちゆうすることだというのは憶おぼえておいて欲しいが」

　何も隠かくしてこない女だな、と正純は思った。以前あったベルトーニ達とハワード卿きようとの交渉もそうだった。あれも、やはり堂々と正面から来ていたのだ。が、身み内うちの反応は、

・○べ屋：『超ちようムカつく──』

・俺　　：『オゲちゃん自分が担当してねえと子供みてえな物もの言いいになるなあ』

・ウキー：『まあ、話がまとまらなくなったら拙せつ僧そうが審しん問もんタイム開かい催さいを宣せん言げんして一ひと暴あばれすればいいだけだから、気にせず行くといい』

・貧従士：『つまり話がまとまらなかったら全ぜん面めん戦争に移行ですね……』

　い、嫌いやな流れだ！　と正まさ純ずみは思う。が、視し界かいの中では、二ふた代よが腕を組んでうんうんと意味ありげに頷うなずいていたりで危険の度合いが更さらに高まっている気がする。

　皆の注意を逸そらそう、と、正純はもはや何が敵か解わからない状態になりつつ、

「女王陛へい下か。──では、今の言葉で、私達はお互いの方針を確かく認にんした。

　等とう価かの相そう殺さいではなく交換。島しま国ぐにである極きよく東とうと英国の貿ぼう易えきにおいて大事な言葉だ」

　ならば、

「その内うち訳わけを確認しても宜よろしいか。

　末まつ世せを救う大罪武装ロイズモイ・オプロの回かい収しゆうと、英国の武蔵保ほ護ごが、どのような等価となるのかを」
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　まず、と正純が前まえ置おきするのを武蔵側の皆は聞いた。

・金マル：『これ、公こう式しき会議として外に流れてるんだっけ？』

・○べ屋：『Ｊｕｄジヤツジ．、祭の一いつ環かんとしてね。だからそうそう無む茶ちや出来ないし、トーリ君をさっき縛しばったのもそのせい。通つう神しんに載せると危険な時あるから』

・あさま：『副会長：あるからでえなれす』

・あさま：『私じゃないですよ!?　違いますよ!?　正純もちゃんと会議して下さい！』

・あさま：『副会長：いや、どっから話そうか迷ってたら、つい』

・賢　姉：『実は全部浅あさ間まの自じ演えん……!!』

・あさま：『違いますよ！　違いますからね!?』

　尚なお更さら怪あやしくなるんだけどなあ、と思う皆の視線の先で、正純が息を入れ、

「まず、武蔵が出しゆつ港こうしなければ大罪武装の回収が出来なくなるわけだが、そのことについて、英国はどのような等価交こう換かんを？」

　Ｔｅｓテスタメント．、とエリザベスが頷うなずいた。

「まず先に言っておこう。

　大罪武装の回収は、各国の示し威い的てき戦力となっている大罪武装を解かい除じよさせるということだ。

　それは、武蔵の移動によって回収順じゆん番ばんが決められる。ならば──」

　ならば、

「たとえば英国は、対たい西せい戦せんの前にそれを行われれば、まだ一つ大罪武装を残した三征西班牙トレス・エスパニアに対して戦力で劣ることになる。

　そして今後、武蔵むさしは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズかM. H. R. R.神聖ローマ帝国に行くと思われるが、どちらの国を先にするのだ？　三十年戦争で争っている両りよう国こくだ。どちらの大罪武装ロイズモイ・オプロが先に解かい除じよされるかで、戦せん況きようや状況の変化が生じるのは確実だろう」

　だから、

「大罪武装の解除は、それによって戦力バランスがとられている所しよ有ゆう各国に対し、混乱を呼ぶものだ。故に武蔵による大罪武装の解除を制止することは、各国の共通利り益えきとなる」

「だが」

　正まさ純ずみが言った。やはりそう来たな、と皆に文字で伝えつつ、

「それは、英国を含む各国の利益だ。極きよく東とうが提てい示じする利益、──末まつ世せの解決とは別だ」

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．、極東の提示する利益は末世の解決。世界全ての未来の利益ですわ。しかし、英国が言うのは、各国の安定という、それも現在の利益ですのよ』

　だから、

「極東が提示する利益と、それを止めるために持ち出している英国側の提示利益は嚙かみ合わない。私達は未来に起きうる危き機きの回かい避ひのために動いているのだから」

　正純は胸に手を当てた。逆の手を広げ、訴えるように、

「未来の危機回避のため、我々は、現状におけるどのような非ひ難なんも覚かく悟ごしている。

　保ほ護ごという、英国の温おん情じようは確かなものだが、未来の危機回避という、各国の共きよう通つう利益のためには除じよ外がいしていただきたいものだ」

・金マル：『セージュン超ちようノリノリ。あ、ガっちゃんの後こう輩はい達からファンメール来てる。〝正純先せん輩ぱい後ろ向いて下さい。衣い装しようの背はい部ぶデザイン見て次の同どう人じん誌しで使いたいので〟だって』

・あさま：『副会長：やーめーろーよー』

　そう言いつつさり気なく後ろを向いて服の埃ほこりを払う振りをする正純に、皆は息を吞のむ。

・銀　狼：『芸げい人にん……？』

・あさま：『副会長：いや、一般学生の無む害がいな頼みを政治家かが断るのも……』

・金マル：『言い忘れてたけどバリンバリンのホモネタだかんね？』

・あさま：『あの、すいません、もう少し私し語ごが無い方が……。ほら、英国側見みて下さい。ちゃんとしてるじゃないですか』

　皆がちらりと窺うかがう向こう。英国の〝女王の盾符トランプ〟達は、それぞれ小さく頷うなずいたり、腕を組みつつ、表示枠サインフレームを見ている。

　彼らに応じるように、エリザベスも静かに頷き、

「未来と今の利益が嚙み合わない、か」

　一ひと息いき。

「それは意見の相そう違いの部分だな」
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　英国側の実況通神チヤツトは大だい盛せい況きようだった。

・薬詩人：『Lady最高──！　その言葉の発音が素す晴ばらしい！　特にaの母ぼ音いんが！』

・印鑑子：『ボイーン！　ボイ──ン！』

・女　王：『フフフ、ノリノリだな諸しよ兄けいら。太たい鼓こ持もちだとしてもテンションの上がりを否定するほど愚おろかな私では無い。もっとノセるがよい』

・山──：『…………』

・御　鞠：『ウ、ウオルターが書き込んだよ!!』

・番　犬：『Rare……』

　うむ、と女王は頷うなずいた。先ほどから英国通神帯ネツトの〝女王の盾符トランプ〟サイトに庶しよ民みんからの応おう援えん投とう書しよが送られてきているが、彼女はその書き込み内容を読んでテンションを更さらに上げる。

　そしてエリザベスは、武蔵むさし副ふく会長を見て口を開いた。

「武蔵は未来、英国は現在。その違いがあるから、武蔵の利り益えきを損そこなわぬよう出しゆつ港こうを認めてくれと、そう言いたいのだろう？

　だが、武蔵はその使命ゆえ、傷ついても構わないというが、それは意い志しの問題であって、被害は被害、だ。使命感かんがあれば被害が無くなるわけでもない。

　実際に発生する武蔵の被害を止めるのは、使命感でどう取り繕つくろって言おうとも、実際に発生する武蔵の利益となろう」

　ゆえに、

「──私達の利益は、現在の利益としても、武蔵とコンセンサスがとれると考えている」

「ならば」

　武蔵の副会長が言った。

「武蔵が各国に与える未来の利益に対し、英国は等とう価かをどう作ると？

　武蔵が作る利益は、武蔵も含めた世界共きよう通つうの未来の利益だ。それを止めるというならば、等価となる未来の利益として、一体どのようなものを世界に提てい供きようするというのだ？」
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・○べ屋：『うっわセージュンってばノリノリ！　やっちゃえ──！』

　お前もノリノリだな！　と正まさ純ずみは思う。

　だが、今、己おのれの放った問いの答えを英国がどう送ってくるか。それは大体見けん当とうがついている。

「未来の利益か」

　確かく認にんを取るように、妖よう精せい女王がつぶやいた。

「〝大罪武装ロイズモイ・オプロの回かい収しゆうによる末まつ世せ解決〟という世界共通の未み来らい利益。武蔵を止めれば確かにそれは失われてしまうように思える。──が、本当にそうだろうか」

　……やはり、そう持ってくるよな。

　予測していた通りの言葉が、妖よう精せい女王の唇くちびるから漏もれた。

「いいか？　──歴史再さい現げんに任せておけば、ヴェストファーレン会議は自然と起きるのだ。

　ならば、そこに各国が大罪武装ロイズモイ・オプロを持ってくるようにすればいいだけではないか。

　それまでに大罪武装の回かい収しゆうを行えば、各国の戦力バランスが崩れ、歴史再現が遅れる可能性もある。──解わかるか？　別に武蔵むさしが回収しなくても、大罪武装を集める機会も場所もある。

　武蔵を留め置くことで、武蔵の被害と、各国の均きん衡こうが崩れること、歴史再現遅ち延えんの可能性といった被害を防ぐことも出来るのだ。

　どう考えても英国の保ほ護ごに入った方が利り益えき率りつが高い」

・○べ屋：『うっわ超ちよう正せい論ろん！　腹立つ!!』

・あさま：『あの、それ、悪あく党とうの言う台詞せりふだと思うんですけど』

　うちの会計がどういう商売をやっているのか不安に思うが、まあ元気なのはいいことだ。

　……でもこれ、通ロ神録グは先生や酒さか井い学長に提出するんだろうなあ。

　そう考えると変なことは書かないようにすべきだが、いつもこんな状態なのだとすれば先生達ももう慣れてしまっているのかも知れない。殴なぐることに。

　ともあれ正まさ純ずみは息を入れ直した。

　英国の言うことは正論だ。確かにそれが、有ゆう益えきだというのも解る。が、

「英国の温おん情じようには痛み入る。しかし、武蔵はその温情に甘えるわけにはいかない」

「ほう。──何な故ぜだ？」

「では逆に問いたい」

　正純は、息を整えてから、こう言った。

「極きよく東とうが大罪武装を回収するという意味。……末まつ世せ解決とは別の、各国に対して与える大きな意味に、英国は気付いているのか？」
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　正純は右の指を鳴らし、横に立つホライゾンを示した。

「極東は、三み河かわ以降、姫ホライゾンを君くん主しゆとし、主しゆ権けんを有した独どく立りつ国家を名乗っている。

　武蔵アリアダスト学がく院いんは教きよう導どう院いんとして、その代表の場だ」

「だから？」

　上う手まい問いかけだな、と正純は感じる。この疑問の投げかけは、妖精女王の温情だろう。こちらが勢いだけで喋しやべってしまわないよう、思し考こうのターンをとるタイミングをくれたのだ。

　何故ならば、これから言う台詞は、武蔵の立場を一つ明確にしてしまう。それも英国に対してだけではなく、他国に対しても。だが、

　……言おう。

　今日、自分達のリーダーである馬鹿が、己おのれの姿し勢せいを決めたのだ。副ふく会長の自分が物もの怖おじしていてはどうしようもない。あの馬鹿に支持されているのだから。

　だから正まさ純ずみは言う。

「極きよく東とうの主しゆ権けんの一いち要素。君くん主しゆとなるホライゾン・アリアダストは、しかし己の感情を大罪武装ロイズモイ・オプロとされている。武蔵むさしの大罪武装回かい収しゆうは、彼女が不ふ完全の誹そしりを受けぬようにするためだ。

　言い換えるなら、現在、極東の主権には不ふ備びがあると言える。

　それゆえ、ヴェストファーレン会議に大罪武装を他国が持ち寄ればいい、という考え方には同どう意い出来ない。それは極東の主権として、姫ホライゾンが保ほ持じするものなのだから」

「──Ｔｅｓテスタメント．、では一つ問おう」

　もはや確かく認にんではなく、攻こう撃げきとしての言葉が来る。

・あさま：『副会長：皆、動どう揺ようするな』

　急ぎ打つ。

・あさま：『副会長：次の応おう答とうで、私達は全ぜん世界を敵に回す可能性を得る』

　妖よう精せい女王が、わずかに身を仰のけ反ぞらせて問う言葉。それは、

「極東は、──大罪武装を回収したら、末まつ世せ解決だけではなく、その主権を主張した完全な独どく立りつ国家を名乗るというのだな？」

「──Ｊｕｄジヤツジ．」

　正純は応じた。

「私達は大罪武装を回収し、主権を確立し、末世解決をもって、──英国を初めとする他国と等しい地位に就つく。それがヴェストファーレンの場だ」

　ならば、と妖精女王が言った。

「極東は、聖せい連れんの暫ざん定てい支配を覆くつがえし、以後これで神しん州しゆうを支配し直すつもりか。それも、……百六十年前の重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らんを全て忘れて、だ。」
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　英国の女王の言葉と、対する武蔵の副会長の姿すがたは、各国に放送されていた。

　二人の不ふ動どうと無む言ごん、女王の問い掛けと副会長の沈ちん黙もくを見る視線が、石造りの巨大な聖せい堂どうの中に二つある。K. P. A. Italiaの教皇総長パパ・スコウラインノケンティウスと、副長のガリレオだ。

　ガリレオが、ワイド型の表示枠コルテチエフイルマに映る正純の背を見てつぶやく。

「元もと少年、……何な故ぜ、この副会長は答えず動きを止めた？　迷ってでもいるのかね？」

　Ｔｅｓテス．Ｔｅｓ．Ｔｅｓ．、とインノケンティウスは三度つぶやいた。彼は水の瓶びんを煽あおり、

「全く、──俺を相手に主権だ何だと騒さわいで負けたくせに、ここでは極東の対たい等とう化かだと？　随ずい分ぶんと武蔵の副会長は大おお口ぐちを叩たたくのが好きだなあ、おい」

「何だ元もと少年、不ふ機き嫌げんかと思ったらそうではないようだな。それより──」

　Ｔｅｓテスタメント．、とインノケンティウスが応じた。

「馬鹿な女だ。言い訳わけをしない。解わかるかガリレオ。今、──俺達は、こうしていながら、こうも思っている筈はずだ。独立を謳うたうなど、どういうつもりだ、と。

　おそらく、各国も同どう様よう。武蔵むさしや、各かく極きよく東とう居きよ留りゆう地ちの中でも、だ。今の妖よう精せい女王の問い掛けに重ねて〝答えてみろ〟、と叫びを挙げたやつらもいるだろう。なあ？　おい」

　だが、

「──それらの叫びや憤いきどおり、疑ぎ念ねんをするだけの時間を、この女はくれてやっている。

　何な故ぜだ？　なあ。答えは簡単だ。そんな怒ど号ごうや疑念が発生するのは解っているんだ。だからそれが出ている最中に言葉を放てば、埋もれてしまうし、反射的な次の叫びを呼んでしまう。

　ゆえに皆が落ち着いて、己おのれの言葉を待つまで沈ちん黙もくしているのさ」

　全く。

「厄やつ介かいな小こ娘むすめだ。なあ？　そうだろう？」
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　同どう時刻、同じ通つう神しん映像を見ながら、暗がりの中で二つの影が吐と息いきした。

　アルカラ・デ・エナレスの生徒会室。窓まど際ぎわの机に着くのは、総そう長ちよう兼けん生徒会長のセグンドと、連れん合ごう側の机で表示枠カデナフイルマを操そう作さしている房栄フサエだった。房栄はセグンドを見て、

「総長、フーさん呼んだ方がいいかな、と」

「いや、自宅で見ているんじゃないかな。僕がこうしてるのは内ない緒しよに頼むよ？　ホントに。あ、あと、房栄君、事じ務む関係いろいろすまない。有り難がとう」

「……表おもてで出来ない男に徹てつするのか、影で出来る男をやりたいのか、どっちかにした方がいいんじゃないかと思うんですけどね、と」

「隆たか包かね君は、どっち？」

「Ｔｅｓ．、タカさん現場で出来る人だから」

　だけど、と房栄は言った。自分の手元でも英国の映像を見つつ、

「どう思いますかね。各国に対する、極東の対たい等とう化かって話について。

　何しろ、現在における各国の暫ざん定てい支配と、この教きよう導どう院いん主体の世界の在り方は、極東が重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らんの責任問題として各国の下に位置しているから成り立つことですからね。

　しかしもし、大罪武装ロイズモイ・オプロを得ることで主しゆ権けんを確かつ固ことし、各国と対等になるというならば──」

「Ｔｅｓ．、暫定支配の体制は消える。……百六十年続つづいた重奏統合争乱の戦せん後ご体制がね」

　とんでもないなあ、とセグンドはつぶやいた。

「下へ手たすると戦後から戦前へのシフトだ。僕だったらこんなことは言えないなあ……」

「三征西班牙トレス・エスパニアだったら、どうにかなるんじゃないですか、と」

「？　どうにか、って、何が？」

「Ｔｅｓテスタメント．、暫ざん定てい支配が出来なくなるということは、どういうことかってことですよ、と。

　それはもう単純に、各国が極きよく東とうを出て、本来の位置、──外がい界かいに出るってことです」

　だけど、と房栄フサエは言う。頰ほおに手を当て、吐と息いき付つきで、

「世界はまだ極東の外にある過か酷こく環かん境きように行き、繁はん栄えいしていくだけの力を得てないですよね、と。

　重じゆう奏そう神しん州しゆうの開かい拓たくは、各国がほぼ共同で行った面がありますが、外界の開拓に関してはもはや各国の国こく勢せいが関わるので各国共きよう同どうとは単純に出来ない。おそらく一いつ国こく単位での開拓です。

　そうなると、現在、開拓はほぼ不可能でしょう。歴史再さい現げんとは別に実際の経済や農業の危き機きなどは起きてるし、術じゆつ式しきや航こう空くう船せんで過酷環境下かに行くことは出来ても、そこで集しゆう落らくを存そん続ぞくして繁栄するには自じ給きゆう自じ足そくや貿ぼう易えき、医い療りようや運うん輸ゆの足あし場ばを確実にする必要がありますもん。

　でも歴史再現では、まだ新しん大陸を基礎とした程度の開拓が研究されてる段階ですしね、と」

　Ｔｅｓ．、とセグンドは頷うなずいた。こちらも吐息付きで椅い子すに座り直し、

「……英国は、その危険性が解わかっているだろうね。歴史再現で英国が開拓する新大陸北部や西部などの地ち域いきは、重奏世界の段階でもまだ未み開かい地域だった場所だ。

　重奏神州の西側海かい域いきは環境神しん群ぐんの作った門によって蝦え夷ぞの新大陸東とう岸がんと繫つながっていて、これは重奏世界崩ほう落らくの際、門を含む重奏空くう間かんが九きゆう州しゆう西にし沖おきに発生したことで存そん続ぞくしている。僕達の貿易船せんもそれを頼りに新大陸南なん岸がんや東岸での貿易を行っているけど……」

　だけど、

「現在そこを利用して行われている英国の新大陸北きた側がわ開拓は、芳かんばしい成果を上げていない」

　房栄が、聖せい譜ふ記き述じゆつによる英国の開拓事じ業ぎようの結果を表示枠サインフレームに映す。それによれば、

「聖譜記述では、幾いく度ども数百人規き模ぼの開拓団だんが送られるけど、極ごつ寒かんと不ふ毛もうの環境によりほとんどが全ぜん滅めつ。結局は先せん住じゆう民族がいた土地を頼りにすることになるんですよね。

　そして歴史再現において、……英国は実際にそのような被害を受けてますよ、と」

　原因は、簡単なことだった。

「僕達三征西班牙トレス・エスパニアや三征葡萄牙トレス・ポルトガルが行った南部は、高温や高さ数百メートルのジャングルがあろうとも、結局は植物を始めとした生物の生せい存ぞん環境だ。

　対し、北部は極寒の乾かん燥そう地域と湿しつ地ち帯たいという状態で、食しよく用よう植物の生産さえままならなかったらしい。そう言う場所でも育つジャガイモの栽さい培ばいも、英国はまだ歴史再現としては自由に行うことが出来ないから、開拓団は文字通り、地じ獄ごくを見たんだ」

　だから、

「……もし、暫定支配を解いた場合、英国は実際の新大陸を開拓することが出来ないため、他国に大きな後れをとる。

　無む論ろんこれは、開拓の技術がない殆ほとんどの国に言えることだよ。重奏神州において、自国の開拓を行いはしたものの、実際の世界は莫ばく大だいな広さを持っている。それを開拓するには大量の民たみや、技術を伴った工こう科かの学生達が必要になる。そうなれば……」

「……三征西班牙トレス・エスパニア、葡萄牙ポルトガルは開かい拓たく技術の蓄ちく積せきがあるから可能かもしれませんね、と。あとは清しん武たけ田だや、P. A. ODAくらいですかね、と、開拓成せい功こうの力があるのは」

「いや、それがうちの場合は……」

　セグンドが頭を抱えた。

「僕が歴史再さい現げんのために国こつ庫こ使いまくってるから、財ざい政せい的に……」

「……フーさんの稼かせぎは？」

「超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダに注つぎ込んじゃって……」

「……うちのせいにしようとしてませんか、と」

　二つ目の吐と息いきを吐ついて、房栄フサエは事務の表示枠カデナフイルマを操そう作さする。

「まあ、総そう長ちようが大体何なに考えてるのか解わかりますけど、あんまり喜ばれない方法だと思いますよ、と。そういう責任の取り方もありますけどね」

「……皆には内ない緒しよだよ？」

「言いませんよ。総長の望んだことですからね、と」

　でもそれとは別で、と房栄は告げた。表示枠に映る武蔵むさし副ふく会長の背を見て、

「莫ばく大だいな財政出しゆつ資しが必要ともなると、外がい界かいへの開拓が出来る国はほとんど無くなるのよね。

　そうなったら、暫ざん定てい支配解かい除じよで行き場が無くなる各国は、武蔵を赦ゆるさないでしょうに、と。

　そうなったらどうするのか、ということもだけど、でも」

　でも、

「この副会長、以前の三み河かわ戦の時にも増して、随ずい分ぶん思い切りよくなったのね、と」
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　人々が幾いくつもの反応を作っている中央。会議の場に立つ正まさ純ずみは、しかし、会議の内容とは別のことを考えていた。それは、

　……私が今いるのは、随ずい分ぶんな内容を話し合う場なのだなあ。

　会議の前、話し合う内容を考えていた時は、そうは思わなかった。どうすれば議ぎ論ろんの穴が無くなり、全てに対たい応おう出来るかを考えるのに必死だったからだ。

　しかし、動いて、中央に立ってみれば、

　……随分と、大きなことを動かしているのだな、私は。

　現在、己おのれは、極きよく東とうの在り方を問う場にいて、その主しゆ導どう者しやとなっている。

　極東といっても、武蔵や、各かく居きよ留りゆう地ちのことではない。今いま扱っているのは、かつて神しん州しゆうと呼ばれていたこの列れつ島とうと、そこに載っている全ての国々などをふくめた〝極東〟だ。

　極東が各国と対たい等とうになるならば、〝極東〟全ぜん域いき、つまり、世界全ぜん部ぶがひっくり返る。

　夢む想そうすることは可能だ。だが、実際、それを問う場があり、自分が主導者となると、

　……成なる程ほど……。

　正まさ純ずみは自分を思った。

　五ご体たいの感覚はある。五ご感かんも正確に現状を捉とらえていて、いつもと変わりがない。しかし、ただ一つ。いつもと違うことがある。それは、

　……何かを言えば、世界が動くのか。

　いいことを言いたい。感かん心しんされることをしたい。注目を集める言げん動どうをしたい。そして何よりも、世界を動かす言葉を発したい。だが、

　……功こう名みよう心しんに踊るな。

　その場の昂こう揚ようで思いついた結果は、本来の自分が求めるものではない。

　祭や旅行で買った土産みやげが、帰き宅たくしてみると何な故ぜこんなものを買ったのか解わからなくなるのと同じだ。土産は記念として、当時の昂揚を思い出す助けにはなるが、

　……世界を動かすことは、昂揚を思い出すための助けではない。

　自分がやったことを誇りたいがために世界を動かすのでは、本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　父を見ろ、と正純は思う。いろいろと裏うらでも表おもてでもやっているようだが、父はそれを誇ったことがない。時とき折おり、ゴールデンが過ぎた時間、神肖テレビで不幸ネタ満まん載さいの〝パープル☆式しき部ぶ〟が終わった頃に帰き宅たくしてきて、何をしていたのかと問えば、

「子供が知るべきことではない。──強いて言うなら、皆との会合だ」

　という、あのくらい自分を抑よく制せいしていなければ、やはり政治家かとして駄だ目めだろう。

　うんうん、と頷うなずいた正純は、一ひと息いきを吐ついた。

　正面を見れば、妖よう精せい女王がいる。英国の歴史を考える際、恐らく、後こう世せいに名を大きく残すであろうと言われる人物だ。それに対し、自分は襲しゆう名めい失敗しているような人間で、この会議自じ体たいも歴史の記録には残らないのだろうけど、

　……でも。

　少なくとも、この一言だけ、自分は世界の先せん端たんだ。それは、

「Ｊｕｄジヤツジ．、──もはや極きよく東とうは、各国の暫ざん定てい支配を解かい除じよすることを辞さない」
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　瞬しゆん間かん。各地で爆ばく発はつするような叫びと、敢あえてそれを隠かくす沈ちん黙もくが生じた。

　だが、その中心ともいえる位置にいる正純は、ただ目を細め、口を笑えみにして、

「────」

　無む言ごんと、息と、頷きをもって世界にあるであろう反応を受け止めた。

　そして彼女は、笑みを崩さずこう言った。

「何な故ぜならば、もう、決めてしまったのです。私達の長が」

　いや、それは、三み河かわの時にも告げられていたことだった。

　ただ、勢いではなく、熟じゆつ考こうを経て作られた確かく証しようの答えを、自分は持っている。

　言おう。

「──誰だれが一番強いのか。やってみようじゃないか」
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「姫を救うためではない！　教きよう導どう院いん間の会議という、公おおやけの場での全ぜん世界への宣せん戦せん布ふ告こくか！」

　インノケンティウスは思わず椅い子すから立ち上がり、しかしガリレオを見て、

「やってくれたなあ！　おい!?」

「喜んでないか元少年」

　言われると、インノケンティウスは黙だまった。椅子に座り直し、脚あしを組み、水を飲み、あらぬ方を見て、不ふ機き嫌げんそうに前を睨にらみ、

「……やってくれたなあ、おい」

「そういう性格はどうにかした方がいいと思うぞ」

「個性だ個性。しかし……」

　言って、インノケンティウスは一度頭あたまを横に振った。

「俺がガキの頃に〝教皇総長パパ・スコウラになって十字軍ぐん復ふつ活かつ出来ればなあ！〟というのと一緒に思っていた台詞せりふを、今は一いつ介かいの学生が現実のものとして言うわけだ。──世よも末すえだなあ、おい」
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　正まさ純ずみは、両の腕を浅く広げて言葉を作った。

「別に警けい戒かいすることはないだろう。教導院間かんにおける問題解かい決けつの手段の一つとして、教導院間抗こう争そうという戦争システムを利用するだけだ。

　何な故ぜなら、既すでに英国を始め、全ての教導院はそれを自分達の選択肢しとして持っている。

　そして暫ざん定てい支配下かでも、私達はそれを持っていた。ただ、それを用いようとすれば他国との全ぜん面めん戦争になるから使ってなかっただけだ。

　ゆえに言っておこう。──三つだ」

　一つ、と正純は掲かかげた右手の指を一つ立て、

「以前にも提てい言げんしたが、極東は各かく居きよ留りゆう地ちを中立の自由市し場じようとして、各教導院の交流の場として設けることとする」

　続く一つ。

「極東の他た教導院に対する戦争権けんの行使は、武蔵むさしと、随ずい伴はんする三み河かわにのみ与えるものとする」

　そして最後の一つ。

「戦争権は、開かい戦せん権と交こう戦せん権の二つからなる。つまり、戦争を宣せん言げんして行う開戦の権利と、相手との戦争を実際に行い、持続する交戦権だ。だが──」
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　セグンドは、薄うす暗ぐらい生徒会室の中で、こうつぶやいた。

「戦争の在り方を、駆け引きにするつもりか」

　それは、

『いいか？　武蔵むさしは戦争初しよ心しん者しやだ。無む茶ちやを行うつもりはない。ゆえに──』
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「──試験的に、武蔵は、大罪武装ロイズモイ・オプロの回かい収しゆう終了まで、開かい戦せん権けんを封ふう印いんするものとする」
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「──また、正まさ純ずみ君は厄やつ介かいなことを言い出したねえ。そう思わない？　武蔵君」

「夜にこんなとこで煙管きせる吹かして言うことですか酒さか井い様。灰の掃そう除じの方が厄介です。こちらは正純様からの依頼や返答などでも忙しいのに。──以上」

　しかし、と夜よ闇やみが満ち始めた武蔵アリアダスト学がく院いん前の橋きよう上じようから、〝武蔵〟は言う。彼女は英国の断だん層そうを見上げながら、

「──しかし正純様の御ご発言が、厄介ですか？　──以上」

「Ｊｕｄジヤツジ．、人間には迷いってのがあるからね。特に、人の繫つながりとか、本人には価か値ちがあるけど、歴史から見るとそうでもなかったりすることとか、そういうの、結けつ構こうあるし」

　酒井は、眼がん下かを見た。後こう悔かい通り。かつて三み河かわ戦せんでの、自分達の分ぶん岐き点てんになったともいえる場所には、一つの影がある。

　オリオトライだ。長ちよう剣けんを背負った姿すがたは、右にホライゾンの石せき碑ひを置き、しかし、

「厄介だよねえ」

　まっすぐ英国を見る後ろ姿に、酒井はつぶやいた。

「世界は迫られてるんだ。武蔵と戦争をしたいのかどうなのか、と。

　大罪武装を返へん却きやくするならばよし。だが、大罪武装は極きよく東とうの主しゆ権けん、ホライゾンの一部だ。

　だから大罪武装を返却しないことは主権の侵しん害がいになるわけでさ」

　どうだろうね。

「主権の侵害を戦争行こう為いと〝解かい釈しやく〟してしまうなら、武蔵は大罪武装を保ほ有ゆうする教きよう導どう院いんと交こう戦せん中ということになるので、いつでも戦争が出来る。そして大罪武装保有国こくにとって面めん倒どうなのは、大罪武装という戦力を失うこともだけど、武蔵相あい手てに不ふ穏おんを構えるということなんだよね。

　だって、戦争しなくても、交こう渉しようとかやってれば時間食くうんだし。そうなったら敵てき対たい国こくと戦うのとは別で、武蔵にも人員裂さかなければいけなくなって大おお騒さわぎだ。

　──そうやって面倒ごとが増えるくらいなら、大罪武装いらないよ、って流れが作れるかも知れない。まあ、そのためには、大罪武装ロイズモイ・オプロを得るための見返りも必要だけど」

「見返り？　──以上」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と酒さか井いは答えた。眼がん下かにあるオリオトライの背を見つめながら、

「主しゆ権けんを得た国家は、他国に対して戦争するだけじゃないんだよね、これが。

　何を出来るのか。……正まさ純ずみ君が答えてくれるよ」
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　正純は、妖よう精せい女王に対し、右の手を差し伸べるようにした。

「まず、極きよく東とうと聖せい連れんの中立、橋はし渡わたしの場として、英国にこれを述べる」

　息を吸い、

「武蔵むさしは、大罪武装を返へん却きやくした教きよう導どう院いん、国家、そして非ひ保ほ有ゆう国こくに対し、同盟及および不ふ可か侵しん条約を結ぶ用意がある」
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・○べ屋：『これって』

　Ｊｕｄ．、とミトツダイラは内ない心しんで告げた。

・銀　狼：『大罪武装を返却した国や、持たぬ国の味方になり、返却せぬ国への戦争行こう為いに荷か担たんするということですわ』

　つまり、

・銀　狼：『大罪武装返却による戦力均きん衡こうの崩れを、武蔵自みずからが補ほ塡てんするということですの』

「これは等とう価か交こう換かんだ、妖精女王。

　武蔵は独どく立りつ国家である極東の一部として、主しゆ権けんの回かい収しゆうに対して全力を尽くすことを厭いとわず、更さらにはその補塡を行うことで歴史再さい現げんの遅ち延えんを止める。

　──その同盟の第一の相手として、英国、オクスフォード教導院を選びたい」

　正純が告げた先。妖精女王の頷うなずきをミトツダイラは見た。

　狼おおかみの視線の先で、果たして剣けん状じようの王おう冠かんが小さく動き、しかしはっきりとこう答えた。

「──断る」
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・印鑑子：『えええ断るの!?　オッケーしようよオッケー！　だって武蔵と同盟すると面白いよ!?　何が面白いのかよくわかんないけど多た分ぶん大変なことになるから──!!」

・御　鞠：『それが駄だ目めなんだっつーの』

・デス夫：『何しろ保証がナッシン──、デス！』

　皆の見る向こうで、エリザベスが頷いた。彼女は、武蔵副ふく会長が差し伸べた手に対し、それを下ろせというような素そ振ぶりを見せる。そして彼女は右の肘ひじ掛かけに肘を着き、頰ほお杖づえを着き、

・女　王：『テンション。五秒な』

・薬詩人：『Yeah！　そのアンニュイな態度が魅み惑わくだlady！　妖よう精せい女王、略りやくして妖よう女じよ!!』

・印鑑子：『ようじょ！　ようじょ!!』

・副会長：『ひひひひらがなやめなさい』

・せしる：『だっどりーもひらがなよみにくいのー』

・地味商：『鏡かがみはどこにありましたでしょうか……』

　フ、と女王が笑えみを作り、皆がマクロ設定された万ばん歳ざい書き込みボタンを連れん打だする。そして、うんうんと頷うなずいた女王は、武蔵むさし副ふく会長に対し、

「戦争、同盟、不ふ可か侵しん条約、……確かに国が他の国と相あい対たいした時、最大の駆かけ引きになるのは己おのれの国こく力りよくをもって行う〝関係の構こう築ちく〟だ。

　国力、──つまりは経済、戦力、人じん力りよく、または政治力や、安定性なども含み、国一つのありとあらゆるを総合して構成される国力を見た場合、武蔵の国力に魅み力りよくがあることは認める。

　しかし……」

　しかし、

「高空を自由に移い動どう出来、強力なステルスシステムを有する武蔵は、危険な存在だ。それが戦争を行い、他国を極きよく東とうから追い出そうとするならば、──今の極東そのものである全ぜん世界独立を謳うたっては、古き極東の代表である武蔵を世界から排はい除じよするだろう。

　解わかるな？　どっちかといえば、貴き様さまらは新しき我々に対する古き軍ぐん勢ぜい、ラスボス側なのだよ。だからその名に持っているのだろう。──〝全竜レヴアイアサン〟を」

　ゆえに、

「もし、武蔵が国家の主しゆ権けんを持ち出して行動をするというならば、それに則のつとり、英国は動こう。

　武蔵に対しての総攻こう撃げきを開始し、この場において武蔵生徒会、総そう長ちよう連れん合ごうを殲せん滅めつする。

　その用意を構えろ諸しよ兄けい」
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　総攻撃という言葉と共に、廊下の奥から無む数すうの金属音おんが響ひびいた。控えていた戦せん士し団だんが、装そう備びを構え直した音だ。〝女王の盾符トランプ〟も同どう様ように、対たい向こうの壁にいる武蔵勢ぜいに対して身み構がまえた。

　が、武蔵の側でも皆が姿し勢せいを低くするのに対し、中央に立つ武蔵副ふく会長がこう告げた。

「皆、待て。──あ、いや、ミトツダイラはステイじゃないと駄だ目めなのか!?」

「そんなわけありませんのよっ」

　どうだろうな……、と武蔵側の皆がつぶやく中、武蔵副会長が女王に問う。

「総攻撃と言ったな？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──大だい進しん撃げきとつけてもいい。全ぜん弾だん命めい中ちゆうとか、そう付ふ帯たいしてもいいぞ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、では問おう」

　武蔵むさし副ふく会長は、背後、ここからは見えぬ南の空を指さした。

「英国の主力艦かん隊たいは、私し掠りやく船せんの船せん団だんが中心で、武蔵に対して有ゆう効こう打だを持っていない。更さらには、主力であるドレイク卿きよう達たちは三征西班牙トレス・エスパニア側への偵てい察さつに出ている筈はずだ。

　更には、陸上部ぶ隊たいで乗り込もうにも──」

　と、武蔵副会長が告げた。その時だった。

　いきなり、英国が揺れた。

「……!?」

　オクスフォードや、第一階かい層そうが揺れたのではない。この小こ刻きざみな震しん動どうが、重ちよう複ふくして大おお波なみになるような共きよう振しんに対し、ダッドリーが眉まゆを立て、

「まままままさか……！」

「そのまさかだ。──武蔵を出しゆつ港こうスタンバイ状態にした」
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「Ｊｕｄ．、久しぶりなので、送そう燃ねん管かんの内圧管理など面めん倒どうでしたが、まあ、皆が頑がん張ばってくれました。お陰で私が全部掃そう除じをすることになりましたが。──以上」

　初期起き動どうの揺れは、各所の駆く動どう器きを順じゆん次じ発はつ動どうさせるため、武蔵の巨大な姿すがたが連続して震える。その揺れに応じるように、

「IZUMO製せい表面式しき流りゆう体たい駆動器、船せん殻かく式しき特とく零れい六番〝荒すさ鎮しず波なみ〟──、起動します。酒さか井い様はこれをお待ちでしたか？　──以上」

　言う〝武蔵〟と酒井の視し界かいの中、武蔵全ぜん艦かんが海を得た。

　喫きつ水すい線せん下の外がい殻かく表面に、皮ひ膜まくのような海が生じたのだ。刹せつ那なの時間で喫水線は薄い海に浸ひたり、波なみ飛沫しぶきが宙に散り始める。おおう、と酒井が、聞こえる潮しお騒さいに頷うなずきを送り、

「厚さなんてほとんど無いけど、己おのれの周囲に無む限げん設定された海を押しのけて浮かぶ航こう空くう艦かん。超ちよう重量艦かんではこれが一番効こう率りついいっていうけど、──俺はこれ、見み栄ばえも好きだねえ」

「お褒ほめ頂き有り難がとう御ご座ざいます。──以上」

〝武蔵〟は一礼しながら、正面の上空、オクスフォードの影を見た。

「正まさ純ずみ様もお喜びなら良いのですが。──以上」
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　英国を揺らす震動の上で、武蔵副会長が腕を組んで頷いた。

「武蔵には流体燃ねん料りようの補ほ給きゆうがまだ為なされていないが、通常航こう行こうで三日分ぶん程度の航行は可能な燃料が残っている。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ北岸のIZUMOまで二日、今から英国の主力艦隊を戻しても、追いつくことは不可能だろう」

　そして武蔵むさし副ふく会長は言う。眉まゆを立て、女王に対して怖おそれなく、

「もし同盟を結ばれないと言うならば、武蔵は英国を出て他国に移動する。

　そして同どう様ようの交こう渉しようを行っていくだけだ。だから──」

　どうする、とでも言うような言葉が、彼女の口から発されようとした。その直前、不ふ意いに動きが一つ生まれた。武蔵が起こす、震しん動どうという、音にも似た微び細さいの揺れの中、妖よう精せい女王がいきなりふらりと立ち上がったのだ。そして彼女は、

「不ふ敬けいだぞ。──歴史に残らぬ身み軽がる人びとよ」

　言った瞬しゆん間かん。ダッドリーが叫んだ。

「ふふふ伏せ──!!」
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　広間に満ちたのは光だった。

　エリザベスの背から放ほう出しゆつされたのは、対ついの花か弁べん。しかしそれは一いつ瞬しゆんで数を増やしながら広がり、鳥の羽のような量から一気に拡大し、

「──!!」

　瞬しゆん間かん的に彼女の背後、百メートル強の位置にまで達した。

　それは光によって出来た傷きず一つ無い花弁の集合であり、シルエットとしてみれば蝶ちようの羽であり、広間の殆ほとんどの空間を占せん有ゆうしていた何もないスペースを埋めるものであり、

「Lady、……正に妖精女王の証あかし！」

　伏せたジョンソンの言葉に頷うなずく動きで、エリザベスが右の爪つま先さきを上げた。

　応じるように、床から一いつ斉せいに湧わいたものがある。それは身長十五センチほどの犬鬼コボルド達の群だ。しかしエリザベスは何も言わず、ただ、爪先を落とした。

　直後。

『了りよう解かいだど』

　言葉と共に犬鬼が床に沈む。そして、続きの一いつ瞬しゆんを経て、ある現象が起きた。

　英国の震動が止まったのだ。

「────」

　武蔵の起き動どう音おんは遠くから笛ふえの高たか鳴なりのように聞こえている。

　が、それが本来寄よ越こすはずの英国の揺れが無い。己おのれの翼つばさを広げた妖精女王が、

「虚こ仮け威おどしは無む意味だ。──私は演劇を好むが、無意味な演出は嫌いでな」
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　正純は、正面の宙からゆっくり消えていく巨大な光こう翼よくを見ていた。

　……これは……。

　英国が、文字通り、女王の望むがままになったということだ。ここが女王の生まれた土地であり、女王の祖そ先せんがこの土地の地ち脈みやくから生まれた精せい霊れいであり、そして英国は地ち殻かく改かい造ぞうにより、地脈の効こう率りつ運用システムを確立していることもあるが、

　……異常な力だ。

　周囲、浅あさ間まは床にへたり込んでいるし、二ふた代よもミトツダイラも、腰を落として身み構がまえている。おそらくあの光こう翼よくは、女王の内ない燃ねん拝はい気きの表れなのだろうが、その結果がこちらに向いていたらと思うとぞっとする。

「──人間、そして近しい異い族ぞくによる身み軽がるの民たみよ。ここをどこなのか。私を誰だれなのか。忘れて比ひ肩けんの言葉を放つか？

　ここは妖よう精せいの国、精霊と魂こん魄ぱくの英国。我はそこを治める妖精女王だ」

　背の翼つばさの光と、背後の虚こ空くうの暗さを交換していきながら、妖精女王は言う。

「忘れたか？　英国には王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンがある。あれは防ぼう衛えいのみならず、出しゆつ港こうする武蔵に振るうこととて可能だ。それゆえに、武蔵への総そう攻こう撃げきの指し揮きは、私が執とる」

　そして、

「私が指揮を執るならば、また別の言葉を発することも可能だ」

「それは……？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と彼女が言った。

「同盟国こくである阿蘭陀オランダに、武蔵がIZUMOに至るまでの迎げい撃げきを。

　そして英国主力艦かん隊たいを戻し、追つい撃げきさせる一方で三征西班牙トレス・エスパニアに歴史再さい現げんの一時的休きゆう止しを申し出、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、M. H. R. R.神聖ローマ帝国にも協力を要よう請せい。

　そして各国による武蔵の撃げき沈ちんを行う」

「────」

「言うまでもないことだが、……現状、英国は武蔵と聖せい連れん各国の間では、中ちゆう立りつ的てき立場だ。

　だがそれは、武蔵の横おう暴ぼうを橋はし渡わたしするということではない。

　武蔵が暴ぼう挙きよに出るというならば、その諫いさめの橋渡しとして、聖連各国に武蔵を止めるための手続きを取る。──それが中立ということだ」

　その時だ。

　倫敦ロンドンの南側、第三、第四階かい層そうも含む英国の南面から人々の声がした。

　それは、お、という驚きの声の生まれで、更さらに重なり、おお、という響ひびきとなるもので、

『正まさ純ずみ様、〝武蔵〟です。現在、術じゆつ式しき受像器レーダーに感かん有あり。南東に所しよ属ぞく不明艦隊が接近しつつあります。会談の参考にどうぞ。──以上』

　武蔵の言葉通り、英国に南からやってくる不ふ明めい艦隊。

　……それは──。

　という疑問に答えるように、左手側がわで人ひと影かげが一つ動いた。

〝女王の盾符トランプ〟の一人、チャールズ・ハワードだ。彼は翼つばさを収めた女王に対し、胸に手を当て一礼する。

「阿蘭陀オランダの航こう空くう艦かん隊たいを、一つ、買い取りいたしました」

　しれっと言われる言葉だが、そこにどれだけの労力があったのかは想そう像ぞうがつく。そして正まさ純ずみは、ハワードに対して確かく認にんの言葉を送った。

「対たい西せい、……アルマダ海かい戦せん用か？」

「──Ｔｅｓテスタメント．、今後、私の方で建けん造ぞう致します艦隊、そして貿ぼう易えきの関かん税ぜい緩かん和わと交換、という運びで。私どもは新しん造ぞう艦隊が必要でしたが、対西戦せんの備び蓄ちくや防ぼう護ごの準備で造ぞう船せんに多くを回せませんでしたからね。とりあえずの凌しのぎとしての一いち艦隊です。

　英国に到着して、私が捺なつ印いんすることで完全譲じよう渡と。現在はまだ阿蘭陀船せん籍せきですね」

・○べ屋：『このおじさん、商売が上う手まいんじゃなくて裏うら取引が上手いんじゃあ……』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．、何だか真ま面じ目めな顔で繁はん栄えいバブルを回しているだけのような気も……』

・あさま：『ええ、自分の名前の信用だけで取引しているんじゃないでしょうかコレ……』

　うちの商売女おんな衆しゆう達たちは厳きびしいな、と正純は思う。だが、

「──どうした武蔵むさし。囲んだぞ」

　妖よう精せい女王が、腕を浅く組んで、会え釈しやくした。

「既すでに陸上部ぶ隊たいは第三階かい層そう近くに展開している。この王おう宮きゆうも同どう様ようだ。

　貴き様さま達の何人が武蔵にたどり着ける？　それとも貴様らを捨てて出しゆつ港こうしたとして、武蔵はIZUMOに着くことが出来るのか？。──これを見ろ」

　妖精女王は、手元にあった表示枠サインフレームをこちらに回転させて見せた。

　彼女が今まで見ていて、ここで示すもの。

　そこに映っているのは飼い猫ねこの画が像ぞうで、下にコメントで〝女王様に「ゴールデンタマ」と高こう貴きな名前を付けて頂いた猫が子供を生みました！〟とある。

　え？　という顔で皆がそれを見ると、女王は初め気付かなかったが、やがて、

「？」

　表示枠サインフレームを確認して猫が表示されたままであることに気付く。そして彼女は、平然と、

「──間違えた」
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　正純の眼がん前ぜん、違う情報ページをその場で探し出す彼女に対し、

・貧従士：『う、うわ、自分今ちょっと敵てき対たい心しん薄れましたよ!?　す、すいません！』

　聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、妖精女王は茶ちや目めっ気けの多い人間だったとあるが、これは天てん然ねんだろうか。

　だが女王はすぐに正しい情報ページを展開する。それは、

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、三征西班牙トレス・エスパニア、M. H. R. R.神聖ローマ帝国、阿蘭陀、そしてK. P. A. Italiaへの親しん書しよだ。既すでに先に要よう請せい内容を示した打だ診しんの挨あい拶さつは送ってあり、返答も得ている。

　そして、これを送ることで正式な要よう請せいとなるわけだ」

　女王は手を軽く振り上げ、こちらに笑いを見せる。

「第四階層の輸ゆ送そう艦かんでは、うちの会計を随ずい分ぶんと虚こ仮けにしてくれたそうだな」

　武蔵むさしの皆が、躊躇ためらうことなく半はん目めでハイディとシロジロを見た。シロジロは無視したが、横のハイディは、無む表情に表示枠サインフレームとエリマキを連れん打だして、

・○べ屋：『面めん倒どうだから、うちが提てい携けいしてるK. P. A. Italiaの御お菓か子し屋やのギフトカタログから好きなの一個ずつ頼んでいいからね？』

・銀　狼：『まあ、買ばい収しゆうなんて……！　でもこのショコラアソートで手を打ちましょう』

・○べ屋：『い、一番高いの容よう赦しやなく来たあ──!!』

　他の連れん中ちゆうも同レベル商品を選ぶのを見た正まさ純ずみは、こいつら身み内うちにシビアだなあ、と思う。浅あさ間まが酒の入った菓子のコーナーばかり見ているのはどうかとも思うが。

　しかし、

　……さて、どうするか。

　正純は考える。実のところ、ここまでは皆との打ち合わせでシミュレート出来ている、と。

　そして正純は考える。ここから先、恐らく、相手は一つの攻こう撃げき的てき譲じよう歩ほを行ってくる筈はずだ。それはこちらの言葉を消すものであり、しかし、最大の譲歩でもあるもので。

　……来るよな。

　応じるタイミングで、妖よう精せい女王が、その始まりを告げた。

「武蔵の者達よ。──世界征せい服ふくや独立より、もっと平和的な解決がある。教えてやろうか？」

　来た、と正純は予よ感かんを確信に変えながら、こう言った。

「Ｊｕｄジヤツジ．、今後の参考のために、聞かせて頂きたい」

　こちらの促うながしに、エリザベスが、眉まゆを立てた笑えみで告げてくる。それは、

「この会議を無かったことにして下さい、と、そう頼むがいい」
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「吞むしかないかなー……。武蔵にとっては地じ獄ごくの譲歩だけど」

　暗がりの中、しかし昇り始めた月光を浴びてつぶやくセグンドに、房栄フサエが問う。

「そうなんですか？　御ご破は算さんにしちゃった方が、武蔵は安全。何か理由つけてもう一いち度ど会議してしまえば、取り直しが利くと思うんで、いい譲歩だと思うんですけど、と」

　席を立ち、月光を浴びられる位置に行く房栄に、しかしセグンドは視線を向けない。彼は腕組みをして、表示枠カデナフイルマを見ている。そしておもむろに、

「会議を御破算にして下さい、というのは、……国として恥ずかしいことだよ？

　その国の外がい交こう能力の面で、〝自じ国こくが不利になった場合、他国と交こう渉しようするのを拒否するレベルの国〟ということになる。つまり、自分の都つ合ごうのいいことしか通そうとしない国、ってことだ。

　そんな国とは危なくて外がい交こう出来ないし、貿ぼう易えきも行えない。いきなり自分の都つ合ごうで外交や貿易を断ち切られたり、変へん更こうされるからね。

　だから、国こつ交こう断だん絶ぜつや、既すでに結けつ論ろん出てるようなことではない限り、教きよう導どう院いん間の会議では途と中ちゆうからの拒きよ否ひや御ご破は算さんは願わないし、そのために根回しなどするんだ。

　だから、この御破算を武蔵むさしが受け入れた場合、極きよく東とうとは、──他国とまともに相あい対たい出来ない、自分に都つ合ごうのいいことだけ言う未み熟じゆくなレベルの国、となる。

　でも、それは武蔵が英国の保ほ護ご下かに入って当然で、背せ伸のびせず、極東の暫ざん定てい支配体制を受け入れるべき未熟な国でもある、ということだよね」

　だから、

「英国はこう言っているんだよ。

　各国との同盟を結ぶという意味、独立による全ぜん面めん戦争の意味、それらを目の前に見せてやったんだから、──大人おとなしく元の位置に戻れ、と」

「Ｔｅｓテスタメント．、……つまり、イキがってみせた武蔵に、英国と他国が、喧けん嘩かで鍛きたえた豪ごう腕わん見せて凄すごんでるわけですね、と。戦争が出来るということは、戦争をすることではなく、──戦争を抑よく止しする能力でもあるのだ、と」

「Ｔｅｓ．、本気でやったらどうなるか解わかってるだろうな、──だからやめとけ。

　そういうことだよ。本当に強い人は、力を振るわないよね」

　成なる程ほどー、と窓まど際ぎわで伸びをする房栄フサエが言う。そして彼女は首を傾かしげ、

「総そう長ちよう、……出来る男に戻ったらどうです？」

「こんなことは授業受うけてれば解るって」

　据すわった目で視線を送るセグンドに対し、房栄は窓際から外を見る。そして彼女は、窓に手を掛けながら、

「総長、どうするんです？　と」

　Ｔｅｓ．、と頷うなずいたセグンドは、眼がん前ぜんに一枚の表示枠カデナフイルマを追加した。

　それは、妖よう精せい女王からの親しん書しよだ。英国、オクスフォードの紋もん章しようが入った文面を見る彼は、

「これと同じのが、他国へも行っているわけだ。他た教導院では総長達がどうしたものかと思っているだろうけど、しかし既に阿蘭陀オランダが英国直ちよつ近きんにまで艦かん隊たいを出している」

「そうなると……」

　Ｔｅｓ．、と彼は再び頷いた。もはや応おう答とうが単たん調ちようになっているのも気にしていないようで、

「阿蘭陀は小しよう国こくだが、改派プロテスタントで、ヴェストファーレン会議の主役の一人だ。

　英国が阿蘭陀に手て柄がらを与えてしまえば、ヴェストファーレンの会議中と、それ以後の阿蘭陀の発言力りよくが高くなる。応じるように英国の力も、ね。

　ならば、要よう請せいがあればこちらも出るしかないかな。──隆たか包かね君は？」

「新しい艦かんの上で素す振ぶりしてますよ今いま頃ごろ、と。後で麦酒ビール持っていかないと。……面めん倒どうなんですよね、聖せい別べつされてないと霊れい体たいの身体からだに吸収されないんですけど、聖別されてると浄じよう霊れい能力付ふ加かのために舌とかピリピリするんで。──発はつ泡ぽう酒しゆ以外だと違い和わ感かんありまくりで、と」

「飲酒操そう艦かんはやめて欲しいなあ」

「まあ後で聖別されたラーメン食べてスッキリしますから大だい丈じよう夫ぶですよ、と」

「君らホントに死後の生活楽たのしんでるなあ」

　と、息いき継つぎをするようにセグンドは表示枠カデナフイルマから身を剝はがした。その上で、

「さて、──武蔵の副ふく会長はどうするんだろう。まさかこの状況を予測していないとは思わないけど、だとしたら、どんな結末を望むんだろう」







[image: 第四十四章『舞台上の出演者達』]
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　静けさだけがある石造りの広間の中で、正まさ純ずみはゆっくり息を吸った。

　昂こう揚ようの時間は終わりだ。世界が自分の言げん動どうで動かせるのは解わかった。ならば後は、

　……動かした世界を、保ほ持じすること。

　言うのは簡単だ。やるのは難しい。それと同じだ。動かすのは簡単でも、動かし続け、定てい位置に保持するのが難しい。

　現在、戦争は生じていない。しかし、武蔵むさしは、各国との全ぜん面めん戦争に相あい対たいしている。戦争権けんによる戦争の可能性をもって、眼がん前ぜんに可能性を突きつけられているのだ。

　慎しん重ちように、しかし大だい胆たんに行け、と正純は己おのれに命じる。

「──妖よう精せい女王」

「何だ？」

　反応はある。だがこれは勝者の余よ裕ゆうではなく、英国の温おん情じようだ。そこに下手に焦あせってつけ込もうとすれば、英国は己の正義をもって武蔵を断ち割りに来るだろう。だから、

「武蔵は、──英国との敵てき対たいを望んでいない」

「ならば？」

　最さい低てい限げんの言葉で、言げん質ちなど取らせない喋しやべりだ。だが、興味はあるのだろう。

　……ならば、ここで踏み込んでおく必要がある。

　相手の攻こう撃げきの隙すきを少しでも突いておかねば、攻撃のみで押し切られる可能性がある。

　……相手側に、戦力押おしの交こう渉しようは出来ないぞ、と警けい告こくしておかねばな。

　だが、いきなりそれを言えば、相手側が〝力の証明〟のために動いてしまう可能性がある。他国が見ている手て前まえ、ナメられるわけにはいかないからだ。

　慎重を期せ、と思い、ゆえに、前まえ振ふりとしてここで言うべきは、

「英国も、本気で武蔵との敵対に踏み込もうとはしていない筈はずだ」

「ハ、馬鹿な。──他国への要よう請せいが冗じよう談だんであったならば、英国は他国に恥はじをさらすぞ。主しゆ権けんある国家として、他国を戯たわむれに誘ったと」

「Ｊｕｄジヤツジ．、他国に対しては本気でしょう。つまり……」

　つまり、

「英国は、他国の武蔵撃げき沈ちんを赦ゆるしても、……英国がその撃沈を行うことを己に赦していない」





●






　インノケンティウスは、水を煽あおった。

「妖精女王は、やはり女だなあ。──懐ふところの鳥が、逃げれば猟りよう師しに追わせるが、懐にいるならば歌声を聞きたいらしい」

「君はときたま詩人になるから困る」

「俺は国こく文ぶんの成績はよくてなあ」

「私は科学の教員でね。政治経済担たん当とうでもない」

　しかしどういうことだ、とガリレオは問うた。

「英国は、武蔵むさしを囲うつもりだ。それは解わかる。だが、何な故ぜ、武蔵副ふく会長は、ここで全ぜん面めん戦争になっても英国だけは武蔵を攻こう撃げきしないと言える？　そして、そんなことを言い出す意味は？」

「女ってのはいやらしいんだよ。俺も教きよう皇こうになる前、下した積づみで商人やってたからよく解る。

　──一番可愛かわいいのは自分の身だ。他人に尽くしてても、尽くす自分が可愛い。

　だから、要よう請せいがあったら乗らざるを得ないが、──英国には気をつけないとなあ、おい」

　一ひと息いき。

「見てろ。──確かに妖よう精せい女王は、我が身可愛さで世界を振り回す女だからなあ、あれは」
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　正まさ純ずみは言う。相手の武力の隙すきをつくための前まえ振ふりとして、更さらに繫つながる話題の補ほ強きようとして、

「等とう価か交換だ。それを私達は、初めに告げ合った。

　だから、等価交換が為なされれば、英国は私達の味方になる。そうだな？」

「Ｔｅｓテスタメント．、それが国家と国家、教きよう導どう院いんと教導院の対たい等とうな付き合いだ。

　だが、それがどうした？　危険を振りかざす武蔵の完全包ほう囲いがなされているのに……」

　妖精女王が、浅く首を傾かしげて問いかけてくる。

「──英国だけは、武蔵を攻こう撃げきしない、だと？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、先に言っておこう。何故、私がそのようなことを言えるのか。

　それはつまり、〝武蔵撃げき沈ちんの賞しよう賛さんを英国は他国に譲ゆずりたいのだ〟と、私はそう見ている」
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　セグンドが、房栄フサエと一緒に表示枠カデナフイルマを覗のぞき込み、小さく息をついた。

「先に、英国が他国に言うべき〝大たい義ぎ名めい分ぶん〟を、武蔵の副会長自らが述べたか」

「どういうことです？」

　Ｔｅｓ．、と答える視線の先で、妖精女王は無む言ごんを保っている。

　彼女は、武蔵副会長の言葉を、肯定もしなければ、否定もしない。それは、

「自ら真しん偽ぎを示すべきではない答え、ということだよ。ならば、──おそらく真実だね。

　英国は元々、武蔵を攻撃しないつもりだった。そして、その大義名分として、〝武蔵撃沈の賞賛を、英国が他国に譲りたいからだ〟を使うつもりだったんだろう。

　だが、英国にも懸け念ねんがある。自らそれを述べた時、要請に応じた他国から、その賞賛の譲りには何か意い図とがあるという疑ぎ念ねんの目を向けられないかということさ。それはつまり──」

　つまり、

「英国は、武蔵むさし攻こう撃げきに関わらないことで、国力を温おん存ぞんするんじゃないか、と」

「それは──」

「事実だろうと思う。だから英国が自らそれを言うと、武蔵撃げき沈ちん後に他国から疑ぎ念ねんの追及をされてしまう。結局、自分達をいいように利用して疲ひ弊へいさせつつ、自国を保ほ持じしたな、と。

　だが、同どう調ちようする国、それも撃沈される武蔵が自ら言うのならば、こうも取ることが出来る。……英国は、本当は自分達も参加したかったのだが、武蔵の言ったことを、〝英国の謙けん譲じようの心の試し〟として受け取ったのだ、とね。妖よう精せい女王の国は、手て柄がらを他国に譲ゆずれぬ程度なのかと。

　でもこれは、英国からしてみれば、──武蔵を攻撃しない大たい義ぎ名めい分ぶんの、更さらに言い訳となる大義名分を武蔵そのものから貰もらったようなものだよ」

　一ひと息いきは、笑えみとなる。

「武蔵は、武蔵への総そう攻撃が起きる未来において、他国の追及から英国を護まもった。

　その恩おん恵けいは莫ばく大だいだ。英国の国力を保持しつつ、他国へは聖せい連れんへの忠ちゆう誠せい心しんという手柄を与えながらも実じつ質しつの疲弊をさせるんだからね。

　今、……武蔵は、自分達を餌えさに、英国にとてつもない恩を売ったわけだ」

「Ｔｅｓテスタメント．、でもそうなると、これからの話し合いは、……その証明ですよね。

　英国が武蔵を攻撃しないのはどうしてか。それを武蔵側から証明しないと、英国が武蔵を攻撃しない理由が存在しないんですから、と」

　そして、

「でも、それを証明した時、……武蔵は英国に何を望むんです？

　英国が武蔵を攻撃しないとなると、……一体何なにを？」

「それは武蔵副ふく会長の考え次し第だいだ。だけど──」

　どうだろうな、とセグンドは首を傾かしげた。？　と覗のぞき込んでくる房栄フサエに対し、

「武蔵副会長のペースで話が進んでいるようだけど、でも、……世界はもっと、意い地じが悪いよね。房栄君は解わかると思うけど、世界はそう甘くない」

　だから、

「まだ、二に転てん三さん転てんするよ、この会議。それをまあ、気き遣づかいながら見るとしようか。

　房栄君、そっちの紙かみ袋ぶくろに貰ってきた干ひ物ものと麦酒ビール瓶びんあるから持ってきてくれる？」
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　妖精女王の無む言ごんに、正純は手て探さぐりの正解を感じる。

　……落ち着け。

　相手を攻撃する時は、常にフォローを忘れるな。英国は大国ではないが、強国だ。強国のメンツを潰つぶせば、危険な結果しか生じない。今は三み河かわ戦せんの時のような派は遣けん軍ぐんだけを戦力として目の前にしているのではない。だから落ち着け。いつも通り、平へい常じよう心しんで、

・金マル：『あ、ネーム来たけど見る？　ガっちゃん通した方がいい？』

　……いつも通り過ぎるだろうそれは!!

　血圧を一いつ瞬しゆん上げつつ、極きよく東とうは自由な気き風ふうで良かったな、と他人ひと事ごとのように考える。

　その上で正まさ純ずみは、せめて外見だけでも冷静に行こうとしつつ、

「妖よう精せい女王。英国が武蔵むさしの撃げき沈ちんの手て柄がらを他国に譲ゆずるのとは別に、英国は武蔵を攻こう撃げきしない、──いや、出来ないという理由があると、私は考えている」

　言葉に返ってくるのは沈ちん黙もくだ。だがそれは、他国に言げん質ちを取られないためのものだろう。迂う闊かつな返答は、邪じや推すいによる干かん渉しようを作りかねないからだ。

　だからこちらが言う。相手の意い図とを読むように、手て探さぐりで、フォローを入れつつ、

「まず、英国艦かん隊たいだが、これは新しん造ぞう艦隊がまだ手柄を譲るべき阿蘭陀オランダに所しよ属ぞくしたままだ。

　そして現行の艦隊は三征西班牙トレス・エスパニア側に偵てい察さつに行っており、今から戻っても間に合うまい」

「──ならば陸上部ぶ隊たいは？　既すでに武蔵周しゆう辺へんや、ここに展開しているが」

　立て続けに来るな、と正純は思った。妖精女王が答えを急ぐように問うてくる理由は、

　……英国が、こちらに期待していると、そう思って良いのだろうか。

　だから正純は息を吸う。

　……慌あわてるな。

　自覚以上に、緊きん張ちようしている。喋しやべる際に呼吸を意識するのがその証しよう拠こだ。

　だが、正純はこうも思う。それが解わかって、焦る人間と、焦らない人間がいる、と。

　自分はどっちだ。

　……恐らく──。

　昂こう揚ようするなと、そんな言葉も今言える自分は、後者なのだろう。それはつまり、

　……自分は、緊張の場に立つと昂揚するタイプの人間なのだ。

　だから正純は、口くちの端はを釣つり上げないように気をつけつつ、駒こまを進めるように言葉を作った。

「──陸上部隊か」
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　妖精女王は聞く。それは、

　……武蔵の副ふく会長が、どれだけこちらを解っているか、だ。

　国家が比ひ肩けんするには、相あい対たい国こくの実情をどれだけ理り解かい出来ているかも重要だ。

　外がい交こう、貿ぼう易えき、そして人の行き来など含めてみても、一方的なものでは通じない。

　主しゆ権けんや法律などでそれが可能となっていても、国家同どう士しの付き合いは人の付き合いと似た面を持つ。欧おう州しゆうでは宗教革かく命めいによって教きよう譜ふ関係などのトラブルもあるが、それを超えて付き合いを持つことだってあるのだ。

　対たい等とうの条件を満たした上で、お互いが必要だと、そう思える相手であれば交流する。

　ならば武蔵むさしは、どれだけ英国を理解しているのか。だからそれを知るために、

「そう、英国の陸上部ぶ隊たいだ。それが出しゆつ港こう前の武蔵や、貴き様さま達を攻こう撃げきするが……、それのどこが、〝手て柄がらを他国に譲ゆずる〟ことになる？」

　英国の陸上部隊は、現在、確かにこの王おう宮きゆうや武蔵周しゆう辺へんに展開している。

　だが、武蔵の副ふく会長は、首を横に振った。

「それは、本当に、武蔵を確保、出港前に攻撃出来るだけの人員か？」

　一つ言おう、と彼女は右手側の仲間達を手で示した。

「──ここには、何があろうと生せい還かん出来る者しか同どう行こうさせていない。そちらは？」

「〝女王の盾符トランプ〟は、いつでも万ばん全ぜんだ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と武蔵副会長が頷うなずいた。その上で、彼女は背後を指さす。そこにあるのは、広ひろ間まから外側に至る正面口だ。

「敢あえてここで問うておこう。──あの場所の防ぼう備びは完かん璧ぺきか？」
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「実際に逃げる際の駆かけ引きだね、これ、さ」

　酒さか井いは、起き動どう準備を終えた武蔵の上、教きよう導どう院いん前の橋きよう上じようにてつぶやいた。

「先に逃げ道を指定することで、どこに逃げるかを逆に迷わせる。だから相手は全てを防備しなければいけなくなるんだけどね。あと、この光景、……正まさ純ずみ君くん達には見えてるかな」

　酒井の視線の先、武蔵を囲むような英国の陸りく港みなとには、無む数すうの光が動いている。

　松明たいまつの群だ。英国の戦せん士し団だんが、武蔵にいつでも乗り込めるように待たい機きしているのだが、

「──酒井様、あれは何です？　一人が松明を二本は持っていますが。──以上」

　という、横で手すりを磨みがいている〝武蔵〟に、酒井は振り向きこう答えた。

「そうやって数多く見せてるの。まあ、気付かれるって自分達でも思ってるんだろうけどね。そういう攻め気の態度が必要だから。

　でも……、攻め気だけじゃあ駄だ目めだって状況になってきてるよね、今。恐らく、正純君の方でも、防備の量が解わかってきている筈はずだから。だから確信してるんじゃないのかな、英国の防備が、倫敦ロンドンに集中していないって」

　その言葉に、〝武蔵〟が手を止め、首を傾かしげた。

「何な故ぜ、そのようなことがお解りで？　──以上」

　簡単だよ、と酒井は答えた。

「英国がこれから得るアルマダ戦は、一つの特とく徴ちようがあるんだよね。英国上じよう陸りくを狙ねらう三征西班牙トレス・エスパニアの〝超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダ〟が、英国艦隊と英国の周囲を一周しながら行うんだ。

　内容は、初めの頃に乱らん戦せんしたら、三征西班牙が火か船せん攻撃などを受けて撤てつ退たいするものだ。

　でも三征西班牙トレス・エスパニアはそれを利用して、高速の撤てつ退たい戦せんで被害を少なくし、上じよう陸りく作戦を展開して英国をパニックさせたり、侵しん攻こう力りよくがあることを他国に示そうと考えてる。

　だから英国の沿えん岸がん全ぜん域いきには陸上部ぶ隊たいが駐ちゆう屯とんしている筈はずだ。そして防ぼう護ごの準備や野や営えい地ちの整備、各地の地形を理解した防ぼう備びの訓くん練れんや、この祭を使用して得た食糧備び蓄ちくに励んでる。

　これはもう、何ヶ月も前から行っている筈だ。そうでなければ土地に応じた防備策さくの研究や、土と地ち住人との理解も行えないからね。

　そうなると、最も手て薄うすになるのは、〝女王の盾符トランプ〟がいて、王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンがある倫敦ロンドン周辺。

　……つまりここだよね」
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「──そう、ここが一番防備が薄い。違うだろうか？」

　正まさ純ずみは、足下を指さしながら言う。

「ここにいる人員では、武蔵むさしへの攻こう撃げきは出来ない。よくて〝聖せい連れんへの言い訳としての攻撃〟だ。このオクスフォードの人員もそうだろう」

　と、正純は二ふた代よに視線を向けた。応じる二代は、女王を一いち瞥べつの後、〝女王の盾符〟を見る。

「足音から察するに、総そう勢ぜい五百人程てい度どで御ご座ざるか。──ここの出口ごとに三分隊でもされれば、拙せつ者しや一人で道は確保出来るで御座ろうな。

　他、〝女王の盾符〟については皆に任せることになるで御座ろうが──」

「いや、二代、有り難がとう。充分だ」

　確かく証しようまでさせてしまうと、相手のメンツを潰つぶす。出来るか出来ないか、解わからないことにしておいた方が、お互いに有利だろう。

　……ならば、この話はここで終了だ。

　だから、最後の一つに、正純は踏み込んだ。

「妖よう精せい女王。一つ問いたい。

　貴女あなたが陣じん頭とう指し揮きを執とり、武蔵撃げき沈ちんのために王賜剣二型を振るうと言ったが──」

　女王の視線の強さは変わらない。が、正純は構わず言った。

　最後の一つ。妖精女王の王賜剣エクスカリバーが振るわれないとする理由は、

　……これだけは、こちらから理由を作ることになる！

　本来ならば、振るわぬ理由はない筈だ。だが、確実に、それを振るわせぬ理由が作れる。

　それは、今日、王賜剣の現状を見たから言えること。

「王賜剣二型を今いま振るえば、──メアリ処しよ刑けいの差し障さわりがあるのではないか？」
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　……残ざん酷こくなことを、駆かけ引きの材料にしているな。

　正まさ純ずみは、甘さとは別で、事実としてそう思う。

　メアリの処しよ刑けいは、歴史再さい現げんとして、アルマダ戦の開かい始し理由の一つとして必要なものだ。そして処刑には、〝刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオン〟が用いられており、

　……地ち脈みやくにメアリを還かん元げんするため、地脈に通じる王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンの力を借りる。

　そのための改かい修しゆうがどれだけ進んでいるかは解わからない。

　だが、解らないのは、他国も同どう様ようだ。

　だから、これは交こう渉しようのカードに出来る。どう使うかといえば、

「王賜剣二型によるメアリ処刑は英国の歴史再現に必ひつ須す。しかし、まだ完全に改修出来ておらぬものと見えるし、今日は武蔵の者達が少々騒さわがした。

　ここで無理に使用して王賜剣二型に何かあったら、歴史再現に抵てい触しよくするだろう」

　違うか？　と正純は問うた。

「無理に使用するのは、聖せい連れんに対しての義ぎ理り立だてだ。しかし、使用せず、歴史再現の抵触を避けることこそが、聖連所しよ属ぞくの英国にとっては最も先を見み据すえた結けつ論ろんではないのか？」

「──私を諭さとす気か？」

　いや、と正純は胸に手を当て、妖よう精せい女王に頭を下げた。

「全ては一週間後ごに控ひかえたアルマダ戦の歴史再現のため。それゆえ英国は武蔵むさしを攻こう撃げきしない。

　これは、英国の正義にとって当然のことであり──」

　一ひと息いき。

「誰だれでも気付いている、当然のことを、私は賢さかしらに申したまでだ。──女王陛へい下か」





●






　武蔵の皆は、女王の作る沈ちん黙もくを聞いた。その一方で、それぞれは、

・貧従士：『え、ええと、……どういうことです？』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．、英国にとって当然のこと、そして全ては歴史再現のためだと、そうこちらから言うことで、英国が同意しやすくしたのですわ。幾いくつもの大たい義ぎ名めい分ぶんがありますが、その根本は聖連の掲かかげる歴史再現だと、──そこに集しゆう約やくすれば、英国は護まもられますもの』

・金マル：『おおおミトっつあん、ナイちゃん思うけど何か凄すごく真ま面じ目めっぽいかな！』

・あさま：『……真面目〝っぽい〟？　まあ確かにそのくらいが無ぶ難なんかもしれませんが……』

・銀　狼：『いえ、あの、私、いつも真面目なつもりなんですけど、……どう見えますの？』

・○べ屋：『あー。女王が何か言うよー』

・銀　狼：『な、流された！　流されましたわ！』
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　エリザベスは一息をついた。

　正面、しかし段だん下かに立つ武蔵むさし副ふく会長を彼女は見る。

　思うことは一つだ。この女は、いずれ厄やつ介かいな女になるな、と。

　経験も浅く、言葉も洗せん練れんされていない。知識も、取り繕つくろいや、新しく知ったことを用いようとする子供じみたところがある。更さらには、演技かどうかは知らないが、解わかったような物もの言いいが多い。結けつ論ろんするならば癪しやくに障さわるとしか言いようがないが、しかし一点だけ厄介な部分がある。

　……楽しんでいるだろう。

　間違いなく、この女は、自分がこの場の主人公こうだと思っている。

　厄介だ。

　何な故ぜなら、そういう者は、いずれ実力をつけていくに従って、悪い面が良い個性へと変化していくことになる。

　力を付けていくに従って、癪に障っていた部分が頼もしさへと変わっていくのだ。

　主人公とはそういうものだ。

　……私がそうだからな！

　エリザベスは内ない心しんで頷うなずく。己おのれも昔は、相当に馬鹿だったのだから、と。

　そしてふと、昔のことを思い、その情じよう景けいに、ある人ひと影かげを想そう起きする。それは己の姉であり、まだ幼かった時分、お互いは共に遊ぶこともあり、その時に、

　……約束を──。

　そこまで思い、エリザベスは小さく頭を横に振った。両脇わき、副長と副会長が窺うかがう動きを見せるが、気にするなと手で制す。

　ただ、唇くちびるから、一つの言葉を漏もらした。それは、かつてかわした、

「──Save you from anything」

　告げた言葉が届いたのか、武蔵の副会長が眉まゆをひそめた。

　気にすることはない。これは、

　……私への戒いましめだ。

　そして妖よう精せい女王は、姿し勢せいを正して相手を見た。

　目の前の女は、非常に癪に触る。しかしまあ、今後増ぞう長ちようして行くにしろ何にしろ、迷めい惑わくを被こうむるのは他国だし、極きよく東とうを一周してくる頃には少しは馬鹿も治っていることだろう。

　とりあえず、英国の現状は理り解かい出来ているらしい。

　英国が武蔵を攻こう撃げきしないこと。その理由の最大は、アルマダ戦と、その後に対し、英国が国こく力りよくを温おん存ぞんして置かねばならないということだ。

　三征西班牙トレス・エスパニアが撤てつ退たい戦せんなどを用いてアルマダ海かい戦せんを有利に進めようとしているのは解わかっている。武蔵に砲ほう撃げきを叩たたき込んだステルス艦かんの存在は、彼らの撤退を追つい撃げきする英国艦かん隊たいに対し、充分な牽けん制せいとなるだろう。それだけの艦かん群ぐんに被害を与えつつ、更には実じつ質しつ的な敗北など受けないように、英国は戦力を保たねばならない。

　……そのことを考えると──。

　王賜剣エクスカリバーを振るわないのは、武蔵むさしの副ふく会長が言う通り、不備が危険であることもだが、

　……やはり、武蔵の貿ぼう易えき能力などは魅み力りよくだ。

　出来うる限り、武蔵を保ほ持じしておきたい、という欲がある。

　強欲フイラルジアだな、と、英国に預けられた大罪武装ロイズモイ・オプロを思いながら、エリザベスは問いかけた。

「全ての判断を下す前に聞こう。──先ほど、等とう価か交換と言ったな？

　では、武蔵は何を私達英国に対し、等価交換出来る？　貴き様さまらは未み熟じゆくな思し想そうで他国に混こん乱らんをもたらしに行くのだ。それを認めろと、同盟しろと言うならば、それだけの見返りは何だ？

　英国が、貴様らと同盟することで他国から受ける被害、──政治や貿易の干かん渉しように対し、どれだけの見返りを寄よ越こし、その等価交換を出来るというのだ？」

　問うた。

「答えろ。──武蔵は英国に、何を提供する？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と武蔵の副会長が告げた。その声の響ひびきは、

「英国を、武蔵の貿易拠きよ点てんとします」
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「──汚きたないなあ、おい！」

「喜んでるようにしか聞こえんのだが」

　いいか？　とインノケンティウスはガリレオの半はん目めも気にせず表示枠コルテチエフイルマを出す。映すのは極きよく東とう全図ともいえる地図で、彼は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの北に浮かぶ英国に赤の丸を描いた。

「英国を貿易拠点とするだと？　それは武蔵が極東を年ねん一周していたルールが崩れる代わりに、貿易のために英国から出て、また英国に戻るシステムが生まれると言うことだ！

　つまり、武蔵が動くたび、英国は武蔵という巨大な貿易システムを利用して富を得ることが出来る！　それも、各国を行き来する武蔵ゆえ、全ての国の富が英国に集まることになる！

　どう考えても卑ひ怯きようだなあ、おいおいおい！」

「昔にK. P. A. Italiaも地ち中ちゆう海かいと中ちゆう東とうの貿易でそんなことしていた気がするが」

「古こ代だいローマも同様だ。そして──」

　英国を中心に、インノケンティウスは赤のラインを幾いくつか引く。それは、

「大罪武装ロイズモイ・オプロ所有国こくへの貿易ラインだ。──見ろ。英国以外の、……三征西班牙トレス・エスパニア、六護式仏蘭西、M. H. R. R.神聖ローマ帝国、K. P. A. Italia、上越露西亜スヴイエート・ルーン、これらの俺達六国は、英国からだと大差ない距離で行き来出来るんだなあ、これが。

　そして英国を拠点とすれば、年一周のルールではなく、年に何度も同じルートを選ぶことが出来るようになる。

　そして英国と同盟することで英国を貿易拠点化かしたならば、新たな同盟国こくも貿易の拠点化を要求することが出来る。英国に富を集中させぬよう、そして分け前にあやかろうと、他国、特に主要ルート下にある国々は同盟を行おうとするだろうな。

　そうすれば、同盟国こく間かんは貿ぼう易えきのみならず連れん絡らくや会議も持てるようになり──」

　インノケンティウスは、やや考えてから、こう言った。

「妖よう精せい女王、同盟してしまえ。そうしたらそれを口こう実じつに俺達もするから。なあ、おい」

「あれだけ武蔵むさしの敵に回っておいてそれか、元もと少年」

「同盟しても敵ではあるさ。大体、同盟国が多くなれば武蔵の航こう路ろは煩はん雑ざつになり、その富も分配されて価か値ちが無くなっていく。結局は今の状況と同じだなあ、それは。

　そして各国が航こう空くう船せん技術を発達させれば武蔵に頼らず隣りん国ごく貿易が出来るようになるし、その頃には貿易の校こう則そく法ほうも整い、各国経けい由ゆでの貿易も楽に出来るようになっているだろう。

　そうなれば、また、各国は武蔵との貿易同盟を切って敵に回る。

　しかし、それが解わかった上での武蔵の提てい言げんだろう。ならば──」

　表示枠コルテチエフイルマに引いた赤のラインを一気に消しよう去きよする。

「こちらも敵に回る時は一気に回る。そのための力を蓄たくわえるのを躊躇ためらう理由は無いよなあ」

「君の正義は裏うらと表おもてを行き来き出来るから解りにくい。誤ご解かいも恐れないしな」

「正義は常に歴史と共にある。歴史そのものともいえる旧派カトリツク、その代表の俺は正義でしかない。裏であろうとも表であろうとも、正義は正義だよなあ」

　インノケンティウスは、通神文メールの表示枠を開いた。

「産業委員に連絡して、今の武蔵副ふく会長の貿易システムをK. P. A. Italia側で他国に対して出来ないかどうか試し案あんさせよう。俺達と同盟していない国々、それも連れん合ごうを組んでる連れん中ちゆうがいるならば、その一国にこのシステムを持ちかけるだけで繫つながりを瓦が解かい出来るだろ。そして──」

　彼は、英国の状況を映す。そこに見える武蔵副会長と妖よう精せい女王に対し、彼は言う。

「世界を、しかし、二国で動かせると思うなよなあ、おい。

　意い外がいと面めん倒どうだぞ？　──この世界の中で、自由になろうというのはなあ」
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　……成なる程ほど。

　エリザベスは内ない心しんで頷うなずいた。

　武蔵副会長の提案の意味は、よく解る。

　彼女の提案した貿易システムは同盟国こくの少ない初期の段階では効果があるが、やがて薄れて消えていくものだ。

　しかも、極きよく東とうを年ねん一周する武蔵ゆえ、そのルールを壊こわさないよう、英国を拠きよ点てんに全国に行かざるを得ない。

　それでは貿易期き間かんは短くなるため、収しゆう益えき率りつは低くなる。しかし、

　……年一回の武蔵寄き港こうが、数回、十数回に変わる意味は大きい。

　生産と備び蓄ちくの確保を叶かなえることが出来れば、この貿ぼう易えきによって国内産業の増ぞう強きようが出来るし、単に金が必要ならば中ちゆう間かん貿易を行えばいい。

　中間貿易によって金を得て、それで国内を整せい備びしたら、強化した国内産業による輸出を行っていく、というのが最適な絵え図ず面めんだろう。

　これにプラスしてアルマダ戦の勝利と、ヴェストファーレン会議での発言力りよくが加われば、短期の内に他国との位い置ち関係で上に立てる。

　やがて貿易の利益が各国間で均きん質しつ化かして無む意味になる前に、この貿易で得た金を元もと手でに更さらなる国内増強や、……新しん大陸への大だい規模開かい拓たくを行えばいい。

　成なる程ほど、とエリザベスはもう一度思った。

　そして彼女は、武蔵むさし副ふく会長に、こう告げた。

「最終的な目的は、長期の成功ではない。強国に短期成せい功こうの恩おん恵けいを与え、──外がい界かいへの開拓を促うながすつもりか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、流石さすがは妖よう精せい女王」

　彼女は頭を下げ、そのままの姿し勢せいで告げる。

「──大罪武装ロイズモイ・オプロ保有国こくは強国。しかし強国は経済事じ情じようや戦争などにより、外界への開拓技術などの準備、整備が出来ていない。ゆえに武蔵は英国を初めとした大罪武装保有国を主として巡り、貿易によってそれらの国を強化する手伝い役となりたいと、そう考えている。

　ヴェストファーレン会議を機に、主しゆ要よう強国が足並みを揃そろえて外界への開拓を開かい始し出来るならば、それこそ、世界は本来の形を取り戻すのではないのか、と」

　言い換えるならば、と武蔵副会長は前置きし、顔を上げた。

　黒くろ髪かみの下、まっすぐな視線がこちらを向く。

「外界への開拓不ふ能のうから生じた極きよく東とうの暫ざん定てい支配。それは本来の歴史には無いことだ。

　ゆえに、武蔵は本来の歴史が通じる世界を取り戻したい。

　──世界を元の形として、正しい歴史再さい現げんを出来るよう、手伝いたいと私は思っている。

　正しき世界の元へ。末まつ世せを解決し、その先へ行くために」

　武蔵副会長が、以前こちらが拒きよ否ひした行動を、再び取った。

　こちらへと、右の手をさしのべたのだ。そして、

「正しき世界への一歩目をつける国として、前に進んではくれないか、──妖精女王」
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　英国の住人のほぼ全員が、通つう神しん経由でその言葉を聞いた。

『英国』

　それは、

『かつてはゲール人の土地であり、それがケルトの侵しん攻こうを受け、しかし融ゆう和わし、……だが、そこに六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズのノルマン人が侵攻。ノルマンコンクエストにより、イングランドが成立することになった』

　だから？　と通つう神しんを聞く誰だれかが言った。それがどうした、と。

　その問いに答えるように、声が響ひびいた。

『征せい服ふく者しやであったノルマン人も、やがて、──英国人じんとなったのだ。六護式仏蘭西に対する戦争や内ない戦せんを経てな』

　一ひと息いきが聞こえる。

『新しん天てん地ちへ足を進めること。海を、空を渡ることを恐れぬこと。そして独立の気き鋭えい。

　──それは英国から消えたものか。未み熟じゆくな小しよう国こくには見いだせないものか。時代は変わったと、歴史や何にも勝るであろう地脈レイライン、その中から生まれた妖よう精せい女王の国が──』

　告げられる。

『──歴史の一歩を踏み出せぬのが、今が末まつ世せである証あかしか？』
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　沈ちん黙もくが生じた。この広間の中で、幾いく度どとなく生まれた静けさと不ふ動どうは、しかし、この時だけは違うものをもっていた。それは、

「────」

　手を差し伸べた者が、己おのれの行為を取り下げないということだった。

　待つ。

　その行為は、何も動かず、動かさないようでいて、次の動きを得るための起き点てんだ。

　そして、待つ者の思いと行動には、一つの答えが与えられた。

　しかし、それは、妖精女王の声と動きによるものではなかった。

　左側、英国側がわの通つう路ろから、音が響いたのだ。

　金属の装そう備び品ひんを動かす音と、わずかな猜さい疑ぎの声と、それらを超えてやってくる足音は、

「おおう、ちょっと待ってくんねえかなあ、それ」

　広間に無む造ぞう作さに入ってきたのは、二つの影だ。朱しゆ色いろの制服に身を包んだ男女は、

「おぅ。三征西班牙トレス・エスパニア、書記のベラスケスと、第三特とく務むの立たち花ばな・誾ぎんだ。

　三征西班牙の外がい交こう官かんとして、ちょっとこの会議に臨りん時じで物もの言いいつけるぜ」

　長身瘦そう軀くの、髭ひげつき長ちよう寿じゆ族ぞくは、武蔵むさし副ふく会長を見る。彼はそのまま、右の手を軽く挙げ、

「──恨うらむなよ？」
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[image: 第四十五章『幕袖からの出演者達』]











●






　会議の場に現れた影は、二つあった。

　朱しゆの制服を着込んだ姿すがたは、三征西班牙トレス・エスパニア書しよ記きのディエゴ・ベラスケスと、第三特とく務むである立たち花ばな・誾ぎんのものだ。その内の一人、ベラスケスが、さて、と前まえ置おきして、皆を見回す。

「──武蔵むさしの貿ぼう易えき同盟、ってか？　正直、結けつ構こう面白い発はつ案あんだと思うぜ。それによる開かい拓たくの準備というのも、まあ、歴史再さい現げんや、外がい界かいへの進出という意味でも間違ってねえ。だけどさ」

　ベラスケスは、顎あごに手を当て、こう言った。

「理想論ろんだよな」

　何な故ぜならば、

「武蔵の拠きよ点てん貿易は、武蔵による貿易回かい数すうが増えるってことだ。そうすることによって富の循じゆん環かんが生じるが、参加国は供きよう給きゆうを増やすために、国内の生産力を高めねえといけねえ」

「それに、何の問題が？」

　武蔵副ふく会長の声には、感情がない。

　だから、解わかってんだろ、とベラスケスは前置きし、帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり直す。

「そんなことされたら、国内の産業、貿易の主しゆ導どう者しや達の勢せい力りよく図ずが変わっちまうだろうが。何しろ新しん規きの企業が参さん入にゆうしやすくなる。その競争と混乱によって古くから産業や貿易を牛ぎゆう耳じっていた連れん中ちゆうは、利り鞘ざやを失って軒のき並なみ衰すい退たいだぜ？」

　ヘ、と彼は笑いを床に捨てる。

「英国、極きよく東とう、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズやK. P. A. Italiaのように、生徒会の会計が商業の主しゆ幹かんと一体だったり、首しゆ長ちようが商業の実じつ権けんを握ってるなら、調整も何も可能だろう。

　しかし、うちやM. H. R. R.神聖ローマ帝国のように、商業や産業が委員会レベルや、民間で主しゆ導どうされてたり、領りよう邦ほう分ぶん立りつしているところはどうなるか。

　衰退を恐れた連中が、既き得とく権けん確保のためにその同盟に反対し、同盟が組まれる前に生徒会や総そう長ちよう連れん合ごうが金の供きよう給きゆうを止められたり、連中が出しゆつ資しするマスコミに悪あく評ひようを書かれて支し持じ率りつ低下。

　生徒会や総長連合に従えば金も設せつ備びも資し材ざいも来ないとなれば、政治は空くう転てんだ。

　一般生徒による臨りん時じ生徒総そう会かいで総長連合と生徒会は全員解かい任にん、──同盟を望まない既得権連中の推おす、同盟を望まないガチガチの保ほ守しゆ主義教きよう導どう院いんの出来上がり、ってな」

　ベラスケスの言葉に、武蔵の副会長は表情を変えず、しかし、

「……三征西班牙は、国内産業主しゆ体たいの経済から新しん大陸貿易主体の経済に切り替える際、国内産業の既得権者達たちから同どう様ようの仕し打うちを受けた。──だが、それを通したのだろう？」

「その結果、国内産業がボロボロになってな。結局今は、外から金が入っても、中で物が作れないから、結局その金で外からまた物を買うことになってる。完全な火の車だぜ。

　しかし、何とかそれで保たせてるってのに、……そこに新貿易システムだ？　今、貿易産業やってる連れん中ちゆうが許すわけねえだろ。自分達の新しん大陸貿ぼう易えきに対し、武蔵むさしとの貿易を行う貿易業ぎよう者しやが新しん規きで割り込んでくれば、競きよう合ごう商品は下げ落らくして衰すい退たいだ。国内産業が盛り上がれば、そこで生産される商品を輸入していた貿易業者は潰つぶれていくわけだしな。

　だから、──三征西班牙トレス・エスパニアは、同盟に賛成しねえ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と武蔵むさし副ふく会長は頷うなずいた。彼女はそのまま、

「三征西班牙だけに、──賛成するかと思っていたが」

　全世界的に正まさ純ずみは滑すべった。
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　広間がひそひそ声で満ち始めたことに、正純はわずかな狼狽うろたえを得た。

「な、何だよ!?　言ってみただけだろ!?」

・俺　　：『いやあ、無いわあ、今のは無いわあ』

・あさま：『すいません、音声消しよう去きよの術じゆつ式しき用意していたんですが、間に合いませんで』

・あさま：『副会長：く、くそ、みてろよ！　今度は絶対ウケとってやるからな！』

・銀　狼：『凄すごく主しゆ旨しがズレてきているような気が……』

　だが、皆は見た。正面、段だん上じようにいる妖よう精せい女王が、背を向けているのを、だ。

　彼女が椅い子すの背に手をつき、肩を震わせているのは確かなことで、

・約全員：『ウケてる……！』

・あさま：『副会長：ほら見ろ！　ほら見ろ！　良かったじゃないか！　ほら！』

・金マル：『今すっごくセージュン人間小さくなってないかな？』
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　妙みようなざわめきと緊きん張ちようが一ひと波なみ過ぎてから、ベラスケスも一ひと息いきをついた。

　……まあ面めん倒どうくせえこと。

　外がい交こう官かんなんて、面倒の引き受け役である上に、憎にくまれ役でもあるから厄やつ介かいだ。横にいる誾ぎんは粛しゆく々しゆくとそれをこなすようでいて、実はこちらにほとんど丸まる投なげだからまた面倒が増える。

　……でも荒あら事ごとは誾ちゃん強えからなあ。

　宗むね茂しげがどうやって嫁よめにしたのか全く謎なぞだ。まあ、昔は触れれば切れるどころか、寄らば切るような空気を纏まとった娘だったのが、今は、

「ああいう駄だ洒落じやれが世界共きよう通つうの笑いですか。憶おぼえておきましょう」

　憶えておかなくて良いが、随ずい分ぶんと人間も変わるものだとベラスケスは思う。しかし、

　……変化ってのはまた面倒だよな。

　長ちよう寿じゆ族ぞくだからだろうか。武蔵副会長が求めるような急きゆう激げきな変化には、忌き避ひ感かんが先に立つ。そして三征西班牙は、長寿族の多く住む国だ。だからまあ、今言うべきは、

「三征西班牙トレス・エスパニアは、歴史再さい現げんを結けつ構こう丁てい寧ねいにやってんだよ、これでもな」

　その通りだ。大たい将しようも、フアナも、他の連れん中ちゆうも、赤字まみれの国こつ家か運営を再現しつつ未来を見み据すえるという、そんな難なん事じ業ぎように取りかかっている。

　……書しよ記きの俺には全くよく解わかんねえことだが。

　だが、大変なことだというのは解る。

　三征西班牙では、武蔵むさし副ふく会長の言う通り、国内産業から新しん大陸貿ぼう易えきへの急速な移い行こうが行われた。これは国内産業の既き得とく権けん者しや達が国こく政せいに関わろうとしていたため、彼らを抑よく制せいする目的で貿易産業を振しん興こうしたせいでもある。そして急きゆう速そく成長した貿易産業の自由と保ほ護ごと引き替えに、王おう権けんはその独立性せいと、納のう税ぜいという恩おん恵けいを取引したのだ。

　もし武蔵の新しん規き貿易を入れるというならば、新大陸貿易の自由と保護は無くなり、王権もその独立性と納税を失う。

　そうなったら終わりだ。

　……癒ゆ着ちやくと言わば言え、ってか。

　商人達だって、歴史再現のために空を渡り、新大陸の開かい拓たくを行い、そして町や教きよう導どう院いんで出会えば挨あい拶さつを交わしてくれる。どいつもこいつも、悪い部分はあるが、頑がん張ばれる連れん中ちゆうだ。

　金はない。衰すい退たいの約束もある。だけどスラムでもどこでも、商人だろうと市民だろうと、

　……笑って楽しそうじゃねえかよ。

　三征西班牙は良い国だ。俺達がそうしてる。レパントや厳いつく島しま合がつ戦せんを超えて、そうであるように守ってきた。保ほ守しゆ的だというならば、それもいい。だが、

「俺が絵を描くのは、そういう世界だ」

　だから、ベラスケスは言った。

「武蔵側に言いたいんだけどよ？　──お前達さ、どうして英国と戦争しねえんだよ？」
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　は？　という疑問詞しを、武蔵の皆が作った。

・貧従士：『どうしてって、……する理由がありましたっけ？』

・あさま：『──皆さん、正直になりましょう。何か思い当たるフシのある人は白はく状じようを』

・約全員：『何かあること前ぜん提ていかよ!?』

　しかし皆の先せん端たんに位置する正まさ純ずみは、

　……私達が英国と戦争をしなければならない理由……？

　正純は疑問を掘り下げるように思う。そのような理由があっただろうか、と。それも、三征西班牙に指し摘てきされるようなことだ。

　何だろうかと、正純は考え、

　……まさか……。

　思い当たるフシが、確かに一つある。恐らく自分だけではない。三み河かわ戦せんに関わった者達、全てに思い当たる筈はずのものだ。それは、

「────」

　正まさ純ずみは、背後に振り向いた。そこにいるのは、

「ホライゾンですが、……何か？」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうともよ」

　ベラスケスの声が、確かに響ひびいた。

「三河で姫ホライゾンを救う理由の一つには、──姫ホライゾンの殺害は歴史再さい現げんを悪あく用ようしたものだ、っていうのがあったな。

　それを大たい義ぎ名めい分ぶんの一つとして、お前ら、そこの姫様を救いに、俺達と戦争したわけだ」

　ならば、

「英国は、アルマダ戦をするために〝血塗れブラツデイメアリ〟を処しよ刑けいしようとしている。

　今の英国は、そう〝解かい釈しやく〟出来ねえかい？　どうなんだよ極きよく東とう武蔵むさし。

　お前らは、そこの姫を救うために大義名分を掲かかげて戦争した。だけど、どうしてその大義名分が、ここでは使われない？　俺達だけが殴なぐられ損ぞんか？　武蔵が開かい戦せん権けんを封ふう印いんしても、英国は大罪武装ロイズモイ・オプロを保有しており、交こう戦せん中という解かい釈しやくが可能だ。それでも英国を殴ってメアリを救わないと言うなら、──武蔵は、処刑される相手によって大義名分を取り下げる未み熟じゆくな国か？」
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　……そう来たか！

　三征西班牙トレス・エスパニアの使者が来ていることは解わかっていた。だから英国と武蔵の敵てき国こくである三征西班牙が武蔵の同盟貿ぼう易えき案あんに反対するという懸け念ねんは、会計側がわからの指し摘てきで既すでに予測されていた。

　だからその場合は、英国側に同盟を結んだ場合の有利点てんを交こう渉しようしていくことで、最終的には英国の同意を得られるだろうと、そう結論されていた。

　だが、この難なん癖くせは予想外がいだった。

　何な故ぜならば、これは対たい英国としての敵てき対たいを武蔵に促うながすもので、更さらには、

　……何の理由にもなっていないだろう!?

　ホライゾンの救助は、彼女が極東の主しゆ権けんそのものだからだ。他にも多くの大義名分が付ふ帯たいして、それは決定されたのだ。

　歴史再現の悪用という、ただそれだけで測れるものではない。

　対し、〝血塗れメアリ〟は英国の王おう族ぞくであり、彼女の問題に関われば英国への内ない政せい干かん渉しようとなる。そして、救ったところで極東には何の得もない。

　メアリの存在は、ホライゾンのように、極東の主権にも関わらないし、彼女を救っても大罪武装ロイズモイ・オプロは得られないのだ。

　彼女が関わる意味はただ一点、それが、

　……歴史再さい現げんの悪あく用ようと解かい釈しやく出来るからだ、と？

　無む茶ちや苦く茶ちやだ。

　わずかな引っかかりを喧けん伝でんし、大だい問題に仕立て上げているに過ぎない。だが、

　……それを〝解釈〟と言うならば、厄やつ介かいだ。

　ならば、と正まさ純ずみは声を放った。根本的な問題として、

「〝解釈〟という言葉の悪用ではないか!?」

「それは、はぐらかそうとしている自分に対して言えよ、武蔵むさし副ふく会長。

〝解釈〟という言葉を悪用して俺達やK. P. A. Italiaを殴なぐり、しかし、味方となってくれそうな英国に対しては、〝解釈〟を用いてメアリの殺さつ害がいを認める。

　そんな国、どこの誰だれが信用するってんだ？」

　……この男。

　何が意見として通り、何が通らないかを理解している。通るものだけを掲かかげ、それ以外を相手にしなければ、自分に勝利が来ると解わかっているのだ。

　どうする、と思った時だった。段だん上じようから声が届いてきた。

「三征西班牙トレス・エスパニア。──失礼を言うのだな」

　妖よう精せい女王が、咎とがめるような援えん護ごを寄よ越こしたのだ。
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　エリザベスは、浅く眉まゆを立ててベラスケスを見る。

　……面めん倒どうなのが出てきたな。

　武蔵の味方をするつもりはないが、英国に対する誤ご解かいが全ての国に広められるのは本意ではない。だから、言うべきことは言っておく。いいか？　と彼女は前まえ置おきを付け、

「〝重双ダブル血塗れブラツデイメアリ〟の処しよ刑けいは、貴き様さまらがそこの姫に行おうとしたような分ぶん解かいとは違う。

　あのような、何も残さぬような処刑など、英国が行うべきことではない」

・薬詩人：『Lady慈じ悲ひ深い──！　そのクールな表情が素す晴ばらしい！』

・女　王：『フフフもっと煽あおるが良い諸しよ兄けいら』

・印鑑子：『しょけい！　しょけい!!　しょけいらしょけい──！　むしけらあ──！』

・眼　鏡：『これ通神録ログ残すの？』

　少し削さく除じよした方がいいかもしれん。ともあれ三征西班牙には言っておく。

「いいか三征西班牙。三征西班牙の処刑は悪い処刑だ。対し、英国のはいい処刑だ」

「凄すごい意見が出てきたけどよ。具体的にそれはどのようにだよ？」

「Ｔｅｓテスタメント．、簡単な話だ。我々は、英国の王おう族ぞく、メアリの死を無む駄だにするつもりはない」

　だから、

「英国を守るための犠ぎ牲せいとして、歴史再さい現げんによる処しよ刑けいを悼いたみ、その有ゆう効こう利用を──」

　そこまで言って、妖よう精せい女王は考えた。

　もっと考え、しばらくしてから、

「間違えた。──有効利用じゃ駄だ目めだろう。歴史再現の悪あく用ようとか言われてしまうな。ははは」

　うん、と頷うなずき、

「他の何かだ」

　口を縦に大きく開いた顔で、武蔵むさし副ふく会長がこちらを見た。
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・銀　狼：『ま、正純が背後から撃うたれましたわ!!』

・俺　　：『……オマエら鍵けん盤ばん叩たたく時もわざと狼狽うろたえの表現するから付き合いいいよな』

・あさま：『そ、そんな場合じゃないですよ！　──あ、ホントだ付き合いいいですよね。ってそうじゃなくて！　正まさ純ずみ！　正純！　精神の傷は浅いですから正気を保って!!』
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　……どーすんだよもー。

　正純はどうしたものかと、内ない心しんで頭を抱えた。

　一応、外見の部分では平へい静せいを保てているようだから、まだ何とかなる筈はずだ。多分。

　しかし思うことは、

　……教皇総長パパ・スコウラの方がまだやりやすかった！

　背後から撃たれるようなことは無かったし、一回殴なぐれば一回殴ってくる解わかりやすいルールだった気がする。

　やはり旧派カトリックの蓄ちく積せきは政治家初しよ心しん者しやにとっては親切なものだったのだなあ。

　どうしたものか、と正純は頭の中でいろいろな理論を走らせ始める。

　その動きと同時。

「何やら面白い話をしているようだね」

　聞いたことのない声が、背後側がわ、南の正面入り口から響ひびいた。

　……誰だれだ？

　この会議の場に、新しく入ってくる者。それは風を纏まとった赤い影。

「失礼する。──現在、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の羽は柴しばと協きよう働どうしている者だよ」

　M. H. R. R.の教きよう導どう院いん、A. H. R. R. S.の制服を赤に染めたその男の姿すがたは、足先がかき消えていた。肩に三さん頭とう身しんの、これまた足先のない少女を乗せたのは、

「P. A. ODA内P. A. O. M.所しよ属ぞく、生徒会会計、そして五大頂ちょうの四番。──傭よう兵へい王ヴァレンシュタインの二重襲しゆう名めいを頂く前まえ田だ・利とし家いえだよ。今日は募ぼ兵へいの関係で妖精女王に急ぎの話に来た」
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　酒さか井いは、夜の中で僅わずかに煙管きせるを吸う動きを止めた。

　ややあってから、彼はゆっくりと口くちの端はから煙を吐き出し、

「P. A. ODAの六天てん魔ま軍ぐん。……前まえ田だ・利とし家いえが来てるとはねえ。おじさん時代遅おくれかねこれ」

　Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄ．、と横の〝武蔵むさし〟が二度頷うなずき、酒井の肩を数度叩たたく。

「そういえば、祭の会場では、独逸傭兵団ランツクネヒトの募ぼ集しゆうが行われていたとか。

　英国の非ひ学生達たちを臨りん時じ学生化かして、戦力を増やす計画だと思っていましたが……」

　彼女は、酒井の表示枠サインフレームを覗のぞき込みつつ、静かにこういった。

「聖せい譜ふ記き述じゆつでは史し上じよう最大の戦力を持ったとされるM. H. R. R.神聖ローマ帝国の傭よう兵へい王おうヴァレンシュタイン。一いつ介かいの傭兵団だん長ちようでありながら莫ばく大だいな兵力を有して三十年戦争を支える彼でしたが、しかしM. H. R. R.は彼の権けん力りよく伸しん張ちようと戦せん費ぴ拡大を危険視しし、彼を暗あん殺さつするのです。しかし──」

「聞きたいねえ、〝武蔵〟さんの言う先をさ」

「Ｊｕｄ．、M. H. R. R.では、その戦力が惜しいとして、暗殺の後にヴァレンシュタインを〝亡ぼう霊れい〟として存そん続ぞくする計画を立てました。ゆえに、その襲しゆう名めいには聖せい連れんからの干かん渉しようを受けにくいよう、P. A. ODA側からの該がい当とう者しやが導かれ……、それが、前田・利家様です。──以上」

　どうだろうね、と酒井は煙を口に入れ、ほ、と吐いた。

「面めん倒どうだね。……これ、M. H. R. R.は遊びに来たんだよ」

「酒井様もそう判断されますか？　──以上」

　Ｊｕｄ．、と酒井は前を見た。だってさあ、と言葉を繫つなげ、

「これ見てよ。──遊び以外の何でもないよ？」

　正面にある陸りく港みなとや、第四、第三階かい層そうの上。そこには今まで、数を松明たいまつの二重持もちで誤ご魔ま化かしていた数百の英国の戦せん士し団だんしかいない筈はずだった。

　違う。

　今、夜の中にあるのは、青い炎ほのおの松明を掲かかげた戦士団の大量数すうだ。その数は、

「──二万は超えてるだろ」
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　織お田だ家けの重じゆう鎮ちんの進入に、〝女王の盾符トランプ〟と武蔵の要よう人じん達は身み構がまえた。が、妖よう精せい女王は何でもないといった風ふうに立ち、応じるように前田も、

「お久しぶり女王陛へい下か。──英国の学生戦せん力りよくを拡かく充じゆうするためのお手伝い、この祭などを利用して叶かなえさせて頂いております。我ら独逸傭兵団が」

　軽く、肩の少女と一礼する彼は、中ちゆう背ぜいの瘦そう軀くだ。体格ゆえ、内部装そう甲こうを揃そろえたM. H. R. R.の学生服はやや大きめの長ちよう衣いにも見える。が、彼は胸を張る姿し勢せいを崩くずさず、女王と対たい峙じする。

　そんな彼に、

『Drain！』

　光が走った。

　それは彼のほぼ真ま横よこに位置していたウオルシンガムが放ったグラスだった。重力制せい御ぎよで拾い、高速で発はつ射しやされたグラスには、シードルが注そそがれている。

　狙ねらいは首もと。受け止めても砕いても中身が衣服に掛かるものだ。選択は回かい避ひか、もしくは、

「頭を下げろと？」

　利とし家いえが呟つぶやいた瞬しゆん間かんだった。彼の手から小さなものが落ちた。

　硬こう貨かだ。それが落下して、床に触れる直前。利家の足下からある色が弾はじき上がった。

　色は白。形は腕だった。

　利家の足下。靴くつの直近に落ちる影の中から、真まっ白しろい半はん透とう明めいの腕がスナップしたのだ。

　腕の長さは三メートルほど。しかしその腕は、一本で出来ていなかった。男や女、子供や老人の手や二にの腕うでが絡まり合って[image: ]よじり、お互いを欲するように絡んでつかみ合い、硬貨を食い、

「──！」

　取るのでもなく、叩たたくのでも払うのでもなく、ただ振り抜く掌てのひらでグラスを飲み込んだ。

　そして腕が消え、風が起き、そしてややあってから、

「Garrrrp」

　彼の肩上の少女が、胃いの中の空気を押し出すように口から吐いた。

　そんな彼女に利家は狼狽うろたえの顔を見せ、

「あわわわわちょっと行ぎよう儀ぎ悪いよ、まっちゃん」

「ん」

　まっちゃん、と呼ばれた少女が頷うなずく間に、利家は前を見る。そして彼は、女王から視線を外さぬようにしながら、いつの間にか床に置かれていた空のグラスを拾うように身をかがめた。

　拾う動きで頭の位置を下げ、一礼とする。その上で、

「一応、本ほん校舎には自由に来て良いと、そんな話だった筈はずだよ」

　顔を上げた彼に、妖よう精せい女王が問いかける。

「今は会議中だ。表おもての者達はどうした？　まさか──」

　利家が、赤のマントの下にある右腕を前に突き出す。その上じよう腕わんには腕わん章しようがあり、P. A. O. M.のエンブレムと、〝会計　前まえ田だ・利家　会計補ほ佐さ　お松まつ〟の刺し繡しゆうがある。

「これ見せて、顔パスだと言えば、大体は通れるよ」

　そして彼は、首を傾かしげて辺りを見回した。距離としてはほぼ等とう距離にいる武蔵むさしの面めん々めんと、副ふく会長達と、〝女王の盾符トランプ〟を眺ながめ、

「ちょっと、話に加えさせて貰もらうよ。これでも今はM. H. R. R.神聖ローマ帝国の会計も兼けん任にんしていてね。だから言っておくよ。M. H. R. R.も、武蔵の貿ぼう易えき同盟には賛さん成せい出来ないと。何しろ──」

　その台詞せりふを横から奪うように、武蔵むさしの副ふく会長が告げた。

「複数領りよう邦ほうの連れん合ごう国家であるM. H. R. R.神聖ローマ帝国は、現在、三十年戦争中だが、宗教革かく命めいの余よ波はや経済摩ま擦さつによって領邦の足並みが乱れている。旧派領邦と改派プロテスタント領邦など、バラバラだからな。

　そして羽は柴しばは、皇こう帝てい総そう長ちよう〝狂人ヴアージンニンガー〟ルドルフ二世の幽ゆう閉へいを歴史再さい現げんし、M. H. R. R.の実じつ権けんを裏で握っているが、……その所しよ属ぞくは旧派。

　改派に属する英国を拠きよ点てんに貿ぼう易えきされれば、旧派の羽柴は力を付けた国内改派と六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに挟きよう撃げきされる恐れがある。そういうことだな？」

　副会長は、小さく息を入れて、肩をすくめた。

「P. A. ODAの息の掛かったM. H. R. R.に対してはいい楔くさびになると、それをもって三征西班牙トレス・エスパニアを取り込む予定だったのだがな」

「おやおや、じゃあ、……同盟の申し込みは撤てつ回かいしてくれるのかい？」

　利とし家いえの問いかけに、武蔵の副会長は答えず、背を向けた。

　代わりというように、今度は利家が肩をすくめた。まあいいか、と彼は一つ指を鳴らし、

「──あのさ、武蔵の同盟には無理があるよ。そこらへん、解わかってる？」
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　何な故ぜならば、と利家は言った。彼は、肩上の松まつがこちらの口の動きを追つい随ずいすることに笑えみを得ながら、

「英国と同盟するということは、英国の味方になるということだよ？　英国は改派だが、同じ改派のいるM. H. R. R.はその同盟を拒きよ否ひする。そうなると、──改派の味方をする武蔵の貿易相手になるのは、……よくて阿蘭陀オランダくらいじゃないか？　あと、関かん東とうや北ほく陸りくの人達。

　K. P. A. Italiaとか、貿易したがるだろうけど、三征西班牙が止めるよね。

　そしてM. H. R. R.と三征西班牙、K. P. A. Italiaが止めたら、囲まれる形になる六護式仏蘭西も率そつ先せんして賛成は出来なくなるよね」

　途と中ちゆうから松が口くち真ま似ねを追いつかせることが出来ず、こちらを半はん目めで見てくる。だけど、

　……その反応も可愛かわいいなあ。

　そんなことを思いつつ、利家は右の手を挙げて松の髪かみを撫なでた。その動どう作さに対し、周囲で身み構がまえる動きがあったが、利家は気にしない。彼はただただ口を開き、言葉を作る。

「──問題なのは、さ。そのような状況を武蔵は行くというのに、武ぶ装そうがないんだよね。

　英国の船を護ご衛えいとしてつけるにも、他国はそれこそ英国に今までやられた仕返しとして〝私し掠りやく船〟を武蔵に差し向けるだろう。そうなりゃ、少なくとも欧おう州しゆう航こう路ろは地じ獄ごくだよ？」

　すると、こちらに背を向けたままの武蔵副会長が、声を放った。

「──１５５５年、アウグスブルクの宗しゆう教きよう和わ議ぎにて、改派の信しん仰こうは旧派側がわにも認められた筈はずだが？　少なくともそれを理由に闘せん争とう行為を働いてはならない筈はずだ」

「付ふ随ずいする利り権けんがあるんだよ」

　利とし家いえは、松まつの髪かみを撫なでていた手を動かし、平野や家、山のイメージをなぞる。

「そっちの会計に聞いてないかい？　派が違えば、教きよう譜ふが有する通つう神しん、医い療りよう、教育や福ふく祉しのシステムが変わることになる。そうなると建築、流りゆう通つう、人材などの利権が大きく動く。

　解わかるかい？　もはや教譜が戦争を引っ張る時代は終わりだ。教譜の恩おん恵けいを利用する利権システムの取り合いが闘とう争そうの引き金を任になうのさ。

　武蔵むさしでもそうだろう？　──旧派カトリツクや改派プロテスタントなどに対する武蔵内での布ふ教きよう抑よく制せいは、歴史再さい現げんもあるが、それによる経済のシステム混こん乱らんや煩はん雑ざつを逃れ、神しん道とう主体で安定したシステムを得る意味がある筈はずだ。主しゆ教譜をたてられれば、通神や医療、福祉の一いつ括かつ管理が楽らく出来るしね」

　そして利家は、副ふく会長の横に立つ長い黒くろ髪かみを見た。

「そこの浅あさ間ま神社の跡あと取とりさんは、そういうのよく──、いたたた痛いよまっちゃん！　他の女の子には目もくれないって！」

　ともあれ、と利家はそっぽを向いた松まつに、懐ふところから出した棒ぼう飴あめを差し出しながら言う。

「英国と武蔵は同盟貿ぼう易えきを結ぶことが出来るかもしれないね。でも、そうなったら……、僕達もムキになって潰つぶしに掛かると思うんだよ。だけど、英国はそれじゃ困るよね。

　だから僕はこう思うんだ。英国には、出来ることなら──」

　一ひと息いき。右の手から硬こう貨かを一枚落おとしながら、

「──ここで武蔵を潰して欲しい」
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　床に落ちる影に硬貨が飲まれた瞬しゆん間かん。

　彼の背後にある広ひろ間ま入口の大おお扉とびらが開いた。

　その向こうにある広大なエントランスの扉と、オクスフォードの正しよう面めん入口は既すでに開かれていた。そこから見えるのは、黒の闇やみと、灯とう火かを持つ倫敦ロンドンと、遠くにある陸りく港みなとの武蔵だ。

　だが、武蔵の周囲には、光が存在していた。それは、

「ムラサイ教譜P. A. ODAには、聖譜顕装テスタメンタ・アルマはあっても、大罪武装ロイズモイ・オプロが与えられなかったよね。

　だから代わりに、僕達五大頂ちよう、六天てん魔ま軍ぐんはそれぞれ、御お館やかた様から武ぶ装そうを得たんだよ。

　僕とまっちゃんに御館様が与えてくれたのは──」

　一息とともに、彼は背後、武蔵を取り囲むようにある光、第三階かい層そうの殆ほとんどを埋める青白い光の群を示して、こう言った。

「〝癒使イスラフイル〟。地の底の力、治ち癒ゆの力を逆ぎやく利用した、霊れい魂こんの保ほ持じと展開の能力だよ。僕の得意な霊魂展開術ネクロマンスを強化したもので、必要ならば十数万の軍ぐん勢ぜいを動かしたヴァレンシュタインの歴史再さい現げんを超え、百万の軍勢を黄泉よみから起こすことだって出来る。何しろ、M. H. R. R.神聖ローマ帝国、独逸傭兵団ランツクネヒトの歴史を全て食うならば、その程度の霊魂の戦せん士し団だんは簡単に雇やとえるからね。

　言うなれば、これこそが〝加か賀が百ひやく万まん獄ごく〟。M. H. R. R.神聖ローマ帝国的に言えばこうだ」

　一ひと息いき。

「加賀百万Ｇカガ・ミリオネンガイスト」

　彼の言葉と軍ぐん勢ぜいに息を詰めた皆は、しかし一つの光に気付く。それは、松まつの背にある小さな翼つばさだ。いつの間にか浮いた翼に目をとめた浅あさ間まが、眉まゆをひそめて利とし家いえに問いかけた。

「その翼の光……。本来の霊れい体たいのものとは違いますね？　別の、加か工こうされた流体光こうです」

「解わかる？　そう、まっちゃん、僕の手伝いをするために〝癒使イスラフイル〟への改かい造ぞうを受けたんだよ」

「そんなことしたら……」

「Ｔｅｓテスタメント．、術じゆつ式しきになるわけだから、常に流体を必要とするよね」

　だから、と彼は言った。

「金が凄すごい要いるんだ。僕達の夫ふう婦ふ生活。消えてしまわないために」

　でもさ、と彼は言う。もう一度、背後の光の群を指さして、

「──妖よう精せい女王。今回はタダでいいよ。だから僕に命令してくれる？　武蔵むさしを潰つぶせって。

　だって、武蔵、面めん倒どうそうだもん。今、僕達が皆でワイワイ西せい征せいしてんのに、何だかまあ大罪武装ロイズモイ・オプロとかヴェストファーレンとか、P. A. ODA完全無む視しじゃない？　聖せい連れん側ばっかり注目度ど高くするんだったら織お田だ家けハンパなく怒るよ？　柴しば田たさんが浅あさ井い攻ぜめの後に〝ようし、じゃあ俺、戦せん勝しよう祝いわいに御お市いち様に告こく白はくするから、前まえ祝いわいで武蔵アオろうぜ！〟ってやったんだけど、あんまビビった風ふうなかったし。少しここで撃げき沈ちんあたりやってガス抜きさせてよ」

「待て」

　妖よう精せい女王の方に身を向けていた正まさ純ずみが、肩かた越ごしに振り向いて問う。

「P. A. ODAは、……武蔵と敵てき対たいするのか？」

「馬鹿だなあ。そんなこと言ってないよ僕。

　──どうせ羽は柴しば経由で関せきヶ原はら決戦するんだし、言うまでもなく敵じゃないか」

　皆が息を吞のんだ。

　が、利とし家いえは肩をすくめ、

「柴田さん、羽柴のこと結けつ構こう気に入ってるから、敵てき対たいの歴史再さい現げんとかどうしようか迷ってるみたいだけどね。でも、そういうのを超えて考えると、織田家の行く先は羽柴とアリアダストの激げき突とつだ。だから、それをどこで行うかはまだ未定だけど……、でも、僕達は既すでに未来で敵だ。

　ゆえにここで機会をおくれよ妖精女王。どうせ貿ぼう易えき同盟なんて出来ないんだから、僕に対して武蔵撃沈の命令をおくれよ。さっきは理由をいろいろつけてやらなかったみたいだけど、戦力が足りないなら僕がもっと貸すよ？」

　さあ、と利家が動いた。

　彼は、右手を妖精女王に差し伸べたのだ。その上で彼は、肩上の松とともに言う。

「三征西班牙トレス・エスパニアの言う通り、メアリの処しよ刑けいを防ぐために武蔵は英国を攻こう撃げきせねばならない。そして英国も、僕の力でもはや武蔵むさしを攻こう撃げき出来る。

　──どうするんだい英国と武蔵？　放っておけば、先に攻撃されるかもしれないよ？」
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　利とし家いえの問いかけと動きに、皆が身み構がまえながらも、二つの答えを待った。

　それは、妖精女王の返答と、武蔵副ふく会長である本ほん多だ・正まさ純ずみの返答だ。

　二人がそれぞれの判断をどう下すのか。

　敵か味方か。皆は期待にも似た疑問を持って視線を両者に送り、それゆえに沈ちん黙もくした。

　音のない空気が漂い、しかし、不ふ意いに一つの音が来た。

　音は、広ひろ間まの右側。武蔵側がわの控え通路から走ってくる、

「ちょおおおおっと待ったあ──!!」

　武蔵の総そう長ちよう兼生徒会長。葵あおい・トーリが、全力で広間へと駆かけ込んでくる足音だ。

　対し、瞬しゆん間かん的な反応を下したのは振り返りの動きを作った正純だった。彼女は眉まゆを立て、

「おい馬鹿！　ちゃんと服は着替えたんだろうな!?」

「あたあた当たり前だろ!?　これ見ろよ!?」

　広間の中にバレエ式の三段ジャンプで飛び込んだ葵は、確かに極きよく東とうの上着を着ていた。

　だが、下は全ぜん裸らだった。







[image: 第四十六章『独壇場の演技者』]
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「──!!」

　給きゆう仕じや控ひかえの戦せん士し団だんが悲鳴を上げる中、松まつが全身を引きつらせた。彼女は、

「き、き、き、き……！」

「ま、まっちゃん!?　あわわどうしたの!?　きゃあ、とか可愛かわいい悲鳴をあげてみる!?」

　次の瞬しゆん間かん。松は、きで始まる叫びをあげた。

「きちがい……!!」

「あわわわわまっちゃんかなり剛ごう速そつ球きゆうだよそれ!!」

　だが、叫び声の中、半はん裸らはポーズをいちいち取りながらあたりを警けい戒かいし、

「ど、どうした!?　どうしたんだ皆!?　はっ、まさかこれは──」

　半裸は利とし家いえとベラスケス達を両手でそれぞれ指さし、

「さては貴き様さま達の仕し業わざだな……!!」

「お前だよ馬鹿」

　正まさ純ずみがホライゾンと一緒に横から蹴けりをぶち込んだ。馬鹿が転がって壁に当たって跳ね返って戻ってくる間に、誾ぎんがうんうんと頷うなずき、

「思い出しました。確か、三み河かわでも、襲しゆう撃げきの時も、こんな感じでしたね」

「おいおい、誾ちゃんちょっと慣れが早くねえ？」

　ベラスケスの疑問に答えるより早く、馬鹿の方では正純がその襟えり首くびを摑つかんでいた。彼女は馬鹿に説せつ教きようしようとしたが、彼が着ている制服に視線を止めると、

「あっ、こ、これ、私のじゃないか!?　何てことを！　何てことを!!」

「あ、そっか、俺、さっきのオメエのドレス、女じよ子し控え室で脱いで全ぜん裸らで茶を飲んでたんだけどさ。そしたらそこに男の上着があるじゃん？　だから、俺のかと思ってさ」

「理論的てきに喋しやべれえ──！」

「ちょ、ちょっと待って下さいトーリ君！　じょ、女子控え室って！」

「ああ!?　何だよ浅あさ間ま。オメエのその犯罪級きゆうの胸が入る服とか漁あさってねえよ！　あまりにも犯罪的なので罪を軽くするためにちょっと試し着ちやくしたけどマジに胸部スペースすげえのな！」

　浅間が矢をぶち込んで馬鹿が壁をぶち破った。ふう、と額ひたいの汗を拭ぬぐった浅間に対し、皆は一いつ瞬しゆん静かになる。が、すぐに、駆かけ込んできていた英国戦士団の団長が、はっと気付いて、

「ぼ、没ぼつ収しゆう──!?　その弓ゆみ没収──!!」

　え？　と浅間は自分の手の中にあるものに気付き、ぬぉ、と声をあげた。

「うわ、い、いつの間に！　え、ええと、あの、こ、これですね？　あの」

　浅間は弓を振り上げ、

「これ、弓に見えるけど弓じゃないんです！」

　ほう、と妖よう精せい女王が頷うなずいた。

「随ずい分ぶんと新しん説せつだな。……弓ではないとなると、では何だ？」

　浅あさ間まは端はたから見ても解わかるくらいに汗を搔かき、しかし、

「い、いえ、ほら、こ、こうして分ぶん解かいすると、ええと、ほら、こっちが一いち弦げんギターで、こっちがそれを引く弓ですよっ。ほ、ほ～ら、いい音が──」

　金属が軋きしるような音が響ひびいて数多くの人々がのたうった。その間に、浅間は平へい然ぜんと弓をスカートにしまい込む。だが妖精女王は眉まゆを小さく動かしただけで、

「この会議の場に、……そのようなものを持ち込むとは」

「お。お待ちを」

　正まさ純ずみが、フォローに入った。
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　正純は、皆の〝どうにかしろ！　しろ！〟という、方法を定かにしない期待だけの視線を浴びながら、

　……何で私、こういう役が多いかなあ。

　思いつつも、こんなことが原因で会議が御ご破は算さんになられても困る。だから平へい静せいをもって、

「巫女みこにとって、今のような器き具ぐは儀ぎ式しきに必要なもの。必ひつ需じゆ品ひんです。だからほら、この馬鹿、撃うたれたのに何と無む傷きずではありませんか」

　無傷なのは芸げい人にん神しんのボケ術じゆつ式しきのせいだろうが、言い訳が通れば勝ちだ。

　だが、妖精女王は、こちらの隣となりに立つ半はん裸らを見て、しっかりと頷き、こう言った。

「では、……その馬鹿の格かつ好こうは何だ？」

　……藪やぶ蛇へび来たあ──!!　あ、いや、私が慣れすぎてるだけか!?　そうか!?

　く、と息を詰めた正純は一いつ瞬しゆんでいろいろなことを考えた。もう死んでしまおうか、とか、全部投げ出してしまおうか、とか、ネガティブなことも思ったが、最終的には責任感かんが勝った。

　正純は、衣服の下で浅間と同どう様ようの蒸むし暑い汗を搔かきながら、

「こ、これは……、その」

　言い訳を考えて、躊躇ためらいながらも、

「──これは、ほら、聖せい譜ふ記き述じゆつにもありましたよね？　あれです、──馬鹿には見えない服」

　童どう話わや民みん話わの話だ。通らなかったらこの馬鹿を殺して私も死のう。そう思いながら妖精女王の反応を待つと、妖精女王は左右の副長と副ふく会長と視線をかわした後で、

「ほ、ほほう？　そ、そうなのか？」

　……通った──!?　あ、いや、童話の話なら、妖精の国では通るのか!?

　ならばもはや構わず押し通す。正純は笑顔で、右壁かべ際ぎわのミトツダイラに向かって、

「ほら、そうだよなあ？　このあたりの生き地じとか、もうサイコ──」

「え、ええ、そ、そうですわね。ええと、──ハイディの店で仕入れたのでしたわね」

「く……！　う、うんうんＪｕｄジヤツジ．ｊｕｄ．、もう馬鹿には見えないから卸おろしが混乱してね！」

・銀　狼：『ま・さ・ず・み……!!』

・○べ屋：『ミトも……！　二人とも後で茶屋ね!?　……絶対!!』

　うるさい。こっちはあまりにもフロントラインやってるんだ。少しは体感してくれ。

「で、ええと、ほら、そちら、──文化系けいのジョンソン氏は、見・え・ま・す・よ・ね？」

「え？　あ、うむ、Ｔｅｓテスタメント．、──エクセレントな黒の光こう沢たくだね」

「おや、私が摑つかんでるのは白の生き地じですが」

「あ、そうそう！　光の加か減げんで見み間ま違ちがえてしまったよ!!」

　このくらいは、やってやってもいいだろう。少し溜りゆう飲いん下さがった気がする。

　と、正純は一ひと息いきをつく。そして妖よう精せい女王を見て、頭を軽く下げ、

「いろいろ行き違いや勘違いはあるかと思いますが、ここにいる武蔵むさしの皆は、やはり妖精女王との会議ということを考え、不要な武ぶ装そうなどは持ち込みなぞしておらず──」

　背後で、重量物ぶつが床に落ちる音がした。

　何だ？　と思って振り返ると、隣となりのホライゾンも同じ方向を見ている。

　床ゆか上うえ。

　赤の絨じゆう毯たんに〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟が落ちていた。
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「──!?」

　浅あさ間まは、正まさ純ずみの表情の変化を見て、こう思った。人間はここまで驚けるんですね、と。

　だが、位置的には、どう見ても大罪武装ロイズモイ・オプロが転がったのは自分の正面だ。

　……つ、つまり私にどうにかしろと!?

　正純がアイコンタクトを送ってくるし、ホライゾンは首を傾かしげている。

　……え？　ええ──!?　役やく職しよく付づきでもないのにどうして!?

　思っている間に、周囲から声がする。

「まっちゃん、あれって……」

「……Mate、 あれって……」

　浅間は、慌あわてて拾って、それを虚こ空くうに叩たたき込んだ。

　位置が違った。

　……え？

　空から振ぶりして、逆に巨大な剣けん砲ほうを振り回してしまった浅間は、皆の注目に気付き、

「え、ええと……！」

　意味もなく強ごう引いんに抱きしめると、嫌いやな汗が全身に流れた。だから浅間は慌てて、

「こ、これですね!?　え、ええと、大罪武装ロイズモイ・オプロに見えるけどそうじゃないんです!!」

「ほ、ほほう、……そ、それは新しん説せつだな。で、……では、何だと？」

　妖よう精せい女王が付き合いよくて助かった！　心底そう思いながら、浅あさ間まは、

「こ、これ、ええと、──そ、そう、抱だき枕まくら！　抱き枕なんですよこれ！　ほ、ほら、このあたり、頭を乗せ──、ここブレードですよ危なっ！」

「…………」

　……痛あ──！　沈ちん黙もくマジ痛あ──!!

　ともあれ、と浅間は自じ棄きの笑顔を作った。こうなったらもはや死を覚かく悟ごでやるしかないと、そう思いつつ、

「で、でもこんなの見てても面白くないですよね！　じゃ、ちょっと手て品じなしますね!?」

　言った瞬しゆん間かん。浅間は今度こそ〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を虚こ空くうにぶち込んだ。その上で彼女は〝女王の盾符トランプ〟に向かって左右の握り拳こぶしを突き出し、

「さあ！　今の抱き枕、どっちの手の中に入ってるでしょう!?」

　いや……、と〝女王の盾符〟の皆が俯うつむいてつぶやいた。彼らは顔を下向けたまま、しかし視線で犠ぎ牲せい者しやを決める。ややあってから吐と息いきしたハワードが、

「あの、……今、後ろの空間に……」

「どっちでしょう──、か!?」

　毎日祝詞のりとを詠よんでる巫女みこの一いつ喝かつに、ハワードが観かん念ねんした。彼はうなだれたまま、指を差す動きをして、

「……右」

「右!?　右ですね!?　あ、うわあ、右に無いですよお。──あっ、左にも無いですねえ。じゃあどこに!?　──あっ、とっとっと、うわあ、何と胸の間から走狗マウスが出てきましたよ？　おやおや抱き枕が走狗になってしまいましたあははははははは！　どうしましょう!?」

『は、拍はく手しゆ拍手──』

　まばらな拍手がした。

・銀　狼：『可哀想かわいそうに……』

・金マル：『うん、全国放送でこれはマジ可哀想』

・貧従士：『役やく職しよく無なくても過か酷こくな運命ってありますよね……』

・あさま：『だ、誰だれのせいですか!?　誰のせいですか!?』

　全てのせいですかね、と浅間が己で思った、その時だ。

　右手の方から声が聞こえた。それは三征西班牙トレス・エスパニアの書しよ記き、ベラスケスのもので、

「おいおい武蔵むさし、盛り上がってねえでさ、こっちの質問答こたえてくれよ」

　そうだった、と思う間もなく、問いが来る。それは、武蔵にとっては重大な、

「──姫ホライゾンを救ったように、メアリを救う戦争やんねえのかよ？」

　問いかけに英国側がわと武蔵むさし側の皆が唸うなる。

　その瞬しゆん間かんだった。不意の声が、広間に響ひびき渡った。

「おいおいおい、ワケ解わかんねえぞ!?　何で俺達が戦争しなくちゃいけねえんだよ!?」

　トーリだった。
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　浅あさ間まは聞く。自分の幼おさな馴な染じみが、目の前にいるホライゾンの肩に手を乗せて叫ぶ言葉。その響きは鋭く、

「どうして俺達が、ええと、──何だ!?　言って見ろ!!　聞いてやらんこともない！」

　……さ、最さい悪あく……！

　思っていると、ベラスケスが頭を搔かいて告げる。

「お前さ、いや、お前だ、三み河かわでその姫ひめを救おうって言ったのはな？　だから言ってやる。お前の姫さんと同じ境きよう遇ぐうにあるメアリを、何でお前、救おうとしねえのよ」

「メアリって？」

　本気で眉まゆを歪ゆがめて言った馬鹿に、浅間は耳みみ打うちする。

「ほら、点てん蔵ぞう君がフラれた〝傷有りスカード〟さんですよっ。英国が処しよ刑けいしようとしてる王おう族ぞくのっ」

「ああ！　点蔵ホモ疑ぎ惑わくの旦だん那な!!　あの人ひと処刑すんの？　何で？」

　だーかーらー、と思いつつ、浅間はホライゾンの顔を窺うかがった。同じ境遇、という意味が、しかしホライゾンには解っていないのか、彼女も首を傾かしげるだけだ。

　ゆえに、浅間は要よう点てんだけを言うことにした。

「ちょっと行き違いがあって、でも、彼女の処刑がアルマダの海かい戦せんの契けい機きの一つになるんです。だから、三征西班牙トレス・エスパニアはこう言うんです。それはホライゾンの時と同じく、──歴史再さい現げんを悪あく用ようして、メアリを処刑したいだけじゃないかって」

「何だよそういうことかよ。オッサン、ちゃんと説明してくれよ。浅間の方が遙かに解りやすいじゃねえかよ」

　ベラスケスが口くち端はを引きつらせるのを浅間は見た。大変ですね……、と半なかば同情で思うが、しかし、相手はそのまま言葉を作ってきた。

「どうすんだよ？　お前、馬鹿だから逆に話が早いだろ。どんな言い訳しても、この処刑は聖せい譜ふ記き述じゆつの悪用なんだわ。だからお前ら、メアリを救う戦争しなくちゃいけねえ。

　だって、俺達、それを食らったんだからさ。

　──俺達を殴なぐっても英国は殴らないってんじゃ、駄だ目めだろ」

　ふんふん、と、トーリが腕を組んで頷いた。

　……大だい丈じよう夫ぶですよね？

　わずかな不安をもって視線を送れば、トーリは首を傾げてホライゾンを見ている。

「あのさあ、ホライゾン」

　問う。

「オメエ、救われた側だよな？　だったらこの件、どう思う？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですねえ……」

　ホライゾンが考える。が、しばらくして彼女は、頷うなずきと共に、ベラスケスを見た。

「一つ。解わからないことがあります」

「おう、何だよ？」

「ホライゾンの時もそうでしたが、……歴史再さい現げんの悪あく用ようと、そう言いましたね？」

「Ｔｅｓテスタメント．、確かにそう言ったな」

　だとしたら、とホライゾンが言う。

「死を覚かく悟ごしている人を処しよ刑けいするのは、悪用ではなく、逆に有用ではないでしょうか」
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「人じん権けんや命の重さを考えた場合、命は失われるべきではない。──確かに人類の総そう量りようを減少させぬため、命の損そん失しつを防ぐべきだという考えは理解出来ます。

　が、唯ゆい一いつ除外があるとすれば、それが歴史再現で決まっていた場合です。

　何な故ぜならば、その人は〝そこで死ぬことが正解〟なのです。それは歴史的決けつ定てい事項であり、人類の総量の損失問もん題だいも、その人の死を許きよ容ようします。何故なら、歴史再現が的確ならば、その人が死ぬことで世界は存そん続ぞくの流れを確かく定てい出来るからであり──、その方がそこで失われぬようにした場合、歴史が狂い、更さらなる損失を生む可能性があるからです。

　襲しゆう名めい者しやの人権は、本人ではなく、歴史上の再現に準じます。それがルールです。ゆえに」

　ゆえに、

「死の歴史再現を担当する方が、自らも死を望んだ場合、その推すい進しんをすることに何の悪用を言われるのでしょうか」

　浅あさ間まは、ホライゾンの言葉に寒さむ気けを感じた。

　……これって。

　死を望んでいる者に死を提てい供きようすることは、歴史再現の悪用ではないと、そう言っている。

　求めるものに与える。その行為として見れば確かにそうだ。

　だが、浅間は、視し界かいに入れたトーリの顔が笑えみを持っていることに気付いた。

　それはまるで、いい答えを見つけたかのような顔で。

　何故、と思うこちらの眼がん前ぜんで、彼は言った。

「そうだよな。──オメエ、感情がねえんだもんな」

「Ｊｕｄ．、残念ながら、と、ホライゾン、そのように判断しておきますが、しかし確かに感情がありません。ゆえに、最さい適てきとして考えるならば、……三征西班牙トレス・エスパニアの方、貴方あなたは何故、歴史再さい現げんの上で他者が望むものを止めようとするのですか」

「それは──」

「お答え下さい」

　ホライゾンは、窺うかがうように、言葉で相手を追った。

「相手が望むことを止める。それについて善ぜん悪あくを分けた基準とは何ですか？」

　……あ。

　浅あさ間まは理解した。ホライゾンが今、疑問に思っていることと、トーリが笑えみを持っている理由を。そして浅間は、理解した思いを、心の中に言葉として作った。

　……ホライゾンが、感情に興きよう味みを持ってる……!!
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　浅間は理解した。

　かつて三み河かわで、ホライゾンが望んでいる死を、どうして自分達は止めたのか。

　死ぬべき運命こそが正しい人。その人の死の覚かく悟ごを、しかし正しいこととせず、悪として逆さからった分ぶん岐き点てんは何だったのか。

　……それは、正義感かんや、命の重さとか人じん権けんとか、いろいろあるでしょうけど……。

　彼の場合は、そんな格かつ好こう良いことや難しいことではなく、ただ単に、

　……好きだったから……。

　彼が、彼女のことを好きだったから。だから、その人が失われることが、

　……自分から見て、悪いことだったから……！

　許さなかった。

　それは、どうしようもない我わが儘ままだ。相手が望んでいて、周囲も答えようとしているのを、ただただ自分が嫌いやだからと止めに行くのだから。

　そしてその理由が、正義や命の重さとか人権とか、まだ格好つくことならいいのに、

　……好きだから、だなんて。

　一歩間ま違ちがえば、勘かん違ちがいの迷めい惑わくでしかない。

　だけど、と浅間は思う。皆、それが正しいと信じたのだ、と。

「ホライゾンには、しかし、その分岐点が理り解かい出来ません。──メアリ様が死を覚悟の上で処しよ刑けいされるならば、それは正しいことではないのかと、逆にそう思います」

　だから、

「だから、三征西班牙トレス・エスパニアの方、申し訳わけ御ご座ざいませんが、ホライゾンにとって意味不ふ明めいなことをホライゾンのせいにして理由づけるのはおやめ下さい。ただ、その一方で──」

　解わかる。ホライゾンは、分岐点が何かを問うくらいなのだから、感情に興味を持っている。だから彼女がこれから言うことは、

　……私達と同じになること！　それは──。

「もしホライゾンが、分ぶん岐き点てんの理由を理解、もしくは知ることが出来た場合、その時、間に合いましたならば、──ホライゾンを始め、極きよく東とうの皆様ともども、私どもはメアリ様を救いに行く戦争を英国相あい手てに始めたいと思います」

　感情を理解したならば、死を止める意味を理解出来る。

　それが解わかったならば、そうしようと、確かに彼女はここで告げた。だから、

「よっし」

　うん、とトーリが笑えみで頷うなずくのを見て、浅あさ間まは内ない心しんで苦く笑しようする。彼はいつも、ホライゾンのことを気にしているくせに、しかし大事なことを自ら教えようとせず、

　……自分で気付くまで待つんですよね。

　それを、信用と、そう言って良いのだろうか。出来ることならば、

　……私達も、そう言う風ふうに、何か信用されてるといいんですけど。

「良かったですね、トーリ君」

「あ？　何だよオメエ、またカーチャン気き質しつ炸さく裂れつでよお。それより三征西班牙トレス・エスパニア。──今のホライゾンの答え、ちゃんと聞いたな？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と応じたのは、両腕義ぎ腕わんの少女だった。彼女は一礼し、

「──歴史再さい現げんの重要性せいを理解していないと、そうともとれる答えでしたが、その一方で、〝解かい釈しやく〟の重要性は解っている答えであるとも言えますね」

「だとしたら……」

　簡単なことです、と彼女、立たち花ばな・誾ぎんは言った。薄くした目で、妖よう精せい女王と、そして二ふた代よの方へと視線を送り、

「メアリ様の処しよ刑けい回かい避ひはほぼ不可能と解りました。

　ゆえに私どもは、三征西班牙に宣せん戦せん布ふ告こくの用意をするよう、報告致いたします」

「そうなっちまうかな。だけどよ」

　トーリは、

「メアリってのの歴史再現が悪あく用ようかどうか、本人が望んでるんだったら、……後は俺達次し第だいってのは、俺もよく解る。当とう事じ者しやだったからな。だけど、……だからこそ言っておくぜ」

　彼は三征西班牙のベラスケスを指さした。

「オッサン、──相手がどう思っているか、それを勝かつ手てに決めつけて強きよう制せいさせるようなこと言ってんじゃねえよ。それをやらねえのは純じゆん愛あい系けいエロゲの基本だろ？

　俺はかなり本気で馬鹿だけど、他人に自分決められるのは、……また馬鹿とは違うことだってのは解ってる。だからまあ」

「何だよ？」

「もしメアリってのを救って欲しいなら、ホライゾンに期待しててくんな。

　──もし誰だれかがメアリってのに惚ほれててよ、その意味がホライゾンに理解出来たら、俺達は絶対にメアリってのを救いに行く。絶対にだ」

　フ、と妖よう精せい女王が小さく笑った。

「これは気が抜けんな」

「そのつもりでいてくれよ？　だってホライゾンの感情は全ぜん世界を相手に出来るんだ。

　──出来ることなら喜びてえよな？」

　彼の問いかけに、答える声は南から生まれた。

「その喜びのために、世界を混こん乱らんに陥おとしいれると言うわけだよね？」

　問い返しを乗せるのは南の風。海の風。それにマントを靡なびかせるのは、

　……前まえ田だ・利とし家いえ……。

　彼は言う。背に翼つばさを持った松まつを肩に乗せ、

「さて、三征西班牙トレス・エスパニアは退ひかせたとしても、こっちはどうするのかな？

　英国。──武蔵むさしと戦争するお膳ぜん立だては整っているんだけど？」
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　利家は問いかける。

　……面めん倒どうだよね。

　今、P. A. ODAは畿き内ないをほぼ統一し、西せい征せいを行っている。歴史再さい現げんで羽は柴しばが毛もう利りを制せい圧あつしてしまえば、そこで瀬せ戸と内うちや中ちゆう国ごく地方は終了だ。

　だが、歴史再現では、毛利制圧とほぼ同時に、

　……御お館やかた様が死亡してしまう。

　１５８２年。本ほん能のう寺じの変へんで織お田だ・信のぶ長ながは明あけ智ち・光みつ秀ひでに暗あん殺さつされる。それゆえ、毛利攻ぜめは慎しん重ちようを期すことになっている。だから自分達の計画では毛利の主しゆ城じようを残しながら九きゆう州しゆうまで制圧を掛け、毛利制圧を果たさぬ前に各地の大たい勢せいを決してしまうことになっている。羽柴が十本槍やりという私し団だんを構えることが許されているのも、各地に戦せん士し団だんを派は遣けんする必要があるからだ。

　自分がM. H. R. R.神聖ローマ帝国にて羽柴の補ほ助じよとして入り、ヴァレンシュタインの二重襲しゆう名めいを行っているのも、ヴァレンシュタインの戦力と勢せい力りよく範はん囲いをもって羽柴をバックアップするためだ。

　……各団を動かす羽柴は、線の攻こう撃げきになりやすいから、こっちで面のカバーをしないとね。

　今回、英国に来ているのもその一いつ環かんだ。毛利と六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを北面から押さえ込むため、英国との関係を得に来たのだが、

「──危ないところだったよ。もし、英国が武蔵に靡いてしまったら、いろいろな予定が崩れてしまうところだからね」

　さあ、と、三征西班牙と武蔵の遣やり取りで中断されていた言葉を、彼は続ける。

　肩の松と一緒に、右の手を掲かかげ、

「武蔵むさしへの攻こう撃げき命令を。──妖よう精せい女王」

　告げた瞬しゆん間かん。声がした。

「気が早いな。前まえ田だ・利とし家いえ」
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　断じる口く調ちようは、正面からだ。声の主ぬしは武蔵の総そう長ちようではなく、姫でもなく、

「今は、武蔵と妖精女王の会議中だ。──外と様ざまは相そう応おうの扱いを受けると知れ」

　こちらに背を向けていた武蔵副ふく会長が、首の動きで振り向いたのだ。鋭い視線が、こちらの目を射いる力で飛んできて、

　……へえ。

　肩の松まつが小さく震えたのを、利家は可愛かわいいと思う。いけないいけない。幽ゆう霊れいになってるまっちゃんは、もう何も怯おびえる必要など無いというのに、それが震えるのは、

　……僕が未み熟じゆくだからだよな。

　利家は思う。P. A. ODAの生徒会や総そう長ちよう連れん合ごう、六ろく天てんの他の者達を心に浮かべ、

「何て損な話だろうね」

　歴史再さい現げんによれば、織お田だ家けの家か臣しんの内、最も遅くまで生き残るのは自分だ。だから、死ぬことが無いように霊の身を選び、〝死なぬ〟ようにしたのだ。

　ゆえに先ほどの三征西班牙トレス・エスパニアと武蔵の遣やり取りを聞いていて、自分は羨うらやましささえ感じる。死なぬことではなく、生かすことを問い答えられる彼らの自由を、だ。

　だがその一方で、

　……凄すごいんだよ？　僕の周囲の、いずれ僕より先に死んでいく仲間達は。

　織田家家臣。六天の中、しかし武力の功こうに劣るという評ひよう価かを得るのは自分だ。そんな自分が、己おのれより出来る連れん中ちゆうより生き延びねばならないのはどういう理り屈くつか。

　だから利家はこう思う。生きている皆には、存ぞん分ぶんに生を尽くして欲しいと。

　そのためにも、皆の手伝いとして、

　……僕達の動きに混こん乱らんをもたらすかも知れない武蔵は、邪じや魔まだよな。

　だから、彼は言う。

「外様はどちらだよ、武蔵。──君達は、僕達の歴史の外様だろうに」

「だからどうした」

　武蔵の副会長が、こちらに振り向いた。

　そして利家は見る。武蔵の副会長の手に、握りつぶしたメモの束が握られているのを。

「表示枠サインフレームがないと疎そ通つうが厄やつ介かいだな。そして言おう、P. A. ODAの使者、傭よう兵へい王おうヴァレンシュタインの戦力を持つ前田家けの主あるじよ」

　彼女が、こちらを右の指で指し示した。

「これより、貴き様さまをこの会議の場から完全に除じよ外がいする」
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「馬鹿なことを……」

　利とし家いえが言う台詞せりふを、正まさ純ずみは無視した。馬鹿だろうが何だろうが、通せば勝ちだ。そして会議における真の勝利とは、

　……場を作る者達の上昇的均きん衡こうだ。

　相手を潰つぶせば恨うらまれる。潰されれば損そんになる。しかしそんな喧けん嘩かじみた会議をやっていれば、警けい戒かいされ、交こう渉しよう相手は失われていき、いずれ多くの国を敵に回すことになるだろう。

　ならば、勝利とは、お互いの取引をもって両者が得とくを得えることだ。

　会議によってお互いが得をし、上昇をする。それがベストだ。

　……ならば──。

　この場における会議の参加者、共に得をすべき者は誰だれだろう。

　三征西班牙トレス・エスパニア？　違う。

　P. A. ODA？　違う。

　私と妖よう精せい女王。武蔵むさしと英国だ。それが、この会議の主役だ。

　だからまず言うべきは、背を向けていて済まないが、

「妖精女王。各国の状況や対応の変化により、貿ぼう易えき同盟を結ぶことが困こん難なんになった。この件の提てい案あんについては取り下げたいが、宜よろしいか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──それはこちらも望んでいたこと。否、もとより、あれは単に小こば話なしであろう？　演えん劇げき好きの妖精女王を夢む想そうに楽しませようという夢の語りごと。

　何しろ──、そのような貿易同盟を組もうものなら、他国がどう言おうとも、何をしてこようとも、この英国、妖精女王の名の下に快進しん撃げきで超ちよう大おお儲もうけ。

　そこの古びたような〝女王の盾符トランプ〟なんかより、若い子はべらして金きん貨かの風ふ呂ろ入りながらマーベラス気分でプディング食ってビッグサクセスだぞ。

　しかし、──それでは歴史再さい現げんに抵てい触しよくして申し訳わけない」

　妖精女王が、立ち上がって腕を振る音が聞こえた。居い住ずまいを正す〝女王の盾符〟を見るに、恐らく彼女が視線を送ったのだろう。

　そしてエリザベスの声が、背後からこう聞こえた。

「私には、〝女王の盾符〟でも充分だ。それなのに、……夢ゆめ語がたりの他に何を寄よ越こす？

　答えろ、武蔵の副ふく会長。私は現実が好きだ。妖精と人の子、妖精女王は、しかし妖精の住む夢の世界ではなく、現実の世界が好きだ。だから言ってみろ、要求を。

　──現実に出来るならば、応えてやろう」

　では、と正純が言った。正面にいる利家を見み据すえ、

「傭よう兵へい王おう、ヴァレンシュタインの雇こ用よう契約をキャンセルして欲しい」
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　利とし家いえは、正まさ純ずみの言葉の意い図とが理解出来なかった。ただ思ったのは、

　……馬鹿!?　僕が募ぼ兵へいするからアルマダの海かい戦せんが出来るのに！

　こちらの肩上、松まつもがくがく頷うなずいている。

「ば、ば、ば、ば……！」

「だよね!?　馬鹿って言っていいよまっちゃん！　さあ大声で」

　松がエリザベスを指さし、

「ばばあ──……！」

「あわわわわ雇用主ぬしに暴ぼう言げん吐いたら素す敵てきすぎるよまっちゃん！」

　ともあれ、

「どういう意図だい武蔵むさし副ふく会長」

　彼女の後ろ、妖よう精せい女王も、先ほどの武蔵副会長の要求の意味が理解出来ていないらしい。

　エリザベスは眉まゆをひそめた顔で武蔵副会長の背を見ている。たまにこっちの肩上を睨にらんでも来ているが、それは誤ご差さ範はん囲いだろう。

　利家は問う。

「解わかっているんだろうね？　英国は陸の防ぼう衛えいと海戦のために大量の戦せん士し団だんが必要なんだよ。

　ゆえに傭兵団の募ぼ兵へいシステムを利用して学生ではない人々を臨りん時じ学生化かし、戦士団を確保している。そして足りない分は、僕の〝加賀百万Ｇカガ・ミリオネンガイスト〟で補うつもりだ。

　アルマダの海戦における英国の方針としては、海で戦うのに僕の〝加賀百万Ｇ〟の傭兵団を使い、陸上防ぼう備びの補ほ充じゆうには募兵した臨時学生を充てる気だ。

　つまり、戦せん闘とうに従じゆう事じするのは僕の持つ霊れい体たいの傭兵団。後あと詰づめを英国の戦士団で行う。そうすることによって、英えい国こく民みんとしての死者や負ふ傷しよう者しやを少なくし、戦後の負ふ担たんを無くすわけだね。

　でも、こういう段だん取どりがついているのをキャンセルするなら──」

　息を吸い、両の腕を左右に広げ、

「海戦を任せるだけの傭兵の代わりを、どこで賄まかなうって？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そのことで、傭兵王ヴァレンシュタインに傭兵システムの確かく認にんをしたい」

「Ｔｅｓテスタメント．、傭兵の専せん門もんである僕に、何を聞きたい？」

　Ｊｕｄ．、と相手は頷うなずいた。

「私がキャンセルの要よう請せいをしたことに対し、貴き様さまが反発する。それはつまり、傭兵団が商売であると、そう考えていいわけだな？」

「Ｔｅｓ．、戦争とは経済活かつ動どうだよ。そして収しゆう穫かくが勝利ならば肥ひ料りようや種たね籾もみが人員だ。

　僕が金で揃そろえる戦士団によって、戦争の収穫祭さいは実りを取引出来る祭の場となる。

　ゆえに傭よう兵へい団だんは金次し第だいでどんな国にも所しよ属ぞくし、敵てき味み方かたに分かれても全力で殺し合う。全ては金だよ。そしてこの考えに、別に問題はないよね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と武蔵むさし副ふく会長が頷うなずいた。

　そしてこちらも頷くが、一つ、言っておくことがある。

「僕が武蔵に雇やとわれることも、ありと言えばありだよ？　無む論ろん、英国側がわの倍ばい額がくを頂くけどね」

「興きよう味み深いが、そんな余よ裕ゆうがどこにあると？」

　だろうね、と利とし家いえは言って、妖よう精せい女王に視線を戻した。

「さて妖精女王。ここで武蔵を撃げき沈ちんしなかったら、……どうだろうね？

　他の国で、武蔵は撃沈されて、その国の手て柄がらになるかも知れないよ？

　何しろ武蔵は戦せん闘とう能力を持っていない。IZUMOで補ほ給きゆうや補ほ修しゆうが出来たとしても、そこから先はそんな便利な場所がほとんどない敵地上空だ。いずれは疲ひ弊へいして撃沈される。

　どっちが得だい妖精女王。──ここでなら、僕なら、貴女あなたの決定なら確実だ」

　さあさあ、と利家は両腕を差し伸べた。

「武蔵の撃沈と、傭兵団によってアルマダの海かい戦せんを行うことで英国学生の保ほ護ごをする！　今なら武蔵の撃沈はお値ね段だんお安く何とタダ！　タダの御ご奉ほう仕しでヴァレンシュタイン大だい出しゆつ血けつ！　いや幽ゆう霊れいだから血は無いけどね!?」

　息を吸い、

「どうだい!?」

　問うた先、妖精女王とこちらの間に、武蔵の副ふく会長が割って入った。

「ならば言おう。武蔵アリアダスト学がく院いん副会長、本ほん多だ・正まさ純ずみはここに提てい案あんする」

　彼女が、息を吸い、ゆっくりと言葉を作った。

「──武蔵を、英国艦かん隊たいとしてアルマダの海かい戦せんに提てい供きようする」
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「武蔵を傭兵団と同じ扱いとするつもりか……!!　そうだなあ!?　おい！

　聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、極きよく東とうでも金で雇われ働いた野の武ぶ士し達がいた。極東居きよ留りゆう地ちなどでは、それを傭兵と解かい釈しやくして暫ざん定てい支配国こくがその防備を固めるが、……そのやり方を武蔵にも用いるというのか！」

　インノケンティウスは、表示枠コルテチエフイルマの両りよう端はしをそれぞれの手で摑つかんだ。そこに映る武蔵副会長の姿すがたを覗のぞき込むようにして、

「傭兵は商売！　その言葉を傭兵システム自体とも言えるヴァレンシュタインに確かく約やくさせたのは、傭兵業ぎようをも武蔵の貿ぼう易えき品目とするためか……！」

「だとしたら……、どうなる？　元もと少年」

「武蔵は武ぶ装そう解かい除じよが前ぜん提ていの船だ！　だが、各国に雇われ、その戦力下かに入った場合、それは〝極きよく東とうの武蔵むさし〟ではなく、その国に雇やとわれた傭よう兵へいの艦かん船せんと出来る！　何な故ぜならば、実際に傭兵達たちは国こく籍せきなど関係なしとされるからこそ、各国に雇われることが可能なのだからなあ！」

　無む国籍化かし、雇こ用よう国こくの一部となる傭兵商売。

　ならば武蔵の武ぶ装そう解かい除じよは、各国下かにおいて無いものとされる。

「それは……、同盟など結ぶことなく、各国の庇ひ護ご下に入るようなものだ！」

　更さらには、と思った言葉の先を、ガリレオが言った。

「アルマダの海かい戦せんのような歴史再さい現げんに参さん戦せんするのならば、雇用国にいいように利用されるのも防げるわけだな」

「Ｔｅｓテスタメント．、そういうことだ。歴史再現の戦せん闘とうに参戦するだけならば、それが終われば任にん務む終了だ。他の利り己こ的なことに武蔵を利用されずに済む。

　そして、英国のように、歴史再現の戦力を用意するのが精せい一いつ杯ぱいの国もある。

　だが、もっと大事なのは、傭兵として雇われることによって……」

　想そう像ぞうに息を吞むのは久しぶりだと、そう思いつつ、

「武蔵が〝商売に必要な資し材ざい〟として武装を得ることだなあ、そうだろう？」

「武蔵に課せられた武装解かい除じよという言葉が、どこまで〝解かい釈しやく〟されるかだな」

「向こうもこちらも、いいように使うだろうさ。ただ──」

　インノケンティウスは、一ひと息いきついて椅い子すに腰を落とした。

「英国と武蔵の持つ諸しよ問題が、一気に解決される」
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「──武蔵への武装は、英国各かく地ちのストックを利用させて頂きたい。他の費用は無む償しようだ。

　代わりに、英国での貿ぼう易えきの際、英国に寄き港こうしている他国艦かん船せんとの貿易も許きよ可かして頂きたい。これは英国の小しよう規模中ちゆう間かん貿易にもなる筈はずだ。

　そして武蔵が、英国艦かん隊たいの代わりにアルマダの海かい戦せんを担当する」

　正まさ純ずみは、頷うなずきと共に言葉を重ねた。

「前まえ田だ・利とし家いえ。──雇用主に対し、私達より有利な商品を提てい供きよう出来るか？」

　問いかけの先、前田・利家が、ゆっくりと息を吸った。

　彼はややあってから天てん井じようを見上げ、

「──武蔵副ふく会長」

「何だ？」

「ただでは帰れないんだよ。皆に笑われるからね。特に丹たん羽ばさんの噓うそ泣なき同情は最さい悪あくだ。信じると通神帯ネツトにバラされて心に傷が残る」

　ああ、解わかるなあ、と正純は思った。この男も苦労人にんか、と。だから、

「商売に割り込んだ分、相そう応おうの礼は払おう」

　じゃあ、と彼は言った。

「一つ聞きたい。これは恐らく、君達へのヒントになるかもしれないんだけど」

　それは、

「〝花園アヴアロン〟に行ったことはあるかい？」

「え……？」

　聞いたことがある言葉だ。だが、どこで聞いたろうか。それを疑問に思った時、

「……！」

　周囲。それも右手側、〝英国の盾符トランプ〟達が即そく座ざの身み構がまえを取った。

　そして、英国の反応が生じたという事実に、正まさ純ずみは一つの記き憶おくを思いだした。

　……〝傷有りスカード〟、否、メアリから聞いた言葉だ……！

　その言葉を聞いたのは、浜での焼き肉の時、公こう主しゆ隠かくしに対して問うた時のことだった。それが何の意味をもって、英国の者達を反応させるのか。

　……どういうことだ？

　だが利とし家いえは、両手で彼らを制し、こちらを見る。

「知っていても見たことがない、……というところだね？　Ｔｅｓテスタメント．、じゃあ──」

　それならば、

「まだその程度だということだよ」

「何がだ!?」

　利家は答えない。ただ彼は、一歩を後ろに下がり、

「有ゆう益えきな情報を有り難がとう。まだまだ君達は、この極きよく東とうの全てを知らない。ぐるぐるぐるぐる極東の上を回っていても、ただ回っていただけだ。

　ヴェストファーレンはさぞ遠くにあることだろう」

　そう言って、利家が手から硬こう貨かを落とした。硬貨の落下の動きで現れるのは、彼の身体からだを飲み込むほどの巨大な白い腕と、

　……何!?

　彼の背後。武蔵むさしの周囲を囲んでいた青白い炎ほのおの群が、ある図形を描いていたのだ。

　それは、

「──二に境きよう紋もん!?」

　はは、と利家の笑う声が夜の紋もん章しようを背景に響ひびき渡った。

「さよなら。妖よう精せい女王、募ぼ兵へいの支し度たく金きんは、キャンセル料として貰もらっておくよ。あとは……」

　あとは、

「良い戦争を、──まだ何も知らぬ者達よ」

　その言葉と共に、利家の姿すがたがかき消えた。

　見れば、武蔵の周囲にあった青あお火びの模も様ようも、消えている。

　過ぎ去ったのだ。
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「……うわあ、厄やつ介かいなことに」

　つぶやいたのは、暗がりの中で表示枠カデナフイルマを見ていたセグンドだった。

　セグンドは窓の外を眺ながめている房栄フサエに対して、

「逃とう避ひしてる？」

「Ｔｅｓテスタメント．、よく解わかりましたね、と。総そう長ちよう、女おんな心ごころ解るじゃーないですか、と」

「いや僕もそこで逃避したかったから」

　でもさ、とセグンドは吐と息いきして、椅い子すに浅く座り直す。

　既すでに彼の表示枠は会議の閉会を告げる妖よう精せい女王のアップと、片手を挙げあっている武蔵むさし総そう長ちようとベラスケスを映す。

　武蔵の総長は三征西班牙トレス・エスパニアの倫りん理り規定に引っかかるのか完全モザイク状態だが、

『オッサン！　新作頼たのむぜ！　泣かせ系けいじゃねえのをな！』

『いいから服着ろよ馬鹿野や郎ろう。攻こう略りやくキャラで出しちまうぞ』

『お、御お願ねがいですから武蔵をモデルのエロゲ出すのはやめて下さい！』

　どういう会話ですかね、と房栄が言って首を傾かしげる。対するセグンドも首を傾げ、

「ベラスケス君も若いなあ。……あ、でもとりあえず船を出す必要はなくなったね。でも瓶びんとか持っていっていいから、隆たか包かね君に宜よろしく」

「Ｔｅｓ．、しかし、いいんですか？　武蔵が英国艦かん隊たいって……」

「三征西班牙だって〝超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダ〟を増ぞう強きようしたからね。

　それに武蔵の人員は戦せん闘とう系けいばかりじゃないし、今から武蔵に武ぶ装そうを施ほどこしても、完全な戦せん艦かんには出来ないことを考えると、解かい釈しやくの余よ地ちはありかな。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国は傭よう兵へい団だんのシステムを流りゆう用ようされたため、自己否ひ定ていを恐れて意見が言いにくいだろうし、アルマダ海かい戦せんに絞しぼったため、他国は静せい観かんだと思う。他国としては、武蔵の実じつ際さい状況と、うちの〝超祝福艦隊〟を見てみたいってところじゃないかな。

　房栄君としては、武蔵が敵に回った場合、どのような見立てを？」

「そうですねえ、と。……巨大な都市として考えたとき、こちらも空を行けるとなれば、それは都市を空くう爆ばくするのと同じですよね。向こうは巨きよ体たいだけど、攻こう撃げきとしては上にも下にも行けるこちらが有利ですもん。何しろ小型艦かんの方が、的まとが小さく速いですから。

　そしてアルマダ海かい戦せんが英国の周回軌き道どう上じようで行われるなら、武蔵は三征西班牙本ほん土どに侵しん攻こうしてこないわけです。だったら武蔵を止めるために正面から勝負する必要なんて無いわけで。上からの空爆で武蔵の上じよう面めん武装を潰つぶしてしまえば、あとは乗り込んで終了じゃないですかね、と」

「Ｔｅｓ．、短期間の武装搭とう載さいだと、上に載せるので精せい一いつ杯ぱいだろうしね。

　うん、……巨きよ体たいで沈みにくいけど、攻こう撃げき力が少ない、というところかな。

　向こうの戦せん術じゆつとして気をつけるところは？」

「総そう長ちようの意見が聞きたいですね、と」

　そうだなあ、とセグンドが言って、腕を組む。

「重力航こう行こうによる突とつ撃げきが怖こわいけど、武蔵むさしは戦せん艦かんじゃないので物理装そう甲こうが薄い。衝しよう突とつでダメージを受ければ武蔵の航行に支し障しようを来す。だから砲ほう撃げき戦せんをしてくるだろうね。

　しかし、武蔵は上じよう昇しよう能力が高いので、こちらが上空から爆ばく撃げきというのは意い外がいと難しいと思ってる。だから常時爆撃ではなく──」

　何かが波を跳ねるような動きを手で取り、

「退たい避ひも含めた波は状じよう攻撃が基本かな。それを繰り返せるよう、円の陣じんを組んで回せばこちらのものだ。そしてその中で、別の動きを加えていけば、そこから武蔵は脆もろくなっていく。

　基本的な車くるま懸がかりの戦術だね。目新しいところは何もない」

「……そんな円えん陣じん操そう艦かんを高空でやらせようって言える時点で目新しいですよって。

　あと十日くらいだから、……ちょっと訓くん練れんしないと駄だ目めですね、と」

「別に僕の意見じゃなく、房栄フサエ君の方が解わかってるでしょ？」

「だから基本的に同どう意見なんですって。──あとはどうアレンジを入れるか、ですね、と」

　さて、と房栄が一ひと息いきついて、首を左右に鳴らした。

　その時だった。生徒会室のドアが勢いよく開き、

「総長!!」

　ドアの形に開いた光の中、立っているのはフアナだ。彼女は腕に水すい筒とうなど入った駕か籠ごを提さげたまま、一歩をこちらに踏み込んで来た。

「今、英国で決定されたことですが──!!」

　彼女はそのまま、こちらが房栄と一緒にいるのを見て、言葉を止めた。

　房栄が、や、と片手を挙げると、フアナは二人を交互に見て、

「ふ──」

　息を吸う眉まゆが歪ゆがみ、目め尻じりに涙が浮かび、

「不ふ倫りんなんて不ふ潔けつ──!!」

　勢いよくドアを閉じて走っていった。

　おいおいおい、と手招く動きをしたセグンドに、房栄が感心したような口く調ちようで言う。

「フーさん面白いですよね、と。結けつ構こう、人気あるんですよ、あれでいて、と」

「あれでいて、じゃなくて、あれだから、じゃないかな」

　ともあれ、

「一息ついたら自分の中で理論的てきに否定して戻ってくると思うから、そしたら房栄君、フォローしてあげてね？」

「総そう長ちようは？」

　Ｔｅｓテスタメント．、とセグンドは窓を開け、片かた脚あしを外に乗り出し、

「逃げるから。──フアナ君が貯ためたお金、勝かつ手てに使い込んだのバレてるだろうし」
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　そして翌よく日じつより、英国では、祭を続けながらの武蔵むさしの改かい修しゆうと、大罪武装ロイズモイ・オプロやヴェストファーレン会議に関する幾いくつもの会議や打ち合わせが始まった。武蔵の改修は、各かく艦かんをステルス状態にして、外部へ情報を漏もらさぬようにしたまま行われるもので、人々は虚こ空くうから工事の音が聞こえるのを興きよう味み深ぶかく眺ながめつつ、祭の日を過ごしていった。

　だが、祭や連日の会議で慌あわただしさを増した武蔵では、輸ゆ送そう艦かん側の住人が武蔵に戻れることが決まり、皆の行き来が元通りになっていた。しかし負ふ傷しようの激しいナルゼは治ち療りよう室に入ったまま眠らされており、復帰はアルマダ海かい戦せんの直前になるとされていた。

　一方、点てん蔵ぞうは回復とともに武蔵の改修作業や調ちよう整せいの手伝いに加わりながら、一人、英国には上陸しようとしなかった。

　そのようにそれぞれの思おも惑わくを抱きつつ、祭と武蔵改修の日々は進んでいったのである。







[image: 第四十七章『安寧場所の移ろい人』]
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「変な部品があるで御ご座ざるな。これ、──どこのもので御座るか？」

　忍にん者じやが機械整せい備びをしているのは、異常な光景だと直なお政まさは思う。武蔵むさしが損そん傷しようして以来、整備課かを内部に有する機き関かん部ぶは総そう動どう員いんで武蔵の補ほ修しゆうを行っているが、そこに先日からバイトをしたいとやってきたのが点てん蔵ぞうだ。

　場所は艦かん内ない底てい部ぶ。巨大な空間と柱の内部にある、水道堰せきのような形状の流体駆く動どう器き広ひろ間まだ。艦内に複数ある流体駆動器広間の内、今は主しゆ番ばん号ごう広間にいる。広間の大きさは高さ四十メートル。幅八十メートル。長さに至っては四百メートルを超える長ちよう大だいな空間では、人々や武ぶ神しんが煙や陽かげ炎ろう、水や熱ねつ水すいと共に動いている。

　その壁や柱を、物もの怖おじなく軽く行くのが点蔵だ。

「忍にん者じやも意い外がいに役に立つ」

　第一特とく務むという役であり、自分の同級生ということもだが、人員が一人でも欲しいので即そく採用となった。上着を脱いでも顔を隠かくしているのと足音がしないことが欠点だが、足あし場ばが不安定なところでも軽々行くし、気付くとコーヒーなど買ってきているのでオッサン衆しゆうを始めとして人気が高い。工こう作さくよりも資し材ざいや部品、工こう具ぐの運うん搬ぱんが主な仕事だ。

　……瘦やせていて中ちゆう背ぜいだから、初めはナメられるかと思っていたが。

　そうではなかった。上着を脱いでインナースーツの袖そでを外し、ノースリーブの姿すがたになると、背の傷が露あらわになる。見れば身体からだの前側には傷が少ないが、両肩かた近くにあるものが最近出来た〝女にフラれた時の傷〟だ。

　直政は現場を見ていないのだが、喜き美みが言うことには「フられた女にすがりつこうとしたら間ま男おとこに異物挿入された」らしい。間男なんて今なかなか言わないさねえ、と思うが、

「それで落ち込んでいるんかねえ」

　と、天てん井じよう近くで作業している仲間の方へ、壁を脚あしで蹴けって上っていく点蔵を直政は見る。

　そして彼女は、共に働く女性班はんの皆に問いかける。

「うちの忍者、どうさね？」

　え？　と振り向いた中年や、中ちゆう等とう部ぶ、または高こう等とう部ぶなど、様々な面めん々めんは上部防ぼう護ご術じゆつ式しきを発する簪かんざしを整えながら、

「初めは何か考え込んでいるようで黙もく々もくとしてたけど、少し距離が取れたみたいだね」

「〝瓶女ブテイユ〟はよく見てるわね。でも、あれ、距離を取れてるだけで、目の前を見てないよね。距離を取って、二者択たく一いつをしていいか迷ってるだけだよ」

　それは？　と直政が問えば、年とし上うえ達が年とし下した達に頷うなずいてみせる。

「臆おく病びよう者ものはね？　大おお儲もうけのチャンスがあると、考え込んでしまうのさ。今まで通りが良いのか、それとも、チャンスに飛びついた方がいいのか。うちの旦だん那なと同じだねえ」

　肩をすくめた中年女おんなの台詞せりふに、皆が笑う。が、一人が、天てん井じようを走る影を見て言った。

「惜しいね。うちの戦力になると思うけど、──遠くを見ている以上、いずれどこかへと行くよ。何かきっかけがあれば、一カ所を見て走っていく。どこだって行ける忍にん者じやなんだから。

　それまで、ここであたし達がかばってやんないとね」

　直なお政まさは、ややあってからゆっくりと頷うなずいた。苦く笑しようを皆に見せながら、

「任せるよ。あたしゃこういう話題、よく知らないけど、年上の話は聞くもんだというのは解わかってる。あたしの方もそろそろこっちに来られなくなるけど、そうしたらここ、頼むさね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と皆が頷いた。こちらと天井を往ゆく、頼りなくも感じる影を見て、

「──さて、何がきっかけとなるのか。男が本気になるのを見るのは女の醍だい醐ご味みだ。

　それまでここで、いろいろと考えていって貰もらうかねえ」

　と、鐘かねの音が艦かん内ないに響ひびいた。昼になったのだ。

「上に空気吸すいにいくヤツはついてきな。この艦の外はステルスだけど、隣となりでは小しよう等とう部ぶの運動会やってるからね。息いき抜ぬきにはいいだろうさ」
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　木で出来た広大な甲かん板ぱんの上では、祭が行われていた。

　しかし武蔵むさしの上、村むら山やまの甲かん板ぱん上では、他とは違う祭が開かれている。それは、屋や台たいなどの出店に囲まれた運動会だった。

　村山内にある小等部の、春しゆん季き運動会だ。垂れ幕や紅こう白はくの色分けがなされた甲板上は、甲板上であることを活かした競技が行われている。

　その動きや歓声を一段高い前部デッキ側から見る視線が三つあった。英国会計ハワードと、武蔵会計シロジロに、補ほ佐さのハイディのものだ。彼らは書類と表示枠サインフレームの情報を交換しながら、

「ハワード卿きよう、次の競技〝４２・１９５キロ組体たい操そう〟で一つ握らないか」

「いえそれは武蔵側が有利でしょう。Ｂコートの〝奴ど隷れい船せん雑ざ魚こ寝ねリレー〟では」

「いやそれは英国側が有利、ならばあちらの〝玉たま入いれ競争・信しん管かん付つき〟は──」

　という男達の遣やり取りを聞きつつ、ハイディは思う。何とか英国の貿ぼう易えきはクリアかな、と。

　正まさ純ずみが気を利かせてくれて助かった。英国に寄き港こうしている他国船せんとの貿易を了りよう承しようさせたため、英国と武蔵と他国の間での貿易が可能となり、赤字分ぶんの補ほ塡てんがほぼ利いた。

　今、武蔵も英国も、祭を行いつつ大おお騒さわぎだ。

　たとえば武蔵では、全艦あげて対たい艦かん砲ほうなどの取り付けを行っている。武蔵の武ぶ装そう解かい除じよ状態を保つため、対艦砲は収しゆう納のう式しきもしくは大型木箱コンテナを上からかぶせる隠いん蔽ぺい式しきとされ、

　……工事に手間かかるから、あまり搭とう載さい出来ないんだっけ。

　更さらには工事が見えると武ぶ装そう内ない容ようが明らかになるため、

「……単たん艦かんステルスは、簡かん易いステルスでも燃ねん費ぴ悪いんだよねー」

　今、品しな川がわは見えていないが、簡かん易いステルスによって姿すがたと流りゆう体たい反応を消すだけの状態なので金属を打って削けずる音が聞こえてくる。

　武蔵むさし内に保ほ管かんされていた装そう甲こう部品による補ほ修しゆうと武ぶ装そうの搭とう載さい。そして武装の隠いん蔽ぺい偽ぎ装そうも重ねているため、機き関かん部ぶは麾き下かの整せい備び部ぶなどと二十四時間働き続けている筈はずだ。

　……マサも地じ摺ずり朱雀すざくの改かい修しゆうしないといけないのに大変だよね……。

　と、気付けば、男達も同じ方を見ている。ハワードが腕を組み、

「この大きさの艦かんを包むステルス術じゆつ式しきというのは、まだ英国では無理ですね」

「いずれ追いつくだろう。隠かくし隠され、というのは英国の得意とするものだから」

　それゆえ、とシロジロが言う。

「うちの第一特とく務むから聞いた情報は、どこまで本当なのだ？」

「……王賜剣エクスカリバーを抜けると、そう豪ごう語ごしていたほどのヘンリー八世総そう長ちようが、〝公こう主しゆ隠し〟に遭あったことですか？」

「その情報を商売にしないのだな」

「まあ、武蔵を借りる際の土産みやげのようなものですよ。英国を発たつ際、私の方からも個人的な土産を贈りますのでお受け取り下さい。……でまあ、そういう軽いものとは別に、一体何なにか、もっと重い情報を知りたいようですが？」

　シロジロが頷うなずきで、顎あごで背後をしゃくって示す。そちらにあるのは英国本ほん土どだ。

「〝重双ダブル血塗れブラツデイメアリ〟がエリザベスの姉ということや、〝花園アヴアロン〟とやらも含めて、だ」

　だよね、とハイディは思う。既すでにエリマキに頼んで議ぎ事じ録ろくをとる用意をしながら、

「一体、英国にはどれだけの情報が隠れてるんですか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、それが私にも……、いえ、ジョンソンやダッドリー達、女王陛へい下かにも解わかっていないことかと思われます」

「……解っていない？」

　Ｔｅｓ．、とハワードは頷いた。瞬しゆん間かん、運動会の客の輪が、わ、と歓声を上げた。

　競技は玉たま入いれ競争。子供達の父母も参加していたが、一分切きって歓声が上がったところで流れ弾だまが客席に飛び込み、戦せん闘とうの構こう図ずが世代を超えたものになった。

　解説役やくに出ている御お広ひろ敷しきがマイクをつかみ、

『皆さん！　皆さん！　やめて下さい！　幼女が危険です！　十歳さい以上は知らがっ……！』

　御広敷が転がって止め役がいなくなった。その騒さわぎを見聞きするハワードは、小さく笑い、

「武蔵はよくも悪くも賑にぎやかですね。正直、ここ数年の英国はアルマダや処しよ刑けいの話題など、あまり明るい空気に恵まれていなかった」

「Ｊｕｄジヤツジ．、うちはずっと真ま面じ目めな空気に恵まれてない気がするんだけどね……」

　少し暗あん鬱うつな気になったハイディは、しかしハワードの声を聞いた。

「おそらく〝花園〟を案内されておられるそちらの副ふく会長は、女王陛下直じき々じきに聞いていることかと思いますが、実のところ女王陛へい下かも〝重双ダブル血塗れブラツデイメアリ〟も、昔はこう、……一緒に楽しい時間を過ごしていたのですよ」

　その言葉に、ハイディはシロジロと顔を見合わせた。それと同時に、

『ああっと！　駄だ目めです！　駄目です！　急きゆう所しよはいけません！　子し孫そんが！　子孫が!!』

　うん、と二人は頷うなずき、ハワードにこう言った。

「賑にぎやかであることと楽しいかどうかは別」
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　正まさ純ずみは、暗い空間の中を歩いていた。

　一人ではない。前を先せん導どうするように歩いているのは、

「──妖よう精せい女王。〝花園アヴアロン〟へ案内すると言われたが、ここは広ひろ間まの奥だ。先に何かあるのか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、あるから連れてきている。P. A. ODAの前まえ田だ・利とし家いえの挑ちよう発はつに乗るようではあるが、〝花園〟に限らず、他の情報も共有しておいた方がいいだろうからな」

　言って先行する妖精女王の歩みに応じて、光が移動する。彼女を照らす昼間の光源が、この暗がりの中についてきているのだ。

　光の精せい霊れいだろう。周囲五メートルほどの昼間の空間には正純も入っているが、暖かさは陽光のそれだ。光源がほぼ真上からだったが、妖精女王が、

「おい、やや左上からが私のベストだ」

　言うと光源の位置が左にずれて、いろいろな意味で凄すごいと正純は思う。

　やがて広間の奥に着くと、そこには壁があり、暗い穴が開いていた。ドアを外したような穴は、しかし昼間の光源でも照らすことが出来ない。足を止めた妖精女王の背中に対し、正純は首を傾かしげて、

「この穴は？」

「〝花園〟への通路だ。門番である私の許きよ可かがなければ通れない。ちょっと頭を貸せ」

　え？　と思いつつも、一礼するように頭を下げる。と、いきなり妖精女王が、己おのれの頭の王おう冠かんから、剣の部分を外す。そして彼女は、刃やいばを平たく構え、

「臨りん時じ許可」

　こちらの頭を無む造ぞう作さに三度ほど叩たたく。

　あ痛いたと思うが、術じゆつ式しきなのだろうとも思う。そして頷く妖精女王が剣を王冠に戻し、

「──あまり意味はない。王族と一緒だったら通れる設定だからな」

「な、何でやったんだ!?　何でやったんだ!?　貴女あなたの許可はどこにいった!?」

「いや、私の許可といえば、それは別に術式ではなく単に気分に属するものだしな。大だい体たい私は芝しば居い好きだ。貴き様さまももっと娯ご楽らくを持て」

　理り不ふ尽じんな説せつ教きようをされて正純はうなだれた。すると、右の手ての平ひらをひらひら振って見せる後ろ姿すがたが、暗くら闇やみに触れる。そして暗闇が薄れ、向こうに光が見えた。

　え？　と正まさ純ずみが疑問に思ったのは、壁の厚みがないことだ。壁の表面があり、そのすぐ裏が光の空間のように見える。光の向こうに行く妖よう精せい女王についていきながら、正純は思う。この光の空間は、

「重じゆう奏そう領りよう域いきなのか？」

「いや、圧あつ縮しゆくだ。空間を作る流体を地ち脈みやく段階で圧縮し、壁の中に一キロ四し方ほうの空間を詰め込んである。父が、倫敦ロンドン塔とうの私室では狭いとして作った場所でな」

　父という言葉に、正純は眉まゆをひそめた。エリザベスの父、ヘンリー八世は、

　……〝公こう主しゆ隠かくし〟に遭あっている。

「ヘンリー八世総そう長ちようが、一体何のために？」

「来れば解わかる。説明するよりも見た方が早い。現場に来ているのだから」

　不意に振り向いた手が、こちらの手を引いた。あ、と思う間もなく、光の中へ導かれる。

　入った。
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　正純が入ったそこは、昼の光を浴びる夜の世界だった。

「え……？」

　見えるのは花の咲き乱れる草原と森と小川だ。しかし広がる草原や森には昼の光が当たっているのに、空は星の見える夜空だった。光と闇が共きよう存ぞんしているのを正純は不ふ思し議ぎに思うが、

「この程度で驚くとは刺し激げきに弱い女だな。全ぜん裸らには慣れているくせに」

「どっちも否ひ定てい出来ない気がするが、後者には少し気をつけよう。しかしここは──」

　何だ、と言おうとした時、傍かたわらを小さな人ひと影かげが通り過ぎた。

　二人の少女だ。金色の髪かみを空気に流しながら、先に行く方が手にした花か冠かんを振りかざす。続く方も自分の花冠を見せるようにかざし、二人はそのまま草原の広い方へと駆かけていく。

　彼女達は、それだけではなかった。同じ二人で、違う服装という組み合わせが、片方は威い勢せい良く、片方は笑えみで、森の中を歩いていたり、または小川の行き先である池で小こ舟ぶねに乗っている。籠かごの弁べん当とうを食べている光景もあれば、花を摘つむ光景もあり、木陰で眠っている光景もある。

　この二人が誰だれなのか、自分には解る。そしてこれは恐らく、

「過去の残ざん滓しか」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうだな、流体を圧縮したがため、内部にて、私とメアリのような流体系けい種しゆ族ぞくのしたことが空間に型として残ってしまったらしい。一種の幽ゆう霊れいだな。今になって見れば──」

　エリザベスは、わずかに迷って、

「こんな自分もいたのかと、そう思う」

　遊ぶ子供達の間を抜けるように、エリザベスは歩き出す。彼女が自分の過去を邪じや魔ませぬように、阻はばまぬように歩いているのには、どのような意味があるのだろうかと、正まさ純ずみはそんなことを思いつつ、

「しかし、どちらが妖よう精せい女王なのだ？　欧おう州しゆう人は極きよく東とう人から見て区別が付きにくいんだが」

「では私も極東人だな」

「は……？」

　傍かたわらを、手にした林檎りんごを眺ながめながら歩いていく二人に道を譲ゆずり、妖精女王が振り向いた。

「正直なことを言えば、私もどちらがどちらか、あまり憶おぼえていない。恐らく、引っ張るように先を行くのが私かとも思うのだが、──記き憶おくの中では、昔の姉は、姉らしくてな」

　笑えみを見る。

「流体系けい種しゆ族ぞくは、地脈レイラインから生まれたがゆえ、地脈を通じて繫つながっている。双ふた子ごの姉妹となると尚なお更さらでな。人格形けい成せいの甘い子供の頃は、己おのれの境きよう界かいも薄く、感覚共きよう有ゆうが強かったのだよ。

　植物系、鉱こう物ぶつ系や精せい霊れい系種族の持つ共通記憶というわけではないが、今でもそれは私と姉の中に残っている。細ほそ々ぼそとな」

「では──」

　処しよ刑けいされるメアリの思いも、処刑するエリザベスの思いも、お互いが理解しているのか。

　そう思うと、頷うなずくように、エリザベスが告げた。

「今では薄れ、信じるという行為にすり替わっている気がするがな。

　そして、だからこそ、私達は約束しあったのだよ」

　エリザベスが視線を右に向けた。それは小川のほとり、二人の少女が座っている光景だ。

　片方が泣いている。片方が宥なだめている。泣いている側の座る膝ひざの上には、本がある。子供向けの、しかし歴史の本だ。開かれているページは、簡かん略りやく画がだが、処刑台だいに上がる女の絵が描いてあった。

　そのページを前に泣く彼女と、宥める彼女のどちらが姉で、どちらが妹なのか、

「解わからないな。己おのれの処刑を本で知った姉を私が宥めているようにも、姉の処刑を本で知った私を姉が宥めているようにも見える」

　エリザベスが、仕方なさそうに言った。その台詞せりふに、正純は硬い唾つばを飲み、

「私が知っていいことなのか？」

「〝女王の盾符トランプ〟ならば皆知っていることだ。そして皆、知ることを栄えい誉よとするぞ？

　そしてその時、皆は言うのだ」

　過去の光景の中で宥める少女が、エリザベスと同時に口を開いた。

「Save you from anything」

　情なさけない話だな、とエリザベスが言った。

「妖よう精せい女王として、歴史再さい現げんを遵じゆん守しゆせざるをえない私を護まもろうとする姉に対し、私は──」

　周囲、かつての自分達の光景を見回すように身を翻ひるがえして、妖精女王が言う。

「この地脈レイラインに姉を還かえすことでしか護まもれないとは」

　その言葉を置き捨てるように彼女が行き、正まさ純ずみは、無む言ごんでついていく。
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「……妖よう精せい女王ですら、自分がどちらか解わからない？」

　会計補ほ佐さの問いかけに、ハワードは頷うなずいた。

「──Ｔｅｓテスタメント．、それゆえ、実は妖精女王の治ち世せいの前ぜん段階、〝重双ダブル血塗れブラツデイメアリ〟の即そく位いに至るあたりの歴史再さい現げんでは、ちょっとした悪いた戯ずらのようなこともあったようなのです」

「悪戯というと……」

「精せい霊れいがする悪戯の中で、メジャーなものを知っていますか？」

　問いかけに、目の前の二人が顔を見合わせる。補佐の方が眉まゆをひそめて身をかがめ、

「シロ君、この男、いやらしい話をしようとしてないかな……？」

「落ち着けハイディ、ここは武蔵むさしの上だ。何かあったら人を呼べばいい……」

　国が違えば常識も違うと、ハワードは心底そう思った。だが、話は進めなければならない。それは今後の英国と極きよく東とうの付き合いのためにもなるのだから。

「──とりかえっこチエンジリング。知っていますか？」

　問いかけに、補佐が表示枠サインフレームを開いた。彼女は肩の白びやつ狐この指し示じで情報ページを開き、ふんふんと中身を読んでから、

「Ｊｕｄジヤツジ．、精霊が子供を取り替えたり、隠かくすことですよね。知ってますからね？」

　最近の若者は……！　と口から出そうになったが何とか堪こらえた。極東と付き合うのに必要なのは何よりも忍にん耐たいです。ハワードは眼鏡めがねを挙げ直し、

「〝重双血塗れメアリ〟がすることは、英国協アングリカンチヤーチに改かい教きようした英国を旧派カトリツクに戻す運動。それは英国協の者達を処しよ刑けいし、旧派の王フェリペ二世と報われぬ結婚をして、そして旧派立て直しの財ざい政せいを稼かせぐために圧あつ政せいを敷しくことでした。

　ですが問題なのは、意に染まぬともそれを行わねばならないことと、やはり行いには否定がぶつけられてくるということ、そして──」

　そして、

「自分がそれだけの否定を受けて行ったことが、やはり後の世からも否定されることですね」

　無む駄だだと解っていることをやる。しなければいいのに、多くの迷めい惑わくを生むと解っていることをやる。無む論ろん、そこには何か理由をつけることも出来るだろう。歴史再さい現げんという言葉は特に意味がある。しかし、

　……他者や、後の歴史から、それを否定されるとなると別ですよね。

「批ひ判はんで皆が言うことなど、百も承しよう知ちです。

　何しろそれは、誰だれかがやらねばいけなかったこと。

　しかしそれは、誰だれかの代わりに自分がやらねばいけないことへと、変化していくわけです。他の人が任されたら苦しむだろうと、解わかっているので」

「それが……、とりかえっこチエンジリングと、何の関係が？」

「──だから、入れ替わっていたようなのですよ。妖よう精せい女王と〝重双ダブル血塗れブラツデイメアリ〟が」

「────」

　言葉を失い、表情を堅くした二人に対し、ハワードは腕を広げで言う。

「Save you from anything」

　しかし、

「それが実際に行われたかどうかは解りません。ただ、〝重双血塗れメアリ〟は、自分の行いの再現の中で、ある一つのことだけは、最後に回していました」

「それは……」

「Ｔｅｓ．、英国協アングリカンチヤーチの者達、三百人の処しよ刑けい。〝血塗れブラツデイメアリ〟の由ゆ来らいです」





●






　ハワードは、その歴史再さい現げんに立ち会っていない。先せん達だつから聞いたことだ。

　だが疑うこと無い真実として、彼は告げる。それが己おのれの役目だと思いながら、

「三百人の処刑の順じゆん延えん。これはメアリ本人が事件の重さから後回しにしたこともですが、彼女がそれまでの自分の行いと批ひ判はんから疲ひ弊へいしており、処刑など到とう底てい出来ない状態になっていたためです。だから何とか、別の解かい釈しやくが出来ないだろうかと周囲は探ったようなのですが……」

「で、でも、そんなの、聖せい連れんは許しませんよね。……英国は次の妖精女王の時代から大きく繁はん栄えいするから、聖連は押さえつけに来ますよね？」

　補ほ佐さの問いかけに、ハワードは頷うなずいた。

「メアリが妖精女王と似ているため、妖精女王の評ひよう判ばんを落とすことや、同情を恐れ、先達はメアリを表おもてには出しませんでした。特に人々の同情を買えば、歴史再現におけるメアリに対する人々の否定を妨さまたげることになりますからね。

　メアリが妖精女王とそっくりだというのを知っているのは歴代重じゆう鎮ちんのみという塩あん梅ばいで。それゆえ、歴史再現は本人不ふ在ざいで行われているのではないかと、聖連にはそんな疑いも持たれていたようです。

　そのため、歴史再現への追及は厳きびしく、姿すがたを見せないならせめて再現は確実厳げん正せいに行えと、そんな要求が連日あったようで。尚なお更さらメアリは疲弊したとか。

　──しかし、ある時、不意にメアリは三百人の処刑を行うのです」

　一ひと息いき。

「三百人を自ら相手して、傷を受け、そして彼女はこう言ったそうです。

　──この傷が、〝血塗れメアリ〟が存在する証あかしです、と」

　これは自分達の先せん輩ぱいとなる前ぜん生徒会、総そう長ちよう連れん合ごうの人々だけが知っていたこと。後にエリザベスの時代に処しよ刑けいを受けて散ったり、卒業して各地の繁はん栄えいを支える役になった彼らが、記録を残して伝えてくれたことだ。

「どちらが護まもられていたのか、護ってたのか、私には解わかりません。当とう人にん達にも解らないでしょう。ただメアリは顔かおを隠かくしつつも歴史再さい現げんを続け、妖よう精せい女王も表おもて舞台に出て、今に通じます。

　メアリが世に出るとしたら、処刑の時でしょう。

　その時人々は事実に気付き、一いつ瞬しゆんの同情を得るかも知れません。それはメアリにとって一つの救いになるかもしれませんね」

　ハワードは一ひと息いきついて、軽く手を打った。それを話題の変へん更こうの合あい図ずとして、

「それが英国の歴史再現です。しかし……、そこに女王が極きよく東とう武蔵むさしの踏み込みを許すとは。

　……やはり、〝重双ダブル血塗れブラツデイメアリ〟との共きよう鳴めいがあるのかもしれませんね」

　うんうん、と頷うなずいた補ほ佐さと会計が、ひそひそ声で、

「つまり点てん蔵ぞう君がメアリに哀あわれまれたから正まさ純ずみが招待されたのかな？　ナイスコネ……！」

「哀れまれたはやめろハイディ。──モテないのを同情された、だ」

　聞こえるように言うのは武蔵住じゆう人にんの風ふう習しゆうだろうか。ともあれ、ハワードは周囲の祭を見つつ、武蔵改かい修しゆうの音を聞いて言葉を作る。

「まあ、女王としても武蔵との付き合い方を考えておられるのでしょう。〝花園アヴアロン〟はそういう場所です。女王の過去を見せ、そして世界のこれからを見せる」

「世界のこれから、というと……」

「Ｔｅｓテスタメント．、ヘンリー八世総そう長ちようが、研究しておられたのです」

　それは、

「末まつ世せとは、何なのかを」





●






「──これが末世だ」

　白しら樺かばの木に囲まれた池のようなものを、妖精女王が指さしている。彼女が指し示すものを見る正純は、首を傾かしげ、

　……末世？

　疑問に思うのは、それが無む造ぞう作さとも言える存在の仕方をしていたからだ。

　草くさ群むらをわずかに窪くぼませた半径三メートルほどの黒い泉いずみ。空が夜であるため、夜空の色を映していると考えると違い和わ感かんがない。だが、

「これが、末世というのは……、どういうことだ？　末世については、世界が終わるのだとか、歴史を作る人類が死し滅めつするのだとか、時間が止まるのだという説もある。だが、明確な説は無かった筈はずだ。──それが何な故ぜ、これを末世だと言う？」

「Ｔｅｓテスタメント．、では武蔵むさし副ふく会長、末まつ世せが近づく現在、世の中では何が生じている？」

「そりゃあ怪かい異いとか……」

　とつぶやいて気付いた。ここは地ち脈みやくを加工した圧あつ縮しゆく空間だ。そして英国は地脈管かん理りが行えている改かい造ぞうの土地だ。そして妖よう精せい女王の問いに対する己おのれの答えが重なれば、

「……英国に生じる怪異を、ここに圧縮しているのか？」

「Ｔｅｓ．、完全に、とは言えないがな。末世によって怪異が生じているならば、怪異は小型の末世、もしくは末世の手て先さきだ。末世そのものとは言えないかも知れないが、末世より生まれたものであろう。そして英国は土地柄がら的てきに地脈管理が行える。

　だから──、末世による地脈の歪ゆがみを、ここに集中したのだよ」

　言われて見る黒の泉いずみは、波立ちもせず、ただそこにある。

　だが、正純は、念のために問うてみた。

「証しよう拠こは？」

「Ｔｅｓ．、何か投げ入れて見ろ、それで解わかる」

　言われ、正まさ純ずみは考えた。何か捨てていいようなものがあったろうかと。

　わずかに迷ったが、大きさを考え、左の手て袋ぶくろを外して投じた。

　正純の予想では、

　……末世が〝無〟の要素を持っているなら、そのまま飲み込み返ってこないかな。

　そんな期待を感じ、正純は自分に落ち着けと心で命じる。

　と、手袋が黒の泉に落ちた。

　しかし、手袋は沈まなかった。黒の泉の上に、手袋は浮いたのだ。
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「──え？」

「黙だまって見ていろ」

　正純が言われるがままにしていると、それが生じた。

　花だ。

　青白い花が、手袋の周囲を囲むように生はえてくる。それは伸び、咲き、広がって散りながら、

　……手袋が消えていく……？

　浮いている手袋が花の群に沈んでいく。否、食われるように、末世に触れている部分から花開いて散っていくのだ。

　音のない咲き乱れはやがてピークを迎え、しかし、収まった。

　後に残るものは何もない。ただ黒の泉があるだけだ。だが、その時になって正純は気付いた。黒の泉の縁へりを囲むように、青白い花が咲いているのを、だ。

「菊きくの花。極きよく東とうでは葬そう送そうの花だそうだな。そしてこの花、種を残す形をしていないらしい」

「今のは何だ？」

　正まさ純ずみは、右の手の平にある手て袋ぶくろと、黒の泉いずみを交互に見る。

「青白い光の花は、流体光こうで出来ているように見える。だから今のは、物体が流体に還かん元げんされたようにも見える。ならば末まつ世せとは、……世界が流体に還元されることなのか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、いい洞どう察さつだ、ここを見た者は皆そう言う。

　皆、大した連れん中ちゆうなのだから、それと同じ洞察のお前はいい目を持っている。

　だから一つ教えてやろう。この末世の泉だが、何かを食ったとしても、泉の持つ流体総そう量りようは変化していないのだ。……意味が解わかるな？

　──そう、この泉は、ものを流体に分ぶん解かいするのではない。ものを流体にするプロセスを経て、流体を消しよう滅めつさせてしまうのだよ」

　つまり、

「流体を消し、完全なる無を作る、──それが末世だと私達は考えている」
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　妖よう精せい女王の言葉に、正純は一いつ瞬しゆんの理解を遅れた。

　……流体を消す？

　流体は空間の構こう成せい因いん子しだ。世界は空間で出来ていて、流体が満ちている。だから術じゆつ式しきで〝無〟を作っても、それは〝無の流体が満ちた空間〟でしかない。

　消滅は無理だ。

〝無〟すら作れる以上、流体が無い、という状態はあり得ない。だが、

「消された物体分ぶんの流体量りようが、還元されない……？」

「Ｔｅｓ．、消えてしまったのだよ、今の手袋を作っていた流体はな。

　だから今、世界から、貴き様さまの手袋分の流体が消えたことになる。これは穴となり、歪ゆがみが生じ、きっと小しよう規模な怪かい異いが起きることであろうな」

　気にするな、と妖精女王は言った。

「実際、地ち脈みやくは時とき折おり、その流れの分ぶん岐き点てんなどで穴を生じているらしい。私達は流体の世界にいるので開いた穴自じ体たいを知ち覚かく出来ないのだが、穴が開くと境きよう界かい部分の流体が浸しん食しよくされるため、球きゆう体たい状じようの膜まくが生じる。その膜を〝花か冠かん〟と私達は呼んでいる」

「その穴は、……どうやって生じるんだ？」

「Ｔｅｓ．、血液で考えて見ろ。血が循じゆん環かんせず、溜たまったならばどうなる？」

　鬱うつ血けつだ。その結果として生じるのは、

「患かん部ぶの壊え死しだろう？」

「Ｔｅｓ．、──傷が好きか？」

「傷きず痕あとが残らないならば」

　と、言って気付く。壊え死しして崩れた場所には、傷きず痕あととして穴が開くのだと。

　すると、妖よう精せい女王が首を下に振った。ようやく解わかったかという顔で、

「地ち脈みやくの歪ゆがみは、流体の循じゆん環かん能力が低下しているということだ。

　しかし地脈はそういう部分を自然と直してしまう。地脈が歪むと自然災さい害がいなどが生じるが、それによって地脈を歪めているものが取り除かれるからな。

　だから、普通は、そういう経過をもって地脈の穴は塞ふさがれてしまう。

　──目の前にあるこの穴は、歪みを重ねることで強い鬱うつ血けつ状態を作り、穴を強ごう引いんに開けたものだ。その上で、穴の周囲の浸しん食しよくされている地脈を広げ、穴を保ほ持じしている。

　穴は流体を消す力があるが、消しよう去きよ力りよくは無限ではないらしく、小しよう規模な穴は地脈によってすぐ塞がれてしまうようでな。今は両者を立てるバランスになっている」

「つまり……、無の傷きず口ぐちに触れた流体が、化か膿のうして怪かい異いになるわけだ」

　Ｔｅｓテスタメント．、と苦く笑しようする妖精女王は、腕を組んで黒の泉いずみを見る。

「子供の頃、ここで遊んでゴミが出ると、いつもこの泉に叩たたき込んでいたものだが、よく考えると英国の怪異の原因だったやも知れぬなあ、あれ」

「い、嫌いやな国家機き密みつを聞いているような」

　気にするな、と妖精女王がまた言った。

　そして彼女は、一歩を離れる。泉を覗のぞき込むのではなく、俯ふ瞰かん出来る位置に立つと、

「地脈の歪みを検けん出しゆつすれば、その逆ぎやく写うつしとして私達は穴を知ち覚かくすることが出来る。

　穴自じ体たいの知覚は不可能でな。流体を消す本当の〝無〟であるから、情報や記き憶おく、時間といった要素を持っていない。

　だから、地脈の浸食の形状から〝穴〟が開いていると、そう意味取どるしかない。

　……まるで、武蔵の情報遮しや断だんステルスを検けん知ちするようなものだ」

「武蔵むさしは世界の歪みか？」

「頷うなずくしかない問いかけは詰まらぬものだな」

　確かに、と二人の女おんな政治家は苦笑する。

　その上で、正まさ純ずみは泉から視線を外し、女王と同じように一歩を離れる。

「妖精女王。貴女あなたは、末まつ世せをこのように考えているのか？　世界全体が歪み、地脈の自己修しゆう復ふく作用でもどうしようもないほどの〝無〟が発生する、と」

「Ｔｅｓ．、それが私達の大体の共通認にん識しきだ」

　彼女の言葉に頷き掛けた正純は、ふと、告げられた台詞せりふの意味に気付いた。それは、

　……私、達？　大体の共通認識？

　エリザベスの言う私達が〝女王の盾符トランプ〟や英国の研究家達たちならば、大体の共通認識という言い方に奇き妙みようを感じる。身み内うちとして一群なのだから、総そう意いなどとまとめていい筈はずだ。

　ならば、

「私達とは、……どこの国だ？」

「Ｔｅｓテスタメント．、なかなかいい洞どう察さつだ」

　と、彼女が答えた時だった。

　二人の少女の過去が、やってきた。
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　正まさ純ずみは見る。生き地じの多い衣い装しようでめかし込んだ二人の少女を、だ。

　今まで見たよりも衣装が豪ごう奢しやなのは、何かパーティにでも出たのだろう。靴くつが散さん策さく用ではなく、子供ながらにヒールのあるものなのがその証しよう拠こだ。

　……誕生日かなあ。

　そう思ったのは、二人が泉いずみの近くに立つ白しら樺かばの木に辿たどり着いたからだ。二人の少女は、片方が靴を脱いで木に背をつけると、片方が宙に何かを握り、

「────」

　その頭上の幹みきをなぞったのだ。

　次は逆。それぞれ、何かを握って、幹に背の高さを刻んだ。

　そして二人は見比べ、等しい高さであることを確かめると、

「……！」

　二人は共に笑えみを作り、何かを歌いながら小川の方へと走っていく。

　そんな二人を見送る二人の女おんな政治家は、しかし女王の方が口を開いた。彼女は、やれやれという吐と息いきをつけて、

「懐なつかしいな。──あの頃は、背せ丈たけを測った白樺ももっと背が低かった」

　彼女の台詞せりふの意味を正純は悟さとる。それは、今は高く伸びた白樺の木を見上げること。

　すると視し界かいに入ってくるのは、白樺の幹に付いた傷きず痕あとと、傷を付けるために使用した、

　……枝に掛かった十字架か？

　銀の十字が、高さ三メートルほどの位置にある。鎖くさりで枝に掛けられた十字架は、装そう飾しよくや宝石が入りはしているものの、王おう侯こう貴き族ぞくなら所有していそうなものだ。だが、

「……改派プロテスタントに属する英国協きようでは、十字架は禁止だろう？」

「では、誰だれのものだと思う？」

　解わかるわけがない。しかし、ならば何な故ぜ問いかけてきたのか。

　……答えを、私が知っていると、そう思っているからだ。

　ならば思い出せ。英国と旧派カトリツクの関係を。

　そして数秒を考えてから、正純は答えをつぶやいていた。それは点てん蔵ぞうから聞いた、メアリが教えてくれたことで、

「──Long time my friend久しぶりだ我が友」

　答えを示す言葉に、エリザベスが表情を変えた。

　彼女は目を細め、口くちの端はを笑えみの形に上げたのだ。

「Ｔｅｓテスタメント．、……父はいつも、ここに来るたび、そう言っていた。

　そして私の治ち世せいになった時、父が王賜剣エクスカリバーを抜けるなどと言っていたことを思い出してな。その方法があるやもしれぬとここを開けたのだが、あの十字架かが誰だれの物か解わからなかった。

　手を尽くして調べたが、解った結果は、もう遅かった。

　持ち主は、もうこの世にいなかったのだから」

　その名は、

「三征西班牙トレス・エスパニア総そう長ちようと、M. H. R. R.神聖ローマ帝国皇こう帝てい総長を兼けん任にんしたカルロス一世総長だ」
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　正まさ純ずみは、一いつ瞬しゆんでその名の情報を頭の中に展開した。

　カルロス一世総長は二国の王を兼任した総長だが、西班牙エスパニア弁べんが喋しやべれず、専もつぱらM. H. R. R.に在ざい席せきしていた筈はずだ。ならば、

「……M. H. R. R.に、ここの研究結果などが流れているのか」

「流しているのではなく、正式に送っている。──私達は末まつ世せの〝無〟がどういうものかの研究を行い、M. H. R. R.は対策を研究している。当時から、ここの研究結果をカルロス一世はM. H. R. R.内の改派プロテスタントに渡していてな。英国としてはいろいろ利点も生じたのだ。

　まあ、末まつ世せのことは世界的な問題だ。今では聖せい連れん所しよ属ぞくの旧派カトリツク各国にも、それなりのレポートを送ってはいるのだが」

　だが、とエリザベスが泉いずみではなく、こちらを見た。

「〝花園アヴアロン〟の意味が、解わかったか？　確かく証しよう付つきではないゆえ、大きく動くことは出来ていない。が、私達とて自分達なりに末世の解決を目指している。

　これは私達とM. H. R. R.だけではなく、K. P. A. Italiaや三征西班牙などもそうだ」

　後ろの二国は初はつ耳みみだ。眉まゆを上げて視線を送れば、女王は歯を見せて笑う。

「三征西班牙は、カルロス一世の遺い物ぶつがある国。今の連れん中ちゆうは、カルロス一世のことを少なからず調査していると聞く。

　そしてK. P. A. Italiaは、教皇総長パパ・スコウラ自みずから各国に親しん書しよを手書きで送って、情報交こう換かんの確かく約やくを行っているそうだ」

　解るか？　と彼女が言った。

「私達は歴史再さい現げんのために動きつつ、しかしその一方で、末世対たい策さくを講じヴェストファーレン会議を望んでいる。

　P. A. ODAも、創そう世せい計画とやらを立ち上げている以上、私達と考えは同じ筈はずだ。

　武蔵むさし、貴き様さま達は、──私達と同じ場に上がっているのだよ」

　はは、と彼女が笑う。

「前まえ田だ・利とし家いえが〝花園アヴアロン〟の情報を告げた意味が解わかったか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正まさ純ずみは頷うなずいた。頭上の十字架かを見上げ、目を細め、

「英国に来て良かったと、そう言うべきか」

「そうでなければ困る。──私の過去という、機き密みつを見せたのだぞ」

　と、女王が苦く笑しようした時だ。

　不意に女王の顔よこ横がおに、表示枠サインフレームが展開した。ノイズの入ったそれは、映えい像ぞうもなく、しかし確かにダッドリーの声で、

「たたたた大変です女王陛へい下か。──馬鹿が皆を引き連れて王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンに！」

「……は？　馬鹿？　どういうことだダッドリー？」

　向こうから答えが来るより早く、慣れの強い正純は理解した。だから、もう面めん倒どうなので、

「──うちの馬鹿が、とんだ御ご迷めい惑わくを」

「ど、どういうことか全く解らん！」

　解るって、と正純は肩を落としてうなだれた。

「祭の雰ふん囲い気きにでも乗じて、うちの馬鹿が王賜剣二型を抜こうとしてるんだよ」







[image: 第四十八章『高所の決定者』]
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　メアリのここ数日は、一つの目的に満ちていた。

　それは、如い何かにして閉じ込められているストレスと闘うか、その方法の模も索さくだった。

　部屋から出ることは基本的に赦ゆるされていない。階段の踊り場に別室で設けられた風ふ呂ろと洗面所があるが、温泉ではないので何度も風呂に入ると水道代と光熱費の無む駄だになる。

　本を読むことは気晴らしの一つだったが、参まいったのは、

　……体を動かすことに慣なれてしまって……。

　毎日良よく歩いたり、仕事をしていたせいで、体を動かさないと落ち着かない。

　ゆえにメアリが管理の者に頼んで入れさせて貰もらったのが、小型の機はた織おり機きだった。

　第四階かい層そうの集しゆう落らくでも幾いく度どか使ったことはあるが、布ぬの地じを作るというだけではなく、自分のための創作として扱うのは初めてだ。

　色の付いた糸を扱い、机き上じように固定した折り機を打つように動かしていると、一定のテンポの動作に時間を忘れる。時とき折おり息をつくと、外の祭の音が聞こえるが、自分も何かを為なしているという事実が、祭に関わっているような錯さつ覚かくを与えてくれる。

　しかし、今日もそのようにして時間を過ごしていたのだが、外の騒さわぎがいつもと違った。

　北側、王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンのある塔とうで、嬌きよう声せいとも歓声とも言える声が生じたのだ。

　……え？

　王賜剣二型は〝刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオン〟としての改かい造ぞうを受けており、その工事は祭まつり中じゆう続く筈はずだった。だが、その場所に大おお勢ぜいの気け配はいと声の重なりがある。

　どうしたのでしょう、とメアリが北側の鎧よろい戸どから覗のぞいてみると、見知った者がいた。

　まず大勢は、酒さか瓶びん持って騒いでいる英国の商人団だんの面めん々めんや、ジョンソンを始めとした芸術家達の集まりだ。全員、酒で出来上がっている中、ただ一人、ほろ酔よいで頰ほおを赤くしたシェイクスピアが所しよ在ざいなげにふらふらしている。

　そして塔の上を占せん領りようした彼らの中央には、武蔵むさしの妖よう精せい〝湿った手の男ウエツトマン〟がいた。全ぜん裸らは、酒瓶で作った腰ミノつけてくるくる回りながら、

「よーし！　じゃあちょっと、抜いてみっか！　王賜剣エクスカリバー!!」

　わああ、と周囲の大人おとな達が盛り上がるのを見て、メアリは冷ひや汗あせをかいた。

　……だ、大だい丈じよう夫ぶなんでしょうかあんなことして……。
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　……馬鹿は死んでも治らない、で御ご座ざったかなあ。

　王賜剣の北ほく西せい塔とうの下、階段の入り口で二ふた代よはそう思った。階段の入り口を塞ふさぐように置かれた控えの間の椅い子すは三脚きやく。三つ並ぶ椅い子すに座るのは、自分と浅あさ間まと鈴すずだ。

　二ふた代よは、鈴すずを挟んだ向こうの浅あさ間まを見る。こちらと同じように髪かみを結い上げた彼女は、わずかに頰ほおを赤くしているが、

「浅間様……、貴き殿でんがそこまで酒に強う御ご座ざったとは」

「え？　あ、別に強くないですよ。勝負でこっちが使ったのはお米が原料の御み酒きですからね。お米原料のお酒は穢けがれ祓ばらいの力を持つので、巫み女こ肝かん臓ぞうで酔よいを相そう殺さいすれば水同どう然ぜんですし。果か実じつ酒しゆや麦酒ビールだったらああはいかないですよ。瓶びん二ダースくらいが限界じゃないですか？」

　二代は思った。この方も大たい概がいで御座るなあ、と。

　そして鈴が上を向き、わああ、という歓声に一つ頷うなずいた。

「たのし、そ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、後で相当な目に遭あいそうでは御座るが、──しかしお二人とも、何な故ぜに御座る？」

「そうですね。鈴さんがアデーレの機き動どう殻かく引き取りに行くのに付き添そいしてたんですが、その途と中ちゆうで町の人々をアパトサウルスで追いかけていたトーリ君に会いまして。それで──」

　何な故ぜにこちらが疑問を挟まぬという前ぜん提ていで話が進むので御座ろうか。二代はそう思ったが、浅間が言葉を繫つなげていく。

「それで、トーリ君が〝おし、王賜剣エクスカリバーが抜けるかどうか試しに行こうぜ！〟と言い出した時はどう説せつ教きようすべきか考えましたが、ジョンソン氏がいてくれて助かりました。──酒場に。

　ジョンソン氏が相そう対たい的てきに弱すぎたので商人団だんも集まってきて十六連れん戦せんになりましたが、結果だけ言えば清せい酒しゆによる自じ浄じようの代だい演えんで拝はい気きは溜たまったし神様も喜んだんじゃないかと。

　鈴さんの行き場もここでしたから、一いつ石せき二に鳥ちようですね」

　と言う先、正面には槍やりを携たずさえた警けい備びの学生達がいる。恐らく指し示じは受けているのだろうが、自分達がここにいることと、上には身み内うちがおり、歓声が聞こえることで戸と惑まどっているのだろう。

　と、その中から隊長格かくらしい男が出てきた。

　彼は手を挙げ、鈴に向かって、

「外がい交こう官かん！」

　鋭い声に、鈴が身を震わせて両の耳をそれぞれの手で覆おおった。

　あ、と声を漏もらした隊長格の周囲からブーイングが起きる。

「解わかってねえ！　隊長全ぜん然ぜん解ってねえよ！　泣いたら国際問題だぞ！」

「Ｔｅｓテスタメント．！　もし泣いたらどうするんですか隊長!?　小しよう官かんの心も国際問題ですよ！」

「ワケ解んねえってかすいませえーん、エブリバディ俺マジソーリーでえ──す」

　うむうむ、と二代は頷く。仲が良いのはいいことに御座る、と。

　しかし、この場で争うのは避けたい。

　……拙せつ者しやも、正まさ純ずみの迎えという任にん務むがあるので御座るが。

　だが、この場を浅間に任せ、いきなりズドンの事じ態たいになったら国際問題だ。

　総そう長ちようは馬鹿だが、そこらへんは解っているらしい。こちらに対して「何かあったら話し合いな？　つまりトークで時間稼かせげよ？」と言っていた。

　……トークで御ご座ざるか。

　正まさ純ずみのような特とく殊しゆ技能は持たないが、話すネタはある。

　だから二ふた代よは、集まった皆に対して口を開いた。

「まあ落ち着け貴き様さまら」

「それが落ち着かせる物もの言いいか!!」

「まあ気にするなで御座る。それで、で御座るが、これはまた丁ちよう度どいい機会。この英国に来て、拙せつ者しやが今まで疑問に思っていたものを答えて頂きとう御座る」

　は？　と首を傾かしげた男達を前に、二代は一つ頷うなずいた。いいで御座るか？　と前まえ置おきし、

「この英国、特に外がい交こう官かんの護ご衛えい役やくをしている間などは、拙者、〝戦せん意い無なし〟の示しとして、慣かん例れいに従ってこのスカートの上を合わせ、脚あしを動きにくくして御座る」

「そ、それが一体……、何だと？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と二代は言い、

「このようにして椅い子すに座っていると、通りかかる男共どもが合わせの内側に視線をシャキ──ンと一いつ瞬しゆん送ってくるのは何な故ぜに御座る？　いつも見てるインナースーツの下側で御座ろうに。

　何故に貴様ら、そんなものを、合わせがあるだけで見たがるので御座るか？」

　問いかけに男達がゆっくりとうなだれ、膝ひざを着いた。
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　……あ、あれ？　下が何だか静かになったような。

　メアリの目には、北ほく西せい塔とうの一階あたりに反省の感情の精せい霊れい達が漂っているのが見える。代わりに屋上は歓かん喜きの精霊が全開だ。鎧よろい戸どの隙すき間まから見ていても陽かげ炎ろうのような精霊エフェクトが見えており、

「よおーし！　んじゃ抜き抜きトライしてみっかあ！」

　え？　と思うと同時に、全ぜん裸らが動いた。

　彼の動どう作さにメアリが記き憶おくの中から思い起こしたのは、二つの映えい像ぞうだった。

　一つは、かつて自分が王賜剣エクスカリバーを抜こうとして抜けなかった時のものだ。

　あの時、妹が隠かくそうとして隠し切れなかった失しつ望ぼうの色は、よく憶おぼえている。御ご免めんなさいと、今でもそう思うほどのものなのだから。

　そしてもう一つは、

　……点てん蔵ぞう様……。

　墓ぼ所しよの整せい備びや、多くのことを助けてくれた人。そして何よりも、メアリという存在のことを、

　……大変で御座ろう、と、仰おつしやって下さった方。

　今まで、ねぎらわれることはあっても、結局は「義務だから仕方ない」という風ふ情ぜいがあった。だが、彼が言ってくれたのは、大変だけど頑がん張ばれよ、ではなく、頑張っても大変だよなあ、と。その程度のニュアンス差だが、泣いてしまった。錯さつ覚かくかも知れないが、参まいってしまったのだ。

　その彼が、墓ぼ所しよで見せた構えを、全ぜん裸らが行った。

「あれは──」

　抜けぬ剣を押し込むことで、穴を広げて抜く。あの時、〝湿った手の男ウエツトマン〟は見ていたのだろう。だからというように、彼の声が、

「これ、うちの忍にん者じやが見せた技でよ」

　押し込み、

「一いつ丁ちようやってみっか……！」

　全裸は一気に引っ張った。
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　皆は見た。全力のつま先立ちとのけぞりで、背はい筋きん計けい測そくのような姿し勢せいになった全裸が、

「ぬお──!!」

　抜けない。

「くわあ──！」

　でも抜けない。

「もぴょぺるげれぴぴぴ！」

　気合いを変えてみても抜けない。

　だが全裸は奇き声せいを挙げながら腰を落とし、重量挙あげをするような低い姿勢をとる。引くと言うより押し上げるようにして、

「だあ──！」

　しかし抜けない。

　だからと言うように、全裸は横から鍔つばを摑つかんで押し上げながら、両の腿ももでも刃やいばを挟んだ。

「きょ──!!」

　それでも抜けなかった。が、全裸は諦あきらめない。そのまま幾いく度どもアタックを掛け、股またに王賜剣エクスカリバーの刃やいばを挟んで上下にグラインドして、

「くおおお！　何だ！　何だこのスリル！　股こ間かんを思わず尻のように割ってしまいそうなその剣の名は王賜剣……！　く、くそ！　エクスカリバー勝負で俺が負けるだと……!?　でもとにかく抜けねえ！　抜けない！　僕のエクスカリバー抜けないの！　って抜けないのはどっちのエクスカリバーだこの野や郎ろう！　エクスタ死ぬか!?　死ぬか!?」

　接せつ続ぞく詞しと感かん嘆たん詞し以外言いっている意味が不明だが、不ふ意いに全裸が手を離した。そして彼は肩で荒い息を整えると、皆の方を見て、

「よし、じゃあ今日の練習はこれで終わりでーす。本番は明日あした以降で──」

　皆は叫んだ。

「二度はねえよ!!」
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　うん、と両手を握って皆と同意したメアリは、しかし一つの光景を見た。

　全ぜん裸らが王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンを前にして、こちらに身を向けたのだ。股こ間かんを王賜剣二型で隠かくした全裸は、こちらに向けて指さしのポーズを取る。

「アンタ、聞こえてっか？」

　……え？

　何事だろう。ここから外へのアプローチは禁じられている。だから応えることは出来ない。それに鎧よろい戸どの隙すき間まから見ている自分を、向こうは感かん知ち出来ないだろう。

　だが、彼は笑えみの顔で、

「いいことを教えてやる」

「それは……」

　つい小さくつぶやいたこちらに対し、全裸が笑みを強くした顔でこう言った。

「俺の字名アーバンネームは〝不可能男インポツシブル〟ってんだ。だから、──俺は、王賜剣二型を抜けなくて超正解。俺が本気を出さずに王賜剣二型をつい抜いちまったら、聖せい連れんやイノケンのオッサンがうるせえしな。だけど──」

　だけど、

「俺おれ以外の誰だれかが、俺の仲間の誰かが、必ずこの王賜剣エクスカリバーを抜いてやる」

　そうでなければ、

「──だって英国、大変そうだもんなあ」

　その台詞せりふに、メアリは大事な記き憶おくを思い出した。そして記憶の再さい来らいは、その時己おのれの身が得たことも確かに思い出させる。涙をこぼし、視し界かいを歪ゆがませることを、だ。

　……あ。

　今、そこに立つ姿すがたは、英国に対して言葉を放った。

　自分と共にいた人は、自分に対して言葉を放った。

　その意味と、両者の差を思いつつ、メアリは目め尻じりを手で拭ぬぐった。

　そして全裸は、ふとこちらから見て右を。南東の塔とうを見て、

「……ええと、あっちじゃねえよな」

　……て、適当──！
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　メアリは一いつ瞬しゆん絶ぜつ句くして、しかしすぐに苦く笑しようした。

　あれは、そういう精せい霊れいなのだろう。

　有り難がたいことだ、と、メアリは皆と一緒に撤てつ退たいする全ぜん裸らを見る。

「撤退だ！　向こうの学校前の階段下って女王が来てるからな！」

　わああ、と慌あわてて皆が下がっていく。それを見た後で、メアリは残されるようにたたずむ王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンの姿すがたを見た。そしてゆっくりと頷うなずき、

　……処しよ刑けいが間ま近ぢかいというのに、楽しい時間を。

　だが、

「無理でしょう」

　誰だれかが王賜剣二型を抜くことも、

「……私がそれを、見ることも」
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　エリザベスが現場に乗り込んだ時、既すでに賊ぞくは脱だつ出しゆつしていた。

　後に残されたのは、控えの間で膝ひざをついてうなだれている警けい備びの学生達ばかりで、

「一体どういうことだ!?」

　問いかけに、男達は涙を流しながら、

「だって、だって、……座ってる時に合わせから見える部分は、どう考えても股またではなく下したっ腹ぱらで御ご座ざるぞなんて、何が楽しいので御座るかなんて、血も涙も夢もナッシン……！」

「ワケが解わからんわあ──!!」

　エリザベスは、恐る恐る宥なだめに入るダッドリーとセシルに、とりあえずの怒ど声せいを収める。くそ、と腕を組み、

「一体何なんなんだ！　武蔵むさしが来てから変だぞ貴き様さまら！」

　Ｊｕｄジヤツジ．、といつの間にか追いついていた正まさ純ずみが、平へい然ぜんとこう言った。

「変だから、あいつら」
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「また、変な部品が来たで御座るな……。どう見ても手て錠じようで御座るが、誰の趣しゆ味みに御座ろう」

　と、点てん蔵ぞうは、運うん搬ぱん用の革かわ袋ぶくろの中に詰める部品群ぐんを見てつぶやいた。いろいろ疑問に思うが、内部が仕切られ、分ぶん化かされた革袋に工こう具ぐやネジ、接せつ着ちやく剤ざいなどを区別して入れていく。

　時とき折おり、食糧や飲料、疲ひ労ろう回復や能のう力りよく強化の符ふが送られる時もある。安全な職場ではない。定期的にIZUMOの技師が神じん社じや関係者とやってきて、通路を主に熱などの緩かん和わ術じゆつ式しきを張っていくが、事故の多くはそれら主しゆ通路の外で起きる。一度、管かんの破は断だんによってボイラーの熱ねつ風ぷうが漏もれた時があったが、範はん囲い内の者達が防ぼう護ご術式を持っていなければ危なかった。

　あの時、悠ゆう然ぜんと直なお政まさが義ぎ腕わんをかざして高熱化かしたバルブを締めていったが、

　……直なお政まさ殿どの、どうしてああまで男おとこ前まえで御ご座ざるかなあ。

　同級生の新たな一面に半なかば感心しつつ、点てん蔵ぞうは部品類るいを詰めていく。今回は花などもある。事故で死亡した人のための献けん花かだ。それは危険箇か所しよの目め印じるしでもあり、術じゆつ式しきによって場の整せい調ちようや、どういう事故が起きたかの情報を表示枠サインフレームで映すものでもある。

　献花。

　その言葉を考えた点蔵は、花を添そえる際に必ずつきまとう人の損失を思い、

「────」

　首を横に振った。

　……思いに囚とらわれてはならんので御座る。

　彼女は、自ら去っていったのだ。

　あれは英国の歴史再さい現げんとして必要なことであり、ホライゾンの時とは意味が違う。誰だれかが歴史再現を盾たてに、悪あく用ようしてメアリを殺そうとしているのではない。

　彼女も覚かく悟ごの上で、だからこそ何も明かすことなく、最後に楽しい時間を過ごしたのだ。

　……楽しかったなら、良かったので御座るが。

　サービス精神が活かされていたかどうか、確かめる術すべはないのだ。

　どうだったのだろうか。

　処しよ刑けいを前に、彼女はどれだけ救われたのか。自分は、何の役に立てたのか。

　……どうだったので御座ろうか……。

「────」

　いかん、と点蔵は思った。何か契けい機きがあると、すぐに彼女のことを考えてしまう。

　あれは一時の夢。そう、

「どうせ自分、モテない男で御座るしなあ」

　と、作業台だいの上に置かれた運うん搬ぱん用の工こう具ぐなどに手を伸ばした。

　すると、不ふ意いに左の腰のあたりを後ろから引かれた。

　ぬ？　と思い振り向くと、そこにいるのは見知った人ひと影かげ二つだった。

　一人は首にタオルを掛けた全ぜん裸らのトーリ。もう一人は作業服姿すがただが、確かに王様、それは、

「麻ま呂ろ教きよう頭とう……!!」

「麻呂を麻呂呼よばわりするとは何事かあ──!!」

　説せつ教きようされた。
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　直政は、いきなり響ひびいた声に振り向いた。周囲の皆も同様に見る先、運搬係がかりの場所にて、忍にん者じやが全裸を前に王様に説教されていた。

　皆は、ああ、と吐と息いきして、

「何かさっき、上の連れん中ちゆうから〝総そう長ちようが悪さして匿かくまってくれって言ってる〟みたいなことを通つう神しんで聞いていたんですが……」

「まあオッパイソムリエはどうでもいいとして、武蔵むさし王おう、よく視し察さつに来ますよね……。ここ最近は英国の農業関かん係けいの話に参考人にんとして出ていたとかで、こっちに来てませんでしたけど」

「無理に手伝おうとしないのが有り難がたいよね」

　うんうん、と頷うなずく皆を背後に、直まさ政なおは二人と全ぜん裸らの遣やり取りを見る。ただただ頭を何度も下げる点てん蔵ぞうの前、腕を組んだ武蔵王ヨシナオがくどくどと何かを言っている。

「──全く、君達のクラスは礼れい儀ぎがなっておらんのであるな！　東あずま君を見習い賜たまえ！」

「い、いえ教きよう頭とう、東殿どのも最近はセック……、いや、隠いん語ごを連れん呼こして御ご座ざってな？」

「何が言いたいのか全く解わからんが、元もと皇こう族ぞくが節せつ句く節句と連呼して何が悪いのであるか？」

「で、では、節句は複数形けいで？」

「節句ズ」

「ぬおおお逃げられた気がするで御座るよ自分!!」

　あの馬鹿結けつ構こう元気さね、と直政が思った時だ。ヨシナオが、組んでいた腕、その右手に摑つかんでいたものを点蔵に渡す。

　直政の目が捉とらえるのは、地図だった。それは、手書きながらも詳しよう細さいな、

「君が持っているこれは、……武蔵の忍しのび団だんが密ひそかに持つ各国の地図であるな？

　各国は侵しん攻こうされることを恐れて地図類るいが他国に渡るのを禁止しているが、武蔵は測そく量りように役立つものである。ゆえにそれらの作製を手伝った際、資料の管理を渉しよう外がい委員会麾き下かの忍団がしているわけである。

　当然、これらの地図も、英国から出る際に返へん却きやくし、複ふく製せいが術じゆつ式しき検けん知ちされれば犯罪となる」

　しかし、

「いいのかね？　このように×印などを付けてしまって、これは英国、イングランドの地図であるな？　それも、倫敦ロンドン、オクスフォードに至るもの。──恐らく手て写うつしによるものとみる。これは、一体何なにかね？」

　周囲の仲間達が、目め配くばせをした。

　意味は解わかる。直政には、二重にも、三重にも意味が解る。

　……あの馬鹿は……！

　あれは恐らく、倫敦塔とうへの突入経けい路ろを示したものだ。短たん距離のほぼ直線。×印は警けい備びの戦せん士し団だんの控え位置だろう。ここ数日、メアリのことなど何も口に出さず、黙だまってはいたし、他者から見ても距離を置いたようには見えていたが、

　……しつこい男は嫌われるって、知らないのかね？

　だが、その思いの否定を、近くで大型レンチを立てて頰ほお杖づえついている中年女おんなが言う。

「しつこい男が嫌われるのは、別れた後ってね……」

　だといいさね、と思い、助け船を送ろうと直なお政まさは思う。だが、それより先に点てん蔵ぞうが、

「それは、その、……確かに警けい備びの──」

　あ、馬鹿、と誰だれかがつぶやいた。その直後。全ぜん裸らが突然、大声でこう言った。

「ああ!?　マジ？　テンゾーまさか倫敦ロンドン塔とう襲しゆう撃げきすんの!?」
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　ヨシナオは、こちらの後を着いてきていた馬鹿の大声に戦せん慄りつした。

　……そんな国際問題になるようなことを叫ぶなあ──!!

　この馬鹿は、話によると倫敦でも馬鹿をやって逃げてきたらしい。

　何をしたと聞いたら「王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンを抜こうとして股こ間かんに挟んだら冷たくてびっくりしたぜ！」とか言うので即そつ刻こく殺してやろうかと思ったが、トラブルを二重にしてもマズイのでやめておいた。

　だから騒さわぎが落ち着くまで同どう道どうを許したのだが、暑いことを理由に服を脱ぐわ、

　……その上で麻ま呂ろを追いつめるようなこの発言！

　自分としても、穏おん便びんに済ませる心の用意はあった。

　だがこの馬鹿は、

「駄だ目めだよな!?　麻呂！　倫敦塔襲撃なんてヤバくね!?　この忍にん者じや、墓ぼ所しよの整備と同じ要よう領りようで王賜剣二型を股間に挟んで〝あっ、つめたっ〟とか仰のけ反ぞるつもりじゃね!?」

「そんなことせんで御ご座ざるよー！」

　やかましい。ともあれ言うべきことがあるのは確かだ。それは──。
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　直政は、不ふ意いのヨシナオの叫びを聞いた。それは、トーリの声などを吹き飛ばすような武蔵むさし王おうとしての宣せん言げんであり、

「何と！　デートの予定、そのための戦術マップであるのかねこれは！　点蔵君!!」

　……デート？

　は？　と拍子を抜かれたこちらと点蔵の視線の先で、武蔵王が地図を広げる。

　笑えみを作るトーリの横、武蔵王は、ふうむと唸うなった後で、点蔵の反応を待つこともなく地図を指で軽く叩たたく。

「つまりこの×印は有名屋や台たいの位置であるな!?」

「おいおい麻呂！　警備の戦せん士し団だんの位置じゃねえのかよ!?」

「違う！　解わかってないのであるな痴しれ者ものめ！　これはハイソな屋台の位置であるぞ！　このようにチェックを入れているとは、確かに年とし頃ごろの少年には恥ずかしいことであろう。地図を手て写うつしで自分用に作ってしまうのも致し方あるまい。──デートの後に捨てるのであるな？」

「え？　あ、──Ｊｕｄジヤツジ．」

　点てん蔵ぞうが慌あわてて答えると、武蔵むさし王おうは頷うなずいた。その上で、

「うむ。では、アドバイスをして差し上げよう。少年のデートが成功するように」

　それは、赤いペンを持って書き込みに追加するもので、

「麻ま呂ろが妻と観かん覧らんした際、屋や台たいは、……ここと、ここ、こちらにも屋台の詰め所があったのであるな。そして点蔵君、君は子供達のいる中央広場を抜けるのを避けているようだが、君がデートする頃には子供達はもはやおるまい」

「おいおい麻呂！　何か親切じゃね!?　生きるデートマップで国こく宝ほうっぽくね!?」

「馬鹿げたことを。この程度のことは武蔵王にとって当然のことである」

　だから、とヨシナオはラインを改めて一直線に引き直し、

「もし行くならば堂々と行かれよ、しかし忍しのんで行かれよ、それが[image: ]あい引きのコツである」

「……Ｊｕｄ．」

　差し出された地図を点蔵が受け取るのを直なお政まさは見た。周囲の皆が顔を見合わせ、しかし小さく笑い合う。

　だが、ヨシナオの手を打つ音が響ひびいた。

「何をしているのかね諸しよ君くん！　仕事！　仕事の時間であるぞ！　麻呂、武蔵王は勤きん勉べんが好きである！　各おの々おの、己おのれのなすべきを忠ちゆう実じつにこなし賜たまえ!!」
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　点蔵は、地図を腰のハードポイントにつけたスリムケースに収め、息をついた。

　……バレておるので御ご座ざろうなあ。

　自分が本ほん心しんの部分で何を望んでいるのか。それを皆は知っている。

　しかし、と点蔵は、浮き上がりそうになる心を抑えて、運うん搬ぱんする荷物を革かわ袋ぶくろに収めていく。

　……自分は、行ってはならぬので御座るよ。

　何な故ぜならば、

　……第一に、メアリ殿どのが、こちらのことを迷めい惑わくと思っていないで御座ろうか、と。

　第二には、もし行けば、国こく際さい問題になるのは間違いないこと。

　そして第三に──。

　……自分は、命令に従う忍にん者じやで御座るよ。

　誰だれかが望み、命じるのであるならば、絶対に行かねばならない。

　だが、そうではないのならば、絶対に行ってはならない。それは忍者の掟おきてだ。

　第一の条件を思った時、救う対たい象しようであるメアリが、それを望んでいないのならば、行く理由は全く無い。

　聞いておけば良かった。もしくは言っておけば良かった。向こうか、己か、どちらかでいいから、相手のことをどう思っているのか、明確にしておけば良かった。

　……後こう悔かいで御ご座ざろうなあ。

　今いま更さらながらに、同じクラスの外げ道どうの一人のことを点てん蔵ぞうは思う。このような後こう悔かいを抱え、よくぞ十年を過ごしたものに御座る、と。

　自分も恐らく、そうなるのだろうか。救いに行く計画などを立てながらも、忍にん者じやである己おのれを大事にするがゆえ、救いに行くことをせず、軋きしむのだろうか。

　忍者の己を捨てることは出来ない。家族はおり、そして何よりも、そういう自分のままで彼女と過ごしたのだから。

　信頼は、いつも「忍者で御座るゆえ」で得ていたことを忘れてはならないと、そう思う。

　だから、諦あきらめるしかない。

　そのようなことを、心に刻み、浮き上がり掛けた心を静めた時だ。

　不意に、横に全ぜん裸らがやってきた。彼は笑えみの顔で、

「おいおいテンゾー、マジにデートかよ？　大だい丈じよう夫ぶか？　トチるなよ？　オメエ」
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　トーリの声に、点蔵は考えた。

　……ここで、メアリ殿どのを救いに行けと、そう言われたら楽で御座ろうな。

　だが、流石さすがにそれはないだろうと思う。否、横の男は何をしでかすか解わからないから、思いつきでそんな命令を言うことがあるかもしれない。だが、その時は、

　……皆が止めるで御座ろうなあ。

　そう思う自分は、迷っているのだろうと、更さらに思いを重ねて点蔵は俯うつむく。

　今の武蔵むさし王おうの言葉で、距離をとっていたのが詰まってしまったが、しかしそれゆえに、また初期の悩みを目の前に置いてしまった。

　だが、どうで御座ろうか、と点蔵は思う。幾いく度ども思い、答えは出ず、幾度も回って元に戻らざるを得ない問いかけ。答えのない疑問を点蔵はまた思う。それは、

　……メアリ殿は、自分のことを、どう思っていたので御座ろうか。

　その瞬しゆん間かんだ。俯いたこちらの背を見ていたトーリが、不意に声を放った。

「テンゾー、そういやオメエ言ってたよな、〝傷有りスカード〟に背の傷を治ち療りようして貰もらってたって」

　でも、

「何だこれ？　多分これだよな。右みぎ肩けん胛こう骨こつ後ろの。……でも、この傷、俺が見る限り、傷は塞ふさがっているけど、傷きず痕あとが綺き麗れいに残ってんぞ？　いい加か減げんな処しよ置ちだったのか？　これ」
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「は……？」

　点てん蔵ぞうは、見えぬ背に視線を送った。それはトーリが言う、右の肩けん胛こう骨こつのあたりだ。

　そこに、〝傷有りスカード〟を庇かばって得た傷がある筈はずだ。

　それも、彼女の手によって治ち療りようされた傷が、だ。

　彼女は言っていた、傷きず痕あとなど、残さぬ治療も出来ると。だが、

「傷痕が……、残って御ご座ざるか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、綺き麗れいに、って言ったら変だけどな？　しかしまあ、……白っぽく、他とは明確に違う傷痕が背に残ってんだよ」

　トーリの戸と惑まどったような言葉に、点蔵は堅い息を吞のんだ。

　……これは──。

　別れ際、メアリは言っていた。好きな人がいるのかと、そう問うたこちらに対し、

　……「そのような人がいたら、その人にとって、一生消えない傷痕を残せるような女でいたいですね」……、と。

　傷は残されていた。

　祭よりももっと以前。墓ぼ所しよで正体を知り、和わ解かいのような言葉を交わしていたあの時に、

「……っ」

「おい、どうしたよテンゾー」

　トーリの台詞せりふは、問うと言うよりも、確かく認にんするような口く調ちように聞こえた。まるで、どうしたのか解わかってるけど言ってみろと、そういう彼の口調に、点蔵は奥おく歯ばを嚙かんだ。

　そして点蔵は、無む言ごんで運うん搬ぱんの荷物をかき集める。

　……拙せつ者しや、忍にん者じやに御座る！

　忍者ならば、与えられた任にん務むをまずこなせ。

　だが、その後は、

「トーリ殿どの、自分──」

「あ？　何だよ？」

　Ｊｕｄ．、と点蔵は頷うなずいた。

「自分、祭の最終日に、……恐らく重じゆう大だい発表するで御座るよ！」

　点蔵は、荷物の入った革かわ袋ぶくろを肩に担にない、身を起こした。今までここで、迷ってばかりの自分をそれでも受け入れてくれた皆と直なお政まさ、そしてトーリや振り返る武蔵むさし王おうに視線を向ける。

　……ああ。

　きっと、第四階かい層そうの集しゆう落らくにいたメアリ殿も、このような居い心地ごこちの良さを感じていたので御座ろうなと、そう思いながら、

「任務があったのを、思い出したので御座る」

　それは、

「──以前、自分が気付かぬ時に約束していたので御座る」
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　直なお政まさは、男達三人の遣やり取りと、別れの動きを見る。

　武蔵むさし王おうは視し察さつを始め、点てん蔵ぞうは壁を走っていき、トーリは徘はい徊かいを始めた。

　……男ってのは、身み勝がつ手てになれないくせに、連れん帯たいした時の暴ぼう走そうは強いさねえ。

　そう思う直政は、男達がいなくなった通路を歩いてくる二つの影を見た。一つは、こんなところには来る方も希まれな、

「……ミト？　騎き士し様がどうしたんさね。銀ぎん鎖さならうちでは直せないよ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そのことは解わかってますわ。ただ今日は、ちょっと訓くん練れんのお願いがあって来ましたの。教きよう導どう院いんにも来ませんし、通つう神しん文ぶんも読んでいないようでしたから、直接、ね」

「何さね、〝女王の盾符トランプ〟の猟りよう犬けんにやられたのが気にくわないんかね」

　Ｊｕｄ．、と騎士は躊躇ためらい無く答えた。そして右の手に持っていたハンドバッグを掲かかげ、

「訓練の予約、宜よろしいですわね？　私、まだ体調も治ち癒ゆも完全じゃありませんので、これから祭が終わるまで、ずっと回復と並行でしていただくことになりますけど」

「……ネタはハイディから買う鹿しか肉にくかい？　アンタ、怪け我がするといつもアレさね？　あたしゃレバーみたいで苦にが手てなんだけどさ、アレ」

「薬やく膳ぜんと言って頂きたいですわ。鹿肉は血が濃くて脂あぶらが無いので回復には最さい適てき。そしてたくさん食べてよく訓練してよく眠る。──そういうことですわ」

　Ｊｕｄ．Ｊｕｄ．、と直政は頷うなずく。狼おおかみの瞳ひとみに細ほそ目めの覗のぞき込みを送り、

「……強くなる算さん段だんがあるってかい？」

「どうでしょう？」

「……いや、どうでしょう、って」

　直政が眉まゆをひそめると、ミトツダイラが笑えみを見せる。

「だって、──林檎りんごの皮かわ剝むきですのよ？」

　は？　と直政は首を傾かしげた。言っている意味が解らない。遂ついにこの女も狂ったかと、そう思う眼がん前ぜん、ミトツダイラは笑みを苦く笑しようにする。

「Ｊｕｄ．、身み内うちに驚かれるようなら大だい丈じよう夫ぶですわね。向こうもきっと驚きますわ」

　言って、彼女は軽く頭を下げた。

「──では、私の方はそんなところで。一応、通神は開けてますので何かあったらお願いしますわね。何しろ、今はアデーレがアルマダの海かい戦せんなどの作戦を立ててますから、その管理も行いませんと」

「……ネシンバラが作戦を立てないのかね？」

　問いかけに、ミトツダイラが右手を掲げて首を傾かしげる。

「やはり、呪のろいがあるようですの。まだナルゼも回復してませんし、色々あるとなると、アルマダの海かい戦せんが大変でしょうね。アデーレも私も陸りく戦せん主体なので、海戦となるとどこまで立りつ案あんが成立するか。警けい護ご隊たいの面めん々めんや二ふた代よとも連れん携けいして会議してますのよ？」

「まあ頑がん張ばってくれよ。こっちはこっちで、いろいろ思し案あん中さね」

「何を企たくらんでますの？」

　そうさねえ、と直なお政まさは言う。今、皆で行っているのは、企んでいるというよりも、

　……武蔵むさしの運うん航こう技術として、有り得ることの洗い出しさね。

　襲しゆう撃げきから英国到とう着ちやくまで、重力航こう行こうなどを利用したが、それは起き動どうから何から完全にセオリーに則のつとったものだった。無理をしない、おかしなことをしないと言えばそれまでだが、

「あの時、〝こうすればよかった〟〝こう出来れば良かった〟ってのが、現場の皆にはあってね。それを〝武蔵〟に出来るかどうか聞いて、出来そうなら、必要な改かい修しゆうを加えてる。

　アンタ達の立案にも大きく関わるだろうから、──そうさね、今後は連れん絡らくを密みつにするさ」

　あと、と直政はミトツダイラの背後を指さした。やれやれと吐と息いきして、

「……IZUMO本社に地じ摺ずり朱雀すざくの修しゆう理り技師を頼んだら、来たのはお前か」

「ヘイヘイヘイ、その言い方は無いんじゃない？」

　と、ミトツダイラの髪かみの後ろから、背の低い影が姿すがたを見せた。作業用の長ちよう衣いを羽は織おったのは、背の低さを紛まぎらわすように髪かみを高く結った少女だった。

　清しん武たけ田だの覚かぐ羅ら教きよう導どう院いんの制服を着た彼女の横、ミトツダイラがちらりと視線を送り、

「ええと、この子は──」

「紹しよう介かい無くても知ってるさね。三み科しな・大ひろ、泰たい造ぞう爺じいさんの孫まごさ」
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　直政は、半はん目めで大を見下ろし言葉を作る。

「清武田で馬鹿やってると思ったら出雲いずもの浮ふ遊ゆう島とうにあるIZUMO本社にも出入りするようになって、遂ついにここまで来たんかね」

「だって毎日武ぶ神しんや航こう空くう艦かんを弄いじるなら本場、それも武蔵が一番じゃん？　マサ先せん輩ぱい、地摺朱雀とかなかなか触らせてくれなくて」

　大が歯を見せた笑えみで言う。

「今年から出雲の浮遊島にある極きよく東とう教導院に留りゆう学がくしてきたんだけど、まさか早々に武蔵の手伝いすることになるとは思わなかったよ。──爺ちゃんとも相談して、留学転てん属ぞくしようと思ってるから、出来れば三征西班牙トレス・エスパニアには勝ってよね」

　あらあら、とミトツダイラが笑みでこちらを見た。

「責任重じゆう大だいですわね。──マサ先輩」

　Ｊｕｄ．、と直政は肩をすくめた。

「面めん倒どうごとが多くて泣けてくるさね。……まあいい、大、少し艦かん内ない見てきな。一時間後ごからここがアンタの職場だ。毎夜に二時間、地じ摺ずり朱雀すざくに触らせてやる。充分だろ？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と大ひろは応じた。が、すぐに苦く笑しようでＪｕｄジヤツジ．、と言い直す。そして彼女は、薄うす汚よごれた長ちよう衣いの内側から紙の折り束を出した。

「もう計画は立ててきてるんだよ。だから組んでみて、ラインの繫つながりを確かく認にんするだけ。

　相手が道みち征ゆき白びやつ虎ことなると面めん倒どうだけど、まあ、グダグダにされない程度にはしておくよ」

　だから、

「勝って、私を迎えに来てくれると嬉うれしいな」
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「迎えに来て頂けないのは残念ですが、待たれる喜びがあるというのも事実ですね、宗むね茂しげ様。

　──仕事の時間も、日常があることで感じ方が違うものだと、短い旅行きで知りました」

　白い病室。一人の男が眠るベッドの傍かたわらで、朱あけの制服の少女がつぶやいた。

〝第三特とく務む　立たち花ばな・誾ぎん〟の腕わん章しようをつけた彼女は、持じ参さんしていた紙かみ袋ぶくろから、

「英国土産みやげとして食べ物なども考えたのですが、どうにもパンチが弱い物ばかりでした。だから、何か記念として残るもので、実用品ひんとしても意味がある物はないかと探した結果──」

　手に取った物をベッド脇のサイドテーブルに置く。それは

「イングランドの〝呪のろいの人形〟です。まあ冗じよう談だんアイテムでしょうが、一いつ説せつによるとカカシになった悪あく夢むを見るそうで。──おや宗茂様、寝ね苦ぐるしそうですね。麻ま酔すいが抜けて来ましたか」

　誾は宗むね茂しげに話しかけながら、彼の身体からだに刺さる十字式しき聖せい術じゆつ重じゆう符ふをチェックする。万ばん全ぜんだ。

　もし彼が目覚めてしまっても、迂う闊かつに動き出さないように捕ほ縛ばく術じゆつ式しきも重ね掛けしてある。

　解かい除じよのキーワードは、

「Ｔｅｓ．、大声で〝誾さん愛してますアモーレ!!〟と五回叫ぶと解除されますが、まあ宗茂様にはそのあたり期待しておりませんので」

　と、久し振りの彼の顔に、己おのれの顔を重ねる。そして、数秒を過ごし、

「────」

　頰ほお赤く肌はだを離した彼女は、一ひと息いきをつく。

「全く、情なさけ無い話です。全ぜん治ち三ヶ月。その間に、敗北必ひつ須すのアルマダ海かい戦せんで私が全てを取り戻してこなければならないとは」

　でも、

「不安と期待を得る時間というのも、久しぶりです、宗茂様。これから当分、ここには来られなくなりますし、連れん絡らくも出来なくなりますが、……少々、お待ち下さいね」

　言葉の内容とは裏うら腹はらに、口く調ちようは明るい。

　そして彼女は、西日となり始めた窓に目を向けた。

「……一体、いつになったら、うちの軒のき下したで一緒にこの空を眺ながめられるのでしょうね。

　三ヶ月が過ぎた頃には、庭の紫陽花あじさいも終わってしまいますよ」

　と、言葉を作る誾ぎんの視線が、ふと、下を向いた。

　？　という雰ふん囲い気きで首を傾ける彼女が見るのは、病院の前、広場のベンチに座る人ひと影かげだ。植木を背に、こちらに後ろ髪がみを流しているのは、

「フアナ様？」

　長い耳が力無なく下がっているのを誾は悟さとる。そして誾は見た。フアナが、手にペンと下した敷じきを持ち、手紙を書いているのを。

「あれは……」

　フアナの手の動きを上から見下ろす誾は、ある事実に気付いた。

　その事実を確かめるため、誾は宗むね茂しげに一礼し、ベッドなどを軽く直して病室を一時後あとにする。紙かみ袋ぶくろを抱えたまま廊下へと身を移し、呟つぶやく言葉は、

「──一体、どういうことなのです？　何な故ぜ、総そう長ちように来る少女からの手紙を……」

　確かに見た。宛あて名なを書いているフアナの手の動きは、確かに、

「何故、あの少女の手紙を、フアナ様が書いているのですか……!?」







[image: 第四十九章『市場の噓つき』]
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　西日の坂がある。土が雨と日照りで固まった、底のやや丸い坂の通りだった。

　通りに座り込む人々の背後、左右の家は荒い石組みに白い壁かべ材ざいを塗ぬり込んだもの。ときたま壁に三征西班牙トレス・エスパニアの紋もん章しようと、この地区の住所が書き込まれている。

　そんな通りを、坂上の市いち場ばに向かって歩く者がいた。

　セグンドだ。彼は通りの皆と言葉をかわしながら、手にしている手紙を読んでいる。

『おじさん　今日はいろいろなことがありました』

　今日は、となっているのが最近の風ふう潮ちようだなあ、とセグンドは思う。手紙が頻ひん繁ぱんになっているせいだろう、と。

『教会では　皆が先生から　行き場所について聞いています

　三征西班牙がアルマダの海かい戦せんに負けると　三征西班牙が貧びん乏ぼうになるのだそうです

　そうなると　寄き付ふで動いている教会は大変です　だから私達は他の地方に行くのです

　そうして人数を減らさないと　この土地の人に迷めい惑わくだからです』

　子供も大変だ、とセグンドは思う。

「アルマダの海戦の敗北については、誰だれだって知ってるもんなあ」

〝超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダ〟は、先日、その実力の一いつ端たんをもって武蔵むさしに損そん傷しようを与えた。あの分ならば、武蔵を撃げき沈ちんまで追い込めるだろうとは思う。

　しかし武蔵を撃沈出来ても、英国艦隊は無む傷きずだ。

　三征西班牙の筋すじ書がきとしては、アルマダ海戦で初期の乱らん戦せんを演出したら、撤てつ退たい戦に持ち込んでいく予定だった。その最中、英国に砲ほう撃げきや散発的な上陸作さく戦せんを展開しつつ、ステルス艦で英国艦隊を牽けん制せいして逃げ切る。撤退戦とは言え、攻こう撃げき的防ぼう御ぎよによる引き撃うちだ。攻めねばならない英国艦隊は崩れやすく、更さらには英国本ほん土どにも気を遣つかわねばならない。

　だが、そこに、武蔵というもう一つの戦力が来た。

　武蔵が英国艦隊の代わりとなれば、英国は防ぼう備びを固め、戦力を温おん存ぞん出来る。

　……これが、英国が考えたアルマダ海戦の勝利だろう。

　海戦が終了した時、武蔵がどうなっているか解わからないが、〝超祝福艦隊〟も無傷では済まないだろう。しかし、英国の本来の艦隊は無傷で、歴史再さい現げんとしての勝利を得てしまう。

　疲ひ弊へいし、戦せん闘とうで手の内を明かすことになる〝超祝福艦隊〟は、価か値ちが落ちる。そうなれば無傷の英国は勝利を謳うたって支持者を得る一方で、もはや価値の無くなっていく三征西班牙は衰すい退たいせざるを得ない。

〝超祝福艦隊〟が出来たのを喜んだ分だけ、三征西班牙の皆にとっては残念なことになる。何しろ、今目の前にある強大な戦力が、しかし傷を受け、敗北の材料にされると解ってしまっているのだから。

「でもまあ、何とかするよ。出来る範はん囲いで何とかする」

　と、そろそろ頂上だな、と思いながら彼は視線を紙面に落とす。

『おじさんは　戦争をする人ですよね？』

　今は仕切る人だよ、とセグンドは内ない心しんで応じた。

　そして、言葉の流れから、戦争をしないでくれと言われるのかと思えば、

『おじさんは　また誰だれかを　たすけますか？』
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「────」

　告げられた言葉の意味に、セグンドはわずかに息を詰めた。

　戦争をするなとは、言われない。

　その理由は解わかる。何しろ、平和を望んだとしても、歴史再さい現げんという名目があるのだと、

「誰でも知っているよな……」

　と、石に躓つまずき掛けて、セグンドは思う。戦争が終わって経済状態が厳きびしくなったら、この子はどこか別の土地に行くのだろうかと。そうしたらこの手紙も届かなくなるのだろうか。

　……今、この子は都市の近くの教会にいるとベラスケス君は言うけど。

　孤こ児じ院いんを兼ねた教会だとベラスケスは言う。前総そう長ちよう、カルロス一世の折にいろいろ建てられたものの一つだと聞いている。

　そしてそこに住むという少女は、こちらに言葉で訴える。

　それは、戦争を通してどうして欲しいかということ。

『おじさんは　誰かをすくって下さい　すくい続けて下さい

　でも　死なないで下さい』

　Ｔｅｓテスタメント．、とセグンドは言った。

『それだけが御お願ねがいです　いつまでもの御願いです

　いつまでこれが届くか解わからないのですけど　おじさんが読んでくれるといいと思います』

　そして、

『おじさんと　いつまでも一緒にいられればいいと思います』

　心の支えという意味で、セグンドは理解した。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　彼は手紙を閉じ、視線を挙げた。

「ろくに人も救えない僕だけど、でも、一つだけ救えるものがあるさ」

　足を止めて見る正面。そこには市いち場ばがあった。

　だが、市場は機き能のうしていない。屋や台たいは店台の上に商品ではなく、ある者達を乗せていた。

　中年過すぎの男達、そして女達の群だ。道にも、屋根の上にもいる彼らに対し、セグンドは頷うなずいてこう言った。

「──じゃあ皆、今度こそ救おうか。この三征西班牙トレス・エスパニアを、さ」
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「──救いのない話のようですね」

　夕に傾く日差しの中で、フアナは誾ぎんの言葉を聞いていた。

　今、自分達は病院の白い建物の前にいる。傍かたわらの木のベンチには、誾が置いた紙かみ袋ぶくろがあり、下した敷じきで隠かくした己おのれの手紙がある。

　だが、誾がこちらの手紙を見もせずに、

「どういうことでしょうか。何な故ぜ、フアナ様が、総そう長ちよう宛あての少女の手紙を書いているのです？」

「それは……」

　どう説明したものか、また、誤ご魔ま化かしがどれほど利くものか、フアナは考えた。しかし誾が頷うなずき一つで、

「答えは三さん択たく。


　１：見た目からは想そう像ぞう出来ない親切心しんからの代だい筆ひつ

　２：邪じや悪あくだけどありそげな可能性としては、総長をからかっていただけ

　３：いつも激げき務むでキツくなって頭が変になりました



　さあどれですかフアナ様」

「ど、どれも何故か私に対して酷ひどいイメージでは……!?」

　問うた先の誾は、Ｔｅｓテスタメント．、と肩を落とした。

「１ではないのですね。安心しました。最悪の可能性として、少女が死んでおり、その代筆をしていたということも考えられましたので。それが一番、救いが無いものでしょうし」

　……あ。

　質問内容はどうかと思うが、それなりの気き遣づかいはあるのだろう。武ぶ道どう一ひと筋すじの血ち筋すじに生まれた誾については、時とき折おりついていけないこともあるが、既き婚こん者で生活力はある。宗むね茂しげと生活を共にしてから、変わってきたとも周囲からは聞く。だから、フアナは警けい戒かいしつつも、

「よく、解わかったものですね。私が書いている手紙の内容が」

「Ｔｅｓ．、私、射しや撃げき訓練の一いつ環かんで遠えん方ぽうの標ひよう的てきを捉とらえる訓くん練れんは欠かしておりませんし、──私の夫、立たち花ばな・宗茂は、郵ゆう政せいの雄ゆうたるガルシア・デ・セヴァリョスの二重襲しゆう名めい。手紙類るいの関係技ぎ術じゆつに関してはいろいろと教えて頂いております。手て先さきの動きで文字を読む、などは」

「……厄やつ介かいな人ですね」

「夫の手伝いが出来る良い妻と自覚しております。しかしまあ運命の手違いというのはあるもので、一いち度ど手伝いのために砲ほう弾だん型郵ゆう便びんというのを考案して、試験的に貴き族ぞく連れん中ちゆうの家に丘の上から十字砲火アルカブス・クルスで郵便をドカンしたのですが、これがまた家か屋おくを貫つらぬいて隣りん家かに誤ご配はいとなりまして。

　宗むね茂しげ様は破は壊かい力を褒ほめて下さったのですが、以来、事務だけ手伝うよう言われております」

　……物理的にも厄やつ介かいな人とは……！

　フアナは一ひと息いきをつく。頰ほおに手を当て、覚かく悟ごを決める。真実を話そうと、そう決し、

「──代だい筆ひつではありません。その点については安心して下さい」

「では、総そう長ちようが救ったという、長ちよう寿じゆ族ぞくの少女は……」

「Ｔｅｓテスタメント．、……だから、それが私なのですよ。立たち花ばな・誾ぎん」

　誾が眉まゆをひそめる。その間に、フアナは手紙を下した敷じきごと拾った。書いてある内容を他人に見せるのは恥ずかしいものだ。だから胸に抱き、

「少し歩きましょう。病院の面めん会かい時間はまだありますからね。そして、勘かん違ちがいの話を、少ししましょう」

「勘違い……？」

「Ｔｅｓ．、妖よう精せいのとりかえっこチエンジリングみたいなものです」
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　病院から街へいく道へと、身を向けながらフアナは言う。

「あの人は、失ってばかりの戦争の中で、一つの命を救いました。それは、ある村、──長寿族の村に生き残っていた子供でした。どうやら村の人々によって匿かくまわれていたらしい子を、焼け落ちる寸前の村から救い出し、あの人は期待しました。

　生きていてくれて良かった。大だい丈じよう夫ぶだよ。君には必ず幸いな未来がある、と」

　ですが、とフアナは視線を西に向けた。貧ひん民みん街がいがある丘へと、

「純じゆん潔けつ主義の三征西班牙トレス・エスパニアでは、虐しいたげられている者達がいます。半はん寿じゆ族ぞくという、ね。

　長寿族と見分けがつかないがゆえに、嫌けん悪おまでされる出来損ないの者達が」

　背後、ついてくる誾が、わずかに足音を堅くした。

　だが、構うことなくフアナは言う。

「ならば救われた子が、──長寿族でなかったならば？

　長寿族の村で不ふ義ぎが行われ、表おもてに出すことが出来ない子が産まれてしまったならば？

　匿われていたのではなく、ただ閉じ込められていただけだとしたら？」

　どうなのだろう。

「その恐怖から、救ってくれた人を信用出来ず、馬鹿な子供が、己おのれを偽いつわったならば？

　そうやって偽るしか、あの人のいう幸いを得られないと、そう思っていたならば？

　しかしその偽りの上でしか、今の身分をもって救われた恩を返せないとするならば？」

　一息。歩きながら、フアナは告げる。

「そして」

　そして、

「始まりの偽いつわりによって得た位置を感謝しつつ、しかし、絶対的な後こう悔かいを得ていたならば？」

　苦く笑しようする。解わかっていることだ。自分が全部悪いということなど。

　子供であれ、育ちがどうであれ、自分は最初の選択を間違えた。しかし、

「どうしたらいいのでしょうね、立たち花ばな・誾ぎん。私はただ……」

　ただ、

「少しでも、あの人の救いになればいいと、そう思っているだけですのに」
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『──おじさんへ

　おじさんには　感謝しています

　幾いく度ど言っても　通じているかどうかわからなくて　こまらせているかもしれませんが

　すくってくれたことを　感謝しています

　でも　どうなのでしょう　すくってばかりのおじさんは　すくわれてますか？

　どうしたら　私はおじさんのたすけになることが出来るのでしょう』
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「うわ、ちょっとボール高め──、と」

　空に浮かぶ広い甲かん板ぱん上で、長身のジャージ姿すがたが軽くジャンプした。右手のグラブで白いボールをキャッチするのは房栄フサエだ。彼女は薄れている足で着ちやく地ちして、

「も、危ないってタカさん。落としたら備び品ひん代だいが厄やつ介かいなんだから」

「捕れるとこに投げてんよ。こういうのってそういうもんだろ？」

「えー？　私、タカさんが捕れなさそうな位置に結けつ構こう投げてるけどー？」

「俺はどんな球たまでも捕れる天才だから別だっつーの」

　と、山なりに来た球を、目を切った状態で隆たか包かねは捕ほ球きゆうする。おお、と房栄が言い、

「後ろ向きで捕るの出来る？」

「余よ裕ゆう余裕。──つうか曲きよく芸げいは大体試ためしたろ？」

　そうだねー、と房栄が放れと腕を振る。甲板上、他にも学生の姿はある。それは甲板の整せい備びやチェックを行っているもので、

「房栄、〝道みち征ゆき白びやつ虎こ〟の搬はん出しゆつはまだやんねえのかよ」

「白虎がここ気に入ってたから一番最後ね。そうしたらこの〝サン・ロレンソ〟を総そう長ちように引き渡しかな。アルマダの海かい戦せん、総長も視し察さつすることになってるから。この艦かんくらい頑がん丈じようだったら武蔵むさしにガツンぶつかっても簡単に落ちはしないでしょ、と」

「それで俺達は、新しい旗き艦かん〝サン・マルティン〟に乗り換えか。……歴史再さい現げんだとこの〝サン・ロレンソ〟がアルマダの旗艦的扱あつかいなんだよな」

「だからこれを総そう長ちようの乗船にして、〝サン・マルティン〟に〝サン・ロレンソ〟を二重襲しゆう名めいさせるわけでしょ、と。艦かん船せんの二重襲名は希まれだけど、武蔵むさしなんか地名の八はち重じゆう襲名だしね、と」

　成なる程ほどなあ、と隆たか包かねが空を見てボールを投げる。そして房栄フサエが、投じられた白球を追う。ボールを見上げたまま走る彼女に、

「速えなあ、お前。代走今度やれよ」

「女の子に無理言う言う」

　バックハンドでキャッチしたボールを、彼女は掲かかげて一ひと息いき。

「タカさーん」

「何だよ？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と房栄が声を作る。

「私、このままがずっと続くといいなあ、と」
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　房栄の言葉に、甲かん板ぱん上の皆が動きを止める。しかし房栄の言葉は止まらずに、

「私さあ、もう、襲名切れで引いん退たい近いんだよね、と。だって、江え良ら・房栄は死んでるし、聖譜記述によれば二重襲名のアルバロ・デ・バサーンもアルマダ前に亡くなって、それでアルマダの全ぜん権けんがタカさんの二重襲名のペレス・デ・グスマンに移るわけでさあ」

　よ、とボールを隆包に放り投げる。その球たまを彼女は顔の動きで追いながら、

「アルマダの時はまだ〝幽ゆう霊れいが残ってたんで〟で誤ご魔ま化かせるかもしれないけど、それ以降になったらちょっと厳きびしいかなあ、と」

　ボールが落ちてくる。

「だから引いん退たいして、フツーに幽霊やってようと思うんだけどさ。

　それでも、このままが続くといいなあ、と」

　そして、

「駄だ目めかなあ」

「房栄」

　隆包がボールを低い位置でキャッチした。

「後ろ向きにボール投げるのやめろよ、お前」

「Ｔｅｓ．、だってタカさん、どんな球でも受け止めてくれるでしょ？」

「悪いフォームは指し摘てきしたくなんだよ」

　と、隆包は白球を投げる。房栄が、あ、と声をあげて走り出し、

「高い──」

「上見ろ上。俺達ゃ足下見みなくていいんだからよ。──あとよ。うちの屋や敷しきの庭広いんだ。もし空でなくても、家でキャッチボールの相手してやっから」

「それだと皆に見せつけられないよー、と」

　はは、と房栄フサエが笑って球たまを捕る。彼女はボールを掲かかげて見せて、

「あ、でも、ちょっとはいつもと違うと良いかなあ。総そう長ちようとフーさんのこととか」

　おいおい、と隆たか包かねが眉まゆをひそめるが、周囲の皆は首を傾かしげているだけだ。そのことに意い地じの悪い笑えみを浮かべた房栄は、隆包に背を向けて、

「駄だ目めかなあ。総長、いろいろ考えてるみたいだから」

　でも、と房栄は身を捻ひねった。半なかば砲ほう丸がん投げのように、[image: ]よじりを戻しながら後ろ向きに、

「後ろ向きの球を捕るコツってある？　タカさん」

「届かせろ。あとは努力。ついでに俺は天才だから」

「参考になるようでなんないなあ──」

　投じた。返る声は、

「高え──」
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「高いものを、頼んでも宜よろしいのでしょうか」

　豚とん骨こつ系けい麵めん類るい屋や台たいの席に着いた誾ぎんは、フアナの方も見ずにそう言った。

　既すでに夕方とはいえ、早めの夕食だ。三征西班牙トレス・エスパニアの極きよく東とう側基盤である大おお内うちや大おお友ともは聖せい譜ふ記き述じゆつによると中ちゆう国ごくとの繫つながりがあったとかで、中国側の文化がある程てい度ど流れてきている。屋台では麵生き地じを曲がり包ぼう丁ちようで削けずって麵とする刀とう削しよう麵めんを出しているが、誾は、

「豚骨大おお盛もりで、あと野菜炒いためと餃子ぎようざに持ち帰りで春はる巻まきを。あ、香こう菜さいは抜いて下さい」

　横にて表示枠カデナフイルマで金きん額がく計算を始めるフアナは、肩を落とし、

「私はミニ豚骨で……」

「フアナ様、減げん量りようですか」

　半はん目めでフアナが誾を見る。と、誾は頷うなずき、

「総長はフアナ様みたいなバツーンとかバイ──ンとか擬ぎ音おん系けいの女性が好みだと思いますが」

「あ、あの人は関係ありませんっ」

　Ｔｅｓテスタメント．、と誾は頷いた。しかしまあ、と彼女は、周囲の客達がちらちらこちらを気にしているのを意に介かいさず、

「フアナ様がこのようなところと顔なじみとは」

「Ｔｅｓ．、私の世せ話わを総長から頼まれ、……ゆえにいろいろ知って手て配はいして下さった書しよ記きが、このあたりを仕切っていますから」

　小さく苦く笑しようする。

「もっと外に出るべきだとも思うのですけど。……思い切りがつかなくて」

「まさかそんな。──先日も、総長相あい手てに開かい脚きやく誘いをしていたではないですか」

「だ、誰だれがそんなことを！」

　誾ぎんは一度首を傾かしげた。その後で、失しつ敬けい、と前まえ置おきして、

「Ｔｅｓテスタメント．、それは記き憶おく障しよう害がいですね。最近、何かショックなことはありませんでしたか」

「キツイ部下に素す性じようを知られてしまって……」

　麵めんが来た。誾ぎんは頷うなずき、

「総そう長ちようには、皆で隠かくしているわけですね」

「バルデス兄妹も知らないでしょうね。他、下の人達も」

「……どうするおつもりなのです？」

　Ｔｅｓ．、とフアナは答えた。そうですね、と思し考こうの前置きも入れて、

「総長が引いん退たいするまで、お手伝い出来たらと、そう思います。アルマダの後、総長は、何だかんだと三征西班牙トレス・エスパニアを衰すい退たいから回復させようとして下さると思うので」

「今、あんなグデングデンですけど？　大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか」

「──大丈夫です！」

　と、叫び声が、まだ夜の賑にぎわいを持っていない屋や台たい街に響ひびいた。

　そしてフアナは、自分が椅い子すから腰を上げていることに気付く。横の誾は麵を口に運び、

「それだけ言えれば、大丈夫じゃなくても、大丈夫にさせるおつもりでしょう。総長も、現在は三征西班牙が赤字であるという歴史再さい現げんのために、わざとああしているフシもあります。

　無む論ろん、そうでなくても、……総長はどことなく宗むね茂しげ様に似ていますから大丈夫です」

「？　どのあたりが？」

「Ｔｅｓ．、強くて、芯しんのある人の特とく徴ちようですが、己おのれの力を隠そうとします。

　いざという時には思い切って動きますが、普段はそう、……何だこの、のんびりしたようなどうでもいい人は、と、そう見えるような雰ふん囲い気きで」

「……あの人、そう思われているわけですよね」

「それが悔くやしいですか？　己を救ってくれた人が、レパントで生き残りを率ひきいて撤てつ退たい戦を仕切った人が、それを隠して無む能のうを演じていることが」

「悔しいわけではありません。私は、真実のあの人を知ってますから。

　ただ、……じれったいだけです」

「Ｔｅｓ．、愛する人の活かつ躍やくする姿すがたを見てみたい。恋の病やまいに感かん染せんした女の特権です」

　頰ほお赤くなるのは止められぬこちらに、誾が小さな笑えみを見せる。そして彼女は、

「そうなると、もう、抜けられませんよ。ペスト級の大たい病びようですからね」

　さあ、と誾は、こちらの前に置かれていた小さな器を示す。

「食べた後、いろいろと、お互いの大事な人のことを話しましょう。大丈夫、──国家機き密みつです。それをもって、私はアルマダの海かい戦せんへの参さん戦せんを改めて誓ちかうものとします」

「Ｔｅｓ．、……総長が視し察さつに行くとかですので、私もついていきますが、いろいろと御お願ねがいします。しかし──」

　しかし？　と誾ぎんが問うてくる。その疑問詞しにフアナは俯うつむき、

「何だかあの人、私が貯ためたお金を使っているようで。福ふく祉し関係かと思うのですが……」

「女によう房ぼうの稼かせいだ金を旦だん那なが勝手に使う。──早さつ速そく家庭崩ほう壊かいですね」

「それは無いと思いたいですね……」

　はあ、とフアナは更さらに俯き、

「武蔵むさしが敵になるというのに、いろいろと問題が多いです」

「フアナ様。……武蔵もですが、目の前の問題として、──スープに前まえ髪がみが」

　フアナは、声と共に慌あわてて顔を上げた。
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「──目の前の問題をどうすべきか、か。次の展開のために、というと小説と同じだね。次から次へと掛かる難なん問もんを、次の難問へ至る道として解くわけだから」

　と、少年の声が響ひびくのは、夕の光を浴びる巨大な船の上だ。

　武蔵の左さ舷げん二番艦かん、村むら山やまの上では、ネシンバラが前部デッキから運動会の終わりを見ている。今、甲かん板ぱん上では皆が整列し、黒の三角帽ぼうで顔を隠かくした上半身全ぜん裸らの司し会かいが、

『はい！　じゃあ重傷者が七名出ました紅あか組が奥おく歯ば二本分ぶんの僅きん差さで勝利でえす！　それではこれから、白組の戦せん犯ぱん会議に入りまあ──す。Ａ級は誰だれかなあ？　君かなあ？　ん～、君はＢ級の顔だなあ。おやおや泣かなくていいんですよー、一ひと足あし先に大人おとなになるだけだから』

「また年々エスカレートしてないかなコレ。難問というか、競技数明らかに増えてるし」

　と感想をつぶやくネシンバラの横には、人ひと影かげが一つある。

　浅あさ間まだ。

　彼女はネシンバラと同じように運動会の終わりを見ながら、

「小しよう等とう部ぶの頃はあまり疑問に思ってませんでしたけど、今見ると大たい概がいですねアレ」

「当時から僕は〝農のう奴ど借り物もの競走from領りよう主しゆ〟とか疑問思ってたけどなあ。──ってまあ、浅間君、連れん絡らく役やくすまない。皆はどんな感じ？」

「ええ、トーリ君が〝ネシンバラには皆みな心配なんかしてねえって言っとけよ！　アイツつけあがるからな！〟とか言ってましたけど、まあそんな感じで」

「マクベスの右腕解かい禁きんで嫌いやがらせしてやろうかなあ……」

　まあまあ、と浅間は苦く笑しよう。腰のハードポイントにつけていた紙かみ袋ぶくろを差し出し、

「これ、三日分の包ほう帯たいです。以前のは──」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とネシンバラが古い紙袋を差し出す。

「救たすかってる。昨日きのう外した時も、僕の右腕が勝かつ手てに表示枠サインフレームから泣かせエロゲを生徒会室に通つう販はんしそうになってね。〝お、収まれ僕の右腕！　金の無駄だ……！〟とか本気でやっちゃったよ。

　どうも葵あおい君に対して僕が関わろうとすると、マクベスが勝かつ手てにこっちのアウトプットをいじるみたいでさ。だから正直、葵君の話も出来ない。たとえばこうやって葵君の話をしていても、彼、ホントに下らない男で、小しよう等とう部ぶの頃から鼻クソほじりながら女の尻しり触さわるような人間だったよねえ。──って、ほらまたマクベスのせいで！」

「……あまりマクベスのせいじゃないような」

　まあまあ、と今度はネシンバラが苦く笑しようする。

「今、バルフェット君やミトツダイラ君中心にアルマダの海かい戦せんの作戦立りつ案あんしてるんだっけ？」

「ネシンバラ君は、……出られませんか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、だって、作戦立案に関わろうとすると、マクベスが何し出すか」

「うちの禊みそぎでも、抑え込みは出来ても消すことが出来ないですよね……」

「Ｊｕｄ．、演劇は祭の一種。神に奉ほうじるものだから。穢けがれが無いものを消すことは出来ないよ。よくて舞台の延期をさせるくらい。日が悪い、って言ってね」

　じゃあ、と浅あさ間まが言った。

「ネシンバラ君、書しよ記きとしていつ復帰するんですか？」

「だよね」

　と、ネシンバラは左の肩のあたりを軽く叩たたく。そこには本来、生徒会の腕わん章しようがあるが、今はつけていない。ただ、と彼は言葉を作り、

「シェイクスピアに説せつ教きようされたよ。一ひと言ことで言うと〝タルんでる〟って」

「……どうするんです？」

「どうする、とは？　作家として格が違い過ぎる相手だよ。堅けん実じつに行くなら逃げるよ僕は」

　だとしたら、と浅間が口に手て指ゆびを当てて考えた。そして、ややあってから彼女は、

「堅実に行かないなら、逃げませんよね、──私達は」

　と、浅間が、袂たもとから一冊の古い冊さつ子しを取り出した。ネシンバラに差し出すそれは、

「憶おぼえていますか？　いますよね？　これ、小等部の時、学校の印いん刷さつ機きを使っていいって解わかった時、ネシンバラ君が作った本ですよ。

　恐らく、ネシンバラ君の、〝作家〟デビューじゃないですか？」
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　……これは──。

　ネシンバラは、その内容を、よく憶おぼえている。作っていた時の騒さわぎや熱気も、だ。

　ええ、と浅間が古びた藁わら半ばん紙しの束を改めて差し出してきて、

「内容は超ちようド直球で、隠かくされた血ち筋すじとか怒りで発はつ動どうとか書き手が照れてキスが限界とか──」

「ぬおおお言わなくていいよ浅間君！　マクベスよりキツイ精神攻こう撃げきだ!!」

「いやまあ、トーリ君がそう言えって言ってたので」

　……あの男、本当にマクベスの本気を見せてやろうかな。

　内ない心しんを据すわらせてしまうネシンバラは、しかし半はん紙しの束たばを受け取った。一ひと息いきついて、

「これ、葵あおい君が？」

「はい、何だか凄すごく、物もの持もちいいですよね、トーリ君」

「人の弱みになりそうなものを嗅かぎつける嗅きゆう覚かくは天性だよなあ」

　表紙を見る。そうだ。表紙はナルゼが絵をつけたのだった。あの堕だ天てんは、当時まだクラスに溶け込めてなくて、ナイトとも距離を置いていたが、

　……以来、絵を必要とする時には必ずいたよなあ。

　タイトルは、今から見ると冷ひや汗あせものの、

「〝ノルマンコンクエスト３〟……。何で最初の作品なのに３がついてるんですか」

「あ、浅あさ間ま君、かなり厳きびしいね！　未み完かん成せいの二作が前にあったんだよ！　あ、あと、三文字目から五文字目めまで太ふと字じなのは葵君の仕し業わざだからね！　僕じゃないよ！」

「いえ、大体そうじゃないかと思っていたんですが、裏付けがとれるとは……」

　まあいい、とネシンバラは受け取った束を掲かかげた。

「借りておくよ。しばらくの間、暇ひまつぶしになると思う。一ページごとに三日は頭を抱えてそうな内容だろうし」

「そうですかね。私達、当時、かなり楽しんでた憶おぼえありますよ？　それに──」

「それに？」

「ええ、これもトーリ君が言っていたんですけど」

　目を細めて、浅間が言う。

「〝ガキの頃のシェイクスピアがどんなもの書いてたか知らねえけど、ネシンバラの方が間違いなく狂ってるな〟って」
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「────」

　褒ほめに来るかと、そう思っていたら、違うことを言われた。

　上う手まいとか、そういうことを言われるのかと思っていたら、

　……そうだよなあ。

　教室の中で書いていたのだ。それを憶えている者からすれば、そうなるだろう。

　恐らくは、シェイクスピアだって同じ筈はずだ。授業中に、表示枠サインフレームや紙にメモを取ったり実際に書き出してしまって、周囲が〝何でそんなこと出来るんだよ〟と言うのを聞いて増ぞう長ちようする。

　そんなことは、書く人間だったら誰だれでも通過することだが、しかし、

　……そうだよなあ……。

　世の中には、二種類の人間がいる。書く人間と、書かない人間だ。少なくとも、作家を目指す者にとって世界はその二に分ぶんだ。そして己おのれがどちらかに属していると、周囲から気付かされた時、戸と惑まどいは優ゆう越えつや増ぞう長ちようとなるかも知れないが、

「どうなんでしょうね」

　浅あさ間まが言った。

「ネシンバラ君、初めて──、初めて作家の友人が出来たんじゃないですか？」

　問いかけに、ネシンバラは思う。どうなんだろう、と。

「……向こうは、僕のこと、毛け嫌ぎらいしているみたいだけど？」

「いいじゃないですか」

　浅間が、こちらの手にある紙かみ束たばを指さした。

「それ見せて、言ってあげたらどうですか？　──どうだ、凄すごいだろう、って」

「その言葉、葵あおい君からの受け売り？」

「いえ、──もっと外げ道どうな物もの言いいでしたからアレンジしました」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とネシンバラは改めて冊さつ子しを掲かかげ直す。

「借りておくよ。いずれ返すと、そう言っておいて。何しろいい暇ひま潰つぶしのネタが手に入った。作家デビューと浮かれていた時もあったし、今は確かにグダグダだけど、でも──」

　久しぶりに笑った。

「──でも、昔の馬鹿を否定する気がないのが、また救いがないよね」







[image: 第五十章『集合場所の仲間外れ』]
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　アルマダの海かい戦せんまでの日々は、参さん戦せん国の準備の日々とともに過ぎていった。

　英国は、祭を利用して物資の備び蓄ちくや、沿えん岸がん全ぜん域いきへの配はい備びを行い。

　三征西班牙トレス・エスパニアは、〝超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダ〟を主とする英国制せい圧あつ艦隊の連れん携けい訓練を重ね。

　武蔵むさしは急ピッチで全ぜん艦かんの武ぶ装そうとその担当者の訓練、また、〝武蔵〟との協きよう働どうによる航こう行こうシステムの見直しを行っていた。

　武蔵側にとって一助が見えたのは、〝武蔵〟が不ふ意いに酒さか井いに告げた、

「武蔵に損そん傷しようを与えた低速砲ほう撃げきの砲ほう弾だん飛ひ翔しよう音の解かい析せきが出来ました。褒ほめましょう。──以上」

「うわあ男おとこ前まえだね〝武蔵〟さん。ひょっとして今日ちょっと御ご機き嫌げん？」

　だが、〝武蔵〟達の持つ膨ぼう大だいな記き憶おくの中から消しよう去きよ法ほうで抽ちゆう出しゆつされた砲ほう音おんは、それゆえに確かく度どが高い一方で、変化や、初しよ動どうとなる発はつ射しや音などを取れてはいなかった。

　ゆえに〝撃うたれなければ気付かない〟という欠点があったが、至し近きんの発見に対しては武蔵の重力障しよう壁へきで即そく座ざに対応することが決まり、概おおむね前向きな評ひよう価かがなされたのだ。

〝武蔵〟の解析の中から解わかったことは二つ。

　一つは、三征西班牙が構こう築ちくしたステルス技術が、音おん響きようや光学、流りゆう体たい反応を遮しや断だんする一次ステルスだということだった。それは砲撃後ごの位置確かく定ていを可能とするため、武蔵内部では専門の検けん知ち班はんを編へん制せい。改かい修しゆうの終了した浅あさ草くさや品しな川がわを単独ステルス化して訓練に努めた。

　そしてもう一つは、低てい速そく砲とステルスシステムを有する艦の規模を予測した結果、艦は八百メートル前後のヨルムンガンド級、K. P. A. Italiaの〝栄光丸レーニヨ・ユニート〟と同スケールの戦せん艦かんであろうと判はん別べつ出来たことだ。聖せい譜ふ記き述じゆつにある三征西班牙旗き艦かん、〝サン・マルティン〟の就しゆう航こう情報がまだ明らかになっていないことから、件くだんの艦こそサン・マルティンだろうと予測された。

　これらをまとめ、ミトツダイラとアデーレが作戦立りつ案あんの中心となったのだが、

「何な故ぜか、私の方が防ぼう御ぎよ中心で、アデーレの方が攻こう撃げき的な立案ばかりの気が……」

「やっぱり自分に足りないものというのが無む意識に理解出来てるんでしょうか……」

　このことから、立案本部の名は〝足りない本ほん部ぶ〟と暗に呼ばれる一方で、初しよ期き段階から命令系けい統とうと指し示じの単純化かとパターン化を行い、後に指示類るいが増えても対応出来る下した地じを作っていた。

　これと同時に、艦かん上じよう行動志し願がん者しやには英国にて動死体リビングデツドの習性である〝自じ己こ破は壊かい嗜し好こう〟を満足させるボランティアに参加させ、志願者の適てき性せいを図る流れが設けられた。

　この適性試験の目的は、不適当な者を切ることではなく、

「攻こう撃げき役や防御役やくなど、目もく的てき意識を初期から与え直して、皆を軍ぐん団だん以下、小しよう隊たいに至る段階にまで分けるんですの。そうやって全人員を無む駄だなく用い、更さらには最小の指示で最速かつ間違いなく動かす。──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが獲かく得とくしつつある国こく軍ぐんのやり方ですわ」

　そんなミトツダイラが日中において貿ぼう易えきや指し揮き系けい統とう訓練、夕方から直なお政まさとの戦せん闘とう訓練と焼き肉というハードスケジュールをこなす中、皆もそれに付き合った。そして作さく戦せん会議と称しようして、焼き肉をタカり、女おんな教師も混じって貪むさぼり争ったため、結果として仕入れ元は人類の所しよ業ぎように恐怖し、ミトツダイラとシロジロとハイディが朝ちよう礼れいで説せつ教きようする事じ態たいが生じた。

　一方、政治面では、正まさ純ずみと女王の会合が幾いく度どか開かれていた。

　その内容は武蔵むさしの傭よう兵へい契約とともに、

「アルマダの海かい戦せんの勝利をもって、英国は以下のことを約束する。

　一つ、大罪武装ロイズモイ・オプロをヴェストファーレン会議後ごまでに返へん却きやくすること。

　一つ、会議まで、英国は武蔵を攻こう撃げきするための他国からの同盟には応じないこと。

　──これは他国の規き範はんにもなると思うが、どうか？」

　それは武蔵が他国から大罪武装を得る際、アルマダ海戦級きゆうの支出を必ひつ須すとすることを意味したが、正純は笑って了りよう承しようした。訝いぶかしむ英国側に対して正純が言ったのは、

「英国の大罪武装は、アルマダ海戦の際、シェイクスピアが英国を守るために用いるわけだからな。──では、アルマダ海戦が終了した時にでも、また交こう渉しようを」

　武蔵側が一歩を譲ゆずった形だが、海戦中においては武蔵が英国側となるため、両国の通つう神しん回かい線せんを連れん携けいさせることを含め、幾つかのバックアップが考こう慮りよされた。

　他、多くの者達が動き、準備や訓練を行う中で、時間は過ぎていく。

　そして祭の最終日、午前の終わりに閉へい祭さい式が行われる中、多くの人々が集まった式場には、三征西班牙トレス・エスパニアの〝超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダ〟が、その旗き艦かんを見せぬまま出しゆつ航こうしたとの情報が入っていた。

　祭の片づけも慌あわただしく、大手は既すでに前日までに去っていた英国は、日が過ぎて夕を迎える頃には人ひと気けもなくなっていた。攻こう撃げき場所を知らせぬよう、灯とう火か管かん制せいが敷しかれ、しかし、その中で、大きな動きを得るものが存在していた。

　武蔵だ。

　武蔵の一般市民をホーキンスとキャベンディッシュの護ご衛えい付きでIZUMOに送った後、英国艦隊として出航する武蔵の起き動どうが英国を震わせたのである。

　だが、武蔵の中では、一つの騒さわぎが生じていた。各かく持ち場に皆が行く前に集合した場所。武蔵アリアダスト学院前の橋きよう上じようで、すがるような声が叫びとなっていた。

「──ど、どういうことなのよマルゴット！」

　ナルゼだ。ナルゼが、ナイトの襟えり首くびを摑つかむようにして、

「どうして私が武蔵の魔女テクノヘクセン隊として出たら駄だ目めなのよ！　──役立たずだから!?」
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　出しゆつ撃げき不許可。

　その言葉に対し、ナルゼは心の底に押すような重さを感じていた。それは冷たいもので、少しでも気を抜くと震えさえ生みそうなもので、だから払うために、

「何で!?　教えてよ！　訓くん練れん日数が足りないから!?」

　心は冷えるが、頭の中には熱の芯しんがある。とにかく答えが欲しくて、自分の問いかけが間違っているのか、量が少ないのか、何も解わからず、

「翼つばさだったら、ほ、ほら！　もうちゃんと動くんだから、飛べるんだから！　マルゴットが治ち療りようしてくれたんでしょ!?　だから、なのに、どうしてなのよ!?　中で控えていてって！」

　視線の先、マルゴットは眉まゆ尻じりを下げた笑えみを見せている。

「いや、あの、……ガっちゃん？」

　言われる先の言葉は解っている。今までと同じように、

「そういうことじゃないんだよ、って、そんなこと言われたって解らないわよ！」

　目め尻じりに涙が浮かび始めているが、ナルゼは気にしない。息を吸い、前に一歩を詰めるとマルゴットが引いた。その動きに対し、逃げないで欲しいと、そう思ってナルゼは半はん歩ぽを詰め、

「私が弱いから!?　白嬢ヴアイスフローレン無くて役に立たないから!?　マルゴットに負ふ担たんばかり掛けてるから!?　負けてばかりで通神帯ネツトでも陰かげ口ぐち叩たたかれて、マルゴットの評ひよう判ばんまで落として……、そんなのいらないから!?　それとも──」

　身を震わせ、

「私のお父とうさんが──」

　言う台詞せりふに合わせ、ナルゼは見た。視線の先にあるマルゴットの表情が変わったのを。

　それは笑みをやめ、目を見開いた顔。わずかに眉を立て、何か言おうとする顔。

　だが、彼女の表情にナルゼは心の中に笑みを得た。良かった。違う反応をしてくれる、と。

　しかし、

「──ナルゼ」

　と声を掛けてきたのは浅あさ間まだった。そしてナルゼは、マルゴットと同時に、

「────」

　息を詰めた。そしてナルゼは、内ない心しんに浮かんでいた喜びを、

　……しまった。

　今いま更さらながらに気付く。今、己おのれはとんでもないことを言おうとしていた、と。だから先ほどの喜びの部分に穴が開き、後こう悔かいが満ちていき、それが更さらに己の底を冷やしていく。

　だが、とナルゼはこう思う。

　……今、私、自分で気付かない内に、どうしようもないことになってる。
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　白嬢も無く、仕事ではマルゴットに負ふ担たんを掛け、武蔵むさし襲しゆう撃げきの際に役には立たず敗北し、英国代表との相あい対たいでも三征西班牙トレス・エスパニアに救われる失しつ態たいを見せた。

　目覚めてみれば、武蔵はアルマダ海かい戦せんに出ることになっており、しかし、

　……私は休んでいればいいって。

　確かに何も出来ていない。戦場では足を引っ張っている。だけど、

「もう、私は、いらないの？」

　自分の力ではどうにもならないレベルにまで、戦場は深しん化かしているのか。だから、今までの付き合いや仲もあったけど、これ以上は役に立たず、心配させるだけだから、

「それがお互いのためって、……そういうこと？」

「いや、ガっちゃん。あの」

「そういうことじゃないんだよ、って、でも、──そういうことじゃない！」

　しかし叫んだ瞬しゆん間かん、息いき継つぎで生まれた隙すきに差し込むように、右手側に浅あさ間まの気け配はいが来た。対し、ナルゼは肩を震わせて半はん歩ぽを離れる。振り向いた視線の先で浅間が眉まゆ尻じりを下げて動きを止めるが、ナルゼはその表情の意味が理り解かい出来ない。

　思うのは一つ。浅間の言葉を聞いたら、諫いさめられてしまうのではないかということ。

　その思いは連想をもって別の思いを作り行く。

　……諫められたら、マルゴットと離れることになっちゃう……。

　マルゴットがどこかへ行ってしまう。自分の知らないところで、自分の知らない人達と、自分よりも深いレベルの遣やり取りをする。それは彼女にとって恐らく良いことで、だけど、

「嫌いやよ……」

　だって、

「今までどれだけ、……どれだけのことをしてきて、一緒に過ごしてきたっていうのよ」

　だからこう思う。役立たずだって言われるくらいなら、

「いいのよ、盾たてになって死んだって、それでマルゴットが生きてくれるならいいの」

　解わかる？　他の人にはそこまで出来る？

「何だって出来るわ。ボロボロになっても、死んでも、マルゴットのためだもの」

　言った瞬間だ。左の肩を叩たたかれた。

　右の浅間を気にしていたため、迂う闊かつを感じた。だから警けい戒かい心と反射が入り乱れ、

「え？」

　思わず振り向いた先、茶色の髪かみが踊っていた。

　喜き美みだ。喜美が全身を[image: ]よじり、それを戻しながら、

「こぉ──の意い気く地じ無しが!!」

　トルネード付きの平ひら手て打うちに、ナルゼはぶっ飛ばされた。
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　浅間は、喜美の行動もだが、聞こえた音に、

　……うわ。

　内ない心しんで引きつった声をあげてしまう。そして宙に舞うナルゼを見て思うのは、

　……やっぱりオッパイ大きいとトルネード系けい打だ撃げきは破は壊かい力りよく増すんでしょうか。ああ、でも、私の弓ゆみ矢やには関係なさそうだから、私、やっぱり人生損そんしてますよね……。

　と考えている間に、喜き美みが吹っ飛んだナルゼの襟えり首くびを摑つかんで強ごう引いんに立たせる。打撃で、痛みよりも驚きによって反応出来ないでいるナルゼに対し、喜美は、

「アンタ、私の弟でもないし、妹でもないから」

　返す手の一いち撃げきをナルゼの逆ぎやく頰ほおに入れる。響く快音にナルゼが膝ひざから崩れるのを、しかし喜美は許さず、腰を入れた襟首のかち上げで支えて持ち上げ、

「だからこの程度で済ませちゃう」

　両の頰を摘つまんで左右に引っ張った。ひあ、とナルゼが声をあげ、

「あぃ──ああああああ!!」

〝た〟、の音が全部〝あ〟に変わるのは口が開いているからだ。見れば喜美は半はん目めで、更さらにナルゼの頰を左右に引っ張りながら、その顔を覗のぞき込んでいく。

　至し近きんで、喜美の鋭いと言うよりも深い視線を向けられたナルゼは、負けじと見返し、

「あ、あによぅ……？」

　眉まゆを詰めて言った瞬しゆん間かんだった。そのまま喜美が顔を重ねた。

　あ、と皆が声をあげるより早く、喜美の浅く開けた唇くちびる、上下の歯が、ナルゼの上唇を小さく嚙かみ切った。明らかに肉を断つ音がして、ナルゼの六枚翼よくが総そう毛け立だって振り上げられる。

　が、ナルゼはそのまま両頰を離されると、

「────」

　放心したように床に座り込む。上唇から零こぼれる血は、量は少ないが口へと流れ、

「よく、牛乳温あたためて飲むと落ち着くって言うわよね、浅あさ間ま」

「私の胸に問わず、自分の胸に問うたらどうですか」

　だが、大体、言いたいことは解わかっている。それは、

「牛乳って、血に近い性質持ってるんですよね。だからまあ、それを温めて飲むということは、……自分の身体からだに流れてるものを自覚するというか」

「あれ？　私、母乳の疑ぎ似じ再現っていう話に持っていこうとしたのに、何を保身ルート入ってんのよ浅間。今は牛の話じゃないわ！　人の話よ!?　テツガク……！」

「あっれ台だい無なシズム炸さく裂れつは私のせいですか!?　ディレクターの任命責任は!?」

　落ち着けよ、という皆の言葉に、浅間は喜美と一緒にまあまあと手で制す。その上で、浅間は、へたり込んだナルゼの前に喜美が立つのを見た。

　彼女は、力無く座り込んでいるナルゼに顔を向ける。見み下くだしはしない。しかし、視線を同じ高さにもしない。浅く腕を組み、口の端はに笑えみを持つのはいつものことだ。

　……視線の高さを同じにするのは、トーリ君を相手にしている時だけですからね。

　ホライゾンの時もそうだったろうか。今度気きをつけて見てみようと浅あさ間まは思う。

　と、喜き美みがナルゼに口を開く。

「いい？　負けが込んで自じ爆ばく自じ棄きになるのは解わかるわ。だけど戦場って言うのはアンタの汚お名めい挽ばん回かいするところじゃないの。今の状況、アンタじゃ全然役やく不ぶ足そくなんだから」

「喜美！　喜美！　用語やその使い方が凄すごい感じで全然間ま違ちがってます！」

　お前もあやふやだぞ、という皆のツッコミを浅間は無視した。喜美もこちらの指し摘てきを踊って誤ご魔ま化かしているから同等だろう。

　ともあれ、と喜美は言った。あのね、と前まえ置おきして、

「アンタ、さっきナイトに何て言ったの？」

　問いかけに、ナルゼの反応があった。だがそれは、無む表情にも見える、しかし敵てき意いを感じる視線をもった無む言ごんの目。だが、それに対して喜美は口くち端はを上げるだけだ。

　……ナルゼが何も出来ないことを解ってる。

　ナルゼが睨にらむのは、何も出来ないから、言っても通じないから、そうするしかない結果としての行為だ。ならば相手にする意味はない。だから己おのれのペースを崩す意味もない。ゆえに、

「いい？　アンタ、さっきナイトにこう言ったのよ。〝何だって出来るわ。ボロボロになっても、死んでも、マルゴットのためだもの〟って、ね」

　落ち着きなさい。

「何しろ、──アンタが死んだりボロボロになったら、それは、ナイトがいたせいだものね」
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　聞くつもりは、ナルゼにはなかった。

　今、目の前に立っているのは、嫌いやな女だ。長い付き合いはあって認めているが、率そつ先せんして関わろうという気はあまり無い。距離をとっているからこそ、付き合える女だ。

　だから、そんな女の台詞せりふにも、距離をとっていればいいと、そう思っていた。

　どんな言葉を掛けられようとも、されようとも、自分が、自分のいたい位置に周囲から不的確と見なされていることに変わりはない。

　無む論ろん、自分がその位置を望まねば全てが済む問題だが、

　……それは無理よ。

　それでもいいか、と感じられないところが自分の悪いところだ。

　それゆえ、ここで譲ゆずる気はなかった。何を言われても、反はん抗こうする意志だけは捨てまいと心に決める。何故なら、それを捨ててしまったら、皆の良心に甘んじてしまうから。

　だけど、喜美の声が来る。

「いい？　ナイトのためならボロボロになってもいい、死んでもいいって言うならね？

　つまり、アンタが死んだり、ボロボロになったら、……それは、ナイトがいたから、だからアンタは死んでしまいました、ボロボロになっちゃいました、ってことになるのよね。

　ナイトがいなければ、アンタはボロボロにもならず、死にもしなかった。

　──その時アンタ、ナイトに何て言うのかしら？」

　嫌いやな女が、笑えみを消して、その台詞せりふを言った。

「マルゴット、私はボロボロになって死んだけど、でもそれは、貴女のためだからね、って。

　私が死んだのは、貴女あなたのためなんだから、貴女は喜んでね、って。

　──だけど私がボロボロになって死んだのは、貴女がいたせいだから、……私をそんな風ふうにした意味を、一生憶おぼえていてね、って」

　一ひと息いき。

「大体、ナルゼ、アンタにナイトは助けを求めたの？

　救いを求めている人間に手を貸すわけでもないのに、救うことや手伝うことを〝他人のため〟なんて言って誰だれかに行えるとしたら、それは随ずい分ぶんと上から目線ね。

　何しろ他人のことを「私の救いが〝ためになる〟ような足りない連れん中ちゆうだ」と決めつけてるわけだから。それは一方的な施ほどこし、もしくは押しつけだわ。自分で生きて行くことが出来るという、そんな最さい低てい限げんの誇りを持つ人々に対し、一時の優ゆう越えつで関わろうとしてるだけ。

　その人が必死に生きていることを、親切の振りした見み下くだしの優越で奪っているだけよ」

　だから、

「やるなら、〝自分のため〟よね。〝他人を救わぬ自分を赦ゆるせない〟ってとこかしら。

　それは押しつけや施しで偽ぎ善ぜんかもしれないけど、少なくとも、御お礼れいを求めないわ。

　なのにアンタは何？」

「何って……」

「アンタ、最大の報ほう酬しゆうを求めたじゃない。

　貴女のためにやっているんだから、私をそばに置いて、って」

　苦く笑しようも何もない。ただ淡たん々たんとした口く調ちようが、こう言った。

「尽くすだけで誰だれかの隣となりにいられるなんて、ＬＯＶＥナメてんのアンタ」

「やめて!!」

　相手か自分か、どちらへの拒否か、ナルゼは声をあげていた。叫び、しかしその瞬しゆん間かんに、

　……でも──。

　やめてと、そういうならば、自分がしてきたことは何だったのだろう。
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　ナルゼは、呆ぼう然ぜんという言葉を思う。

　自分は何を思い、してきたのか。

　喜き美みへの否定は、自分への否定だ。だから、自分の中にあった支えとしての反はん抗こう心しんや、ナイトへの思いなど、根こそぎ自分でかき消してしまった気がして、

「どうして……」

　今いま更さらながらに、身が震え、目め尻じりに涙がこみ上げてきた。

　口の中に血の味がする。鉄の濃さを感じるのは、張り詰めが失われたからだろうか。しかしそれは、自分の中にあったものが、

「何もかも、無くなっちゃったじゃないの……」

　つぶやき、顔を手で覆おおおうとした。

　その直前だ。ナルゼは、不意に背後からの声を聞いた。それは、

「姉ねえちゃん！　姉ちゃん！　ちょっと今のトコ、質問いいかよ!?」

「フフフ愚ぐ弟てい、賢けん姉ねえの無む差さ別べつ説せつ教きよう爆ばく撃げきコーナーに質問とは目め安やす箱ね。一体何かしら？」

　おう、と馬鹿の応じる声が聞こえた。

「──何かのために動くことって、悪いことか？　それって、ありえねえことかなあ」

「あら何？　愚弟、真ま面じ目めな話がしたいの？」

　うーん、とトーリは首を傾かしげた。あのさ、と彼は右手を挙げて、

「たとえば、俺、いっつもエロゲで下心のために女の子攻こう略りやくしてんだけどさあ」

「でも攻略が失敗したら、それは下心があったがためでしょ？　ちゃんとセーブなさい」

「──あ、そうか！　そうだったのか！　俺の疑問はトゥルーエンドだよ！　終わり！」

「終わらせるなよ！」
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　浅あさ間まは、トーリの質問内容を少し考えた。その上で皆と額ひたいを合わせ、

「……最終的にカオスになりましたが、トーリ君が、実は意い外がいとまともな質問を」

　うんうん、と頷うなずく皆と向けた視線の先、喜き美みが小さく肩をすくめる。

「まあ、基本的には頼まれない限りは何事も〝自分のため〟よね。エゴイストで素す敵てきだけど、でも、それがキツいエゴビギナーのために、人類の歴史はいいものを用意しているのよ」

　あ、と浅間は気付いた。それは浅間神じん社じやでもよく祈き願がんするものだからだ。

　人々の歴史が生んだ、自分のエゴの転てん化か先さき。それは、

「──エロスよ!!　ハイ──ルエロス！　何かいい感じね独逸ドイツ弁べんとの融ゆう合ごう！　入るエロス！　正にエロス入門！　全てはエロのために！　人類よくやったわ!!　入ってしまえ!!」

「ち、違います！　フツーは愛とか平和とか、そういうことを言うんですよっ！」

「やだこの浅間……、誰だれがここでマジ答えしろと」

「浅間、たまにつまんねえ時あるよな……」

　……悪いの私ですかあ──!?　ってか普ふ段だん面白いってことですかそれ!?　何な故ぜ!?

　いろいろ疑問を思いはするが、自分が担当のような気もしたので正しておく。改めて口にするのは恥ずかしいなあ、と内ない心しんで赤面しつつ、

「え、ええとですね？　要するに、あ、愛、のためとか……」

　うんうん、と姉と弟が二人で揃そろって頷うなずいた。

「浅あさ間まさん、声が小さくて聞こえませえ──ん」

　弓を構えると二人は逃げ出した。その間に浅間は息を吸い、

「で、ええとですね。人のようにすれ違いやお互いの考えがあるものではなく、形無く、そして責任や、見返りもないもの。それでいて自分にとって尊とうといと思えるものが、心の原動力りよくとしては無ぶ難なんじゃないかと、そう思うんですよね」

　おお、神社の説せつ教きよう例れい文ぶん集しゆうにあったような内容をペラペラと。よく言えました、と心の中で浅間が充実を感じた先、しかし皆はひそひそと、

「……言いくるめられてね？　俺達」

「……確かに、巫女みこは説せつ得とく術じゆつ式しきもあるさねえ」

「……さっきから、当とう事じ者しやである私不ふ在ざいで話進んでない？」

　いろいろ腹が立つが、ナルゼが言うなら確かにそうなのだろう。

　そして視線を落としてみれば、地面に座っていたナルゼが、肩を落としていた。が、それは落らく胆たんではない。彼女は、自分の中にある、籠こもりを吐き出すように息をつき、

「マルゴット」

「何？　ガっちゃん」

「……魔女テクノヘクセンが信しん仰こうされてちゃ迷めい惑わくよね」

　その言葉に、ナイトが一いつ瞬しゆん、皆を見た。皆が目め配くばせして、喜き美みが何な故ぜか胸脇わきから前に何か突き出すようなジェスチャーをやっているが、これは狂きよう人じんの振る舞いなので無視していい。

　ただナイトは頷うなずいて、

「迷惑というか、ナイちゃん照れるかなあ」

「……こっちの勘かん違ちがいで照れて貰もらったら困るわ。こっちの本気に応えて貰わないと」

　だから、

「私の手伝いは、いる？」

　ナイトは、首を横に振った。

「今のガっちゃんの手伝いは、ナイちゃん、いらないかな」
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　……そうね。

　血の味を舌に載せながら首を下に振ると、悪くない答えの気がした。

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうね、甘えたいけど、甘えたら、対等じゃなくなっちゃって終わりだもの」

「Ｊｕｄ．、ナイちゃんもいつもそうだから。だって──」

　ナイトが、こちらの横に座り込んで言葉を作る。視線を合わせるのを久しぶりと思うのはやはり自分が一方的だったからだろう。

　だが、そんなこちらを、自分のパートナーは見捨てないしビンタもしてこないし唇くちびる嚙かみ切りもしてこない。今送られるのは、笑えみの安あん堵どと、同じ色を含んだ彼女の言葉だ。

「〝双嬢ツヴアイフローレン〟の字は、並び合う意味だもんね。助け合いじゃないから。双嬢の字はどう書くか、ガっちゃん解わかるよね？」

　解る。

「え、ええとそれはつまり、又またが二つで女が襄ゆずるという、ええと、暗あん喩ゆ！　暗喩!!」

「……ガっちゃん急きゆう激げきにいつものペースに戻ってないかな？」

　いいじゃない、とナルゼは言った。

「私達は、いつも並び合っているかしら？　どこにいても、何をしていても」

「そうあろうということで〝双嬢〟じゃなかったっけ？」

　そうだったろうか。ナイトは結けつ構こう前向きに都つ合ごういいから困る。

　ただ、今は乗せられる意味もある。ナイトがこのように応おう対たいしてくれているということは、

　……私と一緒にいようと、そうしてくれているということ。

　だから信じる。自分のキャラとして、不ふ服ふくそうな部分は捨てずに、

「じゃあ、……そのことを私の信しん仰こうにしておくわ。魔女テクノヘクセンは己おのれの通り名を信じる。そういうことね。それが私のため、そういうものだわ、きっと」

　ほら、とナルゼは、息をついて、右手を上に差し出した。こっちを見る喜き美みの笑えみに、

「──馬鹿に殴なぐられてふらついて立てないんだけど、助けてくれる？」
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　ナルゼが立ち上がり、皆が一ひと息いきつく流れの中、校舎の正面玄げん関かんを開けて人ひと影かげが来た。

　あれ？　と皆が振り向く先にいるのは、

「教師オリオトライ、一体どうしました？　酒さか代だいでしたら条件付きで出しますが」

「シロジロの条件は怖いわねー。でもまあ、そうじゃなくて、ええと、──点てん蔵ぞういる？」

　問いかけに、皆が顔を見合わせた。直後にトーリが、

「皆！　皆！　あまりにもヒデえぞオメエら！　点蔵があまりにも地じ味みだからと言って、まさか今まで誰だれも点蔵がいねえことに気付かねえとは！」

　全員が真顔で睨にらむと馬鹿は橋の隅すみに伏せて丸まった。

　よしよし、と首を縦たてに振るオリオトライは、皆に一枚の封ふう書しよを掲かかげた。既すでに開かれているそれを、オリオトライは皆に見せる。

「さっき教員室に点蔵から届いたんだけど、ちょっと見てみて」
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『拝はい啓けい

　人じん生せい五十年、皆様、下げ天てんの内にいかがお過ごしで御ご座ざろうか。

　末まつ世せを迎え、自分も昨さつ今こんは忍にん者じやとして日々地じ味み──、充実した隠おん密みつ生活を過ごして御座る。

　さて、本日、一いつ身しん上じようの都つ合ごうで退学許きよ可かなど頂きたく御座る。

　皆様のような外げ道どう共どもに迷めい惑わくを掛けたくないがゆえ、宜よろしくお願い致すで御座る。

　では、まだペストなど残る時期ですので、皆様お体お気をつけ下され。


敬けい具ぐ

点蔵・クロスユナイト』
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　その文章を、顔を並べて読んだ皆は、数秒してから、

「御座る語ご尾び、……意い外がいとムカつかね？」

「三行目、書き直せばいいのに、……やっぱりちょっと気にしてるんでしょうか、コレ」

　まあまあ、とオリオトライが手紙を閉じて、辺りを見回した。

「いい？　──出しゆつ港こうする前にどうにかなさい（配点：友情無む駄だ遣づかい）」







[image: 第五十一章『集合場所の合流者』]
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　夜の空がある。

　その下に、土の地面があった。地面は丘で、斜面の上には麦の畑がある。

　風浴びる丘からは、陸に接岸する巨大な船と、それが起こす霧きり雲ぐもを見ることが出来た。

　音も聞こえる。空を超えて届くのは巨大な船の起き動どう音だ。唸うなりのようにも、不断の風かざ音おとのようにも聞こえる音が届く暗い丘上には、二つの影があった。

　極きよく東とうの学生服を忍にん者じや装しよう束ぞくに仕立て、その黒に身を包む少年と、三本足の烏からすだ。

　烏は、英国の制服をまとっており、

「見るといいテンゾーとやら──。貴き様さまの撒まいた麦が育ってきているなあ──。この男ミルトン、思わず芽の段階からつつきたい衝しよう動どうに！　衝動に!!」

「キューちゃん殿どの、流石さすがの本能で御ご座ざるな。しかし、手入れをせぬのが欧おう州しゆう式では御座るが、いささか下の集しゆう落らくなども静かで御座るな」

「それはまあ戦いくさでもあるが──、喪もに付しているのであるよ──……」

　何な故ぜならば、

「〝傷有りスカード〟……、メアリ様が歴史再さい現げんに従って処しよ刑けいした三百人。その家族は、当然のように処刑者の家族として身分を失ったのだよな──。

　無む論ろん、妖よう精せい女王は皆を復ふつ権けんさせていたんだが──、誰だれも彼も歴史再現に倦うんでいてな──」

「では、メアリ殿は……」

「ここに来た時、相当に疎うとまれていたそうだなあ──……。既すでにメアリ様の歴史再現は処刑の前ぜん段階に入っておって、それゆえの自由であったわけで──、あの足あし枷かせも含みでここに来て、でも、段々と馴な染じんで行かれたそうだ──……」

「……キューちゃん殿、〝そうだ〟などと伝でん聞ぶんが多いのは、その後にここに来られたか？」

　Ｔｅｓテスタメント．、とミルトンが頷うなずく。

「この男ミルトン、元は、何と、極東の住人であってなあ──」

　ふうむ、と点てん蔵ぞうが頷いて、そのままでいると、ミルトンが振り向いた。

「驚かないのか──？」

「う、うっわ自分超ちよう驚おどろいたで御座る！　ほほう、キューちゃん殿は極東出身で御座ったか！」

「驚き分が足りませんので話はここで終了です」

「何で、何で喋しやべりが素すになるで御座るか!?　もっと、もっとお話プリーズに御座るよ!?」

「仕方の無いヤツめぇ──」

　腰の後ろで右拳こぶしを震える程ほどに握った点蔵だが、大体のことは理解しているつもりだ。

「〝女王の盾符トランプ〟のウオルター卿きようと同様。貴き殿でんも尼あま子こ家けの残ざん党とうに御座るか？」

「Ｔｅｓ．、尼子十じゆう勇ゆう士しの生き残り三人、山やま中なか・幸ゆき盛もり、横よこ道みち・兵ひよう庫ごの助すけ、秋あき上あげ・久ひさ家いえの内が一人、横よこ道みち・兵ひよう庫ごの助すけと申す者──。元は出雲いずもに住むヤタガラスであったが、御お館やかた様が遊び相手になって下さってなあ──。しかし、聖せい譜ふ記き述じゆつ通り、P. A. ODAによる再さい興こう支援は不備のあるもので、結局ここ、英国に逃げ込むことになったのであるよ──」

「それで……、メアリ殿どのに？」

「船が追つい撃げきされ、墜つい落らくしてなあ──。山やま中なかは〝乗り物が苦にが手て〟派はの人間なので、えらい目にあったわあ──。しかしそこを〝傷有りスカード〟様に救われ、恩おん義ぎがあるものを、山中ときたら──」

　烏からすが俯うつむき、頭を左右に振る。認めたくないというように、

「あの男、妖よう精せい女王の方についてしまった──」

「……仕えるべき主しゆ君くんを、どう捉とらえるかの差で御ご座ざろうな」

　点てん蔵ぞうは思う。山中ことウオルターは、恐らく、メアリの恩義を感じて御座ろう、と。

　が、英国を率ひきいて守る妖精女王に、己おのれが忠ちゆう誠せいすべき資し質しつを見たのだろうと、点蔵はそう思う。そんな彼に対し、ミルトンは、自分達を救ってくれた恩義を忠誠で返そうとしている。

　ならば、自分は、

「どうする小こ僧ぞうー。ここから先、全て突とつ破ぱしてメアリ様の元に行くのは不可能に近いぞ──」

「大だい丈じよう夫ぶで御座るよ。行くのは、自分の身み勝がつ手てに御座る」

　メアリの想いには気付いている、と思う。錯さつ覚かくでなければ、意志は通じている。だが、

　……行くと決めたのは、自分に御座る。

　出来れば、無ぶ様ざまな潰ついえ方をした時に、それが伝わらねばいいので御座るが。あ、地じ味みだから大丈夫で御座るかな。既すでに忘れられていたりして──。

「何だか雰ふん囲い気きがどんどん暗くなっていくぞ──」

「Ｊ、Ｊｕｄジヤツジ．、な、何だかネガティブな方向に思し考こうが行きやすく……！」

　女性関係は失敗ばかりなので致いたし方ない。

　しかし、そんな自分がよく思い切ったものだ。仲間達には、いい加か減げんなヤツと、そう思われることになるだろう。大罪武装ロイズモイ・オプロの回かい収しゆうなども全部放り出して、無む茶ちやをしに行くのだから。

　だが、背の傷の意味を捨てれば後こう悔かいする。それも、一生の後悔だ。何しろ彼女は消えてしまう。戻らない。ならば、このことは、

　……トーリ殿どのなら、解わかって下さるかもしれんで御座るな。

　思い、地図を最終確かく認にんする。ルートは記き憶おくの中に確定している。難なん所しよが数ヶ所有り、どれも自分にとっては無茶なものばかりだ。最後まで辿たぐり着くには自分が百人くらい必要なのではないだろうか。いや、それは過大評ひよう価かか。

　ううむ、と唸うなっていると、横から手が出て、地図の一角を指さし、

「あ、麻ま呂ろがここの店で紅こう茶ちや買ってきてくれって。結けつ構こう良かったらしいから」

「ううむ。既に営業時間過すぎて御座らんかなあ、トーリ殿」

　言って横を見ると全ぜん裸らがいて、点蔵はミルトンと一緒に、

「うぉわあ──!!」
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　点てん蔵ぞうは、慌あわてて背後に振り返った。

　するとそこには、見知った顔が幾いくつかある。皆の代表としてトーリとホライゾンがおり、

「重大発表って、何だよ点蔵、聞かせずにどっか行こうとすんなよ」

　そうだった。それは、

「自分……」

　一礼と共に、皆に対して点蔵は宣せん言げんした。

「これからコクりに行って来るで御ご座ざるよ？」

　自分でも現実感のないことゆえ、疑問形になってしまったが、言うだけ言った。

　だが正面、皆は真ま顔がおで、

「──で？」

「え？　い、いや、……で？　って言われても」

　思わずこちらが口ごもると、皆は闇やみの中でスクラムを組んだ。

「……あの馬鹿、俺のパクリだぜ……？」

「……白魔女的に見て、何度も失敗してることが重大発表になるわけないじゃないのねえ」

「……拙せつ僧そう思うに、あれは怯おびえで頭がおかしくなったのであろうな」

　……こ、この連れん中ちゆうはマジにシュート度高いで御座るな!!

　だが、聞いておきたいことがある。

「し、しかし皆、一体何でここに!?　──あ、まさか、自分がこれから失敗するのを笑って見送ってやろうとか、そんな外げ道どうな考えで御座るな!?」

「おいおい皆、この地じ味み忍者が被害妄もう想そうまで始めやがったぞ。俺達が今までそんな風ふうに敗者の傷に塩擦すり込むようなことしたか!?　しても自覚あると思ってんのか!?」

「さ、最悪で御座るよこの御ご仁じん……！」

　いいからよ、とトーリが言う。彼はホライゾンの肩を叩たたき、

「一つ、教えてくんねえかな。どうしてオメエ、メアリってのを救いに行くんだ？

　あれは、歴史再さい現げんで、本人も望んでることじゃねえの？」

　息をつき、

「ぶっちゃけ、何か契けい機き感じちゃってても、それ、オメエの勘かん違ちがいじゃねえの？」
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　……確かに。

　点蔵は思う。〝傷有りスカード〟としての彼女との付き合いの日々や、語らい、肌はだの合わせや最終日となった祭のデートのキスシーンなども──。

「おいおいおいおいオメエ今いま何だか自分のどうでもいい過去を美び化かしてねえか!?」

「どうでもよくないで御ご座ざるよ！　御座るよ!!」

　だが、そんな美化など関係のないものが一つある。

　傷だ。

「自分。──傷つけられたで御座る。だから……」

　考え、そしてこう言った。

「もっと深く傷つけて貰もらえぬか、聞きにいくので御座るよ」

　何だ、とトーリが眉まゆ尻じりを下げた笑えみで言う。

「マジにコクりに行くってかよ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、つまり自分──」

　拳こぶしを握り、英国風ふうに表現した。

「LOVEしちゃったで御座るよ！」

「おお、LOVEしちゃったかよ!?」

　トーリも拳を握り、叫んだ。

「じゃあしょうがねえ！　おい、ホライゾン。聞いてやれよ。点てん蔵ぞうに、オマエの疑問を」

　Ｊｕｄ．、と白い髪かみの自じ動どう人形が無む表情にこちらを見た。首を傾かしげての問いかけは、

「重ねる問いになりますが、……何な故ぜ、メアリ様という方を、救いに行くのですか？」

　それは、確かに今まで幾いく度ども重ねた問いだ。自分の中でも何度も疑問した。

　しかし結論は、背にある傷に終しゆう始しする。その意味は確かなもので、

「自分、メアリ殿どのを奪ってこようと、そう思うので御座る」

「奪うのですか？　御ご本人が望んでおらず、死を欲してもいるのにですか？」

　鸚おう鵡む返がえしの問いに、点蔵は頷うなずいた。

「メアリ殿が失われれば、自分は哀かなしいので御座るよ」

　それだけだ。他人や、彼女がどう思うかも関係ない。

「哀しいのは、嫌いやに御座る。──刃やいばの下に心を隠かくして忍しのびとする。よくある言葉で御座る。それゆえに忍しのびは感情を抑えろとも言われるで御座る。しかし」

　しかし、

「忍の一字から、心の一ひと文字が消えたことは無いので御座る」

「では──」

　問われた。

「ホライゾンの時も、ホライゾンが失われたら、……誰だれかが哀しんだのですか？」

　彼女の問いに答えるのは、自分だけではない。ここにいる皆みな全員が、

「……Ｊｕｄ．！」

　Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄ．Ｊｕｄ．、重なる答えはこう告げる。その判断は間違っていない、と。

「ならば」

　ホライゾンが問う。それはわずかな迷いを帯びたように、

「メアリ様が失われた時、ホライゾンもまた、哀かなしくなるのでしょうか」

　皆の視線が、こちらに向いた。どうなのだと、そう問うている。

　だが、答えは解わかり切ったことだ。

「Ｊｕｄ．、今は知らずとも、いずれ人となりを知った時、──必ず。

　惜しい人を亡なくしたと、話をしておけば良かったと、必ずそう思うで御ご座ざる」

「では」

　では？

「──点てん蔵ぞう様がメアリ様を救えば、それは叶かなえられるのでしょうか」

　確かく認にんに近い口く調ちようが、確かに来た。

「同じように、もしも、ホライゾンが今後、全ての喪そう失しつから人々を救うことを選べば、ホライゾンは、哀しみの感情を動かさずに済むようになるのでしょうか」

　……凄すさまじいことを……！

　ホライゾン本人は気付いてないだろうが、言っている意味は無む茶ちや苦く茶ちやだ。

　何しろ、馬鹿が世界征せい服ふくを謳うたう横で、そのパートナーは世界を救うと言い出したのだから。

　……それも、自分が哀しくなるのが嫌いやだから、で御座るか！

　そして、不意にホライゾンが頷うなずいた。彼女はこちらに頭を下げ、

「申もうし訳わけ御座いません点蔵様。今の疑問、自己判はん断だんが可能なレベルまで答えの導きを頂いたので、ホライゾンの内部に答えを自じ作さく出来ました。それは──」

　それは、

「トーリ様、トーリ様が大罪武装ロイズモイ・オプロを集めて末まつ世せ解決のために世界征服し、負の感情をホライゾンに与えてハッピー入るというのでしたら、ホライゾンは、平行線上じようからこう言います」

　一ひと息いき。

「平行線です。──ホライゾンは、末世という最大の喪失から世界を救い、そして、得てしまった負の感情を用いないことでハッピー入ろうと、そう判断します」
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　皆と共に来ていた正まさ純ずみは、ホライゾンがこちらに視線を向けて言う台詞せりふを聞いた。

「正純様、ホライゾン、かなり良い感じに判断が焼き上がりましたので命じます。

　英国側に宣せん言げんして下さい。傭よう兵へい部隊とは別に、傭兵となることを拒否した武蔵むさし残ざん党とうが、これからメアリ・スチュアートを奪いに行くと」

「──Ｊｕｄ．。大罪武装所しよ有ゆう国こくとは交こう戦せん中とすれば、開戦権けんの問題もクリア出来る。

　そしてメアリの救出に動くことは、私達がホライゾンを救ったことへの正当化になる。

　ならば皆、少しの覚かく悟ごを頼む。──英国と、二度目の相あい対たいを行うことを」

　と正まさ純ずみは、携帯社しや務むをポケットバインダーから取り出した。横のミトツダイラが表示枠サインフレームを貸そうかと目め配くばせしてくるが、これから戦せん闘とうとなると少しでも拝はい気きは節約しておくべきだ。だから正純は、手打ちでアドレスを打ち込み、音声通つう話わで相手を呼び出す。ややあってから、

『私だ』

「あ、妖よう精せい女王のお宅ですか？　結局、英国と戦争することになったので。ええと、通話記録してるから公式ということで。時間は三十分後だったら大だい丈じよう夫ぶだよな？　内容は代表戦」

『え？　あ？　ちょ、ちょっと待て！　いきなり何を──』

「前回、そっちから勝かつ手てに吹っ掛けてきたんだから、今回、逃げずに受けるよな？」

　言ってやった。向こうが息を詰める音を作るが、構わない。

「じゃ、集合は現地で。あと現地解かい散さん。──通じてるか？」

『馬鹿者ぉ──!!』

　通話が向こうから切れた。おおう、と正純は携帯社務をポケットバインダーに落とし、

「これでいいのかホライゾン」

「Ｊｕｄジヤツジ．、上等だと判断出来ます。ホライゾン、少々落ち着きました。少なくとも、自分が哀かなしくなることを傍ぼう観かんせずにいたと、それだけは確かなことと出来ましたので」

　だが、周りの皆が不安そうにこちらを覗のぞき込んでくる。

「だ、大丈夫ですの？　今ので」

「一応、記録とってあるし、正式なものには出来るよ。しなくていいならそれも有りだろうけどな。とりあえず、武蔵むさしの方針としては上じよう出来だ。

　英国に来た意味があった。何しろ、──王と姫ひめと、二人の方針が完全に決定したんだから。

　あとは点てん蔵ぞう、お前が勝負だ。お前が己おのれを通せば、武蔵は通る。それも、今後ずっと、他国に対して正面から、己を通すことが出来るんだ」

　だから、

「──行ってこい、点蔵」
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　点蔵は、頷うなずいた。

　無理かも知れない。否、多た分ぶん無理だ。というか無理。無理すぎる。

　忍にん者じやには突出した戦せん闘とう能力がない。だからきっと、どこかで終わることになるだろう。

　……しかしまあ。

　やるだけやったと、そう皆が言えるくらいはやろうと、点蔵は考える。武蔵の姫が哀しくなるのを少しでも抑えられる程度には頑がん張ばろうと。だから、

「じゃあ」

　行こうとした時だ。皆の中から、銀の色が前に出た。

「お待ちなさい点てん蔵ぞう。私も同どう道どういたしますわ」

「……え？」

　解わかりませんの？　とミトツダイラが背後の空に大きく浮かぶ武蔵むさしの影を示す。

「武蔵は現在傭よう兵へい活動中。──騎き士しが傭兵に身を落とすなんて、恥はじですわ」

「では、アデーレ殿どのは……」

　動けないからな……、と皆がうなだれた。その中でミトツダイラが咳せき払ばらいして、

「まあ、アデーレは襲しゆう名めいもしていませんからある程度身み軽がるですもの。傭兵に身をやつしていただいて、後で私が引き取りに行きますわ」

「引き取るというと、それはつまり、英国戦せんからアルマダ戦への合流を考えて御ご座ざると？」

「アルマダが英国を周しゆう回かいするならば、手の届く距離ですわ。当然の判断でしょう？

　本来なら、輸ゆ送そう艦かんでそれまで暇ひまを潰つぶそうと思っていたのですが」

　二本となった銀ぎん鎖さを掲かかげて狼おおかみが笑う。

「代表戦ならば、──猟りよう犬けんに御お礼れい参まいりも出来ますわね」

「だったら私も行かないとね。人食い狼はアルマダの監かん視しに出てるから、瘦やせ女相あい手てかしら」

　言って前に出てきたのは、黒の翼つばさの魔女テクノヘクセンだ。白嬢ヴアイスフローレンが無いため、制服姿すがたのナルゼは、

　……何で頰ほおを腫はらしておるので御座ろうか。

　と思っていると、と前にウルキアガが出てきた。

「まあ、拙せつ僧そうは旧派カトリツクの三征西班牙トレス・エスパニアとは事を構えられぬからな。ともあれ点蔵、生きて帰れ。そうしたら拙僧が毒どく味みしたエロゲをダースで贈ぞう与よしよう」

「い、嫌いやな死し亡ぼうフラグで御座るな……！」

　まあまあ、と皆が場を取りなす。その中で正まさ純ずみが、苦く笑しようを得ながらこう告げる。

「私も、見届け役としていた方が良いだろう。終戦を宣せん言げん出来る者がいないのは問題だからな。輸送艦に隠かくれているので、戦力としては期待するな。あとは──」

「僕が行くよ」

　懐なつかしい声を聞いた。それは、

「ネシンバラ殿どの……！」
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　ああ、とネシンバラは頷うなずいた。

「浅あさ間ま君に聞いたけど、既すでに英国の第三階かい層そうから上は、浸しん透とう結けつ界かい型の演えん劇げき空間になっているらしい。つまり、前回のような別べつ空間として舞台を用意するのではなく、英国自体が舞台になっている。攻こう撃げきを受けた時など、上演する演劇の力を借りて全面防ぼう護ごするために」

　だから、

「大罪武装ロイズモイ・オプロを持ったシェイクスピアがいる。──僕が戦い、それを取り戻してくるよ」

　そんなことが出来るのかという問い掛けは、もはや無しだ。

　……だったら、大きな事を言った方が勝ちだ。

　皆はただ、無言で頷うなずきを作るだけ。だからネシンバラは、会え釈しやくを返して、

「アリアダスト君、葵あおい君、──僕がいないことで酷ひどく迷めい惑わくを掛けた。だから約束する。シェイクスピアが持つ大罪武装をもって、ただいまの挨あい拶さつにするよ」

　おう、とトーリが答えた。そして彼が、一つの言葉を送ってきた。

「読んだか？　昔のオメエの超ちよう大作」

「読んだよ」

　ネシンバラは、歯を嚙かむような笑えみで答えた。これは王のことなど関係のないこと。自分自身のことだ。ゆえに何の不安もなく、

「僕は昔から天才だったね。──周りに奇き人じんが多くて忘れていたよ」

　はは、と笑う皆の傍かたわらで、烏からすがこちらに向かって一礼した。

「メアリ様を頼むぞ小こ僧ぞう共ども──」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷く皆の中、ネシンバラは思う。

　……ミルトン、か。

　ミルトンは英国の詩人であり、作家である。後に「失しつ楽らく園えん」にて名を残す彼について、ネシンバラは一つの事実を思い出す。それは、聖せい譜ふ記き述じゆつに記されていることで、

　……ミルトンの妻の名は、メアリと言うんだよね。

　何な故ぜ、彼がミルトンの襲しゆう名めいを選んだのか。

　……叶かなわぬ思いだと、それを理解の上で、ライバルを応おう援えんするか。

　このことに、点てん蔵ぞうは気付いているのだろうか。

　ただ、点蔵が、視し界かいの中で倫敦ロンドンの空を見た。

　行くのだと、皆が理解して、行く者と待つ者、戻る者へと分かれていく。

　そして、行く者達の先せん端たんで、点蔵がこう言った。

「ミルトン殿どの。──少々、御お願ねがいしたいので御ご座ざるが」

　何？　と問う皆の前、同じように首を傾かしげる烏に対し、点蔵が更さらに言う。

「良いで御座るか？　そして皆も、メアリ殿を救う拙せつ者しやなりの方法、聞いて下さるか？」

　聞こえる問い掛けに、ネシンバラはこう思った。先に良いかどうかを聞く疑問って、あんまりろくなことにならないよね、と。
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　午後五時三十分。既すでに闇やみに満ちた英国の南なん端たんから、巨大な影が西に向けて出しゆつ港こうした。

　それはゆっくりと離れながら、しかし、不意に速度を上げ、西へと向かった。

　武蔵むさしの重力航こう行こう加速だ。風を緩かん衝しよう術じゆつ式しきで潰つぶし、しかし加か速そくの後は惰だ性せい航こう行こうに移行する。

　起きる風は大気の壁の倒れ込みとして英国を揺らし、ざわめかせた。

　そして、吹く風に押されるようにして、第四階かい層そうにいた数人の学生達が整列した。

　誰だれかが一歩を踏み、続く者が更さらに前に出て、

「さて」

　続く誰かの声で、軽く、しかしやがて伸びるような速度で皆が走り出した。

　行き先はそれぞれの目的地。相あい対たいの場所だ。

　武蔵と、英国と三征西班牙トレス・エスパニアと、三者が参加しながら、二方向の戦せん闘とうが始まったのだ。

　英国においてはメアリの処しよ刑けいと、それを阻そ止しするための戦争が。

　三征西班牙に対しては、〝超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダ〟とのアルマダの海かい戦せんが。

　そして大気に、鐘かねの音が聞こえた。

　メアリの処刑開始を予告する音。アルマダ海戦の開始合図ともなる音であり、倫敦ロンドンへと走る武蔵の面めん々めんに対しては、疾しつ走そう合図の号ごう砲ほうでもあった。

　空と倫敦、双そう方ほうの戦場にて衝しよう突とつが生じようとしていた。







[image: 第五十二章『夜空の別離者』]
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　夕日の名残なごりを、閉じた鎧よろい戸どの内側からメアリは見ていた。

　部屋の明かりはつけていない。

　……そろそろ六時ですし。

　処しよ刑けいは七時。着替えて刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオンに上がれば歴史が進む。

　感覚が鋭えい敏びんになっていることを自覚しながら、メアリは一ひと息いきをついた。

　外の祭はとうに終わった。戦争を前に人々は隠かくれ、今は町に戦せん士し団だんや〝女王の盾符トランプ〟が出ていることだろう。

〝女王の盾符〟も、幾いく人にんかは各地に散っている。ハワードとジョンソンはドレイクの巡じゆん視し船せんでアルマダ海かい戦せんの記録をとる役を任じているし、ホーキンスとキャベンディッシュは武蔵むさしの一般市民をIZUMOまで送る役だ。海かい賊ぞく女王グレイスも地元アイルランドの守りにつくらしい。

　それでも多くはイングランドに残るため、

　……私を攫さらいに来る方はいないでしょうね。

　救いに、ではなく、攫いに、と思ってしまうのがどこまで正しいのか解わからない。

　だが、不意にドアがノックされた。侍じ女じよ役の家屋精せい霊れいである木き椅い子すの声で、

『そろそろ　おきがえ　ごようい』『だいじょうぶ』『ですか』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と答えるとドアの向こうの気け配はいは、やや迷ったような間をもってから消えた。

　そろそろ時間だ。向こう、北西塔とうの下で着替えて処刑の場に上がる。

　処刑は、自分の身を地ち脈みやくに還かん元げんし、王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンの地脈接せつ続ぞくを補ほ強きようするものだ。効果としては王賜剣二型の射しや程ていを本ほん土どと英国の中間まで届くようにし、ある程度の連れん射しや性能を与える。

　そうなれば、敵は英国に接近することが出来なくなる。

　自分は、今後永えい劫ごうの英国を守る礎いしずえとなるわけだ。

　生まれてはならなかったと、そう扱われる身にとって、礎となることがどれだけの救いになることか。だが、昔、それを知った時、

　……泣いたのは、どちらだったのでしょうか。

　己おのれか、妹か。解わからない。解らないが、

「Save you from anything」

　そういうことだと、そう思いながら、メアリは机の上に置いてある色を手に取った、

　赤の色、織しよく布ふだ。スカーフを作ったつもりだが、マフラーのようになってしまった。だがそれを広げ、首の回りに掲かかげて見れば、

　……点てん蔵ぞう様みたいでしょうか。

　鏡かがみに映る自分は、しかし違う。もっと顔が隠かくれていないと駄だ目めだ。結局、御お顔かおを拝はい見けん出来ませんでしたと、そのことに苦く笑しようしながら、メアリはスカーフを懐ふところに入れた。

　そして彼女はドアの方へと向かおうとする。

　と、不意に南の鎧よろい戸どの方で音がした。翼つばさを打つ音と、何か硬い音。

「ミルトン？」

　問い掛け、メアリは鎧戸に駆かけ寄り、急いで開ける。

　しかし、窓の形に開けた向こうには誰だれもいない。既すでに夜だ。灯とう火か管かん制せいで暗い町には人の気け配はいも薄く、空を仰あおいでも烏からすの姿すがたが見える筈はずもない。

　メアリは、内ない心しんの落らく胆たんを認めて一ひと息いきをついた。そして肩を落とし、視線を下げた時、それに気付く。窓まど枠わくの上に、一本の短たん剣けんが落ちているのを、だ。

　手の平に収まるような両りよう刃ばの剣は、忍にん者じやが持つもの。点てん蔵ぞうが土を掘ったり、軽い工作をする際に用いていたものだ。それが今、柄つか尻じりを南、武蔵むさしの方に置き、先せん端たんをこちら向けている。

「これは、まさか……」

　自分は、何を望んでいるのか。それが解わからぬままに、メアリは短剣を手に取った。

　視線は南へ。武蔵の方に向いている。
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　フアナは船の中が好きだ。

　逆に、嫌いなのは、暗くて狭い場所だ。船の中にもそんな場所は幾いくつもあるのだが、何な故ぜか船の場合は気にならない。

　生まれて初めて持った安あん堵どの記き憶おくが、船の中で生じたからだろう。レパントの夜に救われてから数日間。明るい部屋というのも初めてだったし、自由に動いて良いというのも初めてだった。人々が皆、相手をしてくれたのも楽しかったし、空から見る街は昼も夜も綺き麗れいだった。

　噓うそをついて良かったと、当時はそう思っていた。

　だからベラスケスの下で通っていた孤こ児じ院いんで、成長してしまうのが怖かった。二年目の身しん体たい測定の時に部屋の隅すみ、また暗い場所に隠かくれるようになって、

　……書しよ記きが救たすけに来て、言ってくれたものですね。

「まあ、俺も商売柄がら……、って言ってもＲ元げん服ぷくになってねえから教えちゃ駄だ目めか。まあいろいろあって実家の部ぶ族ぞくを追い出されててな？　あんま長ちよう寿じゆ族ぞくの優ゆう越えつ指向とか好きじゃねえんだ」

　ベラスケスはそんな意見の持ち主だった。そして、噓は悪いことだが、と念ねん押おしの上で、

「お前よ、将来の夢で〝おじさんを救けること〟って言ってたよな。だったらそれやってみろ。全力でやってみろ。それのためなら、お前の噓を俺は支持してやっから」

　高い教育を受けるには、長寿族の方が有利だ。ベラスケスのような才さい覚かくもなく、襲しゆう名めい家か系けいでもなく、武ぶ人じんでもないなら尚なお更さらだ。そして孤児院や教きよう導どう院いんを一年ごとに転々としながら、今に至る。ベラスケスの策だったのかと思うのは、各地を移動したことで、

　……三征西班牙トレス・エスパニアの実情に詳しくなって。

　この経験は、副ふく会長という位置を得ることや、後のいろいろな判断のために役立っている。

　……今、自分は、噓うそをついています。

　だが、それによって得たもので、自分は三征西班牙トレス・エスパニアを救っている。

　ならば、後者を通し切ってしまうのがいいのだろうと、そう思う。少なくとも、成長して、大事な人のそばから去らねばいけなくなる時までは、だ。

　そしてフアナが今、向き合っている問題は、

「これからのこととは言え……、大変ですね。

　三征西班牙、衰すい退たいから復ふつ興こうのシナリオが、なかなか構こう築ちく出来ません……」
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　参まいりました、とフアナは思う。

　最大の問題は〝超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダ〟の損害と、そこから発生する三征西班牙の衰退だ。後に私し掠りやく船せんで英国が猛もう威いを振るうことを考えると、航こう空くう艦隊の敗北は痛い。貿ぼう易えきに対する投資の滞とどこおりや貸し剝はがしが生じれば、国内産業の弱い三征西班牙は息の根を止められるからだ。

　……これを取り戻すには──。

　両肩の小型聖せい堂どうを開ける。制服にマウントしたラップトップ型の携帯聖堂は、左右と正面に無数の表示枠カデナフイルマを展開するものだ。使用すれば、

「見せて下さい聖せい譜ふ様」

『起き動どう：受じゆ理り：ようこそ聖譜の世界へ!!：完了』

　と、与えられた客室を埋める量の表示枠が現れる。全て三征西班牙に関する何らかの資料だ。

　リアルタイムで書き換わっていくのは街の光のようだとフアナは思う。

　暗いところは嫌いで、いつも屋や台たい街がいで夕食をとろうと思うのはそのせいだろう。だから、国を示す表示枠の群に手を伸ばすのは、街に手で触れるような気がして、

「不ふ謹きん慎しんですね」

　この中から、必要なものを音声認にん識しきの検けん索さくで引き出して扱うのがフアナ流だ。この方が、表示枠を消したり現したりする必要がないために思し考こうの処理が早い。が、走狗マウスや普通の契約では処理し切れない表示枠量りようであり、蓄ちく積せきと管理の能力があってこそ使い切れるものだ。

　フアナはこれを、左右腰こしの小型聖堂も使用して行う。

　国全体の情報を並べ、各情報のリンクを光線で明めい示じ化かする。

　空中を走る流体光こうのリンク線、それが多く繫つながっているところが重要箇か所しよだ。

　だが気を付けなければいけないのは、リンク線が少なくても人々の閲えつ覧らんが多い情報だ。それは利用が限られている一方で、重要なもの、つまり病院や教きよう譜ふなど、福ふく祉し関係に多い。

　今は当然、戦せん事じ産業が盛んで、少し偏かたよりすぎている。各地の補修工場が多く回っている気がするのは、〝超祝福艦隊〟の補ほ修しゆうを目当てとしているのだろうか。

　……どちらにしろ、上う手まく国内産業をもり立てて行かねば。

　食料、衣料が壊かい滅めつ的だ。だが、ここで元の産業に戻ろうと言っても、元もと手でがなければ出来はしない。貿ぼう易えき派はからの突き上げも食らえば、生徒会や総そう長ちよう連合は空くう転てんだ。

　回復させるには、焦ってはいけない。漁業や造ぞう船せんを用いて国内の沿えん岸がん地域をまず復ふつ興こう。不足産業を他た都市に流通させるため、船による沿岸流りゆう通つうを効こう率りつ化かしていくべきだろう。各都市の足並を揃そろえることが必要だが、そのためには、

「王の意志が必要ですね」

　都市群を統とう括かつし、引っ張っていく王。聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、フェリペ二世は、アルマダ海かい戦せんの後も国こく政せいを行い、国の破は産さん宣せん告こくを用いながらも何とか衰すい退たいに歯止めを掛けようとした。

　が、それは敵わなかった。

　……私は──。

　そうはさせない。決めている。自分が救われた恩を、必ず返す。だから、

「試し算さんで言えば、マイナス化の歯止めが掛かるまで四十年ほど。

　アルマダの海戦がなければ十二年で済むとは思いますが……」

　この情報を見せたら、あの人は何て言うだろうか。

「〝すごいなあ〟と、他人ひと事ごとのように、──でも、褒ほめてくれるんでしょうか」

　数年すれば立ち去らねばならない。年ねん齢れいは経ていき、それは姿すがたに現れるのだから。噓うそが噓とバレるより先に立ち去るが、それまでに、

　……あの人に、安あん堵どの道を預けておかねば。

　そう思い、フアナは目を閉じた。このアルマダの海戦の結果によって、自分の恩返しの今後が明確になるのだと、そう考えて、

「──Ｔｅｓテスタメント．」

　頷うなずいた。そして立ち上がり、他の艦にいるあの人に連絡を取ろうと表示枠カデナフイルマを出した。が、

　……不ふ通つう？

　おかしなことが生じるものだ。表示枠の情報は、それこそ三征西班牙トレス・エスパニアなどから引っ張って来られているのに、何な故ぜ、隣りん接せつしている他た艦かんと通つう神しんが出来ないのか。

　否、おかしなことはまだあった。それは足あし裏うらから伝わる船の揺れで、

「え……？　どうしてです？」

　足や、身体からだに感じる慣かん性せいの動きは、

「どうして旋せん回かいから、……西班牙エスパニア側に戻るような方向転換と前進を？」
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　空を行く巨大な影は、水みず飛沫しぶきを空に上げていた。

　八艦かんからなる全ぜん貌ぼうを艦かん上じようから一見することは難しい。それを可能とする場所があるとすれば、武蔵むさし野のの後部。巨大なアーチ状の上じよう面めん内側にある統とう合ごう艦かん橋きよう部ぶだ。

　三十メートル四し方ほうのフロアは薄暗いが、幾いくつもの石せき板ばん式描びよう写しや器きが外部の情報を内側へと届けてくれる。内部は自じ動どう人形ばかりで、人の殆ほとんどいない場所だ。

　自動人形達は共通記き憶おくを介かいして情報の遣やり取りを行い、人工頭ず脳のうで高速の情報処しよ理りを行う。

　だからここには机や作業台も無い。灯りもついていない。あるのは床や天てん井じように埋め込まれた表示枠サインフレーム型掲けい示じ板ばんシステムと、

「御お客様用ようの椅い子すですが、大だい丈じよう夫ぶでしょうか、アデーレ様。──以上」

　人としては、アデーレだけがここにいた。
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　アデーレは椅子に座ったまま、傍かたわらの影を見る。そこにいるのは、

「Ｊｕｄジヤツジ．、──自動人形の方達は、ずっと立ったままなんですねー、〝武蔵野〟さん」

　Ｊｕｄ．、と応じるのは、セミロングの侍じ女じよ人形だ。やや眠そうにも見える目の開け方は、

　……話によると、全ぜん艦かんの管理に頭の中をかなり回しているそうで。

　なるべく邪じや魔まをしないようにしよう、とアデーレは表示枠を出す。が、〝武蔵野〟がわずかにふらつきながら、

「灯り、つけましょうか？　外からは見えませんので御安心ですが。──以上」

「あ、お構いなく。というか、〝武蔵野〟さん、どこか落ち着かれた方がいいんでは？」

　アデーレは、刻々と変わる巨大な術式受像器レーダーの画が像ぞう上にいる。前方に〝超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダ〟を示す赤の光点が無数にあるが、

「射しや撃げき範はん囲いに到達するまであと十五分ほど。それまで無理して動かず、艦の制せい御ぎよの最さい適てき化か……、でしたっけ？　そういうのしていた方がいいんじゃないかと」

「Ｊｕｄ．、確かにそれが武蔵全体の安全確かく保ほになると判はん断だん出来ます。失礼します。──以上」

　と、〝武蔵野〟が膝ひざから床に崩れた。尻を着くように座り込み、目を軽く閉じた彼女の横でアデーレは一ひと息いきを吐つく。自動人形が自分を安あん静せい化かするなど、やはり、相当な負ふ担たんが掛かっているのだろうな、と、そんなことを思い、前を見る。

　すると正面の宙に、小さな武蔵全ぜん艦かんがあった。流体光こうで作られた武蔵の模も造ぞうだ。色や表示枠で艦の状況や航こう行こう姿し勢せいなどを反映するものだ。

　現在、武蔵は重じゆう力りよく航行による加速を行った後、惰だ性せい航行から通常航行に移行している。

　が、高速になると通常航行で発生する装そう甲こう表面の海は吹き飛び、浮力が得にくい。だから今の武蔵は、喫きつ水すい線せん設定をいつもより上げ、連続で海を張り替えている。

　この状態は通常航行としては燃ねん費ぴが悪いものだ。しかし、重力航行を用いれば十分ほどで燃料が尽きてしまう。今いま行っているような間かん欠けつ加速方式ならば、高速船と同様の速度で二時間は戦せん闘とう機き動どうが取れると計測されていた。

　燃ねん費ぴが悪いのは確かだが、敵てき側が高速船を出してきた場合、通常航こう行こうでは相手にならない。

　……ならば、という判断ですね。

　と、アデーレの周囲にあった表示枠サインフレームに言葉が生まれた。

・あさま：『〝足りない本部〟。こちら弓きゆう術じゆつ射しや撃げき団だん、総そう隊たい配置につきました。現在、相互の照しよう準じゆん位置や命令系けい統とう、指し示じパターンの確かく認にんなど行ってます』

・金マル：『機き動どう航こう空くう団だんも同様ー』

・蜻蛉切：『艦かん上じよう戦せん士し団だんも同様に御ご座ざる。──アデーレ殿どの、当座の指し揮き官として全員の士し気き向上のため、再度、戦場の流れの確認を御お願ねがいしたいで御座る』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と口で応こたえて、あ、しまったと更さらに口で言う。動かすのは口ではなくて手だ。

・貧従士：『──では、アルマダの海かい戦せんの流れについておさらいしましょうか』





●






　アデーレは、正面の空にある艦かん影えい群を見み据すえながら、タイプした。

『──アルマダ海戦の流れですが、基本は〝超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダ〟の英国侵しん攻こうを英国艦隊が迎げい撃げきするものの、〝超祝福艦隊〟は撤てつ退たいしつつも英国の周しゆう回かい軌き道どうに入ってしまうというものです』

・ノリキ：『撤退なのに英国を周回するのか？』

・貧従士：『Ｊｕｄ．、〝超祝福艦隊〟は英国艦隊に追われて英国を逆ぎやく時計回りします。その間に起きることと言えば──』

　アデーレは、既すでに皆に回っている戦せん況きよう概がい要ようを、確認のために再さい提てい示じする。


『〝足りない本部〟製作・アルマダ海戦のしおり・プログラム

１：「英国南西部プリマス沖おきで交こう戦せん開始」

　この時、英国艦隊は西班牙エスパニア艦隊の右後ろから左後ろに回り込み、三征西班牙トレス・エスパニア副ふく司し令れいの艦サンタ・アナが戦せん闘とう不能に。また、三征西班牙の会計艦サン・サルバドルが火か災さい事故で離り脱だつ。

２：「英国南部ポートランド沖で二回戦」

　三征西班牙艦隊は防ぼう御ぎよ陣じん形けいをとり、英国艦隊は追つい撃げきと各個撃げき破はを行う。

３：「補給タイム」

　でも容よう赦しやなく妨ぼう害がいする。

４：「英国南東沖で三回戦」

　極きよく東とう本ほん土ど、カレー沖で英国艦隊、八隻せきの火か船せんを突っ込ませて三征西班牙艦隊大おお騒さわぎ。

５：「カレー近くのグラベリン沖で四回戦」

　ここから三征西班牙が英国北側を回って撤退開始。英国艦隊は追つい撃げきを開始。

６：「英国南西沖にて追撃終了」

　英国を一周して、三征西班牙艦隊をほぼ壊かい滅めつ。アルマダの海戦は終了』



・貧従士：『こういうところですかねー。実際は数日掛かけているんですけど、英国のサイズや艦かんの速度から言って数すう時間の勝負です。日数のあたりは終了後に時間を稼かせいで解かい釈しやくすると思います。だからこちらは再現を正しく行っていくことが大事ですね』

　と、アデーレは鍵けん盤ばんから手を離す。
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　アデーレは思う。プログラムとして進行を見れば、アルマダの海かい戦せんは英国南側の連れん戦せんでほぼ決着だ、と。

　しかし、歴史再さい現げんにおいては結果の意味が変わる場合がある。たとえば、

・貧従士：『英国側が勝っても、武蔵むさしがボロボロになったら終わりですよね、私達』

・あさま：『でも、三征西班牙トレス・エスパニア側だって、損しないように早く撤てつ退たいしますよね、きっと』

　それが一番ですよね、とアデーレは頷うなずいた。そして、このことは英国側でも見解が一致している。今後の三征西班牙の衰すい退たいを少しでも防ぐために、〝超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダ〟は数度の交こう戦せんの後に撤退を進めるだろう、と。

・貧従士：『何しろ、英国艦隊じゃない武蔵と戦せん闘とうしても、向こう、損ですからね』

・○べ屋：『砲ほう弾だん撃うったり被害を受けるだけ、お金の無む駄だ遣づかい、ってとこかな』

　このことにより、英国側の予測では、

・貧従士：『こっちとソッコですれ違ったら、サンタ・アナとサン・サルバドルを放って逃げて、その間にプログラム４のカレー沖おきまで防ぼう御ぎよ陣じん形けい取って逃げるんじゃないでしょうか。

　向こう、正体見せないステルス艦サン・マルティンがあるのでこっちも迂う闊かつに近づけないですし。そのこと利用して火か船せんで沈む船を放置したら、すぐに周しゆう回かい撤退を行うんじゃないかと』

・礼賛者：『小しよう生せい思いますに、これってつまり、こちらと向こう、口くち裏うら合わせてなあなあでやっていくのが一番の得とく策さくでは？』

　だが、それでは英国と聖せい連れんが黙だまっていない。英国としてはここで三征西班牙の衰退を確実とせねば、三征西班牙に逆ぎやく襲しゆうされかねないからだ。

・貧従士『武蔵は英国に傭よう兵へいとして雇やとわれているので、それだけの成果を見せないと駄だ目めです。

　そしてまた、聖連も、英国と三征西班牙の歴史再現を監かん視ししてます。両国が国力温おん存ぞんのために馴なれ合いを見せれば、それなりの応おう酬しゆうを聖連が行ってきますよ』

　面めん倒どうなことだと、そう思うが、

・貧従士：『ゆえにまあ、砲のほとんどは左右一番艦の前部集中ですね。後半の英国周回しての追つい撃げきで、最も相手の数を減らすことになりそうなので。

　それまではステルス航こう行こうに入って距離をとっておくというのも有りです。ただ、ステルス航行だとかなりの低てい速そく航行になりますけど」

・あさま：『今みたいな速度だと無理なんですか？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、とアデーレは鍵けん盤ばんから告げる。

・貧従士：『ステルス障しよう壁へきが内部干かん渉しようし合って壊こわれるので。二次ステルスなんてとてもとても。一次ステルスでも、今の速度出したら重力航こう行こう時じの二倍近い燃料消しよう費ひになりますね』

・金マル：『武蔵むさし、大きいもんねー……」

・貧従士：『Ｊｕｄジヤツジ．、三征西班牙トレス・エスパニア側のステルス艦かんは結けつ構こう移い動どう速度あるみたいですけど、やっぱり高速移動の継けい続ぞくはキツイでしょうから、メリハリつけて動いてるんだと思います

　出来ればステルス艦同どう士しのドンパチは避けたいですね。こっちは大きいんで適当に撃うたれても当たっちゃいますし』

　そうはならない、というのが大おお方かたの予測だ。本気で沈め合うよりも、後のことを考えた方が良い筈はずだ、と。だから開始早々から追つい撃げき戦に移行するならば、構こう図ずとしてはこちらは正面から、向こうは後方からの撃ち合いになる。

　その構図はこちらにとって有り難がたいことだ。

　……何しろ、武蔵は戦せん艦かんじゃないですからね。

　武蔵の重力障しよう壁へきシステムは都市装そう備びとして考えた場合、優秀な方だ。

　これは武蔵が海かい賊ぞく行為などに遭あわぬよう、貿ぼう易えきの共通利り益えきを守るために聖せい連れんが許可したもので、三み河かわ戦の際もよく守り抜いてくれた。

　だが、長時間の爆ばく撃げきや、砲ほう撃げきとなるとどうなるか。試し算さんはあるが、それは実際ではない。

　なるべくならば、その状態に持ち込まないようにするのが得とく策さくだろう。

　だから、乱らん戦せんではなく、追撃戦の構図が生じるであろうアルマダ海かい戦せんは有り難い。

　そして、ブリッジ前側に立つ自じ動どう人形が、両の手を前に掲かかげた。掌てのひらの下に流体光こうで作られた鳥とり居い型のレバーが現れる。彼女はそれを摑つかみ、ゆっくりと前に倒し、

『再さい加速、──前方、〝超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダ〟の下を通過した後、背後に回ります。──以上』

「Ｊｕｄ．、少しオーバーめに動いて下さい」

　両陣じん営えいが恐れるのは乱戦による自じ陣じん側の損害だ。歴史再さい現げんの流れを保ち、英国南部での戦せん闘とうを再現し終えるまでは損害無なく行き、撤てつ退たいの追撃戦からが勝負だとアデーレは思う。

　これについては向こうも恐らく同じ考えだろう。ならば、ここで武蔵側から、

「態度として、どのようにするかを示します。大きく動いて、向こうに、今後の流れを示すつもりで行って下さい」

　Ｊｕｄ．、と操そう艦かん担当の自動人形が、艦を進める。

　眼がん下かでは、術式受像器レーダー上にある〝超祝福艦隊〟の赤い光こう点てん群ぐんが近づいてくる。総そう合計百三十隻、一部はK. P. A. Italiaからも借り受けた艦があるという大だい艦隊だ。

　その下をくぐりに行く。旋せん回かい上昇で後ろに回る。そうすれば始まりだ。

　アデーレは息を吸い、赤の点てん群ぐんに武蔵の航こう路ろ先せん端たんが重なったのを見て、

「──総員、状況を開始して下さい！」
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　アデーレの叫びに、皆が動き出した。

　艦かんは上昇を掛けながら大きく左に、すれ違った三征西班牙トレス・エスパニアの右後ろに回り込もうとする。

　全てが右へと持って行かれそうな慣かん性せいと軋きしみの内側で、しかし皆は確かに己おのれの為なすべきことを忘れなかった。

　物ぶつ資しの固定確かく保ほ役やくはその固定フックや縄なわ類るいを押さえ、砲ほう撃げき主しゆは照しよう準じゆんを正面に向け、そして艦かん上じよう戦せん士し団だんは身を低く伏せて命令を待った。

　空に見えるのは、雲のような莫ばく大だい量の艦かん群ぐんだ。

　だが、それぞれの為なすべき行動の中で、ふと弾はじかれたように顔を上げる者が二人いた。

　一人は、アデーレの横で眠ったように丸まっていた〝武蔵むさし野の〟だった。

　もう一人は、艦かん橋きよう横よこの控え室に外がい交こう官かんとして身を置いていた鈴すずだった。彼女は世せ話わ役やく兼けん重力障しよう壁へき管理者の〝武蔵〟の横で、はっと面おもてを上げ、

「あ、……れ？」

　疑問に続く一拍の間の後で、しかし壁を隔へだてた二人は同時に頭を振り、違う言葉を叫んだ。

〝武蔵野〟は、

「要よう敵てき影えい再さい確かく認にん──!!　──以上」

　そして鈴は、

「そっちじゃない……!!」
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　次の瞬しゆん間かん。武蔵艦かん上じようの皆は空が割れるのを見た。

　上空。近づいていく先にある超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダの影が、いきなり東西二つに割れたのだ。

　割れた形状は大と小。三征西班牙側である西の欠片かけらが大きく、英国側の東のものが小さい。

　その割れ方の早さに、皆は疑問を得る。何な故ぜ、艦隊をそう早く分ぶん割かつ出来るのだ、と。

　船には前と後ろがあり、後退側は低速になる。それなのに、三征西班牙側に下がり割れていく大だい規模艦かん群ぐんの方は、英国に行く小しよう規模艦隊より早く移動している。

　何故、という疑問は、上昇する武蔵からはすぐに確認出来た。

　空に昇り始めた二つの満月の光に照らされ、答えが見えたのだ。それは、

「……三征西班牙側に行く〝超祝福艦隊〟の大たい半はんが、そちらに舳へ先さきを向けてる!?」

　恐らくは艦隊が空くう域いきに展開する際、既すでに旋せん回かいしていたのだろう。そうやって、三征西班牙側に戻る艦を後ろ向きに止め、英国に行く艦だけを前に向けていたのだ。

　術式受像器レーダーには艦の向きは映らない。それを利用したトリックだ。だが、

「艦隊を二つに分けたのは何のためだ!?」

　挟きよう撃げきという言葉が浮かんだが、それは両者の完全な乱らん戦せんを意味する。お互いにとって最も損な回答だろう。更さらには、

『撤てつ退たい艦かん群ぐん、速度を落としません！　戦せん闘とう空くう域いきから離り脱だつします！　──以上！』

　去る者は大きく、しかし英国側に行くのは数艦という規模で、しかし割れた〝超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダ〟がお互いの行く先へ加速した。

　既すでに武蔵むさしは、英国側に行く小しよう艦隊の後部を追う軌き道どうになっている。

　だが、武蔵側の皆には疑問があった。

　何な故ぜ、このようなことをする意味があるのかと。
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　フアナは通路を走っていた。通つう神しんが閉じられている以上、目で確かめるしかない。

　今、艦は前進している。が、それはおそらく三征西班牙トレス・エスパニア方面だ。

　撤退と見える進行。その真しん意いを確かめるにはどこへ行くべきかと言えば、

　……後部甲かん板ぱん！

　防ぼう護ご術じゆつ式しきを展開し、フアナは前に見えたハッチを開けた。外から入る大気は甲かん板ぱん上の緩かん衝しよう術式で緩かん和わされているが、それでも分ぶ厚あつい布ふ団とんのような感かん触しよくを寄せてくる。その圧を肩から突き抜けると、そこには夜の空と、

「お下がりを!!」

　不意に左右から、白の槍やりを胸むね前まえに交差された。視線を送れば、艦かん上じよう戦せん士し団だんが左右にいる。

「副ふく会長のフアナです！　三征西班牙に戻るなど、一体、何の指さし図ずを──」

　言葉が途と中ちゆうで止まった。前方に、英国側へと向かう艦が見えたからだ。

　高速で遠ざかっていく数艦を率ひきいる艦は、元サン・ロレンソだ。それに乗っているのは、

「あの人の乗艦ではありませんか!!　なぜ、それと数艦だけが英国側に!?」

　反射的に前に出ようとしたこちらに、槍が改めて重ねられてくる。それは数を増やしたが、フアナはその向こうに遠ざかる艦かん影えいを見た。

　遠ざかり、いなくなる。そんな感覚を得た彼女は、思わず眉まゆを歪ゆがめながら、

「──!!」

　焦りを含んだ数歩で前に出た直後。正面からぶつかるように、通神帯ネツト経由で声が響ひびいた。

『ええと、聞こえるかな？』

　それは、あの人の声だった。
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　武蔵艦かん橋きよう内ない。前部側天てん井じようにあるメインの大型描びよう写しや式しき表示枠サインフレームに、一人の男が映っていた。

　それは夜の空を背後に、風に髪かみとよれよれの制服を翻ひるがえした中年だった。彼は眼鏡めがねを持ち上げ直すと、どうしたものか迷ったような間を持った上で、

『ど、どうも、三征西班牙トレス・エスパニア総そう長ちよう兼けん生徒会長、フェリペ・セグンドだよ。

　現在、ええと、アルマダの海かい戦せんの歴史再さい現げんとして、英国南部沖おきに向かっているところだ』

　声は通じているのか、応おう答とう出来るのか、解わからないままにアデーレが問い掛ける。

「……どういうことなんですか!?〝超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダ〟を下げるなんて！」

　その言葉は、しかし通ったらしい。セグンドが小さく頷うなずいた。

『いや、……下げていないよ』

　ええと、と彼は緊きん張ちようの汗を袖そでで拭ぬぐい、

『僕の、この旧きゆう式しき艦と、これから集まる艦隊が、本当の〝超祝福艦隊〟なんだから』

　見てごらん、という彼の言葉とともに、眼がん下かの床に色が生まれた。

　先行するセグンドを追う武蔵むさしの前方や周囲に、新しい赤点が灯ともったのだ。

　光は小さい。その大きさを自じ動どう人形の一人が言う。

「……大型の漁ぎよ船せん程度と判断出来ます。恐らく、駆く動どう器を切って波なみ間まに隠かくれていたのではないかと判断出来ますが、砲ほうを載せたとしても小型砲くらいではないでしょうか。──以上」

　だが、その数は初め少なく、しかし、やがて多くなっていった。

　増える。しかも増ぞう殖しよくは止まることなく、波打つように一気に増え、

「え……？」

　アデーレの目には、面と言っていいくらいの赤の数が床を埋めていく。

「これは──」
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「漁船!?　──いや、各地の港を守るような小型の護ご衛えい船だぞ!?」

　上昇と推すい進しんを掛ける武蔵艦かん上じようから、銃じゆう遣つかいの者がその視力で敵を確かく認にんする。武蔵を下から追い、持ち上げるかのような動きで上がって来る無数の艦は、

「旧きゆう式しき艦の改かい修しゆうしたヤツだ！　随ずい分ぶん古い。確かあっちの自動ガレータイプなんかは、……そう、俺の親父おやじが昔むかし三征西班牙にいた時に使ってたってやつだ……！」

　それは何か。彼らは呆ぼう然ぜんと、不ふ思し議ぎなものを見るような、しかし息を吞んだ声で、

「二十五年前だよ、確か」

　そう。

「……レパントで使用された船だぞ、あいつらは！」
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「うん、そう、その通り」

　先行する艦上で、上がってくる無数の小艦達たちを見ながら、セグンドは呟つぶやいた。

　ようやく、自分達がやっていることの意味が通じてきたかと、セグンドは安あん堵どの息をつく。相変わらず、大おお勢ぜいの人を前にするのは苦にが手てだな、と。

　今、周囲には、表示枠カデナフイルマが幾いくつも幾つも現れてくる。光の文字が告げるのは、文字通り参上してくる船群の主あるじ達が放つもので。

『きたぞ』『きたぞ大たい将しよう』『約束通り、救いに来たぞ。──我らが〝隊長〟』

「Ｔｅｓテスタメント．、よく来てくれた皆。合い言葉は解わかり切ったことだ。〝俺達は金があれば使ってしまう。ただ情熱に任せて祭をやって、嫌いやなことは忘れてしまう〟、だ。

　──その通り。ここを僕達の最後の火祭フアリヤの場にしよう」

　どうだろう、とセグンドは、眼がん下かの空から上がって来る武蔵むさしの姿すがたを見る。それが持ち上げてこぼす風は霧きり雲ぐもを生み、まるで一個の都市が海から姿すがたを現すようだ。

　……懐なつかしいな。

　かつての厳いつく島しま合がつ戦せんに、自分は参さん戦せんしていなかった。が、遠くに見る厳島の影は、これと似たように見えていた。巨大で、風を弄もてあそび、しかし、

　……敗北したよ。だから──。

「ええと、これより、アルマダの海かい戦せんを始めよう。英国艦かん隊たい・武蔵対たい〝超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダ〟、もしくは武蔵対レパントと厳島の残ざん党とうでもいい」

　そして、

「これを聞いている皆、そして各国、よく憶おぼえていてくれ」
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　エリザベスは、処しよ刑けいを確かく認にんするために用意された倫敦ロンドン塔とう中庭の待たい機き所で、セグンドの通つう神しんを見ていた。彼女の無む表情な視線が行く先、表示枠サインフレームの中ではセグンドが髪かみを搔かき上げ、

『〝超祝福艦隊〟はこれより、全力で武蔵の撃げき沈ちんに掛かる。

　だが、約束通り、歴史再さい現げんは行うよ。だから──』

　だから、

『僕の〝超祝福艦隊〟は、歴史再現通り、壊かい滅めつさせる。だけど憶おぼえておいて欲しい。

〝超祝福艦隊〟が壊滅しても、三征西班牙トレス・エスパニアにはサン・マルティンを含む戦力が無む傷きずで残る』

「つまり……」

　妖よう精せい女王は、浅く眉まゆを立てて鋭く言葉を放った。

「私達が武蔵を使ったのと同じ方法を、……先に構こう築ちくしていたのか！〝超祝福艦隊〟の代だい理りとなる、レパントの敗はい残ざん達の艦隊を!!」
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『そう。三征西班牙は〝超祝福艦隊〟を失って衰すい退たいする。だけど、その衰退は解かい釈しやく上のものになる。何しろ僕がこの戦場に持ち込んだ〝超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダ〟は、各地の港で扱いに困っていた遺い物ぶつばかりだ。形だけの勝利の証あかし、でも、──噓うそだよね、あれを勝利というのは。

　だって……』

　だって、

『僕は、妻も子供も守れなかった。

　だから前総そう長ちよう、カルロス一世総長が、会ったこともない僕を次の総長に任命した時、僕は、こう思ったんだ。ああ、僕に死に場所を用意してくれたんだな、って。

　最後に、何か大きなものを守って返せと、そう言ってくれてるんだな、って』

　誰だれもが、通つう神しんの向こうで小さく笑う彼を見た。そして彼は、やはり小さく肩をすくめ、

『ほ、ほら、……情なさけ無いことに、震えてるだろ？

　やっぱり、かなり怖いんだよ。自分の決断や、やろうとしていることなんかも、全部。

　僕は英雄でも何でもなくて、王様でもなくて、何にも出来ない、ただ生き残ってしまっただけの臆おく病びよう者ものでさ。そこらへんのオッサンだけど、でも』

　でも、

『三征西班牙トレス・エスパニアを救おうとしてもいいじゃないか』

　彼は、無理に笑う。その上で、ほら、と武蔵むさしを追いながら左右に分かれていくレパントの光を示し、

『これらの艦かん船せんが無くなれば、港には不要な船の維い持じ費がいらなくなり、スペースが出来、漁船や輸ゆ送そう船が建けん造ぞう出来て、もっと新しい三征西班牙が作れるよ。

　そう、──フアナ君もいる。もし僕の後に総長が必要だったら、彼女にしてくれ。

　フアナ君なら、間違いなく、三征西班牙を盛り立てていけるから』

　そうすれば、

『僕は何も守れなかったけど、──僕は、何かを作れたんじゃないかと、そう思えるから』
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「総長……!!」

　夜の向こう、眼がん下かから上がる巨大な影と、それを追う漁いさり火びの向こうにフアナは叫んだ。

「私は！　私の意志はどうなるんですか!!」

　置いて行かれる。

　まだ、あの人が死ぬと決まったわけではない。だけど、彼の望みはどこにある。

　……〝超祝福艦隊〟の壊かい滅めつを解かい釈しやくで済ませ、王がいなくなれば──。

　衰すい退たいの時代は過ぎたのだと、そう言うことが出来る。

　そのために、あの人は消えていこうとしている。

　次の時代の総長の座をこちらに与えて、去っていこうとしている。

　もう手は届かない。隣となりにいくことも出来ない。だけど声が届くならば、

「総そう長ちよう……！」

　いや、そうではない。あの人を振り向かせたいならば、

「おじさん……!!」

　フアナは叫んだ。救われたばかりの頃、帰りの船の中で、あの人の姿すがたが見えなくなるたびに言っていた言葉。それは、当時と同じで涙をこぼしながらの、

「置いて行ったら嫌いや……!!」
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　セグンドは、聞こえた台詞せりふを一いつ瞬しゆん理解出来なかった。

　……今のは……。

　懐なつかしい言葉。何も救えなかった、守れなかった自分を、しかし頼ってくれた言葉だ。

　それゆえに、安心させるため、別れた後も手紙の約束をした。

　しかし今、その台詞を、通つう神しんの先からこちらに届けてくる女性がいる。

『おじさん……』

　髪かみを乱し、眼鏡めがねもずれ、人に押さえられても振りほどこうとして、

『御ご免めんなさい……！』

　荒れた息を吸い、彼女が言う。

『噓うそついていて御免なさい!!　だから、だから、──置いて行かないで!!』

「フアナ君……」

『違います！』

　その否定は、どういう意味の否定なのか。不ふ理解から理解へと、セグンドの思し考こうが渡ろうとするのを、後あと押おしするように、

『私が、──私が、あの時の子供です！　あの時、何も解わかっていなくて、子供で、だから噓をついて──』

　待て、と言うより早く、彼女が言葉を放った。

『半はん寿じゆ族ぞくなのを、長ちよう寿じゆ族だと偽いつわって……』

　息を吸い、

『噓のまま、おじさんの傍そばにいたんです……！』
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「私じゃ駄だ目めなんです……！」

　泣き顔で、フアナは喉のどから声を出した。

「私こそが、いずれ、去っていくべきなのに……！

　噓うそをついたから、だから、それがばれない内に、消えていくつもりだったのに……！」

　どうして、

「おじさん……！」

　それは今も昔も、ずっと本心の中にあった、

「いなくなったら嫌いや……！」
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　セグンドは、硬い息を、数度ついた。

　今、自分が対面している状況が、よく解わかっていない。膝ひざも、かなり前からずっと震えている。

　だけど、一つ、確実なことがある。それは、

　……守らないと。

　泣きじゃくり、押さえる皆を暴あばれて振りほどこうとする彼女を見て、

　……この人は、僕が守らないと。

　思い、だからセグンドは、小さく頷うなずいて口を開いた。

「フ、フアナ君……」

　落ち着け。柄がらにもないことをするが、落ち着くんだ。

　落ち着いて、はっきりと、こう言うんだ。

「僕に、……あの子が書いた手紙を、どこかで読んでしまったんだよね？

　だから、その……」

　言うべきだ。

「僕を引き留めるために、その、何ていうのかなあ……」
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　フアナは見て、聞いた。表示枠カデナフイルマの中のセグンドが、顔を手で覆おおい、震える声で、

『あの子の振りを、しなくて、いいよ……』

　は、と息をついた彼は、身から力を抜く。顔を覆っていた手を下げ、見せる表情は、ただただ笑えみの顔で、

『帰き還かん隊司し令れい官かん』

　Ｔｅｓテスタメント．、と声を作ったのは新しい表示枠。薄暗い空を背景とした房栄フサエだ。

　彼女に対して、セグンドは述べる。

『僕に手紙をくれる少女は、半はん寿じゆ族ぞくだったらしいんだ。それで、あの、フアナ君は、僕みたいなのを引き留めるために、その子の振りをしたから。……今のは無しにしてね？』

『Ｔｅｓ．、フーさんは長ちよう寿じゆ族ですよ。私が保ほ証しようしますよ、って』

　有り難がとう、と彼が言った。

　そして生まれた空白の間に、フアナは身動きを止めていた。

　待って、とも、やめて、とも言えない無言を経て、彼が言う。

『フアナ君』

　聞きたくもあり、聞きたくもない言葉。それは、笑えみと共に、

『──立りつ派ぱになったなあ』

　告げる一言をもって、表示枠カデナフイルマが消えた。

　フアナは、何か言おうとして、何か叫ぼうとして、何か抗こう議ぎしようとして、

「────」

　力無く、押さえの腕を滑すべり落ち、床に尻を付けた。

　聞こえる声がある。それはしかし、自分の喉のどから出ているらしい、俯うつむきの、

「あぁ……」

　身を前に倒し、フアナは喉を震わせた。

「あああああぁ……!!」
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　同時。遂ついに空へと、武蔵むさしの姿すがたが現れた。

　先行する少数艦かん隊たいである〝超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダ〟の本隊を追わざるを得ない武蔵に対し、撤てつ退たいする大だい規模艦隊は、一つの行為を行った。それは房栄フサエの指し示じによる、

『〝超祝福艦隊〟の勝利を願い、礼れい砲ほう構え……!!』

　武蔵の艦かん尾びに対し、向ける砲ほう門もんは三百を下らない。その狙ねらいを一いつ斉せいに付け、

『射しや撃げき──!!』
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　アデーレは、現状が危険であることを悟さとった。

　今、三征西班牙トレス・エスパニアの先せん行こう艦隊は英国南なん岸がんに高速で向かっている。だからこちらもそれを追っていく必要がある。しかし、後方から届く砲ほう撃げきがあり、

　……左右から敵の小しよう艦かん群ぐんが！

　マズい。左右舷げんでは砲門の密度も薄く、更さらには下から左右に来る敵てき艦群は小型艦ばかりだ。高速の機き動どうをされたら大型艦用の砲では狙いをつけることすら出来ないだろう。

　向こうは小型砲だからこちらに近づく必要があるが、そうなったら完全な乱らん戦せんだ。

　武蔵が最も忌き避ひするべき乱戦状況を、相手は自ら望んできた。

　理由は明確だ。お互いが損そん傷しようを避けるべきという当初のセオリーに対し、向こうは〝壊かい滅めつしても構わない〟と来たのだ。

　必死ではない。決死だ。無む駄だな散り方はすまいと、己おのれで散り場所を決めた戦い方だ。

　今からステルス航こう行こうに移行しても敵は至し近きん。二次ステルスには速度がありすぎるし準備も足りず、かといって一次ステルスでは位置が捕ほ捉そくされている。

　……どうすれば──。

　考える間も与えぬ速度と厚みで、敵が来た。

　数は膨ぼう大だい。その上で、背後から来るものを自じ動どう人形が叫んだ。

「撤てつ退たい艦かん隊たいからの流体砲ほう、実じつ弾だん加か護ご砲、──十五秒後に着ちやく弾だんします。──以上！」
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　直後。〝武蔵むさし〟の判断で後方に重力障しよう壁へきを連続展てん開かいさせた武蔵に、数百の砲ほう弾だんが炸さく裂れつした。

　そして衝しよう撃げきと爆ばく発はつに揺れて照らされる武蔵に、左右下した側がわから漁いさり火びが襲おそいかかる。

　高速で襲いかかっていく。





●






　夜の空に警けい報ほうが生まれていた。武蔵からは、術じゆつ式しき投とう光こう器きによる光が、圧倒的な数で押し寄せるレパントの漁り火を探るように映していく。

　それを見る皆を、セグンドの声がこう迎える。

『さあ、行こうか皆』

　かつて大たい将しようとも、隊長とも呼んだ男の声を聞き、レパントの生き残り達は上昇を掛けた。

　上空に存在する巨大な影は八つ。どれも一いち都市級きゆうの大きさだ。

　しかし皆は、期待を込めて敵を見た。

「ようやくだ」

　誰だれかが言う。

「ようやく、かつて出来なかったことを、やれるんだ」

　それは、

「何かを守るってことを」

「何かを救うってことを」

　そうだな、と応じる向こうから、新しい漁り火の持ち手がやってくる。おうい、と通つう神しんではなく、もはや風を超えた言葉で寄よ越こしてくるのは、

「そっち、レパントの連れん中ちゆうか。俺達ゃ厳いつく島しまの生き残りだ」

「──久しぶりだな。当時は、顔を合わせることも出来なかったが」

　そうだな。そうだ。そうだった。と、漁り火達が集まっていく。

「あの時、何とか生き延びた体ていたらくだったのに、今になって思うんだ。

　あれからすぐに、お前らの方に駆かけつければ、誰かを救えたんじゃないかって」

「今からだって救えるさ」

　子供いるヤツ、と誰だれかが問えば、多くが手を挙げた。孫まごもいるヤツ、とも問い掛けて、

「結けつ構こういるなあ。でも、いないヤツも含め、──俺達が、これからを救う」

「解かい釈しやくで与えて貰もらった勝ちじゃあない。手て応ごたえのある、絶対の確信あることをしよう」

「行こう。祭に行こう。戦せん火かの火祭フアリヤに」

「だから〝隊長〟。命令をくれ」

　皆が告げた。

「二十五年間の燻くすぶりを燃え上がらせる、火祭の漁りよう場ばをくれ」

『Ｔｅｓテスタメント．、だったら、皆。全ては僕と同じだ。──武蔵むさしを撃げき沈ちんする』

　そして、

『英国に見せつけてやろう。日が沈まぬ帝国は、永えい劫ごうに健在だと』
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　午後六時七分。

　三征西班牙トレス・エスパニアの〝超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダ〟と武蔵が、英国南側に航こう行こうしながら交こう戦せんを開始した。

　それと同時に、英国では、第二階かい層そうの倫敦ロンドンに到達した武蔵の代表達が、南西の空で生まれた光と音の連続に振り返っていた。走る皆の中、銀の髪かみのたな引きが、

「……武蔵の方、左右からの伏ふく兵へいですの!?」

「レパントや厳いつく島しまの生き残りと言っておったな。……極きよく東とう以外の国では、陸りく港みなとを陸地に作る手間を省くため、航こう空くう艦かんに洋上での航こう海かい機能も与えている。拙せつ僧そう思うに、恐らくは今日の夕刻前から出て、洋上にて駆く動どう器を切り、偽ぎ装そうしておったのだろう」

「一体いつからよ、こんな馬鹿げた男の勘かん違ちがいをやろうとしてたのは」

「二十五年前からじゃないかな。僕には出来ないけど、理解の余よ地ちはある」

　轟ごう音おんが響ひびく。そして空にて、幾いくつもの色が連続し始めた。

　砲ほう撃げきが始まったのだ。

　膨ぼう大だいとも言える旧きゆう式しき艦隊の砲撃と、武蔵の迎げい撃げきは、夜の遠えん雷らいのように空を照らす。

「マルゴット、戦せん闘とうしてるのかしら……」

　ナルゼの呟つぶやきに、ミトツダイラが小さく答えた。

「こちらもこちらで、そろそろですわよ」

　正面。通りの左右にあった家並が、密度を上げつつある。そして奥に、突き当たりの壁と、閉じられた門がある。門の前には槍やりと術じゆつ式しき防ぼう盾じゆんを構えた戦せん士し団だんがいるが、

「拙僧が出よう。そして皆、背後とした戦士団は、拙僧に任せておくといい。拙僧も、三み河かわでは旧派カトリツク相手であったため──」

「役に立てなかったで御ご座ざるか？」

「いや、旧派審しん問もん官かんには、異い端たん打だ撃げきポイントカードというのがあるのだが、これが前回は一ポイントしか溜たまっておらんのでなあ。前回分ぶんも含めて稼かせいでおかねば折せつ角かくの偶像グツズ割引が」

「け、結けつ構こう俗ぞくっぽいで御ご座ざるな審しん問もん官かん！」

　気にするな、とウルキアガが主しゆ翼よくを上げ、前に出た。彼は先頭の点てん蔵ぞうを追い抜き、

「点蔵、貴き様さま、退学届けを出した折、よもや所しよ持じ品ひんの始し末まつを行ってはおらんだろうな」

「姉ジャンルのエロゲは全部ウッキー殿どのの家に送ったで御座るよ？　品名〝エロゲ在中〟で」

「貴様あ──!!」

　いいから、とミトツダイラも前に出る。彼女は二本になった銀ぎん鎖さのオベリスクを肩かた後ろに接続しながら、ちらりと空を見上げた。

「満月。……いい夜ですわ。機き嫌げんがいいので少々お手伝いを致しましょう」

　身み構がまえを深くした正面の戦せん士し団だんに対し、ウルキアガが突っ込んでいく。その左右から銀鎖による巨大な打撃が振り下ろされ、

「行きなさい点蔵！　行って、──我が王と姫の意志を示しなさい!!」

　破は砕さいの音と結果を、一いつ直線に忍にん者じやは突っ走った。

　背後で生じる戦いと、南の空で起きている武蔵むさしの危機に敢あえて視線を逸そらし。

　門の向こう、夜の倫敦ロンドンへと点蔵は突入した。







[image: 第五十三章『距離空きの遭遇者』]
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　空で、巨大な艦かん群ぐんがのたうつように動いている。

　武蔵むさしの八艦が、その全艦の連れん携けいをくねらせながら、前進しているのだ。

　しかし三征西班牙トレス・エスパニアの先行艦かん隊たいを追う武蔵の動きは、左右を並行する無数の小しよう艦かん群ぐんにすがりつかれていた。小型砲ほうによる砲ほう撃げきは威い力りよくは低いものの、彼らは数と速度で武蔵の左右舷げんや上下を襲おそい、文字通りの足止めを食らわせていた。

　武蔵は、狙ねらいを定められないよう、八艦の連携を蛇へびのような弧この連続として動く。

　周囲にある光は、雨のようにも、火ひ柱ばしらのようにも見える砲ほう火かと、照明術じゆつ式しきの眩まぶしさばかり。

　音は、落下や飛ひ翔しようの風切りと衝しよう撃げきの響ひびきに、着ちやく弾だんの破は砕さいが作る鳴り音だ。

　武蔵の喫きつ水すい線せんからは、白の波は頭とうが幾いく度ども起きている。が、たなびくものはそれだけではない。上層部の街から、幾いくつもの煙が生じている。武蔵の外部装そう甲こうにも、表面の第一装甲を穿うがった穴が作られ、流体燃ねん料りようの光が煙となって宙に尾を作っている。

　致ち命めいの被害はないが、確実に被ひ弾だんが重ねられていくその姿すがたを、

「──準バハムート級と言っても、手を掛けることの出来ねえ化け物じゃねえってことか」

　英国東側の空から眺ながめる者は三つ。宙に浮かぶ巡じゆん視し船から戦せん況きようを記録する〝女王の盾符トランプ〟、ドレイク、ハワード、ジョンソンの三人だ。

　双そう眼がん鏡きようを手にしていたドレイクが、それをハワードに渡し、ジョンソンを見る。

「お前もいるか？　暗あん視し付きだぞ」

「NoNoNo、先ほど薬を注射うったのでね。夜よ目めが利く」

　と、ハワードが双眼鏡のピントを合わせながら、

「私、こういうの、全くよく解わからないんですけどね」

「食われたくなかったら感想言ってみろよ、俺に」

「Ｔｅｓテスタメント．、──武蔵、ヤバくないでしょうか？」

「全くよく解ってるじゃねえか」

　ドレイクが吐と息いきとともに言った。

「武蔵が沈んでねえのは、三征西班牙側の火力が弱いのと、武蔵の外がい殻かく構造が小型砲ほう程度にはブチ抜かれねえようになってるからだ。だが、既すでに煙も上がってるし、装甲だって無限の耐たい久きゆう性じゃねえ。被害の累るい積せきと疲ひ弊へいによって、おそらく上部から崩される」

　しかし見ろよ、とドレイクが、遠くに見える武蔵に右手を重ねた。そして左右の小艦群を左の手で交こう互ごに示し、

「あのセグンドって総そう長ちよう、小艦群に楕だ円えん型の陣じんを組ませてやがる」

「車輪のような陣ですね？」

　どちらかというと文ぶん系けいの二人に、ドレイクが頷うなずく。

　そして彼は武蔵むさしを示す右手に対し、左の手を回しながら接し、

「左右の艦かん隊たいを縦たて回転してローテーションさせてんだよ。外から内側に回り込むような流れでな。

　上側の弧こを回る艦は速度を落として武蔵の表面を前から後ろに砲ほう撃げきして下がる。

　下側の弧を作る艦は砲撃の準備をしながら速度を一気に上げて前に出る。

　両方を組み合わせれば、装そう弾だんの隙すきが無くなり、常に撃うつ状態だ。それによって自分達は一ひと息いきつく間もあるが、武蔵側はずっと防ぼう御ぎよに集中させられる。車くるま懸がかりの陣じんを空中用に縦組ぐみした、──車しや輪りん陣とでも言うべきかな。更さらに──」

　更に、

「左右舷げんに分かれることで、聖せい譜ふ記き述じゆつにおけるプリマス沖おきの海かい戦せんを再現してやがる」

　と、ドレイクが武蔵側から送られてきたプログラムを確認する。


１：「英国南西部プリマス沖おきで交こう戦せん開始」

　この時、英国艦隊は西班牙エスパニア艦隊の右後ろから左後ろに回り込み、三征西班牙トレス・エスパニア副ふく司し令れいの艦サンタ・アナが戦せん闘とう不能に。また、三征西班牙の会計艦サン・サルバドルが火か災さい事故で離り脱だつ。



「──解わかるか？　左右に車輪陣じん組んでるから、左後ろから右後ろに回り込みってのお膳ぜん立だては出来てんだ。車輪陣は回転するがゆえ、常に後ろを見せてるようなもんだしな。

　だが、常に〝後ろ〟が現れるため、後ろはあってもケツがねえ。

　武蔵側は、どこかで車輪陣に対して楔くさびのような一いち撃げきを作り、ケツを区切らないといけねえ」

「だけどMate、車輪陣の連続攻こう撃げきで、武蔵側は攻撃を行うことが出来ない、と？」

「Ｔｅｓテスタメント．、そういうことだ。そして小しよう艦かん群ぐんの量が多いから三征西班牙側は上下の弾だん幕まくも張れる。そうなると魔女テクノヘクセン達の航こう空くう隊たいも出せねえ。亀かめになるしかねえってわけだ」

　ただ、とドレイクが舌した打うちする。

「武蔵側も、何も考えてねえってわけじゃねえだろう。このままだとジリ貧ひんだ」

　ち、と再度舌した打うちしたドレイクに、ジョンソンが視線を向ける。

「悔くやしそうだね、Mate」

「当たり前だ！　倫敦ロンドンでは鶏とり肉にくや狼おおかみが乗り込んで来てるってのに、俺は歴史再さい現げんのためにこんなとこで何やってんだ？　更には監かん視しと記録で解かい釈しやく上の参さん戦せんでしかねえ。損だろ俺」

「ドレイク君は、結けつ構こう、武蔵の方に肩入れしてますよね」

　Ｔｅｓ．、と半狼ハードウルフが言う。遠くの空で砲ほう火かを浴び、煙を上げながら蛇だ行こうを続ける武蔵に歯を剝むき、

「くそ、俺が武蔵に乗ってたら、どうすんだこういう時!?　ああくそ、戦争は好きじゃねえんだ俺。何しろ人じん肉にくが無む駄だになるからな！　だけど、こういう謎なぞ掛かけはたまんねえ。戦場で生き延びるための難なん問もんを解くのは楽しくてしょうがねえ。何しろ人肉が無駄にならないからな！　──あの武蔵の艦かん長ちようは、今、誰だれがやってんだ？」

「Ｔｅｓ．、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ系けいの従じゆう士し、アデーレ・バルフェット君かと」

「食うトコあまりねえじゃねえか!!」

　叫んだ瞬しゆん間かんだ。空に音が響ひびいた。角つの笛ぶえの合あい図ずだ。そして遠くへと伸びて聞こえる音は、あるものを伴っていた。

　砲ほう火かと火花の増加。それが示すものは、

「車輪陣じんの加速だ！　……今までの回転で息を合わせ、これからが本番か!!」
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　連続し、加速する攻こう撃げきの力に、武蔵むさしの左右舷げんは音も何も知ち覚かく出来ない状態となっていた。

　衝しよう撃げきが聴ちよう覚かくを潰つぶし、火花が視覚を奪う。あるのはただ足下と、隣となりにいる者達の体温と、構えた両腕や全身に掛かる御祓みそぎ式防ぼう盾じゆんの重さだけだ。

　御祓式の防盾は、聖せい術じゆつのものと違い、敵の攻撃を弾はじくのではなく、御祓で攻撃力を減げん衰すいさせるものだ。衝撃は少なくなるが消えるものではなく、甚えるには力と意志が要いる。

　前を、と誰だれかが言った。そして、

「……前に構えろ！」

　叫びは、まるで自分に言い聞かせるように、しかし誰かに届くようにと。

　その言葉を呪じゆ文もんのように誰もが叫んだ。何な故ぜならば、

「訓練通りだこんなもの……!!」

　わずか七日ほどの訓練だったが、密みつ度どは濃かった。そしてずっと、左右舷で防ぼう御ぎよを司つかさどる者達は、確実に一つのことだけを学んでいた。

　それはたった一つの掟おきてとも言えるもの。

「指し示じあるまで前方を防御せよ!!」

　指示とは何か。

　防御指示に対し、新しい指示があるとしたら、防御を解けということだ。その指示がないならば、防御を解くべきではない。当然のことだ。

　動くな。

　動かねば、背後の何かを護まもることが出来る。

　動かねば、隣の者と共に護ることが出来る。

「そうだ……！」

　攻撃が来る。高速に来る。もはや左右を見ていられない。支えられた礼も言えない。だが、隣の者が倒れ掛けたら自分も支えるだろう。それだけだ。

　格かつ好こういいことは、この、護ることしか出来ない状況では何も示すことが出来ない。ただ丸まって震えて、出来ることはといえば、

「指示あるまで前方を防御せよ!!」

「Ｊｕｄジヤツジ．!!」

　叫ぶ意味がどれだけあるのか。気合いを入れて意味があるのか。しかし、

「指し示じ通り、護まもっているとも！　だから──」

　だから、と息を吸い、

「武蔵むさしは沈みはしない……!!」

　声が衝しよう撃げきの音を上回った時だった。防ぼう御ぎよの皆はある音を聞いた。

　先ほど聞いた音。角つの笛ぶえの再音だった。二度目の音が示す事実は一つ。

「……車しや輪りん陣じんが更さらに加速するのか!?」

　今いま以上の攻こう撃げきが来ると知って息を詰めた瞬しゆん間かん。壁のような打だ撃げきが防御者しや達を襲おそった。
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「行け……！」

　小しよう艦かん群の担にない手達は、小型艦を高速で運用していた。

　一度目の角笛では、射しや撃げき行こう程ていをそのままに作業速度を上げた。そして二度目の角笛では、操そう艦かん人数を絞しぼって、手が空あいた分を射撃管かん制せいに回したのだ。

　どれも皆、レパントや厳いつく島しま合がつ戦せん、他、古い戦せん闘とうで用いられた艦だ。今よりも二十五年、それ以上昔から就しゆう航こうしていた旧型の船ばかり。それらは各地の港で巡じゆん視し船せんや護ご衛えい艦となりつつも、使われることなく置かれていた。

　一部では払い下げにより、輸ゆ送そう艦かんや漁ぎよ船せんとなっていたものもある。

　多くの者達が、戦後もそれらの船に関わり続けたのは、元は戦闘艦として作られたために艦の耐たい用よう年数が高かったこともあるが、

「全員燻くすぶっていたんだよ……！」

　汗を拭ぬぐいもせず、砲ほう撃げき光こうと荒れた風の中で男達が叫ぶ。誰だれも彼も中年を過ぎており、初しよ老ろうの域を超えた者達も多い。だが皆は、

「死なず、生き残ったことを喜ぼうとして、しかし敗者として心の落ち着け所を得ようとしたら、勝ったことにされちまった。……俺の仲間達はどこにもいなくなってたのにな!!」

　船は改造を受けている。外洋とも言える高空での安定性を高めるため、ビルジキールを左右下に得て、まるで魚のようなシルエットだ。その姿すがたを作ったのは、

「大たい将しようもまあ、やってくれるよな。副ふく会長の稼かせいだ金を、港こう湾わん事業費ひって言ってこのために流しちまうんだから」

「でもあの程度の金で、艦の整備とか無理だっつうの。自分でやったらネジが余ってぞっとしたぜ。──でも昔もそうだったけどな！」

　砲撃を行いながら、敵から目を離すことなく皆が笑う。

「どうせ使い捨てだ。こんな旧きゆう式しきで、武蔵相手に高空で戦闘する。砲撃の連れん射しやでフレームだってガタガタになっちまう。英国の一周軌き道どうに乗れたら恩おんの字じだな」

　いいじゃねえか。

「歴史再さい現げん、そのままだぜ」

「Ｔｅｓテスタメント．、違いねえ」

　砲ほう撃げきする。射しや撃げきする。投とう擲てきする。実じつ弾だんもあり、術じゆつ式しきもあり、流体砲ほうもある。運動系けいのOB達は肩に治ち療りよう用の冷れい却きやく符ふなどを貼はりながら幾いくつもの鉄てつ弾だんを投げ分けた。

　車しや輪りん陣じんの回転を保ち、見る先では、武蔵むさし各所の防ぼう御ぎよ陣じんが潰つぶれかけている。

「後あと少しだ!!」

　その全力が火花を生み、煙を生み、

「押せ──!!」

　お、という応おう答とうの声が遠えん雷らいに似た重じゆう奏そうとなる。

　瞬しゆん間かん。左右舷げんの対面で車輪陣を構こう築ちくしていた者達は、あるものを感じだ。

　熱だ。

　高い熱ではない。冷めた、涼しいとも言える気け配はいが、

「これは──」

　何だ、と思うより先に、車輪陣と武蔵の間に水すい壁へきが突き立った。

「!?」

　滝たきを上下逆ぎやくにしたような水は、武蔵の左右舷に等とう間かん隔かくで並び突き立った。

　分ぶ厚あつい水壁だ。武蔵の通常航こう行こう用ようの海を、出力強化して分ぶ厚あつく仕立てたものだろう。飛沫しぶきの音とともに宙へ散っていき、しかし下からの水源供きよう給きゆうによって立つ壁が意味するものは、

「──俺達の車輪陣に合わせた防御壁か!!」
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　小しよう艦かん群ぐんの皆は理解する。

　砲撃が、弾だん丸がんが、鉄弾や術式が、ぶち上がる水を穿うがち割りながらも大幅に減げん衰すいする事実を。そして水によって軌き道どうを乱され、跳ね上げられた力は、もはや重量以い外がいの被害をもたらさない。

「……撃うて!!」

　撃つ。しかし壁が先を読んで突き立ってくる。これは、

「車輪陣の攻こう撃げきをパターン取りしたってのか!?」
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「Ｊｕｄジヤツジ．、──高速になればなるほど密度は上がる一方で、パターンの隙すきが詰まります」

　艦かん橋きようで額ひたいの汗を拭ぬぐったアデーレは、緊きん張ちように震える口で、通つう神しんの表示枠サインフレームにこう告げた。

「ぼ、防御隊、パターン取り出来るまでよく耐えて下さいました!!」

　正直、無理があると思っていた。自分の機き動どう殻かくならば大だい丈じよう夫ぶかも知れないが、と、そうも思っていたのだが、皆はちゃんと耐えた。

　これは自分の読みが甘かったのか、自分に対する過か信しんか、どちらだろうか。

　今、武蔵むさしの外そと舷げん側では幾いく本ほんもの水すい壁へきが立っている。各かく艦かんの艦かん長ちよう担当自じ動どう人形の操そう作さによるものだ。これは防ぼう御ぎよのためだが、武蔵にとっては二つの意味を持つ。

「砲ほう撃げき隊！　壁の上がらないところが敵の攻こう撃げきの薄い部分です！　そこから砲撃を！　車しや輪りん陣じんを断ち切って下さい！　それによってプログラム１のプリマス沖おきの海かい戦せんにケリをつけます！」

　更さらには、

「武蔵、上昇を掛けます！」

　打だ撃げきされた敵てき艦かんが体当たりを仕掛けてくる可能性がある。水平に位置をとっていては危険だ。

　上に行く。

　車輪陣のような回転専せん用ようの陣では相手の動きに応じるのが難しい。高こう速そく回転となると尚なお更さらだ。だから高速化を誘った上で、

「上空に行き次第、外壁展てん開かい、重力航こう行こうの加速を入れ、前方の先行艦かん隊たいに追いつきます！」

　水壁は安定した上昇性せい能のうをくれるから、左右の敵よりも先に上に行ける。

　破は損そんはした。疲ひ弊へいはした。だが次に繫つないだ。

　攻撃隊が構えに着いた報がある。ゆえにアデーレは、指し示じを出す。

「攻撃開始……!!」
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　左右の小しよう艦かん群ぐんは、逆さか落おとしの滝たき壁かべの間から来る砲撃に対し、回転運うん動どう以外の回かい避ひ手段を持たなかった。防ぼう盾じゆんはあるが、小型艦の多くは武蔵の左右舷からの反はん撃げきを受けて、

「防御──!!」

　だが、回転運動の一角が打撃を食らったように歪ゆがみ、崩れた。

「くそ……！」

　車輪陣を組む皆が唸うなりを上げる。

「本来なら、この陣は攻こう防ぼう一体だってのに……！」

　回転運動による回避とダメージの分ぶん散さん。そして絶え間ない連れん続ぞく攻撃。航こう空くう戦では水平射しや撃げき戦においても爆ばく撃げき戦においても有効な陣形だ。これを崩すには、回転を構成する全ての敵に対して攻撃を加えて疲弊をさせるか、一部を集中して崩すしかない。

　武蔵が狙ったのは、後者だった。

　水壁によってタイミングをとられ、防御の安心まで持たれた上での狙そ撃げきに近い砲撃だ。更さらには指示の明確によって狙ねらう艦まで決められていて、執しつ拗ようとも、不ぶ器き用ようとも言える集中攻撃が車輪陣の数すう艦かんにぶち込まれた。

「──!!」

　車しや輪りん陣じんを構成する艦かん群ぐんの内、数すう艦かんが崩れた。本来ならば破は損そん艦は陣の内側に控えさせる筈はずだったが、その余よ裕ゆうすらない、追つい撃げきが来て、崩れた艦が力無なく揺れて高度を下げ、

「すまん……！」

　その言葉を捨て、落下をもって離り脱だつする。

　そして確実に車輪陣が切れた。歴史再さい現げんの解かい釈しやくにより、左さ舷げん側の離脱艦が副ふく司し令れい官かんの役を請け負い、右う舷げん側の被ひ弾だん艦が会計艦の役となるのだろう。

　両艦の沈ちん黙もくで生まれた切れ目は空白となり、そこに攻こう撃げきは生まれず、だから、

「次の砲撃来るぞ……!!」

　切せつ断だん面めんの艦に、新しい射しや撃げきが叩たたき込まれた。

　そして皆は見る。攻こう防ぼうの入れ替わりの向こうにいる武蔵むさしが、しかし上昇を開始したのを。

「くぁ……」

　巨大な建物と言うよりも、都市そのもの。煙をたなびかせ、表面に炎ほのおを幾いくつか得ており、穴も穿うがたれている。だが、それは静かに上昇を行っていく。対する皆は一度息いきを吞のみ、しかし、

「──逃がすな!!」

　腹の底から叫んだ。

「斜しや列れつを組め！　前進して、補ほ給きゆう時間に大たい将しようと合流するぞ!!」
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　セグンドは、武蔵の加速を見た。

　後方で、手で摑つかめそうに見えていた武蔵が、一気に抱えられそうな大きさになってくる。

　……うわ。

　逃げ出しそうになる己おのれを、セグンドは何とか引き留める。

　房栄フサエ君達は凄すごいな、と改めて思った。こんなのに対して襲しゆう撃げきを仕掛けたのか、と。

　だけど、今なら何な故ぜそれが出来たのかも解わかる。

「それが、為なすべきことだったからだよね」

　三征西班牙トレス・エスパニアの立場を明確にするための襲撃だ。怖いなどと言っていられない。

　否、本音では怖かったかもしれない。だけど、

「やりたいかどうかではなく、なさねばならないことがあるならば、それをやるために必要なものを……」

　何て言うのだろうか。

　勇気だろうか。でもそうだとしたら、臆おく病びような自分がここにいるのは何故だろうか。

「どうだろう」

　でも、と、接近する巨きよ影えいをセグンドは見た。近づいてくる威い圧あつの姿すがたはしかし無む傷きずではないのだ。二十五年来の仲間達が打だ撃げきして穴を穿うがち、少なからず疲ひ弊へいさせた。防ぼう御ぎよ陣じんは弱っているだろうし、外部装そう甲こうも表面部分には無理が生じてきている。

　そうか、とセグンドは思った。僕は臆おく病びよう者ものだ。だけど、

「勇気を貰もらえて、それを捨てない人間だと、……そう信じてもいいよな？」

　捨ててはならないものは、どこにある。

　一いつ瞬しゆん、置いてきてしまった一人の女性のことを思い出した。だけど、

「貰ったから」

　最新の思いを貰ったから、だから、

「総そう員いん、次の戦せん闘とう配置についてくれ……!!　これより第二段階、ポートランド沖おきの戦闘から、カレー沖の戦闘へと順じゆん次じ移行する!!」
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　倫敦ロンドンを流れるテムズ川の北にソーホーの自然区く画かくがある。

　東に商業地区としてのシティを、南西に教きよう譜ふや政治のウエストミンスター地区を持つ場所。自然公園として、狩しゆ猟りよう地ちとしての森林を持つ区画だ。

　ただただ、遠くの空から聞こえる砲ほう撃げきの音が、遠えん雷らいのように聞こえてくる。

　そんな音の下、森を作る木々が空を隠かくす下を、歩いている者がいる。

　闇やみに満ちた土の道を歩いているのは、ミトツダイラだ。

　彼女は森から、正面にある街を見た。

　そこにあるのは、ウエストミンスターとソーホーの境きよう界かいとなる広場だ。

　後あと数歩。その位置で彼女は、歩みを止めぬまま言葉を作った。

「私の仲間達が先行するのを、猟りよう犬けんが追いませんの？」

　問い掛ける。が、周囲に反応はない。しかしミトツダイラは笑えみすら見せて、

「私一人の相手で精せい一いつ杯ぱいと言うならば、私にとっては賞しよう賛さんでしょうか」

　いえ、と彼女は首を横に振り、

「随ずい分ぶんとナメられたものですわね。──猟りよう犬けん一匹ぴきで狼おおかみの相手が出来ると、そう思われているのですから。それほど、以前の油ゆ断だんがつけあがらせましたかしら」

　告げた瞬しゆん間かんだ。不意に森の中に光が生まれた。

　数は数百。ミトツダイラの左右の木々の葉は裏うらから零こぼれたのは、全ぜん刃ばのナイフだ。

『千本薔薇十字Wars of the Roses』

　影と木々、葉は枝えだや闇やみを切り裂さいて、無数の光がミトツダイラを襲おそった。
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　上から降り襲う刃やいばの雨に、ミトツダイラは単純な回かい避ひを示した。

　……全く面めん倒どうですわね。

　と、ミトツダイラは両の腕を軽く掲かかげたのだ。

　その腕からは、二本の鎖くさりが地面に下がって、今まで歩いてきた森に繫つながっている。下した草くさに沈んだ銀ぎん鎖さが、森の中で為なしているのは、

「敵を露あらわになさい、銀鎖。──狼おおかみから逃げられるものはいないと」

　次の瞬しゆん間かん。森の木々に巻き付いていた銀鎖が、その身を絞しぼった。響ひびくのは断だん裂れつと裁さい断だんの連続で、生まれるのは半はん径けい数十メートルに渡る木々の伐ばつ採さいだ。

　森を絞り倒す。

　幾いく重えに響く断裂音おんがつくった効果は三つ。

　夜空が見えたことと、無数の刃やいばが覆おおい被かぶさる枝えだ葉はで動きを失ったことと、

「闇やみに隠かくれるなど、人形のすることではありませんわね」

　森があった場所で足を止め、こちらを見ているウオルシンガムを露わにしたことだった。

　十字槍やりを分け、二枚の十字剣けんにする彼女の周囲に、渦うず巻まくようにして無数の刃が戻っていく。

　対するミトツダイラは、倒れている幹の中から手て頃ごろなものを見つけて銀鎖に絞り割らせた。太い、三メートルほどの丸まる太たを二本作ると、彼女は銀鎖にその端はしをホールドさせる。

「さて、犬に投げて与える棒はこれで宜よろしいですわね」

　そしてミトツダイラは広場に出る。

　そこにある噴ふん水すいと石組、その構こう図ずは、

　……以前、不ふ覚かくをとった場所と同じ構図ですけど。

　思う。

　……我が王に勝利を伝えるならば、挽ばん回かいの意味が必要ですものね。

　歩き、噴ふん水すいの向こうに回って、ミトツダイラは敵を見る。

　噴水を挟んだ対たい称しようの位置に、十字槍を手に、刃を宙に浮かべたウオルシンガムがいる。

　月光を浴びることが出来る位置で、ミトツダイラは相手を見み据すえた。そして、空を見上げ、

「月が綺き麗れいですわね」

　問い掛ける。これから戦う相手に対し、しかしそれは、同意を求める、

「そう思いません？　──異い族ぞくの喜ぶ満月。自じ動どう人形にも呼こ応おうしますわよね？」
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　月下において、ウオルシンガムは、ミトツダイラと相あい対たいしたまま頷うなずいた。

　異族は月に呼応する。その理由は、

「知ってます？　あの月の内、一つは神々の時代より前、空に開けた穴の代わりとして、その分の流体を固めて作った賢鉱石オレイ・メタロの塊かたまりなんだそうですのよ？　それがこの星の裏側に回った太陽の光を受け──」

　知っている。

　ウオルシンガムは天体を好いている。

　自分は、多くの国の情報などを掌しよう握あくしている風ふう紀き委員長だ。何にでも手と牙きばを届かせるため、聖せい譜ふ記き述じゆつではその情報網もうと策さく謀ぼうゆえに女王から忌き避ひされたとも言われている。

　だが、だからこそ、手の届かぬ位置にある星々のことを、自分は好きだ。

　感情はない。しかし、見上げ、手が届かず、解わからないもの、それでも思い見つめることを、〝好き〟と、そう言っていいのだろうと判断する。

　そして、狼おおかみが言う。

「反射の光。流体の塊かたまりがこの星に返す光は、単純な反射光ではなく、流体を乗せた地ち脈みやくのような光となるらしいですわね。──ゆえに異い族ぞくは、月の夜に心ざわめきますの」

　今、月は天上にある。自分達を照らしている。

　だから、というように銀ぎん狼ろうが重ねて告げた。

　彼女は、噴ふん水すいの石組の向こう。こちらと正せい対たいするように身を回し、

「先に挨あい拶さつしておきますわ。──これから貴女あなたを倒しますので」

『Me too』

　ウオルシンガムも短く告げた。

　直後。ウオルシンガムは確信した。先に動いたのは自分だ、と。
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　夜の倫敦ロンドンに、幾いくつもの音が響ひびいていた。

　それは南の空で生じる艦かん戦せんの音ね色いろと、倫敦のどこかで鳴る戦せん闘とうの証しよう左さだ。

　町中では、重じゆう奏そうは建物に反はん響きようする。鎧よろい戸どは共鳴で震え、石壁は軋きしんで新しい音を追加する。

　倫敦の中央を東西に流れるテムズ川も、その川かわ面もに震しん動どうで波は紋もんを得て、ときに幾いく度どか連続した浅い飛沫しぶきを作っていた。

　そのテムズと、架かかる橋を窺うかがい見る視線がある。川沿いの家屋やアパートメントの中、鎧戸の隙すき間まから、人々が橋の北側の欄らん干かんを見ているのだ。

　欄干には、白はく衣い姿すがたの少女が身を寄りかからせていた。耳の長い少女だ。

　皆は、月明かりで本を読む彼女を、じっと見ている。灯とう火か管かん制せいによって灯りを消された街では、緊きん張ちようばかりで娯ご楽らくも何もないし、出来もしない。暗あん視し能力を持った異い族ぞくとて、家を出ることが出来なければ、読書や、家族相手に手の内を知り合ったチェスくらいしかない。だが、

「シェイクスピアが、演劇で私達を護まもってくれてるよ」

「ここ、中央通りから一本外はずれるけど、地脈的には大だい分ぶん岐きの一つらしいしね」

「でも、ほら、見なよ」

　家族と交し合う皆の言葉が、ある方向を見た。橋の南の通りから、一つの影が来たのだ。

　月下の下、橋の南の袂たもとにたどり着いたのは、眼鏡めがねを掛けた極きよく東とうの制服姿すがただ。その少年を見た皆は、袖そでをまくった彼の右腕に包ほう帯たいが巻かれているのを確かく認にんすると、

「──マクベスが来たぞ。王おう位いの簒さん奪だつ者しやが」

　頷うなずき合う皆が見る先で、少年が橋の南側に立つ。が、少女は本から視線を外さない。

　だから、と言うように、少年が口を開いた。対たい称しようとなる橋の北側にいる彼女に対し、

「早さつ速そくだ。僕のマクベスを終えてくれ」

　何な故ぜ、と問い掛けるように返るのは彼女の無言だ。だから、と尚なお重ねるように彼は言った。

「僕はこれから行かなきゃならない」
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　ネシンバラは、彼女の動きが止まったのを見た。本を読む時、目は動き、ページをめくる準備としての動作がある。が、それが消えて、代わりに声が聞こえた。

「──まるで、僕が君を引き留めているように言うんだね」

「違うなら、この舞台を終えてくれ」

「無理だよ」

　彼女が言う。わずかに丸みを帯びた橋の向こうから、

「マクベスも、今夜の舞台に組み込んでる。君がいないお陰で、マクベス自体が不在のまま進めたけど、それはそれでまた演劇の手法の一つだ。いない主役を皆が想そう像ぞうで補ほ完かんするのはね」

「僕が主役でいいのかい？」

「さっきから突っかかるね」

　シェイクスピアが再び本に視線を移す。と、不意にネシンバラは、一つの言葉を落とした。

「君はどっちなんだ？」

「……どっち、とは？」

「自分で言ったじゃないか、彼女と彼女、どっちが君なんだい？　十数年前、僕と一緒に三征西班牙トレス・エスパニアの孤こ児じ院いんにいた彼女と彼女の、どちらが君なんだろうね」

「解わからないの？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とネシンバラが言った。

「解らないさ。だって、君はあの時、一人だったんだから。──十四トマス・シェイクスピア」
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　ネシンバラは、橋の向こうにいる眼前の少女を見た。

　本人が気付いてることなのかどうか、ネシンバラには解らない。だから確かめるために、

「虐しいたげられて育った者、否、それに限らず、天才肌はだの人間にはよくある話だね。自分の中に、もう一人の自分を持ってしまうというのが。

　それが、ストレスの押しつけ先か、相談相手か、自分の憧あこがれか、僕には解わからない」

　だから、

「[image: ]14トマス、今の君がどちらか、僕には解らない」

　代わりに、

「僕に解るのは、否、解っていないかもしれないし、解る気もあまり無いというか、解ると嫌いやな気分になりそうなというか、でも、──僕が一緒にいたいのは、君じゃないんだ」

「世界征せい服ふくと世界平和を同時に唱となえるのは、どうかしてると思うよ」

　だよなあ、とネシンバラは思う。それに同どう調ちよう出来る皆もどうかしてる。

　だからというように、シェイクスピアが問うてきた。

「何で？」

　その問いには、明めい解かいな答えがある。かつての自分が作ったものを見て、改めて思ったことがあるのだ。あの場所は居い心地ごこちもいいのだが、それ以上に、

「僕が作りたいものが、あの場所だったら作れるんだ」

「──でも作ってないじゃないか」

　痛いところをついてくる。流石さすがに苦く笑しようするしかなく、ネシンバラは肩をすくめた。

「そうだね。御ご免めん。これは、どちらかに約束したことじゃない。君達に約束したんだものね。

　お互い、これから行く先で何かを作るようになって、大人おとなになったらそれでお互いのことを伝え合おうって、そう約束したんだ。

　だから御免。忘れてはいなかったけど、──不安でね。そんなことをしても、もう誰だれにも通じないんじゃないかと、勝かつ手てに決めつけてた」

「いいよ別に。僕の方も、プロが〝特定の誰かに伝えるために書いてる〟なんて、馬鹿なことだと思うからね。自分が書きたいから書いて、それを手に取る皆が面白がってくれれば、更さらに嬉うれしいと思う、──その方が救いがある」

　じゃあ、とネシンバラは右手を掲かかげた。

「マクベスを終えてくれ」

「何で？」

「僕も書くから」

「何を？」

　決まっている。否、決まってしまったと、そう言うべきか。それは三み河かわ戦の辺りから薄うす々うす悟さとっていて、それを準備の一助としたくらいだけど、

「──世界の境きよう界かい線せんを僕は書くよ」

「……無意味だね。それは、恐らく、歴史に残せないものになるよ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、僕が楽しければいい。そして、歴史に残るかどうかなど気にしない、本を読むのを好きな読者が手にとって、面白がって貰もらえたら尚なお良しだ。床に叩たたきつけられたらヘコむけど」

「理想の違いを叩たたきつける行為もカロリー使うんだから、勘かん弁べんしてあげなよ。でも」

　でも、

「きっとそれは、残してはならないけど、残っていってしまうものになるかもね。君は、そんな曖あい昧まいな境きよう界かい線せん上に行きたいのかい？」

「君〝も〟だよ。そして君も、だ」

　月下の橋の向こう、川の向こうから無言が来る。だからネシンバラは頷うなずく。

「君だって、襲しゆう名めいの名をプレッシャーに感じながら、作家を自じ負ふ出来るのはいつになるかと足あ搔がいてる。歴史再さい現げんとしては、襲名で終わりなのに、自分のオリジナルなんて作らなくてもいいのに、己の名を残してそれを求めている。──襲名と自分の両立が君の境界線だ」

「Ｔｅｓテスタメント．、饒じよう舌ぜつだね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、他者を批ひ評ひようするのが好きないやらしい男だよ、僕は。だけど、だけど行くよ僕は」

「どこにだい？」

「Ｊｕｄ．、まずは、君のいる場所へ」

　動きを止めたシェイクスピアの視線を感じながら、ネシンバラは右手で彼女を指す。

「僕も、批評を浴びて、饒舌に語られる場所に行く。そこからでなければ、僕が望む地ち平へいは夢ゆめ語がたりにしか望めないからね。だから僕はそこに行く。まだ、プロを名乗るのもおこがましいから、理由としては一つでいい」

　息を吸う。

「君達との約束を、果たしに行くんだ」

「もう一ひと声こえだね」

　シェイクスピアが、静かに問うた。

「僕に勝ったら、君はあれを、──僕の大罪武装ロイズモイ・オプロを持っていきたいんだろう？」

「Ｊｕｄ．、情なさけないところを見せた僕の価か値ちを回復するには、それを英国土産みやげに持ち帰るのが必要でね。その代わりに、君も僕に要求してくれよ。君が勝ったら、僕に何を欲するのか」

　Ｔｅｓ．、と彼女が頷き、

「もし僕が勝ったら」

　シェイクスピアがいきなり本を閉じて、横の紙かみ袋ぶくろに落とした。その上で彼女は紙袋から白と黒の〝拒絶の強欲アスピザ・フイラルジア〟を出し、早はや口くちで、

「英国に残って、僕がどちらなのかを確かめてよ」

　いきなりの要求と、その内容。そして早口だったために聞き間違いがあったかと、ネシンバラは思わず意識をつんのめらせた。

「え？　ちょ、ど、どういう意味？」

「…………」

　分ぶ厚あつい眼鏡めがねに視線を隠かくし、やや俯うつむいたシェイクスピアの髪かみから、文字列れつが零こぼれ出る。

　しまったと思うと同時に、それが来た。

〈動けバーナムの森。〉

　森に偽ぎ装そうした軍ぐん勢ぜいが、遂ついに戦場として、

〈──マクベスを討うつために行けよバーナムの軍勢。〉

　大きな戦いくさの波が、英国上、テムズの橋を渡ってぶつかってきた。
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「他の連れん中ちゆう、随ずい分ぶんと厳きびしい戦せん闘とうやってるみたいね。音が酷ひどいわ」

　と、ナルゼは前を行く点てん蔵ぞうに声を掛けた。

　しかし応おう答とうはない。ただ行くだけの身を紛まぎらすように声を作るのは魔女テクノヘクセンの方だが、忍にん者じやは魔女を気き遣づかわない。対し、魔女は声を作り、先を行く忍者をフォローするように、

「──！」

　水の入った瓶びんを、前から来る十字路ろの右へと叩たたき込む。

　爆ばく発はつが生じ、陰に隠かくれていた戦せん士し団だんが盾たてを身み構がまえる。が、その時点で二人は十字路を通過する。矢が放たれ、時とき折おり銃じゆう弾だんも飛んでくるが、二人は加速をもって回かい避ひとする。

　忍者の両の肩には、二枚の符ふがセットされている。どちらも防ぼう御ぎよ系けい、浅あさ間まが作製した飛び道具専せん用ようの減げん衰すい術じゆつ式しきだ。強力なものだが、既すでに下部にある円形メーターは、鳥とり居い型の発はつ動どう印いんの周囲を三分の二ほど回っている。

　だが、忍者は行く。そして不意に忍者が声を寄よ越こしてきた。

「ナルゼ殿どの、ここから先は上り坂で御ご座ざる」

「Ｊｕｄジヤツジ．、上に行ったら倫敦ロンドン塔とうが見えるわね。──喜びなさいよ」

　と、魔女は背の翼つばさをもって加速。距離が僅わずかに離れていた忍者に追いつき、

「ただまあ、随ずい分ぶんとここまでスムーズに──」

　言いかけ、ナルゼは異い変へんに気付いた。点蔵の肩にセットされた符の残ざん量りようメーターが、目に見える速度で減っていくのだ。それは攻こう撃げきを受けている証しよう拠こ。今、周囲には何も無い筈はずなのに、もし何かの攻撃を受けているとするならば、

「──点蔵!!　そっちの柱!!」

　ナルゼの口く調ちようと言葉の意味を、点蔵は理解した。

　右側。商店街が持つアーケードの屋根下に二人が飛び込んだ瞬しゆん間かん。

「!?」

　石と木で組まれた屋根が、上から打だ撃げきされたように崩ほう壊かいした。

　点蔵とナルゼは、しかし下がらなかった。前へ、上へと、浅い坂を昇り、商店街のアーケードを突っ走る。するとまるで足音のように、アーケードの屋根やベランダ、テラスを打撃して崩す力がある。これは、

「な、何で御ご座ざるか!?　何だか横にスクロールするタイプのアクションゲームのような！」

「だったらジャンプで槍やり隊たいを踏みに行って死ぬのね。これはアレよ」

「ほほう、アレで御座るか！　……すまんで御座る。調子にのっていたで御座る」

　解わかればいいのよ、と、ナルゼは背後の頭上で起きた破は壊かいの中に、ふと手を走らせた。

　あった、と彼女が翼つばさで加速して掲かかげたのは、一本の折れた矢だ。

「──副ふく会長セシルの荷か重じゆう攻こう撃げきと、ダッドリーの武ぶ器き操そう作さの組み合わせだわ」

　と、ナルゼは走りながら一ひと息いきを吐ついた。

「危ないところだったわ。もの凄すごくゆっくりと全面荷重をかけに来てたから、疲労かと勘かん違ちがいするところよ。──アンタの符ふを見てないと気付かなかったかもね」

「だとすると、今、追ってきているこの一いち撃げきは、彼女らの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、アーケード下に隠かくれて走ってるから、ダッドリーの放つ矢とセシルの特とく定てい荷重の併へい用ように切り替えたんだわ。

　つまり、上にあの二人がいるの。だから点てん蔵ぞう、借りを作らせてあげる」

「……え？」

　走りながらのナルゼの言葉に、点蔵は疑問を作る。が、ナルゼは小さく笑った。

「多分、このアーケードを出たら、セシルの全面荷重が来るわ。私とアンタを潰つぶすためにね。だけど、それを力ちから業わざで大だい部分回かい避ひさせてあげるから、アンタは突っ走るの。いい？

　後の始し末まつもこっちがやってあげる。あの二人は一回イワせないと気が済まないから」

「ナルゼ殿どのは大だい丈じよう夫ぶなので御座るか？　あの二人を相手にして」

「私が自分に任じた役目は、アンタを通すことよ」

　息を吸い、

「でも、それは私自身の功こう名みようのため。うちのクラスの連れん中ちゆうは、どいつもこいつも仲間思いだから、皆して私を褒ほめてくれるでしょうね。──たまにはそれもいいもんだわ」

「ナルゼ殿……」

　テンゾーは呟つぶやいた。

「自分、小しよう等とう部ぶの時、視線を合わせたこともないナルゼ殿が不意にこちらを見て〝何だか犬のような臭においがするわね。アンタ？〟とやった時、この女は生しよう涯がいの敵だと思ったので御座るが、結論だけ言うと男というのは騙だまされやすいもので御座るなあ」

「あー、御ご免めん、それ全く憶おぼえてないわ。でも三年の二学期の時、席替えで隣となりになったけど、アンタが誰だれだか解らなかったからずっと口きかなかったのは憶おぼえてる。苦痛だったわ」

「さ、最悪で御座るな!!　というかあの二学期のおかげで、自分、女子に嫌われているのではないかというトラウマを見事にゲットしたで御座るよ!?　非ひモテGet……！」

「空から騒さわぎが好きな忍にん者じやだわ」

「誰のせいで御座るかあ──！」

　言っている間に頭上が打だ撃げきで崩れ、二人は共に前に出る。

　そろそろ坂が終わる。広場があり、アーケードが一度切れる。

　上からの荷か重じゆうを掛けるには最適の場所だ。ならば、

「敵が狙ねらっているのは、そこね。だから逆に、──行くわよ!!」
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　坂上の広場にて、自動給きゆう弾だん式しきのアーバレストの列と、更さらにセシルを従えたダッドリーは、敵の接近を確かく認にんした。向かって左、アーケードの屋根下を潜くぐるようにして広場に飛び出してくるのは二つの影だ。だから、

「セシル！　潰つぶして!!」

「のぼるの──」

　セシルが宙に高く浮き、周囲の風景がわずかに歪ゆがんだ。

　全面荷か重じゆう。

　狙ねらいは、坂を上ったばかりの相手を上から押し潰すことだ。坂道から平地へと走りをシフトさせるとき姿し勢せいは変わるし、呼吸も変わる。そこに重圧が入れば、走りは乱れて崩れていく。

　そのためにセシルが更さらに浮いた。そして、

「──!!」

　敵が来た。二人の影は、どちらもほぼ黒くろ一色。

　片方は忍にん者じやの姿すがたをしており、片方は黒の翼つばさと髪かみを、やはり黒の極きよく東とう制服に包んでいた。

　荷重はかかっている。が、魔女テクノヘクセンが口を開き、

「行け……!!」

　ダッドリーは見た。敵の内、忍者の方が、身の重さ無くこの広場を走っているのを、だ。

　……は!?

　何な故ぜだ、と思う視線は、その仕掛けを見て取った。

　忍者の向こう側に、黒の翼の魔女がいる。

　彼女には荷重がかかっていた。セシルの荷重は、解わかっていても否ひ定てい出来るものではない。腰は落ちてしまい、身は軋きしみ、足はベタつきになって速度が落ちていくものだ。

　だが、彼女は両の腕であるものを掲かかげていた。

　翼だ。

　重力に軋み、震えて揺れ、黒の羽をまき散らす右の翼が、しかし忍者の頭上に掛かっている。

　セシルの荷重術じゆつ式しきは、上から下に降らせるものだ。遮しや蔽だんがあればそれに当たる一方で、下には掛からなくなる。だから魔女は、

「己おのれの翼で忍者に防ぼう護ごの屋根を与えたの!?」

　それは、ずっと与えられるものではない。いつか潰れるものだ。

　だが、歯を嚙かみ、半なかば倒れ掛けてまで忍にん者じやをサポートする魔女テクノヘクセンの走りは、

「つ……!!」

　セシルの荷か重じゆうから、確かに仲間を護まもった。

「なななな何て強ごう引いんな！」
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　解わかってるわよ、とナルゼは嚙んだ奥おく歯ばの更さらに奥で呟つぶやいた。

　何だ一体。呻うめくような声あげて、眉まゆ立てて、顔真まっ赤かにして、踏ん張るような姿し勢せいで、それでいて軽やかでもなく飛んでもいなくて、地べた這はうようになっていて。

　……格かつ好こう悪い。

　みっともない。見るべきところが一切ないわ。それに何この状況？　まるで友情とか信頼とか連れん帯たい感かんとか、そういう私の苦にが手てな言葉が思い浮かびそうなどうでもいい状況は。

「だけどこれが、あの女どもに一ひと泡あわ吹かせる最良だわ……！」

　この、格好悪い凌しのぎで、私が忍者を必ず安全地帯にまで連れて行く。

　何しろ、私はこの荷重を食らったことがある。対し、点てん蔵ぞうは未み経験。荷重童どう貞ていよ。だからここは荷重大人おとなの私が手を貸すしかない。

　……全くもって損な役割だわ。

　でも、点蔵、私にだって憶おぼえていることはある。

　アンタ、私のことを確かに今まで結けつ構こう警けい戒かいしていたわよね。解ってるわ。こっちもその方が気楽だったから有り難がたいくらい。だけど、たとえば学園祭の時や皆の集まりの時、アンタは、義務かも知れないけれど、何か買い出しに行く時、私を仲間外はずれにしなかった。

　煩わずらわしいとは思うけど、息抜きや、確かに何か飲みたい時があるし、仲間外れは嫌いやだわ。私は我が儘ままだから、それはもう気分なんだけれど。

　だけどアンタは、私をハブにしなかった。

　それを忘れる私じゃない。

　その借りを、五倍くらいにして返すわ。何しろ、パシリじゃ彼女は出来ないのよ。でも、私がアンタの文字通り使いっ走りをしてるこれは、きっとアンタに彼女を作る。

　五倍で返すから、差さ分ぶんの四倍を後で返しなさい、そうね、今まで約十二年、そうだったから。四倍であと四十八年、私の我が儘に合わせてハブにしないでくれればいいわ。

「く……！」

　行け。広場の向こうのアーケードまであと何歩だ。二十歩か。長い、十歩でいいじゃない。フザけてんのこの倫敦ロンドン。ああもう膝ひざが上がらない。だけどあと十九、十八って翼つばさ重い！　ダイエットしようって十七、十六。そう、十五、帰ったらマルゴットと一緒に、十四、美味おいしいもの食べて寝るの！　十三、十二、十一、くあああ身体からだ傾いてきた！　十、十切きったからもういいよね？　ね？　もう点てん蔵ぞうも離れてきててどっちかっていうと九──、って私何なにやってんの、翼つばさを前に伸ばして、遅れてる分を取り戻そうなんて、でも八なんて、七なんて、痛い痛い痛い、翼マジに軋きしんでる。抜ける。脱だつ臼きゆう何度もするとクセになるって！　ああもう、足、引きずってる。身体からだ、前に倒れてる。でも六まで来たらいいよね？　ここまで来たらマルゴットも褒ほめてくれるよね？　五を踏んで、うん、四を行けたらマルゴットが今夜揉もませてくれる！

　行った！　三入った！　揉むわよ！　くそ、点てん蔵ぞう！　とっとと行きなさいって！

　二。あと、少しで、一、一、一一一──。

　駄だ目め。地面見えてる。倒れてる。だけど翼上あげて。もう羽は先さきくらいしかあの馬鹿に追いついていないけど、自己満足だけど、多分、このままぶっ倒れるけど、だけど、

「点蔵!!」

　言え、あの忍にん者じやは、パシリを頼めば必ずこなす。だから、

「──彼女！　三分ね!!」

「Ｊｕｄジヤツジ．……！」

　馬鹿、この頼み方じゃ私の彼女頼んでるようなものじゃない。

　……だけど──。

　もうどうでもいいか。

　一、と。
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　ダッドリーの視し界かいの中で、忍者が広場を突っ走った。

「!?」

　忍者に併へい走そうしていた魔女テクノヘクセンが、地面に低い姿し勢せいから転び、翼が軋むような一いつ回転をする。

　だが、先行した忍者は行った。魔女の翼は、最後殆ほとんど届いてなかったが、その分は忍者の両肩にある符ふが力の残ざん存ぞんでカバーした。

　そしてこちらの横を抜け、倫敦ロンドン塔とうに至るアーケードを、忍者が一気に加速する。

「うううう撃うちなさい!!」

　アーバレストの連れん射しやが忍者を追った。だが、忍者は身を低く、まるで地面を這はうように速度を上げた。アーバレストの矢は、追いついて掃そう射しやとなるが、忍者の頭上を駆かけ抜ける。二射目が装そう弾だんされる頃ころには、既すでに忍者は、

「──!!」

　通りの向こうへと疾しつ走そうしていた。

「だっどりー!?」

　セシルの声に、一いつ瞬しゆんの迷いを得たが、ダッドリーは深ふか追おいをしない。逃したのは恥はじだが、仲間はまだいるのだ。ならばここで自分が逃した敵を追うのは、仲間や女王を信頼していないことになる。だから、

「こここここで仕し留とめるべき相手を仕留めるわよ！」

　倒れ、転がった魔女テクノヘクセンをダッドリーは見る。敵は一人逃した。だが、一人はここで止めたのだ。ならば問題は何もない。ダッドリーはセシルに手を振り、

「つつつ潰つぶしてセシル。そして押さえ込んで、かかか確保するの」

　その言葉に、魔女が荒い息で身を起こす。

「はは、何よそれ？　悔くやし紛まぎれ？」

「うううううるさいわね、倒されたくせに」

「違うわよ。倒れたのよ。──勘かん違ちがいしないで」

　魔女が、ゆっくりを身を起こす。が、既すでにセシルの特定荷か重じゆうがかかっている。だから、小さな呻うめきを上げて、翼つばさに引っ張られるようにして魔女が地面に座り込む。

　だが、魔女はこちらを見た。力のある視線で、

「私達の勝ちね。点てん蔵ぞうは必ず任務をやり遂とげるわ」

「何な故ぜ、そそそそんな確信が!?」

「あの馬鹿は忍者だからよ」

　はは、と、腕を着いて荷か重じゆうを堪こらえながら、魔女が笑った。

「──ざまあ見なさい!!」
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　言ってやった、とナルゼは内ない心しんで笑えみを得た。

　本当の仕返しは出来ていないけど、まあ、いいか、とも思う。今の一言など、マルゴットがいれば「ガっちゃんちょっと言い過ぎ」と窘たしなめてくれるだろうか。

　だけど、流石さすがにこの荷重は──。

「え？」

　不意に、身が上に跳ねたような感を得た。それは、荷重が消え、潰れぬように堪こらえていた腕や背、翼が急に自由を得たからで、何かと思えば、

「あらやだ馬鹿、いきなり下から突き上げないでよ」

　頭上、誰だれかがこちらの背を、翼をまたぐように立っている。振り仰あおいで見るその正体は、

「──喜き美み!?」

　どうして、という驚きに対し、彼女は笑みで答えた。

「よ・あ・そ・びっ」
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　ダッドリーは、目の前の出来事に息を詰めた。まるで娼しよう婦ふのような女が平然とここに来たこともだが、彼女が、

　……セシルの荷か重じゆうを平気で受けている!?

　彼女の髪かみ飾かざりやスカートは、確かに荷重を受けている。が、彼女は身み軽がるだ。全身で荷重を掃はいて、こちらを向いて笑ってすらいる。

　知っている。あの女は、三み河かわ戦にて踊りの術じゆつ式しきをもって本ほん多だ・忠ただ勝かつの娘を退しりぞけた者だ。

　変な女だ。

　だが、変へん人じんはこちらを見て、

「フフフこの鉄てつ球きゆう女に風ふう船せん女。何か質問でもありそうな顔ね。ええ、何だったら答えてやってもいいわ。一秒以内よ。──一。ハイ終わりもう答えないわフフフさあ質問なさい!!」

　……何なに言ってるか全く解わからない──!!

「ええ、解るわ。だから教えてあげる。今日の名前はセリーヌよセリーヌ！　何な故ぜなら昨夜、芹せりと薺なずなのチーズドリアを愚ぐ弟ていに作らせて食べたから」

　あ、今のは何となく解ったわ！　だけど全く無意味だわ！

「ちょちょちょちょちょっと待ちなさい！」

「一秒ね!?」

「さささ三十秒くらい待ちなさい！」

「日が暮れるわねえ。もう夜だけど。──大だい丈じよう夫ぶ？　ああ、駄だ目め、駄目よね？　素す敵てき！」

　待て。待て待て待て。相手のペースに乗るなロバート・ダッドリー。血圧に従い高めで落ち着け。ただ一つだけ言うことがあるとしたら極きよく東とうの連れん中ちゆうはよくこんなの我が慢まん出来るわね!?

「ししししかし、ど、どうしてセシルの荷重を無視してられるの!?」

「アハ、馬鹿ねえそんなの敵に教えるわけないでしょ？　ってナルゼ、何アンタそんな顔して女め神がみを拝おがんでるの？　もっと笑顔で拝みなさい。で、何？　アンタも解らないの？　私の神は代だい演えんとして化粧やファッションなんかも認めるのよ。つまり、私は私でいるだけで、そこらの術じゆつの影えい響きようを受けないの！　企き業ぎよう秘密よ！」

　……味方にはアッサリと……！

　これは危険だ。人間として危険だ、とダッドリーは思った。が、その危険の方から、

「じゃあナルゼ、アンタはそこの瘦やせ女を相手するの。いいわね？　私があっちのいい空気吸ってる女を相手するから」

「ままま待ちなさい！　貴女あなた、一般生徒でしょう!?　相あい対たい権けん限げんは──」

「は？　だったら私、調子乗のって走ってった地じ味み忍にん者じやが地味に失敗するのを見に先行くわよ？　どうせそこらの戦せん士し団だんなんて高たか嶺ねの花に手が届くわけないんだし。そこらへん解ってるの？　馬鹿ねホントに。アンタ達のレベルに私が合わせてやってんのに、アンタ何を調子乗ってるのよ？　全く、これだから人間、増ぞう長ちようすると駄だ目めになるわね！　ってよっしゃ姉あねちょっといいこと言ったわ！　合──格──！　Yearh──！」

　一いつ瞬しゆん、クラっと来た。いかんいかん、ただでさえ血圧高いんだから。

　と、そう思っている間に、変な女が魔女テクノヘクセンを立たせる。

「さて、放っておくと他の連れん中ちゆうはヒイヒイ言いながらやってきて、私がいい格かつ好こうしようとしているのを邪じや魔ましかねないわね。だからここは、一つ、ソッコでカタにハメてやるわ」

「あああ貴女あなた、よくそんなことが……！」

「フフフ、勘かん違ちがいしないでよ？　私、これでも相当に上じよう機き嫌げんなんだから」

　信じられないことを狂きよう人じんが言った。

「何しろ、愚ぐ弟ていと、私の未み来らい妹が、拙つたないながらもこの街で自分の夢を確かく認にんしたわ。いい街ね倫敦ロンドン。感謝するわ。二人とも私に御お土産みやげ買ってきてくれたりして、そんなこと、願っても普通じゃ得られないものだと解わかっているから、だから、──クシャマン程度で済ませてあげる」

　横の生なま意い気きな魔女すら呆ぼう然ぜんと見る横、踊り子は笑えみを濃くした。

　ほら、と彼女は魔女の尻を叩たたき、

「アンタにはそっちをあげるわ。手伝わないけど、怨うらまないでね。だってアンタ手伝ったら、愚弟が不平をいうもの。──ナルゼは出来る女だぜ、って」

　そして、

「空も状況が一つ前に進んだみたいだものね。こっちもちゃんと進めるように、前に進みなさいマルガ・ナルゼ。アンタのストレス解消するためにもね」







[image: 第五十四章『距離詰まりの衝突者』]
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　アデーレは、艦かん橋きよう内で一ひと息いきを吐ついていた。

　現在、戦場は移動している。他の皆がたびたび挨あい拶さつに来るほか、外で流体分はい配ぶんを行っていたトーリもホライゾンとともにここに来ている。

　今、歴史再さい現げんとしては、プログラムにおける──、


２：「英国南部ポートランド沖おきで二回戦」

　三征西班牙トレス・エスパニア艦かん隊たいは防ぼう御ぎよ陣じん形けいをとり、英国艦隊は追つい撃げきと各かつ個こ撃げき破はを行う。

３：「補ほ給きゆうタイム」

　でも容よう赦しやなく妨ぼう害がいする。



　──という段階を経つつある。追いついて砲ほう撃げきをかわし合うことになった先行艦隊との距離は約三千。艦かん砲ぼうによって攻こう撃げきが届く距離だ。

　この距離にて行われる再現は、今の休憩を終え次第、４の──、


４：「英国南東沖で三回戦」

　極きよく東とう本ほん土ど、カレー沖で英国艦隊、八隻せきの火か船せんを突っ込ませて三征西班牙艦隊大おお騒さわぎ。



　──という三回戦になるが、このあたりはどちらかというと武蔵むさしに進行権けん限げんがある。

　何しろ２における追撃と各個撃破は、その程度を解かい釈しやくによって進められるもので、加速によって追いつき、砲撃を入れることが出来た時点でほぼクリアだ。三征西班牙の先行艦かん群ぐんの数は六艦、だからその一艦を破は損そんさせた段階でアデーレはプログラム３の補給タイムを宣せん言げんした。

　続いて三征西班牙の補給を邪じや魔まするため、砲撃は行うが、しかし、この段階で相手が望んだ補給とは、

　……後ろから来ていた小しよう艦かん群ぐんとの合流。

　これは厄やつ介かいですね、とアデーレは思う。火船によって、出来れば先行艦群に打だ撃げきを与えたかったからだ。先行艦群は、クラーケン級以上、全長三百メートル超ちよう過かの艦で構成されている。

　だから火船によって先行艦群を一艦でも落とせれば、今後が随ずい分ぶんと楽になる筈はずだった。

　しかし、小型艦群と合流した敵は、その小型艦を火船の犠ぎ牲せいに差し出せる。

「……火船で小艦一隻だと、かなりマズイですよね。火か炎えん系けいだと小型艦は消火が早いですし」

　と、横に来たトーリが首を傾かしげる。

「何で火炎系の術じゆつ式しきなんだ？　爆ばく発はつ系でドカンでいいんじゃねえの？　爆発の術とかって、神肖テレビ時代劇や特とく撮さつだと派は手でに使われてね？」
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　爆ばく砕さい術式の効果。なぜ、それを使わず火炎系なのかというトーリの質問に対し、アデーレは僅わずかに迷った。ええと、と言うべき言葉を考えながら、

「あのですね、総そう長ちよう。──爆ばく砕さい系けいの術じゆつ式しきは効こう率りつ悪いのと防ぼう御ぎよされやすいんで、実際の戦せん闘とうではあまり使われないんですよ。派は手でなので神肖劇テレビドラマとかでは多用しますけどね」

　そうなの？　と首を傾かしげるトーリに、アデーレは前を見たままの失礼を感じつつ頷うなずく。

「爆ばく発はつが生じた際、ダメージを与える主要因いんは衝しよう撃げき波はなんです。それは爆発が爆ばく心しん点から超ちよう高速で膨ぼう張ちようすることで発生します。

　が、衝撃波は武蔵むさしなんかが持つ緩かん衝しよう術式や装そう甲こうで防げてしまうものだったりします。

　そして爆発は、普通だと爆発の膨張速度を得るために化学反はん応のうを使用するわけですけど……、膨張と触しよく媒ばいについて化学の授業とか、錬れん金きん系でやりませんでしたっけ？」

「いや俺、最初の授業で〝見てくれ俺の錬金術による膨張！　ああ、みるみる錬金！〟ってネタやったら五秒で叩たたき出されたじゃん？」

　次に来た時は、〝反応による膨張！〟って女子連れん中ちゆうの胸を揉ももうとして三秒で叩き出されてませんでしたっけか、とアデーレは思い出したくない記き憶おくを思い出す。

　だからまあ、と、アデーレは、どれだけ簡単に説明出来るだろうかと考えながら、

「術式は流体変へん化かによる空間書き換えなので、爆砕術式は流体燃ねん料りようを触媒として広こう範はん囲い化か出来ます。が、爆砕術式は、爆発の種類にもよりますが、構こう築ちくに手て間まが掛かる上に発動も不安定で、更さらには発生を防御術式で干かん渉しよう減げん衰すいされたら不完全燃ねん焼しようで不ふ発はつ化かしてしまうんです」

　一ひと息いき。

「燃焼、熱ねつ量りよう系けいの爆砕術式だとしたら、軽い防火術や一次ディスペルで発生を干渉減衰されてアウトですね。だけど、そんな防ぼう護ご術、戦せん闘とう中の艦かんや市街なんかでは普通に使ってますよね。

　神しん道とうは土地神がみを通して長時間の全ぜん域いき御祓みそぎを掛けられますので、干渉に弱くて不発化しやすい爆砕は相あい性しよう悪いんです。英国も精せい霊れいが護まもれるので同様ですね」

「……あれ？　極きよく東とうって結けつ構こう強くね？」

「神道は、攻こう撃げき力あまり無いんですけどね。防御に強いというか、相手の攻撃力やその手段を御祓で削けずる感じなんですよ」

　弾はじくのではなく、ゼロにしていく、というのが近い。アデーレは従じゆう士し訓練で幾いくつもの術式の攻撃や防御と相あい対たいしているから解わかっている。聖せい術じゆつ相手の場合は、硬いが、通せば勝てる。神道の場合は、柔らかいが、通ってくれない。そんな違いだ。

「──で、構築に手間が掛かるわ発はつ動どうも不安定な上に不発化されやすいわ。更さらには大だい規模にしたければ大量の流体燃料と固めて使用する必要があったりもするわで、戦場に持ち込むのは割に合わず損だと言われてます。

　だから、まあ、他のパターンなんかも色々ありますが、基本的には割に合わなくて嵩かさがかかって一いつ瞬しゆんの反応を封じられたら終わる爆砕術式より、符ふ一枚で長時間続つづいて延えん焼しようする燃焼術式の方が、使う方は楽ですし、護まもる方は対たい処しよが面めん倒どうなんですよね」

　だとしたら、と言ったのはトーリの横のホライゾンだ。彼女は床に敷しいた座ざ布ぶ団とんの上に正せい座ざし、湯ゆ飲のみで茶を飲みながら、

「爆ばく砕さい術じゆつ式しきを使うとしたら、どのような状況ですか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですね。工事とか、まあ、防ぼう護ご術式が掛かっていない地域の破は壊かいや、または罠わなとして、ですね。他にも別べつ術式の散さん布ぷのために用いるとか、ですか。

　だからまあ、実際の戦せん闘とうでは実じつ弾だん、及び流体砲ほうなどの武ぶ装そうが用いられてます。術式防ぼう御ぎよって結けつ構こう面めん倒どうなんですよ。流体砲なんかも破壊力確かく定ていのために芯しん弾だんを入れますからね」

　と、発射される火か船せん、小型の輸ゆ送そう艦かん八艦をアデーレは指さした。

「あれなんか、内部に入れているのは燃焼術式ですねー。散布のために爆砕術式も底の方にちょっと入ってますけど、それが主じゃないんです」

　言って一ひと息いき。

　ふうん、と、トーリよりもホライゾンが頷うなずいているのを見て、アデーレは安あん堵どする。

　と、艦かん橋きようから見える眼がん下かでは、ハッサンと御お広ひろ敷しきが戦せん勝しよう祈き願がんとしてカツカレー屋や台たいをやっているが、休きゆう憩けい時間はあと二分で終わりだ。その時間でカツカレーを戦場で食い切れる強つわ者ものはどれだけいるのだろうか。あ、ハッサン君本ほん人にんですね。

　と一息を重ねると、横からグラスが来た。

　見れば〝武蔵むさし野の〟が、盆ぼんを手に、

「アデーレ様、お飲物です。──以上」
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「あ、Ｊｕｄ．、どうもです。──何ですこれ」

　と、アデーレが緊きん張ちようによる喉のどの渇かわきを癒いやすため、グラスを一気に煽あおると、

「Ｊｕｄ．、思し考こうスッキリ、レモンカレーです。──以上」

　喉のどに詰めて動どう作さ不能となったアデーレが得た感想を、ホライゾンが正確に告げた。

「またこれもゲロのような臭においがしますねえ」

「ホ、ホライゾン！　オメエちょっと最近、言げん動どうがスラムっぽくね!?」

　いいから、いいからそんなこと、ちょっと背を叩たたいて下さい。あと間違いなくハッサンは後で間違いなく[image: ]しかる。超ちよう[image: ]る。

　と、椅い子すの上で軽く身を上下に振って、アデーレはそれを胃に入れた。

　そしてトーリがホライゾンの手を引き、違うもの貰もらいに行こうぜ！　と外に出ていく間に、休憩時じ間かん終了を知らせるチャイムが鳴った。そして前ぜん部ぶ側に立つ自じ動どう人形が振り向き、

「敵てき群ぐん、三つに割れました。中央に大たい艦かん群ぐん、小しよう艦群は左右に車しや輪りん陣じんを構成。回転を始めています。そして全ぜん群ぐんは前進を開始。カレー沖おきに向かっています。──以上」

　そうか、とアデーレは思った。カレー沖に行くからカレーだったんですね、と。

　……ふ、副ふく会長みたいなネタ!!

　落ち着けアデーレ、まだ自分はそこまで踏み込んでいない。

　そして今、指し示じを出すべきことがある。それは、

「た、大たい艦かん群ぐんが中央にいるならば、火か船せんの用意をして下さい。──カレー沖おきに到とう達たつ次第、大艦群に火船を叩たたき込みます！」

　言った瞬しゆん間かんだ。先ほどの自じ動どう人形が声をあげた。

「敵てき群ぐん、速度を上げました！　全速でカレーに向かいます！　──以上!!」

　離されれば火船を飛ばす距離が空あく。

　そうなれば火船を飛ばしても、軌き道どうを読んで有利な配置をされてしまう。だからアデーレは指示を出した。

「加速して下さい！　──火船の用意を!!」
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「──違う！　追うな馬鹿!!」

　空に叫びを挙げたのは、巡じゆん視し船せんの上にいたドレイクだ。

　先行する三征西班牙トレス・エスパニアの艦群と、追う武蔵むさしを見ての声に、ハワードが首を傾かしげる。

「何な故ぜです？　火船による三征西班牙側の混乱は、アルマダ海かい戦せんにおける最大のターニングポイント。これによって三征西班牙は撤てつ退たいせざるを得なくなるのです。

　そしてこれは、ドレイク君、本来ならば君のすべき行動ですが……」

「それもあるが、こいつはおかしいんだ！　見ろ！」

　と、彼が総そう毛け立だち始めた首の毛並を搔かき上げた。

「歴史再さい現げんでは、アルマダの海戦で英国は風上を常にとっていたという。だが──」

　彼の銀色の毛が示すのは、西から東の風だ。

「日が沈み、西からの風、武蔵は風上にいることになるが、だが、高速に移動することで、武蔵は先ほどから風上の有利を自ら失っているんだ。俺の見立てではな」

「それがまさか、歴史再現に抵てい触しよくするとでも？」

　違う、とドレイクは言った。

「無む論ろん、この世界の砲ほうの能力は風向きとかをあまり考こう慮りよしねえ。だから大した差じゃねえと思うが、風向きが確かに関わる戦せん術じゆつがあるんだよ。俺らの中ではな」

「それは一体──」

　何だ、と二人が問おうとした時、加速を行って一気に距離を詰めた武蔵から、火船が射しや出しゆつされた。それは全長五十メートルほどの輸ゆ送そう艦かん八隻せき。

　長い、板のような火船が、加速から通常航こう行こうに戻る武蔵から出る。それらは槍やり投なげのように、武蔵が速度を落とす動きに乗って、

「くそ！　おかしいと思ったぜ!!　レパントの出場者が大たい艦かんを自じ艦かんにするわけがねえ！」

　一ひと息いき。

「船乗りは自分の船ってのを大事にするんだよな!!」
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　武蔵むさしの皆は見た。

　火か船せん八隻せきが射しや出しゆつされた瞬しゆん間かん。先行していた敵てき艦かん群ぐんが一つの動きを作ったのだ。それは、

「おい」

　気付いた者が、呆ぼう然ぜんと前を示して言う。

「何な故ぜ、大たい艦かん六隻が、近寄ってるんだよ!?」

　否、それは近寄っているのではない。急速の後退と、こちらの加速を利用した、

「大たい艦かん六隻、──こちらに体当たりするぞ!!」

　瞬間。アデーレの叫びが武蔵の全ぜん域いきに響ひびき渡った。

『総そう員いん艦内退たい避ひ──!!』
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　それは、六つと八つの破は壊かいだった。

　三百メートル級の航こう空くう艦かんが、放り出されたかのように挙きよ動どうと制せい御ぎよを失い、しかし前ぜん進しん加速したばかりの武蔵にカウンターで飛び込んできたのだ。

　サイズゆえにゆっくりと見える六艦の体当たりは、

「退避──!!」

　発射されたばかりの八隻の激げき突とつを得た。

　ぶつかる。六隻の航空艦に、八隻の輸送艦が火を纏まとって激突する。

　だが、六隻の航空戦艦は、

「内部を、爆ばく砕さい術じゆつ式しきと、その触しよく媒ばいで満たしていてね」

　呟つぶやくセグンドの声は、車しや輪りん陣じんの間に残った一艦。小型の自動ガレーの上にあった。

　彼が乗り換えた船は、

「よく、残していてくれたね。二十五年、残っていると聞いた時は、恥ずかしかったよ」

　乗員達が笑うのに、セグンドは頷うなずいて前を見た。

　同時。空に花が咲いた。先に六つの花が咲き、つぼみが割れるように八つの艦が裂け、そして続く時間で、

「火船にて、三征西班牙トレス・エスパニアの艦隊は損害を受けた」

　ただ、

「ここで爆発するのは僕達の六艦。……爆砕術式で内部を満たした、大型爆砕艦だ」

　言うなり、後の花を吞み込むほどの爆発六つが、武蔵の前半分を吞み込んだ。
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　アデーレの判断が迅じん速そくであったがゆえ、誰だれも彼かれも、砲ほう撃げき手しゆ達も砲を捨て、各地に新しん造ぞうされたシェルターへと身を隠かくした。

　大型の爆ばく砕さい術じゆつ式しき、それも数百メートルの戦せん艦かんを爆ばく弾だんとすれば、被害範はん囲いは広大だ。

　皆が舷げん側や前部デッキへと用意された縦たて穴あな型のシェルターに身を投げ入れた直後に、それは武蔵むさしを襲おそった。

　初めに来たのは、音を超えた衝しよう撃げき波はだった。裂れつ音おんの打だ撃げきは武蔵の先せん端たんから上面を包み抉えぐり、一気に半なかば近くまでに爪つめ痕あとを送る。

　武蔵側は緩かん衝しよう術式を全開にして弾はじくが、武蔵の術式防ぼう護ごであっても、連続六艦の爆砕は耐え切れなかった。一発目で衝撃され、二発目で術式に乱れが生じ、三発目で押し広げられる。そして四発目から連なる五、六発目が、ついに武蔵の左右一番艦かんと、二番艦の前面を襲った。

　食らう。

　品しな川がわと浅あさ草くさは艦かん上じように立つデリックを折られ、鳥とり居い型のガントリークレーンすら表面を硝子ガラスのように砕かれて傾いた。表面の一次装そう甲こうは全て吹き飛び、海を発生させるための紋もん章しようを彫ほり込んだ二次装甲の殆ほとんどが露あらわになる。

　海は消え、しかし艦は抵てい抗こうを失って滑すべるように前に出る。

　そこに、爆ばく炎えんが襲いかかった。炎ほのおは一いつ瞬しゆんだが、熱ねつ波ぱは砕かれた上層甲かん板ぱんを焼き上げた。

　浅草と品川の全ぜん域いき、多た摩まと村むら山やまの前ぜん部ぶ側が、衝撃波によって失われた大気が戻るや否や、

「──！」

　持ち上がるように、朱しゆの火か焰えんが走って街の残ざん骸がいが焼けた。

　熱気が踊り、わずかに香ばしい匂においが立つところに、新たな風が入って熱ねつ風ぷうとなる。

　風は豪ごう風ふうだ。街の破は砕さいは風に踊り狂い、柱や植木が焦こげながら宙を飛んだ。

　そして残骸が降ってきた。三百メートル級の艦かん群ぐんが砕けて作る破は片へんは、十数メートルを超えるものばかりだ。

　衝撃波によって破は壊かいされ、熱波によって焦げ上がった武蔵の前部に、快音や轟ごう音おんを重ねて船のフレームや装甲が激げき突とつした。それらは、あるものは転がり、あるものは突き刺さり、しかしどれも均きん等とうに破壊の意味を与えていく。

　それだけではない。

　三征西班牙トレス・エスパニアの大だい艦群は、爆砕術式以い外がいに、別の術式を搭とう載さいしていた。

　それは、光を放つ、光源の聖せい術じゆつ符ふだった。

　旧派カトリツクでは最も初歩的な聖術の一つ。大量生産で安く仕入れることが出来るもので、家庭でも多く用いられるものだ。

　ただ、数が多い。まるで雪のように、吹雪ふぶきのような数の光が広い空を満たして尽くした。

　光は、衝しよう撃げき波はで失われた真空の中に、大気に乗って流れ込んでいく。

　やがて、武蔵むさしを包むように、広い空間が光の吹雪ふぶきで満ちた。火災による大気の消失と熱気の上昇により、符ふが武蔵の前側に吸われては昇る循じゆん環かんが生じているのだ。

　武蔵は、破は壊かいを経た後、光の群に包まれた。
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「これは……!?」

　アデーレは、艦かん橋きよう内すら照らす光の乱らん舞ぶに、椅い子すから立ち上がった。

　そしてアデーレは気付く。光が外からだけではなく、足下にもあることを。

　眼がん下か。床を使用した大だい規模術式受像器レーダーが真っ白に光っている。

　……まさか、これって……。

　と、横に立つ〝武蔵むさし野の〟が、ふらりと揺れて床に座り込んだ。だが、振り返ることは出来ない。アデーレはただただ目の前で起きていることを注ちゆう視しして、

「術式の符は、発動すれば流体を使用します。だから、それを利用したチャフを作り……」

　眉まゆを立て、アデーレは光の向こうをにらみ付けた。

「……流体感かん知ち式しきの術式受像器を使用した管かん制せいシステム。特に自じ動どう人形の知ち覚かく系けいを使えなくさせたんですね!?」

　既すでに術式受像器システムは完全に麻ま痺ひしている。得られる情報が多すぎて過か負ふ荷かが掛かり、しかし再さい起き動どうを掛けようにもチャフが消えない内はそれも出来ないのだ。

　そして多量の術式は干かん渉しようしあい、また、風に散ることで流体を乱してノイズを生む。

　そのノイズは、特に自動人形に致ち命めい的な効果を与えた。

　自動人形が持つ共通記き憶おくの遣やり取りにノイズが差し込み、高速の情報処しよ理りが出来なくなったのだ。彼女達はお互いの位置把は握あくも難しくなっているらしく、明るい艦橋内だというのに近くにいる相手を見つけては驚く素そ振ぶりを見せている。

　……うわ、ちょっと可愛かわいい！

　余よ裕ゆうブチ扱こいてる場合じゃない、とアデーレは思った。ひょっとして自分は頭がおかしくなったのではないか。これではクラスの皆の仲間入りではないか。

　いろいろな意味で危険だ、とアデーレは思った。

　ここから一体、何をどうすればいいのかと。
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　空に巨大な赤の爆ばく炎えん花かが咲いた頃、倫敦ロンドンでは一つの舞台が開演していた。

　始まりは、テムズに掛かる橋の北と南で起きた、挨あい拶さつのような応おう酬しゆうからだった。

　シェイクスピアとネシンバラの術式は、文章を用いるものだ。ネシンバラは書いたものが事実となり、シェイクスピアは文字列れつで対たい象しようを作り上げる。

　書くものの対象差さゆえ、シェイクスピアの文章は長くなり、ネシンバラの文章は短くなる。

　先手はシェイクスピアだった。

〈バーナムの軍ぐん勢ぜいは、木々の間、葉が重なる下を続々と抜けていく。〉

　文字列が作る森を、鎧よろいの武む者しや達が走る。そして迎える形のネシンバラは、起き動どうのためもあり、まずは短い文章で、

《力を武ぶ器きとして身み構がまえる。》

　風の動きが、左の腕うで付近で盾たてのように対たい流りゆうした。だが、シェイクスピアの描びよう写しやは続く。

〈バーナムの軍勢は数隊からその陣じんを構成されていた。〉

〈それは奥に本隊を置き、左右から城を攻めるものだった。〉

〈そうすることで、城にいるマクベスに大おお勢ぜいが攻め込んでいると見せるためである。〉

　シェイクスピアは、己おのれが用意した脚きやく本ほんに加か筆ひつと修正を行っていた。それは相手に対して最適な脚本を作るためだ。

　対するネシンバラは、左手一本で相あい対たいを行っていた。

　右の腕はマクベスで使えない。

　既すでにマクベスは文字列の人ひと型がたとして現出しており、彼の右腕にすがりついている。まるで、救たすけてくれとでも言うように、だ。

　だからネシンバラは左手一本での描写を望む。いきおい一文は短くなり、しかし高速に、

《守りの力は敵を見る。》

《敵は多い。》

《だが無限ではない。》

《守りの力は指を差す。》《そして言う。》

《「近い者から倒せばいい」》

《「一人、二人、まずは三人だ」》

　乱れた文だ。全体が構成するのは情じよう景けいであったり感情であったり動作であったりと、渾こん然ぜんとした内容が作られる。だが、ネシンバラは言う。

「──それが今、僕に見えて、感じられるもので、そして対たい処しよとして為なすべきことだ」

　やがて、二者は準備を終えて触れ合っていく。

　シェイクスピアの言葉が走り、

〈バーナムの軍勢は仇きゆう敵てきに己の姿すがたを見せつけた後に、合あい図ずの角つの笛ぶえを高く吹いた。〉

　応じるように、

《行こう。》

　ネシンバラが前に出た。

　月下のテムズの上、橋の上を、突とつ撃げきしてくる軍勢に迷うことなく飛び込んだのだ。
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《力よ、弛たゆまず前に進め。》

〈バーナムの軍ぐん勢ぜいに臆おく病びよう者ものはいないのだと、皆が叫んで角つの笛ぶえに呼こ応おうする。〉

《来るか。》

〈おお、行けマクダフの軍勢、マルカム王子の庇ひ護ごを受けしイングランドの軍勢よ。〉

《だが、突とつ撃げきの敵は正面からしか来ないのだ。》

〈汝なんじ、母の腹を破りて生まれし者として簒さん奪だつ者しやの命を破れマクダフの槍やり。〉

《敵の槍は、腰より上を狙ねらえない。》

〈突撃せよ、そして吠ほえ立てて魔女テクノヘクセンの予言を借りた偽ぎ王おうを空に晒さらせ。〉

《身を低くしろ、そして──。》

《かいくぐり突き上げろ。》

〈軍勢の先せん端たんがマクベスと触れ合い、すれ違う間もなく初しよ手ての者が吹き飛んだ。〉

《次は間に合わない。》

《ならば避けろ。》

〈だが軍勢の量はバーナムの森に等しく、その守りの加か護ごを受けている。〉

《構わず身を回せ。》

《相手がどうであろうとも。》

《動かねば死ぬだけだ。》

〈突撃を続けろバーナムの軍勢よ、後に続く者達は功を急がぬ手て練だれ達だ。〉

《身を回し、低い位置からのバックハンドで──。》

〈確実に仕し留とめるために突撃の速度よりも己おのれの技術の連続を誇る者達。〉

《ぶち上げろ。》

〈一度打たれたとて、仲間が断たれたとて、新しき王を望む熟じゆく練れん者しや達は怯ひるまない。〉

《上げた力を返す動きで振り下ろせ。》

《続けろ。》

《振り上げて、振り下ろせ。》

《身を回すことでかわしながら振り上げろ。》

《それを続けていけば。》

〈熟練者達は、次の隊が森から流れ出て、左右からの挟きよう撃げきを行っていく。〉

《敵の本隊まで切り開いていけるだろうさ。》

〈おお、流石さすがはマクベス、王おう位いの簒奪は運だけではなく、力、器き量りよう、そして何にも負けぬ心、それを伴う者だからこそ運さえもが心乱されたのだ。〉

《心を乱すな。》

《油ゆ断だんを消せ。》

《慢まん心しんも潰つぶせ。》

《自分は──。》

《自分は常に未み熟じゆくなのだ。》
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　ネシンバラの短文が、速度でシェイクスピアの軍ぐん勢ぜいに切り込んでいく。

　力を振るい、連続する敵てき兵へいを伐ばつ採さいする動きを前進として、ネシンバラは書く。

《断ち切れ、止まるな、常に動き続けろ。》

《力よ、己おのれの姿すがたを見ようと思うな。》

《人ならぬ行いを今しているのだ。》

《ならばその姿は人ではない。》

《異い形ぎようだ。》

　己の力を振るうことで知るように、ネシンバラは橋の上で剣けん戟げきの言葉を送る。眼前にいる少女、かつての自分を知る少女との相あい対たいとして、

「ミチザネ、左腕の冷れい却きやくを自動化してくれ」

　言っている間の時間も惜おしい。

　もはや、文章のパターンなどは使えない。今は的確なものが必要な状態だ。目の前から迫る軍勢に対し、少しでも乱れがある選択を行えば己の力の首が飛ぶ。

　今、演劇の舞台は橋きよう上じようだけではなく、街かい道どうにまで至っている。こちらが叩たたき切る速度に軍勢の補ほ充じゆうが追いつかないため、補ほ給きゆう場所として軍勢の湧わく場所を増やしたのだ。

　しかし、シェイクスピアの判断はそこに留まらない。

　……全力で来るか。

　マクベス以外の登場人物が、時たま見える。

　シェイクスピアが作り上げる戯ぎ曲きよくは、代表作として史し劇げき・喜劇・悲劇がある。

　ネシンバラの記き憶おくでは、安定して高い評ひよう価かを得るのが史劇。

　そして、人気があり、数が多いのは喜劇。

　しかし、最も評価が高いのは、やはり悲劇だ。

　歴史や伝説をベースに、権力や愛あい憎ぞうによって狂う人のドラマは、そのキャラクターがオーバーである一方で人間味が強い。手が入っている、という意味での完成度は高いものだ。

　それらの数は多い。

　史劇は、出しゆつ自じ順に、

　……ヘンリー六世１・２・３、リチャード三世、ジョン王、リチャード二世、ヘンリー四世１・２、ヘンリー五世、ヘンリー八世。

　喜劇は出しゆつ自じ順に、

　……間違いの喜劇、じゃじゃ馬ならし、ヴェローナの二に紳しん士し、恋の骨折り損、夏の夜の夢、ヴェニスの商人、空から騒さわぎ、お気に召すまま、ウィンザーの陽気な女によう房ぼう達、十二夜、終わり良ければ全て良し、尺しやくには尺を、ペリクリーズ、シンベリン、冬物語、嵐あらし、二人の従兄弟いとこの貴き公こう子し。

　そして悲劇は出自順に、

　……タイタス・アンドロニカス、ロミオとジュリエット、ジュリアス・シーザー、ハムレット、トロイラスとクレシダ、オセロ、リア王、マクベス、アントニーとクレオパトラ、コリオレイナス、アテネのタイモン。

　とんでもない量だし、内容を知っていなくてもタイトルを知っているものは多い。ジュリアス・シーザーなんて三さん要よう先生が講こう演えん回ってくるたびに観みに行ってるし、アントニーとクレオパトラはアントニーが初めに「ローマですかぁ──!!」と叫ぶのが有名だ。

　しかし今、それらの殆ほとんどが軍ぐん勢ぜいに参加してきている。

　見れば解わかる。軍勢の中に、明らかに英雄と呼べる者達がいる。だから、

《行くぞ。》

　速度はある。もっと文を短く。的確に情報を反射しろ。

《切り込んでいく。》

《──全力で力を振るい、走っていく。》
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　テムズ沿いに住む人々は、鎧よろい戸どの向こうで行われる演劇を見つめていた。

　光の文字列れつと、風とも言える力の現れ。

　既すでに文字列は石いし垣がきの川岸を埋め尽くし、通りを走り、倫敦ロンドンの路上で脈みやく動どうしている。

　通りの至るところから生まれるのは、もはや軍勢だけではない。

「シェイクスピアの全ぜん演劇だ……」

　史劇、喜劇、悲劇、詩作、それらが連れん動どうして、踊るように新しき力に向かっていく。

　それらのタイトルは、どれも倫敦住ずまいなら知っているものだ。

　そして今、彼らが倫敦の町中に現げん出しゆつを始めていた。

　まず、ヘンリー六世が、五世や四世、造ぞう形けいの甘い八世やブリテン王のシンベリンを交えて共に英国の変へん遷せんを語り合い、嵐のミラノ王と冬物語のシチリア王は、アパートメントの屋根の上でヴェニスの商人や空騒ぎのアラゴン王子達と共に大だい航こう海かい時代を話題としながら武ぶ器きを磨みがく。

　ヴェローナの紳士達は芝しば生ふの上で双ふた子ごの兄弟と召めし使つかい、そして従兄弟の貴公子に剣を見せびらかすが、その横では妻の浮うわ気きに悩むアントニオがじゃじゃ馬のカタリーナに苦く笑しようされ、更さらには彼女にアドバイスを受ける骨折り損の王と友がいる。

　有名なシーザーはタイタスとコリオラヌスと共に軍勢の指し揮きを執とっていた。無む敵てきに思えるが、しかし美女オセロが分ぶ厚あつい刃やいばのナイフを携たずさえて横にいる。死なずのトロイラスはその能力の伝でん授じゆを願うハムレットに困り、タイモンに笑って肩を叩たたかれている。

　軍ぐん勢ぜいの術じゆつ式しきを支えるのは妖よう精せい王オベロン達だが、彼らの横では若者達がロミオとジュリエットに終わりが良ければそれでいいのかどうか、尺しやくには尺をという言葉もあると、寝ね取とられネタなどについて論ろん議ぎをしている。そこに加わりたがっているのは近きん親しん寝取られネタのペリクリーズだが、オベロンを手伝う男だん装そうのロザリンドやヴァイオラが彼も含めて皆を注意している。

　さて出しゆつ陣じんだと構えたリチャード三世はウインザーの女達の声せい援えんに手を振り、続くジョン王が己おのれの人気の無さに肩を落とすのを、しかしリチャード二世が背を叩いて慰なぐさめる。

　誰だれも彼かれも、楽しそうで、しかし戦いに出向けば踊るように動き、言葉を放つ。

　そんな彼らと戦せん闘とうを繰り広げるのは、一つの力だ。

　初めは、橋の上で力を振るい続ける一人の少年だった。

　だが、軍勢を橋から川かわ面もに叩き落とし続ける彼の周囲に、やがてあるものが見え始めた。

　戦い、ぶつけていく彼の文章力は目に見えてないものだ。しかし、動きや周囲の反応から、そこには存在していない姿すがたが、段々と観客に知ち覚かく出来るようになってきているのだ。

　それは恐らく、力の担にない手の姿だ。

　力は目に見えない。それを振るう者も。だが、軍勢と衝しよう突とつすることで、まるで型を粘ねん土どに押しつけたように、力と担い手の全ぜん容ようが描びよう写しやによって感じられるようになっていく。

　武ぶ器きは何だ。背はどのくらいだ。腕はどのくらいの長さなのか。髪かみは挙きよ動どうに靡なびいているのか。服はどのようなものだ。立ち回る脚あしはしなやかか。

　どうなのだ。

　それらは、確かに知覚され、見えてくる。

　対し、いつしか、軍勢の姿が消えていく。

　しかしそれは、無くなっていくのではない。大罪武装ロイズモイ・オプロによって力に転化した破損は、それぞれの要素として集まり、一つの姿を作り上げていっていくだけだ。その正体は、

「シェイクスピアの代表作。四大悲劇中、最大の劇と言われる──」

　倫敦ロンドンの誰だれもが知っている。

「〝第四悲劇リア王〟だ……！」
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　倫敦塔とうの中、刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオンに上がるための着替えを行いながら、メアリはそれを見た。

　……リア王!?

　それは、ブリテンの王として、しかし信用していた三人娘むすめの二人に裏切られて王おう位いを失った老ろう王おうのことだ。王位を奪われた彼は末すえ娘に救われるものの、復ふく位いの戦争で敵に捕らわれた彼女を救えず、その遺い体たいを抱いて嘆なげきの叫びを挙げながら狂い死んでいく。

　悲劇の王とされるリア王が、今、倫敦ロンドンの街に立ち上がっていた。そして、その行為は、シェイクスピアが何かを迎げい撃げきしているということだ。だからメアリは、敵が何であるかと思い、

　……武蔵むさしの方達が来ているんですか!?

　理由を確かにすることは出来ない。ただ、自分達の知る人が来ているのだ。しかし、

〈立て伝説のブリテンの王、愛まな娘むすめコーデリアを失い絶ぜつ叫きように死す王レイアよ。〉

〈汝なんじの無力をここにて晴らし、勝利の絶叫に死ぬといい。〉

　二本の直ちよつ剣けんを振り上げる迎撃の王は、強大だった。立ち上がる姿すがたは、老いてはいたが、

〈正しき力、正義は強大なり、その強大さを自覚せよ老ろう王おう。〉

　じわりと、王の姿が変わる。文字列れつの追加で、その全身が文字通りの強大となっていく。自分の中に蓄ちく積せきされた文字列、歴代の登場人物の感情や物語を持て余すように、装そう甲こうを纏まとい、全身を隠かくして行く身は、武ぶ神しんクラスの背を超え、ゆっくりと、

「街を超える……」

　メアリの一歩引いた声に頷うなずくように、シェイクスピアの声が倫敦ロンドンを回った。

「倫敦、英国のどこからでも鑑かん賞しよう可能な合ごう同どう演劇。──お楽しみを」

〈王よ振るい賜たまえその力を、変化を求め賜えその力で。〉

　今や街の背を抜き、更さらに巨大化する王に、しかし応じる力があった。

　メアリの目が見るのは、新しい力。王が連続で振り下ろす二に剣けんの連れん斬げきに対し、起きあがってくる力があるのだ。それは目に見えぬもの、しかし、攻こう撃げきを受け続け、返し続けることで、

「見えてきている……」

　否、それはもはや確実に、

　……顕けん現げんします……！

　目に見えぬが、そこにあると感じられる姿は、

「代だい演えんですね!?　恐らく、シェイクスピアの演劇に対抗する作家が、書いたものを文ぶん芸げいの神に奉ほう納のうし、それを代だい償しように力を得る──」

　呟つぶやいたと同時。倫敦塔とう周囲の家屋が、どれも鎧よろい戸どを揺らして叫んだ。

「──極きよく東とう式しきの王が、俺達のリア王と激げき突とつするぞ!!」
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　倫敦を足場に、二つの姿が立ち上がった。

　月光の下、薄暗い街を踏むように立つのは、一人は重じゆう装そうを固めた二本剣の強大な老王。対するもう一人は、

「見えているかい」

　夜の大気が当たって生む霧きりやすじ雲に見えるのは、

「文学の祭に呼こ応おうし、文字と同化する酔よいを得るために未み熟じゆくな書き手の元に顕現されたか。──御お力ちからの一部だろうが、その姿すがたを貸してくれて感謝する。天てん神じん・道みち真ざね」

　橋きよう上じようのネシンバラの声に応じ、風を姿にして身み構がまえるのは、極きよく東とうの装しよう束ぞくを纏まとった姿だ。

　人ではない。力の現れとして、装そう甲こうをもって形作られた巨大な顕けん現げんの人形だ。リア王も含め、武ぶ神しんに似ているのは、こちらと向こうの巨大な存在に対する共通認にん識しきだからだろう。

《天神・道真が、ゆっくりと武ぶ器きを左腰に構えた。》

　刀だ。雷いかずちを模もした連れん鉤く型の白の雷らい剣けん。身構えと同時に、道真の各部から装甲の当たる音が響ひびき、排気アウスプツフが行われる。装甲各部の間に溜たまった大気を抜き、動きやすくしているのだ。

　見れば、彼と同じ姿し勢せいを、肩の走狗マウスミチザネが取っている。

「ミチザネ、操そう作さを頼む。僕の書くものに合わせて舞ってくれ。場が良かったので神下ろしが出来たけど、あまりハシャぐと浅あさ間ま君に権けん限げん超ちよう越えつの注意で射しや殺さつされる。

　橋の上より畳たたみの上で死にたいから、早めに済ませよう」

　と、前を見ると、重じゆう奏そうのリア王の足下、橋の袂たもとの中央に彼女がいた。

　視線を合わせるまでもなく、お互いが頷うなずいた。そしてネシンバラが、

「添てん削さく、し合おうか」

「Ｔｅｓテスタメント．、駄だ目めなトコは容よう赦しやなく[image: ]しかるよ。──死なないでね。死んでも直すのがプロだから」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と答えるなり、リア王が両肩を振り上げ、

「さあ、悲劇を始めよう!!」







[image: 第五十五章『火事場の立て役者』]
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　武蔵むさしが燃えている。

　煙を上げ、穿うがたれ、光の聖せい術じゆつチャフに捲まかれて身動きとれず、速度を落としてもいる。

「卑ひ怯きようだよね」

　とセグンドは呟つぶやいた。

　爆ばく炎えんと煙が、晴れると言うよりも、それを武蔵が緩やかに突き破ってくることで搔かき消える。

　やがて露あらわになるのは、前まえ半分の表面装そう甲こうと上じよう層そう都市を失った武蔵だった。光にまみれ、しかし二次装甲から海を上う手まく発はつ生せい出来ず、前部艦かんが沈みそうになっている。

　煙を、各所や、装甲の隙すき間まからたなびかせているその姿すがたを見て、しかしセグンドは、

「だけど、──まだまだだよね」

　安あん堵どの一息を吐ついて、こう言った。

「その巨大な艦と、僕達じゃあ、まだまだ、僕達は臆おく病びようにならざるをえないんだ。

　だから、本当に卑怯な手を、ここで使わせて貰もらう」

　言って、セグンドは空を見上げた。

「僕が二十五年の中で得たものの一つとして、このくらいは使ってもいいよね」

　武蔵の向こう。遙か西の空に、色が見えた。

　白の色は、高空を切り裂さいてくる飛ひ翔しよう物ぶつの軌き跡せきだ。数は十。来るものの正体は、

「──新しん大陸からの、援えん護ごだよ」
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　三征西班牙トレス・エスパニアの北沖おきに停てい泊はくした撤てつ退たい艦かん隊たいの上で、フアナは空を見上げた。

　空を高速に切り裂いていくのは、西空にやって来ていた巨大な航こう空くう母ぼ艦かんから発進した、

「……新大陸派は遣けん団の機き鳳ほう!?」

『Ｔｅｓテスタメント．、ラス・カサス様の指し示じで来ました。〝赤鷲ロジヨ・アゾウル〟十機。

　──アルマダ海かい戦せんの〝補ほ給きゆう〟です』

　通つう神しんから聞こえる声より先に、弧こを描いて飛んでいくのは鉄で出来た大きな鳥だ。

　翼つばさをやや閉じた形状のそれは、航こう空くう戦せんに特とつ化かした機き獣じゆうの一種。機き竜りゆうほどではないが、全長十メートル強の大型武ぶ装そうだ。

　彼らは一度上昇の後、東に見える光の雲へと降下していった。

　鳥の姿は、その腹の下に長大な槍やりを持っている。

　攻こう城じよう用の巨大杭くいだ。落らつ下か速度込みでぶち込めば、防ぼう御ぎよ術じゆつ式しきの掛けられた城じよう壁へきとてただでは済まない。艦かん砲ぽうなどよりも確実な質しつ量りよう弾だんだ。

　それが十発、ヒットアンドアウェーの下降から上昇の軌き道どうで投じられ、

「!!」

　着ちやく弾だんの撃げき砕さい音おんが遠くから確かに響ひびいた。
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『後部破は損そん……！　その筈はずです！　──以上!!』

　後部側担たん当とうの自じ動どう人形の通つう報ほうに、アデーレは後ろに振り向いた。

　直後。艦かん橋きよう脇わきを轟ごう音おんが対ついで抜けていく。あれは、

「機き鳳ほう……!?」

　数は、機き動どう音が重なって解わからない。だが、アデーレの視し界かいは十と決めた。何な故ぜならば、武蔵むさしの後部側、高たか尾おと青梅おうめの上層に巨大な破は砕さい跡あとが十個も穿うがたれているからだ。それは何か槍やりのようなものを叩たたき込まれたらしく、貫かん通つうしたものもあれば、貫通せずに転がったものもある。

　しかし、穴の全ては、どれも内部から流体燃ねん料りようの光こう霧むを空に散らしていた。

　そして機鳳の音が上空を遠ざかっていく。ならば、

　……二撃げき目めがある……！

　今のは恐らく、着弾の感覚を確かめるためだ。武蔵の巨大さによって生じる錯さつ覚かくなどを再さい確かく認にんするため、恐らく確実な的まとに絞しぼって来たに違いない。次は恐らく、この武蔵むさし野のや奥おく多た摩まだ。

　やられてますね、とアデーレは思った。

　被害は大きい。流体光こうの煙は、もはや奥多摩と武蔵野を除く左右全ぜん艦かんから上がっている。それは左右全艦の出力が完全ではないということだ。

　自動人形達も使えない。

　……どうしますか自分!?

　答えはすぐに思いつかない。時間が欲しい。焦っては駄だ目めだと、アデーレはそう思う。

　だが、そこで三征西班牙トレス・エスパニアは終わりにしなかった。

　来たのだ。セグンドの率ひきいる小しよう艦かん群ぐんが。

　正面の砲ほう塔とうを奪い、防ぼう御ぎよや攻こう撃げき者しや達を退しりぞけ、表面装そう甲こうを奪い、更さらには打だ撃げきを重ねて来た上で、ようやくセグンドがやって来た。それも、

「……乱らん戦せん狙ねらいですか!?」
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　セグンドの戦せん術じゆつは、明確なものだった。相手の攻撃力りよくや防御力、そして視覚などを奪った上で、乱戦に持ち込む。

　乱戦の方法は簡単だ。車しや輪りん陣じんをほどくように一度伸ばし、

「武蔵の各艦の間へ、車輪陣で突入するんだ」

　内側からならば、武蔵側は同どう士し討うちを恐れて水平砲ほう撃げきを出来ない。そして内側ならば、聖せい譜ふ記き述じゆつ通りの乱らん戦せんの再現だ。

「僕達が外側の装そう甲こうを破は壊かいした分は、機き鳳ほう隊たいが上う手まく利用してくれる。外そと舷げん側に大おお杭ぐいをぶち込めば武蔵むさしは重力加か速そく用ようの外がい壁へき展開を出来なくなるんだから」

　遠い空、去っていった十機の機鳳は、すぐに戻ってくる筈はずだ。

　セグンドは、こう思う。

　……僕は、ここに負けに来た。

　二十五年前、生き延びるのに精せい一いつ杯ぱいで、護まもるべきものを護れず、それなのに勝ちの英雄として祭られてしまった。そして総そう長ちようは、一いつ介かいの隊長格かくだった自分にその座を譲ゆずった。

　妬ねたみも恨うらみも多かった。が、負けさせて貰もらえなかった呆ぼう然ぜんに比べれば軽いものだ。他人の僻ひがみなど、自分の中にある自分に対する失しつ望ぼうよりも、遙かに人間味みがある。何しろ、僕には何も無くなってしまったのだから。有るものを奪おうとするための僻みなど、僕には意味がない。

　前ぜん総長には、いい死に場所を貰った。何な故ぜ僕を指名したのか解わからぬがゆえに、どんな人かを調べたりもしたが、解らないことばかりだった。

　僕には、結局、何も無かった。

　僕を必要とするものも、振り払ってしまった。だけど、

「何もない僕は、それでも何かを作れるだろうか」

　左右に迫ってくる武蔵の左右一番艦かん。その間に皆と一緒にセグンドは飛び込んでいく。

　高空の中、武蔵の間は狭く、乱らん気き流りゆうが存在している。が、

「元もと々もと僕達は内ない海かいで戦ってきたしね。レパントもそうだ。こういう戦場は慣れている。牽けん引いん帯たいにだけ気を付ければ、後は同士討うちを恐れた敵を無視して撃うち放ほう題だいだ。

　無む論ろん、武蔵側も何か手を考えては来るだろうけど──」

　苦く笑しようした。

「こっちも決けつ死しでね。だから武蔵。ここから付き合ってもらうよ。ここからの撤てつ退たい戦、一体どちらが先に潰つぶれるのか」

　彼は左右に谷のような姿すがたを見せる武蔵の間に、艦を進ませた。

　光の散る夜空の中、彼は右手を挙げ、

「さあ、二十五年前の続きをこれから始めようか。英国一いつ周しゆう。どれだけ僕達は潰し合って満足出来るだろうね」

　だから、と彼は、手を振り下ろした。

「砲ほう撃げき開かい始し……!!」

　武蔵の艦かん間かんにて、左右に乱れ撃ちの回転が炸さく裂れつした。
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　武蔵が南の空で戦い、武蔵の代表達が倫敦ロンドンでの戦せん闘とうを行っている頃、正まさ純ずみもある戦いを抱えてしまっていた。

　それは、白はつ骨こつ中心の動死体リビングデツドの戦せん士し団だんを、輸ゆ送そう艦かんにて一人で迎げい撃げきする戦せん況きようだ。

　既すでに輸送艦は甲かん板ぱんを下から白の骨達で埋められ、戦場は内部へと移動しつつある。

「うわあ──！　一体なんだこの安いパニック系けいホラー能のう楽がくみたいな展開！」

　現在、英国と自分達は交こう戦せん中ちゆうだ。敗北して死ぬまでもなく、捕らえられてしまえば副ふく会長としての発言権けんを失う。それは、対たい英えい戦せんを終しゆう結けつさせる講こう和わなども出来なくなるということだ。

　そんな展開は意い地じでも避けたい。

　だから正まさ純ずみは、漁りようで使う銛もりや、防ぼう護ごのために用意されていた銃じゆう器き類を用い、

　……せ、狭い通路で戦うのがセオリ──!!

　近寄って追いすがってくる連れん中ちゆうを、破は壊かいして砕いて屠ほふりまくった。連中の動きは遅い。筋きん肉にくがない骨の身体からだを霊れい体たいだけで動かしているからだ。しかしタチが悪いのがどいつもこいつも、

「姉ねえちゃん成じよう仏ぶつや！　ギブミーしてんか!?」

「その感じだと後ろで操あやつってるのは大だい法ほう官かんハットンかあ──!!」

「操っていると言われるとは、ハットン君はハートエイク──、デス！　成仏のためにオンリー強制なの──、デス!!」

「それを操っているって言うんだあ──!!」

　叫んだところで状況に変化は無い。樽たるを転がして潰つぶしたりドアに挟んだり窓から柄ひ杓しやくをくれというのに対して底を抜いたものを渡したりと、

「最後のはハットン君の関係者やナイスフレンドではナッシン──、デス！」

「呼び寄せられてるんだよ!!　帰れ！　帰れよ!!　呼んでないよお前!!」

「ホワイ、そんな死にたくないの──、デス!?」

　哲てつ学がく的だ！　と正純は思いながら机や椅い子すを投げて相手を砕いていく。白骨達がぶっ壊れるたびに、空中に『英国協きよう式しき成仏コンボ１２１hit！　Thank you for your cooperation』などと出るのは、実はこれ、慈じ善ぜん事業なんじゃないだろうか。

　と思っていたら、投げナイフが横よこ髪がみを掠かすって後ろに飛んでいった。

「こ、こら！　凶きよう器きありか!?　キルレシオ違うだろ!?」

「個人のプライベートな部分にハットン君は寛かん容よう──、デス！」

　……私の心が狭いのか!?　そうなのか!?

　ともあれこの状況は非常にヤバいと正純は思う。点てん蔵ぞうが告白に成功したら告げるべきことがあるのだが、そのための立ち会いとしてここに残ったのは失敗だった。

　……いや、でも、書面などで後からというのは、意味が弱い。

　それだけのことを言わねばならない。が、通路はもはや満員御おん礼れいだ。

　白骨どもが腰に錆さびた短たん刀とうを構え、三人横おう隊たいで、

「フォーリン地じ獄ごく!!　フォーリン六ろく道どう──!!」

「お前ら本当に英国協きようかあ──!?」

　横の部屋から引き出していた机を蹴けり飛ばせば、貫かん通つう入って六ヒット。その間に正まさ純ずみはポケットバインダーから携帯社しや務むを取り出そうとして、

「あれ……、な、無い？」

　底が抜けている。幾いく度どか投げつけられたナイフで裂さかれたのか、手がポケットの向こうにまで抜けた。しまった、と思う己おのれの正面で、ハットンが、

「ほほう、この落とし物、メールアドレスがメニメニ寂しい──、デス！」

「見るなあ──!!　お前大だい法ほう官かんか本当に!?」

「イエ──ス、平衡法エクイテイで問題ナッシン、──デス！」

　椅い子すを投げつけたが右浮ふ遊ゆうで避けられた。しかし彼の背後で破は砕さい音がして２ヒット追加だ。

　だが、既すでに敵は増ぞう援えんを組んできている。横おう隊たいが出来、壁のように前進をしてきた。対する正純は、この付近に武ぶ器きになるものがないと知ると、

「下の通路に……！」

　行って、行けるところまで行って、何とか耐えるしかない。耐えれば、戦せん闘とうを終えた仲間達が駆かけつけてくれる筈はずだ。筈だよな。でも外げ道どうだからマジに忘れて帰りそうだよな。

　……ま、前向きに行こう前向きに!!

　と、下の階かい層そうに至るドアを体当たりするように開けた。

　するとそこに、白はつ骨こつの群が既にいた。
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　……は？

　と首を前に傾かしげた正純の正面。何な故ぜか先回りしていた白骨達が軽く手を挙げ、

「グ、イーブニーン、ミス本ほん多だ──」

　うん、と思わず頷うなずいた正純は、しかしすぐに、

「ど、どうやって先回りしたんだよ!?」

　言うと、全ての白骨達が両腕を振り上げた。その腕の先、白の手て指ゆびに握られているのは、

「斧おのでもノコでも術じゆつ式しきチェーンソーでも、動死体リビングデツドなら有り──、デス！　いつの間にか先回りは動死体の伝でん統とう！　レガシーなの──、デス！」

「Ｂ級に最悪だあ──!!」

　叫んだ正純は、しかし一気に取り押さえられた。

　数すう体たい掛かりで手足を床に固定され、皆がハットンに振り向き、

「先生！　一つプリーズしやす!!」

「こ、こら！　どういうネタだ一体!!」

　構うことなく、ハットンが頷うなずき、腰につけていた巨大な辞じ典てんを両手で構えた。

「では、撲ぼく殺さつ──、デス！」

　その言葉と、拝おがむような構え方に、大だいの字じに押さえ込まれた正まさ純ずみは大声で叫んだ。

「理り不ふ尽じんだあ──！」
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　薄明るい部屋の中で、小さな影が目覚めていた。

　走狗マウス、アリクイの子だ。床に置かれた背の低い木箱の中、治ち療りよう用の符ふによって作られた巣があり、その中央で顔を上げたアリクイは辺りを見回す。何な故ぜ、自分は目覚めたのだろうかと。

　しかし、振り仰あおぐ視し界かいが不意に震しん動どうした。遠く、どこからか床を震わせる響ひびきがやってくる。時とき折おりに、窓の外では光る何かが散っており、人の叫びも聞こえてくる。

『……？』

　何だろう、とアリクイの子は思った。怖い、とも。

　先日までは母親が傍そばにいた。何かが起きていても、母親の毛と体温に沈んでいれば、隠かくれることが出来ていた。だが今は違う。隠れられると思っていたハードポイントパーツの中も、破は壊かいと傷を伴う危険な場所だと体たい験けんした。

　どうして自分は、護まもられなくなってしまったのだろうか。

　鳴く。答えが欲しいと。子供は鳴くことしか出来ない。だが、

『────』

　誰だれも答えをくれはしない。

　そしてアリクイの子は辺りを見回す。薄明るいここは、武蔵むさし中央後こう艦かん、奥おく多た摩ま地下三階。武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんの直下に位置する場所だ。区画としては農のう地ち区画であり、品種改かい良りよう研究を行う場所。自分が今いるのは、その中にある事務所だ。

　走狗の機能として、氏うじ子こ所しよ属ぞくする地域のことは理り解かい出来ている。が、何故、自分がそんなところに置かれているのか、アリクイの子には解わからない。捨てられたのかとも思う。

　だが、巣の横に置いてある餌えさを見て、アリクイの子は安あん堵どした。緑色の、半はん透とう明めいの小さな固こ形けい物ぶつを舐なめ、眠ろうと思う。もし捨てられていても、餌が無くなっても、周囲が危険ならば、いずれ消えてしまうことに変わりはない。目を閉じていた方が楽だ。

　だからアリクイの子は、餌を舐め、息をつき、軽く伸びをして、それに気付いた。

　己おのれの頭上に、一枚の表示枠サインフレームが浮いている。
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　アリクイの子が見るのは、主人とされる存在の危険を告げるものだった。

　位置は、ここから遠く。通神帯ネツトの繫つながりからすれば、領りよう域いきの壁を挟んだ他教導院管かん理り下かの土地だ。現在の通つう神しん設定は共通化されてるとはいえ、武蔵と英国の間には空がある。

　簡単に行くことは出来ない。

　それに、相手は危険な状態にある。今、自分が行けば、間違いなく自分も危険に見み舞まわれる。

　しかし、相手の状況は、相あい対たいの代表戦を示していた。

　相対戦となると、危険があっても誰だれも手を出せない状況だ。助けていいとしたら、相手の所しよ持じ品ひんとしてカウントされる自分だけだ。

　だが、行けば傷つく。だから、行かなくていいと、そう思い、アリクイの子は巣に戻る。

　眠って傷を癒いやすことが大事だ。ひょっとしたら、母親が戻ってきてくれるかも知れない。

　そうだ。もし主人とされる存在が無くなったならば、自分は恐らく、預かり不明と言うことになって、母の元に戻されるのではないか。

　だったら、と、アリクイの子は巣の中で丸まった。

　消えればいいのに、と、そう思い、しかしアリクイの子は、

『…………』

　ゆっくりと、窺うかがうように、自分の周りを見た。

　治ち療りよう用の符ふで作られた巣がある。餌えさがある。そして居い場所としての仕切りとしての箱がある。

　自分の主人は、恐らく、自分に対して、消えればいいのに、とは思っていない。

　だからアリクイの子は、考えた。消えればいいのに、は無しだ、と。

　だが、どうすればいいのか解わからなくて、アリクイの子は、とりあえず外を窺ってみようと、そう思った。外が危険かどうかを見て、どうするかを考えよう、と。

　自分の主人は、自分に消えて欲しくないと考えている筈はずだ。だから、外が危険であったならば、自分はじっとしていていい筈だ。

　事務所のドアは半はん開びらきになっていた。アリクイの子は巣を出て、球きゆう根こんなどの箱の間を通り、〝武蔵むさし王おう農業研究所・むのうけん〟と書かれているドアを潜くぐる。

　外に出ると、そこは破は壊かいの場だった。
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　ここは地下の筈だった。

　だが、天てん井じようを斜めに突き破って、巨大な杭くいが、更さらに下階へと床を抜いている。窓の外に見えた光は、天井の穴から入ってくる光の符によるものだ。

　農園は砕かれて歪ゆがみ、農地と交こう互ごに並ぶ、太い柱のような研究施し設せつは、幾いくつかが火と煙を噴ふいている。人々は消しよう火か活動に走っており、幾つもの叫びが聞こえている。

　ここは危険だ。

　アリクイの子は理解した。危険ではない場所はもはやどこにも無いのだと。

　だから、下がり、部屋の中に戻ろうとした。が、不意に横から声がした。

『まさずみ？』

　それは聞き覚えのある、主人の名前。呼ぶのは誰だれか。思し念ねん系けいの会話なら走狗マウスかも知れない。ならば、この場を任せることが出来ないか。アリクイの子が思い、振り向けば、

『まさずみ？　ちがう？』

　農園の側そつ溝こうから、黒くろ藻もの獣けものが這はい出していた。

　アリクイの子は、自分の中にある知ち識しき情報として、黒藻の獣のことを知っている。が、向こうはこちらを知らない筈はずだ。それなのにどうして、主人の名と自分を結びつける。

『まさずみ　ほうたい　におい』

　言われ、アリクイの子は、己おのれの姿すがたを見た。傷を受けた首の位置に、絞しめぬ程度に治ち療りよう用の術じゆつ式しき包ほう帯たいが巻かれている。

　主人の匂においがする。

　そして、アリクイの子は悟さとった。寝ている時も、今までずっと、主人は自分を護まもろうとしてくれていたのだろう、と。

　確かに自分は、怪け我がをした。痛かった。怖いと思った。だけどあの時、ずっと手て指ゆびで抱き締めてくれていたのは、母親ではなく、誰だれだったろうか。

『まさずみ』

　黒藻の獣が、軽く身を傾かしげる。

『まさずみ　たいへん？』

　アリクイの子は、頭上の表示枠サインフレームを見て、頷うなずいた。そして初めて、こう思った。

　……どうすればいいの？

　疑問。それは目の前にした難なん事じに対して解決を求める行為だ。それは未み熟じゆくな走狗に対し、補助としてのヘルプ機能を働かせる。

『オススメ！　条件さえ合えば、地ち脈みやく間かん移動をお薦すすめ致します。

　もし、主人と走狗の間に距離があったとしても、共通通神帯ネツト下であれば、走狗側から自分を流体化し、通神帯に乗って主人の下で己を再さい構成することが出来ます。ただ、これは契けい約やく時の輸ゆ送そうなどと同じシステムですが、走狗・主人間で行う場合、走狗側で主人のことを認にん識しきしておく必要があります。そうしなければ再構成先さきを確かく定てい出来ず、別の場所や、分ぶん散さん再構成されて、最悪の場合、走狗が失われます。ゆえに、親しん密みつな関係のある走狗であることが必要です』

　無理だ、とアリクイの子は、そう思った。主人との関係もだが、その顔すらよく憶おぼえていない。いつも丸まって隠かくれていたのだから。

　主人を救うことは出来ない。しかし、

『まさずみ　わからない？』

　黒藻の獣の問い掛けに、アリクイの子は小さく頷いた。

　解わからない。解らないから失われる。解らないのは怖い。だけど仕方がない。自分がそれを望んでしまったのだから。死んで欲しくないと、自分に願ってくれた主人を、自分の選択で見み殺ごろしにすることになる。

　すると、黒くろ藻もの獣けものが増えた。一匹ぴきだけではなく、二匹、三匹となり、更さらに増え、

『しってる』

　はっとして、顔を上げたアリクイの子に、黒藻の獣が揺れながらこう言った。

『おしえる　まさずみ』『たすけて　まさずみ』『ともだち』
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　浅あさ間まは、その光景を見ていた。

〝むのうけん〟の建物の横、誰だれも気付いていないような側そつ溝こう脇わきで、一つの会議が行われている。それは正まさ純ずみの走狗マウスと黒藻の獣の会議だ。内容は、黒藻の獣が正純のことを走狗に教えているもので、

『まさずみ　せーじか』『ぜーきん　だいすき』『うすいの』

　それはどうかと思うが、しかしアリクイの子は真剣に聞いている。

　その理由は明確だ。

　……地ち脈みやく間かん移動。

　正純の状況が危険なのは通つう達たつが来たので解わかっている。管理者ゆえの権けん限げんだ。だから生徒会や総そう長ちよう連れん合ごうの皆には報告しているが、こちらも向こうも手て一いつ杯ぱいの上、正純にはまだ仕事がある。

　……点てん蔵ぞう君がメアリに告こく白はく出来たならば、宣せん言げんすることがある、って。

　その発言権けんを保ほ持じするためには、この代表戦に敗北してはならない。だから救たすけに行きたくても誰も行けない。そういう状態だ。

　ただ、走狗は別だ。だからアリクイの子に術じゆつ式しきを持たせて、誰かに届けて貰もらおうと思い、ここまで走ってきたのだが、

「まさか、走狗から自分で飛んでいこうだなんて」

　止めるべきだろうか。だが、高速飛ひ翔しよう可能なエロゲ半はん竜りゆうはいないし、ナイトも戦場だ。輸ゆ送そう用の矢に詰めて撃うち込もうにも、追つい尾び先さきを正純に設定せざるを得ず、クリーンヒットしたら心配だ。ほぼ確実にそうなるし。

　だが、地面に水で〝まさずみ〟の顔を書く黒藻の獣を前に、アリクイの走狗は確かに地脈間移動の手順を表示枠サインフレームで設定していく。時とき折おり、アリクイの子が、確かめるように首に巻かれた包ほう帯たいを前足で触れているのが見える。

　……頑がん張ばって。

　地脈間通つう神しんは、武蔵むさし内部ではよく行われており、解りやすいものだ。多くの場合、これは迷まい子ごになったり、要件を走狗だけで済ませた際の帰りに用いられる。

　だが、間に戦せん時じの空を挟むとなると別だ。他教きよう導どう院いん下の土地へ行くのも、だ。

　しかし正純の走狗は、設定を、たどたどしく、それでも丁てい寧ねいに行っていく。

　手て順じゆんを確実に、認にん識しきを確かにすれば、それは出来る。

　出来れば武蔵むさし内で試験したかったことだが、

『────』

　アリクイの子が、手順を済ませた。設せつ定てい終了を示す表示枠サインフレームが告げるのは、手順の部分に問題はないということ。あとは、走狗マウスがどれだけ主人を認識出来ているか。ここが一番不安だが、黒くろ藻もの獣けものが、アリクイの子にこう告げた。

『おわすれ』

　告げ忘れていたこと。それは、

『すべりきゃら』

　最さい新しん情報が入れば行ける……！　浅あさ間まが思った瞬しゆん間かん。走狗は身を沈め、毛を逆さか立だて、

『……!!』

　光となって消え、宙を飛んでいった。





●






　アデーレは、正面の宙に浮かぶ武蔵の模も造ぞうに視線を送っていた。

　現在、武蔵は中央艦かんと左右艦の間に入ってきた三征西班牙トレス・エスパニア小型艦かん群ぐんの砲ほう撃げきを受けている。

　左右一いち番ばん艦かんは表面装そう甲こうをほぼ失い、機き鳳ほうによる打だ撃げきを受け、更さらには懐ふところに入られて乱らん戦せんだ。

　最悪の状況です、とアデーレは、半なかば呆ぼう然ぜんとした頭でそう思った。

　音は響ひびき、震しん動どうがあり、管かん制せいの自じ動どう人形達は聖せい術じゆつチャフによって感覚のほとんどを奪うばわれた状態だ。被害結けつ果かを示すものとして、流体光こうで作られた武蔵の模造は、中央艦の左右舷げんと左右艦の内うち舷げん側を赤い色で染めていく。幾いくつも重なる表示枠は、武蔵の破は損そん状況を知らせる内容だ。

　……マズいですよ……。

　どうする、と、時たまノイズを纏まとう武蔵の模造を見ながら、アデーレは思った。

　だが、そんなことは今まで幾いく度ども思った。さっきから同じなのだ。

　ずっとずっと、どうすればいいと、心の中でそう考えているだけ。

　答えが出ない。そして追い打ちを掛けるように、

「あ……」

　左右から響き渡る砲撃音おんが、完全な連れん打だを確定した。

　左右艦の間に入った車しや輪りん陣じんが、その動きを整えたのだ。

　先ほど外そと舷げんでそれを行われた時は、自動人形の反応と計算で防ぼう御ぎよ水すい壁へきを作ることが出来た。

　だが、今は駄だ目めだ。重力障しよう壁へきすら生まれておらず、

「あ……！」

　光の聖術符ふが散る向こう、村むら山やまの右舷にて、轟ごう音おんをつけて白の煙が上がった。

　上部の外壁が撃うち抜かれ、流体燃ねん料りようが空へと散ったのだ。
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「……!!」

　歓かん声せいが空に上がるのを、セグンドは聞いた。

　動く空の中、狭いとも言える武蔵むさしの艦かん間かんを行きては戻りながら、自分達は砲ほう撃げきを行っている。

　左右、武蔵各かく艦かんの甲かん板ぱん上からの応おう撃げきが確かにある。必死の、現げん場ば判断による射しや撃げきだ。

　だが、それは散さん発ぱつ的で、狙ねらいも乱れている。幸運な一いち撃げきはあっても、こちらを削けずり抉えぐるような連れん打だにはなり得ない。

　武蔵の動きも止まっている。前へと進んでいるが、それは惰だ性せいによる航こう行こうだ。

　管かん制せいを行っている自じ動どう人形達が、聖せい術じゆつチャフによってその共通記き憶おく能力を奪われた結果だ。艦をマニュアル操そう作さしようにも、これだけの巨大艦を連れん動どうさせる術すべはない。各艦の連れん絡らくが不ふ備びならば、迂う闊かつな動きで衝しよう突とつすることがあり得るからだ。

　だから武蔵は動けない。

　しかし、とセグンドは思う。いずれ、自分達の攻撃は効かなくなる、と。この車しや輪りん陣じんが効果を得ているのは、武蔵が動けず、自動人形達が不備を得ているからだ。聖術チャフが風に飛び、除去されてしまえば、今度はこちらが挟きよう撃げきを受ける番だろう。

　だからそれまでに武蔵を破は壊かいする必要がある。

　セグンドは武蔵の周囲に漂う聖術のチャフを見て、自分達のペースを確かく認にんした。

　……行けるかな。

　疑問する一方で、心の中に叫ぶような、祈るような声がある。

　行ってくれ、と。

　聖術チャフの効果は、このままだと恐らく三十分以上は続く。武蔵が動いていないため、チャフは武蔵の各部に落ち、そのまま残り続けるのだから。

　それだけの時間があれば、行けると、心の中に言葉が生まれる。

　……信じていいのかな。

　砲撃の音を耳に、セグンドはそう思った。勝つという言葉を心に抱くこと。その行こう為い自体が、自分に許されることなのかと。だが、

「……!!」

　歓声が再びあがった。右舷げん二番艦、多た摩まの上部装そう甲こうが砕け、流体光こうの煙を噴ふいたのだ。

　直後。誰だれかがこちらに向かってこう言った。

「勝てるぜ大たい将しよう!!」

　ああ、と誰かが応おう答とうを重ねた。Ｔｅｓテスタメント．、と叫ぶ声もあり、

「勝とうぜ大将!!」

　その叫びに、また歓声が応じた。砲撃の音を加速するような声の群だ。

　わあ、という皆の響ひびきの中央で、セグンドは、わずかに身を震わせ、頷うなずいた。そんな小さな動どう作さにすら皆の期待の声を生ませ、彼は言う。

「勝とうか」

　この言葉を信じて良いかどうかは解わからない。だけど、

　……信じるためにも。

　セグンドは、心の底にある一言を口にした。

「勝とうか！　皆……!!」
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　アデーレは、更さらなる敵の砲ほう撃げきの激げき化かに、思わず席を立っていた。

　周囲、自じ動どう人形の誰だれもが膝ひざを着き、こちらを振り仰あおぎもしない。

　ただアデーレは、内うち舷げん側を赤に染めた武蔵むさしの模も造ぞうを前に、正面の空で行われる砲撃光こうを見み据すえた。しかし、どうすればいいのか、何も思いつかず、

「……！」

　立てた眉まゆの下。眼鏡めがねの奥の瞳ひとみから、頰ほおを何かが下った。

　……あ。

　いけないですよ、と、アデーレはそう思う。指し揮き役やくの自分が、ここで何もかも諦あきらめるようなことになってどうするんですか、と。

　しかしどの艦かんとも満足に連れん絡らくすら取れず、こちらを無視するように砲撃は続き、

「!?」

　また、轟ごう音おんと震しん動どうをもって、煙が上がった。

　砕かれていく。もはや何も出来ないまま、壊こわされていく。対策としては、何か出来るようになるのを待つしかないようで。

　……これは──。

　もう終わりかと、アデーレは思った。

　その時だった。

　不ふ意いに背後でドアの開く音がした。振り向いた先、開いた空間に立ったのは、

「……総そう長ちよう!?」





●






　全ぜん裸らがそこにいた。そして全裸は両腕をＹの字に広げてポージングをとると、こう叫んだ。

「終わりだあ──！」

「ぬあああこの総長は煽あおりに来ましたよ──!!」





●






　アデーレの抗議に、しかし全ぜん裸らはポーズを取り直して叫ぶ。

「ああ？　馬ば鹿か野郎！　現実を見ろ現実を！　もう駄だ目めだアデーレ!!　武蔵むさしの終わりだ!!　諦あきらめ一いつ択たくしかねえだろコレ!?　よし、じゃあトーリのお兄にいさんと誰だれに責任負わせるか今の内に決めようね!?　でも俺は却きやつ下かな!?　これはルールだ！」

「あの、総そう長ちよう、後ろに副ふく王おうホライゾンが」

「は？」





●






　次の瞬しゆん間かん。武蔵むさし野のに乗る人々は妙みような揺れを体感した。





●






　アデーレは、艦かん橋きよう左側の壁をぶち抜いた穴から全裸が戻ってくるのを見る。

　……一体どうしていつも通りなんですかねー……。

　思う眼がん前ぜんに、しかし馬鹿はやってきた。そして彼は、砲ほう撃げきの震しん動どうの中で、

「どうだよアデーレ」

「は？」

「は？　じゃねえよ、ちょっと現実見てみろよ」

　と、アデーレは、馬鹿が北西の空を指さすのを見る。

　英国。第二階かい層そうの倫敦ロンドンがそこにある。だが、あるのは、倫敦の町並みだけではなかった。

　そこに存在するのは、この遠とお間まから見てもはっきりと解わかるほどの、

　……巨人……？

　洋よう風ふう装しよう束ぞくの二に剣けんの持ち主と、何か、よく見えないが、剣の動きから、そこに同等の巨人が戦っているのが見える。あれは、

「まあ、馬鹿がエスカレートして、あんなことになってるみてえだな」

　解る。あの見えぬ何かを操あやつっているのは、ネシンバラだろう、と。

　菅すが原わらの道みち真ざね。文ぶん芸げいや学問の神だが、元は貴き族ぞくであり、政府の策さく謀ぼうで左さ遷せんの後、恨うらみによって過か酷こくな祟たたりを極きよく東とうにもたらした存在だ。祭られることで怒りを収めたが、その能力は、

「雷いかずち……」

　時たま放たれる剣のような雷。それで穿うがつ相手は、シェイクスピアの作り上げた何かだ。

　ならば今、高速の剣捌さばきを、英国の一いち大だい作家と繰くり広げている同級生がいる。否、あの足下には、同等の仲間達が幾いく人にんもいるのだ。そして、

「オメエも、ああいう馬鹿のお仲間だ。何しろ──」

　総そう長ちようは、倫敦ロンドンからここまでを指で示し、

「もう、アルマダの海かい戦せんは手て順じゆん的には半なかばを超えてんだ。それは、オメエがやったんだぜ？

　アデーレ、オメエは歴史の一つを自分で半はん分ぶん以上動うごかしたんだ。

　俺には出来ねえ。だけどオメエには確かに出来た。だからオメエ」

　だから、

「もう少し、歴史を回して見ろよ」





●






　アデーレは、こう思った。無理ですよ、と。　勘かん弁べんして下さい、と。

　耳に聞こえる音は早はや鐘がねのような砲ほう撃げきの音と破は壊かいの響ひびきだ。今もまた、空を泣かすように流体の煙が武蔵むさしのどこかから空に立ち上り始めている。

　だが、馬鹿は、はっきりとこう言った。

「半はん分ぶん出来たら、残り半分くらいは余よ裕ゆうだぜ？　何しろ、後は、減へっていくだけなんだから」

「減っていくって……」

　食べ物か何かじゃないんですから、と言おうとして、アデーレは一つの事実に気付いた。

　そういうことを思えるだけの余裕が、自分の中に戻ってきていることに、だ。

　……全く。

　アデーレの心には、今、何をどうしたらいいかは解わかっていない。だが、

「大だい丈じよう夫ぶですよ総長」

　告げた。

「皆が、誰だれもが頑がん張ばってますから、自分もまだ出来ますって」

　言っちゃいましたよ!?　とアデーレは内ない心しんで仰のけ反ぞった。自分がここまで功こう名みよう心しんに満ちているとは思わなかった、とも。

　しかし、周囲の自じ動どう人形達も、床に座り込んでいたり、動けなくなっていた状態から、頭を左右に振って再さい起き動どうを掛けようとしている。だから、

　……今、何をどうすればいいか解らないですけど、でも──。

「こういう時、どうすればいいか、解ってんだろ？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずき、アデーレは叫んだ。表示枠サインフレームを出し、息を吸い、皆に対して大声で、

「誰か救たすけて下さぁ──い!!」
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　アデーレの叫びに、意識を醒さました者がいる。

〝武蔵むさし野の〟だ。彼女はアデーレの傍かたわらに腰を落としていたが、救いを求めるアデーレの声に意識の再起動を完かん遂すいした。人を助けるという自動人形の本質は、共通記き憶おくなど通じていなくてもその全身を支配するものだ。

　そして目覚めた〝武蔵むさし野の〟は、あることに気付いた。

　……揺れて、ない？

　衝しよう撃げき音と火花、煙は外から上がり続けているものの、武蔵に揺れがない。それは何な故ぜか。

「輸ゆ送そう艦かん!?　──以上」





●






　砲ほう撃げきを行うセグンド達は、突とつ然ぜんの障しよう害がいの存在を見た。

　それは、武蔵むさし各かく艦かんの外周を突っ走るように現れた武蔵の輸送艦群ぐんだった。

　牽けん引いん帯たいに導かれて列を作り、砲撃に対する盾たてとなるのは、しかし単なる輸送艦ではない。側面に色とりどりの紋もん章しようを描き込んだ艦群の正体は、

「これは、……武蔵の有力商しよう人にん達の輸送艦か!!」

　海かい賊ぞくや戦せん闘とうの被害を避けるため、防ぼう護ご能力を持った大おお型がた輸送艦だ。

　壁となりうる合計数十隻せきが、武蔵の内うち舷げん側で列をなし、砲撃の盾となったのだ。





●






　艦かん橋きよう内において、横に起き立りつした〝武蔵野〟を置いたアデーレは、その光景を見ていた。

「武蔵の商人団だんの輸送艦が……」

　砲撃を受け、装そう甲こうを散らし、だが輸送艦群は武蔵を護まもっている。

　どれも、武蔵の貨か物もつ類を搭とう載さいし、外部曳えい航こうしていた輸送艦達だ。それらが全て、列をなして防ぼう御ぎよの壁を作っている。そしてアデーレは、ノイズに掠かすれた表示枠サインフレームの映えい像ぞうを顔かお横よこに見た。

　聞こえるのは、やはりノイズ混じりの、しかし確かな友人の声だ。

『アデーレ!?　ハイディ！　今、上の人達を動かしたから!!　だから、だから安心して!!』

　息の荒れた大声が聞こえる。

『お金の力で護ってあげる!!』





●






　武蔵艦内、武蔵野地ち下かの縦たて町まちにて、商人団の面めん々めんは表示枠で外の光景を見ていた。

「うわあ──!!　わしの輸送艦が！　中には脱だつ税ぜいした金もあるのに!!」

「ちょっと貴き様さま素直すぎるぞってか私の艦まで出されてる……!?」

　と、天てん井じようの低い縦町中央、エレベーターリフトを利用した広場の中央で、シロジロが言う。

「しかしまあ、大変なことになったものだな。──何な故ぜか偶ぐう然ぜん、皆様の輸送艦を牽引する牽引帯が展開してしまうとは」

「貴様あ──!!」

「おやおや、武蔵むさしや他国の戦せん力りよく情報など、生で仕入れるには残るのが一番。その参加費ひとして所有貨か物もつ艦かんの提出を促うながした際、乗ってきたのは皆様だった。──出しゆつ港こう直前まで貿ぼう易えきで貨物艦に品を詰めるとは素す晴ばらしい商人魂だましいだったが」

　外からは輸ゆ送そう艦かん群の外がい壁へきを穿うがつ音が聞こえている。その音の累るい積せきはここにいる皆の手に入れた品や金が削けずられる音だ。だから一人が眉まゆを立て、

「何が望みだ!!」

　そうだな、とシロジロは並ぶ三十人あまりの相手に言った。

「現在、戦場における産業物の管理は私が行っている。それを理解の上で商売と行こう。

　まずは防ぼう御ぎよ術じゆつ式しきの行使権けん限げんからスタートだ。この権限を買い取れば、輸送艦が敵てき弾だんの直ちよく撃げきを受けるのではなく、術式などで防御出来る権限を手に入れることが出来る」

　彼の言葉に皆が顔を引きつらせた。そんな権限を買っただけでは、完全な防御を行うには至らないではないか、と。

「Ｊｕｄジヤツジ．、防御術式のサービスは、最初の三人まで無料としよう。さてどうかな？　一応、経けい費ひを含む損害総そう額がくが艦の資し産さん総額の六割を超えた時点でその輸送艦を引き揚げるが」

　さあ、

「輸送艦を捨てたくないのはどなたかな？」





●






『アデーレ！　──そこ、任せたから!!』

　確かく認にんを取るようなハイディの言葉の意味は、よく解わかる。

　ここは自分の持ち場だと、そういうことだ。そして、こちらを元気づけるように、各所にいる皆が、それぞれの状況や打開のアイデアを軽めの通つう信しん文ぶんで送ってきていた。〝武蔵むさし野の〟が手作業の仕分けを行う中、アデーレは幾いくつかの有用なものを抜き出し、簡単な返信を送る。

　……今、どうしたらいいか解らない状態になっていますけど。

　自じ動どう人形達の共通記き憶おくは使用不可能で、感覚を奪われたような現状だが、しかし、

「……何とかなるかもしれませんね」

　いや、とアデーレは思った。背後にいる総そう長ちようと、副ふく王おうに視線を向け、

「何とかするのが、ここにいる私の役目ですよね？」





●






　艦かん橋きように入るハッチの前で、武蔵王おうヨシナオはうんうんと頷うなずいていた。

　周囲、誰だれもいないのを確かく認にんすると、彼はさり気なく、ここをただ通過している風ふうに歩き出し、

「アドバイスが必要かと思ったが……。流石さすがは、我が領りよう地ち、野や獣じゆうの紋もん章しようを継ぐ少女であるな」

　だが、ヨシナオは、ふと足を止めた。耳に聞こえる音がある。その長く続く切り裂さきの音は、一度聞いただけで憶おぼえてしまった音だ。

　だからヨシナオは表示枠サインフレームを開く。武蔵むさし王おう権限で全ぜん艦かん通つう達たつとしていう声は、

「機き鳳ほう、右う舷げん側より十機接せつ近きんであるぞ──!!」

『はあ？　麻ま呂ろ何噓うそついてんだよ？　そんな構かまって欲しいのかよ？　寂しんぼさんだなあ』

「本当だ馬ば鹿か者──!!」

　夜空に、白の軌き跡せきが見えている。一いつ直線に右う舷げん狙ねらいの軌き道どうをもって、だ。
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　武蔵むさしの右舷から接近した十機の機き鳳ほうは、光の散る夜空の中を一度浅く上昇した。

　上がる軌き道どうを緩めた瞬しゆん間かんに、機き体たい下部の大おお杭ぐいを射しや出しゆつする構えだ。

　だが十機が接近を完かん遂すいする直前。

「!?」

　十機中ちゆう、先行していた二機が軌道を乱した。

　何だ、と他の機が思った瞬間。それがすれ違う。

　魔女テクノヘクセンだ。夜よ目めにも黒い魔女服姿すがたの数すう隊たいが、砲ほう塔とうと化すことが可能な箒ほうきを構えて空にいた。

『武蔵の術じゆつ式しき航こう空くう隊たいを、乱戦の空に出して来たのか!!』

　何とか乱戦の空を昇れたわずかな魔女達は、貨か幣へい弾だん丸がんを加か速そく術式によって高こう圧あつ加速する。そして数人掛がかりで加速にだけ強化した弾だん頭とうを、狙ねらい撃うちで対たい空くう砲ほうとして使用したのだ。

　武蔵側は制空権をとれていない。故に魔女達は砲撃直後に散開した。

　既すでにすれ違っているため、次はない。だが、穿うがたれた二機が危険だ。

　二機の被害は軽けい微びだった。撃げき墜ついされる程ほどではない。しかし反射的な回かい避ひ軌道や、操そう縦じゆう室の風ふう防ぼうを狙そ撃げきされたがゆえ、一いつ瞬しゆんでも奪われた視し界かいは、

『く……、あ！』

　二機が、武蔵の巨大さゆえに目もく測そくを誤った。右舷甲かん板ぱん上じようを通過しようとして、その翼つばさを引っかけたのだ。

　当たる。

　鳥に似た全ぜん容ようが手しゆ裏り剣けんのように縦たて回転となった。ホップして、空気抵抗を機き体たいの上面と下面の形に受け、身をよじるようにして吹っ飛んだ。

　一機は、逆ぎやく舷げん側の床に激げき突とつし、空に操縦者を放り出して四し散さんした。そして別の一機は、

「撃て……!!」

　外そと舷げん上に急ぎ集まっていた攻こう撃げき隊の対空砲ほう火かを浴びた。

　機体が下から打だ撃げきされ、一瞬上へと歪ゆがみ、

『……！』

　やはりこちらも、操そう縦じゆう者を射しや出しゆつするなり爆ばく砕さいした。

　連なる破は壊かいの音に、しかし武蔵むさしの皆が喜ぶ暇ひまはない。他の八機が既すでに大おお杭ぐいを射出している。

『仇かたきを抉えぐれ!!』

　怒りに満ちた叫びに対し、応じる声が一つあった。その声はノイズ混じりの、

『全ぜん自じ動どう人形、自己閉へい鎖さ状態で再さい起き動どうしなさい！』

〝武蔵〟の[image: ]しつ咤たする言葉だ。
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　鈴すずは、〝武蔵〟のそのような声を初めて聞く。身が引き締しまるような口く調ちようは、

　……感情なくても、……必要なこと、だから？

　武蔵は既すでに鍵けん盤ばんを弾ひくように腕を構えている。彼女が顔を向けるのは壁の描びよう写しや型表示枠サインフレームだ。そこには恐らく外の風景と、機き鳳ほうというものが発はつ射しやした杭が七つ見えている筈はずだ。

　鈴の感覚が捉とらえる中、〝武蔵〟はそれに顔を向け、

「総そう員いん、己おのれの固こ有ゆう感覚素そ子しにのみ頼り、個人接せつ続ぞく可能なものにだけ遠えん隔かく接続しなさい！　個人性を残した自己閉へい鎖さ状態であるならば、外部からの余よ分ぶんな情報によって乱れを得ることはありません。各おの々おの、個人の出来ることで、伝達は共通記き憶おくではなく通つう神しんや口こう頭とうを用いなさい！

　そして、不ふ詳しよう〝武蔵〟、個人接続による視し認にんと手動ですが──」

　自じ動どう人形の宣せん言げんを、鈴は聞いた。

「重力障しよう壁へきを再起動します!!　──以上!!」





●






　大杭八本の内、四本が空へと跳ね上げられた。

　重力障壁だ。艦かん橋きよう付近からの〝武蔵〟の視認によるため、やや位置がずれていたが、重ね合わせも含めてぎりぎりでそれだけの数を捉とらえることが出来た。

　しかし、残り三つは間に合わず、一つは位置のずれで軌き道どうが浅く逸それただけとなった。

　三発の直ちよく撃げきコースと、一発の跳ちよう弾だんコース。その軌道を確かく認にんして、機鳳の乗員達は叫んだ。

『──Ｔｅｓテスタメント．!!』

　だが、叫びの直後、武蔵むさし野のの外そと舷げんに上がってきた複数人にんの影があった。それは武蔵の商人団だん達たちだ。彼らは皆、慌あわてた動きで、しかしそれぞれがポージングを取り、

「商人ハッチ！　──オープン!!」

　直後の動きで、武蔵右う舷げん艦かん群ぐんの右舷外がい壁へきが文字通り開いた。外部輸ゆ送そう口こうとして使われる、外壁を含めた二重扉とびら型がたの側そく部ぶハッチが上下に展開する。そこにあるのは、

「艦を横に貫つらぬく縦たて町まちの輸送路だ！」

　商人の叫びで、縦町輸送路のハッチが全ぜん展開し、武蔵を横に貫かん通つうする大型通つう路ろが生まれた。

　数は四つ。三つは大おお杭ぐいを一いつ瞬しゆんで飲み込み、一つは跳ちよう弾だんを斜めに飲んだ。

「抜けろ──!!」

　叫びに応じるように、通路内部では自じ動どう人形達が動いていた。

　砲ほう弾だんのように高速で飛ひ翔しようする大杭を逆ぎやく弦げんの空に通すため、重量制せい御ぎよでものをどかし、猫ねこや犬がいたら抱えて逃がす。更さらには跳弾した大杭の軌き道どうが乱れたら、

「侍じ女じよ式レシ──ブ!!」

　数人掛がかりで軌道を補正し、四発同どう時じに、

「いってらっしゃいませ!!」

　逆ぎやく舷げん側の装そう甲こうと輸ゆ送そうハッチを開いて外へと送り飛ばす。

　逆舷、左さ舷げん側。そこにいるのは、武蔵むさしの艦かん間かんで車しや輪りん陣じんを組んでいた三征西班牙トレス・エスパニアの小しよう艦かん群ぐんだった。彼らは不意に生じた武蔵右う舷げん艦群の装甲展てん開かいと、その穴からの破は壊かい杭の射しや出しゆつに、

「!?」

　数すう艦かんが直ちよく撃げきを食らって吹っ飛んだ。

　同どう士し撃うちだ。

　そして軋きしむような叫びを挙げ、上昇軌き道どうを掛けようとする機き鳳ほうに、追い打ちがあった。

　それは、右舷三番艦かん。高たか尾お上じように立つ巨大な影だ。街の補ほ修しゆうを開始していた作業用の武ぶ神しん達が、

『いらねえから持って帰れ……!!』

　上昇を掛けた機鳳の腹に、街から抜いた大杭を投げ放ったのだ。

　風に乗り、上へと行こうとしていた機鳳達にとって、目の前に放り出された長大な攻こう撃げきをかわすことは不可能に近い。八機中、しかし六機が、強ごう引いんとも言える散さん開かい軌道をとってそれをかわしたが、しかし残りの二機は、一機がからくも逃れたものの、

『く……！』

　夜空に散る光の舞まいの中に、赤の火か炎えんが一つ咲き、一つの白煙のたなびきが生まれた。

　そして今こそ、武蔵の面めん々めんは声を挙げた。
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　敵の雄叫おたけびを、セグンドは聞いた。

　光の吹雪ふぶきが舞う夜空で、懐なつかしい熱気を持った風を浴びながら、しかし彼の周囲の男達も皆、それぞれが腕を振り上げ、

「おお……!!」

　叫んだ。

「負けるかよ……！」

「ああ、俺なんか、孫まごまで見てる筈はずなんだぜ、これを!!」

「爺じいさんのせいで負けちゃった、とか言われるのは辛つらいよなあ。──墓ぼ前ぜんで」

　ははは、と笑うだけの余よ裕ゆうがあればまだ大だい丈じよう夫ぶだ。

　だが、不意に風が起きた。それは、武蔵むさしの中央、武蔵むさし野のと奥おく多た摩まが起こす縦たての風。上下に吹きすさぶ突とつ然ぜんの風が意味するのは、

「……動けない筈はずの艦かんが、上昇するだと!?」

　疑問したセグンドは、一つの光景を見た。左右の六艦をおいて、牽けん引いん帯たいのほとんどを外し、武蔵むさし野のと奥おく多た摩まが急きゆう上昇を開始したのだ。

「個別操そう艦かんで、……武蔵八艦を分ぶん解かいしていくのか!?」
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　フアナは、遠くの空に見える戦せん火かの推すい移いを見ていた。

「そんな……」

　現在、武蔵とセグンドの小しよう艦かん群ぐんは、拮きつ抗こうしているように見える。だが、一つの変化が武蔵に生じていた。それは現場の者達も気付いているであろう、

　……武蔵が、個別の操艦を始めた。

　チャフによって自じ動どう人形達が連れん携けいを失ったため、現在武蔵は連れん動どうによって八艦を一つに統とう合ごう出来ない。そして統合出来ない以上、一艦単位での操艦は衝しよう突とつの危険性などもあるため、

　……武蔵は動けない。そうであった筈です。

　だが周囲の者も気付いたのだろう。空を行く巨大な艦かん影えいを指さし、

「おい……、あれ、……武蔵が分ぶん解かいしていくぞ」

　中央の武蔵野と奥多摩、二艦だけが急速に高度を上げている。それも左右の艦に対し、艦半はん個こ分ぶん以上の高度を上げるという変へん成せい上昇だ。その挙きよ動どうは、

「不可能と思われた個別操艦を、自動人形の連動無しで行うのですか!?　どうやって!?」

　見れば、左右の艦も、それぞれが辿たど々たどしく、しかし確かに左右への蛇だ行こうを始めていた。

　八艦が、全て個別に動き、武蔵に有利な状況を作り出そうとしているのだ。

「……総そう長ちよう！」
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　武蔵野艦かん橋きよう内にて、アデーレは冷ひや汗あせをかきながら表示枠サインフレームを見ていた。

　それは英国にて武蔵に武ぶ装そうや改かい修しゆうをする際、単たん艦かんステルスを行っていた時のデータだ。

　今は、その時のデータを参考に、〝武蔵野〟や各かく艦長式しき自じ動どう人形が、人員の配置を取り直している。

　現在、速度は落ちているが、しかし武蔵野は奥多摩と一緒に上昇中ちゆうだ。横の六艦をこれだけ上から眺ながめるなど、今まで経験したことが無かった。そして六艦が、大きく蛇行しているのを見るのも、だ。こんな挙動を体験するのは初めてのことだが、

　……危ない操そう艦かんですけど、やるしかないですよね。

　懐ふところに入られた時点で、ぞっとした。敵の機き鳳ほう隊たいを凌しのいでも、輸ゆ送そう艦かんで防ぼう護ごしても、内側に陣じん取どられたらこちらからは攻こう撃げきがほとんど出来ず、内から削けずられていくしかないのだ。

　ゆえに、個別操艦を行うため、信号による各艦の情報伝でん達たつを行おうとしたが、敵の車しや輪りん陣じんが邪じや魔まだった。甲かん板ぱんや艦かん橋きよう付近で信号を出そうとしても、砲ほう撃げきを受けるからだ。

　そこに魔女テクノヘクセン隊の指し揮きによる単たん艦かんの動どう作さをアイデアとして出してきたのは、ナイトだった。

　今、各艦の舳へ先さきと左右舷げんの上空に魔女が箒ほうきと共に浮いている。彼女達は、下からの砲撃の届かぬ高空で術じゆつ式しき灯とう火かのカンテラを下げ、艦に自じ艦かんの位い置ち情報を示しているのだ。

　彼女達を見ながら行われる個別操艦の速度は遅く、辿たど々たどしい。稚ち拙せつと言っていい動きだ。

　だが、その動作の意味はある。上に行く武蔵むさし野のや奥おく多た摩まからは下した方向への攻こう撃げきがし易やすいし、蛇だ行こうする左さ右ゆう艦かんは間を広げた時に砲撃が出来る。そして敵の攻撃は、武蔵野や奥多摩には届きにくく、蛇行する左右艦には狙ねらいがつけにくい。

　消しよう耗もう戦で、こちらの動きは悶もだえるようなものだ。だが、お互いの位置の有利から考えると、

　……行ける筈はずです！

　聖せい術じゆつ符ふのチャフによる効果は、こちらの操艦を著いちじるしく制限している。爆ばく砕さいによるダメージも大きい。個別操艦による迎げい撃げきでもかなりの被害が出るのは〝武蔵野〟の試し算さんで解わかっている。

　だからこちらが出来ることは、消耗戦の勝負の針はりが向こうに傾かないように、

「艦の動きをなるべく固定化かしないようにして下さい！　そして砲撃を！」
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　まるでもがくように、だが自由を求めた動きを取る武蔵に囲まれ、セグンドは息を詰めた。

　……やってくれる。

　追い詰めたと、そう思ったが、敵はその追い詰まりを利用して逆転の手を打ってきた。

　現在、車しや輪りん陣じんは蛇行の左右艦と空の二艦に届かず、しかし向こうの砲撃はやってくる。

　本来ならば、こちらが一方的にやっている筈だったが、今、自分達の方が囲まれて追い込まれている。しかし、

「大たい将しよう！　──まだまだ終わりじゃねえだろ!?」

「火祭フアリヤの踊り、……レパントも厳いつく島しまも、まだまだ本番はこれからだったぜ！」

　Ｔｅｓテスタメント．、とセグンドは答えた。そして彼は静かに右手を挙げ、

「車輪陣を縦たてに長く、そして武蔵の中央二艦と左右二番艦を渡すようにしてくれ！　左右艦の蛇行に対して車輪陣で支えを入れれば、攻撃は届くようになる！」

　それでも消耗戦は免まぬがれない。皆もそれを悟さとっているだろう。だが、

「Ｔｅｓ．、──やろうぜ皆！　そうだよな大将！」

　ああ、とセグンドは手を前に振る。

「行こう皆」

　セグンドは言った。

「重力障しよう壁へきが回復しても、視し界かいの外から撃うつことは可能だし、こちらはまだ手て数かずで遙かに有利だ。これからが本当の撤てつ退たい戦。だけど皆、絶対に──」

　絶対に、

「僕達の結果は、僕達のものだ」
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　街と森の境きよう界かいとなっている広場がある。中央に噴ふん水すいを持つ広場だ。

　二人の女、狼おおかみと猟りよう犬けんの字名アーバンネームを持つ二人が相あい対たいする場所だ。

　今、月下にいる両者の間に、一つの動きが生じていた。

　先に動いたのは、ウオルシンガムだった。

　ウオルシンガムの動きは、一いつ直線だった。

『……Go！』

　彼女は、噴水を越えるように刃群と共に己おのれを飛ばしたのだ。

　それは、二人の間にある噴水の石組を、嚙かむように踏んだ高速の跳ちよう躍やくだった。

　対し、銀ぎん狼ろうが迎げい撃げきの動きをとる。右鎖の丸まる太たハンマーによる横よこ殴なぐりの一いち撃げきだ。

　しかし猟犬は敵の動きを悟さとっている。刃三十二枚を持って鎖くさりを打だ撃げきする。

　面で弾はじく防ぼう御ぎよだ。

　だが、鎖が止まらなかった。

　理由は簡単だ。鎖が、ハンマー部分だけではなく、その半なかばにも丸太を巻いていたからだ。重量の追加もだが、刃は丸太巻きの鎖を精せい密みつに打つことが出来ずに外へと弾はじかれた。

　鎖の吹き飛ばしが通じない。

　とはいえ、鎖の動きは、確実に丸太一本分ぶん重くなっている。

　丸太が届くより、先に猟犬が狼に食らいつく。

　だが、それより早く、鎖が大きく己おのれを振り回した。鎖先せん端たんのハンマーで猟犬を打撃するのではなく、鎖中ちゆう盤ばんに巻かれた丸太によるラリアートで払い殴る食い方だ。

　しかし猟犬は加速した。宙で速度を上げる方法はある。分ぶん離りしている己の右腕を足下に送り、

『──Dash ahead！』

　右腕を宙に固定し、それを蹴けったのだ。

　ウオルシンガムは加か速そくする。方向を補ほ正せいする。狙ねらいはやや下向きに、行き先に立つ銀狼を、

『Bite!!』

　砲ほう撃げきと、その直後に十字槍やりを敵に[image: ]よじり込んだ。

　だが、十字槍が空を切り、射しや撃げきが土の地面を穿うがった。

　敵は飛んでいる。

　銀ぎん狼ろうの姿すがたが、右手を挙げた姿し勢せいで、噴ふん水すいの上空を、月を浅く削けずるように飛んでいる。

　鎖くさりだ。

　丸まる太たを二本つけて重くした鎖に引かれるように、しかし鎖側に己おのれを持ち上げさせるように、一本釣づりで夜空に飛んだのだ。

　直後、振り向き無しの背を向けたまま、ウオルシンガムは髪かみを振った。

　打ち払った髪から、空に零こぼれるものがある。

　それは黄色い果か実じつ。檸檬レモンの実の数は六つ。狼おおかみの嗅きゆう覚かくをぼろぼろにするには充分な数だ。

　一いつ瞬しゆんで果実は割られ、飛沫しぶきが闇やみに散る。更さらに、振り向かぬまま、ウオルシンガムはしかし正確に十字槍やりを背後のミトツダイラに向け、

『Bite！』

　射しや撃げきした。
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　ウオルシンガムの攻こう撃げきを、ミトツダイラは見ていた。

　それは正確な背はい後ご打うちだった。

　更さらには、先に檸檬を投げてこちらの注意を引いている。檸檬を割ってこちらを追いつめながら、対たい処しよを取らせぬために、攻撃の本命としての砲ほう撃げきを放つ。

「──見事」

　言いつつ、ミトツダイラは左の銀ぎん鎖さに力を込めた。手首から垂れる二本目の鎖は、今、噴水の水面に沈んでおり、

「始めますわ。──騎き士しの名めい誉よ挽ばん回かいを」

　言葉に吠ほえるように、噴水の水が爆ばく発はつした。水底で渦うずを巻いていた銀鎖が、空へと大量の水を跳ね上げたのだ。

　一瞬で、広場が霧きりに満ちた。
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　跳ね上がるように生まれた夜よ霧ぎりの中で、ウオルシンガムは危険を悟さとった。

　今、広場の底には霧がある。噴水の水が宙に散じられたことで生まれた濃い霧だ。その水に柑かん橘きつの果実は沈み、芳ほう香こうも抑え込まれた。更には霧の中では視し界かいも悪い。

　瞬しゆん間かん。何かが動いた気け配はいをウオルシンガムは感じ、更には、

『……!?』

　森の方、背後の方から、軋きしむような断だん裂れつの音が連続した。

　まるで木が倒れてくるような響ひびきを背にしたウオルシンガムは、

　……What!?

　ふと、猟りよう犬けんは身をそちらとは逆に飛ばした。

　しかし、着ちやく地ちして起こした身。噴ふん水すいの北側に立たせた肩に触れるものがあった。それは硬く立つ何かであり、更さらに足下で、ぞろりと鎖くさりの動く響ひびきが生じた。だから、

『……!?』

　反射的な動きで、ウオルシンガムは跳ちよう躍やくした。

　霧きりの中は危険だ。何かが今、霧の中で起きている。

　霧から離れるには上しかない。だから猟犬は、広場を囲む並木の枝を蹴けり、低い民みん家かの屋根を蹴り、アパートメントの壁を蹴ってその屋根に至る。

　眼がん下か、見れば広場の形に霧がある。しかし、四し方ほうの屋根に敵の影はない。

　敵はどこだ。

　そしてウオルシンガムは気付いた。己おのれが今、月光を浴びていることを。

　遮しや蔽へい無く、倫敦ロンドンという街の中における高い位置で、ウオルシンガムは月光に身を震わせた。

　敵はどこだ。

　解わからない。だが恐れるな。自分が好きなものが、自分を見守っている。だから、

『La──』

　藁わら屋根の上で、足と手をつき、ウオルシンガムは身を反らせて声をあげた。

『Luo──!!』

　そして、仰のけ反ぞるように声を挙げ、ウオルシンガムは見た。

　己を見ている月の中に、銀の影が立っているのを、だ。
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　背後で強烈な叫びが鳴ったのを、走る点てん蔵ぞうは感覚した。

　……これは、獣けものの鳴き声に御ご座ざるか!?

　何がどうなっているかは解らない。が、戦いが進行しているのは確かだ。

　背後の街では、強大な何かが戦せん闘とうを行っている。アーバレストの発はつ射しや音おんの連れん打だも聞こえる。

　だが一番聞こえるのは己の足音だ。

　行く正面、遠くの街並の向こうに、四角い城じよう塞さいの影がある。

　倫敦ロンドン塔とうだ。

　……見えたで御座る！

　喜びに気を抜かず、点蔵は表示枠サインフレームを走りながら展開した。

　通つう神しん先は正まさ純ずみだ。副ふく会長である彼女は、告白が終わったら連れん絡らくしろと言っていた。が、先に到着間ま近ぢかの報告をしておくのもありだと考える。しかし、

「……通じない？」

　英国と武蔵むさしはアルマダ海かい戦せんの状況確かく認にんなどのため、通つう神しん設せつ定ていが共通化かしている。正純の通神環かん境きようは走狗マウスが懐なついていないために携帯社しや務むだが、今の状況でも通じる筈はずだ。

　それが通つう話わ出来ない。そのことにわずかな不安を抱きつつ、

　……来た!!

　大通りが一いつ直線を貫つらぬいた。

　先に見えるのは第一階かい層そうへ上がる階段だが、その右前に一つの城じよう塞さいがある。

　倫敦ロンドン塔とうだ。

　各地から戦せん闘とうの音が、背後の空からは空くう戦せんの響ひびきが生じる中。点てん蔵ぞうは腕を振り、身を前に振り込むようにして、

「──！」

　加か速そくした。







[image: 第五十六章『劇場の咆吼者』]
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　倫敦ロンドンの人々は、頭上をまたいで行われるリア王と道みち真ざねの剣けん戟げきを見た。

　家の中、鎧よろい戸どの内側にいても、音は聞こえる。風もある。

　王は二本剣の連続を持って突き進み、極きよく東とうの貴き族ぞくは雷らい刀とうをもって応おう戦せんする。

　白の雷刀は稲いな光びかりの軌き跡せきを生み、二本剣がクロスで防げば空に白の光が散る。

　お互いが切り結び、相手の隙すきに軌跡を放っては弾はじかれ、高さや角度を変えて攻こう撃げきを送ってはかわされ、そして新しい攻撃を繰くり出されて繰り出していく。

　まるで踊るように、相手がどこまで出来るのかを試すように、お互いが攻撃をかわす。

　羽ばたきにも似た武ぶ器きの繰り出しと、波を蹴け立たてるような踏み込みと、そこに風の轟ごう音おんと白の火花が付ふ随ずいして倫敦の街を戦いの足あし場ばに変えていく。

　王と貴族は剣を合わせ、軋きしませたままテムズを横走りにまたぎ越え、ウエストミンスターの寺じ院いんを挟んで剣の火花を咲かす。

　人々は女王の言いつけを護まもり、鎧戸を開けず、カーテンを閉めていた。

　だが、隙すき間まから覗のぞくことを女王は咎とがめなかった。応おう援えんをすることも、だ。

「──負けないで！」

　ハムレットの少女が叫ぶ声に、王が鎧の下で小さく笑った。

　皆は知っている。シェイクスピアに預けられた大罪武装ロイズモイ・オプロは、攻撃を受けるとそれを使用者の内ない燃ねん拝はい気きにするのだと。だから皆は、

「通神帯ネツトを開け！　シェイクスピアを応援するヤツは言葉を選べよ！　もっとちゃんと戦えってな！　そうでなきゃ響ひびかねえ!!」

　だけど、と皆が言う。それは期待をもった声で、

「シェイクスピアにリア王を立ち上げさせた馬鹿はどこのどいつだ!?」

　全く、

「あれは無料で見せていいもんじゃねえんだぞ!!」
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　ネシンバラは、書いていた。

　位置は橋の上だ。動いていない。それは袂たもとに立つシェイクスピアも同じだ。

　書くことは、想そう像ぞうすること。ならば見ていなくても、相手の書いた文章から王と貴族の戦せん闘とうを読み、的てき確かくな動きを与えることが出来る。

　言葉は便利だ。

　だが、言葉は、想像を完全に表現出来ないし、伝達出来ない。色一つを取ってみても〝赤〟と書いた時、己おのれの想像する赤と、読んだ者が想像する赤は同じにならない。違う色だ。

　だが、そのような曖あい昧まいなものだからこそ、言葉には想そう像ぞうと創そう造ぞうの面白さがある。自分の中の正解をどのように組み立てていくのか、そしてそれを、どう伝えれば近く伝わるのか。

　ああそうだ、とネシンバラは思う。僕は、伝えたいのだと。

　正面、彼女が言葉を送ってくる。

〈剣を振るい、力を振るう者を攻こう撃げきせよ王。〉

　月光が一いつ瞬しゆん遮さえぎられた。王の影が走ったのだろう。

　だからネシンバラも、貴き族ぞくに指し示じを奉ほう納のうする。

《受けろ力よ。》

《この相手が最後だ。》

　そうだ、とネシンバラは内ない心しんで頷うなずく。この相手が、僕のこれからを導く相手になる、と。

　彼女は誰だれだろう。どっちだろう。

　ずっと昔、一人で自分と相談出来る少女がいたのだ。一緒にいると不ふ思し議ぎで、賑にぎやかだった。二人いるためか、何事も学ぶのが早く、自分は追いついていなかった。

　自分達のいた場所は退たい屈くつで、本などすぐに全ぜん部ぶ読み終えてしまった。

　始まりは、自分達がここに来るまでに体験した思い出語がたりだった。それは楽しいことやオカルト的なことも含み、やがて伝説や、町中で見た流行はやりのドラマなどになり、

　……それを自分で作っていくようになったんだよな。

　暇ひまつぶしだからこそ、真剣になった。そして一人で相談出来るがゆえ、彼女の作るものの出来は良かった。まるで、大人おとなが作ったもののようだと、そう思ったのだ。

　添てん削さくし合う時も、自分のは二倍返しの地じ獄ごくのチェックだが、彼女のものに対しては言うことがあまり無い。

　今も、きっとそうなのだろう。

《油ゆ断だんをするな。》

　しないとも。

《足を踏み、腰を落とせ。》

　力を込めるさ。

《力を無む闇やみに振るう時期は過ぎた。》

　そうだ。

《行こう。》

　そう思う。

《君のところに行こうと思う。》

　ネシンバラは書いた。

　通じてくれと、そう思いながら、

《これから行くよ。》
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「ねえ」

　彼女が問うてきた。

「僕、どっちだと思う？」

　その問いかけに、彼はしばし考える。そして、

「どうだろうね。ただ──」

　彼が言う。

「一つ、思い出したことがある」

「何を？」

　ああ、と彼は頷うなずき、

「君は僕といた頃、自分のことを〝私〟って言っていたんだ、って」

「────」

「一体、いつから〝僕〟になったんだい？」

「それは──」

　彼女がゆっくりと、静かに告げた。

「君がいなくなってから」
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〈王よ叫びをあげろ、己おのれの思い違いを、しかし己の正しさを自覚するがゆえに叫べ。〉

《力よ。》

《力よ。》

《確かに、王の正しさに届け。》

〈王よ、だがその正しさを試せ。〉

〈その正しさが悲劇を呼ぶならば、その正しさを抱く価か値ちがあるか試せ王よ。〉

《だからどうした。》

《僕は行くよ。》

《僕は必ずそこに行く。》

《君とかつて見た正しきところへ必ず行く。》





●






「だったら〝私〟は……!!」

　彼女が叫んだ。

「〝私〟はどこへ行ったの!?」
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〈王は吠ほえ叫び、双そうの剣をそれぞれ必殺の動きで振り下ろした。〉

《力はまっすぐに、王へと向かう。》

〈だが一つの力は、王の双の剣を一つしか打てない。〉

〈王の剣の一つは砕かれた。〉

〈しかし若き力はそこで残りの剣に断たれた。〉

〈王は泣く。〉

〈王は愛いとしき者の亡なき骸がらを抱き、己おのれの正しさゆえに絶ぜつ叫きようして──。〉





●






　道みち真ざねの顕けん現げんが消えていく。そして残された王が、膝ひざを着き、夜空に口を開いた。

　悲劇の終了。王は、正しきがゆえに孤こ独どくとなったことを示す絶叫を、天にあげようとする。

　だが、それを止める言葉があった。

《力は正しきを止める。》

「え……？」

　彼女が彼を見た。未だ表示枠サインフレームに、言葉を叩たたきつけていく彼を見て、

「正しきを止めるって、……どうやって!?」

　彼は声で答えない。ただ、己の文章で、こう返答した。

《行け、マクベス。》

《行け、王位の簒さん奪だつ者しや。》

《立ち上がり、──王を救え。》
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「──無理だよ!!」

　シェイクスピアの声に、ネシンバラは首を横に振った。

「無理じゃない」

「何な故ぜ……」

「添てん削さくだ」

　橋の上と袂たもとをもって向かい合う構こう図ずで、ネシンバラは右の腕を掲かかげた。

「君の書いたマクベスを、術じゆつ式しき的に分解し、そして内容を書き換えた。この祭の中、君の舞台の中だからこそ出来たことだけどね」

　頭上。吠え叫ぶ王の眼前に、悠ゆう然ぜんと立つ若わか武む者しやの姿すがたがある。

　シェイクスピアはそれを見上げ、

「でも、これじゃあ……、マクベスじゃない！　王位の簒さん奪だつを完全とするマクベスなんて！」

「だろうね。舞台としては失敗かもしれない。だけど、物語ってのは柔じゆう軟なんだ。マクベスとしては失敗でも、それを下した地じに、別の物語を作ることだって出来る。

　そして、マクベスを幾いく度どか見た皆は、こう思うんじゃないかな」

　ネシンバラは言う。足を前に、橋の残りを渡っていきながら、

「──誰だれか、マクベスを王にしてやれなかったのかな、って」

　だから、

《行け、マクベス。》

《王を救え。》

《己おのれの為なすべきをもって、正しきがために孤こ独どくとなって狂い死す王を救え。》

　言うべきは一つだ。

《己の勝利で悲劇を止めろ。》
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　言葉と共に、マクベスが踏み込んだ。

　狂きよう王おうはその瞬しゆん間かん、身を起こし、確かに正気を得た。動きは整い、一本の剣を持って、乱れのない迎げい撃げきを行う。しかし、

《マクベスは緩やかに王の剣をかわし、己の刃やいばを王の胸に突き立てる。》

　その通りになった。

〈胸を張れ、英雄達の王レイア、──汝なんじの王位は譲ゆずられるものだが、その名は永遠となる。〉

　王は最後に、簒奪者しやを抱きしめた。そして、

〈笑え王よ、その意志は、血の流れをもって簒奪者に継がれ──。〉

　リア王は、頷うなずくように力を失い、対するマクベスも

《──簒奪者は、王と共にある。》

《ずっと、その意志を忘れることなく。》
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　全てが消え、静かな月明かりの橋の袂たもとに、彼と彼女は立っていた。

　彼女は、わずかな迷いを含んだ動きで、胸に手を当て、

「私……」

　首を横に振って、橋を渡ってきた彼に問う。

「……私、どっちだろう？」

　その問いかけに、ネシンバラは頷きでこう返した。

「僕のことを好きな方でいいんじゃないかな」

「……え!?　あ、ちょっと、何!?　何いきなり!?」

「だって、嫌いな方が残ったら救いが無いから。だったらまあ、どっちか解わからないなら、僕にとってはその方が都つ合ごういいだろ？」

　は？　と疑問視しするシェイクスピアが、耳まで顔を赤くする。

「馬鹿！　そ、そんなん、都合とか、──って、それ基準にされたらどっちか解らないよ！」

　言っている意味が解っているのかどうなのか。どっちでも嫌いってことじゃないといいけど、とネシンバラは内ない心しんで吐と息いきする。ただまあ、と彼は言い、

「僕はここにいるんだから。──君はどこにいるの？」

　問いかけに、彼女は考え、俯うつむき、

「……ここ」

「英国来て、頑がん張ばってたんだ」

　言うと、彼女の眼鏡めがねが、ちらりとこちらを見た。そして彼女は、肩を落として背後の紙かみ袋ぶくろに手を突っ込むと、一つの冊さつ子しを取り出した。

　生まれて初めて、ネシンバラが自分で作った印いん刷さつ物。

　何でこれが、と、ぞっとする冊子だ。己おのれの恥ち部ぶがここでも見られるとは。

「限げん定てい五十部、手に入れるの凄すごく苦労したんだよね。ジェノバのオークションで高値でさ」

　シェイクスピアは、音をたててページをめくって、

「何この〝セクシーダイナマイツビーム〟って。ダイナマイトとビームのどっちだよ」

「ツッコミそこかよ!?」

「いいじゃない。全く、挿そう画がの人と親しくしてるのかと思ったら」

「御ご免めん、アレは無理だ。どう考えても無理」

　本気でそう思うが、シェイクスピアは意に介かいさず、

「当時としては斬ざん新しんだったんじゃない？　ヒロインの姫が双ふた子ごの設定」

「あ──、それは、先に言っておくけど」

「重じゆう婚こんエンドは更さらに斬新だよね」

　覚かく悟ごはしていたが、つまり人生お仕舞いだ。はは、と彼女が笑い、そしておもむろに、紙袋の中から白と黒の盾たてを取りだした。

　大罪武装ロイズモイ・オプロだ。
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「約束だよ。女王には[image: ]しかられるだろうし、人々から何か言われるとは思う。だけど」

　だけど、

「私にはもう要いらない。大体の批ひ判はんは見たしね。これからは君に必要になることだろう」

「いいのかい？　……襲しゆう名めい解かい除じよとか」

「あるだろうね。今後、流体燃ねん料りようを稼かせぐのも大変だ。でも……」

　彼女が肩をすくめた。

「王が死なないリア王も、有りだよね？　だって、実際のレイア王は、娘二人に騙だまされるけど、末すえ娘のコーデリアに救われ、平和に復ふく位いするんだから。

　それをシェイクスピアが改かい変へんして悲劇にしたんだよ」

　だから、

「シェイクスピアを襲しゆう名めい出来るのは、それ以上をさっき体験した私しかいない」

「大した自信であり、複雑な女王の下にいるんだね。でも、君がシェイクスピアであり続けるなら、王は死なず、簒さん奪だつ者しやに王おう位いを譲ゆずりもしないワケか」

　成なる程ほどね、と言ったネシンバラは、不意に右を指さした。

「ねえ、ちょっと向こう見てくれるかい？」

　え？　と彼女が横を見た瞬しゆん間かん。その手から彼が盾たてを奪い取る。

　あ、と声をあげて彼女が振り返る時には、彼はもう盾を手に走り出している。

「え!?　何!?　何いきなり!?」

《僕が大罪武装ロイズモイ・オプロを奪い取ったと、そういうことだ。》

《何な故ぜなら僕はマクベスだから。》

「頼むよ街の人々!!」

　彼の叫びに、街が答えた。鎧よろい戸どを内側から強く連打する響ひびき。打だ楽がつ器きのような連れん音おんは、まるで拍手のようで。月下の下で彼女は困ったような笑えみを作り、

「王になれるマクベスがいてもいい、か」

　苦く笑しようして、胸に手を当て、

「だったら、マクベスと共にいたい王がいてもいいのかな」

　一礼に、更さらなる連音が鳴り響いた。
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　倫敦ロンドンを舞台にした演劇の終了を、メアリは倫敦塔とうの着替えの間から見ていた。

　……一体、何故ここに、武蔵むさしの方々が？

　先ほどミルトンが届けてくれた苦く無ないの意味を、メアリは思う。

「やはり、点てん蔵ぞう様が？」

　つぶやいた時だった。背後のドアから、不意の声が聞こえた。

「メアリ、……随ずい分ぶんと街が賑にぎやかになってきたようだ」

　妖よう精せい女王。その声にはっとして振り向くと、ドア越しに、台詞せりふが告げられた。

「ゲームをしよう、メアリ。昔、父を相手によくやっていたゲームを」

　一ひと息いきを過ぎて送られる言葉は、メアリの予想を裏付けるものだった。

「これから来るかもしれぬ愚おろか者を相手に、時間を得られるかどうかの賭かけを、な」

　その声には、しかしある音が重なっていた。遠く、南の街から届いてくるのは、

　……狼おおかみの鳴き声？

「ほう」

　エリザベスの声が、わずかな吐と息いきをついてこう言った。

「仏蘭西フランスの狼が、英国の月を奪おうとするか」
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　ウオルシンガムの視し界かいの中、逆ぎやつ光こうで、高い位置に銀ぎん狼ろうがいた。

　腕を組み、銀の巻き髪がみを風に流す姿すがたは、完全に第二の月に重なっている。

　位置としては広場の北側のあたり。そこには何もない筈はずだが、今、彼女の立つ足場として、一本の木き柱ばしらが出来上がっている。

　丸まる太た。森の木々を鎖くさりで裁さい断だんして縦たてに繫つなげたものだ。

　彼女は倫敦ロンドンよりも高い位置で月を背負う。

　そして狼が、こう告げた。

「──公園に立つ柱には、二つの意味がありますわね。一つは、メイポールなど、春の祭ベルテインの時などに、植物の成長のシンボルとして立てる木柱。もう一つは、……風ふう紀き委員の貴女あなたならよく知っていますわよね」

『scaffold磔柱』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と狼は答えた。

「かつて、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの、ある異い族ぞくの娘が英国に処しよ刑けいされましたわ。

　──百年戦争。英国に支配され掛かった六護式仏蘭西を救ったオルレアンの娘。六護式仏蘭西の異族部ぶ隊たいを率ひきいて仏蘭西フランスを解放に導くも、しかし英国に囚とらわれて処刑された少女」

　聞いたことがある。ドレイクだ。彼が時たま、そんなことをつぶやいていた。

　だから己おのれも一度、調べたことがある。その結果は、

「場所は英国が当時本ほん土どに持っていた領りよう土ど、ルーアンの土地。そこでの処刑の歴史再さい現げんに対し、英国側ですら聖せい譜ふ越えつ境きよう部ぶの者達を出したと聞きますわ。

　……しかし、六護式仏蘭西も、同様の異族部隊を派は遣けんしていましたの」

　知っている。そこまでは知っている。だが、距離が近い筈はずの仏蘭西側が、呼こ応おうを呼びかけながら、何な故ぜに現場に到達しなかったのか。だからドレイクは言っていた、自分の祖そ父ふ達は裏切られたのだろうかと。しかし、

「知ってます？　あの処刑の真相。六護式仏蘭西の部隊が、先に現場に到着し、切り込んだそうですが、しかしその時、既すでに処刑は始まっていたそうですの。

　間に合わなかった。──いえ、私が聞いた話では、少し違いましたわね」

　それは、

「オルレアンの娘は、自ら死を望んだそうですわ。何な故ぜならば、彼女は天使という異い族ぞくで、役目を果たした後、天に消える覚かく悟ごをしていたからですの。

　彼女は言ったそうですわ「これで、この戦争の一ひと幕まくが終了です」と。皆はそんなことを望んでいなかったのに、彼女は灰となって天に昇りました。そして自ら殉じゆん教きようした彼女の終しゆう演えんの真実を、しかし聖せい譜ふ記き述じゆつの再現が残すことを赦ゆるさなかったのですわ。だから──」

　だから、という間に、狼おおかみの肩から、腰から、下へと落ちていくものがある。それは震えて落下していく銀の欠片かけら。砕かれた銀ぎん鎖さの散らばりだ。眼がん下か、ゆっくりと霧きりが晴れていく広場の中央。突き立つ木き柱ばしらの周囲で、落ちた破は片へんは金属の音を立てた。

　だが、狼は満足げな息をつき、

「彼女とともに行動した異い族ぞくの主力達は、その現場から彼女の遺い品ひんを奪だつ取しゆしました。それは天使であった聖せい女じよの血けつ肉にくと灰によって聖せい別べつされた処しよ刑けいの道具。それも英国製の、ね。

　その一つが鎖くさり。天使を束そく縛ばく出来るだけの力を持った上で、奪取後において、戻らぬ彼女に重ならぬよう、不ふ死し系けい異族の特とく性せいを付ふ与よ改造された自律道具インテリジエンスアイテム」

　知ってます？　と、また銀ぎん狼ろうが言った。

　逆ぎやつ光こうの中、明らかに、三み日か月づきの形に狼の口が笑い、

「満月の晩ばんは、異族の力が最大限に発はつ揮きされるんですのよ？」

　そして銀狼が、銀鎖を足下に巻いた。まるで波は紋もんのように。月を映す水面のように。

　広がった銀の波紋の中央に尻をついた銀狼は、喉のどを上げ、月を見上げた。

　吠ほえる。
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「あぁ……」

　ミトツダイラは、月光に震える異族の本能に逆らわなかった。

　ゆっくりと、揺れ通る声が、鼓こ動どうに身を揺らしながら、喉の中で、お、の音に変化していく。

「ぁあ……、ぉお……!!」

　その声は、震えをそのままに音として、遠く、空をどこまでも通じさせるような高音となる。そして狼が月に喉を通して吠える声とともに、ざわめく音が大地から重なり鳴った。

　土の地面に落ちた銀鎖の破片が、震え、そしてある時から不意に、

「おぉ……!!」

　砕けていた銀鎖が昇ってくる。処刑の木柱にすがりつき、抱いてよじる動きで、這はっては粘ねばる動作で流れ、しかし連なって、

「──!!」

　木柱の表面に一いつ対ついの流体光こうの飛沫しぶきが上がった。その光こう塵じんを合図に、砕かれた銀の鎖が月光を浴びて己おのれの形を戻していく。それは確かに、

「満月の光で回復する異い族ぞくの鎖くさり。──生まれ故郷にて、よく戻りましたわね、銀ぎん鎖さ」

　銀ぎん狼ろうが言う。彼女はゆっくりと立ち、処しよ刑けいの柱から四本の鎖を剝はがして両腕に下げる。それはしかし、鎖に縛しばられているのではなく、まるで鎖を引きちぎったかのようで、

「昔々の物語ですわ。私も、本当かどうかは存じませんの。でも、この理由ゆえ、私も武蔵むさしの姫に同意いたしますわ。処刑に甘んじる者を、武蔵の騎き士しも救う、と」

　ならばどうするのか。既すでに身み構がまえたこちらに対し、銀の狼おおかみは高い位置で月を背負い、

「では」

　一歩を宙に踏んだ。
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　ミトツダイラが、銀鎖の一本を地面から空に立て、そこに足を乗せたと同時。

　真まっ正しよう面めんからウオルシンガムは砲ほう撃げきを入れた。

　危険だと、ウオルシンガムはそう思う。この相手は危険だと。

　快音が響ひびき、飛んだ白い一線は、しかし、眼がん下かから跳ね上げられた丸まる太たによって阻はばまれる。

　同時。ウオルシンガムは、猟りよう犬けんの刃やいば群ぐんをミトツダイラに飛ばした。

　だが、銀狼は動いていた。四本の銀鎖の内、彼女の足場となる一本を除いた三本が、

「絶ぜつ・好・調……！」

　三本、広場に立てた丸太を全て絡め取った姿すがたで、こちらにぶち込まれて来た。

　躊躇ためらいも何もない。攻こう撃げきだけの全力だ。

　だからウオルシンガムは飛ぶ。それも前下へと、だ。

　正面から攻撃が来る以上、砲撃も刃も前から撃うつことは出来ない。

　しかしウオルシンガムは後ろを見ることが出来る。だから彼女はミトツダイラの足下をすれ違うように、その背後へと跳ぶ軌き道どうをとった。

　屋根を蹴けった直後。藁わら屋根に三本の打だ撃げきが連続する。だが、当たらねば無意味だ。だから彼女は、己おのれの左腕を足下へ。それを蹴って、前下へと更さらなる加速跳ちよう躍やくを行う。

　行く。

　そして行った。一いつ瞬しゆんで銀狼の足下をその背後へとすれ違い、

『──！』

　今、狼は銀鎖三本を前方の屋根に叩たたきつけたせいで、こちらにすぐ振り向けない。足あし場ばとしている残り一本を飛ばしてきたとしても、それは丸太の無い攻撃だ。刃の群で弾はじける。

　ウオルシンガムは、振り返る彼女の身体からだに、後ろ向きの狙ねらいをつける。

　だが、

「忘れ物ですわよ」

　後ろ向きに投じられたのは檸檬レモンの半分。完全に絞しぼられた残ざん滓しだった。

　果か汁じゆうの抜けたそれは、銀ぎん鎖さによって拾われていたものだろう。

　だが、黄の色を不意に後ろ髪がみの中央に投げられ、ウオルシンガムは、

『……!?』

　背後の目標を一いつ瞬しゆん見失った。

　それはわずかな隙すきだった。だが、その刹せつ那なに敵が来た。

　銀ぎん狼ろうの持つ鎖くさりの一本。足あし場ばであった最後の一本がこちらに突っ走ってきたのだ。

　だがこれは丸まる太た無しで軽いから弾はじける。猟りよう犬けんの刃やいばをもって面の打だ撃げきを入れればいい。

　入れた。

　だが、ウオルシンガムはある事実を見た。鎖を弾く刃群ぐんが、逆に空に弾かれたのを、だ。

『!?』
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　足場の鎖にウオルシンガムを追わせるだけではなく、ミトツダイラも背後に振り返りながら猟犬の姿すがたを追った。

　見れば、今、銀鎖は、敵の刃を完全に空へと弾き飛ばしている。

　……やりましたわ。

　敵には、何が何だか解わかっていないだろう。

　だが、こちらにはよく解る。それは、ホライゾンが以前に見せてくれたものと同じ、

「林檎りんごを、ナイフの逆ぎやく持もちで剝むく時のコツ。つまり……、向きを[image: ]よじるのですわ」

　ウオルシンガムの刃が鎖の穴に掛かる瞬しゆん間かん、鎖を[image: ]るように旋せん回かいさせる。鎖の穴を刃で穿うがたれるより先に、鎖の穴にはめて投げ飛ばすのだ。

　手を摑つかんだ瞬間、崩しで即そく座ざの一いち回転を与えるのと同じだ。

　だが、その方法を閃ひらめいても、体たい得とくするのが大変だった。

　体たい術じゆつを修める直なお政まさに訓練の相手をして貰もらったが、幾いく度ども畳たたみに叩たたきつけられ、夜の焼き肉屋で体術論ろん議ぎを繰り返した。そこで理解したのは、直政はタレより塩が好きだと言うことと、相手を摑む前から、自分の手の[image: ]りの動きを入れておくと言うことと、

　……何な故ぜかクラスの大半がタカりにくると店が破は壊かいされること……！

　後半は無視するとして、鎖も体術も同じだ。刃が弾きに来る前から鎖を絞しぼるように[image: ]る。

　そうすることで、鎖のリーチは短くなるが、突とつ撃げき力が上がる。それは、ウオルシンガムのような関かん節せつがない自じ動どう人形に対しては、巻き込み、逃がさない動きとなるものだ。

　だからミトツダイラは、振り抜く一本を持って、

「猟犬が、……月夜の下で狼おおかみに勝てると思わないで下さいます？」

　旋回の巻き込みを持った銀鎖が、ウオルシンガムの背を眼がん下かの噴ふん水すいへと打だ撃げきした。
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　水みず飛沫しぶきを上げて叩たたき落とされた敵を追うように、ミトツダイラは地面に下りる。

　直後、ミトツダイラの視し界かいの中で、ウオルシンガムの背が跳ね上がった。十字の砲ほうを、振り向くことなく、彼女は正確にこちらに向けてきた。

　背後撃うちで砲ほう撃げきされる。

『Bite!!』

　瞬しゆん間かん。ミトツダイラは砲へと飛び込んだ。

　両腕を合がつ掌しようするように振り、鋭い打だ撃げき音おんをつけて十字の合わせを完全に閉じたのだ。

　肩かた越ごしに構えられた十字砲の威い力りよくが行き場を失い、砲ほう塔とうが膨ぼう張ちようした。

　破は裂れつによって音が鳴り、ウオルシンガムの肩で光が弾はじけ、髪かみが揺れた。しかし対するミトツダイラは、左の手を光に翳かざすように前に叩きつけ、

「これですわね！」

　ミトツダイラは、左手でウオルシンガムの身体からだを噴ふん水すいにぶち込みながら、右の手でその髪からあるものを引っこ抜いた。

　右の手につかまれたもの、それは、

「……走狗マウス!?」





●






　ミトツダイラは見る。足下の水飛沫が鳴る上、右手にぶら下がっているのは、

　……小さいウオルシンガム？

　二に頭とう身しん。ちゃんと頭の飾りや尻尾しつぽのような後ろ髪もある。だが顔は既すでに泣き顔で、

『Noh～』

　こちらの視線に対し、全身を左右に振っている。目を向けるだけでびくりと震える小さな姿すがたと対たい照しように、水底に倒れたウオルシンガムがゆっくり拙つたなく身を起こそうとしている。

　だが、水底の自じ動どう人形の動作は、自じ律りつ駆く動どうの動きだ。その意味をミトツダイラは悟さとり、

「背後への視し覚かくがあるわけではなく、……貴女あなたが、あの自動人形のOSなのですね？」

　問いかけに、小さなウオルシンガムは、ややあってからうなだれた。

　肯定の意味としてか、無抵抗になった猟りよう犬けんの本体ＯＳに対し、ミトツダイラは一ひと息いきをつく。そして噴水の石組に彼女を乗せれば、はっとした動きで泣き顔のウオルシンガムＯＳが振り仰あおぐ。

　だがそのとき既に、ミトツダイラは走り出している。

「御ご免めんあそばせ。──我が王に報告しないといけませんの」

　彼女は、名残なごり惜おしそうに手を振る銀ぎん鎖さを靡なびかせながら、両の手て袋ぶくろの指を絡め、爪つめのあたりに唇くちびるを這はわせた。走りながら、彼女は白の手袋の爪つま先さきを唇の房ふさで甘く嚙かみ、

「御お陰かげで勝てましたのよ、って……」
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「こんな敗北あってたまるかあ──!!」

　床の上で、正まさ純ずみは白はつ骨こつ達に押さえ込まれていた。

　今、頭上に拝おがみ打ちで辞じ典てんを構えたハットンがいる。正純は彼に対し、

「ま、待て！　こういう時、もうちょっとセオリーがあるだろ!?」

「ハットン君は束そく縛ばくされたライフスタイルがヘイト──、デス！」

「ホントに大だい法ほう官かんかお前!!」

　大法官は答えたくないのか無視した。終わりだ、と正純は思う。流石さすがにこれはマズい。

　代表戦せんにおいては、自分の能力はかなり不利だと今いま更さらながらに思い知る。

　間違いなく、代表戦のコツはこうだ。

　……物理的な実力と、人の意見を聞かない性しよう根ね……！

　どっちも自分じゃ無理じゃないかと、そう思い、

　……あれ？　うちのクラスって、そんなのばっかな……。

「うわあ──！　私って一人負けだ人生……！」

「その辛つらさもここでジ・エーン、──デス！」

　と、ハットンが辞典を振り上げた。その時だ。不意に表示枠サインフレームが来た。それは浅あさ間まから送られてきたもので、

『正純！　そっちに走狗マウスが行きました！　地ち脈みやく間通つう神しんなので受け取って下さい！』

　え!?　と、正純は視し界かいであたりを確かく認にんする。

　が、いない。周囲の白骨達も顔を見合わせ、

「……？」

　いない。それは、

　……来てない？
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　来ていると言われた走狗は、どこにもいない。

　と、そう思っていると、浅間の表示枠が通神時間を超えて消える。

　だが、やはり走狗はどこにもおらず、来てはいなくて、

「ちょ、ちょっと」

　自分の状況も忘れて、正純は背に冷たいものを感じた。

　あの走狗は、自分に懐なついていなかったと、そう思う。世せ話わもしたけど、それは主あるじとして当然のことで、怪け我がの治ち療りようなども、やはり当然のことだ。

　護まもったことなどはない。当然のことだけをして、過ごしてきた。

　だから懐なつかれなかったのだろうかと、そうも思いもする。

　しかし、

　……地ち脈みやく間通つう神しんって、確か、失敗すると走狗マウスがヤバいんだよな……。

　だが、走狗側からの望みで行われることが多いと聞く。主人に会いたいと、迷まい子ごの時や、出先から急ぎで帰りたい時に行うもの。それは走狗が主人を欲しているから望むものであり、その時にはもう、走狗が主人をしっかり認にん識しきしている。そういう通神だ。

　何な故ぜ、懐いていない筈はずの走狗が、それをしようと思ったのか解わからない。だけど、

「え？　ちょ、ちょっと」

　我知らずと、目め尻じりに涙が浮いてきた。やだ、と正まさ純ずみは思う。これから生き延びたとしても、武蔵むさしに戻って、空の巣を見ることになるのかと。

　それはまるで、母の時と同じではないか。

　原因は自分にある。このような状況になって、走狗に心配を掛けたこともあるが、

　……どうして。

　どうして走狗を気き遣づかってばかりで、もっと、顔を見せ合うようなことをしなかったのか。

　走狗が懐いていないことに自分も甘えて、近づくことを恐れていなかったか。

　嫌われるという、その行為が恐ろしくて。

　……やだ。

　取り返しのつかないことを、またやった。

　一体自分は、以前の経験から何を学んだのか。何を失ったのか。

「やだ……」

　呟つぶやいていると、視し界かいの向こうでハットンが動いた。

　言うべきことは言ったのか、彼は無言で、

「────」

　腕を振り下ろす。その動作に対し、正純は叫んだ。その台詞せりふは、かつて、母親が消えた時、無む人じんの家の中に飛び込んで口にした第一声で、

「……いないの!?」

　疑問の大声に、答えるものはいない。

　だが、態度で示すものがあった。

　首もと、ハードポイントパーツの前まえ蓋ぶたを開けて、アリクイの子が飛び出したのだ。
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　……え？

　来ている、というその意味。走狗という存在の意味。

　浅あさ間ま達には解わかっていることだが、走狗マウス初しよ心しん者しやの正まさ純ずみには未み知ちであること。

　走狗の居い場所は、主人の横や近くではない。肌はだ身みの傍そば。ハードポイントパーツの中だ。

　そこから飛び出したアリクイの子は、こちらの胸上で身を回し、

『──!!』

　怒りとも、強がりとも捉とらえることの出来る咆ほう吼こうと共に、アリクイの周囲に表示枠サインフレームがぞろりと出た。見たこともない枚数の内容は、全て対たい霊れい用ようの御祓みそぎ式しき除じよ霊れい術じゆつ式しきだ。

　その更さらに上には、浅間からの通つう神しん文で、

『走狗の主しゆ従じゆう確かく認にん祝いわいで、そっちからの危険信号に対するような感じで、とりあえず思いついた攻こう撃げき術式をありったけぶち込んでおきました。ハッピーですよね!?』

　それが巫女みこの言うことか。そうは思ったが周囲の動死体リビングデツド達は明らかに狼狽うろたえた。

　更さらに展開して数を増やす術式に、彼らは皆、一度顔かおを見合わせるとこちらの手足を放し、まあまあという手振りと極きよく東とう弁べんで、

『シャッチョッサン、オーチツーキマ──ショ──ウ』

「やってしまえ──!!」

　アリクイの子は、危険の中央で、必死に応じた。

　初心者なので方針は一つ。恐怖に身をすくめぬよう、目を閉じて、身が触れる術式を手当たり次第にぶつけることだ。

『──!!』

　わ、と皆が声をあげると同時、霊にのみ効く爆ばく発はつの乱らん舞ぶが輸ゆ送そう艦かん内部で炸さく裂れつした。
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　遠く、海の方で響ひびいた爆発音と白い光を、倫敦ロンドンの高台にいるダッドリーは確認した。

　……あの白の光は、浄じよう化か系けいのものね。

　ならば、恐らくハットンが退しりぞけられたのだ。あの大だい法ほう官かん、何げに人が良いから困るわね、とダッドリーは思いつつ、己おのれの勝負に専せん念ねんする。

　現在、眼前にいる黒こく翼よくの魔女テクノヘクセンに対し、ダッドリーはアーバレストの矢を放っていた。

　自分の左手につけた聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝巨きなる正義ブラキウム・ジヤステイア〟は、武器を操あやつる。狙ねらいは正確で、八本の短矢クオレルは魔女の腹を中心とした身体からだに飛んだ。

　瞬しゆん間かん。魔女が右手を振る。手にしているのは白のペンで、描かれるのは白の線。それは、

「……みみみ三み河かわ戦で見せた加か速そくの線ね!?」

　魔女が頷うなずく間も無く、線が八本の矢を捉とらえた。矢の軌き道どうを読み、そこに置かれた線が描くのは、一ひと筆ふで書きのハートマークだ。

　可愛かわいいものを、と言っている暇ひまはない。その加速線せんは、乗せたものをラインの行き先へと加速する。つまりこちらへと、だ。

　来た。

　ハート形の加か速そく線せんをカタパルトにして飛んでくる矢は、正確にこちらの顔面狙ねらいだ。この魔女テクノヘクセン、洒落しやれにならない性格をしていると、そう確信しながらダッドリーは右の平ひら手てを構えた。

「ススススマッシュ……!!」

　右の平手。打ち払いの力を用いて、八はち連続で打ち返す。だが、単なる打ち返しではない。触れた瞬しゆん間かんに聖譜顕装テスタメンタ・アルマによって狙いを修正。確実にそれを相手に返す。

　しかし、その時既すでに、魔女は新しい加速線を描いている。

　描かれるのは単なるラインではない。

　絵だ。

　そんなものを描く意味は解わかる。

　……武ぶ器きにしないためね!!

　武器でなければ〝巨きなる正義ブラキウム・ジヤステイア〟で操あやつることは出来ない。この魔女は、前回の接せつ敵てきからそれを学んだのだろう。そして、己おのれの技術でそこにつけ込んできた。

　だが、ダッドリーは両の手を構えた。右の打ち払いと左の補ほ正せい。それがあれば、触れるだけでも相手に攻こう撃げきを送り返せる。

　そのようにした。

「……!!」







[image: 第五十七章『控え位置の双者』]
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　ダッドリーは、魔女テクノヘクセンと共に八はち矢やの高速ラリーを開始した。

　どれもお互いの身体からだや顔面狙ねらいで、一発のミスが死か重傷に繫つながるものだ。

　距離は約六メートル。近いとも遠いとも言えない離れ方で二人は動き続けた。

　攻こう撃げきを返す。送る。そして戻して叩たたき、バックハンドやボレー姿し勢せいも用いて穿うがち合う動作には、八連続の汗が飛び、堅いと言える音が鳴る。

　ダッドリーは身を回し、バックハンドで八連打を入れてからすぐに身を戻してフォアの打だ撃げきを連続する。

　……まままま負けない!!

　負けてなるものか。

「セセセセシル!!」

「わかってる──」

　何も言っていないが、解わかってるならそれでいい。

　そう、お互いに、何も言わずとも充分に解っていることがある。それは、

「わわ私達は！　じょ、女王陛へい下かの側そつ近きんなのよ!!」

　負けてはならない。側近の自分達が敗れれば、それは女王の傍そばに誰だれかが近づけるということを意味する。

　……負けてはならない！

　眼前、一ひと筆ふで書きの星や太陽が描かれていく。月や大陸の形、木々や海や山や雲。そして音おん符ぷや記号。文字も描かれる。

　敵は優秀だ。そのことは解っている。前回だって、こちらを相手によくやった。そんな相手がリベンジを仕掛けてくるなら、優秀さは磨みがかれて鋭さを増すだろう。

　だから、ダッドリーは言った。

「ほほほ本気を出すわよ!!」

　アーバレストの射しや撃げきをぶち込んだ。二倍。合計十六本の矢が戦場を応おう答とうする。

　すると、対する魔女が目を見開き、そして、

「徹夜ピンチモ──ド!!」

　右の袖そでをまくった。ペンの持ち方が変わる。先せん端たんに近い方を親指と人差し指で挟み、中指の横で下から押し上げる。

　強く力を入れた持ち方だ。長なが丁ちよう場ば向きではないが、短時間の高速決けつ戦せんに向いた構え。

　やや力が入って直線的になった絵は、しかし、

「そそそそれが本来の画が風ふう!?」

　魔女はもはや答えない。加か速そく線せんの飛沫しぶきを散らしながら宙に絵を描く。描いていく。その視線は、こちらではなく、矢の行く先と引かれるラインしか見ていない。そして、ダッドリーは見た。線が増え、勢いのついた画が風ふうで描かれる人間や風景、台詞せりふや記号を見る魔女テクノヘクセンの目が、

「────」

　笑っていた。

　知っている。ダッドリーは知っている。こういう顔を、

　……ジョンソンやシェイクスピアもたまにするのよ……！

　危険と言うよりも、悔くやしさを感じた。それが何に起き因いんするかは解わかっている。だから、

　……この馬鹿！

　こっちを見ろと、そう思う。だが、それ以上に、

　……負けないわ!!

　この女が、今、迎げい撃げきよりも絵を描くことに夢む中ちゆうになっているのと同じように、自分にも真剣になるべきものがある。それを為なすことで笑えみを得るものがある。

　女王と共にいることだ。

　正直言って、妖よう精せい女王にはいろいろと問題がある。失しつ言げんは多いわ仕事のミスは多いわ勘かん違ちがいや開き直りなども多いわで、側そつ近きんの自分は日々フォローで忙しい。

　……思わず多た忙ぼうで瘦やせてしまうくらいに！

　うん、この前まえ体重計乗のったら七グラム瘦やせてたわ。体調不良かしら……！

　だが、セシル共々、自分は、この女王を絶対に支えていこうと、そう思っている。何な故ぜならば、妖精女王は、

　……私を救ってくれたのよ。
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　宙に浮き、更さらなる上昇と荷か重じゆうを掛けるセシルは、立ちすくんだようになっている喜き美みから視線を外し、ダッドリーを見た。

　……まけるな。

　負けるなダッドリー。あんたは絶対に強いのだから。

　セシルは知っている。ダッドリーは、元々、

　……しのうとしていた。

　ロバート・ダッドリーは、聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よればエリザベスの愛あい人じんとも言われた男だ。

　前メアリ一世の時代に政せい争そうで投とう獄ごくされ、それをエリザベスによって救われることで彼女に忠ちゆう誠せいを誓ちかうのだが、その後、問題が生じた。権力獲かく得とくの手段として、エリザベスの寵ちよう愛あいを巡る競争を行っていた際、彼の妻が急きゆう死ししたのだ。それはエリザベスとの結婚を視し野やに入れたダッドリーによる暗あん殺さつという憶おく測そくが飛び、彼は疎そ遠えんにされ、凋ちよう落らくして死んでいく。

　栄えい華がもあるが、その落下も確かで、更さらには汚お名めいが掛かる。ゆえにダッドリーの襲しゆう名めい者しやは現れず、しかし既き存ぞん襲しゆう名めい者しやの血ち筋すじから、一人の少女にそれが押しつけられた。その少女が、

　……だっどりー……。

　彼女が幼少の頃に、旧派カトリツク側からの弾だん圧あつで両親を失っていたことも都つ合ごうが良かった。英国協きように変わる英国において、英国協としてメアリに反し、投とう獄ごくされるシナリオが作られたからだ。

　己おのれの運命を知らない少女は、大事に育てられ、しかしある時、不意にそれを知らされた。

　そして投獄された彼女は、更さらなる事実を知らされる。

　ダッドリーの存在がエリザベスのスキャンダルを生むならば、ダッドリーは投獄したままにしておいて、女王の治ち世せいを暗いところ無しに続けるべきと、そんな決定がなされたのをだ。

　解かい釈しやくとしては、よくあることだった。栄えい華がを長引かせ、不備は最後に短く終わらせる。

　……そういうことなの──。

　だからダッドリーは、出ることの出来ない牢ろう獄ごくの中で、女王の存在を恨うらみ、自じ害がいをしようとした。が、そのたびに治ち療りようされ、生かされたと噂うわさで聞いた。

　しかし、不意に牢獄が開かれた。ダッドリーから幾いく度ども聞いたことがある。「そそそそれがまあ、女王陛へい下かだったのよ！」と。だが恨みの対たい象しようは、救いに来たとは言わなかった。謝ることも、恩に着せるようなことも言わなかった。ただ、手を差し伸べ、

「貴き様さまの存在が必要だ、ロバート・ダッドリー。貴様がいることで陸上戦せん力りよくは整い、貴様がいることで我が王おう宮きゆうは一人分賑にぎやかになる。──私は寂しがりでな。後者が重要だ」

　スキャンダルを恐れないのかと問えば、

「別に気にせん。貴様も気にするな」

　自分が恨みを持っていることを言えば、

「そんなの他にもたくさんいるからお前一人が気にするな。私も気にせん」

　ではどうすればいいのかと問えば、

「力を振るえ。そして好きな時に死ね。最大の贅ぜい沢たくだ。そう出来ない者もいるのだから」

　ダッドリーはそれらのことを楽しそうに語る。そしてセシルは知っている。ダッドリーが何も食わず、投獄の鉄てつ球きゆうを足につけているのは、

　……とーごくされたままにしておきたいの。

　そうしておかねば、スキャンダルの歴史再さい現げんを聖せい連れんなどから強きよう制せいされるかもしれない。仮かり釈しやく放ほう、という程度で済ませようとしているのだろうが、それは女王のためではなく、

　……いっしょにいたいの。

　自分も同様だ、とセシルは思う。

　聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、ウイリアム・セシルはエリザベスの友人であり、副官であったが、過食症によって英国における肥ひ満まんの代だい名めい詞しでもあった。襲名しようにも、狙ねらって出来ることではない。だから、というように、食べることが好きな、農家の娘である自分に白しら羽はの矢が立った。

　自分にとっては、右も左も解わからない政治や勉強の中に叩たたき込まれ、正直、参まいった。

　勉強はしたくないし、遊んでいたい。他の皆はいろいろ出来るけど、自分には何も出来ない。でも出来なくたって全然構かまわないというか、出来なくてフツーだと思う。出来る方がちょっと変だ。ジョンソンとかいきなり注射を自分に打つけど、あれ、病気だろう。

　ただ、何かを出来る皆の中に入ってしまったから、更さらに参まいった。平均的にパン三十七塊かいのところが、三十三塊まで減った。減って瘦やせて襲しゆう名めい解かい除じよもいいだろうけど、でもそうなると田舎いなかの父とうちゃんも母かあちゃんも残念だろうしなー、とセシルは思う。

　だから何か出来るようになりたいけど。でもやっぱり駄だ目めだ。人間無む理りがある。

　だから、食べることだけはしっかりしようと、そう思った。何しろ食べるのは楽しいし。

　楽しければ皆と一緒にいられることに気付いたのは、いつのことだろうか。

　だけど、そんなことに気付く前から、女王は綺き麗れいだ。翼つばさがドバーとか出るのを初めて見た時、思わず手を叩たたいてしまった。周囲の大人おとな達はぞっとした顔をしたが、何な故ぜだろうか。

「すてきー」

　その言葉に、女王が笑い出したのをよく憶おぼえている。

　以来、女王はよく相談をしてくる。何をどうするか、何が正しいか、自分にはよく解わからないのだが、とりあえず返答はしている。たとえば、

「──この件、とりあえずの金になるとは思うんだが」

「とりあえずだったら　やらなくてもいいの」

「──この件、人々の不満を得ることにならないだろうか？」

「でもいいことなら　するといいことになるの」

　当然のことしか言っていないつもりだが、それでいいらしい。不ふ思し議ぎなものだと思うけど、いつの間にか皆が相談してくるようになっている。

　セシルは知っている。ウイリアム・セシルは、死の床についた時、長い期間に渡って女王の献けん身しん的な看かん護ごを受けるのだと。それがいつになるか解らないし、どうなるのかも解らないけど、そうして貰もらえるだけのことを出来ていたなら、良かったと思う。

　私は私のどこがいいのか解らないけれど、きっとそういうところまで出来が悪いのだ。

　でもそんなことが解らなくても、出来る人が解っていればそれでいい。何しろ、私のどこがいいかなんて、私には意味がないのだ。それは、他の人を良くするものなのだから。

　だけど、

「セシル!!」

　解ってる。何も解らない私だけど、一つ解っていることがある。

　まけるな。

　まけるなわたし。まけるなだっどりー。

　そして、そのために、

「まけないの──」
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「素す晴ばらしいわ」

　控える戦せん士し団だんの面々は、変な女の背がそう言うのを聞いた。相当の荷か重じゆうが掛けられているのは、衣服の靡なびきや周囲の地面のへこみ方で解わかる。

　だが、変な女は平然と、

「最近は歴史再さい現げんとかで〝負けなきゃいけない〟みたいな風ふう潮ちよう多くて辛しん気きくさいのよね。全く、解かい釈しやくで負けたことにすればいいんだとか、そんなん含めて負け犬いぬ根こん性じようじゃないのねえ」

　身み勝がつ手てな、と誰だれかが言った。仕方ないじゃないか、とも。しかし、変な女は、

「私は、負けない女が好きよ」

　一歩を、ゆっくりと前に歩き出す。

「負けない男も好き」

　そして彼女は二歩目を進み、続けて悠ゆう然ぜんと三歩目を行き、

「負けない私が最高に素す敵てき」

　行く動きに停てい滞たいはない。何な故ぜだ、と皆は思う。莫ばく大だいな荷重が掛かっているはずだ。既すでに我らが副ふく会長は二十メートル以上の高みにいるのに。

「花は潰つぶれないのよ」

　女は言う。

「どんな厳きびしいところにいても。雪や土ど砂しやが上に積もって潰そうとも。春になれば花は茎くきを伸ばして太陽に花咲くの。そして、誰も見ていなくても花は一人で自分を楽しむの。

　そして秋には枯かれて、でもまた春には咲くわ。そこには負けはない。常に巡る勝ちの連続」

　ならば、

「重じゆう圧あつがあろうとも、花は負けず、その上に達して勝つのよ。自己愛あいのために。

　だからそうして咲く花を、人はこう評するの、──咲き誇る、ってね」

　瞬しゆん間かん。皆の見上げる空で異い変へんが起きた。

　空に浮き、更さらに上昇していたセシルが、その高度をがくりと落としたのだ。
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　セシルは、それに気付いた。眼がん下かにいる派は手でな女が一歩を踏むごとに、

　……おちる!?

　落ちている。一歩、二歩、三歩目あたりから顕けん著ちよになった。彼女が歩みを進めるごとに、こちらの術じゆつ式しきが解かい除じよされていることが、だ。

　……なぜ？

　解らない。解らないのはいつものことだ。だが、セシルの名を襲しゆう名めいした時、大人おとな達が「流石さすがにフードファイトだけじゃあなあ」ということで与えてくれたこの荷か重じゆう術じゆつ式しきは、女王も「何だか見てるとめでたい気分になるな、それ」という良い術だ。

　だがそれが解かい除じよされている。どうして、とセシルは思う。ずるい、とも。

　あの女は、三み河かわで踊った女だ。だから、踊れないように荷重している。ステップしたり、軽く身を回そうものなら潰つぶれるほどの荷重を掛けている。それはスカートの張りを見れば解わかる。

　なのに、何な故ぜ、あの女は歩き、こちらの術式を解除してくるのか。

「そうね、アンタ、かなりいい女だから教えてあげるわ」

　と、派は手でな女が前まえ髪がみを搔かき上げて言う。

「踊りというのは、別に、クルクル回ったり腕など振るだけじゃないのよ」

　解る？　という声とともに、確かに聞こえた音がある。それは、

「あしおと……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、素す晴ばらしいわ。馬鹿だと見逃す小さなことに気付くのね貴女あなた。そう、Ｊｕｄ．、足を踏みならす、手を打つ、声をあげる。それは太たい古このリズム、踊りの生まれよ。そして──」

　聞く。近づいてくる女の足音は、まるで、

「鼓こ動どうのリズム。足音や手を打つ音や上げる声の根こん元げん、最も原始のリズム、そして誰だれもが母の胎たい内ないで聞き覚える波なみ音おとに似た音楽よ。これを基礎に音楽は生まれ、舞が生じたの。

　知ってる？　歌も踊りも、豊ほう穣じようを喜ぶものなのよ？　それは生命の営みとか──」

　笑った。そして変な女は苦く笑しようして、

「説せつ教きようやめっ。──似に合あわないわ」

　ききたいなあ、と思うのだが、教えてくれない気もする。女王にきけばいいのだろうか。

　だが今、自分の高度は下がっている。

　術式を強化しよう。気合いを込めて体重を増やす自分をイメージする。飴あめ、ケーキ、クリームだったらそのままジョッキでいける。牛乳もいい。砂糖が底に見えるくらい入れるのがいいの。それに肉に揚げ物とか、たまらない。だけどそういうものを想そう像ぞうしていると、

　……どきどきする──。

「貴女の中にもこの踊りはあるわ」

　下がる。下がっていく。だめ。落ちたら女王が哀かなしむ。ダッドリーも哀しむ。負けてしまう。だけど、

　……わたしもおどっているの？

「そう。女王も、そこの瘦やせ女も、皆みな同じで勝ち負けなし。胸に手を当て、足を踏めば──」

　足音が、重なってきた。

　胸の高鳴り、それは楽しいことがある時に響ひびくもの。ダッドリーはそうなると「ちょちょちょっと血圧が！」などと大おお騒さわぎするが、それを皆で笑うのもお約束だ。

　女王にもそれがあって、皆にもそれがあるならば、何も出来ない自分は皆と楽しい時、

「おどってるの？」

「フフフ、政治家が踊らされてなくてどうするのよ」

　気付けば、笑えみの顔が、もはや水平にあった。

　駄だ目めだ、と思う。しかし、大事なことを教えて貰もらった気がする、とも思う。自分は本当に馬鹿だ。今、頭の中がしっちゃかめっちゃかでよく整理出来ていない。

　ただ、負けてはいけないのは確かだ。だから、だからそれだけは守ろうと、

「ごめんね」

　セシルは、誰だれに対してか解わからない謝りを告げて、荷か重じゆうを更さらに掛けようとした。もし、この派は手でな女を潰つぶしてしまったら、私のどきどきは消えてしまうのだろうかと、そう思いながら。

「……!!」
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「格かく下したにも真しん剣けん勝負。いい心がけだわね……!!」

　ダッドリーは、魔女テクノヘクセンが言うのを聞いた。だが、構うことなく、

「追加!!」

　アーバレストの二に連れん射しやを叩たたき込む。それは初期の四倍の矢や数かずの発生だ。

　しかし魔女が笑った。

「来るわね！　ピンチ！　ピンチだわナルゼ選手！　何よコレ〆しめ切きり間ま際ぎわのデッドヒートのつもり!?　入にゆう稿こう三十分前とか言ってんのに通神帯ネツトで戯画マンガの通販頼たのんでるような感じ!?」

　……この馬鹿……!!

　魔女は、徹てつ夜やのハイと同様の脳になっている。もはや外がい聞ぶんも気にせず、真剣な顔で神肖戯画アニメソングを歌いながら作業続ぞつ行こうするナルゼに対し、ダッドリーはラリーの用意をする。

　左の聖譜顕装テスタメンタ・アルマを外した。

　打ち払いの力は、自分の能力だ。投とう獄ごくされた闇やみの中で、何もかも拒否するために得た能力。

　それは、正確には聖術テスタメントサインではない。左の手首に縦たての傷きず痕あとが幾いくつもある。打ち払いはその代だい償しようとして得たものだ。血を流そうと、緊きん張ちようで縮んで閉じた血管を開くように腕を振った痕あとだ。

　飛び散った血は牢ろう獄ごくの中に潜ひそむ薄暗い精せい霊れい達と結び付き、自分を守しゆ護ごしてくれている。

　妖よう精せい女王は、この力をこう評してくれた。

「交こう渉しようとは、拒否と妥だ協きようの両方が必要であることを忘れるなよ？」

　だから、というように、女王は聖譜顕装で傷を隠かくしてくれた。自分も、基本は片手打うちだ。両方を同時に振るうことはまず無い。

　だけど使う。

　ここは交渉の場ではない。妥協は要いらない。ただ打つべき時だ。

　今、敵は最大の速度をもっている。三十二の矢を必死に返し、しかし、

「……!!」

　限界だろう。何しろ絵を描くのは、手をスナップして打つのとは違う。描かれるのも、文字や記号などの小こ物ものが多くなっているのはそのせいだ。武ぶ器きにしないとはいえ、良く保った。

　それに対し、ダッドリーは両手を振った。更さらに、

「そそそそこ……!!」

　狙ねらいは魔女テクノヘクセンの左反はん面めん。右利きの魔女にとって、打ち返しにくい位置だ。

　避けられるという選択肢しもあったが、そのために、

「さささ最後に、放っていたわ」

　アーバレストの五射しや目め。〝巨きなる正義ブラキウム・ジヤステイア〟を脱ぎ去る時、ぎりぎりで発はつ射しや指し示じしていたものだ。掛かるかどうかは賭かけだったが、届いたらしい。

　発ば条ねが弾はじけるような音と共に、追い打ちの矢が八はつ本ぽん行く。返しがたい三十二の攻こう撃げきに、時間差による八の追つい撃げき。これで当たらなかったらどうかしている。

　だから当たる。

　しかし、命めい中ちゆうの一いつ瞬しゆんに、ダッドリーは目の前に描かれたものを見る。

　それは、

「……数字!?」

　いや、数字ならば、今まで幾いく度どか描かれている。

　だがダッドリーが見るのは、最後に単位が書いてあった。その単位は、

　……Atell!?

　ならば彼女が今まで描いていたのは、絵ではない。それは絵の形をした、

「術じゆつ式しきだったの!?」

　応じるように、魔女が叫んだ。それはペンを大きく跳ねさせる動きをつけて、

「──Herrlich!!」
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　直後。ダッドリーの眼前で魔術式が展開した。それは今まで彼女が描いてきた絵や文字を、キャラクターや背景、枠わくや台詞せりふ、記号として用いたもので、ストーリーの骨こつ子しは、

　……生なま意い気きな女が、友に叩たたかれて目が覚める物語……！

　打ち返しの防ぼう壁へき術じゆつだった。

　しまった、と思うより先に、矢を反射する堅い音が連続で楽器のように鳴り響ひびく。そして魔女が、天に向けて身み勝がつ手てなガッツポーズを取って後ろに倒れていく。

「入にゆう──稿こう──!!」

　魔女の声に、ダッドリーは理解した。相手は、己おのれを完かん遂すいしたのだと。

　ならば自分は、

「──!!」

　合計四十本の射しや撃げきに対し、両手を構える。返せるはずだと、そう信じる。だからダッドリーは奥おく歯ばを嚙かみ、目の前の、壁にも見える矢や群ぐんに向かって、

「く……！」

　一いつ瞬しゆん。かつてのことを思い出した。牢ろう獄ごくから出して貰もらった時のこと。

　あれは、本当に不意のことだった。何しろ、誰だれかに連れ出されるのではなく、壁を外からぶち抜いてきた女がいたのだ。それが妖よう精せい女王で「何やら皆がここのことを秘ひ密みつにしていてな」というのだから仰ぎよう天てんした。以来、誰も女王に隠かくし事をしないスタイルが出来たと言うが、

　……あれは、本当に、痛つう快かいだったわね。

　自分を守る打ち払いの力は、己おのれ自身とも言える大事な力だ。

　だが、己の闇やみすら潰つぶし開いてしまう力は、やはり他者にしかないのだろうか。

　ダッドリーは目の前の壁に向かって、

「……わわわ私も!!」

　思った。自分はきっと、あの時から憧あこがれているのだ、と。
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　次の瞬しゆん間かん。二つの動きが生じた。

　動きの一つは、ダッドリーの打ち払いが空を切ったこと。

　もう一つの動きは、ダッドリーに返る矢が、勢いよく上から打だ撃げきされて地面に突き刺さったことだ。矢が不意に落ちた理由は、

「セシル!?」

　セシルが、荷か重じゆうを敵ではなく、矢にぶち込んだのだ。

　それは、一つの結果を意味する。特とく定てい荷重を当てる荷重対たい象しようはもはや無く、だから、

　……セシルが落ちる!?

　振り返る先、五メートルほどの高さからセシルが落下を始めていた。普通の人間ならば、落ちても大事になる可能性は少ない。だが、身動きを取ることが難しい彼女となると別だ。自じ重じゆうが骨格に与えるダメージは、危険の域いきを超えている。

　だが、落ちるセシルの下にいるのは狂った女で、

「フフフ、流石さすがにこれはキツいわねえ」

　駄だ目めだ、とダッドリーは思った。あの変な女の術じゆつ式しきはどちらかというと弾はじくための術。受け止めるための術ではない。だから急ぎ、ダッドリーは駆かけつけようとして、

　……私の術も打ち払いだから……。

　何も出来ない。そう思った瞬間だった。

「根こん性じよう──!!」

　背後や、他の方向から突っ走ってきた影の群。戦せん士し団だんが、セシルの下に飛び込んだ。

　受け止め、速度を落とし、しかし、

「ぐあ──！」

　直後に潰つぶれた。

　まるで転ぶような動きに啞あ然ぜんとするが、皆、下した敷じきになりながら右手の親指を上げて見せる。だからダッドリーは一ひと息いきを吐つき、ふと、左腕を見た。

　手首の傷は、わずかに熱を持ち、薄赤くなっている。

　……私を護まもるための力だものねえ……。

　他者を護るにはどうしたらいいのか。それを考えるのが今後の課題だわ、と内ない心しんでつぶやき、ダッドリーはあたりを見た。

　敵がいる。仲間がいる。

　その中で作るべきは、これを正式な相あい対たいとするための、

「ななななすべきことを為なしたがため、介かい入にゆうによりノーコンテストというところかしら」

「フフフ、そういう言い訳で逃げるの？」

「いいいいつでも相手をしてやるわよ。──国を懸かけた理由があるならね」

　さあ、とダッドリーは振り向いた。倫敦ロンドン塔とうのある、北の方角へと。

「勝負は、女王陛へい下かがつけて下さるのかしら……！」
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　点てん蔵ぞうは走っていた。

　前方。通りを百メートルほど行った右手に倫敦塔が見えている。

　目標は北西塔。ここからは塔の上を見ることが出来ない。

　荒れた息を肺に得つつ、点蔵は思う。南西塔であったら近くて楽で御ご座ざるのに、と。

　行く。あと通り一つ分。百メートル。濠ほりを越えて壁を昇れば目的地だ。

　だから行く。

　だが、塔の濠の前では、戦士団が守りに就ついている。

　こちらに来ない。守りを固めているから当然だろうが、しかし、点蔵は憶おぼえている。ここはかつて、彼女と別れた場所だと。だから、

「そこに御座る!!」

　前方の軒のきが作る影に、点蔵は苦く無ないを三本同時に撃うち込んだ。

　瞬しゆん間かん。影が立ち、

「────」

　人の姿すがたをもって、高速の斬ざん撃げきが襲おそってきた。

　ウオルター・〝トライデント〟・ローリー。

　……山やま中なか・幸ゆき盛もり……!!

　立ち上がりと同時に既すでに放たれているのは、六メートル超ちよう過かの大だい重力刀とう。名乗りも身み構がまえもない。ただ、こちらを討うつためだけの行為だ。

　右肩から、しかし左腕による片手袈げ裟さの居い合あい落とし。

　隙すきがないのに速度はある攻こう撃げきだ。

　……速い!!

　腰を狙ねらった横よこ薙なぎの一いつ直線は、高速に、しかし粘ねばるように宙を断つ。横に逃げようにも、左からは振り始めの刃やいばが来る。そして右の軒のき下したに逃げても、振り切られる大重力刀が屋根の柱ごとこちらを断つだろう。

　……ならば──。
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　点てん蔵ぞうは判断を過たなかった。

　彼は、加か速そくしながら身を低く、大重力刀の下を潜くぐったのだ。

　今、路ろ上じようには影が落ちている。大重力刀の柄つかが落とす影、その直線上の下側が安全地ち帯たいだ。だからそのぎりぎりに飛び込み、大重力刀の下を、薙ぎ払いに合わせて回る。

　それはウオルターの背の側に回る動きだ。

　だが、点蔵は見た。ウオルターが大重力刀の柄を手放したのを。

「……!?」

　大重力刀がアーケードの家前に柄から叩たたきつけられて転がる。だがウオルターは、もはや余計な重さを得ることなく高速で身を回す。

　それはこちらの正面に、阻はばむように立つ動きだ。

　足を広げ、阻そ止しの意志を示すように左腕を横に伸ばす。

　同時。彼の右手が二度動いた。一度目は、懐ふところ手での右手で重力刀をスナップし、上着の中を左脇わきから左袖そでへその柄を投じる動き。

　もう一つは、別の重力刀を右手に取り、

「……！」

　己おのれの胸に突き立てた。重力刀による切せつ腹ぷく式の分ぶん身しんの術じゆつだ。

　既すでに彼の左手には、手首の裾すそから手の平に落ちた柄がある。

　そして二人に分身したウオルターが、同時の一いち撃げきを送ってきた。

　双そうの攻撃に対し、点蔵は叫んだ。右だと、心に決めて、身をそちらに振りながら、

「横よこ道みち様──!!」

「古い名前で呼ぶなあ──!!」

　背の襟えり口ぐちから、砲ほう弾だんのように飛び出した姿すがたがある。

　烏からすのミルトンだ。
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　黒の鳥は、そのまま刃やいばを振り下ろそうとしていた右のウオルターに突とつ撃げきした。

　翼つばさを広げ、足を広げ、しかし己おのれを止めることなく、

「こぉの詰めの甘い男があ──!!」

　ウオルターの顔面を、抱きしめるように激げき突とつした。

「行け忍にん者じやの小こ僧ぞうー！　そして〝傷有りスカード〟様を攫さらっていけー！　〝傷有り〟様と貴き様さまの残したものは全てこのミルトンが引き受けよう！」

　分ぶん身しんのウオルターは、分ぶん割かつされているだけで一人の人間だ。ならば、ミルトンの突撃を受けた知ち覚かくはどうなのか。分割式しきの分身だとすれば、片方を塞ふさぐだけでも、

「知覚は乱れるで御ご座ざろう……!!」

　確かに、ウオルターはわずかな戸と惑まどいを見せた。こちらから見て右、ミルトンに視し界かいを封じられた方が、右手でミルトンを引き剝はがそうとする動きを一いつ瞬しゆん見せる。その動きを、ミルトンを食らっていない左のウオルターも追つい随ずいした。

　両者は同どう体たいだ。

　行けると、点てん蔵ぞうは加か速そくした。身を前に投げ出すようにして、大きな動きで速度を上げる。

　しかし、こちらの勢いに合わせるようにウオルターが動いた。ウオルターは、戸惑った際、身み構がまえて腰を落とした己の動きを利用して、

「──!!」

　彼は、高速のバックステップを大きく放ったのだ。

　一歩を大きく下がる。それはこちらを一度補ほ捉そくし直すための動きだ。更さらには足を[image: ]よじるように開き、着ちやく地ちと同時に踏み込み付きの居い合あいをぶち込んできた。

　だが、点蔵は恐れず突っ込んだ。何な故ぜならば、

　……この動きこそ、欲していたものに御座る!!

　飛び込む。それも足を跳ばし、尻しり餅もちをつくようなスライディングで、

「行くで御座るよ!!」

　ウオルターが、踏み込みで開いた脚あしの間を、点蔵は滑すべり抜けた。
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　一瞬だった。

　ウオルターの居合いが走り抜けてもいない。

　そんな高速の通過が出来た理由は、簡単なものだ。ウオルターが居合いの達たつ人じんであろうとも、背後に跳ちよう躍やくすればバランスは背の方に偏かたよる。そんな状態では、前に踏み込んで居合いを放とうとも、姿し勢せいはやや前上がりとなってしまう。

　結果として、通常の居い合あいよりも脚あしの間は開き、高くなる。

　だからそこを抜けた。

　視し覚かくを乱したウオルターに対し、加か速そくの動きを大きく見せたのは点てん蔵ぞうなりの誘いだ。

　だから行った。

　それでもウオルターが追ってくる。手首を振り、下を抜けるこちらを殴なぐるようにして、一刀を真下へと強ごう引いんに叩たたきつけようとする。

　対し、点蔵は、滑すべりながら手を伸ばした。ウオルターが振り下ろす柄つか。その鍔つばに手て指ゆびを掛けて、強引に頭上側へと引く。

「!?」

　バランスを前に崩したウオルターが、転ぶより先に重力刀とうから手を離した。

　だが、ウオルターの腕を振り下ろす動きに乗って、点蔵はスライディングを加速していた。

「……！」

　抜ける。

　背後に居合いの武む者しやを置き、点蔵は立ち上がりざまに走り出す。

　前に身を倒して、忍にん者じやは一気に加速する。

　だが背後で、振り返る動きがあった。

　追つい撃げきが来るのだと、点蔵には解わかる。何な故ぜなら、この敵は、主しゆ家かの滅めつ亡ぼうを経てきたのだ。彼は、新たな主あるじに対し、敵が近づくことを確実に阻そ止ししようとするだろう。

　ゆえに、点蔵は走りの初しよ動どうとして、両の腕を振り、その動作で上着を背後へと投げ捨てた。

　視し界かいを奪えればいい。重力刀とうの動きを少しでも阻そ害がい出来ればいい。

　背後で布を断つ音が響ひびいた。

　だが、点蔵は振り向かない。

　背を、左上から右下に撫なでる冷たさがあった。

　だが、点蔵は構わなかった。

　背には幾いく度ども傷を受けている。

　だが、当たりの感かん触しよくから、

　……深ふか手ででは無い!!

　大事な傷は右の肩けん胛こう骨こつの位置にある。それを断たれてもいないならば、

「……っ!!」

　忍者は一気に速度を上げた。
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　点蔵は走る。

　倫敦ロンドン塔とうの前にいる戦せん士し団だんに向かって一直線だ。

　矢が来る。先せん端たんに流体光こうを帯びた、追つい尾びの術じゆつ式しきが掛かった矢だ。

　矢が見るのは、動きと形を追う動どう態たい感かん知ち型がたと、相手の存在そのものを追う流体感知型の合ごう成せいだろう。高価な術じゆつ式しきになるだろうが、女王の直ちよつ近きんだ、そのくらいは当然と言える。

　だが点てん蔵ぞうはまっすぐ突っ込んだ。

　飛ひ来らいする矢を引きつけ、目の前に見てから、点蔵は、

「っ!!」

　身を、加か速そくして思い切り低くぶち込んだ。

　それで目標を見失う追尾の矢ではない。

　だが、低く姿し勢せいをとった己おのれの姿すがたよりも、もっと確かにこちらの形状と動きを保ち、己の残り香がを持つものがある。

　背後の宙に投げ捨てた上着だ。

　黒の装しよう束ぞくは背から裂さかれている。しかしその形は確実にこちらの上じよう半身に等しいシルエットを持っており、身につけていたものゆえ、存在の残ざん滓しを有する。

　上着による被ひ誘ゆう導どうチャフだ。この方法は、

　……先生が髪かみでやったのの応用で御ご座ざるよ!!

　身を低くして、シルエットを変えた己の陰から、しかし上着の形が捉とらえられたならば、

「──Ｊｕｄジヤツジ．！」

　頭上を十二本の矢が突き抜けて飛んでいった。

　そして、宙を切り裂く音を気にせず、身を起こす動きで戦士団に投じるのは、

「重力刀とう……！」

　ウオルターの脚あしの間を抜けるとき、彼が手放したものだ。

　投じる。相手は、その威い力りよくを解わかっている筈はずだ。防ぼう盾じゆん術式すら裂くようなものだと。

　だが、点蔵の眼前で、最後の戦士団は身を動かさなかった。

　覚かく悟ごがある。最後の死し守しゆは自分達だと。だから動かず、彼らは重力刀を受けに身み構がまえる。

　……見事で御座るな!!

　応じるように、重力刀の柄つかが防盾に当たり、しかし、

「──!!」

　重力刀は防盾を割らず、弾はじかれて夜空に飛んだ。

　スイッチを入れていなかった。

　それは点蔵としては当然の判断だが、敵にとっては違った。

「!?」

　覚悟があった分だけ、意い外がいが生まれた。

　わずかな呼吸の乱れを、点蔵は読む。構えられた防盾の表面を蹴けって跳び、慌あわてて突き上げられる槍やりの穂ほ先さきを更さらに蹴けり、高く、一いつ直ちよく線せんに、

「……おおおお!!」
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　濠ほり、水の上に足をつけると同時に点てん蔵ぞうは疾しつ走そうする。

　水の上を行くのは忍にん術じゆつの常じよう道どうだ。そして壁を駆かけ上るのも。

　しかし点蔵は思う。ここを登ってどうするべきだ、と。

　告白しようにも、馬鹿げたことに何の用意もしていない。あれほど、三み河かわでは偉そうに告白のアドバイスをした己おのれだというのに、だ。

　しかし不ふ思し議ぎなことだ。今までの時は、準備などもしていたのに、仲間達が助けてくれることはなかった。それはまあ、ホライゾンが告げた武蔵むさしの方針などもあるのだろうが、

　……どうしてで御ご座ざろうなあ。

　途と中ちゆうまで一緒だった者達がどうなったか、自分は知らない。先に行けと、気にするなと言われ、そのようにしてきた。

　きっと、皆が、そうしたかったのだろう。何かを果たすために、こちらを助けることを大たい義ぎ名めい分ぶんにしたかったのかもしれない。外げ道どうどもだから、ストレス解かい消しようがしたかったのかもしれないし、単に春の陽よう気きで秘めたる破は壊かい衝しよう動どうに火がついたのかもしれない。

　だが、確かに、結果として自分はここにいる。

　ならばそれでいい。

　疲労はある。傷もある。背からは出しゆつ血けつもある。装そう備びも多くを失った。

　だが自分はここに来た。ここに来られたのだ。

　城じよう塞さいから撃うたれる矢を、壁に張り付くように走り登って避け、行くべきは一直線に、

「……!!」

　辿たどり着いた。

　北西塔とう。白く装そう飾しよくされた浸しん透とう型の刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオンの上、そこにあるのは双そう月げつを保つ広大な星の空と、

「────」

　こちらに振り向く、英国の制服を着込んだ金の編み髪がみ。

　そして点蔵は相あい対たいした。振り返る女性。その唇くちびるが開き、

「私を誰だれだと思った？」

　その顔や身には、しかし傷きず痕あとが無かったのだ。
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　風が吹く。

　塔とうの上、突き立つ一メートル弱の白はつ剣けんを挟むようにして、女と男が立っている。

　そして男の方が、ちらりと右の中庭を見た。影の落ちる倫敦ロンドン塔とうの芝の上には、控えの場が設けられている。そこには戦せん士し団だんが矢を構えてもいるが、彼らの背後にて、椅い子すに座っている姿すがたがあった。それは、顔に傷きず痕あとを持つ、

「……無理です！」

　彼女の声が、忍にん者じやに向かう。同時に、中庭に通じる扉とびらを開けて戦士団が群で現れた。弓を構え、引き絞しぼる彼らは、城じよう塞さいの上にも並んでいく。そして眼がん下かの濠ほりの周囲にも、だ。

「無理です！　……私が取りなしますから！　お帰り下さい！」

　だが、中庭からの彼女の叫びに、忍者は静かに息を吸った。

　そして彼は、ゆっくりと正面を見た。

　こちらを窺うかがうように視線を送る女に対し、忍者は再び、深く息を吸い、こう言った。

「噓うそは止めるで御ご座ざるよ、メアリ殿どの」
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　呼ばれた名前に、彼女は狼狽うろたえた。

「それは──」

　一度頭あたまを横に振り、しかし彼女は視線の強さを取り戻した。そして叫ぶ声は、

「如い何かなる理由か!?」

「Ｊｕｄジヤツジ．、簡単なことに御座る。まあ、大体の理由は察せられるで御座るが──」

　点蔵は、眼下のもう一人を見た。傷のない彼女は、点蔵に視線を返し、

「何を言っているのです!?　彼女は危険です！　だから──」

「確かに危険で御座るな。何しろ自分、ここまで来るのにかなり命懸かけちゃって御座る」

「何を一体……！」

「黙だまるで御座るよ偽にせ者もの!!」

　点蔵は叫んだ。そして彼は、眼下の彼女を指さした上で、目の前の女を見み据すえる。

　その視線に、びくりと眼前の彼女が身をすくめるが、点蔵は頷うなずき一つで、

「──メアリ殿の方がわずかながら巨きよ乳にゆうで御座る!!」

　息を吸い、忍者はポーズを取った。一語ごとに身み構がまえていきながら、

「金きん！　髪ぱつ！　巨乳……！　人、それを真理と言うで御座る！

　そして自分にとって、この真理、下へ手たな変へん装そうごときで誤ご魔ま化かせるものでは御座らぬ！」
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　静かになった輸ゆ送そう艦かんの甲かん板ぱん上。肩上のアリクイの子に餌えさをやっていた正まさ純ずみは、笑顔で表示枠サインフレームから走狗マウスへと視線を移し、こう言った。

「見るのやめよっか!?　ね？　ね？　あと五分位くらいしてからつけなおしでいいよな!?」
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　うんうん、とトーリの表示枠サインフレームを覗のぞいていたホライゾンは、横の全ぜん裸らに向かってこう言った。

「全く役に立たない感かん知ち系けいユニークスキルかと思えば、何と国家的判はん断だんの場を左右するとは」

「言っておくけど、俺がオメエ救った決め手もエロ不ふ注意だかんな？　憶おぼえとけよ？」
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　そして倫敦ロンドン塔とうにいる者は、一つの笑い声を聞いた。

　中庭、控えの場にいる女が、は、という音を連続させて笑ったのだ。

　皆が、どう反応していいか解わからぬ中、女はしかし、自分の顔や身の肌はだにつけていた傷きず痕あとを、拭ぬぐうように取り去った。

　そして見えるのは、眉まゆを立てた笑えみを見せる妖よう精せい女王だ。彼女は椅い子すの上で脚あしを組み、

「面白い。傷痕以外に明確な違いがあったとはな。他の誰だれもが気付かぬ遊びを、しかし見み破やぶるとは本物であろう。──メアリ、賭かけはお前の勝ちだ。処しよ刑けい前に五分の猶ゆう予よを与える」

　息を吸い、彼女は、同じようにメアリが顔の傷痕の隠かくしを拭い取るのを見て、

「──五分。最後の舞台を楽しむといい」







[image: 第五十八章『花畑の合格者』]
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　五分の猶ゆう予よ。

　告白が、成功しても失敗しても、潰つぶしに掛かられるものであると、そう示す眼がん下かの言葉に、点てん蔵ぞうは息をついた。まあ、それは向こうの事情で御ご座ざるな、と。

　しかし、こちらとて一つ、出しゆつ撃げきする際に皆との意見交換で思いついていることがある。

　それは、メアリをここから救う唯ゆい一いつとも言える方法だ。

　皆に話し、「出来ると判断出来たら、やってみろ」と正まさ純ずみから言われている。だが、それを行うにはメアリの協力が必要だ。何よりも、彼女が、生きていたいという選択をとることが。

　ともあれそのために告白だ。つい先ほど、〝メアリ殿どの〟とつい呼んでしまったが、いいで御ご座ざろうか。御座るよね？　流れ流れ!!

「メ、メアリ殿！」

「は、はいっ！　Ｊｕｄジヤツジ．！」

　点蔵ははっきりと己おのれの思いを告げた後に、理由を言おうと思った。論文を書く際の技術だ。だからまずは明確に、点蔵は自分の思いを叫んだ。

「自分、──貴女あなたのことをがすいれっ!!」

　嚙かんだ。
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・あさま：『開始と同時に終わりましたね……。もはや何の悔くいも無いでしょう』

・俺　　：『浅あさ間ま結けつ構こう厳きびしくね？　まあ、俺も流石さすがに嚙みはしなかったけどよー……』

・金マル：『というか、この英国滞たい在ざい、いらんことで人生に傷を負った人が多いよね』

・あさま：『私のことですか!?　そうですよね!?　ね!?』
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　……し、しもうたで御座る！

　点蔵は周囲の視線を浴びて、鈍く蒸むし暑い汗を搔かいた。

　嚙んだ原因は簡単だ。〝～が好きで御座る〟と〝～を好いて御座る〟のどちらがいいかと一いつ瞬しゆん悩んでしまったからだ。しかし、そんなことは関係なく、フォローが必要だ。だから、

　……え、ええと、メアリ殿は、花を育てて御座ったな。あれは──。

「す、睡すい蓮れんのように美しい人と思って御座った!!」
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・○　画：『あれ？　まだやってんの？』

・礼賛者：『そ、そっちは現場近くにいるんじゃないんですか!?　見ましょうよ！』


　──副ふく会長様が入場しました。



・副会長：『おーい、初の自力実況通神チヤツト参加ー。何か不慣れあったら注意宜よろしく』

・約全員：『おおお、めでたいめでたい』

・あさま：『いや、あの、一応見てあげないと。可哀想かわいそうですよ？』
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　かなり無理が御ご座ざったか！　と思う点てん蔵ぞうの眼前。ふと、メアリが頰ほおに手を当てた。

　彼女は、わずかに顔を赤くして、

「……色で言うと、赤と白のどちらです？」

　え？　と迷ったが、頰赤くしている彼女を見ると、赤と言いそうになり、しかし、

　……赤が引き立つのは、肌はだの白さゆえに御座るよな……。

　確か、彼女もあの色の睡すい蓮れんを育てていた筈はずだ。それは、

「し、白で!!」
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・ノリキ：『ワインかよ』

・貧従士：『い、息抜きに参加しに来たらいきなり厳きびしい展開ですね！』

・あさま：『でも、何で白とか赤とか聞くんでしょう？　ちょっと調べてみますね』

・未熟者：『だけどまあ、あ、ネシンバラだよ、で、ええと、色のことはよく解わからないけど、なかなか面白いね。何しろ物語として見た場合、睡蓮は妖よう精せいとなじみ深いんだ』

・賢　姉：『さあ、今夜もスーパーオタク語りタイムの始まりです』

・未熟者：『二秒で無視してやったよ。でまあ、睡蓮には逸いつ話わがあってね。曰いわく、〝妖精は悪あく魔まに追われた時、睡蓮に姿すがたを変える。ゆえに、睡蓮を摘つむ時は刃やいばにて花を摘まねば、睡蓮から妖精が出るのを待って花の影に潜ひそんだ悪魔に呪のろわれる〟ってね。

　なお、ラテン語では睡蓮をNymphaeaって言うんだ。妖精ニンフの花だね』

・金マル：『ニンフって、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の妖精だよね』

・未熟者：『そう。英国を征せい服ふくしたノルマン人は、ゲルマン系けい、──後のM. H. R. R.と起おこりを同じとする。そして英国のケルト系異い族ぞくと混じり合ったのが、今の彼女達だ』

・賢　姉：『フフフ、私が言うのは間違ってるかも知れないけど、現場に視線向けたら？』
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　点蔵は、メアリが赤くした頰を両の手で押さえるのを見る。

　が、しかし、メアリは目を伏せ、首を横に振った。

「──いけません！」

「ええ!?　自分、ここで御ご免めんなさいで御ご座ざるか!?　──やはり！」
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・銀　狼：『見み栄えでもいいから〝まさか〟とか〝なんと〟って言いませんの？』

・煙草女：『いや、最初に嚙かむ時点で論外だろ。上う手まく行った方さね今まで』

・○　画：『顔隠かくして告白と考えると、嚙むより先、存在時点で論外だわ』

・俺　　：『おっと、ここで指導、指導が審しん判ぱん団全員から入っております。点てん蔵ぞう選手厳きびしい時間帯です。ってか技あり無理でも有効くらいは取ろうぜ。──なあテンゾー』
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　だって、とメアリが言った。彼女は眉まゆを立て、両の手を下に振り、

「歴史再さい現げんがあるんですよ!?　私、今まで、この処しよ刑けいのために頑がん張ばってきたんです！」

　点蔵は聞く。

「私がここに至るまでに、多くの人が尽じん力りよくして、そして、死んだ人も、私が殺した人もいるんです！〝血塗れブラツデイメアリ〟の手による三百人！　そしてその後も、二人のメアリによる国の混乱を受けて、それが無ければ死ななかった人達がいるんです！」

　だから、と彼女は言った。

「私は、犠ぎ牲せいになる責任があるんです！」

「──無いで御座る！」

　点蔵は、つい、反はん射しや的に叫んでいた。

　しもうた、と、後になってから思ってしまうほどの一いつ喝かつだった。正面のメアリが小さく肩を震わせたほど。眼がん下かや周囲の戦せん士し団だんも身動きを止めたほどの。だが、下にいる妖よう精せい女王は、

「内政干かん渉しようだな」

　確かにそうかもしれない。が、一つだけ確かなことがある、それは、

「……英国では、人の生き死にを政治と呼ぶので御座るか？」

　三み河かわで皆が確かく認にんしたことがある。それは、

「極きよく東とうの民たみは、理り不ふ尽じんな死に抱かれ掛けた者がいたならば絶対に救いたいと思い、そのような運命に抱かれた者に対して──」

　言う。

「死が救いだなどと綺き麗れい事ごとをいうほど、前ばかりを見ているわけでは御座らぬ!!」
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　だが次の瞬しゆん間かん、妖精女王が、眉を立てた笑えみのままで声をあげた。

「甘いのだよ極きよく東とう人じん!!　それが今の世の在り方だ!!　人の生き死に、国の攻防すら政治のカードに過ぎん！　我々は歴史を再現することによって、もはや戦争や歴史すら交こう渉しようカードに変えたのだ！」

「ならば──」

　言える。三み河かわで、自分達の長ちようが告げたこと。そして出しゆつ立たつの前に確かく認にんしたこと。それは、

「ならば、自分達は、この世界を征せい服ふくしてその在り方を変えるで御ご座ざるよ！」

　そして、点てん蔵ぞうは前を見た。メアリに対し、

「自分、点蔵・クロスユナイトは、極東の世界征服を手伝い、そして〝重双ダブル血塗れブラツデイメアリ〟の担当に就つく所しよ存ぞんに御座る！」

「え？　で、でも、私は死ななければ──」

「構わぬ！　いずれ世界を征服すれば英国などオマケに過ぎんので御座る!!　極東すなわちザ・ワールド！　そうなるまで後少し！　後はただ全世界を征服するだけに御座る！」

　もはや勢いで御座るな、と自分で思いながら、点蔵は思う。

　……これ、トーリ殿どの達と大たい言げん壮そう語ごの馬鹿ネタやってるのと同じに御座るな。

　後の言げん質ち責任は副ふく会長に任せようと、点蔵は自分の逃げ道を決めておく。その上で、

「貴女あなたのために誰だれが死のうと、誰が傷つこうと、そのために貴女が死ぬ選択があったとしても、死ぬ義務はのう御座る！　──選ばれよ！」

「な、何をですか!?」

「貴女に勝かつ手てに期待した人々が、貴女を期待外れと罵ののしる代わりに、この世をもはや誰の干かん渉しようも無しに生きていく権利に御座る!!」

　何な故ぜ、とメアリが、口くち端はを歪ゆがませた。

「何故、そんなことを言うのです!?」

「貴女に消えずにいて欲しいので御座る！」

「で、でも……」

　メアリは歪む表情の顔を手で覆おおい、

「私、……こんな傷だらけですよ？」

「構わぬ！」

「歴史再さい現げんで、……幾いく度ども結婚と離婚を繰り返している不ふ埒らち女ですよ!?」

「構わぬ!!」

「英国全土が敵に回るかも知れないんですよ!?」

「構わぬ[image: ]　既すでに世界全部を敵に回した御ご仁じんもおられる[image: ]」

　息を吸う。

「英国一つくらい、背負えずして貴女の前に出たつもりはのう御座る！」

「で、ですけど」

「くどい……！　自分が貴女あなたを奪っていけば、責任など何も関係無しに御ご座ざる!!」

　ああ、と点てん蔵ぞうは思った。厄やつ介かいな御ご仁じんだと。だが、それほどまでに、この人は、

　……自分を犠ぎ牲せいにしていくことに、誇りを得ておったので御ご座ざろうな。

　それを全て捨てて、こちらに来いと言っているのだ。拒否されて当然だ。

　だから、だから決めた。

　虚きよ勢せいだろうと見み栄えだろうと、噓うそだろうと、ここでは恐らく、言っていい。

　噓をついてでも、この人を連れて生せい還かんするのだ。

　この人を連れて、この人の誇りや、全てに対して相応ふさわしくあろうと、そう思って努める日々を得てみたいのだ。英国全てを背負おうとした魂たましいを、自分に向けて欲しくて、

「貴女が嫌いやだと抵抗しても、自分が必ず貴女を奪って行くで御座る……！」

　強欲フイラルジアだ。何もかも厭いとわぬほど、何もかも構わぬほど、自分はこの人を欲している。

　だから言う、

「傷も婚こん姻いんも英国が敵に回ることも、貴女が傍そばにいてくれれば関係のう御座る！　失われさえしなければ、例え身を無くし、魂たましいだけとなっても、最後の居い所どころとして、自分と共にいてくれればそれでいいので御座る！　──自分、それに相応しい忍しのびになり申もうす！」

「で、でも……」

　メアリが、両の手を握り、前に強く振り下ろして叫んだ。

「──だったら何で、この前、別れ際にチューしてくれなかったんですか！」
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・副会長：『……あの馬鹿、あの時点で国際問題起こし掛けていたのか』

・俺　　：『でもチューしなかったんだから切られ損じゃね？』

・○　画：『というかアレ、切られたより異い物ぶつ挿そう入にゆうよね。ネームが進むわ!!』

・ウキー：『だがこれ、どう返すのだ？　たしかに〝しなかったから本気じゃなかった〟と言われても仕方なかろ』

・約全員：『ここで終わりか……』

・俺　　：『おいおいオメエら悲観的だな！　くそ！　お、俺も負けねえぜ……！』
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　今、間違いなく、あの外げ道どう共が通神帯ネツトで不ふ吉きつな会話をしている。そう確信しながら、点蔵は背に粘る汗を搔かいた。今のメアリの指し摘てきは、

　……た、確かにそうで御座るな……！

　眼前、彼女はまるで、駄だ々だを捏こねるように、

「私！　私っ！　あの時、精せい一いつ杯ぱい背伸びして！　でも、でも、点蔵様が無反応だったから、フラれちゃったんですね、って思って、精せい一いつ杯ぱいそれでも格かつ好こう良く別れようって……！

　それを今になってひっくり返そうったってそうはいきません!!　もし私のこと、そんなに引き寄せようとするなら、──何でチューしてくれなかったんですか！　あの時!!」

　叫びが、目の前で爆ばく発はつした。

「あの時、全部、私の想いも何もかも決けつ着ちやくした筈はずです！」
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『テンゾー！　噓うそをつけ!!』

　点てん蔵ぞうは、こちらにトーリが通神文を送ってきたのを見る。

『[image: ]つじ褄つまも何もいらねえ！　とにかく、チューしなかった理由を作れ！　それを言えば勝ちだ！　解わかるか!?　向こうは説得されたがってんだよ!!』

　ああ、と点蔵は、三み河かわの時を思い出す。これが、自分と彼女の平行線なので御ご座ざろうな、と。

　そして、トーリからの言葉が重なる。

『浅あさ間まが急いで通神帯ネツトで調べてくれたんだけどよ。さっきの睡すい蓮れん。花言葉知ってるか？

　赤睡蓮は、〝清純な心・優しさ・信頼・純情・信しん仰こう〟って、結けつ構こう堅いんだけどよ』

　だけど？

『白睡蓮は、〝純じゆん粋すい・潔けつ白ぱく〟だ。解るか？

　処しよ刑けい台だいの上で、オメエ、彼女に〝白〟って言ったんだ。だから噓でもいい、何でもいいから、黒を白に変えろ。ただでさえオマエ黒装しよう束ぞくなんだから、ちょっとは白いトコ見せてみろ』

「──Ｊｕｄジヤツジ．！」

　点蔵は頷うなずき、メアリに向き直った。

　王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンの向こうに立つメアリに対して、点蔵は一歩を近づいた。

　その一歩で、メアリに手が届く位置となる。そして正面を改めて見れば、こちらに対し、泣きそうな、しかしせがむような上うわ目め遣づかいの彼女がいる。

　だからというように、点蔵はもう一度頷き、

「──極きよく東とうにおいては、迂う闊かつに口吸いなどするのは御ご法はつ度とに御座る！　何な故ぜならば──」

　噓でもいい、

「口吸いは、結婚の約束の証あかしに御座る！」
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　メアリは、一いつ瞬しゆん戸と惑まどった。

　……え!?

　本当でしょうか、と、思わず眼がん下かの妹を見るが、妹は部下達共とも々ども横を向いて視線を逸そらしている。だから確かめる手段を失ったメアリは

　……だ、だとしたら……。

　自分は極きよく東とうルールすなわち未来のルール・ザ・ワールドにおいて、もの凄すごく、はしたないことを要求してしまったのではないだろうか。だが、

「で、でも、それだったら……！　チューしなかったんですから、私と結婚したくないってことじゃないですか！」

　言って、自分で泣きたくなった。何しろ、彼がチューしてくれなかったのは、そういうことだからだ。だから、

「どうしてチューしてくれなかったんですか！」

「簡単なことに御ご座ざる！」

　点てん蔵ぞうの声が、もはや目の前で聞こえた。彼は両腕を軽く組んでから右の人差し指を立て、

「自分、あの時、少々の迷いが御座った。それは、メアリ殿どのを自分は超ちよう欲ほつしているが、しかし、完全にメアリ殿が適格であるかどうかを試していなかったので御座る！」

「て、適格というと……」

　何のテストだろうか。ひょっとして厳きびしい諮し問もんがあり、それに合格しないと、極東では結婚出来ないというのだろうか。そういえば確かに極東は学力社会とも聞く。だとしたら、極東弁べんが少し不慣れな自分は確かに不的確かもしれない。

「ど、どうしたらいいのです!?」

「Ｊｕｄジヤツジ．、簡単なことに御座る。ではまず、メアリ殿、大きく息を吸って──」

　Ｊｕｄ．、と、急ぎ、メアリは腕を左右に開き、大きく息を吸った。

　これからどうするのかと思った直後。両の胸を、彼の手が左右から抱えて寄せ上げるようにしっかりとホールドした。

　え？　と思った眼前。彼は俯うつむき、ややあってから息を吸い、

「ごぉ──ぅかぁ──く!!」
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　名残なごり惜しいので、手をそのままに、点蔵は告げた。顔を真まっ赤かにして、驚きの表情のメアリに対し、もはや堂々と、

「自分の信しん仰こうは貴女あなたによって満たされたで御座る!!　これを確かめていなかったがため、あの時、チューに踏み込めなかったので御座る！」

「じゃ、じゃあ……」

　Ｊｕｄ．、と点蔵は言った。今こそ絶対に告げよう。最初に言うべきだったこと。それは、

「自分、メアリ殿のことが──」

　はっきりと、

「すりれるっ」

　はっきり嚙かんだ。
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　全ての動きと音が止まった。

　空で行われている武蔵むさしと三征西班牙トレス・エスパニアの戦せん闘とうも、何な故ぜか止まっていた。

　無音と、無言と、不動の中で、しかし、メアリはこう思った。

　……今、噓うそをつくべきですよね。

　初めて、自分のために、噓をつく。それは、ただ一言。

「──Ｊｕｄジヤツジ．」

　私には聞こえた。そういうことにしておきたくて。

　だから、メアリは、口を震わせ、

「私もです……！」





●






　告白の応答。

　それを聞く点てん蔵ぞうの視し界かいに、花が見えた。頰ほおに手を当てているメアリの背のあたりから、

　……流体の花？

[image: ]

　妖よう精せい女王の背からは、巨大な翼つばさのような花か弁べんが咲いたと正まさ純ずみ達から聞いている。しかしメアリのものは、背ではなく、彼女の背後や周囲に、一ひと抱かかえほどもありそうな、

　……睡すい蓮れんの花。

　白の睡蓮が咲いていく。それも一つではなく、一気に五つ、十、二十、三十と増え、

「え？　あ、や、あの、その」

　戸と惑まどう彼女とこちらを包むように、花の原があたりを満たした。

　咲き回る。それらの白しろ睡蓮はどれも花弁が欠けていたり、落ちていたりする。だが、どの睡蓮も、堂々とはしていないが、確かに開き、

「あ、あの」

　困ったような顔で、花の中央でメアリがこちらを見た。

　そして彼女は、懐ふところから一枚の長い布を出した。赤の色の、首回りを覆おおうためのスカーフを。

　最近編まれたものらしい。点てん蔵ぞうは、靡なびかせていた己おのれのスカーフがここに至るまでの遣やり取りで千ち切ぎれ掛けていることに気付くと、彼女の胸から手を離し、腕を広げ、

「こちらへ」
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　メアリは行く。

　間に王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンを挟んだまま、胸をホールドする彼の手と腕を伝い、

「──点蔵様！」

　半なかば引き寄せるように、メアリは彼の胸に飛び込んだ。ややあってから、たどたどしく彼の腕がこちらの背を周り、腰を回る。

　だが、もっと触れて欲しくて、深く抱いて欲しくて、メアリは身をよじる。のけぞって、彼が信しん仰こうの対象にしている胸を彼の身に押しつけて、彼の首に後ろから赤のスカーフを掛け、

「点蔵様。──私の負けですね」

　目を閉じ、顎あごを上に、喉のどを伸ばした。すると、

「自分の負けでも御ご座ざるよ。──口吸いをスカーフ越しに行う訓練は受けてないで御座る」

　と、衣きぬ擦ずれの音を過ぎて唇くちびるを重ねられた。勢い余って歯が当たるが構わない。

　身み勝がつ手てな女になろうと、メアリは思った。自分に今まで尽くしてきてくれた人達を捨てて、自分の欲求に素直な酷ひどい女になろうと。そしてどのように後ろ指を差されても、罵ののしられても、敵対されようとも、悪い女で有り続けようと、その自覚を持ち続けようと、そう思った。

　ずっと非難されても生き続け、自分の幸いを得ることで返答としよう。

　世界征せい服ふくを手伝うであろうこの人の傍かたわらで、支えるように咲けるならそれでいい。

　だから距離を近くするように、メアリは、彼の傷だらけの背に手て指ゆびを立てて確かめ、己の傷を、胸を、腕を、頰ほおを全て彼に添わせて息をかわす。

　……不ふ思し議ぎです。

　抱き合うことで私の傷は隠かくれるのに、この人の傷は、しかし私を護まもるようでいて。

　だが手で覆おおい、撫なでる中に、確かに自分を護った傷はあった。

　やがて、唇くちびるを離し、名残なごり惜しく啄ついばんだ後、メアリは彼に言う。

「点てん蔵ぞう様」

「何で御ご座ざるか？」

　既すでにこちらが掛けたスカーフを首に巻いているのはどうかと思うが、だからこその彼だ。

　メアリは、問うのではなく、確かく認にんするように言う。

「私を、傷つけて下さいますか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……その傷を誇りに思って頂けるのならば」

　Ｊｕｄ．、とメアリは微笑した。目の端はしから涙がこぼれ落ちるのにも構わず、大きく頷うなずいた。

　Ｊｕｄ．、と首を下に振った彼が、こちらの身を引き寄せる。それも、王賜剣エクスカリバーの向こう側に、だ。その理由は解わかる。

　背後に、強大な気け配はいがあるのだ。

　それは、

「──メアリ、舞台は終わりだ」

　妖よう精せい女王が、刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオンの上に上がってきていたのだ。
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　輸ゆ送そう艦かんの甲かん板ぱん上じようから、正まさ純ずみは、北の空に光を見た。

　見覚えのある光だ。その色も形も、照らす光こう彩さいも、

「妖よう精せい女王の光こう翼よくか!!」

・俺　　：『消し炭だな』

・あさま：『な、何を悲観的なこと言ってるんですか！　点てん蔵ぞう君、今、人生の絶ぜつ頂ちように至ってるんですよ!?　あとは落下していくだけなんだから今くらいは祝ったらどうなんですか!?』

・約全員：『悲観の塊かたまりがここにいるぞ!!』

・あさま：『だ、だってどう考えても消し炭じゃないですか!!』

・俺　　：『悲観的なこと言うなよ浅あさ間ま！　点蔵、今、人生の絶頂なんだぜ!?』

　逆ループするなよ、と正純は思うが、しかしこれは危険だ。宣せん言げんすべきことがあったが、タイミングを失している。

　だが、妖精女王の反応に、正純は感情を感覚する。それは、

　……愛あい憎ぞう、ってやつなのかな。

　嫌っているのだろうか。それとも、違うのだろうか。だけど、本当に嫌いだったら、近寄りたくもない筈はずだ。それが、己おのれの力を誇こ示じしてまで相あい対たいするのは、

「それほどまでに、去って欲しくないってことだよな」

　うん、と首を下に振り、正純は呟つぶやいた。

「策は持っている筈だ。メアリの処しよ刑けいを回かい避ひする方法。──賭かけてみろ、クロスユナイト」
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　夜空に翼つばさを全開した妖精女王が、こちらに歩み寄る。

　点蔵の目には、彼女の動きが上う手まく知覚出来ない。その理由は、

　……歩くと言うよりも、大気や他の精せい霊れい達に己を運ばせて御ご座ざるか！

　悠ゆう然ぜんというのも足りない、堂々というのも価あたいが足りない、ただ、己を中心とした位置を、自ら動かすような歩みで、彼女はふと眼前に来た。

　背はこちらよりも低いが、見下ろしの目つきをもって、彼女は一いち瞥べつを寄よ越こす。

　対するように、じっと、メアリが身を寄せてきた。だから点蔵は、左の胸と腕に彼女を抱く。

　そして、点蔵は妖精女王を見た。

　威い圧あつはされる。が、畏い怖ふはない。

　何な故ぜならば、巨きよ乳にゆうが足りない。

　その一点が、畏怖せずに済む隙すきだ。妖精女王にも、不足はあるのだと。

　だが、女王は王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンに両の手を乗せた。そして、

「問おう。──メアリ、全てを放ほう棄きした責任を、どうとるつもりだ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と、胸の中の花が答えた。メアリは、一度、緊きん張ちようの呼吸をしてから、

「忘れません。そして償つぐなえるならば償います。ですが、──もはや、死は望みません」

「補ほ償しようなど、莫ばく大だいな額を要求するぞ！」

「そんなの、点てん蔵ぞう様と頑がん張ばって払います！」

　……ええええええ!?　国家事業的賠ばい償しようを!?

　同級生の守しゆ銭せん奴どが高金利ローンを組むのが頭に浮かんだ。が、妖よう精せい女王は、

「成なる程ほど」

　……ちょ、あの、決定で御ご座ざるか!?　マジで御座るか!?

　だが、その前提で話は進んだ。妖精女王が、わずかに肩を落とし、口を開いたのだ。

「──私との約束を破っても、死を選ばぬと、そう言うのか」

　静かな問いかけだ、と点蔵は思った。まるで、妖精女王の方が、

　……泣いて御座らぬか？

　行っては嫌いやだと、すがられているような、そんな感覚を得る。が、正面の視線は鋭く、

「どうなのだ？」

　問いかけに、点蔵はメアリを見ない。何か促うながしを送りもしない。もはや言葉はかわしていて、体温は行き来をしている。だから信じる先で、メアリもこちらに振り向かず、

「──忘れません」

　言った。彼女は俯うつむき、しかしすぐに顔を上げ、震えながら妹を見て、

「処しよ刑けいの時に、言おうと思っていたことがあるんです」

　それは、身を強く震わせた息とともに吐かれる、

「もう、護まもってあげられなくて、……御ご免めんね」

「──!?」

　妖精女王の表情を、点蔵は確かに見た。それは[image: ]しかるような顔から、わずかに驚きと、諦あきらめと、しかし残念を過ぎて、目を伏せ、眉まゆを立て、息を吸い、口を強く開いて、

「……愚ぐ弄ろうするな〝重双ダブル血塗れブラツデイメアリ〟！　私は妖精女王であるぞ！」

　そして彼女は、こちらを鋭い視線で睨にらみ付けてきた。

「妖精に甘かん言げんをもって拐かどわかすとは、卑ひ怯きような極きよく東とうらしいやり方だ。だが、人の住む場所に降りた妖精は、もはや森には戻れない。人にん魚ぎよが泡あわと消えるように、睡すい蓮れんの花をここで摘つみ取らせて貰もらう。──そこの忍にん者じやと共にならば、騙だまされたまま幸せに眠れるだろう」

　エリザベスが、王賜剣エクスカリバーに掛けた手に力を込めた。

　彼女の動きに、点蔵は声を放つ。

「ま、待たれよ！　一つ、ここで問いたい」

「甘言を通す耳はない！」

　頼む、と、本気で思いながら点てん蔵ぞうは叫んだ。

「その台詞せりふ、メアリ殿どのが王賜剣エクスカリバーを抜いてからもう一度言うがいいで御ご座ざる！」
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　え!?　と声をあげたのはエリザベスではなく、メアリだった。

　点蔵は、自分の腕の中で彼女が顔を振り仰あおいでくるのを見る。メアリは、しかし眉まゆを下げ、

「わ、私、王賜剣を抜けなかったんですけど……」

「方法が、違ったので御座るよ」

「方法だと!?　王なら引き抜ける。そういうものであろうが！」

「一つ、言っておくで御座る」

　点蔵は、眼前の表情と、王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンを摑つかむエリザベスの手と、そこに込められた力を計る。一いつ触しよく即そく発はつで自分達が搔かき消えることを念頭に置きつつ、

「土に刺した三百の剣を抜く方法を、妖よう精せい女王は知って御座るか？」

　その問いに、二人の女は違う反応をした。一人は目を見開き、一人は眉まゆを歪ゆがめたのだ。そしてメアリが、こちらの腕の中で一つ確かな呼吸をする。聞こえる言葉は、

「点蔵様」

　身を添わせ、彼女は両手を前に掲かかげた。

「──信じます」

　応じる動きで、点蔵も両手を掲げ、メアリと共に、王賜剣二型の柄つかを摑んだ。それはエリザベスの重ねた手の上で、だからというように、妖精女王は、

「……虚きよ言げんを弄ろうすな!!」

　次の瞬しゆん間かん。夜の中に光が炸さく裂れつした。
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　王賜剣二型の光剣が発はつ射しやされる直前。点蔵は、その刃やいばが白光を得るのを見て叫んだ。

「英国の護まもりの剣に要求する!!」

　吠ほえるように告げる言葉は、

「精せい霊れいより預けられ、しかし折れし王賜剣よ。英国を護る者のため、その姿すがたを──」

　賭かけに御座る、と点蔵は思った。

　それは、ヘンリー八世が、王賜剣を抜けると豪ごう語ごしていたこと。

　それは、ヘンリー八世が圧あつ縮しゆく空間や、〝末まつ世せ〟を研究していたと聞いたこと。

　そしてそれは、ホライゾンの大罪武装ロイズモイ・オプロの格かく納のうシステムについて聞いたこと。

　これらのことから、思いついた賭けは一つ。

　王賜剣とは、地ち殻かくを鞘さやにしているのではなく、

「精せい霊れいの空間！　地ち脈みやくの鞘さやより、英国の護まもり手のために抜かれよ王賜剣エクスカリバー……!!」





●






　メアリは、点てん蔵ぞうの叫びと同時に、その両手を彼に引かれた。

　王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンの光に、彼の掌てのひらがこちらの手を包み、前へと、光の中へと導いたのだ。

　手が消し飛ぶような行為だが、しかしメアリはそう思わなかった。心にあるのは、

　……点蔵様を信じます……！

　思い、メアリは点蔵と共に王賜剣の光に、カウンターとなる掌しよう底ていを叩たたき込む。

　直後。

「……!!」

　王賜剣二型の光が、塔とうの頂上で爆ばく発はつした。
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　光と風の爆ばく砕さいと消失、そして夜気の冷たい走りに、エリザベスはしかし弛ゆるまなかった。

　ただ彼女は、己おのれの手の中にあるものを、じっと見ていた。

　王賜剣二型。

　その全体が、地ち殻かくの鞘から抜かれ、己の手の中に存在していた。長さ一メートル強の長ちよう剣けんを、エリザベスは掲かかげ持ち、しかし口から出るのは、驚きとも猜さい疑ぎとも言える。

「抜けただと……!?」

　だが、それだけではなかった。鋭い一本の長剣である王賜剣二型に対し、

「それは何だ……!?」

　視線を向けた先、戸と惑まどい顔のメアリが、巨大な剣を二本も手にしていた。

　それは、二つに割れた大たい剣けんだった。

　わずかに宙に浮いた二剣の長さは、約一メートル半。片かた刃ばの双そう剣けんは、それぞれの背を合わせると一本の長剣になる作りだ。

　まるで花か弁べんのようにも、羽のようにも見える剣を、戸惑い顔のメアリが摑つかんでいる。

　そして彼女は、逆さか手て持ちのまま、剣の重さに促うながされるように、己の左右腰に双の刃やいばをセットした。浮いている白の剣は、定位置を得ると、数度、金色の線光を全体に脈みやく動どうさせる。

　そして彼女の背後に立っていた黒の影が、風の中で一つ頷うなずいた。

「これが、──王賜剣一型Ｅｘ．コールブランドに御ご座ざる」
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　メアリは、背を預けた点蔵の言葉を、息を詰めて聞いていた。

「いいで御座るか？　精霊より預けられ、しかし折れた王賜剣一型を補修するのは精霊の世界。つまりは地ち脈みやくの中に御ご座ざる。ならば、精せい霊れいの世界から与えられた王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンは──」

　その言葉を奪うように、エリザベスが王賜剣二型を掲かかげて叫んだ。

「王賜剣二型は、一型の保管庫を開ける鍵かぎだったと言うのか!?　王賜剣二型の刃やいばを、王が己おのれに向かって抜いた時、初めてその姿すがたを見せるものだと!?」

「Ｊｕｄジヤツジ．、何しろ、……矛む盾じゆんがあるで御ご座ざろう？　王を認める剣を、王に向けて抜いたらどうなるか、と」

　彼の言葉に、エリザベスは悟さとる。己の一いち撃げきが何を呼んだのか。それは、

「王に対して剣を抜く。……王に剣を捧ささげる奉ほう剣けんの儀ぎ式しきか」

　Ｊｕｄ．、と忍にん者じやが答えた。

「ヘンリー八世総そう長ちようは、地脈の研究をしていたのだから、このことに気付いて御座ったかと。しかし、ヘンリー八世総長は、二本も剣を持っていても仕方ないと考えたのでは御座らぬかな。それは、──二人の娘が得ればいいと」

　そして、と、影は確かに告げた。

「対ついの王賜剣エクスカリバーはここに抜かれ申した。──英国の王に相応ふさわしい二人を、英国は如何いかがする!?」
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　エリザベスは、忍者の言動の意味に息を吞のんだ。

　メアリの処しよ刑けいには、彼女が王賜剣二型を抜けなかったことによる王位の継けい承しよう否定が含まれていた。それが一型を抜くことで成立するならば、この処刑の立場が甘くなる。

　何しろ今、メアリの腰には、二つに分かれた王賜剣一型Ｅｘ．コールブランドが確かにあるのだ。

　……王位の剣が、持ち主だと選んだのだな……。

　そのためか、こちらの手の中にある二型は、今、力を潜ひそめている。

　向こうの一型も同じだ。まるで戦い合わぬと言っているようで、

「く……」

　どうすればいいのか、エリザベスは思し考こうする。が、そこに声が来た。

『妖よう精せい女王！　武蔵むさしアリアダスト学院副ふく会長、本ほん多だ・正まさ純ずみだ！　休戦の提案を行いたい！』

「休戦だと!?　一体、何の条件を提てい示じして講こう和わとする!?」

　忍者が掲かかげる表示枠サインフレームから漏もれる声に、妖精女王は詰きつ問もんする。

「〝重双ダブル血塗れブラツデイメアリ〟は、多大な財と人じん力りよくを掛けた処刑を反ほ故ごにし、更さらには王位をも奪おうとしていると、……そう言えるのだぞ!?」

『ならば、妖精女王の王位を護まもるため、メアリの極きよく東とうへの亡ぼう命めいを武蔵は希望する！』

　言っている意味が、一いつ瞬しゆん、理解出来なかった。

　……亡命だと!?

「──馬鹿が！　処刑の反故をどうするつもりだ!?　何の補ほ塡てんでそれを賄まかなうと！」

『メアリには最大の補ほ塡てんが可能だ！　──妖よう精せい女王、知っているだろう？』

　問いかけの意味を、エリザベスは悟さとった。

　……そういうことか！

「歴史再さい現げんを、ここで突き出してくるのか！　武蔵むさし！」

『Ｊｕｄジヤツジ．、そういうことだ。妖精女王エリザベス。聖せい譜ふ記き述じゆつに従うならば、貴女あなたは次期王として、スコットランドの王を指名する。それは貴女の甥おいに当たる人物だ。

　つまり、──メアリの遺い児じを、貴女は次期王に任命する』

　クロスユナイト、と通つう神しんの声が呼びかけた。

『お前とメアリの子が、次期英国王だ』





●






『メアリは処しよ刑けいを逃れる。が、メアリは英国の存続を行う。補塡としては充分だと思うが？

　死によって英国を護まもるより、産むことで護る方を、極きよく東とうとしては支持したい』

　点蔵は、正まさ純ずみの宣せん言げんに渋い汗を搔かいた。

　……確かに、こんなこと先に言われていたら自分プレッシャーでトチったで御ご座ざるよ！

　だが、横に立つメアリは、熱を持った頰ほおに手を当て、こちらを窺うかがい、

「どうしましょう……」

　どうしましょうも何もない。ここを生き延びるにはそれしかない。

　……自分、責任重大で御座るよ!!

『クロスユナイト、もし妖精女王が拒否したら、メアリを連れて確実に生せい還かんしろ。現場はそれをフォロー。これは副ふく会長命令だ。そしてメアリ、極東への亡ぼう命めい、……転校の意志はあるか』

「Ｊｕｄ．！」

　即そく断だんに、点蔵はしかしメアリではなく、エリザベスをちらりと見た。

　……うっわ、超怒って御座るよ……。

　王賜剣エクスカリバーが相打てないセイフティ設定で良かったと思う。そうでなければ、

　……間違いなく、自分だけが殺されて御座るな。

　だが、救いが来た。

　南の低空から来る轟ごう音おんと風の響ひびき。高速型の輸ゆ送そう艦かんは、縄なわ梯子ばしごを下げた武蔵の艦だ。

　既すでに倫敦ロンドンで戦っていた皆は乗り込んでいるだろう。もしも女王が正純の申し出を拒否しても、近づいてくる輸送艦にメアリを連れて走るだけならば手間はさほど無い。

　だが、点蔵は見ていた。目の前で俯うつむき、奥歯を嚙かんでいる妖精女王の姿すがたを、だ。

　手にしている王賜剣は無む造ぞう作さに提さげられ、その手て指ゆびは力で血の気を失い、白くなっている。

「何な故ぜだ……？」

　小さな問いかけに、メアリが、眉まゆ尻じりを下げた笑えみで答えた。

「──死ねば解わかりますよ。私は、貴女あなたのお陰で、ここに辿たどり着きました。

　そして今度は私が貴女を殺します。子を産み、貴女の位置を奪うことで」

　だから、

「そうしたら、また、一緒に遊びましょう。死の向こう、私達の花園アヴアロンで。

　それまでしばし、お別れです。──妖よう精せい女王。ここは英国倫敦ロンドン、妖精女王の街。

　人を望んだ精せい霊れいの端はした女めには、夢を見られても、居残れぬ場所です」

　彼女が、こちらを見た。

「私は、人の街で、貴女の夢を護まもれるように生きていきます。エリザベス、私の半身であり、大事な妹」

　風が来た。輸ゆ送そう艦かんからは確保用の縄なわ梯子ばしごが吊つるされている。それを摑つかむ前用意として、点てん蔵ぞうはメアリの腰を抱いた。

　瞬しゆん間かん。エリザベスがこちらに一歩を踏み込み、確かにこう叫んだ。

「姉ねえさん……！」

　返答は、眉まゆ尻じりを下げ、涙を浮かべた笑えみと、

「──有あり難がとう」

　それを最後に、点蔵の視し界かいは英国倫敦の夜へと舞った。

　輸送艦の救いに、己おのれの身を絡めたのだ。
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　去る瞬間。点蔵は、ある光景を見た。倫敦塔とうの中庭。その東の奥に、人ひと影かげがある。中庭の誰だれもが西の空に飛ぶこちらを気にして振り向きもしない背後。そこにいるのは、

　……首のない女性と、貴き婦ふ人じんと……。

　三百と、概がい算さんして良い男達が、そこにいた。首無しの女性も、貴婦人も、誰もが、半なかば透すけたような、青白い姿すがたとして、だ。

　首無しの女性が、横の貴婦人と共にこちらに軽く手を振り、男達が頷うなずいた。

　……あれは、倫敦塔にいるという幽ゆう霊れいや、墓ぼ所しよの……。

　だが、確かめる間もなく、一気に視界が上昇した。

　点蔵の視線の先、既すでに倫敦塔は眼がん下かにある。

　もはや見えるのは、塔の刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオンに立つ妖精女王だけだ。

　しかし腕の中の大事な人は、

「見ないで下さい……」

　意味は解わかる。妖精の姉と妹は、淡いながらも意識の同調があるのだ。だからこそ、今までのことがあり、今の別れがあったのだろうし、今も、お互いの感情が察せられているのだろう。

　そのことを理解の上で、点蔵は涙を流す彼女の顔を、己の胸に押しつけた。

「大だい丈じよう夫ぶに御ご座ざる」

　点てん蔵ぞうは告げた。

「自分、貴女あなたを見るのに、過つことは御座らぬ」

　告げ、そして見た夜の空。輸ゆ送そう艦かんが向かうのは、もはや南や東ではない。西側。そちらにて、アルマダの海かい戦せんが終了しようとしていた。だが、

「……あれは」

　点蔵は気付いた。海戦という二文字の言葉が、まだ終わらぬであろうということを。
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　セグンドは、狭い艦かん橋きようで戦せん闘とうの終了を悟さとっていた。

　周囲には無傷の艦が無く、砲ほう火かはもはや自分達の方が強く浴びている。

　車しや輪りん陣じんはその形を保てていない。破は損そんした艦が多く、ローテーションの動きを保ってはいるが、それは艦の衝しよう突とつを避けるためのものでしかない。

　今、自分に出来ることは僚りよう艦かん達に退たい避ひ指し示じを送り、戦闘状況からの撤てつ退たいを促うながすことだろう。

　自分の乗じよう艦かんも、既すでに副ふく艦かん長ちようの初しよ老ろうが、

「右う舷げん後部側、浮力危険域！　──大たい将しよう！　我々も離脱を！」

　その言葉に、セグンドは、戦闘が始まって以来、一度も座っていなかった司し令れい席に腰を落とした。そして彼は、十畳じよう程度の艦橋内から、窓の向こうに見える武蔵むさしの影を確かく認にんした。

「歴史は、変わらず、……か」

　乱戦に適した状況を作り出し、そこに駒こまを進めた。事実、未だに武蔵の知覚系けいは術じゆつ式しき符ふのチャフで奪われたままだ。敵に与えた被害としては、武蔵の左右一番、二番艦の表面装そう甲こう、そして表層武装を剝はぎ取っている。艦の幾いく所しよかには攻城用の大おお杭ぐいも叩たたき込み、八艦の殆ほとんどはどこからか出火や流体燃ねん料りよう漏もれの光煙を吐き出している。

　全力の重力航こう行こうを長時間継けい続ぞくするには、おそらく内部フレームが耐えられない。大だい規模な補修を行うまで、その機能はほぼ剝はく奪だつされた状態だ。

　中ちゆう破はと言っていい。

　だが、それだけを行いながら、武蔵は沈んでいない。

　何な故ぜか。

　いろいろな理由は挙げられるだろう。特に、自分達の不出来を言い出したらきりがない。しかし、武蔵の側から言うなれば、

　……不利を利用した、か。

　全ぜん艦かんの統合知覚が得られぬがゆえの、個別操そう艦かん。そして貿ぼう易えき船という、非ひ戦闘艦であることを利用した曳えい航こう輸ゆ送そう艦かんによる可動防ぼう御ぎよ壁や、各種術式の使用者を適材適所で配置すること、そして全体のチームワークなど、

　……これは……。

「武蔵むさしなりの、完全な乱戦のシステムじゃないか……」

　砲ほう撃げきをかわし合う向こう、火花と煙の遮しや蔽へいで敵の姿すがたはよく見えない。

　だが、解わかることがある。極きよく東とうの学生には十八歳さいの上限年ねん齢れいがあるのだ。だから戦火の向こうにいるのは、若者達ばかりの筈はずだ。自分達の子供とも言える年ねん齢れいの者達が、

　……頑がん張ばっているのか。

　思うなり、被ひ弾だんに艦かんが揺れた。突き上げるような揺れに対し、副ふく艦かん長ちようが声をあげる。

「大たい将しよう……！」

「Ｔｅｓテスタメント．、──総員退たい艦かん準備してくれ。そして全ぜん艦かんに通達だけど……」

　セグンドは、中央のテーブルに置かれた航こう海かい図ずを見る。

　既すでに自分達は、英国の南西沖おきに到達しつつある。アルマダの海かい戦せんの歴史再さい現げんとしてはそろそろ終了だ。

　……聖せい譜ふ記き述じゆつでは、英国南東沖おきで防ぼう御ぎよ陣じん形けいを作った後、撤てつ退たい戦、か。

　そして彼は、右手を挙げて告げた。

「全艦、当戦域より撤退、各自指し示じされたルートをもって本国に帰き艦かんしてくれ」

　息を吸い、

「アルマダの海戦を、ここで終結する」
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　武蔵の乗員、そして甲かん板ぱん上で行動していた者達は、〝グ超祝福艦隊ランデ・フエリシジマ・アルマ〟ダの動きを悟さとった。

　傷だらけの艦群の全てが、不ふ揃ぞろいの車しや輪りん陣じんをほどき、

「下降していく……！」

　敵が下がっていく。砲ほう塔とうを上に向け、それが出来ぬものは白の布で砲ほう口こうを覆おおい、

「終わるのか」

　煙を夜気にたなびかせながら、小しよう艦かん群が高度を下げていく。その意味を理解したこちらの指示は、どれも攻こう撃げきの停止だ。

　見れば、艦の中には放ほう棄きされていく船も多い。燃料系けいや駆く動どう系がやられているのか、火を噴ふいたり、煙を昇らせて沈んでいく船は十数の数を超える。それらの乗組員はまだ傷の浅い船に飛び移り、降下の軌き道どうを取っていくばかりだ。

　戦せん艦かんとは言っても、元々、旧きゆう式しき小型船の改造だ。英国を一周するだけで限界を迎えるものが多かったというのが実情だろう。

　ほ、と皆が一ひと息いきをついた時だ。

　不意に、誰だれかが空を指さした。

「おい、あれ……」

　右う舷げん後部側、武蔵むさし野のと多た摩まの間に回転していた車しや輪りん陣じんの中心。そこにあった白の自動式ガレーが、右舷側から煙を吐きながら、降下もせず、ただ一いつ艦かんだけ宙に残っていたのだ。

　ゆっくりと、しかし武蔵に置いて行かれて確実に遠ざかっていく孤こ独どくの船は、

「セグンドの船だぞ……？」

　問いかけというよりも、疑念の声が生まれた。その瞬しゆん間かんだった。

　白のガレーが、いきなり、何もない虚こ空くうの中で爆発したのだ。
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　周囲には何もなく、武蔵も遠ざかっていく夜空の中。

　セグンドの船が、煙を噴ふきながら砕けていく。

「……え？」

　自じ沈ちんだ。だが、既すでに戦せん闘とうは終わっている筈はずなのに、何な故ぜ、そんなことをするのか。

　解わからない皆の視し界かいに、しかし、一つの人ひと影かげが見えた。

　燃え、砕けて、傾き始めた艦の甲かん板ぱん上に、一人の中年の姿すがたがあったのだ。

　セグンドだった。







[image: 第六十章『戦後の認め人』]
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「馬ば鹿か野郎……！　何で大たい将しようを残した！」

　下降する三征西班牙トレス・エスパニアの艦かん群ぐんの内、ある大型艦の甲かん板ぱん上で、つかみ合いの構図が生じていた。

　既すでに遙か下方、海面近くにまで降りていた彼らの頭上、もはや戻っても間に合わぬ高みにある白のガレーが、爆ばく炎えんを天に噴ふき上げている。

　セグンドの船だ。彼だけが、まだ残っている船だった。

　その船に乗っていた者達は、退たい避ひのために同乗した艦の乗員や、先の退避者に、

「何をやってた！　何な故ぜ、沈み掛けた船に大将を残した！　それも、自じ沈ちんだなんて……！」

「残したんじゃねえよ！　この船で僕は降りたいから、先に下に行ってくれって……」

　初しよ老ろうの世代、中年の世代の男達だ。彼らは睨にらみ合い、空を指さし、

「忘れ物があるから、って。お前達だってそれ聞いて笑ったろ!?　俺達の〝隊長〟は相変わらずだなあ、って。だからケツ任せるつもりで敬けい礼れいまでしたじゃねえか！」

　その叫びに対し、周囲の者達は言葉を失う。そして、彼らの近くにいた者達が叫ぶ。

「俺達だって言いてえよ！　何故、……何故、俺達を盤ばん上じようから外すんだよ、って！」

　息を吸い、

「盤上のルールに、自沈による投とう了りようなんてあり得ねえだろう、って!!」
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　セグンドは、沈み行く船の甲板上に、胡座あぐらをかいた。

　ガレーは、炎えん上じようを始めていた。先に降下していた仲間達が気付いているようだが、もう遅い。既に燃料系けいから発生する小しよう規模な爆ばく発はつが、内部の至る所で起きている。そして前部側からは流体燃ねん料りようが漏もれて霧きりとなっている。前側の浮上量が上がっているため、いずれ艦かん尾びを下にしながら、燃え落ちるか爆発するだろう。

　下から上がってきたとしても、間に合わない。

　遠く去っていく武蔵むさしと、眼がん下かの仲間達に対し、彼は陽かげ炎ろう越しに頷うなずきを送る。

「すまないね。だが、世界に見せておく必要があるんだ」

　これは、歴史再さい現げんに無いこと。聖せい譜ふ記き述じゆつに逆らうことだ。しかし、

「──三征西班牙は、目的のためならば、死をも、聖譜記述の相違も厭いとわないと。……それを古い僕が行えば、新しい彼女達は、そのことを外がい交こうのカードに出来る。〝馬鹿な総そう長ちようと同じ方法をとるかどうか〟を、他国との交こう渉しようカードに使えるんだ」

　つまり、

「王が消えれば、盤ばん面めんは新しくなる。それが古い王の為なすべきだよ」

　前方。遠くにいる武蔵と自分の間に、このガレーの衝しよう角かくがある。

「ガレーの衝しよう角かくによる突とつ撃げき戦と、艦かん首しゆ砲ほう塔とうによる攻こう撃げきの、どちらも使ってやれなかったな」

　二十五年前を思い出す。

　聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、レパントの海かい戦せんでは、オスマン艦かん隊たいに対して三征西班牙トレス・エスパニアのガレー艦隊が突撃を敢かん行こう。衝角と艦首砲塔による打だ撃げきで地ち中ちゆう海かいの脅きよう威いであったオスマン艦隊を壊かい滅めつさせる。

　その筈はずだった。

　だが、歴史再さい現げんは護まもられなかった。艦隊中ちゆう盤ばんに壁となる装そう甲こう艦を配していたオスマン艦隊は、本来ならば本隊の護ご衛えいに用いるそれを、ガレーの突撃に対して前線へ出してきた。そしてガレーが足止めを受けた後は、装甲艦を城じよう塞さい代わりに、他の艦が外からの挟きよう撃げきに入ったのだ。艦の数と、突撃によって後こう退たい不可能となっていた三征西班牙の艦隊は、それでも奮ふん闘とうしたが、

　……ほぼ壊滅。オスマン側も多く沈んだが、装甲艦以外は旧きゆう式しき艦だったっけ。

　オスマンが、艦隊の新しん陳ちん代たい謝しやにレパントの海戦を使用した。それが結果だ。

　あの時自分はどうしていたか。

　皆が上からの指し示じで突撃したのに、自分は敵の配置に奇き妙みようを感じ、出遅れたのだ。

　生き延びたのではなく、戦わなかったというのが真相だ。しかし、

「いつも僕はそんな風ふうで、仲間達には〝家いえ柄がらだけの男〟〝軟なん弱じやく者〟とか言われていたっけ」

　だからあの戦場でも、出遅れはいつものことだと、自分に言い聞かせた。

　だが代だい償しようは免まぬがれ得なかった。

　自分を失わない一方で、多くのものを失ったのだ。

「戦場においては、あの時皆、僕に向かって、〝俺達に任せておけ〟って笑ってて」

　戦いに出る前では、自分の妻は、

「〝貴方あなたがそうじゃないと私達が困ります〟って……」

　だったら、

「──御ご免めんよ。レパントから帰ったら一緒に火祭フアリヤに行こうって、約束してたのに」

　艦の自じ壊かいによる震しん動どうと音の中で、セグンドは告げた。彼は浅く俯うつむき、

「御免よ皆……」

　一人の少女のことを思う。今は立りつ派ぱになっていた彼女のことを。

　……彼女には、辛つらい思いばかりをさせていたよなあ。

　背後、艦かん橋きように火の手が回った音がする。熱が背後から来て、艦が一気に傾いた。機き関かん部ぶがやられたのだろう。浮力を失うのも直じきだ。だが、そうであるなら、

「もう、辛い思いはこれで終わりだ」

　自分はもういい、だから、その言葉を、セグンドは自分以外の人に呼びかけた。

「──フアナ君」

　すると、いきなり声がした。

「呼びましたか？　総そう長ちよう」
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　セグンドは、目の前に立った人ひと影かげを見た。

　去っていくような軌き道どうを見せていた武蔵むさしと自分の間。

　揺らぐ甲かん板ぱんの上にいるのは、

「……フアナ君!?」

「Ｔｅｓテスタメント．、──サン・マルティンで回かい収しゆうにやって参まいりました」

　陽かげ炎ろうと、火ひの粉この中に立つ彼女は、確かに頷うなずき、こう言った。

「一体何でしょう。──総そう長ちよう」





●






　呼びかけに答えはしたものの、フアナは、目の前に座る男に対し、

　……どうすれば、いいのでしょうか。

　フアナは内ない心しんで迷った。何しろ、目の前の彼は、自分の命を含む全てを放ほう棄きしようとした。それは自じ暴ぼう自じ棄きでしかないが、彼にとっては彼なりの理由があるのは解わかる。

　以前から手紙で、薄うす々うすと気付いていたことだ。彼が、今の全てと距離をとっていたのは。

　自分がとやかく言っても、嚙かみ合わない相違を彼にぶつけるだけになるのは、解っている。

　だから今は、余よ計けいなことを言わないようにしようと、フアナはそのように思った。

　……そう、今だけは、いつも通りのキツい応答は無しで──、

「フアナ君？」

　思し考こうを邪じや魔まされ、フアナはついいつも通りに、

「あの、ちょっと黙だまってて下さい総長。今考え事──」

　……しまったあ──!!

　フアナは表おもて向むき無表情に、内ない心しんで背を見せて三歩ほど逃げた。心の中で恐る恐る、目の前の男を窺うかがい見てみると、彼は[image: ]しかられるのを待つような顔をしている。早く済ませてくれと。

　……よ、良かった。本当に良かったです！

「──では総長、戻りましょう。皆が迎えに来ています」

　まるで自分が賛同していないような言い方に、フアナは内心で吐と息いきする。どうしてこんな嫌いや味みな女になってしまったのでしょうか、と。だが、彼が、

「いや、でも、僕が戻ったら……、三征西班牙トレス・エスパニアは酷ひどいことになるよ」

　そんなことは解っている。彼が戻れば新しい三征西班牙ではなく、航こう空くう戦力だけ立て直した、しかし敗戦の三征西班牙の誕たん生じようだ。彼が指導者にいる以上、三征西班牙の航空戦指し揮き力には疑問が提てい示じされ、その戦力は外がい交こうや貿ぼう易えきのカードに用いることが出来なくなる。

　だが、彼の、

「……僕はいなくなって、全てを君達に渡した方が、君達のためだよ」

　その台詞せりふに、フアナはふと何か言い返そうとして、しかし、こんな思いを得た。

　……悔くやしい……。

　気付けば、目め尻じりから涙が頰ほおを落ちた。それは止まらず、追加され、新たに落ち、

　……こんな悔しいことって、あるでしょうか。

「フアナ君……!?」

「どうしてですか!?　どうしたらいいんですか!?」

　彼の問いかけに、フアナは、自分でも思わぬほどの大きな声をあげていた。それは、

「どうしたら、貴方あなたの過去よりも、私達を大事にして貰もらえるんですか!?」
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　子供の喧けん嘩かのようだと思いながら、彼女は両の手を握り、

「貴方がいて、そしてもし損失を受けたとしても、それを跳ね返せない私達ですか!?」

　フアナは目尻を拭ぬぐう。眼鏡めがねが邪じや魔まだ。だがわずらわしくて、そのままにこすり、小さく乱れた息を吸う。その上で彼女は、

「私達が貴方を救たすけることを、貴方は認めてくれないんですか!?」

「────」

「どうして……」

　どうして、

「失ってしまった人達の方が、救った私より、……今でも大事なんですか？

　だったら、あの場所で救われなければ、私は貴方の大事な人になれたんですか!?」

「それは──」

「私は、私を救ってくれた人のことを、いつもいつも思ってます……！

　その人のこれからを手伝いたいって、おじさんを手助けしたいって、そして」

　そして、

「貴方の傍そばにいたいって……!!」

　それなのに、何な故ぜ、

「貴方と話をするには、過去の私でなければ駄だ目めだなんて。その私ですら、救っただけで、今においては捨てられるなんて……。こんな悔しいこと……、ないです……！」

　眼めを合わせていられない。心の中に溜たまっていたものを吐き出しただけだと、そうも思う。彼を救うつもりが、追いつめているだけになってしまった、とも。

　どうしたらいいか解わからず、ただ悔しさと自分の不ふ甲が斐いなさに涙が落ちる。

　しかし、不意に彼が、顔を上げた。

「フアナ君!?」

　何です？　という言葉は作れなかった。背後、艦かん首しゆ側の方で、不意の爆ばく発はつが起きたのだ。

　え？　と思うより早く、フアナの身は宙に跳ばされた。
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　一いつ瞬しゆんの後にフアナが気付いたのは、自分が熱された床に仰あお向むけに倒れていることと、

「──大だい丈じよう夫ぶか、フアナ君」

　覆おおい被かぶさるようにいる彼の姿すがただ。

　状況は解わかる。引き寄せられ、護まもられて、救われたのだ。その事実にフアナは呆ぼう然ぜんと、

「御ご免めんな、さい……」

「いいんだよ」

　彼が、昔のように、笑えみを見せた。

「このくらいしか、僕には出来ない」

　それは、かつてと同じ言葉。救われた後に、幾いく度どもかわした遣やり取りだ。今になって意味が解る。それは彼がなしえた唯ゆい一いつであり、だから、

「……!!」

　フアナは、彼を下から抱きしめた。搔かき寄せてしがみつき、

「御お願ねがいです……！　このくらいでもいいですから、それをずっと、続けて下さい！」

　何な故ぜならば、

「私は、貴方あなたの〝このくらい〟で救われたんです……！」

　離さない。顔をわずかに下げ、直近からまっすぐに彼の瞳ひとみを見つめた。押しつけだと、そうは思う。だけど、どんな手を使っても、今は過去に振り向かせない。

「私のこと、お嫌いですか？　書しよ記きから、貴方の女性の好みを聞いて、……頑がん張ばったんですよ？　性格こんなですけど、だったら、表おもて見みだけでも、嫌いですか？」

「いや、その、あの男、何てけしからん……、って、いや、あのね？」

「命を救われたという、その代だい償しようとして、……私をどんなにしてもいいんですよ？」

「ちょ、ちょっと、落ち着っ」

　と、セグンドが口ごもった瞬しゆん間かんだ。破は壊かいされた艦かん橋きよう横から、不意に影が来た。

　誾ぎんだ。彼女は辺りを見回しながら、

「副ふく会長、総そう長ちようと早く退たい艦かんを。あと数十秒──」

　こちらを見た誾の動きが止まった。セグンドの動きも止まった。だが、フアナは動いた。顔を上げ、彼の唇くちびるに自分の唇を重ねる。

　彼が戸と惑まどうが、フアナは離さない。しがみつき、力任まかせに彼を求め、

「……っ」

　数秒を経てから、息をつく。と、彼が慌あわてて、

「フアナ君!?　──あ、いや、誾ぎん君、これは、その」

「Ｔｅｓテスタメント．、──そういうことにしておきましょう」

「うわ結論早っ！　ちょ、フアナ君！　ひ、卑ひ怯きようだよこれは!!」

　では、とフアナは精せい一いつ杯ぱい強がった笑えみを作る。

「では、今度は勝かつ手てに逃げないで、……正当なお答えを頂けるのですね？」

　セグンドが言葉を失っている間に、横の空に艦かん影えいが来た。それはしかし、空中を渡ってきたものではない。夜の空を削けずるようにして、身を先せん端たんから現していくのは、朱しゆの姿すがた。

「サン・マルティン。三征西班牙トレス・エスパニアのステルス艦であり、──総そう長ちようの船です」
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　僕の？　といいながら身を起こす彼に、フアナがしがみついたまま共に起きあがる。

　だが彼は、首を横に振り、

「無しだよ。僕が命令したんだよ。僕の襲しゆう名めい解除と、君への移行を」

「Ｔｅｓ．、でも、その後で、私が自分の偽いつわりを明かしたのに対して〝なかったことに〟と言いましたね？」

「Ｔｅｓ．、〝今のはなかったことに〟って確かに……」

　彼は、その意味に気付いたらしい。すると、表示枠カデナフイルマで、主力艦かん隊たいの艦かん橋きようにいる房栄フサエが声を飛ばしてくる。

『〝今のは〟って、どこからどこまでが〝今〟でしたっけねえ、と』

「そんなの、今最も都つ合ごうがいいところです。それより総長、見て下さい」

　フアナは、彼に抱きついたまま、傾いた甲かん板ぱんから東の空を見た。そちらには武蔵むさしの姿があるが、その八艦が、

「回かい頭とうしている……？」

「Ｔｅｓ．、聖せい連れん、──M. H. R. R.神聖ローマ帝国から聖連に通達があったそうです。武蔵が傭よう兵へいという存在に対して聖せい譜ふ記き述じゆつを越えつ権けんする行為を行っていることと、私達がここに総長を救いに来たことから、……まだ、アルマダ海かい戦せんは終わっていないと」

「じゃあ……」

　全てをまとめて、御ご免めん、と謝られそうだったので、フアナは先に首を横に振った。

「少なくとも、私の偽りは終わりです。──しかし私は救たすけます。そして救けて下さい。

　全ては私達が本来立てていた予定通りにするため。そうではありませんか？」
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「ようやくこちらの映えい像ぞうに絞しぼれるか。英国は規制で音声だけだったから何が何だかな」

　と、薄暗い聖堂の中、インノケンティウスはワイド型の表示枠コルテチエフイルマで武蔵と三征西班牙艦かん隊たいの相あい対たいを見る。

　既すでに他の皆は帰き宅たくしているが、表示枠コルテチエフイルマの右上には、実況通神チヤツトに繫つないでいる者達の名が連名されていた。その中の一つ、オリンピアという女性のものが光り、

・教皇妹：『お兄にいちゃん、何でM. H. R. R.神聖ローマ帝国の言い分を聖せい連れんは通したの？』

・教　皇：『通したも何も、会議が持てない平時の聖連は伝達組織だぞ』

・教　授：『武蔵むさしの傭よう兵へいが黙もく認にんされると、傭兵で戦せん士し団だんを組んでるM. H. R. R.にとって面めん倒どうであるからな。何しろ皇帝の旧派カトリツク側に対し、領りよう邦ほう独立派の改派プロテスタント側が武蔵と手を組む恐れがあるし、敵国に莫ばく大だいな戦力が行きかねんのだよ。

　三十年戦争でM. H. R. R.と敵対中の六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、この通達に断固抗こう議ぎらしいな』

・教皇妹：『教授凄すごーい』

　俺だってそのくらい知ってるぞ、とインノケンティウスは思う。が、彼は各国の反応を聖連からの通達一いち覧らんで見ていく。気になるのは英国の反応だが、

「英国は、武蔵の傭兵行為への抗議に関しては無視の突っぱねだが、アルマダ戦の続行に関しては、認めざるを得ないか。それを認めねば、アルマダ戦が無しになって、武蔵に代行させた意味が無くなるからな。

　M. H. R. R.の通達。嫌いやらしい作りだな。傭兵を認めればアルマダ海かい戦せん続行。認めなければアルマダ海戦消失か。スジは通っているが……、羽は柴しばらしい通達だ」

・教　授：『うちはどういう選択かね？』

・教　皇：『英国と同じだ。羽柴が極きよく東とうの歴史再さい現げんを利用してK. P. A. Italiaへの侵しん攻こうを画かく策さくしている以上、武蔵が傭兵となる選択は興きよう味み深い。武蔵は異い教きようであって異い端たんではないので、K. P. A. Italiaとしても雇こ用ようの余よ地ちはあるしな。また、三征西班牙トレス・エスパニアが武蔵を潰つぶすというならば、それもそれで良し、だ』

　後はこの状態で、武蔵と三征西班牙のどちらが勝つかだ、とインノケンティウスは思う。予測を尋たずねるとしたら、誰だれにするかとインノケンティウスは思い、結論として、

・教　皇：『立たち花ばな・道どう雪せつ。元西さい国ごく無む双そうとして、娘、立花・誾ぎんの出来はどうだ？』

・雷　切：『Ｔｅｓテスタメント．、まだまだ力に踊らされる未み熟じゆくなれど、充実はしているものかと。宗むね茂しげ共々、拙せつが家を出る選択をしたのが良い結果に向かいつつあるようで』

・教　皇：『義理の息子むすこが重傷になっても良い結果か？』

　Ｔｅｓ．、と立花の父は告げた。

・雷　切：『力ある者が忘れやすいのは、己おのれが常に未熟であるということかと。拙とて、事故により半身不ふ随ずいになってから西国無双の名を発はつ揮きしたもの。夫は重傷。娘は両腕を失いもしましたが』

　一ひと息いきの間をもって、元西国無双が、こう告げた。

・雷　切：『若い内はもっと多くを失うのが、立たち花ばなの流りゆう儀ぎかと」





●






　三征西班牙トレス・エスパニア主力艦かん隊たいと武蔵むさしの八艦。

　距離約二十キロをもって向かい合った両艦隊は、それぞれの立場と現状、そして相手の戦力確かく認にんを行った。

　両陣じん営えいの間では妥だ当とうな戦せん闘とうによる解決も模も索さくされたが、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の通達と各国の反応硬こう化かが厳きびしく、戦闘は続行となった。

　これは各国、特に旧派カトリツク諸国が武蔵の戦闘艦転用の意味を知った結果であり、三征西班牙に対しては、その撃げき沈ちんをもって戦後の支持を行うことなどが外がい交こう官かんを通じて連絡された。

　戦闘続行はM. H. R. R.の通達を機にするものであったが、各国からしてみれば、三征西班牙と武蔵の共倒れを狙ねらえる機会でもあったのだ。

　そして、この決定を飲んだ三征西班牙側では、サン・マルティン内部で早さつ速そくの会議が行われていた。
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　大型のガレー形状のサン・マルティンの艦かん橋きようは、艦橋上部に巨大な低速砲ほうを構えているためにやや天てん井じようが低い。だが、その分、耐爆性を強化した艦橋内では、フアナが戦場の模も式しき図ずを中央に展開して言葉を作っていた。

　彼女は三征西班牙国こつ境きよう内にて南北に展開した三征西班牙主力艦かん隊たいと、その東、英国国境側にいる武蔵を指さし、

「──半はん壊かい状態の武蔵は、戦力的な勝利よりも聖せい譜ふ記き述じゆつの再現による勝利を狙ねらう筈はずです。

　つまり、アルマダ海かい戦せんの最終段階、〝三征西班牙艦隊の撤てつ退たい戦〟の成立狙い。

　私達が撤退したことになる、……そんな状況を作ろうというわけですね」

「その、撤退戦の成立条件とはどのようなものだい？　フアナ君」

「Ｔｅｓテスタメント．、撤退戦の成立条件は、武蔵が三征西班牙領りよう域いきにて我が艦隊の艦を撃げき沈ちんすることです。それによって三征西班牙は〝本国側に逃げ追われつつ撃沈された〟ことになります」

　一ひと息いき。彼女は主力艦隊の模も造ぞうを撫なでるように示し、

「こちらとしても、出来れば犠ぎ牲せい艦を出して撃沈させ、最低限の損害で済ませたいところですが、今は先ほどよりも聖せい連れんの監かん視しが強くついた状態です。武蔵は半壊状態なので〝戦闘をした〟と言えますが、無傷の我が艦隊は戦闘をしていないのと同じですから、犠牲艦を出す程度の方法ではアルマダ海戦の成立を聖連から認められないでしょう」

「……僕、余よ計けいなことをしたよね」

　セグンドが吐と息いきする。

「結局、元の通りの流れになってしまったのだとしたら、武蔵を僕が傷つけた分、こっちも傷つかないといけなくなってしまって……」

「悪いことではありませんよ。総そう長ちよう」

　フアナが、表示枠カデナフイルマを映して言う。すると表示枠の中、主力艦かん隊たい側にいる房栄フサエが肩をすくめた笑えみでフアナの言葉を継いだ。

『そうですね、と。──武蔵むさしに損害を与えたのは充分な成果です。何しろ、私達の被害は少なく済むわけですから。そして私達は武蔵と交戦する必要がありますが、私達にとって上う手まくアルマダ海かい戦せんを成立させる方法、……総長は気付いてますよね、と？』

　言われ、セグンドは相づちを打つように吐と息いきを一つ。

　Ｔｅｓテスタメント．、と応じた彼は、艦かん橋きようの皆に対してこう言った。

「武蔵の撃げき沈ちん、もしくは武蔵に撤てつ退たい戦を失敗させて、アルマダの海戦を〝あったこと〟にさせてしまう方法だ。……レパントで、大敗した僕達が勝ったことになったのと同じだよ」

　何しろ、

「この状況は聖せい連れんの指し示じによるものだ。もし失敗したら、それは聖連の横やりによるものとも言える。聖連は自分達の失敗を認めるわけにはいかないから、アルマダの海戦は〝成功した〟という建前の解かい釈しやくを作ることになるだろうね」

　Ｔｅｓ．、と頷うなずいたのはフアナだった。

「武蔵に勝利する。──そのためにも、半はん壊かい状態の武蔵に対し、攻こう撃げきを行います。

　基本的に、主力艦かん隊たいを三征西班牙トレス・エスパニア側で〝後ご詰づめ〟とし、砲ほう撃げきを行わせます。遠えん距離砲撃で武蔵の重力障しよう壁へきなどを側面方向に向けさせ、上空から武ぶ神しん団〝サンティアゴ騎士団カバレイロ〟による攻撃。そして開いた位置から副長達に乗り込んで頂き、一艦を占せん領りようするのを基礎戦せん術じゆつとします。

　武蔵各かく艦かんの表面装そう甲こうが失われていることから、武蔵の突とつ撃げき戦は想そう定てい不要。ステルス航こう行こうも、総長の散布されたチャフがまだ生きている内は行われません」

「Ｔｅｓ．、それまでに決けつ着ちやくをつけた方が無難だね。ただ皆、気をつけてくれ。何が起きるか解わからないのが現代戦だ。さっき久しぶりに思い知ったけど、武蔵は内部が好き勝かつ手てなものだから、それぞれの出足が悪い一方で、動き出すと怖い。──絶対に手を抜かないように」

　Ｔｅｓ．、と皆が答える三征西班牙に対し、武蔵側も短い時間の議ぎ論ろんを行っていた。

　武蔵むさし野のの艦橋にて、通つう神しんを含め、武蔵の主力が集合していたのである。
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　武蔵の艦橋内では、戦せん闘とう糧りよう食しよくとして用意された弁べん当とうのために骨こつ肉にくの争いが生じていた。

「あっ、いつの間にか自分の牛乳がカレーにすり替わってますよコレ……!?」

『あの、私の商館の方から焼き肉弁当そちらに行っておりませんの？』

「小しよう生せい思いますに先生がさっき縦たてに積み抱えてモソモソ食っていた気が」

「こ、こら、トーリ君！　うちの神社の葛くずの葉弁当〝葛野や郎ろう〟に手を出さないで下さい！」

「ああ？　解わかってねえな浅あさ間ま！　こういうのは名物品がいいんだよ名物品が！　つうか浅間！　オメエも何で弁べん当とうに酒がついてんだよ！　神しん道とう式オッパイビーム用の燃料か!?」

「ち、違いますよ！　名物です名物！　トーリ君そう言ってたじゃないですか」

「ほほう、トーリ様は名物がお好きですか。では、ホライゾン製造によります青雷亭ブルーサンダー名物〝コロ弁当〟は如何いかがでしょうか。素材百パーセント、バターコロッケと革コロッケと草コロッケで合計三コロです。どれも最善の判断で申しまして多分美味おいしいかと。──衣ころもが」

「あれェ──!?　それコロッケじゃなくて形容しがたい系けいのフライじゃねえの？」

　ともあれ青雷亭からのものは全てトーリの前に積まれることで皆は同意し、英国から飛んできている輸ゆ送そう艦かん側と通つう神しん経由の会議を始めた。

　まずは茶を入れる〝武蔵むさし〟から、

「各艦の艦かん長ちよう型自じ動どう人形の見立てを統合しますと、短時間重じゆう力りよく加速は燃料的にあと三回ほど。

　なお、それを用いて当座ざ標ひようからIZUMOまで移動しようとしても、三時間後、IZUMOに至るよりも手前で三征西班牙トレス・エスパニア艦かん隊たいに追いつかれます。──以上」

『だとすると、戦せん闘とう続行だね。バルフェット君、指し揮き役を引き続き御お願ねがい出来るかい？』

「んー……、まあ、引ひき継つぎの時間もないですしね。……やります」

　いいのか？　と視線で問う皆に重ねるように、ネシンバラの声が確かく認にんを取る。

『大だい丈じよう夫ぶかい？　バルフェット君、もし不ふ都つ合ごうあるなら、僕と〝武蔵むさし野の〟君達の遣やり取りでも代行するけど』

　あ、いや、とアデーレは苦く笑しようする。

「いろいろ自分の方でも考えてることありますし、書しよ記きには恩がありますからね」

「……恩？」

　皆の問いかけに、アデーレはネシンバラの声を送ってくる表示枠サインフレームを見た。

「以前、英国の三役とシェイクスピア氏が襲しゆう撃げき掛けてきた時、……最後の直接荷か重じゆうが自分に打たれたんですが、それ、代わりに書記が食らって下さったんですよ。

　書記の足の骨折は、あれ、貨物の穴に落下したんじゃなくて、自分のフォローなんです。

　──今まで、言う機会無くてすいませんでした。感謝します」

　皆は顔を見合わせ、英国からの表示枠を指や箸はしでつつき回した。

「いい格かつ好こうしいが……」

『フフフこの歴史オタク、眼鏡めがねっ娘こ狙ねらいでフラグを立てまくる気ね!?　さっきもシェイクスピア相手に交換日記みたいなことやって青春炸さく裂れつだわ！　剃そり跡みたいな青さね！』

『交換日記じゃなくて交換悪意だよアレは。大体、英国襲撃の時だって、あそこでバルフェット君に直ちよく撃げきしてたら品しな川がわがヤバかったろ？　そういうことだよ。そんなこと、僕や身内が表おもてに言っても、自己弁べん護ごにしか聞こえないだろうから言わなかったけどね』

　彼の物言いに、皆が苦く笑しようする。その声が聞こえたのか、ネシンバラが一ひと息いきついて、

『全体目標としては、三征西班牙トレス・エスパニア艦かん隊たいの撤てつ退たい戦を成立することで海かい戦せんの勝利を得ることだ。

　だけど、そのために、小目標として、


・航こう空くう武ぶ神しん団だんの沈ちん黙もく化を行う

・敵主力艦かんの砲ほう撃げきを停止させる

・敵揚よう陸りく部隊の迎げい撃げき



　などがあるね。でも、一番の難問となるのは、


・敵旗き艦かんサン・マルティンの撃げき沈ちん



　ということだ。おそらく、武蔵むさしが主力艦かん隊たいを押し込んで撤退戦を成立させようとすると、サン・マルティンが出てくると思う。だから、──それをどうにか潰つぶさなければならない』

『白魔術ヴアイステクノ的に見て随ずい分ぶんと攻こう撃げき的な話ね。あのステルス艦と戦わないと駄だ目めなの？』

『Ｊｕｄジヤツジ．、何しろ武蔵はあの艦によって破ほ損そんさせられた。ここで潰しておかないと、後々の他国との交こう渉しようの際、武蔵の戦力的優位性が示せなくなるからね。

　そして三征西班牙は現在の聖せい連れんにおける最強クラスの国家だ。その航空戦力と激げき突とつして戦い抜き、更さらには旗艦を潰したとなれば、今後の武蔵の立ち位置が大きく強化されるよ』

「では、戦せん闘とうの流れはどういうものになると、書しよ記きは考えてますか？」

　ああ、とネシンバラの声が、アデーレの問いに応じた。彼の告げる予測は、

『基本は主力艦隊の遠方砲撃。そして武神団の攻撃がある筈はずだ。武神団の攻撃を凌しのいでいれば、きっとサン・マルティンが出てくる。

　だから先にそれを撃沈、もしくは捕ほ捉そくして対応手段を確定したら、敵主力艦隊に突とつ撃げきだ。

　サン・マルティンへの対応が出来るまで武蔵は動かないこと。動けば音による捕捉は難しくなるし、カウンターで砲撃されたらかわせない。重力障しよう壁へきを頼りに防ぼう御ぎよして、サン・マルティンの位置を捕捉してくれ。──捕捉出来れば勝てる』
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　そして接近する両者の距離が十五キロを切った時点で、双そう方ほうが動きを持った。

　まず三征西班牙側では主力艦隊が砲撃を開始し、航空武神団の武神〝猛鷲ロジヨ・アゾウル〟十五機が、完全航空装そう備びで空くう母ぼ側面の待たい機きチャンバーから夜空へと飛び出した。

　対し、武蔵は皆が艦上の配置へつく中、二つの影が武蔵むさし野のの舳へ先さきへと上っていた。

　武蔵総そう長ちよう兼生徒会長の葵あおい・トーリと、姫のホライゾンだ。

　彼らを目に見える位置に頂くことで、皆は身み構がまえを強くする。

　そして武蔵が艦かん首しゆを敵主力艦隊に向けて被ひ弾だん面積を少なくする一方、敵群の中から、サン・マルティンが宙に削けずれるようにステルス航こう行こうに移行していった。その姿すがたが消えた空を武神団の十五の軌き跡せきが近づいてくると同時に、敵てき主力艦かんの初しよ弾だんが〝浅あさ草くさ〟の舳へ先さきを震わせた。

　第二次アルマダ海戦が、開始されたのだ。







[image: 解説　●第二次アルマダ海戦●]







[image: 第六十一章『高空の防衛隊』]
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　交戦が地じ響ひびきとして鳴る中、ハイディは奥おく多た摩まの地下六階を走っていた。疲労回復の符ふを時たま口にくわえると、消費量を示す円状メーターが一気に回って消えてしまう。随ずい分ぶんと体力使ってるなあ、と一人ごちる彼女は、最後部にある貨物区画、十六番横よこ町ちようにたどり着く。

　左右舷げん一番艦かんの専用の大型貨物区画と違い、ここは武蔵むさしの各横町と同じスペースを利用した武蔵基準の貨物区画だ。番ばん屋や代わりの立ち入り用木製隔かく壁へき扉とびらを暗号錠じよう前まえで潜くぐって入ると、背後で扉がすぐに閉まってロック。中にいるのは同じ錠前などを持っている○べ屋関係者だ。

　長細いフロアは、艦かん尾び部からの搬はん入にゆうハッチから押し込まれた武蔵用大型木箱コンテナで埋まっている。学生商人である皆は大型木箱の上面の通用ハッチを一つ開けており、

「あ、ハイディ、呼びつけて御ご免めん！　でも、こっちこっち！　これ見て！」

　と中を上から示す。

　何だろう、とハイディは首を傾かしげながら、側面の梯子はしごを登る。先にいる皆に対して、

「これ、ハワード卿きようがくれたものだよね？　贈り物って、武蔵が出しゆつ港こうする直前にくれたヤツ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうなんだけど、ハイディ、これ、……何？」

　皆は木箱の上、狭いスペースに膝ひざと手をついて中を見ている。

　何だろう、とハイディはまた首を傾げた。上から覗のぞき込んでいる場合、貨物の内容は液体や穀こく物もつ、または石せき炭たんなどの粒りゆう状じよう物。側面からだと開けた瞬しゆん間かんに零こぼれ出すタイプの貨物だ。先にシロジロがチェックを通したが、こちらは何も言われていない。彼は今、所用で出ているが、

「解わからなかったら聞けばいっか。──で？　何？」

　と皆と一緒に覗き込むと、問うまでもない。木箱内部にあるのは、

「石……？」

　言葉通りのもの、子供の頭ほどの大きさの石がそこに詰まっていた。皆が困った顔で、

「確かに石は武蔵だと貴き重ちようだし、漬つけ物もの作るにはこれじゃないと駄だ目めって人もいるけど」

「まさか戦せん闘とうで上から降らせと言うことなんじゃあ……」

　ハイディは、皆の意見をまとめ、眉まゆを歪ゆがめて、

「あのメガネオヤジ……！」

　……あ、でも、シロ君がチェック通したんだっけ。

「じゃ、いいものだよ！　これ絶対いいものだと思うのね!?」

「何か洗せん脳のうされてないかいハイディ!?」

　解ってないなあ、と鼻息付きでつぶやくハイディは、しかし首を傾げた。

　この石が、一体何の役に立つのかと。

　と、不意に震しん動どうが上下から来た。あ、と仲間の一人が天てん井じように頭をぶつけ、

「──これ、敵の武ぶ神しんの砲ほう撃げきだね。三み河かわで聞いた時の音と同じ」

　それは、

「本格的な交戦が始まったんだ……！」
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　アデーレは、艦かん橋きようにて敵である武ぶ神しん団の攻こう撃げきを見ていた。

　……航こう空くう武神団として有名な〝サンティアゴ騎士団カバレイロ〟の動きは勉強になりますねー……。

　三征西班牙トレス・エスパニアの武神団は三機で一隊の構成を持ち、五隊による攻撃を行っている。

　三機は、二機が突とつ撃げきと補佐をローテーションして行い、三機目が周囲状況の確かく認にんと照しよう準じゆん情報などを送る管かん制せい役のリーダーとなっている。

　隊としては二隊が近距離戦を行い、二隊が援えん護ご役。これをやはりローテーションで交代する。残り一隊は全体の援護と管制。そして狙そ撃げき援護が主だ。

　回転運動を連続するような攻撃は、隊の損失を無くし、永続的な戦せん闘とうを行う方法だ。

　……相当に訓練積んでますよね、これ。

　他国の教きよう導どう院いんの戦闘関係者は、常つね日ひ頃ごろから日常生活においてもチームを組んで動くことが多いと聞く。食事も一緒、風ふ呂ろも一緒。教導院での授業や発表も一緒で、教導院の神肖テレビCMではそういう爽さわやか青年達が『アルカラ・デ・エナレス！　破産してもこんなに笑顔！』などとやっている。そこらへんうちのクラスの外げ道どうどもとはひと味違うとアデーレは思う。ナルゼがいたら一いつ瞬しゆんでホモ同どう人じん誌しのネタだろうに、無防備な。

　そして彼らの攻撃に対し、武蔵むさしのほぼ全体は防ぼう御ぎよ戦に徹していた。戦闘は攻撃よりも防御の方が易やすいというが、そうでもない。何しろ全員ほぼ初しよ心しん者しやだ。三み河かわ同様、捕ほ捉そく術じゆつ式しきによる追つい尾び付与を砲ほう弾だんや武神に行い、迎げい撃げきするので精せい一いつ杯ぱいだ。

　だが、戦えている。

　防戦一方だが、手は考えている。

　ネシンバラがまだこちらに到着していないが、通つう神しんであれ、彼の助力が得られるようになったのは大きい。正直、自分は指し揮き官でも軍ぐん師しでもないのだ。消去法でここにいるだけで、

　……間違いなくこの数時間で瘦やせました。ええ、どこがとは言いませんが!!

　現場の方が気が楽だ。物理的に楽ではないかも知れないが。

　そして今、艦橋からは、敵の武神団の動きが見えている。

　だが、武神達に対してまだ完全な対応は出来ていない。武蔵には聖せい術じゆつ符ふのチャフがまとわりついており、自じ動どう人形達が共通記き憶おくを介かいして即そく座ざの情報交換を出来ないからだ。

　しかし彼女達は、手書きのメモなどを利用して、情報の個別蓄ちく積せきや伝達を行っている。

　必死ですよね、と思いつつ、アデーレは傍かたわらの〝武蔵むさし野の〟に問いかける。

「──チャフは、いつ頃ごろ、風などで無効化されると思いますか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、個人的な推測で申もうし訳わけ御ご座ざいませんが、あと十二分程度かと。──以上」

　それまでは基本的に我が慢まんの戦せん術じゆつ。だが、それまでにも行えることがある。防ぼう御ぎよして、凌しのいで、耐えること。そしてその地道を重ねた上で、攻こう撃げきに転じる方法もあるのだ。

　……どちらにしろ、サン・マルティンの撃げき沈ちんまでは動けませんしね。

　アデーレは、緊きん張ちようの汗を額ひたいに浮かべながら、機会を待つ。号ごう令れいの右手を構え、自分も結けつ構こう乗り気なのかも知れないと思いながら、

「そろそろですよー……」





●






　武蔵むさし側が防御態たい勢せいを取っている間、三征西班牙トレス・エスパニア側の武ぶ神しん団はその防御の削けずりと、武蔵側の配置などの確かく認にんを行っていた。

『こちらb2リーダー、Base1へ。駄だ目めだ。艦かん底てい側、水が分ぶ厚あつい上に流れてる。どうも俺達の狙ねらう位置とかを追って厚み変えてるらしい。艦かん砲ほうなら抜けると思うが、俺達の鉄てつ砲ぽうだと水を割って直ちよく撃げきさせなきゃ通らないな』

『Ｔｅｓテスタメント．、武神グラン・ムニエーカ隊、こちらBase1、恐らく視し認にん役がいます。戦せん闘とう中に発見したら攻撃して下さい。深追いは要いりません。一時的にでも対応を減少させれば意味がありますので』

『a1リーダーからcリーダー、a2との交代頼む。左のナイフが削けずれそうだが、こちらからだと位置が悪い。ぎりぎりまで残るから上方より突とつ撃げき頼む。ってくそ！　捕ほ捉そくされた！』

『cリーダーＴｅｓ．、a2出番だ。a1リーダーがハズレを引いた。左さ舷げん一番艦前方の指し示じ位置に指示軌き道どうを用いて突撃せよ』

『a2リーダーＴｅｓ．。何だ、尾をひいてあたふたしてるのを眺ながめさせてくれねえのかよ』

『出しゆつ撃げき前に昇格したヤツにゆっくりなんかさせるか馬鹿』

『後で昇格するよりいいだろうが』

　そうだな、と皆が笑う。そして攻撃をかわしつつ、通つう神しんが飛ぶ。

『そろそろマジな話行こう。──対空どうだ？　探った馬鹿いるか？』

『Ｔｅｓ．、厚いが高くない。平均五〇〇メートルってとこか。対人攻撃術の転化だからな。関かん節せつ部や隙すき間まにぶち込まれなければ大だい丈じよう夫ぶだろう。ただ顔面だけは気をつけろ。感覚素そ子しが反はん射しやで閉へい鎖さすると厄やつ介かいだ』

『切れよ初しよ心しん者しや。風が痛いとか、まだ言ってんのか』

『俺は餅もち肌はだでね。──しかし敵の魔女テクノヘクセン隊は？　機き鳳ほう隊たいが食らった狙そ撃げきは厄やつ介かいだぞ』

『機鳳隊は正面から行きすぎた。新大陸で警けい戒かい心無い獣けものばかり相手にしてるからだな。こっちは立体的に動くのを忘れるな。そうすれば、訓練ろくにしてない連れん中ちゆうには追えんよ』

　Ｔｅｓ．、と頷うなずく皆は、声だけで誰だれかが解わかる間あいだ柄がらだ。

　しかし、ときに息と共に笑いが消える。それは誰かの報告の際だ。今も一人が、

『cリーダーからabc総員。とりあえず武蔵防御隊のカバー範はん囲いを計測してみた。全員に送付する。通路や家屋の陰など上う手まく利用するから、おそらく地元の連れん中ちゆうを中心に各防ぼう御ぎよを編へん制せいしている。隆たか包かね主しゆ将しよう達の揚よう陸りく前に遮しや蔽へい物をなるべく破は壊かいした方がいいな』

『おいおい、水平撃うちをしにいくと俺達の艦かん隊たいに後ろから撃たれるぞ』

『何で昇格断らなかったんだお前』

『家のローンついてるやつに言われたくねえよ。──b1総員、行くぞ。右う舷げん二番艦に８-２で入って１５０まで下げて地表攻こう撃げき。11に散開。街かい道どう沿いが抜けるか試す』

　Ｔｅｓテスタメント．、とc1が応じ、武ぶ神しん団がそれぞれの共働をもって動き出す。

『表ひよう層そう破は壊かいだ。壁を残すな。瓦が礫れきの山を作って穴を穿うがて』
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　武神団が高度を下げ、多た摩まの攻撃に入ったのをアデーレは見た。

　多摩は主に外がい交こうや商業用の艦であり、表層部ぶには街としての居きよ住じゆう区画が多くある。しかし、多摩の前部側にあるものは、三征西班牙トレス・エスパニアの爆ばく砕さい術じゆつ式しきによって軒のき並なみ倒とう壊かいしており、

　……揚陸してくるなら、そこからだと言われてますね。

　現在は多くの場所に補修用の装そう甲こうを詰めた大型木箱コンテナを積せき載さいしており、艦かん上じようの破壊に対抗している。地下に通じる通路も密みつ閉ぺいしており、各通路の防壁扉とびらなどは〝多摩〟の管理でロックが掛けられている。

　容易たやすく侵入出来るものではなく、しても要所に行くには障しよう害がいが多い。が、

「後部艦かん橋きようが一番防御薄いのが二番艦なんですよねー……。外がい交こう艦が発着停てい泊はくするから艦橋低めに作られていますし」

　……だから、ここを狙ねらわれるとヤバい、と。

　その思いを裏付けるように、武神の砲ほう撃げき音と風を切る機き動どう音おんが響ひびいてきた。

「──敵武神団、低空による対地攻撃からの離脱を繰り返しています！　──以上」

　一度、二度、三度、四度、と降下と上昇の円えん弧こ軌き道どうと攻撃が連続する。

　だが、重力障しよう壁へきと、防御の陣じんは耐えている。危険の報告もあるが、アデーレは我が慢まんした。

　そして七度目の攻撃において、それが来た。突とつ撃げきしてくる二隊のタイミングが合ったのだ。だからアデーレは、右手を振って、

「第三特とく務む！　──御お願ねがいします!!」
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「Ｊｕｄジヤツジ．!!」

　と武蔵の内うち舷げん側から艦かん上じように飛び出した幾いくつもの影がある。

　それは、黒の魔女テクノヘクセン達だった。

　輸ゆ送そう路ろの側面ハッチが全開するより早く飛び出した彼女達は、身を翻ひるがえすようにして内うち舷げん側の甲かん板ぱん外壁に立つ。既すでに砲ほう撃げき用の加速術じゆつは箒ほうきやそれぞれの武ぶ器きに展開しており、

「Herrlich……！」

　だが、放たれる射しや撃げきは、敵を狙ねらっていなかった。

　全員の狙いは、高度を揃そろえた正面だ。

　低空飛行で対地攻こう撃げきを行う武ぶ神しんに対し、その軌き道どう狙いで一いつ斉せい砲撃を行ったのだ。

　皆、敵を見て狙えるだけの訓練はしていない。だから射撃する高度を決め、全員で横一直線のラインを引くようにただ前方へと射撃する。

　人数は二十一人。砲ほう弾だんは千円分の棒ぼう金がねだ。その人数と貨か幣へいが作る水平弾だん幕まくの軌道に飛び込んだ敵六体の内、

『……!?』

　二機が直ちよく撃げきされ、一機が右腕に食った。
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　被ひ弾だんする。

　直撃の二機の内一機は、翼つばさの展開機き構こうに散さん弾だん化した貨幣を嚙かみ込んで空中転てん倒とうした。

　反はん射しや的に逆の翼を動かしたため、転倒が加か速そくする。

　回転して吹っ飛ぶ身は、床にぶつけた右脚あしをあらぬ方向へ曲げながら内うち舷げん側の宙へ落ちた。

　直撃のもう一機は装そう甲こう部ぶに砲弾を受けたため、直接の被害はなかった。ただ、右腕への一発を食らった仲間が、その手に持っていた長ちよう銃じゆうのコントロールを失い、

『──！』

　左の太ふと股もも裏に一発が直撃した。

　しかし、被弾した一機は、それでも姿し勢せいを崩さなかった。上へ、なりふり構わず上昇することで退たい避ひとした。

　だが、彼を射撃してしまった一機が、一いつ瞬しゆんだけ己おのれの動きを止めていた。

　それが失敗だった。

　防ぼう御ぎよ隊の対空射撃が、立体機動を失って動けなくなった一機に集中砲撃を叩たたき込む。

　低空機動中の武神は仰のけ反ぞった姿勢をとるため、下方からは装甲の隙すき間まが広がって見える。その腹部に加速した鉄てつ槍やりの一いち撃げきを受けた彼は、身を引きつらせ、街の建物に浅く激げき突とつした。

『っ!!』

　装甲を砕かれ、五体から力を失した武神が外そと舷げんの宙に落ちていく。

　これで二機が失われた。

　そのようにして連続した武神隊の損失に対し、動く者がいる。

　武神隊のリーダーであるcリーダーだ。

　彼は急ぎ上昇して、魔女テクノヘクセン達の狙そ撃げきの届かぬ安全位置に移動したのだ。

　そして彼は眼がん下かを見た。武蔵むさしを上空から確かく認にんし、敵位置を整理しようとする。

　だが、そこに敵が来ていた。

　外そと舷げんの下。艦かん底てい側から一いつ直ちよく線せんに高速で昇ってくるのは、

『三み河かわの黒魔女……!?』
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　ナイトは狙そ撃げきした。

　既すでに〝黒嬢シユヴアルツフローレン〟装備の彼女は、多重展開した砲ほう撃げき用加速術じゆつ式しきをつけた箒ほうきを振りかぶる。

「ネシンバラのトーちゃんが、まあ、いやらしい読みをするよねえ」

　半なかば感心、半ば呆あきれた口く調ちようでつける狙ねらいは一いつ瞬しゆんのもの。

　三み河かわの時同様の、下から空への一いち撃げきだ。cリーダーは退たい避ひしようとするが、背の翼つばさを上げるのが遅すぎる。

　……ガっちゃんいないから、精密誘ゆう導どうは出来ないけど。

　退たい避ひから停止した直後は、反応が遅れる。魔女達が武蔵から飛ぶことなく射しや撃げきしたため、上空に行けば安全という無意識の判断も働いたのだろう。

　そこを穿うがつ。

　ナイトは箒を構え、多重展開した砲撃用加速術式で、

「──Herrlich！」
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　三征西班牙トレス・エスパニアの武ぶ神しん団の内、統とう括かつ役の一機が左の脇わきから背へと貫かん通つう撃げきを受けた。

　武蔵艦かん上じようの皆は、わ、と声をあげながら、降下する魔女の援えん護ごに入る。

　武神団が再び散開し、空がわずかな時間、空白を持つ。

　その瞬しゆん間かん。皆の声を断つように、〝浅あさ草くさ〟の艦かん内ない放送が響ひびいた。

『左さ舷げん上空、北西十時──！』

〝浅草〟の声が叫ぶ方向。そこにあるのは、

『低速弾だん飛来！　──三征西班牙のステルス艦からの攻こう撃げきです！　──以上!!』
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　三征西班牙のステルス艦〝サン・マルティン〟。

　武蔵を英国に釘くぎ付づけにした破は損そん。それを与えた艦と砲撃に対し、

『防ぼう御ぎよ展開……！　──以上！』

　重力障しよう壁へきの展開を、〝武蔵〟は艦かん橋きよう横の控えの間にて行った。

　浅草にいる〝浅草〟と、共通記き憶おく無しで防御の壁を合わせて張る。

　飛来していた砲ほう弾だんは一発。実じつ弾だん系けいで、加か護ごなどの術じゆつ式しきは掛かっていない。重力障しよう壁へきならば十数枚の重ねがけで払えるはずだ。

　共通記き憶おくによる意志疎そ通つうは出来ないが、今までの自分達の行動パターンから、どちらが先に動くかなどの統計はとれている。〝武蔵むさし〟は、見えぬ〝浅あさ草くさ〟と仮か想そう上の息を合わせ、

「払います！　──以上」

　果たして、砲弾は連続した鳥とり居い型の重力障壁に激げき突とつし、跳ねるように、しかし数枚を破りながら速度を落として破は裂れつした。

「──!!」

　わ、と左外そと舷げん側の皆が声をあげた。こちらからは既すでに見えない角度となっているが、

　……払い切りましたか！

　次じ弾だんは無い。〝浅草〟の叫びと迎げい撃げきまでの時間を考えると、敵てき艦かんはホライゾンの大罪武装ロイズモイ・オプロを恐れて三キロ以上の距離をとっていたようだ。

　前回被ひ弾だんした敵ステルス艦による砲ほう撃げきを凌しのいだことで、現場の士気は上がった筈はずだ。

　そして、サン・マルティンの砲撃が生じた位置へと、武蔵左右舷にある砲ほう門もんが音を放った。

　応おう射しやする。しかし、

「砲弾──、通過します！」

　こちらの砲弾は、相手を穿うがてなかった。

「サン・マルティン、該がい当とう空間から離脱しています!!　──以上!!」
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〝武蔵〟は考える。以前、英国近海で砲撃を受けたことから推測するに、

　……サン・マルティンの速度は、高速艦並なみと判断出来ます。

　撃うたれてからの応射では間に合わない。

　それが今、目の前で証明されたことになる。

　……なかなか難しいことになりました。

　艦かん橋きよう側のアデーレも、ノイズの強い通つう神しんの向こうで状況を聞いているネシンバラも、同様のことを思っているだろう。今、自分達は、敵ステルス艦、サン・マルティンの捕ほ捉そくが出来ていない状態で、狙ねらわれ続けているのだと。

　敵は位置を悟さとらせないように移動しているに違いない。時とき折おり、こちらが動こうとするか、隙すきを見せれば砲撃を行うはずだ。

　そうして考えてみると、向こうが武ぶ神しん団だけ出しているのも理解出来る。他の艦が多く存在するのでは、ステルス艦の航こう行こうは不可能だからだ。

　捕捉しなければ、いつか砲撃を受ける可能性がある。察知と防ぼう御ぎよが出来ても、次に上う手まく行くとは限らない。こちらの手て薄うす場所の捜そう索さくや陽動などを武神団が行ってくるのだから。

　と、背後のソファの方で息をつく音がした。

　鈴すずだ。振り返ると彼女は、わずかに青ざめた顔をしている。だから〝武蔵むさし〟は、

「──Ｊｕｄ．、鈴様、御安心下さい。防ぼう御ぎよ完了です」

「い、今、の？」

「Ｊｕｄ．、敵ステルス艦かんの低速砲ほう弾だんです。前回は被ひ弾だんしましたが、今回は重力障しよう壁へきの重ね当てで防御しました。〝浅あさ草くさ〟が被弾時の情報を一番多く持っていますので、対処が早かったものかと判断出来ます。──以上」

　そうなんだ、と鈴がつぶやき、一ひと息いきを吐ついた。

「今、さいしょ、に、聞こえた、……砲ほう、音おん、なん」

　鈴の告げる言葉に、〝武蔵〟は安あん堵どの促うながしとして、Ｊｕｄジヤツジ．、の頷うなずきを送る。

　だが、〝武蔵〟はふと、今の鈴の言葉に不適当なものを感じた。

　……何でしょうか。

　鈴がその言葉を言うのはおかしい、という判断だ。だが、共通記き憶おくによる相談と莫ばく大だいなデータベースの検けん索さくが出来ないため、その不適当の照合が出来ない。

　だから、自分一人の人工頭ず脳のうの中、一部を不適当の解かい析せきに割り当て、〝武蔵〟は鈴に告げた。

「──何か気になることが御ご座ざいましたら仰おつしやって下さいませ。私どもの方は、ステルス艦の捕ほ捉そくなどを行っておりますので。──以上」
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　三征西班牙トレス・エスパニアの主力艦かん隊たいにて、房栄フサエは小さく舌した打うちした。

「分配術じゆつ式しきで流体供きよう給きゆうあるからって、近寄ると魔女テクノヘクセンや防御隊が好き放題よね、と。それでまあ、重力障壁まで出されるとサン・マルティンもやりにくいかな、と。タカさんどう？」

　呼びかけに、表示枠カデナフイルマが現れて彼の声が聞こえる。

『あのなあ、ステルス中はあんま変な音もたてるなとか言ってるなら、呼びかけるなって』

「でもこっちの報告も聞きたいでしょ？」

『サン・マルティンの砲ほう撃げきが防がれた。そういうことだろ？』

　そうだけどさ、と房栄は部員達がまとめてくれた武蔵の反応などを文章情報にして送る。

　今、遠くに見える武蔵の艦かん上じようでは、

　……段々と、防御した喜びが消えて、焦ってきてるかな。

　武蔵が動きを止め、艦上の防御陣じんの配置換えや、展開を行っている。艦の中央やや外そと舷げん寄より、大通りに防御陣を展開し、低速砲弾が艦上面を攻こう撃げきしてきた時に対処する構えだ。

「こっちの武ぶ神しんに対しては、……ああ動いた動いた。各地で大おお盾だてを構えていた作業用の武神。二体一組の内の一体が、足下にあった大弓を使い始めてるよ、と」

『どうせ武神の装そう甲こう服ふくと手にしている弓矢や大盾は英国製、〝大属の芸術アークスアート〟による巨人族用のもんだろ。だけどそんな矢、バリスタと同じで追つい尾びあっても武ぶ神しんにゃ当たらねえだろ？』

「あのねタカさん、さっきから見てると、武蔵むさしの迎げい撃げき指し示じは左右や縦たてに動くものを追わず、動いてないものか、正面から来るものだけ撃うて、ってやつだと思うの」

『止まってるボールか、ストライクが来るまで振るな、か』

「Ｔｅｓテスタメント．、こっちとしても撃ちに行くならそうなるから、そこにだけ絞しぼって追尾効かせて狙ねらえば矢が当たる可能性は上がるの。それに、一般学生の攻こう撃げき術じゆつ式しきじゃ射しや程てい距離五〇〇位が限界だろうけど、武神の矢なら一五〇〇は堅いし。そっちの方が意味あるかな、と」

『だとすると──』

「Ｔｅｓ．、武神隊は降下出来ないわね、と。

　魔女テクノヘクセン隊の一いつ斉せい射しや撃げきと黒魔女の狙そ撃げきは接近に対する充分な牽けん制せいになってるし、向こうの武神団の遠えん距離射撃もあるから、少し距離を空あける必要があるわね。

　cリーダーも負ふ傷しようしたから、負傷者は空くう母ぼに帰投。

　無事な人達で三人隊を組んだら、揚よう陸りく隊の突入軌き道どうをとるための情報収しゆう集しゆうと遊ゆう撃げきを行って貰もらうわね、と」

　まあ丁ちよう度どいいタイミングだわ、と房栄フサエは言ってジャージの襟えりを締め直した。

「サン・マルティンがいる意味が向こうにも解わかってきたみたいだし。……いずれバレると思うけど、それまではもう少し向こうさんに驚いて貰いましょうか、と」
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　艦かん橋きよう内で、アデーレは自じ動どう人形達と意見を交換していた。

　先ほどのサン・マルティンの砲ほう撃げきがあった座ざ標ひようは割り出せている。それと敵てき武神団の飛行パターン、敵艦の砲撃が狙っている位置などを照合すれば、

「アデーレ様、サン・マルティンの妨害や誤ご射しやをせぬように三征西班牙トレス・エスパニアは幾いくらかの空間を空けて攻撃しているようです。現在、サン・マルティンは武蔵の左さ舷げん後方──」

　と、宙に存在する武蔵の模も造ぞうに、敵てき艦かんを示す駒こまを表ひよう示じする。位置は左舷後方、時分方位クロツクポジシヨンでは七時の方向だ。

「サン・マルティンはこちらに移動中だと推測されます。左右二番艦かん後部、三番艦の外そと舷げんに設置しました砲ほう門もんは使用可能です。有効射しや程てい距離は七キロ、充分に射程範はん囲いです。──以上」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とアデーレは頷うなずき、左舷外側の砲門、計六門を該がい当とう空域に向けさせるよう指し示じ。

　サン・マルティンの位置が確定出来ているわけではなく、空白部分からの割り出しも予測でしかない。

　……実際、他にも空白の位置はたくさんあるわけですから。

　サン・マルティンが一次ステルスの空間障しよう壁へきを張った状態で、どれほどの移動速度を持っているかが位置推測の鍵かぎとなる。

　武蔵むさしを動かせず、しかし狙ねらわれているというプレッシャーの中で敵の位置を計るのは、皆に相当の疲労を強いる。今も舳へ先さきの方からの通つう神しんで、完全に狼狽うろたえた馬鹿が、

『アデーレ！　アデーレ！　終わりか!?　死ぬのか!?　ぬおおお俺は人生終わる前に性的かつ事務的な一つのことを行いたい！　解わかるかホライゾン！』

『Ｊｕｄジヤツジ．、死ぬ前に検けん尿にようですか。──血でもタンパクでも好きなだけ出るといいですねえ』

『あれェ──!?　キャッチボールの筈はずがピッチャー返しになってね!?　ってかホライゾン！　ホライゾン！　何を格かく納のう空間からデカい紙コップ出してんだよ！　内側に線引くなよ！　そんな出ねえよ！　それとも俺の本気が見たいのか!?　そうなんだな!?』

　駄だ目めだ、狂う、聞かないようにしよう。

　ともあれ自じ動どう人形達の計測では、敵は短時間決戦用の高速艦かんであり、その移動速度と武ぶ神しん達の動きから推測するに、現在位置は左さ舷げん後方という結論が出ている。

　相手としては最悪の想そう定ていだが、敵の位置の推測が出来るならば勝負は行える。

　だからアデーレは砲ほう撃げき指し示じを出す。ネシンバラの助言も、

『炙あぶり出そう。左舷後方の空に面での砲撃。それで当たればこちらの勝ちだ』

「書しよ記き、後ろに回り込まれるってことはありませんかね？」

『武蔵から流れた煙が、まだ後ろに残っているだろう？　一次ステルスで姿すがたと音を消しても存在が消えるわけじゃない。映えい像ぞう補ほ塡てん型の術じゆつ式しきが掛かっていても、違い和わ感かんが生じやすい煙の中は避けるのが普通。通過するなら下側だろうから射線をそちらに傾けておいた方がいいね』

　当たらなくてもいい。気付いていると解らせることが出来れば、こちらと相手は同等だ。

　だからアデーレは、砲撃位置を通達し、

「砲撃──！」
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　だが、武蔵からの砲撃は生じなかった。

　その直前。あるものに一番先に気付いたのは、鈴すずと〝品しな川がわ〟だった。〝浅草〟と同じ一番艦かんの艦かん長ちようとして共通部分の多い彼女は、重力障しよう壁へき防ぼう御ぎよのために見ていた右う舷げん後方の空に、

『──低速弾だん飛来!!　右舷後方です!!　──以上！』

　左舷後方だと思っていたサン・マルティンが、右舷後方にいる。

「武蔵の下か上を移動して、逆ぎやく舷げん側に回ったんですか!?」

　予想外からの位置、自動人形達の推測を外した位置からの攻こう撃げきに〝武蔵〟が反応出来たのは、鈴の視線がそちらに向いたからだ。それは指し針しんと言うには正確なもので、視認と同時に〝武蔵〟は重力障壁を展開する。

　遅れて、〝多た摩ま〟による障壁の展開が続いた。

　だが、遅かった。

　弾はじきはしたものの、砲ほう弾だんは逸それただけで、多た摩ま外そと舷げんの輸ゆ送そう艦かんや外がい交こう艦の発着デッキに下側から激げき突とつした。

　音が響ひびき、構造材が砕け散り、デッキが艦との接合部からわずかに下に折れる。そして多摩が波打つように大きく揺れた。

　上下差三メートルほどの大揺れを食らった多摩の上では、防ぼう御ぎよ陣じんが動きを止められていた。武蔵の外表面で行動するものには接地系けいの加か護ごが与えられるが、両足を床に着いていなかった者達がバランスを崩したからだ。

　ある者は投げ出され、ある者は転倒した。

　驚きの声と、破は裂れつの音が連続し、更さらには風の音が聞こえた。

「あ」

　と鈴すずが声をあげた瞬しゆん間かん。〝武蔵むさし〟の目はそれを確かく認にんする。

　敵の武ぶ神しん群がこちらへ射しや撃げきを行う右う舷げん側、その空の中に、小型艦が幾いく隻せきも姿すがたを現したのだ。

　サン・マルティンのステルス障しよう壁へき内で曳えい航こうされていた艦群だ。

　それは弘ひろ中なか・隆たか包かねの率ひきいる、三征西班牙トレス・エスパニア野球部と陸上部を中心とした揚よう陸りく部隊だった。

　彼らは姿し勢せいを整えようとする防御陣じんの相手を武神団に任せ、急速に多摩へと接近。

『接せつ舷げん、……いや、上陸されます！　──以上！』







[image: 第六十二章『高空の攻撃隊』]
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　最初に多た摩まの甲かん板ぱん上に激げき突とつしたのは、三征西班牙トレス・エスパニア陸上部の小型艦かんだった。

　衝しよう撃げきを利用して甲板上から幅跳びを踏み切った彼らは、飛ひ翔しようした高い位置から敵の防ぼう御ぎよ陣じんの配置を再さい確かく認にん。こちらに駆かけつけようとする敵てき部隊に槍やりを投とう擲てきしてから散開した。

　続いてくる幾いくつもの艦があるが、その上陸の援えん護ごを行うのは、右う舷げん側の空からの、

「ハイ、兄にいさん、皆に近い方から当ててよ!?　嫌いでも男から狙ねらうのは無し！」

「妹よ。兄は男が嫌いなのではない。相そう対たい的てきに女が好きなのだ。解わかったら行くぞ」

　と、小型艦から発はつ射しやされる高速の鉄てつ球きゆう砲ほう弾だんは、バルデス兄と妹の手によるものだ。

　だが、彼らだけではない。力が足りない者達は甲板上に一定間かん隔かくで列を作り、奥の方から、

「中ちゆう継けい──!!」

　鉄球を加速術じゆつ式しきで前の者に投じる。そして受ける者が、空中でそれを更さらにアタックして、

「加速中継──!!　敵そっちいるぞ！　サード側だ！」

　連続の加速術式中継による加速と一定間隔の列による射しや線せん変へん更こうで、最終的には加速鉄球を四十五度間隔で投げ分ける。以前の襲しゆう撃げきの時よりも速度が上がり、射しや撃げき角度が増えた攻こう撃げきだ。

　結果として防御側は、斜めからの敵てき弾だんにも耐えるため、半はん円えん状に固まらざるを得ない。

　対する補助として〝多摩〟や〝武蔵むさし〟が重力障しよう壁へきを放つが、サン・マルティンが砲ほう撃げきしてくることを考えると、至し近きんでの連続弾だんを防ぐので手て一いつ杯ぱいだ。

　そして遂ついに、戦場に一つの姿すがたが上陸した。多摩艦かん首しゆ右う舷げん側にて三征西班牙トレス・エスパニアの前線を組む捕ほ手しゆ達の背後に、長ちよう尺じやくバットを担かついだ三征西班牙副長、弘ひろ中なか・隆たか包かねが降り立ったのだ。

　隆包は一度、敵の布ふ陣じんを横よこ目めで睨にらみ、

「しょうがねえ、俺が全部転がしてやっから、お前ら後に付いてこい！」

　Ｔｅｓテスタメント．！　と皆が応じるのを、隆包は既すでに背で聞いている。

　彼は前に出る。そして己おのれに向かってくる砲撃や矢を、

「……！」

　両手バントで構えた長尺バットで下に弾はじき落としながら、彼は走った。

　行く先は多摩右舷中央後部。発着デッキ基き部ぶに存在する多摩の艦かん橋きようだ。

　距離は約一キロ。外そと舷げんとその横の回かい廊ろうを使用すれば、ほぼ一いつ直ちよく線せんの道みち征ゆきとなる。

　多摩の艦橋。発着の邪魔にならぬよう、低く小型になった艦橋部ぶを指さし、隆包は叫んだ。

「あれを落とせばこの艦は止まる。そうすれば──」

　足先のない脚あしで、しかし隆包は速度を上げて突っ走る。

「──そうすれば武蔵は動けなくなって終わりだ！」

　直後。空を再び砲弾の飛翔音が震わせた。

　右舷正面から、サン・マルティンが三発目の砲撃を行ったのだ。
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　三発目、多た摩ま後部狙ねらいの一発に対し、バルデス兄妹の攻こう撃げきを凌しのぐ〝武蔵むさし〟は殆ほとんど協力出来なかった。代わりに応対したのは〝多摩〟と〝高たか尾お〟だ。

　二人の重力障しよう壁へきによって、

「弾はじきます！　──以上」

　言葉通り、轟ごう音おんをもって防ぼう御ぎよが果たされた。だが、一人の自じ動どう人形が叫びを返す。それは、

『多摩右う舷げん、砲ほう台だいが敵武ぶ神しん団だんの集中攻撃で応おう射しや不能です！　──以上！』

　その報告に、アデーレは額ひたいに汗が浮くのを感じた。

　……こちらが応射することを理解し、対応をとってきたんですね。

　そして、横にいる〝武蔵むさし野の〟が、自動人形にしては珍めずらしく眉まゆをひそめた。

「右舷後方から右舷正面への移動。サン・マルティンの今の低速砲ほう撃げきは揚よう陸りくの援えん護ごですね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とアデーレは右舷側にいた敵の武神団が射しや撃げきから散開に入った音を聞く。武神団が去ったと言うことは、既すでにサン・マルティンが離れているということだろう。

「〝武蔵野〟さん、サン・マルティンの速度などは、やはり推すい測そく通りですか？」

「Ｊｕｄ．、高速船ですね。標準的ではありますが、武蔵の重力航こう行こうからの惰だ性せい航行に匹ひつ敵てきすると判断出来ます。恐らく、サン・マルティンの現在の位置は、高尾の右後方に下がっているものと推測されますが……」

〝武蔵野〟は、首を軽く捻ひねった。

「Ｊｕｄ．、二度目の砲撃位置に対する推測を外した私が言うのは間違いかと判はん断だん出来ますが、私の個人判断による最善の推測は右舷の高尾後方です。──しかし、どうなのでしょう」

「どう、とは？　何でしょーか？」

「Ｊｕｄ．、アデーレ様、一回目と二回目の砲撃の関係には、同等のものを状況的に感じております。しかし、二回目と、今の三回目の砲撃には、状況として違うものを感じています。

　ただ、それが絶対的に違うものなのか、私の判断間違いなのかが解わかりません」

〝武蔵野〟は、右舷後方を見た。

「私の見立てでは、あの位置にサン・マルティンが存在しています。

　だからあの場所に砲撃を行うべきだと判断します。が、何か違うという疑念があるのです。この判断には不確定の要素がある、と」

　アデーレ様、と〝武蔵野〟は言った。

「おそらく、違い和わ感かんともいうべきこれを、アデーレ様は理解出来ますか？　──以上」
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　三征西班牙トレス・エスパニアの武神団は、武蔵右舷の砲ほう門もんが、後部側の空に向くのを見た。

　それは確実にサン・マルティンが航こう行こうしている空間を予測した動きだ。

　砲ほう撃げきをさせてはいけない。だから武ぶ神しん団は空から砲ほう門もんへと射しや撃げきを行うが、武蔵むさし側は武神を中心とした防ぼう御ぎよ隊をもって砲ほう門もんの防御を固める態たい勢せいに入った。

　三征西班牙トレス・エスパニア武神団は攻こう撃げきを行いつつ、しかし右う舷げん側の砲門が砲撃準備を整えていくのを確かく認にん。

　そして彼らは、かわし合う攻撃の中で、右舷の砲門が狙ねらいを定めたのを見た。

　直後。武神団の一機、cリーダーの代理を務めるc2が、通つう神しんを飛ばした。

　それは一言。ただ単純な、

『砲撃』
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　アデーレが、艦かん橋きようで右舷側砲門群ぐんへの砲撃指し示じを送ろうとした時だった。

　不意に、それが来た。それは〝浅あさ草くさ〟の反応による、

『──低速砲ほう弾だん飛来！』

　方向は、

『浅草左舷正面！　──サン・マルティンは左舷に回っています!!　──以上』

「左舷側!?　──以上」

　自じ動どう人形達が慌あわてて右舷側から左舷に視線を返す。

　敵は右舷後部という予測。しかし確かに、左舷正面の空に砲弾の白い軌き跡せきがあった。

〝浅草〟の重力障しよう壁へきが必死に砲弾を追う。そして快音を響ひびかせた砲弾は、軌き道どうを反らし、浅草の折れた三番デリックに激げき突とつした。

　砕さい音おん付きで、三番デリックの基部周辺から構造材の破は片へんによる煙が跳ね上がる。

　何とか凌しのいだ。が、艦橋には呆ぼう然ぜんと言う空気が漂っていた。

「何な故ぜ──」

　自動人形達の疑問の意味は、アデーレには解わかる。

　……予測と違うからですよね。

　先ほども、今もそうだ。自動人形達が読んだ空白に、サン・マルティンはいない。

　アデーレは、〝武蔵むさし野の〟に問うた。

「左舷に移ったサン・マルティンの移動速度はどうですか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、高速型の艦かん船せんの全速機き動どうなら、あの位置に移動することも可能かと。──以上」

　ならば、とアデーレは言った。

「サン・マルティンはこちらの予測を逆に利用して、別の方角に全速で先回りしている。──そう考えることが出来るわけですね？」

「Ｊｕｄ．、ですが一次ステルスとは言え、余よ波はも出さず全ぜん速そくを保つなど、そのようなことが、──いえ、予測を覆くつがえされている私達が何かを言えたものではありませんが。──以上」

〝武蔵むさし野の〟の言葉に、アデーレは首を横に振った。

　疑念として思ったことがある。それは、

「〝武蔵野〟さん、先ほど言った違い和わ感かんってのが、四回目の今の攻こう撃げきにはありましたか？　そして、状況的な質としてみた場合、三回目と四回目の関係は、どうですか？」

　頷うなずきを見せ、アデーレは〝武蔵野〟に視線を送る。

「──ちょっと身を切ることにもなりますが、サン・マルティンのステルス航こう行こうを破りましょう。多分、〝武蔵野〟さんの違和感と、私が今気付いたものは同じです」

　一ひと息いき。

「勝ちを、摑つかみに行きましょう」
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　武蔵が砲ほう撃げきを行った。

　多た摩まを艦かん尾びへと走る隆たか包かね達は、武蔵の左さ右ゆう舷げん、両の外そと舷げん正面側を向いていた砲ほう門もんが火を噴ふいたのを見る。それは何の反応も得ない左右の空への射しや撃げきだったが、段々と角度を変えて、羽ばたき閉じる動きで両舷前方へと弾だん幕まくを打ち込んでいく。掃そう射しやの動きの連れん射しや砲撃だ。

「サン・マルティンが後ろに回るのを牽けん制せいし、弾だん幕まくの網あみで前に追いつめるって話だな。右舷側も使って、逆に回られないように同様の動きをとっていくってわけだ」

　サン・マルティンは正面に追いつめられるが、そこには、

「武蔵の姫の大罪武装ロイズモイ・オプロが待ち構えるってわけか。まあ、大罪武装も射しや程てい距離は３キロ程度だから、……武蔵を前に出して行くってことかな」

　と、隆包の顔の横、十字を組んだ表示枠カデナフイルマからベラスケスの声が響ひびく。

『武蔵が前に出たらやべえんじゃあねえのかねえ。追つい撃げき戦が成立したらどうすんだ？』

「追撃戦の成立定義って、どんなもんか知ってるかよベラの旦だん那な」

『知ってたら尋たずねねえよ。俺ぁあまり会議とか好きじゃねえの知ってるだろ？』

　Ｔｅｓテスタメント．、と隆包が答えた時、左前方から敵の迎げい撃げき隊が来た。武蔵の陸上戦せん士し団だんだ。

　対し、こちらの背後から鉄てつ弾だんが飛んだ。他の部員達だ。彼らは振り向くこちらに対し、帽ぼう子しを取って頭を下げ、

「ここは俺らが!!」

「逃げんじゃねえぞ!!」

　笑って会え釈しやくを送り、隆包は仲間の援えん護ごを受けながら敵の戦士団の横を駆かけ抜ける。

　遮しや蔽へい物から遮蔽物に、浅く隠かくれるようにして突っ走る間に、幾いく人にんかが退路の確保や敵の応対のために去っていく。そんな彼らに手を振り、隆包は表示枠の向こうのベラスケスに言う。

「──追撃戦の成立だが、まあ簡単だ。追撃が成立するラインの向こうで、敵てき艦かんを攻撃、もしくは撃げき沈ちんすりゃあ成立ってわけだ。

　基本的にゃあ、ここと房栄フサエ達の間が大体英国と三征西班牙トレス・エスパニアの暫ざん定てい国こつ境きよう。だから武蔵むさしは向こうに入って、一いつ艦かん捕まえて撃げき沈ちんもしくは追つい撃げきを成立させりゃあ追撃戦が成立ってことだ」

　図が描けりゃ解わかりやすいんだがな、と隆たか包かねは言う。しかし、と彼は前置きし、

「房栄達も追撃戦を行わせないよう、既すでに準備してる。見ろよ」

　と振り返る背後、主力艦かん隊たいはその殆ほとんどが左右に舳へ先さきを向けていた。こちらに対し、横よこ舷げんの砲ほう門もんを全部向ける構えだが、

「俺達がいることもあって、撃うってはこねえな。でもあの布ふ陣じん、実際は武蔵が突っ込んでいった時の回かい避ひ用だ。武蔵は突とつ撃げきに恐らく重力航こう行こうを使用する。だが、その時には房栄達は左右に散開していて、武蔵は一人突っ込みすぎてオフサイド。〝歴史再さい現げんをする振りをして三征西班牙の暫定国境に深く侵しん攻こうした〟ということで領りよう域いき侵しん犯ぱんになる。更さらには──」

　更には、

「そこから武蔵が転進しようにも、この巨体と速度だ。旋せん回かいはかなりの大回りになる。その間に房栄達は艦隊を立て直すし、サン・マルティンは武蔵の背後から攻こう撃げきを加え続けることが出来る。──ま、その前に、俺達が多た摩ま艦かん橋きようを制圧すれば勝ちだがよ」

　言っている間に武蔵が震しん動どうを得た。準機き動どう状態から、機動状態への移行だ。空に白の飛沫しぶきが散り、武蔵の床面から受ける感かん触しよくが硬いものから緩やかな揺れを持ったものへと変わる。

「武蔵が動くか。ってことは、そろそろ勝負所ってことだ」

　と、彼の言葉に対し、応じる響ひびきがあった。不意に正面から来るのは、男の声だ。

「──そう。そろそろ勝負所。金の使いどころだ」

　道の中央、そこに、椅い子すに座って脚あしを組んでいる男がいる。

　急ぎ制動を掛けた隆包は、腕を広げて背後の皆を止める。そして彼は、ハ、と声を一つ作ると、前を見た。

「俺向きの相手だな。──武蔵会計シロジロ・ベルトーニ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずいたのは私服姿すがたのシロジロだ。彼は腰のハードポイントパーツ兼用の展開式ソファに座ったまま頷き、

「一つ言っておく。うちのバットの方がよく飛ぶぞ。今度試してみるがいい」
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　シロジロは、立ち上がる。

　ソファが角度を変えてサイドテールバインダーとなり、底部から反重力光を出して身体からだを支える。加速にも固定にも使えるし、行商用に格かく納のう部も多いサイドテールだ。

　テールが変形している間に、隆包はしかし突撃隊を分隊せず、

「相あい対たい戦にすんのか？」

「いや、私と貴き様さまが戦っている間、貴様の部下に艦橋へと向かわれてはたまらんからな。

　隙すきあらば、私の力で貴き様さまの部下も狙ねらう。私の力については三み河かわで見せた筈はずだな？」

「Ｔｅｓテスタメント．、面白い芸当だ。一人で百人以上の力を操あやつる。こういう場では有用だろうが──」

　隆たか包かねがバットを肩に担かつぎ直し、こちらを見み据すえてこう言った。

「あらゆる攻こう撃げきを防ぼう御ぎよで凌しのぐ俺向きの相手じゃねえか」

　だろうな、とシロジロは頷うなずいた。そして彼は、左右舷げんの砲ほう撃げき音を聞きながら、空を示す。

　手が指すのは、左さ舷げん前方にいるサン・マルティンを前へと追い立てる左さ右ゆう砲撃の弾だん幕まくだ。

「貴様らのステルス艦かんを我々は見えていない。が、見えていなくても、この弾幕壁の追い立てによって、うちの〝足りない本部〟が貴様らのステルス艦を撃げき沈ちんする。大損だな」

「ハ、どうだろうな？　そろそろ勝負所だと思うが、外すとキツいぜ？　それに──」

　隆包が、両の手に長ちよう尺じやくバットを構えた。背には聖譜顕装テスタメンタ・アルマを背負っているが、現在はまだ英国の暫ざん定てい領りよう海かいであるためにそれは使えない。だから隆包の構えは、バットによる防御中心の、

　……完全な実力勝負か。

　思っている間に、隆包がヘルメットを目ま深ぶかにかぶり直した。彼は武蔵むさしの左右舷からサン・マルティンを探し追う砲撃弾幕に視線を向ける。そして、

「別に、サン・マルティンが見つかろうと、どうしようと、俺達は構わねえ。俺達は占せん領りよう目的で乗り込んできたわけだからな。だから、ちょっと付き合えよ商人」

　という隆包の言葉と共に、シロジロは空に生まれた砲ほう弾だんの音を聞いた。その音は、

　……低てい速そく砲弾、サン・マルティンの攻こう撃げきか！

　シロジロの視し界かいは武蔵の正面、翼つばさを閉じるように前へと振り切られる両りよう舷げん砲撃の行方ゆくえを見た。だが、正面の空には何もない。サン・マルティンの砲弾の軌き跡せきも、音すらも、だ。

　サン・マルティンは正面側に追い立てられていない。

「……何!?」

　耳に聞こえた砲弾の飛ひ翔しよう音が来るのは、正面ではなかった。

　低速砲撃が飛翔してくる位置は、正面や左舷前方ではなく、

「……右う舷げん後方!?」
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「右舷後方、高たか尾お狙ねらいです!!　──以上」

　武蔵の艦かん橋きようは、騒そう然ぜんとした。それは自じ動どう人形達の、顔を見合わせて、

「また私達の予測が……!?　──以上」

　だが、空に生まれる砲撃の軌跡は確かなものだ。

　ならば事実は一つ。いつの間にか、左舷前方にいたサン・マルティンが、武蔵の砲撃をくぐって背後に回っていたということだ。

　どういうことだ、と眉まゆをひそめる彼女達を前に、しかし、動く姿すがたが一つあった。

　アデーレだ。彼女は皆を静めるように右手を挙げた。今、武蔵むさしの砲ほう撃げきは止めており、指し示じによって右う舷げんの砲ほう塔とうを急速に背後へと向けている。だがアデーレは、まず先に、

「被ひ弾だんする高たか尾おの防ぼう御ぎよを御お願ねがいします！」

　来る。

　低速砲ほう弾だんは、近距離からの一いち撃げきだった。〝高尾〟が重力障しよう壁へきを張るが、間に合わない。

　斜めから受けた砲弾は障壁を砕き、高尾の二番デリックの基部に斜め上から着ちやく弾だんした。

　速度は落ちていたものの衝しよう撃げきが響ひびき、構造材が爆ばく発はつのように空に飛ぶ。

　まだ、右舷の砲ほう門もんは右舷後方へと向き切っていない。だが、アデーレは、右手を強く握り、

「高尾の被害で終わりにします!!」

　息を吸い、手を振り下ろして叫んだ。

「両者砲撃──!!」
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　次の瞬しゆん間かん。武蔵は砲撃を二つ行った。

　一つは左さ舷げん側、サン・マルティンを追うのに失敗した筈はずの左舷砲門を用い、何も無い正面の空に向かって叩たたき込まれる艦かん砲ぽう射しや撃げき。

　そしてもう一つは高尾の後部。自然区画の高台に立っているのは、

「全内ない燃ねん拝はい気き使用の御祓みそぎによる結けつ界かい祓ばらいを行きます……!!」

『拍手──！』

　浅あさ間まの大型矢が、一いつ直ちよく線せんにサン・マルティンのいる空間に飛んだ。
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　直後。武蔵の学生達は、二つの姿すがたを空に見た。

　一つは、右舷後方の空にて、浅間の矢が白の光の破は裂れつと共に見せた朱しゆの巨きよ艦かんだ。

　そしてもう一つ。それは、左舷前方、浅あさ草くさのほぼ正面の空にて、

「着弾確かく認にん……!!」

　装そう甲こうの破は砕さい片と、制せい御ぎよを失ったステルス障しよう壁へきの飛沫しぶきの散り消え、そして風を巻いて姿を現したのは、右舷後方の空にいるのと同じ朱の巨艦だった。

　右舷後部と左舷前部の空に、サン・マルティンが同時に存在する。

　その事実を見た皆は、声をあげた。

「──二艦いたのか!?」
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　艦かん橋きよう内に響いた、お、という声と、わ、という声に、アデーレは笑えみで大きく頷うなずいた。

　そして横の〝武蔵むさし野の〟に両手をハイタッチで差し出すと、〝武蔵野〟が首を傾かしげた。だが彼女は、何とかこちらを理解しようとしたのか、己おのれの胸を手の平に正確に合わせてきて、

「参考になりますか？　──以上」

　……ぬおおお返答しにくいし難度ノーマル！

　だが、やってやったとアデーレは思う。現在、左さ舷げん前部と右う舷げん前部では完全な近距離砲ほう撃げき戦が展開されている。しかし敵位置の暴ばく露ろは、これまでの不安解消とばかりに皆の士気を上げており、防ぼう御ぎよも砲ほう撃げきも完全に息を合わせている。通つう神しんからくる皆の声も、

『く、くそ、今までよくも！　べ、別に怖くなんてなかったんだからね！　別に!!』

『総そう長ちよう──！　じゃんじゃん拝はい気き！　拝気持って来い──!!』

『貴き様さまのせいでトイレ交代が出来ずに危険水域まで来てしもうたわあ──!!』

　皆して素直すぎるのはどうにかしてますねー。とアデーレは思う。というか三人目は砲撃の震しん動どうとか大だい丈じよう夫ぶなんだろうか、とも。

　しかし、と〝武蔵野〟が一礼した。

「アデーレ様のお陰で自分の予測性能に対する疑問が消失しました。有あり難がとう御ご座ざいます。これからもまた計算などの際に御利用下さい。

　……しかし、位置などの予測がよく可能でしたね。──以上」

「いや、〝武蔵野〟さんが言っていたじゃないですか、敵の砲撃の一回目と二回目の関係と、二回目と三回目の関係がおかしいって。でも四回目は──」

〝武蔵野〟は、アデーレの言葉を補足するようにこう告げた。

「三回目と四回目の関係は、一回目と二回目の関係と同じです。ですがそれが？　──以上」

　同じ疑問を抱いていたのか、他の自じ動どう人形達もこちらに顔を向けて頷うなずく。だからアデーレは周囲の状況の報告を受け、次の指し示じを飛ばしながら、

「一回目と二回目、三回目と四回目の関係はこうです。〝初めの砲撃からサン・マルティンのいる位置を読んで応おう射しやしようとしたら、逆の位置から砲撃された〟と。

　しかし二回目と三回目の関係は違います。予想として順当な位置からの砲撃でした」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ですから、私も判断の確度を高く出来なかったわけです。──以上」

　ですね、とアデーレは言った。しかし、彼女は手を上に掲かかげて二艦かんを示し、

「ですけど、一つだけ違う二回目と三回目の関係を考こう慮りよせず、一回目と二回目、三回目と四回目の関係だけ注目すれば、サン・マルティンのやっていることは単純です。

　サン・マルティンの砲撃は、最初の砲撃によって位置が見破られそうになったら、逆側から二発目を撃うって位置を誤ご魔ま化かしている。それだけなんです」

　一ひと息いき。

「自分の移動先として的確な位置に兄きよう弟だい艦を置き、どちらかが攻こう撃げきされそうになったら逆位置にいる兄弟艦が攻撃して、仲間に対する砲撃を止めさせる。

　武蔵むさしの砲ほう撃げきタイミングを知らせていたのは武ぶ神しん団だんでしょう。彼らはこちらへの攻こう撃げきもですが、……サン・マルティンの補佐だったんです」

　だから、

「だからこちらは、砲撃を止めずに打ち込めば、一いつ艦かんを迎げい撃げき。そしてもう一艦の正体を暴あばくには、──浅あさ間まさんがいて助かりました。ディスペル系けい、大だい規模御祓みそぎの砲撃が出来る人材なんて、なかなか無いですからね。浅間さん、聞こえてます？　どーもです」

・あさま：『いや、それほどでもないですよ。ええ』

・俺　　：『そうだよな!?　浅間が本気になったらあんなもんじゃ済まさねえよな！』

・賢　姉：『フフフそうよ愚ぐ弟てい、あんなじゃないわ！　覚かく悟ごするのね獲え物ものども……!!』

・あさま：『うっわこの姉弟は本気で腹立ちますね……！　というかトーリ君も次の仕事のために拝はい気きの分配御お願ねがいしますっ』

　結けつ構こう喜んでるんじゃないですかね、と内ない心しん思うアデーレは、だが、敵の動きを見ていた。

　現在、左さ舷げん前方のサン・マルティンが、激しく被ひ弾だんしている。

　元々、高速とステルスの兼ね合いを得るため、砲ほう門もんは前部にある低速砲ほう弾だんが主で、それ以外の武装は薄い艦のようだ。

　逃げるように、左舷前方のサン・マルティンは、副ふく砲ほうや低速砲弾を撃うちつつ、左舷後方へと回っていく。

　だが、その動きに、アデーレは新たな違い和わ感かんを感じた。あれ？　とつぶやき、

「まさか、この動きって──」
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　不意に、〝武蔵〟は鈴すずの跳ねたような声を聞いた。

「──初めて、お、同じ！　来るの！」

「……初めて？」

　窓まど際ぎわで左舷に移動するサン・マルティンへの重力障しよう壁へきを張っていた〝武蔵〟は、鈴の言葉に疑問を持つ。それは、

「鈴様、……初めて、というのは？　──以上。」

　今回の戦せん闘とうにおいて、〝初めて〟の砲撃を送ってきたサン・マルティン、恐らく左舷側の一艦とは、既すでに交戦中だ。

　しかし、左舷の空に退たい避ひしていく被弾のサン・マルティンに対し、来る、という行為は該がい当とうするものではない。

　だが、こちらの問いかけに対し、鈴は首を傾かしげた。何な故ぜ？　という表情で、

「初めては、……初め、て、だよ？」

　言葉の意味が解わからず、〝武蔵〟は、一いつ瞬しゆんだけ思し考こうした。

　そして思うのは、つい先ほども、鈴すずを相手に似たような疑問を抱いたこと。

　あれはサン・マルティンの一回目の砲ほう撃げきを受けた時のことだったが、鈴はその際、こう言ったのだ。

　……「今、さいしょ、に、聞こえた、……砲ほう、音おん、なん」と。

　これは、どういう意味か。

　……今、最初に聞こえた、……とは。

　それは、と考えた時、〝武蔵むさし〟は一つの予測と己おのれの勘かん違ちがいに気付いた。

「鈴様、先ほど一回目の砲撃の際、砲音について〝今、最初に聞こえた〟と仰おつしやいましたね？　しかし、二つほどお伺いします。それは──」

　聞く。答えによっては、全てが覆くつがえる危険を悟さとると、そう〝武蔵〟は確信しながら、

「鈴様が〝今、最初に聞こえた〟という〝最初〟とは、一体いつのことですか？　そして今の、〝初めて、同じ〟という〝初めて〟とは、いつのことですか？　──以上」

「え……？」

　解わからないの？　と鈴が更さらに首を傾げた。

「かつて、……初めて、って」

　うん、と鈴は告げた。

「……む、武蔵、初めて、こ、壊こわれ、ちゃった、砲撃。

　さんせ、すぺいんで、その、……英国前」

　鈴は、確かにこう言った。

「その初めて、……また聞こえた、の」
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　次の瞬しゆん間かん。アデーレは気付いた。

　何な故ぜ、左右のサン・マルティンが姿すがたを見せ、外へとこちらの砲撃を引っ張っているのか。

　何故、敵の主力艦かん隊たいが砲撃を止めていて、武ぶ神しん達も散開したのか。

　そして気付いた違い和わ感かんとして、

　……何故、今まで武蔵むさし野のの艦かん橋きよう、ここに敵の狙ねらいが来なかったんですか!?

　それは、主力艦隊が揚よう陸りく部隊への被害を恐れたからでもない。そして武蔵野の艦橋を狙う余よ裕ゆうが無かったからでもない。全ては、

「正面！　三艦目がいます!!　──その一いち撃げきが奥の手であり、本命です!!」

　言葉に応じるように、真っ正面の空にそれが姿すがたを現した。

　三艦目のサン・マルティンだった。

「……!?」

　艦橋の皆の息を吞のませた三艦目の朱しゆが現れるや否や、アデーレは叫んだ。

「正面防ぼう御ぎよ──!!」

　だが砲ほう撃げき音が先に来た。〝武蔵むさし野の〟が重力障しよう壁へきを張るが、

　……正面過ぎますよ！

　速度は落ちるが、押し切られる。最後の頼りの〝武蔵〟の重力障壁は、左右舷げんの対応を行っていて使えない。優先としてはこちらだろうが、間に合うかどうかは別だ。

　食らう、その時、アデーレは、自分の視し界かいが黒の色で覆おおわれたのを悟さとった。

　横、〝武蔵野〟がこちらを庇かばおうとして覆い被かぶさってきているが、それが理由ではない。

「あれは……!!」
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　一いつ隻せきの高速艦かんが、右う舷げん上空から一いつ直ちよく線せんに低速砲ほう弾だんの射しや線せん上に飛び出した。

　艦かん橋きようからアデーレが見る先、英国、オクスフォード学院の紋もん章しようをつけたのは、

「〝女王の盾符トランプ〟の４、〝海かい賊ぞく女王〟グレイス・オマリ!?」

『Ｔｅｓテスタメント．、全く、英国も手を貸す気がないってんだから情なさけ無い。監かん視し役で隠かくれて見させてもらってたけど、気が向いた。女王とは喧けん嘩かもする仲だしな、命令違反であることは解わかっているが、──一つ、恩を返すよ』

「恩……？」

　Ｔｅｓ．、とグレイスの声が答えた。

『武蔵が英国に来る際、そのステルス艦の砲撃を受けた。あの時、武蔵は重力障壁で弾はじくことも試し案あん出来た筈はずだ。……英国に跳ちよう弾だんする可能性を考えなければな。

　そして、後に発生した馬鹿みたいな気流からも、武蔵は緩かん衝しよう制せい御ぎよを用いてあたし達の船を護まもってくれたさ。だから』

　だから、

『一回、武蔵という国と船を、〝海賊女王〟と持ち艦〝グラニュエール〟が護ってやる』

　直後。高速艦の側面に砲弾が激げき突とつした。高速艦がくの字に曲がり、空中で左へ横転しかける。が、高速艦は最後の息を強く吐くように後部加速器に光を入れ、

『──〝海賊女王〟が被ひ弾だんだけで手て柄がらとするわけないだろうが！』

　側転するような動きで、高速艦は己おのれを左舷の空に飛ばした。そこにいる被弾のサン・マルティンに向け、弧こを描いて突っ込んでいく。

　被弾のサン・マルティンは気付き、回かい避ひ機き動どうを取ろうとした。だが、武蔵の砲撃が許さなかった。その艦かん首しゆ側を狙ねらった砲撃が、朱しゆの艦の動きを止めたのだ。
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「退たい避ひ──！」

　被ひ弾だんのサン・マルティンから、乗員が落下用の速度緩かん衝しよう術じゆつ式しき符ふを身につけて飛び降りる。同様に、グレイスの高速艦かんからも着ちやく地ち用の術式符を手にした乗員達が空に飛び降りた。

　直後。被弾のサン・マルティンに、高速艦が回転式のボディープレスを叩たたき込んだ。

　轟ごう音おんが響ひびき、二艦が絡むようにへこんでくねり、

「左さ舷げん下がれ……!!」

　号ごう令れい一下、武蔵むさし左舷下部の空で、二艦が爆ばく発はつを起こした。

　爆ばく風ふうが生まれ、武蔵表面の海が散る。それが霧きりを呼び、風を呼ぶが、艦かん橋きよう部ぶのアデーレは手て櫛ぐしで髪かみを搔かき上げて声をあげた。それはいろいろなものを振り切るような、

「戦せん闘とう続行──!!」
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　アデーレの声が通り、艦かん上じようを爆風の余波が洗う空。

　武蔵右う舷げん二番艦・多た摩まの右舷にて、一つの相あい対たいが生じていた。

　三征西班牙トレス・エスパニアの野球部と陸上部を中心とした砲ほう撃げき隊が武蔵の側面で防ぼう御ぎよ隊と撃うち合う中、多摩艦かん首しゆ側に揚よう陸りく隊が行き、それを武蔵左舷、村むら山やまなどから駆かけつける戦せん士し団だんが迎げい撃げきする中、

「……!?」

　バルデス妹、フローレス・バルデスは、一発の鉄球がこちらに投げ返されていることに気付いた。が、それは砲撃ではなく、まるでキャッチボールのように飛んでくる。行き先は、

「──兄あに貴き！　危ない！」

　その呼びかけに兄は、

「妹よ。ここは戦場であるぞ？　当然のことを何を今いま更さら。しかし兄は妹が心配してくれ──」

　横を向いていた顔面に直ちよく撃げきした。鈍い音もだが、平手をぶち込んだような軽い音もする。

　兄の顔がくの字に変形するのを見た妹は、しゃがみ込んで顔を押さえる彼に、

「……危ないって、言ったよ？」

　その言葉に、兄が立ち上がる。彼は顎あごを左右に動かして位置を正すと、

「妹よ。哀あわれむなら敵を哀れむがいい。我々は旧派カトリツク。哀れみと慈いつくしみは大好きであるからな」

　敵、という言葉と、兄の視線に、妹は敵群の中を見た。すると、防御隊に間を挟まれるように、一人の少年が立っていた。作業用ベストに、手てつ甲こうをつけた眇すがめの少年だ。

　彼は、じっとこちらを見た後、ゆっくりと手を挙げた。

　兄が右の手に持っている鉄球を、彼は指さし、

「忘れ物だから返した」

「……襲しゆう撃げき時じに投げたセントエルモの魔ま球きゆうですか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、二人同時に投じ、しかし消える魔球。破は壊かいされた街は俺達が直したが──」

　彼は背後の町並。砲撃などで破壊された残ざん骸がいの累るい積せきを指さす。

「いらん仕事を増やすな」

「Ｔｅｓテスタメント．、では、これからどうすると？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と相手は答えた。腰を落とし、右の拳こぶしを腰こし溜だめに構え、

「相あい対たい戦。ルールは一つ、三球勝負だ」

　戦場の大音が鳴る中で、声が響ひびく。

「──三発殴なぐってバルデス兄妹を倒せ」
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　左さ舷げん空からの高速艦かんとサン・マルティンの爆発。

　その風は左舷の艦かん上じようを走り、空白をもって多た摩まへと届く。

　風吹く多摩の中央から後部には、しかしまだ街の造形が多く残っている区画がある。無人の街、放ほう棄きされた街のようにも見える左舷の居きよ住じゆう区くには、二人の女が立っていた。

　一人は、月を見上げるような位置。風上に立つ朱あけの制服姿すがたの、

「三征西班牙トレス・エスパニア、アルカラ・デ・エナレス所属、第三特とく務む、全方位義体師ステイールマスター、──立たち花ばな・誾ぎん」

　両の義ぎ腕わんを自然体で構える彼女、両の肩に鉄の細長いケースを接続した誾の視線の先には、一人の女が立っている。

　女、極きよく東とうの黒の制服に、青の装そう甲こうを装着した彼女は、

「極東、武蔵むさしアリアダスト学がく院いん所属、副長、近接武術師ストライクフオーサー、──本ほん多だ・二ふた代よ」

　長ちよう槍そうを手に、結ゆった髪かみを風に揺らす二代は、正面の相手を見た。

「何用に御ご座ざる？」

「夫の復権を」

「夫？」

「……立花・宗むね茂しげ様です」

　おお、と二代が夜の中で理解の頷うなずきを見せた。

「──見事な御ご仁じんで御座ったな。未み熟じゆくな拙せつ者しや、多くを教えていただいたものに御座る」

「……そうなのですか？」

　わずかに、誾の眉まゆが上がる。対し、二代は深く頷き、

「Ｊｕｄ．、戦せん闘とうを経ることによる相互理解に御座る。その力を得るためにどれだけのことをしてきたかという推測など含み、一方的なことでは御座ろうが──」

　二代が言った。彼女は少し思し考こうの間を持ち、

「照れ隠かくしに英国弁べんで言うならば、──セックスした仲で御座るな」





●






　誾は、一いつ瞬しゆん、目眩めまいのようなものを得た。

　噓うそ、と思うが、普通こんなところでそんな噓は言わない。

　……な、ならば──。

　あの時、そんな隙すきがどれだけあったというのか。いや、自分が宗むね茂しげの元に駆かけつけるまで五分はあった。しかしそれで完了とは、宗茂様の体調が優れなかったのでしょうか。

　眼前、うんうん、と二ふた代よが頷うなずき、過去を思い出す顔で、

「実質二度の戦せん闘とう、宗茂殿どのは大した速度で御ご座ざった」

「二度!?　いえ、あの、気合いが足りなかっただけです……！　いつもの宗茂様なら……！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、これは失しつ敬けい、貴き殿でんの夫の不出来を申しておるわけでは御ご座ざらぬ。貴殿の思い、皆も解わかっておると思うで御座るぞ、武蔵むさしなどでは広報委員の放送で皆が見て御座ったし、三征西班牙トレス・エスパニアでも中継されて御座ったのでは？　生で」

「生で!?　い、いえ、どうも私の記き憶おくでは、肝かん心じんの部分がカットを！」

「……ふうむ、旧派カトリツクは倫りん理り規定が厳きびしいで御座るな。血が出たりとか駄だ目めで御座るか？」

「しゅ、出血まで!?」

　うむ、と頷く二代は、軽く頭を下げ、

「貴殿には申もうし訳わけのう御座るが、最後、拙者の方が何十と刺し貫つらぬいて御座るからなあ……」

「は？　で、では、貫かれたのは……、貴女ではなく!?」

「Ｊｕｄ．、拙者が貫いたで御座る。回数にして合計五十回くらいで御座ったか。──宗茂殿、急所は護られたのは流石さすがで御座るな」

　誾ぎんは膝ひざから崩れ落ちそうになる。

　……む、宗茂様が目覚められたら不幸な記き憶おくを消して差し上げねば!!

　五十回、という数字を心に刻んだ上で、誾は身み構がまえ直して声をあげる。

「夫の恥ち辱じよくを雪すすぎます……！」

「Ｊｕｄ．、夫婦の関係として見事。父から聞いて御座るぞ。立たち花ばな・誾、──本来ならば立花家けを継ぐだけの実力を持ち、父である立花・道どう雪せつもそのつもりで御座ったと」

　Ｔｅｓテスタメント．、と誾は応じた。

「しかし、聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、家か督とくは婿むこ養よう子しである宗茂様に譲ゆずられます。そしてその通りに歴史再さい現げんがならねば、実際、私が、宗茂の名を二重襲しゆう名めいする筈はずでした」

　言いつつ、誾は、腰横のハードポイントに接続していた双そうの十字剣けんを義ぎ腕わんに構える。一度手首を回して動きを確かく認にんすると、

「宗茂様が、幾いく度ども幾度も私に挑ちよう戦せんしてきましてね。私は、異い国こくの軽そうな男が、立花の名を欲しいだけなのだろうと幾度も追い返しましたが、最後には宗茂様が勝たれました」

　思えば、あの頃の自分は素直ではなかった。不慣れな感情への戸と惑まどいなどから、

「その後も、不意を狙ねらったり、食事に毒を入れたりもしましたが」

「油ゆ断だんのない、充実した夫婦生活で御座るな」

　Ｔｅｓテスタメント．、と誾ぎんは頷うなずいた。

「それらにおいても全て私が負けたので、宗むね茂しげ様を認めることにしたのですが」

　私は面めん倒どうな女ですね、と誾は思う。自分が出来る女だと思っているがゆえに、思いつく全部を上回って貰もらえなければ、彼を認められなかったのだから。ただ、どちらかといえば、彼の場合は、上回ると言うよりも、受け止めてくれていたようで。その居い心地ごこちが良かった。

　……しかし本当に宗茂ウケになってしまうとは……!!

　誾は、両の義ぎ腕わんが持つ二に律りつ空間から、長ちよう砲ほうである〝十字砲火アルカブス・クルス〟を二門もん抜き出す。その上で彼女は眼前の敵に視線を送り、

「──では」

　と言葉を作ったと同時。不意に足あし場ばが揺れた。

　武蔵むさしが動き出したのだ。しかしそれは、推測されていたような前進ではなく、

　……下降している!?

　左右舷げんから、水柱のように武蔵の〝海〟が空に弾はじけていく。

　風と潮しおの匂におい、そして飛沫しぶきの怒ど濤とうが白にも似た音で空に消えていく底。誾はゆっくりと海の谷間から見える月を仰あおぎ、そして月下の逆ぎやつ光こうに立つ女おんな武む者しやを見み据すえる。

　動き出した戦場。その事実を理解して、誾は口を開いた。敵に対し、

「──参まいります」

　告げた言葉と同時に、相手へと砲ほう撃げきを送った。
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　アデーレは、武蔵に接近中のネシンバラが送る指し示じを聞きつつ、号ごう令れいの右手を上げた。

　武蔵の急速降下。その行為の理由は、ネシンバラが教えてくれる。

『サン・マルティンが姿すがたを見せた以上、ここでじっとしてその位置探しをする必要はない。

　ならば前進して追つい撃げき戦を再現するだけだが、二艦かんのサン・マルティンと武ぶ神しん団だんのいる現状では、おちおち重力加速の展開なんてやってられないよね。

　向こう、サン・マルティンも、捕ほ捉そくされて艦数のトリックがバレた以上、今後は積極的な攻こう撃げきに転換だ。だから──』

　落ちる。左右舷げんや艦かん底ていの海を一度捨てるつもりで、

『三百メートル。武蔵にして大体二個分落ちる。それだけ落ちれば、上下差もだけど、発生する乱気流や水が作る霧きりによって敵の武神団やサン・マルティンも手を出して来られない。

　だけど、武蔵はこの際の風を利用して、出来ることが一つある』

　視し界かいでは、跳ね上がる水飛沫の向こうで、接近していた三征西班牙トレス・エスパニアの小型艦が多た摩まの右う舷げんに接せつ舷げんアンカーを打ち込んでいる。武蔵から離れないためではなく、落下で生じる気流に対して艦を転てん覆ぷくされないためだろう。しかし彼らに構わず、アデーレは指示を出した。

「各かく艦かん視認によって連動、総そう艦艦かん首しゆを仰ぎよう角かく十五度。微び速そく後退──！」

「各艦微速後退──！　──以上」

　重さが加わるように、各艦の艦首が空を見るように上がり傾く。だが落下の最中に行われるこの動きは、木の葉のように艦を後ろに滑すべらせる。

　ゆっくりと、しかし確かに武蔵むさしが艦かん尾び側に動く。その感かん触しよくを椅い子すから得たアデーレは指し示じを飛ばした。ネシンバラが言った、落下の風を利用して出来ること。

「全ぜん艦かん、──重力航こう行こうの外がい壁へき展開！」
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　三艦目のサン・マルティン、実質的な一番艦の艦かん橋きよう部ぶで、セグンドはフアナと共に武蔵の挙きよ動どうを見ていた。高度を下げ、その風圧を翼つばさに仕込むように、武蔵が重力航行の外壁展開を行う。空気抵てい抗こうに導かれる外壁部の展開は、艦を大きく揺らすものの高速だ。

　そして持ち上げられる八艦の艦首は、まっすぐに、

「──こちらの主力艦隊を向いているね。ならばこちらも回かい頭とうだ。武蔵と上下にすれ違ったら、その後ろを追おう。そしてそのまま、武蔵を追つい撃げきし、主力艦隊の向こうに武蔵を押し込んで終わりだ。加速した武蔵がこちらの主力艦隊に到達するまでの時間は──」

　Ｔｅｓテスタメント．、と応じたのはフアナだ。彼女は無数の表示枠カデナフイルマを己おのれの仕事場として構築しながら、

「約二百秒です、総そう長ちよう。その後に私達が武蔵を主力艦隊の向こうへ押し込めば勝利です。

　また、こちらの主力艦隊の砲ほう撃げきの有効性が高くなる距離は百四十秒以降、……武蔵が三征西班牙トレス・エスパニア領りよう海かいに入って六十秒後からです。

　それが揚よう陸りく隊の限界時間となりますが、それまでに副長が多摩艦橋を制圧しても勝利です。

　現在、既すでに第二特とく務むには主力艦隊の回かい避ひ軌き道どうとその後の集合座ざ標ひようなど検討して頂いております。そしてこれら全て、──連れん携けいはとれるように管理しております」

「Ｔｅｓ．、もはやこちらの勝利のように聞こえるけど、この場合の武蔵の戦術は？」

　え？　とフアナがセグンドに問い返す。艦橋の皆も同様だ。だが彼らの注目の先にいるセグンドは、じっとテーブル上に表ひよう示じされた戦場の概がい略りやく図ずを見る。

「武蔵は、こちらの主力艦隊の艦をどれか一つ、押さえなければならない。

　だが到着までに艦隊が散開してしまうなら、どうにかして一艦でも足止めすることが必要だ」

「武蔵よりも先行出来て、更さらに艦を足止めするような、そのような戦力が──」

「武蔵には二つある。一つは半はん竜りゆうの第二特務だ。艦に乗り込まれたらかなり厄やつ介かいだね。だけど、彼は旧派カトリツクなので恐らく仕掛けては来ないし、まだ武蔵に到着していない。

　それよりも、先に来るとしたら……」

　瞬しゆん間かん。武蔵を監かん視ししていた索さく敵てきから声が届く。

『武蔵艦上！　中央前艦武蔵むさし野のバウ上にて敵てき影えいあり！』

　それは、

『魔女テクノヘクセンです！　──対たい地ち装そう備びの敵てき第三特とく務むが護ご衛えい隊たい付きで出ます!!』
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　そして武蔵むさしが外がい壁へきを開き、内部の流体経けい路ろを確定させる直前。

　武蔵むさし野のの先せん端たん、長く突き出すバウを滑かつ走そう路ろに、三人の魔女が一いつ直ちよく線せんに夜空へと飛び出した。

　末まつ尾びにナイトを置いた魔女隊は、速度重じゆう視しの術じゆつを持つ二人を先せん導どう役やくに選出したものだ。

　先頭の一人が、乱らん気流を抜けるところまで全力で後ろの二人を引く。

　己おのれの身が作るスリップストリームに後こう続ぞく二人を入れた先頭は、乱気流圏けんを抜けながら、

「ナイさん！　装備落おとしてない!?」

「大だい丈じよう夫ぶ！　Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄ．！」

　と答えるナイトは黒嬢シユヴアルツフローレン装備だ。機殻箒シヤーレベーゼンには一つのカートが付いている。それは、

「ガっちゃんに貰もらってた内燃廃気アウスプツフの賢鉱石オレイ・メタロ、加か速そく砲ほう撃げきの加圧に全部使っちゃうことになるとはなー……。まあ多分、これだけあれば武ぶ神しんの長ちよう銃じゆうと同クラスで、甲かん板ぱん抜く位は出来るか」

　計算によれば三発は撃うてる。接近して垂直に撃ち込む必要はあるが、弾だん丸がんにも貫かん通つう術じゆつ式しきは掛けている。当たれば何とか抜けるだろう。

　と、先行役の魔女二人。同級生と後こう輩はいがこちらに肩かた越ごしの視線をくれた。

「ナルさん、間に合わなかったね！　飛べなくても出しゆつ撃げき前のキスくらいは見たかったなあ！」

「……気合い入れられてもなあ。というかそれやったら死し亡ぼうフラグ？」

　そうかもね、と先頭の同級生が、計算式と検けん算ざんを書き込んだ長い紙を宙に捨てた。

「尻尾しつぽ弾はじける前に退たい避ひするね！　後、任せる!!」

　と、彼女は煙を噴ふく箒ほうきと共にロールを打って離り脱だつした。そして続く後輩が、伸びるような加速でナイトを引いた。箒の末まつ尾びが反はん発ぱつ重力で裂さけて散っていくのを限界まで引き、

「──行って先せん輩ぱい！」

　行く先は真ま正面。敵艦かん隊たいの中央後こう陣じん。そこに、新しん大陸から来た機き鳳ほうの空くう母ぼがある。まだ数機の機鳳が生きている空母は、その離陸準備タキシングを行っている。それは突とつ撃げきする武蔵に対して、正面からの一いち撃げきをカウンターで送るものであり、

「あんなの、武蔵が突撃中に、避けられるわけないから！」

　後輩が告げる。

「そして、あの艦を捉とらえられるようにして下さい！」

　ナイトは応じた。後輩の影から横に飛び出し、空気の壁にバウンドする箒にしがみつき、

「──Ｊｕｄ．！」

　一直線に飛ひ翔しようする背後。既すでに距離が空あいた向こうで、武蔵も加速した。

　アルマダ海かい戦せんの最終段だん階かい。追つい撃げき戦の成立が、遂ついに始まったのだ。
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　風が裂さけ、霧きりが舞う。

　空には月があり、青白い光が全てを照らす下。一人の男と一組の男女が向き合っている。

　ノリキと、バルデス兄妹だ。

　波は濤とうのように霧が波打って散り、しかし兄と妹が鉄球を投げる姿し勢せいに入った。妹はアンダースローの右投げ、兄は左のオーバースローだ。

　兄が問う。

「三球勝負。──こちらは全てそちらにぶつけるつもりで行く。しかし勝敗の代だい償しようとして双そう方ほう何を支払うつもりか？」

　対するノリキが、己おのれの構えを低くして言う。

「勝ったら俺を笑え。俺は笑わん」

「──Ｔｅｓテスタメント．」

　兄、ペドロが頷うなずき、妹が眉まゆを立てた。

「兄あに貴きを笑う時の、五倍は笑ってあげる」

「妹よ、一日それで終える気か。算数の出来ないお前を兄は心配するぞ」

　数学って言おうよ、と言った妹は、兄と同時に投球モーションを深く入れた。兄妹の腰に着いた聖せい術じゆつ符ふの発動器から光の霧が漂う。そして兄の方が、

「──我らが豊後ぶんご水すい軍ぐん、渡わた辺なべ家より、航こう海かいの聖せい者じやセント・エルモに祈り捧ささげます」

　応こたえるように、妹が、身を大きく曲げて引き絞しぼった瞬しゆん間かん。

「──走徒マウス〝導き焰エル・フエゴ〟・迎げい受じゆ」

　二人の距離の中央と手の甲こうや肘ひじ、身体からだの連動する各所に十字型紋もん章しようが展開した。そして、

「風は背に、見るべきは前に、力は肩に、意志は胸に、たとえ天に光無くとも我らの力を思い起こさせ闇やみの中で照らし賜たまえ聖なる炎ほのお」

　ああ、とお互いが頷いた。直後に、

「燃えろ炎……!!」

　両者が全身を解き放つ。投げると言うよりも、己を前に強く一歩張り伸ばす動きは、前に踏んだ足を震しん脚きやくとして鳴めい動どう。全身の十字紋章を弾はじけさせて飛んだ二つの鉄球が炎を噴ふいた。

「行け、魔ま球きゆう！」

　叫びの瞬しゆん間かん。ある現げん象しようが起きた。

　二つの鉄てつ弾だんが、消えたのだ。

　そしてノリキが眉まゆ根ねを詰めたと同時。

「──!!」

　彼の胸前に鉄球がいきなり出現した。

　直ちよく撃げきする。
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　バルデス妹、フローレスは、敵が後ろへ強く吹っ飛んだのを見た。くの字に身を折ったまま、背後のバリケードの木箱を背で砕いて転がった敵に、フローレスは握った腕を振り下ろす。

「ストァ──イク!!　バッタ──ッ、ト!!」

「妹よ、最近巻き舌が上う手まくて兄はお前が六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ人になったのかと思うぞ。あと」

　あと？　とフローレスが問いかける横で、兄が身み構がまえた。投球モーション。その動きを兄が取る意味は何かと言えば、

「──見ろ妹よ、アウトではない」

　敵が起きあがっていた。無む造ぞう作さ、と言える程ほどではないが、頭を振り、肩を回し、ゆっくりと、しかし確かに立ち上がる。

　何な故ぜ、と思う眼前で、敵が作業用ベストの内側に手を入れた。引き抜かれるのは、七十度ほどの角度で曲がった鉄板だ。それを見たフローレスはゆっくりと眉まゆを立て、

「危険場の作業用として、ズボンや靴なんかにもそういうのが仕込んであるわけだ……？」

「解わかっているなら言わなくていい」

　敵が鉄板を捨て、構えを取った。だがそれは、先ほどとは違う構えだ。ほう、と横の兄がつぶやくのも解る。

　左肩を前に出した前傾の半身。重心はどちらかというと、前にした左膝ひざだ。

　被ひ弾だん面積を小さくし、拳こぶしを一いつ直ちよく線せんに前に突き出す構え。

　やる気だ。それが理解出来たので、フローレスは構えた。兄と同じように、しかし上下の違いがあるモーションを取って十字型がたの紋もん章しようを全身の各部に得る。

　その上で、フローレスは敵を視し界かいの中心に捉とらえ、

「燃えろ炎ほのお……!!」
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　ホライゾンは、右う舷げんのノリキがバリケードに再び叩たたき込まれたのを見た。

　舳へ先さきの上に座ざ布ぶ団とんを持ち込んで正せい座ざする彼女は、格かく納のう空間から茶の入った湯ゆ飲のみを出す。

「……人生上う手まく行かないものだと判断出来ます」

「オメエ、その空間に何なん杯ばい分の湯飲みを仕込んでんだ？　ホライゾン」

「それがまた不ふ思し議ぎなことに保温などの効果があるのです。驚きの性能かと判断出来ます」

　と、ホライゾンは後ろ手に、トーリへ湯飲みを取り出して渡す。

「あ、焙ほうじ茶、まさかホライゾン！　愛のラブ回路で俺のマスト好みを察知して……！」

「ほほう、店主様と同じですな。血は争えませんな。店主様の影えい響きよう下かでもありますな」

「く、くそ、この女、意地でも逆らいやがる……！」

　お静かに、とホライゾンは言った。視線の先、砕かれたバリケードの中から、流石さすがにふらつきながらも、しかしノリキが身を起こすのを見る。

「……大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ノリキなら大丈夫だから気にすんな。武蔵むさしで土木関係とかのバイトやってりゃ二桁けたの高さから落ちるなんてしょっちゅうだしな」

「いえ、そういうわけではなく、……勝負を預けて大丈夫なのかと」

「だったら尚なお更さら気にすんなよ」

　トーリが言う理由を、ホライゾンは聞こうとした。だが、黙だまったこちらに対し、馬鹿は、

「あ、あの……、俺が口答えみたいなこと言って怒った？　怒った？　マジアングリー？」

「別に怒りの感情はないと以前も言いましたのでここでは割かつ愛あいします。ともあれ話の続きを」

「何か俺は学生芸人としての自信を失いつつあるような……。ってまあ、何だ、ノリキについてだったら気にするこたねえ。アイツに対して失礼だ」

「失礼、とは？」

　ああ、とトーリが横に座る。彼は脚あしを崩し、頰ほお杖づえついて現場を見る。

「アイツさ、こっち来てさ、ガキの頃から毎日バイトとかしてんのな」

「確かに、記き憶おくによれば、ホライゾンも幾いく度どかそういう光景を見掛けたことが御ご座ざいます」

「だろ？　でまあ、当然のように腕っぷしはそこそこある。が、アイツ一人にアイツの家の生活がかなり掛かってるから、俺達、こういう騒さわぎにゃアイツを誘って来なかったんだよ」

　だけどさ、

「俺が二年になったあたりから、いつもいるようになってな。アイツとしてはいろいろ言い訳考えてるんだろうけど、俺達ゃ解わかってるんだ。一家支える仕事と同等に俺達に付き合おうとしてるヤツに〝大丈夫〟ってのは馬鹿にしてるよな、って。──大丈夫だから来てんだからよ」

　だから、

「見てようぜホライゾン。ここは特等席だぜ」
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　バルデス兄、ペドロは、敵が口から血の混じった唾つばを吐いたのを見る。

　ベストの鉄板を失っていた分、ダメージは確かにあったろう。だが、

「兄あに貴き、気付いてなかったら危なかったね……」

　Ｔｅｓテスタメント．、と答える兄の言葉に噓うそはない。何しろ敵は、

「打だ撃げきの瞬しゆん間かん、一歩を下がるとはな」

　消える魔ま球きゆうが出現するタイミング。それを一発目で憶おぼえて、二発目では、投じられた直後に一歩を下がって間合いを取った。

　しかし、下がって放つ打だ撃げきは前への踏み込みが甘くなる。だからこそ最初から前傾して、下がった姿し勢せいでも前への踏み込みが保てるようにした。

「良い判断。──だけどそんな方法、こっちだって幾いく度ども見てるってね、兄あに貴き」

　その通りだ。今まで、何人の相手と相あい対たいしたことか。

　だからバルデス兄はノリキに告げた。

「今の一投、そちらの構えに合わせて魔ま球きゆうの再出現位置を一メートルほど後ろにした。下がっても直ちよく撃げきしたのはそのせいだ。──無む駄だな努力はしないことだと解わかったか？」

「無駄な努力などない」

　敵が言った。

「結果の有無があり、無をどう思うかが面めん倒どうなだけだ」

　その言葉に、妹がちらりと視線をこちらに送ってきた。

　解っている。

　一発目も、二発目も、完全な直撃ではない。二発目で解ったことだ。

　敵は、拳こぶしを当てに来ている。

　無む論ろん、完全に当てることは出来ていない。何しろ魔球が出現するのは彼の胸前、三十センチ以内の位置の筈はずだ。拳の右腕は伸び切らず、クリーンヒットにはならない。二発目で敵が一歩を下がったのは、腕の伸び切りを得たかったからだろう。

　だが、クリーンヒットではないにしろ、一発目も二発目も拳を当てられている。

　弾はじかれたが、一回目は右の胸に当たった。

　二回目も弾かれたが、右の肩近くに当たった。

　一回目と二回目、鉄球の弾かれる位置差が示す意味は一つ。

　……タイミングを合わされているな。

　ファウルが真後ろに飛ぶならば、それはタイミングが合っている証しよう拠こ。二発目はそれに近い。

　そして敵がこう言った。

「警けい告こくしておく。──消える魔球の仕掛けは解った。次で殴なぐる」

「……兄貴！」

　兄は妹に振り向くことなく構えた。

　相手の術じゆつ式しきは、己おのれの打撃力の強化と、認にん知ちした相手側の術式をも殴るディスペル効果を持っている。つまり魔球のシステムを破り、打つ。敵としては天敵ともいえる存在だ。だが、

「妹よ。──三球勝負に敬けい遠えんは無いぞ？」

　構えを深くすると、応じるように敵も拳を引いた。

　それは、半はん身みから、更さらに前の足を上に上げた、

　……一本足打撃法……！

　前に踏み込んで打つ。そのことを露あらわにした代わりに、最大の打撃力を叩き込む方法だ。一回目と二回目の奉ほう納のうが甘かったのを取り返すつもりだろう。

　見事だ、と兄は思った。もはや地元では向かってくるものもおらず、戦せん闘とうでも相あい対たいを望む者が少なくなったというのに、ここまで全力で向かってくる馬鹿がいるとは。

「妹よ。──応えずして何が球きゆう児じか。お前も全力を尽くすといい。兄もそうするのだから」

　そして二人は、同時に弾だん丸がんを放った。
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　ノリキの踏み込みは、一度軸じく足あしで波打つようなテンポを取った。

　それは鼓こ動どうに似たタイミング、しかし次の瞬しゆん間かんに、

「……!!」

　甲かん板ぱんに地じ響ひびきの震しん脚きやくをぶち込み、ノリキは右の拳こぶしを発はつ射しやした。

　全身を捻ひねり、しかし、膝ひざを曲げて落とした腰を、わずかにかち上げるようにして、

「っ!!」

　高速の踏み込みに対し、残身に入ったバルデス兄妹が叫ぶ。

「遅い……！」

　それは、一つの意味を示していた。

　下がって打つのではない。早ければ、打てるのだ。

　だからというように、解わかっているというように、ノリキが速度を追加した。背後に引く左腕、その肘ひじを背から上へと跳ね上げ、更さらには後ろの軸足としていた右足で床を蹴けり、

「あああ……！」

　踏み込んだ身を強ごう引いんに前へと回した。

　行く。狙ねらいは何もない空間。だが、虚こ空くうを彼の拳が穿うがつ。いつもより捻りを半回転多くし、打だ撃げき力を高めた拳だ。その一打がヒットするのは、

「……ここだ!!」

　硝子ガラスの割れるような音が響ひびき、光の散らばりが彼とバルデス兄妹の間に生まれた。

　次の瞬間、両者の間へと生まれたものがある。

　それは二つの鉄球だ。

　一発は上のライナーを。一発は下からホップするような軌き道どうを描いていた。

　ノリキが殴るのは、重なろうとする二つの内、下からのもの。

　打撃した。
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　……合ごう一いつ点を通して殴るとは見事だ！

　バルデス兄は、自分の投げた弾丸が打者の肩越しにバリケードに叩たたき込まれるのを見た。

　そして妹が投げた球たまが打ち返されたのも、だ。

　全て魔ま球きゆうが破られた結果だ。

　信じられぬ、という思いと重なるように、遂ついに、という思いもある。

　自分達の魔球は、聖せい譜ふにおける〝施ほどこし〟の献けん納のうの応用だ。貧しい者には己おのれの余よ裕ゆうの中から与えられるだけ与えよという通り、二人で同時に敵へと最高の投球を〝施す〟のだ。

　……だが、二発同時の投球では、相手に対して最善の施しにはならない。

　相手が受けられるのは一球ずつだ。両手が塞ふさがるような施しをしてはならないのだから。

　だから、術じゆつ式しきで合成する。術式を掛けた二発の軌き道どうを交こう叉ささせ、二つの弾だん丸がんの軌道と威い力りよくを〝施し〟の一発に合成するのだ。

　兄と妹、タイミングなどを完全に合がつ致ちさせることが可能な二人だからこその術式投球。

　そして、この投球合成は、術式が作る専用の空間で行われる。

　結果として、一発は、最善のものと加工されて交叉点から出現し、行く。

　対しもう一発は、無かったものとして戻される。

「…………」

　兄は、足元を見た。一発目と二発目の二個分、己の投じた筈はずの弾丸が、そこに転がっている。

　最善の一発が、妹の弾丸を主体としているからだ。

　別に、妹を立てているわけではない。昔から、妹のフォローはよくしていた。だが、

　……それゆえ、左肩に違い和わ感かんを生じている。

　妹には言っていない。そんなことを言えば、投げることをやめるかもしれない弱気な妹だ。

　だが今、自分達は敗れた。敵が二発目を上に弾はじいた時点で悪い予感はあったのだ。

　それは、下から上がる妹の弾だん道どうを敵が狙ねらっているということだからだ。

　一発目を食らった時、わざわざ作業服の鉄板を抜いたのも、弾丸の飛ひ翔しよう角度を確かく認にんするためだろう。更さらには建築の現場作業をしているならば、

　……背後の街を直す際、我々の弾丸を受けた家屋を研究していたか！

　見事な敵だ、と兄は思った。間違いなく、自分達を狙って出てきた。だから思う。もし自分達が勝っても笑うことは出来なかったろう、と。

　そして今、妹へと、ピッチャー返しの弾丸が向かっている。

　呆ぼう然ぜんとした妹を突き飛ばせば、彼女は無事だ。だが、

「──！」

　兄は動いた。
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　ホライゾンは、結果を見た。

「──ノリキ様の負けですね」

　視線の先、バルデス兄が、勝負を決めていた。

　彼は、ノリキの打ち返しを己おのれの左手で止めていた。その結果は、トーリも呟つぶやく通りに、

「ライナーキャッチでアウト。だが──」

「兄あに貴き！　左手……！」

　彼の利き腕。投球に用いる左腕の先で、血が零こぼれていた。素す手でで鉄球を取ったことで、爪つめが弾はじけるように数枚剝はがれたのだ。

　く、と声をあげる兄は、しかし口の端はを強ごう引いんに持ち上げた。手の弾だん丸がんを掲かかげ、

「我らが魔ま球きゆうの勝利……！」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とノリキがつぶやいた。そしてバルデス兄は、風に汗を散らして多た摩まを見た。

「隆たか包かね主しゆ将しよう！　──我々はここまでのようです！」

　バルデス兄妹の艦かんが、武蔵むさしに打ち込んでいた固定用のアンカーを強ごう引いんに引き抜いた。

　既すでに武蔵の速度は上がり、小型艦ではいつ吹き飛ばされるか、という状態だ。バルデス兄妹の艦だけではなく、他の艦もアンカーを外し、

「これより砲ほう撃げき班は武蔵の追つい撃げき任務に入ります！　主将達は、良い実戦を！」

　離れる。そして大気の壁に波打ち、一気に離れていく小型艦に対し、眼がん下かのノリキが片手を上げた。彼の右手、その手てつ甲こうの下からも、やはり血が下っている。彼は、バルデスの掲げた左手を血の右手で指さし、

「今からだったら、次の国体オリンピツクには間に合うだろう」

　バルデス兄は頷うなずき、そして遠ざかりながら、こう言った。

「──日刊瓦かわら版ばんのスポーツ面を、待っているといい」
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「砲撃援えん護ごが無くなったぞ？　いいのか？　うちの暴走魔女テクノヘクセンも一人飛んでいったしな」

　商人の言葉に、隆包は首を横に振った。前、行く先に見える艦かん橋きようは、

「そっちこそ、あと三百メートル、距離がねえぞ？」

「別に、貴き様さまを倒せば、距離など何も関係ない。──金にもならん話だ」

「じゃ、戦うの、やめるか？」

　いや、と商人が首を横に振った。

「ここで武蔵が勝てば、それは武蔵にとって商機だ。大罪武装ロイズモイ・オプロの回かい収しゆうある限り、私の元には金が流れ込んでくる。いい時代に会計になったものだな」

「……艦は破は損そんして、人も負ふ傷しようを免まぬがれてねえってのにか？」

「それは金とは関係ないことだ。艦の破損も、人の負傷も、作戦や行動、状況によって発生するもので、言い換えれば状況次第では発生しない。しかし、──闘とう争そうの状況では、金は常に私に流れ込んでくる。そう、私は金が好きだ。素す晴ばらしい」

「守しゆ銭せん奴どかよ？」

　問いかけに、商人が両の手を下げて口を開いた。そして彼は無表情に、

「勘かん違ちがいをするな。金で一番面白いのは、──使うことだ」

　言葉と共に、商人の左右の手から何かが飛んだ。

　反はん射しや的な動きで、隆たか包かねが長ちよう尺じやくバットを両手で持ち、受ける。

　硬い音二つを跳ねて地面へと転がったものは、二枚の、

「……十円硬こう貨かか？　ケチくせえな」

「私は一円でいいと言ったのだが、ハイディに〝店の格が落ちる〟と仕切られてな」

「すげえ格の保ち方だ」

　そういうな、と商人がまた弾はじく。狙ねらいは上と下。隆包の首と足だが、

「甘あめえって」

　長尺バットが縦たてに回って音を立てる。返った硬貨二枚は、やはり彼の足下に落ち、

「俺の防ぼう御ぎよ術じゆつは、どんなもんだって逃がさねえ。俺の眼前に落として転がす。

　一応これは攻こう撃げきでも同じでな。絶対的なスクイズ役、──それが副長としての俺だ」

「損の好きな男か。理解しがたい存在だ」

　そう言うな、と隆包が前に出た。対する商人が硬貨を二枚弾くが、

「そんな指し弾だんじゃ効かね──」

　走る言葉が、二発の轟ごう音おんで止まった。
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「!?」

　隆包は、足を止めて腰を落とした。

　……何だ今の打だ撃げき……？

　目の前に転がっているのは十円硬貨二枚だ。しかし、見れば長尺バットの表面からは白い煙が上がっている。打撃の擦さつ過かによる摩ま擦さつ熱で生じたものだ。

「……魔女テクノヘクセンみてえに、硬貨に加速術じゆつ式しきでも掛けたか？」

「魔術テクノマギは比較的効率のいい術式体系だが、──金の魔ま力りよくには敵わんな」

　目の前で、商人が拝おがむように手を合わせた。快音を響ひびかせてから、商人は、

「見せてやろう」

　手て揉もみして、軽くスナップした上で両の手を左右に広げた。両手、その間に展開されるのは、まるで本のような密度で重なる表示枠サインフレームの、

「この戦場に出場した学生全員の契けい約やく書しよだ。その内容は……」

　商人の視線が、こちらを見る。

「給与の十分の一を私が支払う代わりに、戦せん闘とうで使用する攻撃力の十分の一を私に供きよう与よする。

　その上で、私はその力を、商人の分配術じゆつ式しきで硬こう貨か指し弾だん全てに分割する。幾いくつも術式や神の仲ちゆう介かいを行うので、威い力りよくは五十分の一程度にはなるだろうが……」

　だが、と商人はサイドテール側面の蓋ふたを開け、中から小振りの壺つぼを取りだした。左脇わきに抱えると、彼は右の手を壺の中に手首まで深く突っ込み、

「これは内部が拡大空間化された金庫でな。考え事をする時など、手を突っ込んで貨か幣へいの海を泳がせていると非常に頭がスッキリする。

　だが、現状においていえば、……私にとっては分配攻こう撃げき力の弾だん丸がん倉庫だ」

　身み構がまえたこちらに対し、商人は壺の中の手を打ち払うように振った。

　十数枚の貨か幣へいを、しかし彼は高速に飛ばし、

「聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、極きよく東とうでは厄やく落おとしとして金を外に投げ払う風習があったそうだな。

　そして太たい古こ、亡ぼう霊れいなどのことを〝鬼おに〟と言ったそうだが、──食らってみるか鬼落とし」

「鬼と呼ばれて喜ばねえ男はいねえよ！」

　隆たか包かねは長ちよう尺じやくバットを振り、商人の弾丸を快音と共に連続で払い落とし始めた。床面に、硬い音と硬貨の光を連続で跳ね上げさせながら、彼はそれでもじわりと前に出て、

「ここは外洋、極東の空じゃあねえ！　──鬼のいる外の世界だぜ!!」
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　戦場に、絵が描かれていた。

　それは手描きの、やや荒くも見える筆ひつ跡せきによるもの。

　描かれる題材は多種多様で、描くキャンバスは戦場だった。

　空中であろうと床であろうと、不意に筆跡が走り出し、何かを描いていく。それは川であったり、太陽であったり、森であったり、また壁であり、石いし畳だたみの地面でもある。

　だが描く者は、絵の中にいない。描き手がいるのは、絵を描く場所を俯ふ瞰かん出来る位置。多た摩ま右う舷げん後部に揚よう陸りくした三征西班牙トレス・エスパニア小型艦かん群ぐんの前だ。

　長大な絵え筆ふでを持ち、また、羽に似た翼つばさを横に立てているのは、ベラスケスだ。

　背後の小型艦の群。その警けい護ごは彼の仕事だ。時たまこちらへと近づいてくる武蔵むさしの迎げい撃げき隊がいるが、そのたびにベラスケスは筆を手にして、

「夜だと色作り間違えやすいから来るんじゃねえよ」

　と、堺さかいの企き業ぎよう体である〝堺さかい屋や〟製の筆を振る。強化美術品である筆は、ちゃんと遠えん近きん法に対応した高級品だ。画が風ふうも含めて筆に憶おぼえさせ、確実に表現することが必ひつ須すとなるが、それが出来た場合は、

「絵が実物の機能を持つ」

　今も、やってきた防ぼう御ぎよ隊の足下に池を描くと、小隊の八人が水飛沫しぶきを上げて落ちた。

　いずれ仲間達がこちらに戻ってきたり、また、脱出しようとした場合、自分が橋やネットを描いて拾うことになるだろう。滑すべり台で拾って恥ずかしい退たい避ひをさせるのも面白い。

　美術家にして後ご詰づめ。自分はそういう役目だ。持ってきた聖譜顕装テスタメンタ・アルマは三征西班牙の暫ざん定てい国こつ境きようを越えたら発動するが、しかし率そつ先せんして戦おうとは思わない。

　……昔からそうだしなあ。

　二十五年前、レパントの戦争に駆かり出されたが、戦うより絵を描く方が好きだった。

　あの現場には、劇作家として後に名をなすロペ・デ・ベガや、小説家として大成するセルバンテスがいて、そんな不良部隊の面々は、

　……大たい将しよう達と楽しく毎晩酒飲んで騒さわいで、

「俺達将来ビッグになるんだって、他の連れん中ちゆう共々語り合っていたっけな」

　大半がいなくなったと嘆なげくべきか、俺達はまだ生きてると笑うべきか。

　今、ロペやセルバンテスも含みで、

「大将と俺と、……現役どれくらいいるんだろうかな」

　隆たか包かねや房栄フサエも、死んではいるが一応は現役か。

　他のほとんどは、若い連中ばかりだ。自分が長ちよう寿じゆ族ぞくであるせいか、尚なお更さらそう感じるし、彼らを助けてやらなきゃあいけねえと、そうも思う。

　いろいろやることが多いぜ、と一人ごちる彼は、遠く、多た摩ま中央の方で起きた轟ごう音おんを聞いた。

　誰だれかが激げき突とつを始めたのだ。恐らくは、武蔵むさしの主力と。

「ったく……」

　ベラスケスはつぶやいた。

「密度濃く生きろよ、お前ら」
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　夜の中を、黒の色が飛ひ翔しようしていく。月光を浴びて青黒く加速するのは一人の魔女テクノヘクセンだ。

　マルゴット・ナイト。強化機殻フエアシユテルケンシヤーレの箒ほうきを爆ばく装そうにした彼女は、一直線に正面の敵てき艦かん群に向かう。

　既すでに、位置は三征西班牙トレス・エスパニアの暫ざん定てい国こつ境きようを越えた状態だ。

　正面からは散発的な対空砲ほう火かが来ているが、相そう対たい速度と距離によって小型のこちらを完全に捕ほ捉そく出来ていない。砲は大体が武ぶ神しんや対たい艦かん用であり、魔女のような小型物を追い切れるほど動きが機き敏びんでもないのだ。対空手段として、流体砲ほうによる範はん囲い術じゆつもあるが、

「……対抗術じゆつ式しきだったら黒魔女の減げん衰すい術が充実してるし、流体砲の感かん知ち術式もあるしね」

　魔術テクノマギには、Tsirhcツアーク 系けい教きよう譜ふによる迫はく害がいに対して構築された対たい抗こう術式が多い。魔術の修得の際、白と黒に分かれる以前、共通魔術の初歩段階からそれは含まれる。

　これは魔術の〝呪のろい〟が、自分に影えい響きようを与えないようにするための修得でもあるのだが、

「まさか実戦で役に立つとは、ナイちゃん思わなかったなあ」

　現在、右の目に重ねるように、小さなスピードメーター型の魔術陣マギノフイグーアを展開している。

　それは遠くの艦かん隊たいからの砲ほう撃げき弾だん道どう予測や、流体砲の軌き道どう、内容などを示す感知系けい魔術だ。

　共通魔術の一つ『嫌われ者への焦こがれ糸』。サイズ的に正面視し界かいしか確保出来ないのが難点だが、艦隊が前方に布ふ陣じんしている今なら、廃気アウスプツフ量も少ないこの術式が有用だ。

　と、不意に『嫌われ者の焦がれ糸』が赤の文字を示した。

　正面に、巨大な流体反応がある。サイズは武神級だが、流体の反応量が、

　……クラーケン級って、これ……。

　思った瞬しゆん間かん。左上の空を突き抜けていったものがある。

　それは流体によって作られた草原と道。どこか懐なつかしいような風景と、

「──道みち征ゆき白びやつ虎こ!?」
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　女性型の武神の肩上で、房栄フサエは夜風に髪かみを搔かき上げた。

　走る道征き白虎が、内部OSによって夜の空に麦の原と道を造る。

　そして幾いくつもの表示枠カデナフイルマが展開して造ぞう形けい構築を処理するのを、房栄は笑えみで見て、

「優秀ね、白虎。……製作した人達は、どんな人達だったのかしら。部品は分解整備出来ても、自じ動どう人形みたいな自己改良型のOSは手が出せないもんね、と」

　人工頭ず脳のう部分は自動人形をベースとしたものらしく、自己判断や推すい測そく行動なども可能な半自じ律りつ型の武ぶ神しんだ。だからこちらは方針を与えればいいだけの、機械生物のようなものだ。

　よしよし、と房栄フサエは白びやつ虎この頭を軽く撫なでる。

　そして彼女は、一いつ瞬しゆんだけ左下の空を見た。そこを高速で後ろに抜けていく黒風を確かく認にんし、

「魔女テクノヘクセンね。──前に部員ぶっ飛ばされたお返ししたいけど、タカさん達心配だしね、と。

　駆かけつけるのは限界時間ぎりぎりだけど、タカさん、離脱と占せん領りようのどっちだろ」

　つぶやきに応じるように、表示枠カデナフイルマが出た。

『迎げい撃げきはこっちで出来ますから！　主しゆ将しよう達のフォローを御お願ねがいします！』

　Ｔｅｓテス．Ｔｅｓ．、と応える房栄は、部員達が送ってきた艦かん隊たいの運うん航こう図の補正をする。帰ってくる皆の分のスペースを空あけておかないと駄だ目めよと、サインに小さな似顔絵つけてから送付だ。

　そして彼女は、道みち征ゆき白虎の肩に手を乗せ、前を見た。

　正面。月光を浴びた武蔵むさしがある。

　無事ではない。幾いく度どとない攻こう撃げきを与えているため、煙を上げる艦体の内部フレームは破は損そんし、偏かたよりが出ているだろう。

　その証しよう拠こに、先頭の浅あさ草くさと品しな川がわは、艦かん首しゆ側が時とき折おり波に当たったように揺れている。内部フレームの歪ゆがみが定期震しん動どうを生んでいるのだ。この距離から見て揺れが解わかるのだから、内部では数メートルの上下運動をしているだろう。

　……こんな無理な操そう艦かん、長く続けられるもんじゃないわよね、と。

　操艦が出来ても、艦のダメージは消えない。航こう行こうによる震動や歪みで、ダメージは累るい積せきされる。それが酷ひどくなれば自じ壊かいしてしまう。

　だから、短時間での勝負に来ている。そういうことだ。

　……短い時間だけど、どんな無理なことでもやってくる筈はず。

　死に物狂いと、そう言っていいだろう。

「でもまあ、それでもよくここまでやるもんだわ、と」

　重力航こう行こうも、恐らくあと二度が限度だろう。展開する外壁がどの艦も震動している。使用するならば、恐らくは危険時の逃とう走そう用ではないかと思うが、それは展開外壁の破損と引き替えになるだろう。更さらには、

　……サン・マルティンが背後から追っているわけで。

　今も聞こえる砲ほう撃げき音は、武蔵むさし野の背後から追う二艦が低速砲ほう弾だんを撃うち込んでいる音ね色いろだ。

　それを凌しのいでここまで戦局を引っ張ってきた武蔵に対し、房栄は、武蔵を見る自分の眉まゆ根ねが詰まっているのを悟さとる。そして改めて思うのは、武蔵の必死さと連帯感の理由だ。

「何かしらね、と。……国とか、そんなもんじゃないわよね」

　教きよう導どう院いん、という言い方も、合っているようで違う。部活も違う。何だろう。この、武蔵に感じる必死さと連帯感は。自分達にもあるような気がするが、武蔵むさしほど明確ではない気もする。

　……何かしら……。

　思いながら、武蔵に房栄フサエと道みち征ゆき白びやつ虎こは近づいていく。

「道征き白虎、──右う舷げん二番艦かん上空から武蔵に乗り込むわ。タカさん達の後あと詰づめ行くわよ」

　だから、と房栄は道征き白虎に坂を駆かけ上らせる。前方、いずれ眼がん下かとなる遠くには、戦火の都市と見まごう巨大な艦かん影えいがある。だが行くべきは一つ。自分の大事な人のいる場所だ。

「最後のシメを、──取りに行くわよ道征き白虎！」
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　武蔵の甲かん板ぱん上や空で戦せん闘とうが続けられ、音と震しん動どうが響ひびき続けている。

　だが、それらの震えに覆おおわれた艦かん内ない。薄暗く広い空間に、一体の巨人が入ってきた。朱しゆ色いろの装そう甲こう服ふく、肩に右義ぎ腕わんの直なお政まさを乗せているのは、地じ摺ずり朱雀すざくだ。

　砲ほう撃げきの音や震動を背後に、地摺朱雀を早足で進ませる直政が告げる。

「大ひろ！　朱雀の装備を出せ！　向こう、道征き白虎が出たって話が来てるんだよ！」

「ああ？　だったら早くこっちの伽藍ハンガーに！　さっき性能証明プルーフとれたから、装備固めて出て貰もらうよ！　こっちも一週間近く寝てないんだからいい結果だして貰うからね！」

　言ってることが無む茶ちや苦く茶ちやさね、と苦く笑しようしつつ、直政は内部に武ぶ神しんの歩を進ませる。

　左右の薄暗い中には、鉄で組まれた伽藍がある。武神の待たい機き場だ。既すでに全ての武神は出ており、整備員が燃料や装甲の補充のために待っている。

　その一番奥に、白はく衣いの小こ柄がらな姿すがたが手を振って待っている。

　近づいていくと、彼女、三み科しな・大は防音用のイヤーセットをつけ、

「軽く調整行うけど、いいね？」

「お前のそういう、急ぎまくるクセに最終確かく認にんは怠おこたらないとこは悪くないさね」

　あはは、と清しん武たけ田だ・覚かぐ羅ら教きよう導どう院いんの制服姿は結ゆい髪がみを回して背を向ける。

「まあ、泰たい造ぞう爺じいちゃんの教えだからね。でも、マサ先せん輩ぱい、その地摺朱雀って……」

　口くち籠ごもるような声に、直政が吐と息いきする。周囲の者達がこちらを気にしていないのを確認して、

「……ま、補修で内部まで見たなら、大体解わかったろうさ。あたしが地摺朱雀を他人にあまり預けない理由がね。──今後はそんなこと言ってる余よ裕ゆうもないから、お前にゃ預けるけどさ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、大事に扱うことにするよ。正直、いじっててよく解らないことも多くてね」

「そうなのかい？」

　Ｊｕｄ．、と大が頷うなずき、伽藍の駆く動どう器を回す。鈍い音がして伽藍が開く前に立ち、

「部品搔かき集めの手作り品だから、完成品として販売されてる武神とは違うとこばかりになってるんだよ。マニュアルが無いし、基本部分は共通式だけど、それ以外の部分でよく解らないことになってる。──一度、IZUMOで精査したいけど」

「それより先に実じつ践せんさね。──出来てんだろうね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、調整の際、軽く仮か想そう状態で体験して貰もらうから。覚かく悟ごしてね」

　大ひろは、一つ大欠伸あくびをしながら、こう言った。

「一いち撃げきくらいだったら、白びやつ虎こにぶち込めると思うよ」
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　武蔵むさしは、夜の空を行きながら、砲ほう撃げきを受けていた。

　後部からはサン・マルティンが追ってくる。そして武ぶ神しん団だんも追いすがり、砲撃を行ってくる。

　当初、防ぼう御ぎよ隊は艦かん上じよう戦せん闘とうが行われている右う舷げん多た摩まへと集中しようとしたが、武神団が左さ舷げん側に展開、サン・マルティンも左舷方向へと攻こう撃げきを集中し始めたために動けなくなった。

　それを確かく認にんしたアデーレは、

「武蔵むさし野のの防御隊の中ちゆう盤ばんより後ろを多摩へ！　それ以外は総員、現場で御お願ねがいします！」

　指し揮きを飛ばし、アデーレは今後の流れと対策を考える。

　……武蔵が敵の主力艦かん隊たいに突入するまで、あと二分ほど……！

　だがその前に暫ざん定てい国こつ境きようを割る。ネシンバラの予測では、その一分後に敵主力艦隊の有効射しや程てい距離に入るため、多摩上部にいる三征西班牙トレス・エスパニアの揚よう陸りく隊が離脱するだろうとのことだった。

　……だけど代わりに、三征西班牙主しゆ力りよく艦隊からの砲撃が来るわけですね。

　近距離になれば砲撃の密度も上がる。それはどういうことかと一言で言えば、

「危険度が上がり、勝率が下がる……」

　……だったら、勝機の確率を上げるには、どうしたらいいんでしょうか……。

　考えていると、ふと、外の暗さが気になった。夜だから暗いのは当たり前だ。遠く、三征西班牙の砲ほう火かがよく解わかるくらいには暗い。だが、それが気になったのは何な故ぜかを考え、

「あ」

　気付いた。だから、

「──〝武蔵野〟さん！」

　身を起こし、アデーレは横の〝武蔵野〟に言葉を放った。

「艦の清せい掃そうを行って下さい！　聖せい術じゆつ符ふのチャフが、無くなってきているんです！」
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　言われて、〝武蔵野〟は他の自じ動どう人形達と一いつ斉せいに外を見た。

　……確かに！

　個別の自己閉へい鎖さ状態であったため、外がい界かいに対する判断が鈍っていた。

　現在見る限り、空中で気流によってまとわりついていた聖術符の大部分は消え、残っているのは艦の表面に張り付き、または引っかかっているものばかりだ。

　あれらを払ってしまえば、自じ動どう人形の共通記き憶おくが使えるようになる。そうなれば各かく艦かんの連動も、制せい御ぎよも随ずい分ぶんと楽になる。

　しかし、〝武蔵むさし野の〟は首を横に振った。

「いえ、無理です。──以上」

　こちらの断言に、アデーレが眉まゆを下げた顔をする。それを、残念というものだと統計的に理解した〝武蔵野〟は頭を下げ、

「申もうし訳わけ御ご座ざいません。しかし、今の状況で掃そう除じに人員を回すと、運うん航こうに支し障しようを来します。それは武蔵が危険な状態になるものと判断出来ます。──以上」

　そうですかー、とアデーレが頭を搔かくのを〝武蔵野〟は見た。自分達を使おうとする人に対し、不ふ甲が斐いないと〝武蔵野〟は己おのれを判断する。

　と、その時だ。不意に後ろから声がした。艦かん橋きようへのドアを開けて入ってくるのは、

「ならば〝武蔵野〟、回す人員が行っている処理を、誰だれかが代行出来ればいいのですね？　それならば問題なく、チャフの除去が行えると。──以上」

　自動人形の言葉。己よりも上位に存在する武蔵内唯ゆい一いつの自動人形は、

「〝武蔵〟様。……今の御発言、意い図とを説明して頂けませんでしょうか。──以上」

　横のアデーレも振り向く。彼女は後部ドアを開けて入ってきた〝武蔵〟に視線を送り、

「自動人形さん達が行っていることを代行って、それは……、何を誰が代行するんです？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、外部から確保している外部情報の処理です。

　現在、共通記憶が使えないために各艦の担当が個人の記憶と判断に基づき、伝達や手作業で意見交換の上、検けん分ぶんしてこちらにそれを送っていますが、その行為を、──Ｊｕｄ．、ぶっちゃけベスト状態の私達を遙かに凌りよう駕がする速度と的確性で行える方がおられます。それが……」

　と、〝武蔵〟が一歩を横にずれ、その人を示した。

「向むか井い・鈴すず様です。──以上」
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　艦橋内に来たものの、鈴は、何をしたらいいのかよく解わかっていなかった。

　周囲で自動人形達が忙せわしく動いており、自分はじっとしてていいかと思うが、背後から、

「Ｊｕｄ．、──鈴様、鈴様の感かん知ちシステムであるIZUMO製〝音おと鳴なりさん〟に、外部からの情報を接続します。音おん響きよう、重力、熱源系けいなど含めたもので、こちらで拡大の上、基本は音響として、なるべくノイズを消しております。……少々試して頂けますか？　──以上」

　ん、と頷うなずいた鈴は、横のアデーレが会え釈しやくを送ってくるのを感じる。

　……どうなんだろ。

　自分は、目が見えない。だが対物感知器である〝音鳴りさん〟を使わなくても、ある程度の周囲を知覚出来る。それは音や風、匂においや熱というもので、

　……でも、誰だれでも、解わかること、だよね？

　だけど、〝武蔵むさし〟はこう言った。

「先のサン・マルティンですが、鈴すず様は最初から三艦かん目の存在に気付いておられました。

　お話を伺ったところ、一艦目、二艦目の存在や位置にも大体気付いておられてまして。

　ただ、それがあまりにも当然であったこと、私どもの作戦や対処などを知らなかったため、御自分以外の皆様も知っていると、そう思われていたのです。──以上」

「あの、鈴さん？　今もサン・マルティンの位置、聞こえますか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と鈴は頷うなずいた。砲ほう撃げきの音が近づいてくるが、その元の場所は、

「こっちと、……この、あたり？　うん。遠い、と、よく、解っない、けど、ん」

　手で頭の後ろあたりを示す。砲撃音が大きいため、解りやすいと思う。音が鳴るたび、武蔵の艦かん全体だけではなく、周囲を飛んでいる武ぶ神しんやサン・マルティンの形も解るからだ。

　と、〝武蔵むさし野の〟が何な故ぜか一歩下がった。

「私どもは反はん響きようする音など、全部精査してから結論を出すため、……即そく座ざに答えを出せません。優先順位と見当という、推すい測そく方針の差かと判断出来ます。──以上」

　Ｊｕｄ．、と〝武蔵〟が細い紐ひものようなものを取り出す音が聞こえた。

「Ｊｕｄ．、鈴様、これから有ゆう線せん接続致します。そして正面、武蔵の概がい要よう図ずをお持ち致しました。それを基準に、感じられたものの位置など、手で示して頂けますでしょうか。

　そうすれば私共がそこに表ひよう示じをしていき、戦場の構図などを描き出しますので。──以上」

　Ｊｕｄ．、と頷いて、鈴は頭を左に傾けた。〝音おと鳴なりさん〟の接続端たん子しを武蔵に向ける。

　少し堅い音がして、鈴は接続の重さを感じ、顔を戻し、

「──!?」
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　アデーレは、横の鈴がいきなり顔に両手を挙げ、身を震わせたのを見た。

　近くにあった椅い子すが倒れて、しかしそれでも鈴は身を爪つま先さき立てて、

「わ」

　震え、顔を覆おおっていた手で、己おのれの形を確かめるように身体からだを触れていき、

「ぁああ……!!」
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　鈴は、空に広がった。

　突然得たのは、自分が足の着かない場所にいるような感覚。そして次に知覚したのは、前方をどこまでも広がる海と空だ。だがすぐに、己の下方を中心に海が全域を囲み、

　……落ち……！

　思わず一歩を下がると、背後に柔らかい感かん触しよくがあった。

「え？　あ、な、せ、清せい楚そなクッション？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、鈴すず様、〝武蔵むさし〟です。現在、私が支えておりますので御安心下さい。一応、鈴様の神経系けいをスキャンさせて頂いておりますが、鈴様は全方位を知覚出来るのですね。──以上」

　言われる意味が解わからない。だって、

「身体からだ……、どこも、触れ、れるよ？　音も」

　全身のどこでも、何かに触れれば感じることが出来る。熱もそうだ。音だってそう。歩いていれば、空気の動きは背や頭にだって得るし、足裏には土の感触もある。日の光や身体が作る影の涼しさに、地面の湿った冷え方など、身体のどこにでも当たるものではないか。

　そしてどこからだって音は響ひびいて来る。なのにどうして、

「みな、ちがう、の？　そうじゃない、よね？　だって……、わわ、たし、目、見えなく、て……、足りないっ、から、だから」

　だから、

「みなより、……かんじて、ないよね？」

「あ、あの、鈴さん!?」

　アデーレの声が、空の左の方から聞こえる。向こうからはこちらを解っているのだろう。だから首を傾かしげると、アデーレの声が、

「み、皆も鈴さんと同じようなものを感じてるんですけどね？　え、ええと、……鈴さんの感じ方が綺き麗れいなんですよ！　皆、ヨゴレ系けいなんで！　心曇くもってますんで!!」

　言われる意味はよく解らないが、自分の感じ方が有用なのだろう。ならば、とも思うが、今のアデーレの言い方がおかしくて、鈴は小さく笑う。

「ひど」

「ああいえいえいえ、そのくらいが丁ちよう度どいいんで！　で、ええと鈴さん、──御お願ねがいします」

　ん、と鈴は応えた。

　何だろう、今、この、心の中にあるものは。ひょっとしたら、今、自分は、本当の意味で、自分自身の力を必要とされている。それは代役が出来れば入れ替わるものかも知れないが、

　……そういう力があったということは、信じていいよね。

　大事なのは力の大小ではなく、あるかどうかだ。だから、

「あのね」

　鈴は、虚こ空くうから始まる広大な世界に身を向け、そこにいる皆に対して、こう言った。

「ありがと」
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　鈴が艦かん橋きようの手伝いをする間、わずかな間が生まれる。既すでに自じ動どう人形達はチャフの除去などに入っているが、だからこそ、鈴すず用のシフトが完了するまでに隙すきが生じるのだ。

「だから、少しでも敵の砲ほう撃げきを削けずらないといけないわけですね」

　と、浅あさ間まは高たか尾おの右う舷げん前側から、三征西班牙トレス・エスパニアの艦かん隊たい北側を見ていた。

　既すでに梅うめ椿つばきは展開を終え、彼女は残ざん身しん中だ。

　矢は放っている。西の夜空に飛んでいくのは二重式の大型矢だ。一つが効果用。その上に接続されているのが障しよう壁へき突とつ破ぱ用という違う役割の二重矢だ。それは重く、飛距離が無いが、

「……何のための神しん道とう術じゆつ式しきですか！」

　ハナミと共に、浅間は緑の瞳ひとみに力を込めて矢の行き先を見た。そして、加速した矢は、

「会いました！」

　頷うなずきに重ねるように、西の夜空、そこにいる西班牙主力艦隊の一艦から破は砕さい音が響ひびき渡った。

　二重矢が直ちよく撃げきし、その周囲に張っている防ぼう御ぎよの術式が砕かれたのだ。
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　狭い、屋根の低い部屋がある。三方を窓に囲まれ、両外にブリッジを持った艦かん橋きようは、止めぬままの砲撃に揺れる三征西班牙主力艦隊十二番艦の艦橋だ。

　窓まど際ぎわに通つう神しんや管かん制せいの設備を並べた八畳じようほどの艦橋内において、艦かん長ちようの腕わん章しようをつけた男は、先ほど前方の空中に炸さく裂れつした流体光こうの原因を問うていた。

「──今の砲撃は何だ!?　武蔵むさしに、ここまでの精度で届く砲があるのか!?」

「Ｔｅｓテスタメント．！　武蔵の砲撃巫女みこです！　艦周囲の防御術式、一部瞬しゆん間かん的に減げん衰すい消しよう滅めつさせられました。二重矢や杭ぐいで、下段の障壁貫かん通つう系けいの術式が効果したものかと」

「上段の矢の効果は何だ!?　火災術式などではないだろうな!?」

「Ｔｅｓ．。感かん知ちによれば艦の防火術式などに反応無し。──爆砕や火災の恐れありません！」

　では何だ、と艦長共々、皆が首を傾かしげた時だった。艦の防御術式を一いつ瞬しゆんでも減衰消去されたせいか、艦内部には警けい報ほうが鳴り始めた。

　各部の掲けい示じ板ばんや通神盤ばんの表層に十字をつけた警けい告こくマークが点滅する。

　艦長は一ひと息いきを吐ついて、警報を消す指し示じを航こう海かい士しに送り、

「警けい告こく、ということか？　それとも本気で撃うって警告レベルに過ぎないか？　──噂の砲撃巫女もさほどでもないな。向こう、あの巫女の神社のアドレス調べて通つう神しん文を送ってやれ、〝警告、感謝する〟と。──そして砲撃は続行だ」

　皆が苦く笑しようした。が、その中で、窓の外、下に落ちた杭を見ていた管制官が、

「あれ？　……あの杭、内部が中空なんですが。それも分離構造で……」

　何だ？　と皆がそちらを気にする。

「中身が空？　爆砕術式の入れ忘れでもしたのか？」

「窓だとヤバいと思ったけど……、あれなら、窓に掛けられた防ぼう護ごで何とかなったかもな」

　ははは、と皆が笑った。その笑いに重なるように、

「ははは！　大事が無くて良かったね皆！」

　皆の中央に、ピンクの全ぜん裸らが立っていた。
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　え？　と突とつ然ぜんの事態に何も言えずにいる皆の中央。全裸は、通気口から漏もれ入るガス状の己おのれの身体からだの残り分を引き寄せた。その上で、彼は片手をあげ、白い歯を見せ、

「グッドイブニング！　怪あやしい者ではありません！　淫いん靡びな精せい霊れいインキュバスの伊い藤とう・健けん児じと申します！　本日は友好のために貴き艦かんへとやって参まいりました！」

「……あの、さっきの杭くいは……」

「はい！　ちょっと友人と一緒にキツめに詰めていただきまして！　ええ！　じゃあ──、友好の儀ぎ式しきと参りましょう！」

　いきなり、イトケンはガスへと身を戻した。慌あわてた航こう海かい士しが、

「友好の儀式というと──」

「はは！　僕はインキュバスだよ!?　──精気の吸い合いに決まっているじゃないか！」

　その言葉に、皆がお互いの顔を見合わせてから、わあ、とドアに殺さつ到とうしたり、壁にある聖せい水すいスプリンクラーのスイッチを作動させようとした。

　だが、ドアに触れた者も、スイッチに触れた者も、

「……ぬ？」

　ドアの鍵かぎ穴あなや、スプリンクラーのスイッチが、粘ねん質しつなもので埋まっている。

　動かない。代わりというように、粘質なものが喋しやべった。

『ふむ、折せつ角かくの友好特とく使しだというのに出て行こうとは無ぶ粋すいな話であるな！　なあに、友好のためにこのネンジ、一ひと肌はだ脱ごうではないか！』
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　浅あさ間まは、傍かたわらの表示枠サインフレームから聞こえる声に、肩を落とした。

『さあ皆！　イトケンのお兄にいさんと一緒に！　インキュバス体たい操そうはじめえ──。ハイ！　ワン・ツー、ワン・ツー、隣となりの人と一緒にハイ！　ハイそこちゃんと輪になってー。あ、君、動きが悪いなあ、西班牙エスパニア語じゃないと駄だ目めかな？　何を泣いてるのかなー？』

　悲鳴も何も、世界のどこにでも伝わっている筈はずだ。

　……とんでもないことに手を貸しちゃったかなあ……。

　まあ、本来ならば、それこそ艦かん橋きようを打ち抜く一いち撃げきを放てる。だがそれを行えばいろいろと問題が起きるから喜き美みの発案に乗ってみたわけだが、

『──来週は、君の町で宜よろしくね!!』

　犯罪予告ですか、とうなだれた浅あさ間まの頭を、ハナミが軽く元気づけるように叩たたく。

　そして浅間は遠くを見た。今、内部が悲鳴で満ち始めた敵てき艦かんは、既すでにこちらへの砲ほう撃げきを停止して退たい避ひ中だ。そして他の艦も、僚りよう艦かんの現状を警けい戒かいしたのか、周囲に光の壁を作り出す。

　防ぼう御ぎよ術じゆつ式しきを厚くしたのだ。それも特に物理式を、だ。しかしそうしてしまえば、

　……砲撃を、自由に行えないと言うことですね。内側から自分達で破らないように、と。

　これで、砲撃の頻ひん度どが下がる。恐らく安定した位置につけばまた砲撃をするだろうが、間が空あくのは確かだ。これで鈴すずが態たい勢せいをシフトするまでの間が出来たろうと、そう思う。

　だから浅間は、姿し勢せいを正し、皆に対してこう言った。

「後は、御お願ねがいします」
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　鈴は、浅間の言葉に思った。

　……浅間さんに、御願いされちゃった。

　作文の授業の時は、こちらが御願いした。だからお返しだと、そう思う。

　そして鈴は目の前を感じた。

　今、武蔵の知覚系けいを借りて、世界の感かん触しよくが広がっている。

　海はどこまでも波打ち、空には船があり、雲があり、風がある。それは、

　……ここにも、こっちにも、あのあたりにも──。

「船、風、岸、雲、音──」

　自分にとって、世界は全て何らかの痛みに似たものだ。圧も熱も音も、全ては強くなれば痛くなる。だから、痛みの感触がどこまでも続いているのは、少し不ふ思し議ぎだ。手元にある風と、遙か遠くにある風が繫つながっていて、同じ痛さで同時に触れることが出来るのだから。

　布ふ団とんに寝ているのに似ている。頭や頰ほおで感じる暖かい肌はだ触ざわりが、同時に足先でも感じられているような。ずっとずっと続く海は敷しき布団。頭から被かぶる掛け布団が空と風。私は頭の位置にいるけれど、でも足先まで海と空に触ることが出来る。何な故ぜなら、痛くはない痛さがそこにあると、知覚が教えてくれるから。

　解わかる。砲撃の音が強い痛みのようでいて、だけど多くを触らせて聞かせてくれる。

　雷かみなりに似てる、と鈴は思った。そう、雷らい雨うの時は、不ふ謹きん慎しんだけど結けつ構こう好き。トーリ君に話すと俺も俺もと笑っていたけど、きっとトーリ君も、世界が痛いのかもしれない。

「ここ」

　海鳥がいる。ああ、これ、鯨くじらだ多分。他にも他にも──。
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　アデーレは信じられないものを見ていた。

　笑えみの鈴すずが、流体光こうの模も造ぞうで世界を作っている。

　足下に海を敷しき、宙に武蔵むさしと敵てき艦かん群を並べ、時とき折おり気付いたように武ぶ神しんの位置などをずらして整え、そして南には本土の北岸や、そこにある街や村、山や川までも手で撫なでて作っていく。

　空には雲を指でつけ、風のラインをリボンで描く。ステルス艦を扱う時は、少しの迷いが見え、鈴であっても完全ではないことを示してくれるが、だがそれ以外は、

「あのね、あのね」

　笑みで気軽に作って行かれる世界は、横の〝武蔵むさし野の〟が呆ぼう然ぜんと言うには、

「……周囲三十キロを、わずかな誤ご差さ程度で完全に知覚されておられます。──以上」

　完全、という意味が少し違うだろう。自じ動どう人形達は全域精査するため、海を感かん知ちしようとすれば波の動きに惑まどわされたり、変化する音を全て捉とらえようとしてしまう。

　鈴の場合は、情報の取しゆ捨しや選択や、手て頃ごろな手の抜き方が解わかっているのだ。

　そして、アデーレが思うのは、鈴の造形する世界の形についてのことだ。

　鈴は、よく教きよう導どう院いんの資料室にいる。以前、作文の授業の時にも総そう長ちようが指し摘てきしたことだ。

　鈴の話によれば、資料室の中には手で触れることが出来る教材が多く、楽しいのだそうだ。だからあれ以来、資料室にものを探しに行く場合、鈴が担当になる。

　が、資料室には、当然、大型物として、あるものが存在する。

　……極きよく東とうの立体地図。

　机数個分の大型物は、ドアから出すのも厄やつ介かいな代しろ物ものだ。鈴が資料室で時間を過ごしているならば、その地図にはよく触れている筈はずで、

「それって、極東の形全部を、手で憶おぼえてるってことですよね……」

　つぶやいていると、英国を撫なでて作った鈴が一ひと息いきを吐つく。終わったのかと思うが、彼女は武蔵の模造に近づいていく。武蔵野の舳へ先さきに笑みで作るのは、

「トーリ君、と、ホライゾン」

　参まいった、と思いつつ、アデーレは一つの模造を見た。三征西班牙トレス・エスパニアの艦かん隊たいに、風を率ひきいて飛んでいく魔女テクノヘクセンの模造を。

　ナイトが、目標へと到達しつつあるのだ。
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　夜の中をナイトは飛ひ翔しようしていた。

　既すでに対空砲ほう火かの密度は増しており、術じゆつ式しきや追つい尾びの弾だん丸がんも来るようになっている。対処の方法として一番得策なのは、

　……下を行くこと！

　航こう空くう艦の多くは武蔵同様に仮か想そうの海を用いて空に浮いている。風などを使用して浮くものもあるが、水の方が防ぼう御ぎよや防火の効果があるため、大体は海を使用している。

　が、それゆえに、艦かん底てい部には攻こう撃げき用武装を持っていない艦が多い。

　艦底側は追つい尾び弾だんに任せる、というのが基本だ。

　だからナイトは、敵艦の射しや線せんを読みつつ艦底を渡って飛んでいく。

　追尾弾が来たら即そく座ざに防ぼう御ぎよ術じゆつ式しきの発動だ。来るのは動どう体たいや形状認にん知ち追尾だから、光を減げん衰すいさせて自分の姿すがたを一いつ瞬しゆん闇やみに消せば、追尾弾の殆ほとんどはこちらを見失ってしまう。元々黒装しよう束ぞくなので、闇には解けやすいのだ。

　……そして狙ねらう敵てき艦かんは──。

　いた。

　現在既すでに左右に散開しつつある敵艦群の内、最も奥にいて、未だ動いていない艦。

　武蔵むさしに対し、正対する理由のある艦は、機き鳳ほうの空くう母ぼだ。

　直進してくる武蔵に対し、機鳳の大おお杭ぐいによる真っ正面からの高速撃げきを狙ねらう艦。

　既すでに無事な機体の内、一機がタキシング状態に入っている。準備が出来次第、飛ひ翔しようして武蔵にアタックを掛ける気だ。

　止めなければいけない。

　狙うは飛行甲かん板ぱんと最初の一機。そして余よ裕ゆうがあれば艦かん橋きようだ。だが艦よりも上から狙うには、対空砲ほう火かを避けて上昇する必要がある。

　だからそうした。砲ほう撃げきと術式の間をくぐり、音の隙すき間まを抜け、二重月の空に昇る。

　昇った。

「──よし」

　辿たどり着き、眼がん下かに長い飛行甲板を見たナイトは、ふと、妙みような空気に気付いた。

　……砲撃が、無い？

　射しや撃げき準備に入るところだというのに、こちらに対する敵の攻こう撃げきがない。何な故ぜだと辺りを見回せば、砲撃は皆、武蔵の方へと向いている。

　己おのれへの無視の原因が解わからぬことに首を傾かしげ、ナイトは改めて下を見た。

　直後。ナイトは不意に、背後へ巨大な気け配はいを感じた。

「!?」

　振り向くと、武ぶ神しんが飛び込んできていた。
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　……え!?

　初期段階において、武神達の幾いくらかを迎げい撃げきし、確かに破は損そんさせた。

　彼らは帰き艦かんした筈はずだが、今背後にいる機体は、負ふ傷しようの証しよう拠ことして右の腕を力無く下げていた。

　憶おぼえている。自分が右脇わきを撃うち抜いた武神だ。

　右脇、人間だったら動どう脈みやくなどへの破損や、神経系けいの切断が生じているはずだ。右腕に力が入っていないのがその証あかし。早急に治ち療りようが必要なはずだが、

「戦せん闘とうが終わるまで、その程度の負ふ傷しようじゃ下がれないって言うの!?」

　解わかる。この武ぶ神しんは、確実に自分を狙ねらってきた。おそらく、空くう母ぼの艦かん底ていに隠かくれ、そしてこちらが上昇する際に迂う回かい軌き道どうで飛び出したのだ。それは、

　……こっちがさっきやったのと同じ方法……！

　既すでに身は、回かい避ひを行おうとしていた。〝黒嬢シユヴアルツフローレン〟を盾たてにして尻を上げ、一直線の降下を狙う。

　だが遅かった。砲ほう撃げき用に術じゆつ式しきを展開していたため、加か速そく術式の展開が間に合わない。

　……マズい……！

　幾いくつもの意味でナイトがそう思うなり、突とつ撃げきの武神が左の打だ撃げきを放った。片腕が使えないため、武器などを持てば身体からだの左右バランスをとれない。だからこその無む手てによる打撃だ。

　風を切って飛来した鋼はがねの拳こぶしに、

「──！」

　ナイトはラリアート気味に打撃され、宙を横よこ殴なぐりに転がった。

〝黒嬢〟が砕け、黒の魔女テクノヘクセンは一度宙を大きくバウンドしてから、

「────」

　力を失い、夜の底へと落ちていく。その上空。機殻シヤーレを破は壊かいされた〝黒嬢〟の向こうで、武神ががくりと力を失うのを見ながら、羽を散らして魔女が撃げき墜ついの落下に沈んでいく。





●






　武蔵むさしの艦かん上じようでは、防ぼう御ぎよ隊たいの皆が幾いく種類もの激げき突とつを得ていた。

　右う舷げんでは三征西班牙トレス・エスパニアの揚よう陸りく隊に対して、後部から左さ舷げんに掛けてはサン・マルティンの砲撃に対して、そして前方からは三征西班牙の砲撃があり、全域に対しては武神群の射しや撃げきがある。

　どこを見ても護まもらずにいていい場所がない。

「くそ……！」

　右舷で、遮しや蔽へい物ぶつ越しに射撃と突とつ撃げき、そして防御をかわし合う防御隊の学生が叫んだ。

「護り切れるのか……!?」

　既に右舷、多た摩まの艦かん橋きようが見える位置にまで敵てき群ぐんは届いている。

　敵にはやや焦りがあるものの、こちらは敵を通す訳にはいかない。一人が欠けるだけでも危険だと思えば、敵の攻こう撃げきに対して身はすくむ。そしてその怯おびえが、敵の進行を許してしまう。

「……情なさけねえ！」

　敵の銃じゆう弾だんに対して、遮蔽物から迎げい撃げき出来ずに身を縮めてしまう少年が叫んだ。だが、その吐く言葉に対し、誰だれも責める台詞せりふも意識も持てずにいるのが現状だ。

　人ひと手でが足りない。武ぶ器きも少なく、しかし敵は多い。弱音の原因は多くある。

　今も、防御隊の中で誰かが倒れていく。それを見た一人の年少が、一度息を詰めてから、

「くそ、……何で！　何でこんなことやってんだよ俺達……！」

　射しや撃げきしながら、減らずに増えるような敵に対し、彼はこう叫んだ。

「勝ったって世界が敵に回るだけだろ!?　だったら……」

　言う。

「もういいだろ!?　──もう、いいじゃねえかよ！　この辺でやめとけよ！」

　その声に、周囲の皆が言葉を失う。それは誰だれもが思っていることだと、そんな顔を見合わせる。しかし、彼に対し、横で散発的に矢を放っている先せん輩ぱい格がこう言った。

「確かに、まあ、……何でこんなことやってんのか、って思うわな」

　彼は矢を番つがえながら、

「でも、そこに理由を見つけられないなら、お前、他の教きよう導どう院いんに行きな」

「────」

　黙だまった年少に、しかし先輩格は視線も合わせず、ただ敵を見てこう告げた。

「……いいか？　もうやめていいのも、もういいのも、もう充分なのも、お前の問題だ。

　俺達に言うな。お前はお前の思いを自分に告げて、理由の見つかる場所に行け。

　何しろ、武蔵むさしは馬鹿な総そう長ちようと己おのれ知らずの姫ひめの方針で動いてる。世界征せい服ふくと世界平和。どう狂ったら両方掲かかげられるのか俺には解わからねえ。しかし」

　しかし、と言った瞬しゆん間かん。彼の右頰ほおを銃じゆう弾だんが擦さつ過かした。

　か、と声を漏もらすが、彼は一度顔を振り、右の視し界かいを確かめる。周囲の皆が心配する身動きをしたが、彼は手で制して弓を引き絞しぼり、

「行ける場所がある内は、幸せってもんだろ」

「アンタは……」

「聞くなよ。偉くなっちまう。──ただ、今のところは俺みたいなのにつきあえよ。他にもこういうのは大おお勢ぜいいるんだしな。まあ、……最たるものは、あれだけどよ」

　と、彼は右頰を拭ぬぐった指で武蔵むさし野のの舳へ先さきを指さした。前を見たまま、

「あの二人、いるだろ？」

　周囲の皆は、武蔵野の舳先を見る。すると、

「あれ……？」

　舳先にいた二人の内、馬鹿がマイクを持っている。先輩格も気付いて眉まゆをひそめれば、

『えー、皆様、ではここで俺から重大発表があります』

　それは、

『現在、戦況が芳かんばしくない部分も多々あるっぽくね？　だからよ？　そういうとこ見つけたら、俺が慰い問もんに行くというのはどうよ？　楽しいぞう、俺のネタ』

「うわあ──！」

　皆。ここだけに限らず、武蔵中の皆が叫んだ。

「──頑がん張ばらないと馬鹿が邪じや魔ましに来るぞ!!」
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　トーリは、ホライゾンと共に通神帯ネツトから各地の反応を聞いていた。

『来んな！　来んなよ!?　マジに来るなよな!?』

『俺さ！　俺さ！　さっきまで〝上の連れん中ちゆうは俺達の苦労とか解わかっちゃいねえ！〟とか思ってたけど、本当に上の連中が現場に来たら害悪だな！　初めて知ったよ！　理り不ふ尽じん！』

『ぜ、全員前出ろ！　ちゃんとやってるように見せないと後ろから馬鹿が来て瓦が解かいするぞ！』

　トーリが辺りを見回すと、視線の行く先で皆が鬨ときの声を上げて突とつ撃げきをする。だがすぐに、

『み、見んなよ馬ば鹿か野郎！　空でも見て鼻歌でも歌ってろ！』

　うんうん、とホライゾンが頷うなずいた。

「国宝級の嫌われ方ですねえ。少等部のときと全く同じ反応です」

「馬っ鹿、あれはツンデレなんだよ。〝べ、別にアンタに来て欲しいなんて思ってないんだからね！〟ってヤツだな。どうする？　嫌ってる振りが一番上じよう手ずな右から行くか？」

『来るなあ──！　こっち激戦区だから来るなあ──！』

「ああ？　でもどうすんだよオメエら。俺の拝はい気き分配あるけど、ちょっと厳きびしくね？」

『お前が来ると〝ちょっと厳しい〟から〝もう駄だ目めだ〟になるんだよ!!』

「あっれ、間に五つくらいあるのが抜けてね？　脱ぎ麻雀マージヤンやったらいきなりテンホー食らうような感じじゃね？」

『投了アガってんだよお前自体が!!』

　ああ？　と流石さすがに眉まゆをひそめたトーリが立ち上がり、各地を指さした。

「投了ってんのどっちだよ馬鹿野郎!?　オマエも！　そこのモテなさそうな顔のお前もだ！　どっこもかしこも景けい気き悪い声ばっかあげやがって、だったら俺が終わりにさせるぞこの野郎！　ヒイヒイ言ってるオマエらの背後から全ぜん裸らで膝ひざカックンとか入れに行くぞ!?」

『こ、この総そう長ちようはどっちの味方だ!?』

　だが、皆は息を吸ってはっきりと答えた。全く、と各地で前置きを作り、

『……馬鹿は黙だまって現場に任せて見てろ!!』

　おお、とトーリが言って、床に座る。

　しかし隣となりのホライゾンは首を傾かしげて彼に言う。

「とはいえ、状況は悪いと判断出来ます。単純に人ひと手でが足りないと判断出来ますが、それを根性論でどうにかするにも、限界があるかと」

『だったら　てつだうど？』

　聞こえた声に、ホライゾンが一いつ瞬しゆん動きを止めた。

　？　とトーリと顔を見合わせた彼女は、

「今の──」

『何すればいいだど？』

　声がするのは背後。見れば、十五センチほどの二頭身、直立した犬のような、

「……犬鬼コボルド？」
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　艦かん橋きように届くハイディの声をアデーレは皆と聞いた。

『犬鬼！　そう、犬鬼の住む鉱こう石せきだったの！　あの七三メガネ、とんでもないことしてくれたから家に岩がん塊かいタダで落としてやろうと思ってたら、いい七三メガネだったのね！　今さっき商人団に手をタダで貸して貰もらって、武蔵むさしのほとんど、流体燃ねん料りよう管の上に配置したから！』

　だから、

『雑務は犬鬼達が引き受けるから、戦う人は戦って!!』

　とはいえ、と艦橋でつぶやいたのは〝武蔵〟だ。

　彼女は無表情に表示枠サインフレームで計算を始め、

「……犬鬼の給与はほとんど必要ありませんが、やはり貨か幣へいを貯ちよ蓄ちくだけに用いられるのは経済的に見てデフレの誘ゆう発はつ原因ですね。また、犬鬼に流体燃料を消費されますと、人が少なくなった分、税としての拝はい気き奉ほう納のうが貴き重ちような武蔵としましては──」

『コ、犬鬼用に二十四時間操そう業ぎようの職場を設けて大量生産で薄はく利り多売とかどうかな？』

「そのあたりも含めまして、今後の課題ですね。──以上」

　ともかく、と彼女は告げた。

「この現場においては有用です。認可いたしましょう。──以上」

　わ、と各かく艦かんから声が挙がった。それは艦かん内ない作業などに手を取られていた者達が、甲かん板ぱんに上がってくる声だ。その叫びを聞きながら、アデーレは思う。

　……一番意味があるのは、交代がある程度可能になったということでしょうね。

　それは甲板上で戦っている者達だけではない。自じ動どう人形や艦内作業を行っている者達も、運うん搬ぱんや伝達の多くを犬鬼達に任せることが出来る。

　……頑がん張ばって下さい。

　と、アデーレが思い、口にしようとした。その時だ。

『んじゃ、オマエら、ちょっと頼むわ』
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『頼む』

　声が聞こえた。それは武蔵野の舳へ先さきで、脚あしを崩している自分達の長ちようが、隣となりに正せい座ざで茶を飲む彼女を置いての、

『俺、葵あおい・トーリとホライゾン・アリアダストはここにいるから。逃げねえから。だから』

　砲ほう撃げきが届くが、重力障しよう壁へきがそれを弾はじく。ほとんど至し近きんだ。が、彼は物もの怖おじせず、

『いろいろ出来ねえことも、投げ出したくなることも、いろいろあんだろうけど』

　だけど、

『今は、その不可能を俺に全部預けていってくれ』

　その代わりに、

『頼むわ。──俺は出来ると、そう思ってくれ』
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『頼む』

　その、頷うなずくような言葉に、武蔵むさしの甲かん板ぱんで戦せん闘とうしていた者達は、一様に息をついた。

　ふ、と吐いて、ん、と入れ、次の瞬しゆん間かん、それぞれは顔を見合わせた。

　仕方ねえ。

　今だけだぞ。

　後で憶おぼえてろよ。

　と、そういう顔ではあったが、全員最後には口の端はを上げ、軽く肩を揺らし、

「──Ｊｕｄジヤツジ．!!　信用しとけよ武蔵総そう長ちよう!!」

　艦かん橋きようから指し示じが来る。

『総員整列──!!』

「Ｊｕｄ．！」

　それは訓練において、最も初めに憶おぼえること。それぞれの現場において皆は互いを確かく認にんし、

『構え──！』

「Ｊｕｄ．!!」

　一ひと息いきの間をもって、

『……総員、状況を再開して下さい！』

「──Judgement！」

　Ｊｕｄ．　Ｊｕｄ．Ｊｕｄ．Ｊｕｄ．、我らここに判断せり。

「ああ、──我ら既すでに聖せい罰ばつを受ける身なり！」

「我ら王の可能性と姫の感情を持ちていく者なり！」

「されど我ら、王と姫に哀かなしみを与えぬ者なり!!」

　叫び、皆はなけなしの携けい帯たい食料を口に放り込みながら、

「守れ……！　後少し、凌しのぐしかなくなっちまったぞ！」

　皆は撃うち、堪こらえ押した。訓練の再開とばかりに、疲れと負ふ傷しようはあれど、なすべきに専念し、

「あんな馬鹿な総長の頼みくらい──」

　敵を押し返し、

「聞けないほどの馬鹿じゃあないぜ！」
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　両の陣じん営えいは更さらにぶつかる。が、朱あけの装そう甲こうと制服も、靴底の鉄スパイクに軋きしみを言わせて凌しのぎ返す。彼らは突き放すように間を広げ、射しや撃げきや攻こう撃げきを叩たたき込んでから崩しに掛かり、

「調子に乗んな！　……こっちだって馬鹿やってんだよ！」

　ああ、と朱の制服の誰だれかが吠ほえた。

「──衰すい退たい背負ってやってんだ！　日を沈ませねえつもりでやってんだ！　世界中から〝お前の所は早く沈めよ〟って、そう思われて戦ってんだ！　毎日そんなこと学食で話しながら、帰り道にダベりながら、寝る前に天てん井じよう眺ながめて思いながら──望んでここにやってきたんだ！」

　ああ、と朱の仲間が答え、突とつ撃げきする。

「滅びが漲みなぎってんだよ俺達はよ!!」

　答えるように、空では正面からの砲ほう撃げきが濃くなる。西班牙エスパニア主力艦かん隊たいが近づいているのだ。

　三征西班牙トレス・エスパニアの揚よう陸りく隊が、そろそろ離脱する時間だ。だが、それだからこそ、

「Heエ──naナ──reレ──sス──……!!」

「Ｔｅｓテスタメント．!!」

　朱の者達が武器を眼前に構え直し、

「日の沈まぬ帝国から日の昇らぬ亡ぼう国こくに宣せん言げんする！」

　それは、まず一人が表示枠カデナフイルマを使った拡声術じゆつ式しきに叫び、

『tr──iunfo──無敵なれ!!』

　皆が復唱し、

「triunfo……！」

　そしてまた、

『Victo──ria──勝利あれ!!』

「Victoria……！」

『Glo──ria──栄光あれ!!』

「Gloria……！」

　そして声を重ね、

「Tr──iunfo！　TresEspana!!」

「Victo──ria！　TresEspana!!」

「Glo──ria TresEspana──!!」

「He──na──re──s──!!」

「He・na・re・s!!　──Henares！　Henares!!　Henares[image: ]」

　全員が武ぶ器きを前に、

「Testament了解した. !!」

　突とつ撃げきを行った。
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　激げき突とつの音は、初期の拮きつ抗こうを持って、しかし右う舷げん側で武蔵むさしが押された。

　朱あけの先せん陣じんが最早行く道を決め、矢やじ印るしのような先せん鋭えい陣じん形けいで通路を走ったからだ。更さらには、

「乗り越えろ！　跳べ！　──伊達だてに陸上部やってねえぞ!!」

　立体的な挙きよ動どう。仲間の背すら踏み台にする突撃に、武蔵側はしかし、

「前を守れ!!　それを行った上で、初めて他を心配しろ!!」

　だが敵の攻こう撃げきは密度を濃くしていく。その先せん端たんは倒れることも厭いとわず前に出てくる。

「くそ……！」

　空からも武ぶ神しんの砲ほう撃げきが集中される下で、動けず固められた者達が言う。

「耐えろ──!!」

　訓練で憶おぼえた、最大の理念。しかしそれすらも、敵の攻撃によって、

「耐えてどうする！　耐えたところで、乗り越えて行くだけだ！」

　そんな言葉と共に、押され、越えられていこうとした。

　その時だった。不意に、鋭く、しかし拙つたない声が聞こえた。それは鈴すずの、

『来る、……よ！』

　ううん。

『来たよ!!』

　直後。武蔵の上空に、右舷後方からの巨大な影が来た。その姿すがたは白く、しかし側部に武蔵アリアダストの紋もん章しようをつけた、

「──輸ゆ送そう艦かん!?」
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　高速で一度通過する輸送艦から、幾いくつかの影が武蔵野むさしの艦かん橋きように飛び降りるのを皆は見た。

　英国に行っていた武蔵の代表達だ。

　しかし、彼らでは、終わらない。

　左右舷の背後側から、遠く、しかし確かな砲撃の音が聞こえてきた。

　見える。夜の下、北の英国の方、そして南の本土の方から来るのは、

「あれは、……英国艦かん隊たいだ!!」

　側部に〝女王の盾符トランプ〟の紋章をつけた艦かん群ぐんが来る。北からは５─１、南からは５─２。５─３のナンバーが来るということは、

「北はドレイク卿きよう、南は、武蔵むさしの市民をIZUMOに送っていたホーキンス卿とキャベンディッシュ卿だ！　だけど……」

　英国は武蔵に任せて参戦しない筈はずではなかったのか。

「──何な故ぜ!?」
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「簡単なことだ。国の意向に従う海かい賊ぞくを海賊とは呼ばん。こちらの顔色を窺うかがうくらいなら、無視して成果を上げてこいと、それでこその私掠船プライヴエーテイアだと言ってある」

　倫敦ロンドン塔とうの、もはや使われぬ刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオンの上、妖よう精せい女王がつぶやいた。抜いた王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンを杖つえのように立てて遠くの戦火を見る彼女は、背後の副長と副ふく会長に告げる。

「全く、……いずれ英国は極きよく東とうに支配されるかもしれんな」

「？　ななな何故です？　女王陛へい下か」

「よく考えて見ろ。メアリとあの忍にん者じやの子に私が王位を譲ゆずるとしても、……その子の血は半分が極東のものだぞ」

　はは、と女王は声をあげて笑う。指を鳴らし、

「ニコラス。──国こく璽じを使え。極東とのメアリに関する交こう渉しよう内容を了りよう解かいする、と」

「Ｔｅｓテスタメント．──！」

　表示枠サインフレームにニコラスの笑顔が出ると同時。倫敦の空に衝しよう撃げきが走った。夜の天、月光を浴びる傘かさのように、巨大な英国の印いん判ばんと出しゆつ撃げき許可の旨むねが流体光こうで描かれる。

　それを見上げたエリザベスは、ふと、小さな吐と息いき付きでこう言った。

「Save you from anything」

　息を吸い、

「Youという言葉には、〝あなた〟だけではなく、〝あなた達〟という意味もあるのだよな。

　ならば……」

　女王は再さい度ど指を鳴らした。そして、

「ならば約束は違たがわぬままだ。ハワードに他の艦を出させろ。あと、あの海賊ども、グレイスや、どうせ他にも行っているのがいるんだろう？　……全員[image: ]しかるからな！　全員[image: ]ってやるから、戦後にIZUMOまで武蔵を護ご送そうしろと伝えおけ。全く、最後の最後で甘い連れん中ちゆうばかりで」

　肩を震わせた副長と副会長を後ろに、女王は腕を組んだ。鼻を鳴らして、眼がん下か、道上に立っているウオルターとミルトンの背を見ると、

「──私もだが、な。戦後の第一会議は全員で反省会だ！」
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　倫敦塔前の道で、ミルトンはウオルターと共に南西の戦せん闘とうを見ていた。

　ミルトンは、しかし戦場の推すい移いよりも、

「行ってしまわれたなあ……」

　ウオルターの返答はない。だがミルトンは構うことなく、

「御お館やかた様を二十年前に失いー、そしてまたであるかー……。ここにこの無口馬鹿ではなく、尼あま子こ十じゆう勇ゆう士しの生き残り三人の内の一人、秋あき上あげ・久ひさ家いえがおればなあー……。

　あの男、二十年前に我々と別れて、毛もう利り相手に転戦の後、行方ゆくえ知れずであったかー」

　その言葉に、ウオルターが小さく頷うなずく。彼の動きを、ミルトンも見て、

「二年前、英国に流れる時、あいつがいたら、一緒に来たろうかなあー……。

　だったら、面白いものが見られたろうになあー……」

　何しろ、

「忍にん者じやで金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆう好きなど、若い頃ころのあの馬鹿にそっくりなのが来たのだからー……」

　だから、

「あの頃の我らと同じように、行けよ馬鹿共──……！」







[image: 第六十五章『２７．４３１ｍの思い人』]











●






　シロジロは、金をばらまいていた。

　金庫壺つぼから空へと払い投げる際、シロジロは確かな快楽を感じる。手て指ゆびが硬こう貨かを鷲わし摑づかみにする感かん触しよくも、そして指の間から宙へと硬貨が離れていくのも、どちらも素す晴ばらしいものだ。

　……金を貯ため込んでいる奴やつ等らは阿あ呆ほうだな！　これを知らないとは！

　こんな風ふうに虚こ空くうに貨か幣へいをばらまくなど、そんな遊びを知らない奴等は人生を損している。

　ああ、次は貨幣風ぶ呂ろだな。将来的には金貨でプールを埋めて全身で貨幣の感触をごりごりするしかあるまい。

　しかし、その後となると、どうだろうか。

　想そう像ぞうも出来ん。しかし、それはまだ自分が商人として大成していないからだ。大成していけば、きっと行き着く先はプールどころではない、もっと大きな、それはたとえば、そう、

「世界へ……！」

『ちょっとシロ君、生命感かん知ち情報で脳内麻ま薬やく出まくり過ぎてるけど大だい丈じよう夫ぶ!?』

　気にするな。金で勝つ。金が勝つ。そうしたら今夜はお前で女じよ中ちゆう独ご楽まだ。私も回ろう。

　いい感じだ。今、力は金に乗っている。

　しかし、眼前にいる野球小こ僧ぞうは、数十枚のばらまき連れん射しやを確実に弾はじき落とす。足下には硬貨が散らばってタイルのようだ。

　こちらが角度を変えても、上から落とすように高く放り上げても、敵は確実に弾き落とす。信じられない相手だ。金に目が眩くらまないとは。しかもこんなに落ちているのに拾わないとは。

「金を粗そ末まつにするなあ──!!」

「お前だあ──!!」

　言った隆たか包かねが強く貨幣を床に弾いた。木の床面に突き刺さる勢いだ。

　直後、シロジロは逆腰のサイドテールからも金庫壺を取り出した。二つの壺を両腰のハードポイントにセットして、

「ダブルばらまき……！」

　もはや二重の扇おうぎ状に十円硬貨が散布される。だが、対する隆包が、

「野球部ナメんな！」

　長ちよう尺じやくバットを短く持ち、弾き出す。そして弾いて、弾き続けていく。それは快音と共に縦じゆう横おう無む尽じんの、踊るようなバット捌さばきを見せ、

「──スクイズ千本無限セット！」
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　隆包は前に出た。

　今、銃じゆう弾だんの連れん射しやと見まごう量の貨か幣へい弾だんの硬い雨が降り注そそいでいる。だが、

　……見えてんだよ！

　相手はやはり、素しろ人うとだ。壺つぼの位置が固定されているし、手の振りも下の交差から両腕を振り上げるという、左右のバックハンドしかない。そのようにして始まりの部分が固定で、投球モーションが解わかっていれば、恐れることはない。迎げい撃げきする硬貨の順番を見切ればいいだけだ。

　だから行く。身に当たるもの以外は、ストライクゾーンの外だと思え。身をややかがめ、ストライクゾーンを狭くして、前を窺うかがって小さく行け。

　だが、

「……？」

　隆たか包かねは聞いた。目の前にいる商人、シロジロが、頭を振って、

「跳ねろ上うわ前まえ!!」

　彼の声に応じるように、四し方ほうと八はつ方ぽうの床から音がした。

　それは、金の音ね色いろだった。甲かん板ぱん上を蹴けるようにして、隆包が今まで周囲に弾はじき飛ばしていた金が跳ね上がったのだ。それも、こちらに向かって、一直線の高速で、だ。

　……これは──。

「落とした金に、力を再び宿らせたのか!?」

「落としても私が見ているからな。所有権は私にある。あとはそれらにもう一度、私が持っている力を分配すれば──」

　聞こえるのは金の音。地面から跳ねる八方の音。術じゆつ式しきの音。

　それらが扇おうぎ弾に重なって被ひ弾だんの軌き道どうを跳ちよう躍やくした。
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　来る。重大とも、重じゆう厚こうとも言える密度の攻こう撃げきを隆包は感じた。多種多様。正にそうとしか言いようがないが、一つだけ言えることがある。その台詞せりふは、

「これが金の力か!?」

「これが金の力だ!!」

　商人の力。そういうことだ。やるじゃねえかと、隆包は思う。

　商人が金にこだわってきた。それは、全力で来ている証しよう拠こだ。ならばこちらも、

　……あんまし格かつ好こうよくねえんだが──！

　使う。それはバットの柄えの方に手をスライドし、バント姿し勢せいから振り抜く、

「バスタ──!!」





●






「うわ」

　と、その光景を遠巻きに見る者達が、声を漏もらした。

　多重の射しや撃げきと投とう擲てきの中央において、一人の男が長ちよう尺じやくのバットを振り抜きまくっている。

　回数にして無数。狙ねらいにして縦じゆう横おう。だが戦果にして無傷であり、

「──！」

　弾はじく弾だん丸がんは全て彼の足下にひれ伏した。

　しかし、甲かん板ぱんを打つ硬こう貨か弾はすぐさま再度の力を得て跳ね上がる。対する隆たか包かねは、長尺バットの大振りとバントのスイッチ、そして右と左の構えの入れ替えを連続で行い、

「おお……!!」

　隆包は左と右の構えを連続し、回るようにしながら前に出た。

　現場を見た学生達は、敵てき味方関係なく、見る者も動く者も、ほぼ全てが息を吞のむ。

　快音の連続、火花や煙の奥にて、姿すがたさえ定かにせぬ勢いで、隆包は己おのれの能力を実行した。

　彼の後方や左右に控え、武蔵むさしの防ぼう御ぎよ隊と鉄てつ弾だんの行き来を行っていた三征西班牙トレス・エスパニアの学生達は、

「……!!」

　応おう援えんの声を、ちゃんと届けとばかりに大きくあげた。

　そして返す答えは、連続する弾きの音の向こうから確かにあった。

「俺を誰だれだと思ってる！」

　彼らの副長が、文字通りの前線防御を行いながら叫んだのだ。

「俺は、──お前らのケツ持つ仕事の主しゆ将しようだぞ!!」





●






　隆包は、己の心の中で首を縦たてに振った。

　……これでこそ俺！

　今、どれだけの力を一いつ斉せいに相手にしているだろうか。

　十や二十ではない。百や二百も下らない。それ以上の攻こう撃げきを同時に凌しのいで前に出る。

　他の誰に出来ることか。

　強敵を倒せる者は他にもいる。敵てき陣じんを突とつ破ぱ出来る者は他にもいる。だが、そいつらの前に立ち、幾いくつもの力を一気に相手に出来るのは、

　……副長の俺だけだ！

　打順は二番。守備はショートだ。確実に送って、確実に押さえ込む。そういう役だ。

　それを為なすにはコツが二つある。一つは、反応力を磨みがくこと。そしてもう一つは、

　……相手の隙すきを見逃さねえこと。

　全体を注視して、相手の挙きよ動どうや布ふ陣じんを見れば答えは出る。

　右手奥、弾いて積まれた硬貨の密度が薄い。いや、そうなるように弾いたのだ。

　だから次に生じる右手奥側からの硬貨弾は、その弾だん幕まく密度が薄くなる。

　薄くなった。

　だから隆たか包かねは、身を前に吹っ飛ばした、前を開けるためにバットを大きく振り、

「一人ヒットエンラ──ン！」

　行く先は目の前の商人。その身にバットを叩たたきつけようとした瞬しゆん間かんだ。商人が両の壺つぼからある物を引き出した。それは今までと同じ貨か幣へいだが、異い様ようとも言えるほどに長い、

「一万棒ぼう金がね！」

　回転つきで投じられた棒金に、隆包は防ぼう御ぎよを行った。数は二本。中心軸じくから僅わずかにずれた位置を回転とは逆に打だ撃げきすれば落ちる。

　後は振り上げた手を戻そうとする商人に突っ込んでいけばいい。が、

「!?」

　受けた棒金の抑え。紙の包みが弾はじけるように散った。これは、

　……既すでにほどいてやがったのか!?

　事実は答えとして雄ゆう弁べんだ。打撃部から二つに折れた棒金は、散さん弾だんのように硬こう貨かをばらまく。それも、バットよりもこちら側へと、内に入ってくる動きだ。

　払う。弾く。打ち返す。だが量は多い。バントに拠よる下がり打ちならば確実に返せるが、

　……下がってるだけの時間がねえ……！

　既すでに艦かん橋きよう突とつ撃げきを完かん遂すいするための限界時間が近い。

　そして今、自分は前に出て商人の近くに届いており、背後には仲間達がいる。

　前に行けと、そういう状況だ。

　ならば、と隆包は前に踏み込みながら空を見た。彼は、己おのれがいる空域を理解すると、口を開く。叫びと一緒にバットを左手に、右手を背に回して摑つかむのは、

「ベラのオッサン、使え！　──聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝身堅き節制クルース・テンペランテイア〟!!」
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　右う舷げん艦かん首しゆ側で小型艦の警けい護ごをしていたベラスケスは、隆包の要よう請せいを合図に聖譜顕装を発動した。だが、

「おい、大だい丈じよう夫ぶか隆包。表示枠カデナフイルマから何かすげえ音してんじゃねえかよ」

『あまり話し掛けんな!!』

　横おう暴ぼうだが前線としては正しい意見だ。またあの馬鹿は、自分が多くの敵を引きつけて皆を先に行かせようとしているのだろう。

　隆包の部隊は中ちゆう盤ばんを超えている。ここで自分が発動した聖譜顕装の効果はいずれ届かなくなるが、あとは彼らが艦橋を制圧することに期待するしかない。

　そして今、隆包達の突撃隊を送った援えん護ご役が、多た摩まを走って戻ってくる。彼らを拾い上げたら、小型艦群を出す準備をしなければならない。

　突とつ撃げき隊が艦かん橋きよう部ぶに至るか、それとも離脱となるか。

　三征西班牙トレス・エスパニアの暫ざん定てい国こつ境きようを越え、一分というのが限界時間だ。それを超えると、武蔵むさしを回かい避ひする三征西班牙艦かん隊たいの砲ほう撃げきを受けることになる。

　一分。恐らく隆たか包かね達は、位置としてあと二百メートルほどのところにいるだろう。一分あれば、それだけの距離を詰め、艦橋部に乗り込むのも容易たやすい。

　それが出来れば、だ。

「頑がん張ばれ」

　ベラスケスはそれだけを告げ、一ひと息いきを吐ついた。

　砲ほう撃げきの音は聞こえ、銃じゆう撃げきや破は砕さいの音ね色いろも遠くから届いてくる。そしてこちらも、

「援えん護ごを護まもるのに──」

　絵を描き、寄せてくる防ぼう御ぎよ隊の攻こう撃げきを防ぐ。描くのは壁ばかりではいけない。沼ぬま地ちや溝みぞ、穴なども必要だ。それらを今までどう描いたか憶おぼえておいて、全体を迷めい路ろのようにしていくのは結けつ構こう面白くて好きな作業だ。思い切り下へ手たくそな太陽や雲などを描くのは、仕事の方じゃ御ご法はつ度とだが、こっちの方では画が風ふうの許ゆるす限り可能で、そこもまた面白い。

　ひひひ、戦場に渦うず巻まき太陽だぜ。パンみたいな雲の表現とか天才じゃねえのか俺。擬ぎ音おんも描こう。日の当たる池を爽さわやかに描いてゴゴゴゴゴとかセンスいいんじゃねえの俺。

　……こんな大だい胆たんな絵を描くのは何年ぶりだろう……。

　絵であるから、実際物ほどの意味を持てない。特に動きを持つものは至難だ。ただ、描かれるものは平面でありつつも、遠えん近きん図法を使用するとそれに対応して奥行きが与えられる。業者が言うには空間が歪ゆがんでああだこうだらしいが、こちらとしては描ければいい。元々、絵画は教きよう譜ふの壁画などを経て発展したもので、旧派カトリツクはそれが充実している。いい教譜だ。

　と、いろいろ描いてベラスケスが満足していると、不意に背後の小型艦かんから、

「書しよ記き！　右方向、搬はん入にゆうリフト動きます！　──何かが下から来ます！」

「武ぶ神しんじゃねえだろうな？」

　武蔵の防御隊は既すでに出切っている筈はずだ。伏ふく兵へいが来るにしろ、今からここにいる小型艦群を襲おそう意味が解わからない。ならば何だと思えば、下から来たのは、

「武蔵の救きゆう護ご班で──す!!」

　屋や台たいを率ひきいたデブが来た。
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　走って接近してくる救護ベッドつきの屋台に、ベラスケスは理解の意識を働かせた。

　……ああ、慈じ善ぜん事業か。

　旧派でもよく行われている。戦場などにおいて、戦せん闘とうとは別に、勢力関係なしに救護を行う。それが世界に広まる Tsirhcツアーク 教譜の為なすべきことで、

　……神しん道とうの武蔵むさしでも、そういうことを始めたということか。

　世間体てい、というものでもあるのだろう。ならば罠わなということもあるまい。下へ手たなことをすれば記録が世界に広まって武蔵の評判は地に落ちるのだから。

　成なる程ほどねえ、と改めて納なつ得とくを思うベラスケスの耳に、屋や台たいを率ひきいて走ってくる少年の声が、

「さあ！　さあ！　三征西班牙トレス・エスパニアの皆さん！　小しよう生せいの慈じ善ぜんに心動かし、三征西班牙の幼女達に御お広ひろ敷しきの名を広めて下さい！　これ常識すなわちデフォルトですよ!?」

　穴を描いたら叫びが落ちた。

　ふう、と一ひと息いきつくが、穴を飛び越えてきた者達がいる。カレー皿ざらを何枚も重ねて抱えた印度インド人と、リヤカーを引くのではなく、持ち上げて腰の後ろにつけたヘルムのマッチョだ。

　彼らはこちらにたどり着くと、

「では、今夜もスーパーカレータイムを始めますネー」

「慈善じゃねえのかよ!?」

　印度人は無視した。彼は背後のマッチョにリヤカーを下ろさせ、エプロンを着けさせる。

　エプロンの上から鎖くさりを襷たすき掛がけにした巨きよ漢かんを後ろに、印度人がこちらを見た。

「では、食べたいものを言うといいですネー」

「じゃあ、炒飯チヤーハン」

　オウ、と印度人が頷うなずき、屋台の方に歩み寄った。指し示じに従い、半はん裸らエプロンの巨漢が米を皿に載せ、カレーを掛けて、それを印度人がこちらに差し出し、

「さあ、カレーですネー」

「炒飯って言ったろ!?　炒飯寄よ越こせよ！」

　フゥ、と印度人が肩をすくめ、屋台の方に戻った。巨漢に何か耳打ちし、肩をすくめて首を左右に振っているが、何だか腹の立つ気け配はいがする。そして彼の指示に従い、半裸エプロンの巨漢が米を皿に載せ、カレーを掛けて、それを印度人がこちらに差し出し、

「さあ、炒飯ですネー」

「カレーじゃねえか!!」

　ホウ、と印度人が頷き、屋台の方に歩み寄った。ややあってから彼は戻ってきて、

「さあ、炒飯ですネー」

「どう見てもカレーだし入れ替えてもいねえ──!!」

　と、ツッコミで払った手が、相手の手から皿を落とした。

　ア、と印度人が言う間、ひどくスローモーションな動きで皿が床に落ちた。湿った音がして、床にカレーと米が潰つぶれて広がる。

　そして印度人が、膝ひざを着いた。手を着き、カレーに対してうなだれ、

「御カレー様がこんなことにですネー……」

　思わず縦たての効果線で愕がく然ぜん表現を追加してしまったベラスケスだが、背後の小型艦かんからのひそひそ声を聞く。それは仲間達の、

「あれ……、ちょっと書しよ記き、ヤバくね？」

「確かに大人おとなげないっていうか……、カレーでも別にいいじゃん的な……？」

　しまった、とベラスケスは思った。これが慈じ善ぜん事業であるならば、それに対してどのような扱いをしたのかも記録に残ってしまうのだ、と。

　だから思わず、フォローを入れようとして、筆ふでを持ったまま前に出て、

「いや、まあ、お前、そこまで言うなら」

「そうですネー！」

　と、印度インド人が即そく座ざに復帰した。体を起こしながら後ろに隠かくしていた最初の皿を掲かかげてこちらに差し出そうとして、

「ア」

　ベラスケスの筆が、カレーに深く突っ込んだ。
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　妙みような、聞いたことがない、何か滑なめらかなものがずれるような音が筆先からした。

　構図としては、カレーの皿に大きな筆が突っ込まれただけだ。だが、ベラスケスはこう思った。自分は今まで幾いく枚まいもの絵を描いてきたが、

　……こんなテーマ、静物画でも見たことがねえ……！

　タイトルは間違いなく〝カレーと筆〟もしくは捻ひねって〝好物二つを合わせてみました〟のどちらかだろうが、それで実際を想そう像ぞう出来るヤツはいるまい。

　だが、対する二人は、ややあってから、現実を理解して、同時に、

「あ──！」

　先に声をあげたのはベラスケスだった。

「ば、馬ば鹿か野郎！　どうすんだこれ!?」

　ベラスケスは、人にん参じんなどが挟まった筆先を指さし、

「早く洗せん浄じよう──、テレピンとかねえか？　そういうの持ってこい！　灯とう油ゆでもいいから！　救きゆう護ご関係だったらそういうのあんじゃねえのか!?」

「了りよう解かいですネー」

　印度人は屋や台たいに言って、戻ってきた。それを差し出し、

「カレーですネー」

「全然かすってもねえ──！」

「オウ、テレピンは油ですネー。カレーにも油が入ってますネー。だから同じですネー。何しろビーフカレーですネー」

「印度人が牛食っていいのかよ!?　ダンハイ教きよう譜ふだろ!?」

「ハッサンは神しん道とうですネー」

「神道がカレー崇あがめるなあ──!!」

「カレーは神の食べ物ですから世界共通ですネー」

　待て、とベラスケスは言ってからよく考える。ルネサンスの時代、そしてバロックの時代において、欧おう州しゆうではギリシャ神話や聖せい譜ふをテーマに多くの作品が作られた。だが、

「あのな！　受じゆ胎たい告知で天使がカレーの皿を掲かかげてたか!?　最後の晩ばん餐さんはカレーか!?」

「描き忘れですネー」

　言い切られた。更さらには、

「最後の晩餐がカレーじゃなくてどうする気ですかネー。ステーキ食って死ぬ人生と、カレー食って死ぬ人生、どちらが満ち足りていますかネー」

「い、言いくるめにきやがったぞ……！」

　と、ベラスケスは、ふと、異い変へんに気付いた。この言い合い中、幾いく度どかツッコミで筆ふでを振ったのだが、何な故ぜか今まで描いた絵に、

「……カレーが」

　筆ひつ跡せきが、どうも画材の流し込みを自動的に行っていたのか、描いた池や小川、空がカレーになっている。と、横のハッサンがこちらに振り向き、

「神の行いですネー」

「馬鹿ヤロ、匂においすげえよ！　ってか何で描けんだよ!?　これ一応術じゆつ式しきなんだぜ!?」

「それはカレーが神の食べ物だからですネー。ハッサン、再現のために流体入れてますネー。つまりマジックカレーですネー」

「薬か!?　薬だな!?　それともヤバイ術式か!?」

「お金を払った御客様の満足のためですネー」

「神の食物で商売すんなあ──!!」

　言っている間に、背後の小型艦かんが起き動どう準備を開始した。駆く動どう器きを震わせ、

「書しよ記き！　そろそろ限界時間です！」

「全員収容したか!?」

「Ｔｅｓテスタメント．！」

　返答に、ベラスケスは頷うなずいて一ひと息いき。印度インド人と半はん裸らエプロンの巨きよ漢かんに、

「保温器ごと積んでくんな。結果がどうあれ腹減った連れん中ちゆうが帰ってくるんだからよ。運動系けい多いから塩入れておいてくんねえか？」

　そして、彼は表示枠カデナフイルマを展開し、向こうにいる隆たか包かねに対して告げた。上空に道みち征ゆき白びやつ虎この麦畑と道が造られてくるのを見上げながら、

「おい、隆包、解わかるか？　──そろそろラストスパートだぜ？」
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　隆たか包かねは頷うなずいた。

　長ちよう尺じやくバットの代わりに背から引き抜き、既すでに振るわれている聖譜顕装テスタメンタ・アルマは、

「聖譜顕装〝身堅き節制クルース・テンペランテイア・旧代ウエトウス〟──」

　既にベラスケスが発動した新代ノウムは、敵の能力を回数ごとに分限する。

　そして己おのれの持つ旧代は、敵の時間を二倍化するもので、

「──!!」

　隆包が行く先、武蔵むさし右う舷げん二番艦かん、多た摩まの上は武蔵側にとって不利の空間となった。

　そして隆包は、副長としての仕事を果たすために動いた。速度二分の一となった商人の懐ふところに飛び込み、

「ホゥ──ゥムラン!!」

　商人の身体からだを、流し打ちで打だ撃げきした。
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　野球部員が商人をクリーンヒットした。

　ホームラン性の当たりだ。だが商人の速度は二分の一。打撃によって、ゆっくりと吹っ飛ぶ敵の顔を隆包は見た。

　笑っていた。

　何な故ぜだ、と思う隆包の心が気付いたのは、一つの理由。聖譜顕装から手に伝わる感かん触しよくは、

「金を仕込んでやがったか!?」

　見れば、打撃で破れた商人の衣服。その上着の下に、五円硬こう貨かで作ったリングメイルがある。防御の硬貨は曲がっている。が、商人へのダメージが分散と相そう殺さいされたのは確かなことだ。

　そして商人が、吹っ飛びながらこう言った。

「貴き様さまの負けだ」

　何がだ、と隆包は思う。このまま追い打ちを入れれば、お前の負けなんだぞ、と。だが、商人は近くの家屋のドアに激げき突とつしながら、

「貴様は──」

　身を跳ねさせ、しかしこう言った。

「貴様は武蔵に負ける！」

　馬鹿なことを、と隆包は、商人に対して駆かけた。打撃のためにバットを振りかぶりながら、

「勝つのは──」

　俺だ、ではない。

　……俺達だ！

　心の中で叫んだ瞬しゆん間かんだった。不意に、空から光が消えた。

「──!?」

　輸ゆ送そう艦かん。白の塗と装そうに武蔵むさしアリアダスト学院の紋もん章しようと、○べ屋の紋がある。

　上空に来た艦の下部ハッチが一つ開いていた。大型木箱コンテナの中身を出すためのハッチだ。

　だが、今、そこから落ちるのは、食品や水、貿ぼう易えき品やその木箱や紙箱ではなく、

「あれは……」

　金だった。
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　貨か幣へい。大型木箱に詰められたそれが、無数という表現も追いつかぬ量で、降ってくる。

「!?」

　輸送艦の傾きに合わせ、ハッチの口から一気に爆ばく発はつした貨幣の瀑ばく布ふが、空を隠かくす密度で落ちてきたのだ。

　隆たか包かねの耳に聞こえるのは、虫の群が泣きわめくような金属の重擦さつ過か音。その量は、

「安心しろ。英国の最後の数日で儲もうけた八十億円ほどの一部だ。──連れん中ちゆうを送りに行った際、両替していてな」

「てめえ……！」

　言っている間に、滝たきが落ちた。
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「……っ!!」

　隆包は、しかし怒ど濤とうの硬こう貨かの下で防ぼう御ぎよの実力を発はつ揮きした。

　動き、身を回し、弾はじいてぶち上げればこちらの身体からだに硬貨は当たらない。弾いた硬貨を他の硬貨に当てるように操そう作さすれば、一度の弾きで連れん鎖さ防御が組めるのだ。

　だが、その行為を行いながら、隆包は気付いた。敵が寄よ越こしてきた硬貨瀑布は、

「攻こう撃げきじゃねえ……！　これは俺の足止めか!!」

　今、自分は、速度と威い力りよくの分減する聖譜顕装テスタメンタ・アルマの力を借りて硬貨の瀑布を弾き返している。

　……しかし、それ故ゆえに貨幣の落下が二倍の時間続く……！

　それは、自分が、本来の時間よりも二倍足止めされるということだ。

　視し界かいの中、商人がゆっくりと立ち上がる。こちらが動けずにいる代わりに、低速で、しかし商人は確かに自分の傍かたわらを抜け、前に出た。艦かん橋きようの方にいる武蔵の防御隊の方へと、だ。

『おい隆包！』

　ベラスケスが声を送ってきた。こちらに答える余よ裕ゆうはない。だからというように、

『そっちの発動を停止しろ！』

　言われるまでもない。何な故ぜならば、自分は今、敵の誰だれ一人として抑えていない。既すでに時間も無くなってきている。だから応答の態度として、隆たか包かねは、

「……!!」

　被ひ弾だん覚かく悟ごで聖譜顕装テスタメンタ・アルマを背に収めた。

　瞬しゆん間かん。金の瀑ばく布ふが内側からの横よこ殴なぐりに爆ばく発はつした。





●






　金の滝たきから、隆包が貨か幣へいの山を飛び越えるように走り出た。

　彼はひびの入ったヘルメットを投げ捨て、

「速攻──!!」

　全身を前に投げ出すように走り出す。

　走る。隆包は一直線に多た摩まの艦かん橋きようへと向かう。

　艦橋まで距離は約百メートル。敵の防ぼう御ぎよ隊はその間に壁を作っている。

　そして商人が彼らの間を抜けるように駆かけ込んで行きながら、

「前進を掛けろ!!」

　守しゆ銭せん奴どの一いつ喝かつと共に、敵の防御隊が肩や防ぼう盾じゆんを突き出して疾しつ走そうしてきた。それも、こちらを下から抉えぐるような構えの走りだ。

　彼らが構える神しん道とうの防盾は、御祓みそぎによる打だ撃げき力減げん衰すいの能力を持つ。当たった打撃は力を失い、弾はじき返されもしない。一度防盾に張り付いたようになって、力を失い下へ落ちるだけだ。

　だが、それは、減衰力が打撃力を許容出来る時だけだ。

　隆包は三征西班牙トレス・エスパニアの副長で、防御主体の戦せん闘とうをこなす者ではあるが、

「邪じや魔まだ!!」

　助走をつけた振り子打法の打ち返しは、一いつ瞬しゆんで十数人の防御者を空に飛ばした。

　突とつ破ぱする。しかし、彼の走りは、今の攻こう撃げきによって僅わずかながらも速度を落とした。

　瞬間。こちらの背を覆おおうように、金属音の雨飛沫しぶきが走ってきた。

　……さっきの金の滝か!?

　その通りのものが、宙を分ぶ厚あつい弾だん幕まくとして突っ走ってきた。こちらが先ほど吹き飛ばした金の瀑布。力を再奏塡インストールされた金群が、甲かん板ぱんを跳ねて背後から襲おそいかかってきたのだ。

　背を向け、バットを振り、走りを再加速しようとしていた隆包は、

「ち」

　舌した打うちとともに、防御のバットを構えようとした。そして思うことは一つだ。

　……ここまでか!?

　時間がない。ここで振り返れば、走る速度は落ち、艦橋攻こう略りやくまでの限界時間を割る。

　……だが、俺の役目は──。

　防ぼう御ぎよだと、そう思った直後だった。背後で強烈な打だ撃げき音が響ひびいた。

　金がこちらに着ちやく弾だんした音ではない。

　自分の後に付いてきた部員達が、自ら被ひ弾だんした音だ。

「お前ら!?」
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　前を見たままの隆たか包かねの視し界かいの中。初期の打撃に吹き飛ばされた者達が、こちらを追い抜くように宙を舞った。甲かん板ぱんに、転がるというよりも叩たたきつけられる部員達は、しかし、

「主しゆ将しよう……！　先へ！」

　おお、という声とともに、背後で打撃の連音が響く。こちらと金の逆瀑ばく布ふの間に、部員達が飛び込んでいく音だ。

　背を、肩を、身を、文字通り呈ていすることで、皆はこちらを前に集中させる。

　そして、打ち鳴らされる金の音と防御の鈍い連音の中、隆包の視線に並ぶ者達がいた。数は七人。彼らの人数が意味するものは、

「バルデスがいねえが、……スタメン揃そろってるか!?」

「Ｔｅｓテスタメント．!!」

　背後から、金の荒れ津つ波なみを防ぐ部員達が声を送る。それは被弾に揺れ、とぎれとぎれになりかけながらも、

「Heエ──naナ──leレ──sス!!」

　Ｔｅｓ．！　と低く鋭く応じ、隆包を中心とした総そう勢ぜい八人が疾しつ走そうした。
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　行く。

　隆包は前に行く。仲間達と共に行く。背後に置き捨てて行った者達を背に感じて先に行く。

　距離は百メートルを切っている。

　だから彼らは行き、対する敵は拒きよ絶ぜつの攻こう撃げきを行ってくる。

　残り八十五メートル地点で、左右上方からの魔女テクノヘクセン隊の砲ほう撃げきが来た。

　ライトとレフトがダイビングによる阻そ止しを見せた。

　残り六十三メートル地点で、正面からの矢の斉せい射しやが来た。

　前進守備のセンターが道を空あけた。

　残り五十七メートル地点で、隙すきを突いたように商人からの硬こう貨か弾が来た。

　横っ飛びでセカンドがそれを処理し、弾はじかれた分をファーストが処理した。

　残り四十一メートル地点で右手側の側路から武蔵むさしの防御隊が来た。

　サードが身を転がし、帽ぼう子しを飛ばしながらも阻止した。

　残り三十メートルを切った地点で、隆たか包かねは周囲を思った。残りは捕ほ手しゆだけか、と。

　しかし、捕手はいなかった。

　代わりというように、背後から一つの強烈な金きん銭せん打音と、それを止めた身体からだの音がする。

　隆包は前を見た。

　壁のように、月下に黒く見える多た摩まの艦かん橋きよう。その入り口まで２７・４３１メートル。

　方向は一いつ直ちよく線せん。艦橋の入り口とも言えるハッチとこちらの間には、一つの背がある。

　ハッチへと走る商人の影だ。

　先ほどこちらに金銭砲ほう撃げきを行った分、速度が落ちている。

　残り二十一メートルで追いついた。

　商人が跳ちよう躍やくし、宙でこちらに振り向く。

　弾だん丸がんが来た。

　残り二十メートルで全てを弾はじき返し、残り十九メートルで、

「──！」

　打ち上げるように打だ撃げきした。完全なヒットだ。商人の肋ろつ骨こつが音を立て、姿すがたが前方の宙へと大きく飛ぶ。飛距離は約十八メートル。

　だが、そこで赦ゆるさない。隆包は商人の落下点に向けて走った。落下を拾うようにもう一度打撃して、そのままハッチをぶち抜く動きだ。

　しかし、その瞬しゆん間かん。隆包は商人の声を聞いた。それは宙を飛び、痛みに軋きしみながらの、

「……報ほう償しようを払おう！　──英国の猟りよう犬けんと武蔵むさしの銀ぎん狼ろう！」

　直後。月光の空からそれが来た。

　眼前に降って来たのは刃は物ものの群。数百の刃やいばを風とばかりに送ってくるのは、

「ウオルシンガムか!!　──英国がとうとう艦かん上じようにまで加か勢せいにきたのかよ！」

『──Bites！』

　刃と十字槍やりの砲撃を、隆包は完全に弾いて砕いた。

　走りながらの打撃的防ぼう御ぎよは、そのままウオルシンガムを捉とらえて、

「邪じや魔まだ……！」

　艦橋まで十六メートルを切った時点で、猟犬を横に打ち払う。だがそこに、

「……食らいなさい！」

　銀狼の声とともに空から降ってきたのは、大型木箱コンテナ四つと、それを投じた鎖くさりの打撃だ。だが隆包は速度を緩めない。背後の仲間達に対し、背の校章を見せるように身を張り、前に倒し、

「副長ナメるなあ──！」

　走る速度を緩めず、大型木箱を左右の床と空に叩たたき落とした。

　[image: ]よじりの打撃が付いた鎖四つも、そのタイトアームの回転方向に合わせて、

「……っ！」

　一いつ瞬しゆんで地面に叩たたきつける。そしてアームを踏み越え、銀ぎん狼ろうを打だ撃げきで道開けようとする。

　瞬しゆん間かん。銀狼が身を低く伏せた。

　いきなりのことだが、拾うことは出来る。それだけの練習をしてきた。

　だが、残り距離十三メートルで隆たか包かねの目は見ていた。正面に腰を落とした商人が、口から血をこぼしながら、

「──最後の金だ！」
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　それは、単なる投とう擲てきやばらまきではなかった。

　両の手で前後に開いた莫ばく大だい量の表示枠サインフレーム。契けい約やく者の力を十分の一だけ送るものに、

「──受け取るがいい!!」

　最後こう尾びの表示枠に貨か幣へいを載せた瞬間。それは加速した。

　千数百の表示枠を利用した加速砲ほうだ。一人が寄よ越こす十分の一とはいえ、それは千数百の加速を重ね、一いつ瞬しゆんで射しや出しゆつされた。結果として大気が弾はじけ、砲ほう口こうから水すい蒸じよう気き爆ばく発はつが起きると同時。隆包は己おのれの胸に硬こう貨かが飛んできたのを悟さとる。

　背後には仲間達がいる。避けられない。だから隆包は、

「──っ！」

　真ま芯しんで捉とらえるスイングをもって、高速貨幣弾を迎げい撃げきした。
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　轟ごう音おんが生じ、衝しよう撃げきによる大気の叫びが起き、次の瞬間に、

「……っあ！」

　振り抜いたバットは確かに貨幣弾を捉え、練るように変形させ、だが砕け散った。

　破は砕さい音を重ねて木材が破は片へんとなり、振り抜いた隆包の手に柄えだけが残る。

　武ぶ器きを失い、息も荒れ、ただ空白だけが残るような戦場において、隆包はしかし、

「く……！」

　前に出た。その足は無いが、加速はあり、前に、前方へと行こうとして、

『──!!』

　空を警けい報ほうが走った。

　多た摩ま前部側の小型艦かん群ぐん。そして遠くの三征西班牙トレス・エスパニア主力艦かん隊たいが、長い警報を吠ほえたのだ。

　限界時間の合図。その意味を、膝ひざを着いた商人が血を吐きながら叫んだ。

「ゲームセットだ野球部員!!」

　聞いた。終わりだ。それは解わかる。だが、隆包は、

「……！」

　前に出た。勢いは失い、主武ぶ器きは砕かれ、しかし、吠ほう声せいは喉のどから確かに出た。

「俺が勝負を捨ててどうする!!」





●






　距離十二メートル。

　終了の合図と言葉は聞こえている。だが隆たか包かねは前に進んだ。

「……!!」

　まだ再発動出来ぬ背の聖譜顕装テスタメンタ・アルマを抜きながら、ただ前に、残りの距離を詰めようとした。

　対し、敵の防ぼう御ぎよ隊がこちらと艦かん橋きようの間、十数メートルの位置へと飛び込んでくる。更さらには鎖くさり持ちの銀ぎん狼ろうや、無数の刃やいばを走らせた猟りよう犬けんまでが前に回り、

「迎げい撃げき──!!」

　銀狼の言葉に、全員が武器を構えた。

　だが、それでも隆包は行った。

　……当たり前だ！

　隆包は思う。この戦せん闘とうの前、房栄フサエとのキャッチボールで考えたことや、そして海かい戦せんの初期において自分達の総そう長ちようが何を見せたのかを。

　このままがいいと、房栄は言った。

　三征西班牙トレス・エスパニアの衰すい退たいを少しでも止めようと、総長は行動した。

　俺は何だ、と隆包は思う。限界時間が来たから撤てつ退たいでは、何もここに残せないではないかと。

　アルマダの海戦において何も残すことが出来ねば、衰退に対して何の抗あらがいも出来なかったのと同じだ。〝このまま〟は続かず、総長の思いも無になる。

　何かを残したいと、隆包はそう思う。

　仲間が出来たことや、充実の記き憶おくとは別で、確固とした楔くさびを穿うがちたい。

　アルマダの海戦が起きることは解わかっていた。ならば、

「──何のための副長だ!!」
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　叫び、隆包は走りながら前に手を伸ばした。

　並み居る敵の向こう。そこにあった到達点に向けて行く。

　敵の前ぜん衛えいが出てきたのを弾はじき、かわす。が、急ぐが故に打だ撃げきを避け切れない。

　数発を受け、霊れい体たいの身を作る流体の飛沫しぶきが上がる。

　痛みはある。文字通り、身を削けずる響ひびきだ。だが、

「……っ!!」

　振り抜くように、敵を左右に払って隆包は確かに前に出た。

　しかし、バットの代わりの聖譜顕装テスタメンタ・アルマを振り抜いて走った瞬しゆん間かんだった。

　一いつ瞬しゆん開いた身に対し、正面、銀ぎん狼ろうの鎖くさりの防壁の奥から、猟りよう犬けんの十字砲ほうが来た。

　見れば銀狼がこちらの突とつ撃げきに対し、下唇くちびるを嚙かみ、右手を振っている。

　そして砲ほう撃げきが来た。直ちよく撃げきコースだ。だが、それでも隆たか包かねは、前に手を伸ばし、

「くそ……!!」

　飛来する破は壊かいの光に対し、喉のどを開くように叫んだ。

「まだだ！　まだ三征西班牙トレス・エスパニアは終わりじゃねえんだぞ……!!」

　言葉とともに直撃する。が、その直前。幾いくつかの動きが彼の全てを阻そ害がいした。

「──主しゆ将しよう!!」

　背後から、隆包は十数の腕と身に、抱き飛ばされたのだ。

　三征西班牙野球部、その主力メンバーだ。彼らが追いつき、

「!?」

　砲撃から逃れた次の瞬間。隆包は夜の空を見ていた。

　多た摩まの右う舷げんから、夜の空に身を飛ばされていたのだ。
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　隆包は理解する。自分の仲間達が、己おのれを救ってくれたということを。

　周囲、落下体たい勢せいに入り、虚こ空くうを落ちていく仲間達の姿すがたがある。

　風吹きすさぶ上空では、武蔵むさしが高速で西の方へと行くだけだ。

　皆は武蔵を見上げ、しかし幾いく人にんかは未だにこちらの背や肩を押さえ込んでいる。まるで、向こうへは行かせないと、そういう力で、だ。

　落ちる視し界かいは、武蔵の艦かん底ていよりも低く、その落下速度を上げていく。

　下一いつ直ちよく線せんの動きの中で、声が聞こえた。それはこちらを引き留める仲間達の、

「主将……！」

　皆の声が叫んだ。

「……ゲームセットです！」

　皆の呼吸が聞こえ、こちらの反応を待つ間が空あいた。

　その空白の中、全身を落下の風に浸ひたらせながら、隆包は仰あお向むけに空を見た。もはや武蔵は西の空に遠ざかっている。残され落ちていく自分は、風を背から前に通り過ぎながら、

「……くそ」

　ゆっくりと、全身から力を抜いた。動く代わりというように、彼は口を開き、俯うつむき、

「くそぉ──!!」

　叫びが乗る風は、速度を上げていた。もはや風には砲の音や、衝しよう撃げきも入っている。

　武蔵むさしが、三征西班牙への距離を大きく詰めたのだ。
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　隆たか包かねの落下に対して、多た摩ま艦かん上じようでは二つの動きが生じていた。

　それは残った三征西班牙トレス・エスパニアの学生達への追つい撃げきと掃そう討とうだ。追われるように朱あけの制服達が空に身を投げ、ベラスケスやバルデス達の船に拾われていくが、一部は遅れた動きを見せている。

　だがそんな彼らを救うように、上空に注意を向けさせる者がいた。

「──タカさん！」

　空から声を落とし、白の巨体が来たのだ。

　三征西班牙第二特とく務む、江え良ら・房栄フサエと彼女の武ぶ神しん〝道みち征ゆき白びやつ虎こ〟だ。足下に麦の草原と道を造って駆かけ道とする武神は、それを垂直の下り坂として駆けて行った。

　落ちるより速く、白虎の姿すがたが突っ走る。

　しかし、武蔵側は、一つの迎げい撃げき手段を行使した。垂直降下の白虎に対して放つのは、

「接続コンターク──!!」

　直後。多摩後部から空へと朱の色が飛んだ。

　地じ摺ずり朱雀すざくが、道征き白虎に対して一いつ直ちよく線せんに射しや出しゆつされたのだ。







[image: 第六十六章『天上天下の送り人』]
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　房栄フサエは、眼がん下かから一いつ直ちよく線せんに上がってくる霧きり雲ぐものたなびきを見た。

　何が上がってくるかは解わかる。武ぶ神しんだ。

　地じ摺ずり朱雀すざく。

　道みち征ゆき白びやつ虎こと同じ四し聖せいの一機かと思っていた。が、四聖としての力である〝山さん川せん道どう澤たく〟の内、朱雀が担当する澤さわの能力を発はつ揮き出来ない。単に四聖の模も造ぞうでしかない武神だ。

　ならば興きよう味みもないと、房栄はそう判断して道征き白虎に指し示じを出す。OS上で動く駆く動どう制せい御ぎよ情報術式プログラムに空中格かく闘とう戦を適用させる。そして追加として、

「落下速度の緩かん衝しようも含めて、手を抜かずに行くわ」

　OSの表示枠カデナフイルマがぞろりと出ると同時、眼下方向へと白虎の両肩が展開した。虎とら顔を模もした砲ほう門もんが肩に現出し、

「超震しん動どう破は砕さい砲ほう〝咆ほう吼こう列れつ化か〟──」

　放つ。眼下から飛来する鉄てつ塊かいに対し、最大威い力りよくの迎げい撃げきだ。

　そして直下の正面。夜気の近距離で、大気が震え、そこに飛び込んできた敵が、

「──！」

　砕けると言うよりも、散った。

　だが、房栄は見ていた。上昇の鉄塊としてまず砕いたのは、

　……武神の緩衝用装備!?

　三み河かわ戦でも見たものだ。空に射しゆ出しゆつされた地摺朱雀は、脚あしや胴どう、腕部に、大型の緩衝機き構こうをつけていた。そのことは情報として理解している。しかし、房栄が見たものは、

　……逆!?

　地摺朱雀が、上下逆に飛んできていたのだ。

　房栄は、敵の行動の意味を思う。

　……足を上にしていたということは──。

　超震動に脚あし側がわ緩衝機構を食わせる直前、それを蹴けって横に身を飛ばすつもりだ。

　武神は重量があるが、上昇の勢いが残っていれば余力で天へ飛べる。その時、足を上にしていたならば、手は下に。こちらの背後をすれ違いざまに捉とらえることが出来るだろう。

　ならば来るのは左右のどちらか。房栄は一いつ瞬しゆんの中で、

　……右！

　赤の色が右の宙に見えた瞬しゆん間かん。道征き白虎の右爪づめを空に走らせた。
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　当たる。捉える。抉えぐって砕く。

　だから行った、と房栄フサエが思った時だ。

　道みち征ゆき白びやつ虎この右肩に、あるべき衝しよう撃げきと反動が来なかった。

　不意に、朱雀すざくの赤が、宙ちゆうで回かい避ひ運動を行ったのだ。

　……え？

　地じ摺ずり朱雀は地上用、作業用の筈はずだ。そして武蔵むさしには航こう空くう用武ぶ神しんがいないのは聖せい連れんからの年ねん鑑かん情報や、英国にいる情報員の話で解わかっている。

　それがどうして、空中での回避機き動どうを行えるのか。その疑問を解くため、右方向の空へ急ぎ振り向けば、そこに月の光を浴びた十字架かが三つあった。

　二つは武神用の飛ひ翔しよう器。もう一つは両腕を左右に広げた朱あけの武神だ。

　飛翔器には見覚えがある。それは三征西班牙トレス・エスパニアの武神達が使用するもので、

「……三み河かわ戦で魔女テクノヘクセンが撃げき墜ついした武神の翼つばさ！」

　朱雀の十字翼よくが背後に大気の歪ゆがみを作った。一いつ直ちよく線せんに突っ込んでくる朱の三さん重じゆう十字から、房栄は確かに敵の叫びを聞いた。それは直なお政まさという義ぎ腕わんの女の、指し示じとは言い難いような、

「──当たれ!!　地摺朱雀!!」
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　上空で生じた武神の激げき突とつを、機き関かん部の皆は見上げていた。

　その中で、地摺朱雀の担当をしていた大ひろに、横の祖そ父ふが問いかける。

「装備したはいいが、少しばかり無理がねえか？」

「飛べるようにしろってうるさいんだもん。性能証明プルーフとるのに翼の出力バッカンバッカン三日徹てつ夜やでやりまくったから、未だに耳響ひびいてるよ。

　まあ、今後の整備権と引き替えに〝どんな改造でも請け負う〟ってことにしたけどね」

「下の検査区画で煩うるさかったのお前か。道理で誰だれも俺の所に[image: ]しかってくれと進言しねえわけだ」

「あ、御ご免めん、煩かった？」

「必要だったらそれでいい。必要じゃねえのにやってたらもっと良かったけどな」

　祖父の言葉に大は腕を組んで頷うなずいた。

「まあ、地摺朱雀自体が元々軽いフレームだから、あまり高出力にはしてないんだ。

　だから初しよ撃げきが勝負だけど、それでいいんだって。あの白虎を、艦かん橋きように近づけないことが大事だからって。でも──」

　と、孫まごは空を行く朱の色を指さし、

「あの朱雀のこと、皆、どれだけ知ってんの？」

「俺達ゃ誰だって知ってら。直政と同じクラス、……あの総そう長ちよう達もな」

　そうなんだ、と大が言う。でも、と彼女は言い。

「壊こわされたらマズいよね？　あれって……」

「そうだと解わかっていても、やるしかねえじゃねえか。そうやって皆と一緒にやっていくって、直なお政まさが決めたんだ。だから──」

　泰たい造ぞうが皆と共に空を見上げ、

「お前も応おう援えんしろ」

　言葉と同時に、夜の天で一ひと際きわ派は手でな激げき突とつ音が響ひびき渡った。
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　白の武ぶ神しんは、朱あけの武神の体当たりを受けた。

　位置は右脇わき腹ばら、方向は右側面から。しかし、朱雀すざくが上げた左膝ひざからの衝しよう突とつを狙ねらうのに対し、道みち征ゆき白びやつ虎こは右の裏うら拳けんで爪つめのカウンターアタックを叩たたき込もうとする。

　と、空中で地じ摺ずり朱雀すざくが腰側に翼つばさを振って身を仰のけ反ぞらせた。

　白虎の振った右腕の下を潜くぐり、しかし、

「──脚あしで取れ！　地摺朱雀！」

　脇ではない。白虎の上腕の半なかばに、地摺朱雀の両脚が膝まで絡み込む。

　脚一本では、以前、左腕を押さえ切れなかった。だから脚二本で脇から取りに行き、

「回れ──!!」

　次の瞬しゆん間かん。絡めた位置を支点に、地摺朱雀の身が白虎の背後を振り子のように回った。

　更さらに、回って伸ばした両腕で、白虎の左腕を背後から絡からめ取る。

　これで、道征き白虎の両腕を、背の側から両腕と両脚で確保したことになる。

　朱雀の姿し勢せいは白虎の背に、翼を上に横たわるようなもの。あとは、

「絞しぼり引け!!」

　地摺朱雀が腹ふつ筋きんとなるワイヤーシリンダーに煙を上げて身を折った。背を弓のように曲げ、空に全身を引く。

　駆動音が叫び、道征き白虎の両腕が背後側にチキンウイング状態で釣つり上がった。

　道征き白虎は抗あらがいの挙きよ動どうを両肩に見せるが、この状態で使える駆く動どう系けいは少ない。

　地摺朱雀も、全身の全てを両の腕を捉とらえるだけに集中している。しかし、

『──!!』

　朱雀の全身が揺れた。

　負ふ荷かがある。道征き白虎が確保を剝はがすアタックを瞬間的に何度も掛け、地摺朱雀の縛いましめに隙すき間まを作っているのだ。朱雀は締しめ付けを厳きびしくしようとするが、空あいた透すき間から生じる僅わずかな差、力を入れる角度の違いにズレが生まれ、それを力で抗しようとするあまりに、

『……！』

　地摺朱雀の五体から、いきなり陽かげ炎ろうが昇った。

　両機の出力差によって、朱雀の駆動系が一いつ瞬しゆんで限界に達したのだ。

　だから直なお政まさは、指し示じを出した。駆く動どう系けいとは別で動くところ、翼つばさに対して、

「ぶちかませ地じ摺ずり朱雀すざく！」

　言葉通りに、地摺朱雀は羽ばたいた。しかし、それは前に飛ぶためのものではない。白びやつ虎この腕を吊つり上げて引き飛ぶための、背中側への羽ばたきだ。

　空気が正面へと爆ばく発はつする。

　地摺朱雀は、全身の力と翼の力で道みち征ゆき白虎の両腕を天に引いた。

　そして完全に白虎の両腕が空に上がり、その身体からだが宙に転ぶように回っていく。

　回った。
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　……引っこ抜いた！

　直政は技の入りを確信した。

　以前は、地摺朱雀で止めようとして激げき突とつを選択した。その結果はこちらの完敗だ。

　打だ撃げき戦が通用しないならば、投げ技や、関かん節せつ技しかない。

　だが、相手の実力だって相当にあるのも確かだ。だから、

　……練習相手に、ミトがいてくれて助かったさね。

　こちらの体術。取った手を[image: ]よじって崩してぶん投げる技をミトは食らいに、──いやいや学びに来た彼女がいた御お陰かげで、打撃側のパートナーが出来たのだ。

　しかし、爪つめではなく平手にして貰もらったが、かなり食らった。その分こっちも回したし固めたが、訓練の御お礼れいが帰り途と中ちゆうの焼き肉では割に合わない気もする。鹿しか肉にくって味濃いし。ミトは草頼まないし、ワインくらいしか酒飲まないし禁煙席だし。

　そして、結論として出たのは、確実を狙ねらうならば隙すきを突けという単純な事実だ。

　だから飛行をいきなり見せ、横から行った。

　取って、固めて、後は、このまま宙を落ちていき、

　……頭からどこかに叩たたきつける！

　それを行えば勝ちだ。そのあとどうなるか解わからないが、敵を艦かん橋きようから完全に逸そらしたことになる。そうすれば、武蔵むさしが西班牙エスパニア艦かん隊たいに突とつ入にゆうするまでに多た摩ま艦橋破は壊かいは行われない。

　だから、このまま、落下に任せて、羽ばたきを入れて、

　……勝つ……！

　思った視し界かいに、しかし、一人の敵が見えた。

　江え良ら・房栄フサエ。

　道征き白虎の肩上にいる房栄が、夜の中でこちらを見ていたのだ。

　眉まゆを浅く立てた彼女の視線と自分の視線が、音を立てるような強さでかち合う。

　その直後に、彼女が周囲に道征き白虎のOSによる表示枠カデナフイルマを連続表ひよう示じさせた。

「道みち征ゆき白びやつ虎こ、巻き込むわよ」

　は？　と意味が理解出来ない直なお政まさの目に、光が映った。白い光は、道征き白虎のOSが作るものだ。それらの表示枠カデナフイルマは、しかし道征き白虎ではなく、地じ摺ずり朱雀すざくを囲むように現れている。

　……こっちを、白虎のOSの同一処理化に飲み込むのか!?

　そんなことをする意味が解わからないと、そう思ったと同時。意味が理解出来た。

　落下方向が変わったのだ。朱雀の背の方向。白虎の頭上側ではなく、

「これは──」

　道征き白虎の肩上にて、弓になってその肩を固めている地摺朱雀の左側。そこに、流体光こうで出来た麦の原と道がいきなり出現した。

　……!?

　落ちていくのは下ではなく、宙に出来た白虎の野の上だ。更さらに角度は道征き白虎の頭からではなく、背にいるこちら側。もしそのまま落ちれば、下した敷じきになる地摺朱雀は潰つぶされ、

「!!」

　激げき突とつした。
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　地摺朱雀の左肩と左腕。そして左腰が根本から破は壊かいされるのを房栄フサエは見た。

　破壊の理由は、自じ重じゆうと、道征き白虎の重量によるものだ。

　白虎の腕は上げられていたが、首と腕で作る角度を広げるように、底辺となる地面を激突させた。そして三角形を潰して腕と首を同じラインにすれば、三角形の中にいる朱雀は潰れる。

　だから房栄はそうした。

　後は仰あお向むけ状態の白虎を立ち上がらせ、作った道を多た摩ま艦かん橋きようへと突っ走ればいい。だが、

「地摺朱雀──!!」

　背後の仮か想そう地面上で、衝しよう撃げきの震えを消せぬ朱雀が、しかし立ち上がった。こちらの頭上を強ごう引いんに跳び越えてきた朱雀は、白虎の顔へと抱きつき、しがみついてくる。

　立りつ派ぱだわ、と房栄は思った。

　敵は、道征き白虎の頭部を固め、白虎が感覚素そ子しから受ける自己判断を奪おうというのだ。

　しかし、上から回り込もうとする朱雀に対し、房栄は、白虎の右爪づめをオーバースイングでぶち込まさせた。

　狙ねらいは胴どう体たいだ。そして当たるのは胸部。左側の装そう甲こう服ふくを貫つらぬき、胸部の関かん節せつやワイヤーシリンダーを千ち切ぎり、白虎の爪は目の前の仮想地面に朱あけの朱雀を叩きつけた。

　衝しよう撃げき音をもって、眼前の仮想地面に朱雀が激突する。

　仰向けの大の字。内部機き構こうが爪の一いち撃げきで露あらわになっており、心しん臓ぞう部が見えていた。

　熱気や蒸気と共に露ろ出しゆつするのは、脈みやく動どうする機械の群だった。

『──！』

　朱雀すざくの悲鳴にも似た叫びに震えて、大気に触れた主駆く動どう系けいが白の蒸気を噴ふき上げた。

　普通の武ぶ神しんならば、そこには操そう縦じゆう者しやを取り込んだ透とう明めいシリンダーの流体槽そうがある筈はずだ。だが、自分達のように外部操縦式ならば、

　……全身統とう御ぎよ用の神経主しゆ幹かん器きがある筈！

　それを砕けば、武神は止まる。しかし、

「……え？」

　房栄フサエは疑問の声を作っていた。視線の先で月光を受けているのは、脊せき椎ついを補佐する人工神経が包まれた鉄製機殻カウルではなく、

　……何で、操縦者が必要な筈の流体槽が……!?
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　房栄の正面。手が届きそうなところに、分ぶ厚あつい耐爆硝子ガラスの透とう明めいシリンダーがある。内部には青白い賢けん水すいが入っており、中では長細い鳥とり居い型の表示枠サインフレームが見えている。

　表示枠には人の姿すがたが映っていた。本来ならば、それは操縦者を映すものだ。だが今見えるのは、操縦者として訓練を受けたような男や女ではなく、年とし端はもいかない少女で、更さらには、

「……!?」

　青白い絵で平面化されたその人ひと影かげには、顔と上半身、そして各部のちらばりしか無かった。

　おかしい、と房栄は思った。操縦者が武神に乗って欠けつ損そんを受けた場合、その表ひよう示じは五体を映したものに欠損部分の色違いを重ねるか、もしくは表記による説明が為なされるはずだ。

　だが表示枠の彼女にはそれらが無い。だとすれば、

　……何らかの理由で、このような怪け我がを負っていた少女を中に詰め込んだ!?

　彼女の周囲を、小さな表示枠が舞っている。鳥の姿を映したものには、朱雀の文字も書いてある。だが、それらの中央、細長い鳥居の中で眠る欠損の少女は、

「私の妹さ」

　朱雀の肩上、半顔を血に濡ぬらした義ぎ腕わんの女がいる。

「村が襲おそわれた時、地摺朱雀は動作出来なくてね。だから全部駄だ目めになりそうだった時、妹が言ったのさ。もう息も無いような状態だったのに、〝使って〟って」

　だから、

「使うさ。──あたしはね」

「……!!」

　反射的な動き。何かは解らないが、拒否のような思いを得て、房栄は相手を終わらせようと思った。攻こう撃げきを叩たたき込み、〝使わせない〟と、そう判断したのだ。

　しかし、

「地じ摺ずり朱雀すざく！　──起きろ！」

　意味は解わかる。強ごう引いんに姿し勢せいを起こさせ、こちらの行動を邪じや魔ましようと言うのだ。だが、

　……止めて！

　相手の言っていることと目の前にあるものを、理解出来るようでいて出来ていない。心の整理がつかないものを閉じ込めるように、

「止めて！　道みち征ゆき白びやつ虎こ!!」

　白虎は応えた。背の翼つばさを回して羽ばたき起きようとする朱雀に嚙かみ付くように、両の肩を展開して超震しん動どう破は砕さい砲ほうを発はつ射しやした。しかし、

「────」

　しかし、房栄フサエは気付く。超震動の突っ走った先に、地摺朱雀の崩ほう壊かいの音も、破は片へんも何も無いことを。ただあるのは、同じ位置に寝たままの朱雀と、その背後、地面の際きわにある、

「水……？」

　地摺朱雀が寝ている背の下に、流体で出来た背景があった。

　湖こ沼しようだ。
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　何な故ぜか崩壊をしていない地摺朱雀と、その背の下にある流体の湖沼。それを見る房栄は、己おのれの周囲に新しい光が現れたのに気付いた。

　始まりは、地摺朱雀の胸前、露あらわになった流体槽そうの表面に灯ともったOSの表示枠サインフレームだった。

　それも、少女の模も式しき図ずが、目を伏せたままゆっくりと口を開くのに合わせ、

『────』

　朱雀が高く高く、軋きしむような鳴き声を上げる。

　その声の響ひびきに応じるように、朱あけの表示枠が連続して、地摺朱雀の各部や、そして直なお政まさの周囲に展開した。そして示される表ひよう示じは確かに、

『四し聖せい式武ぶ神しん三型〝地摺朱雀〟：初動作確かく認にん：──初期起き動どう開始』

　起動していく。それも初期設定を行う初起動だ。

　房栄は硬い唾を飲む。

　房栄は、この敵は四聖ではないと思っていた。だがしかし、それが勘かん違ちがいであり、

　……今まで、四聖のOSが、本格起動をしたことが無かったのだとしたら？

　あり得ない話だ、と房栄は思う。何故ならば、武神は完成物が納入されるものだ。OSなどは完全起動が確認された上で納められる。ここまでずっと動いてきた武神が、OSを本格起動させていないなど、あり得ない。

　だが、

　……もしも初起動時にOSの大部分と人工頭ず脳のうが失われていて、代わりに、瀕ひん死しの少女が取り込まれたのだとしたら？

　そして、

　……合一した少女の意識が、欠けたOSを補完して、同化していたなら？

〝使って〟と言った彼女を優先として、今までは動いていた。恐らくは基本的な自じ律りつ駆く動どうを介かいしたもので、意識のない彼女の感覚を利用し、姉の指し示じに答えて動いていた。

　それが少女の意志だったからだ。

　だが、OSでもある少女の身が危険となった時、自己保存のためにも、

「朱雀すざくが彼女を守りに出たとでも言うの!?」

　道みち征ゆき白びやつ虎このOSが、道に叩たたきつけるために同一処理を重ねたのも契けい機きだろう。

　起き動どうしている同一OSが与える危険に対抗するため、朱雀のOSが起きた。

　そういうことだ。

　正面にある湖こ沼しようが広がっていく。それはこちらの道を転化させていくものだ。道征き白虎が、自分の道が食われないようにプロテクトの表示枠カデナフイルマを幾いく本ほんも立てるが、無む駄だだ。こちらから取り込んだ以上、内部で立ち上がった同一OSはこちらの防壁の内側から食っていく。

　そして地じ摺ずり朱雀の力は、〝山さん川せん道どう澤たく〟の澤さわというならば、

　……水!?　いえ、これは──。

「空!?」

　湖沼に空が映っている。青の空。ここにはない空だ。

　房栄は、地摺朱雀が破は壊かいされなかった理由を理解する。朱雀の背後の湖が空ならば、

「……無限に存在する空に〝下がった〟わけね!?」

　アキレスと亀かめのパラドクスに似ている。あの薄い湖沼は、無限の厚みを持つ空なのだ。

　広がる水面は平面だが、地摺朱雀の翼つばさはその中に確かに開いた。

　同時。がくりと、道征き白虎が揺れた。

　落ちる。

　空中に生まれた平面の湖沼の上で、朱雀と白虎の位置も高さも変わっていない。

　だが、落ちていく。平面であるのに、無限の厚みをもった空がそこにあるからだ。

　そこに乗る者はただ落ちて、しかし翼ある地摺朱雀は背の十字をかち上げ、

『……!!』

　上下を入れ替えられた。
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　武蔵むさし艦かん上じよう、多た摩ま上空、わずか三十メートルほどの、しかし湖沼による超高々度から、道征き白虎は甲かん板ぱん縁べりのエプロンサイドに叩きつけられた。

　当たり位置は角。甲板の側壁を砕いて激げき突とつさせる垂直降下式のボディースラムだ。

　激げき突とつする。

　金属音の砕けとともに、白びやつ虎この右下腕が割れ、脚あしも右の腿ももがずれたように折れて付け根から動かなくなる。そして胸部は主装そう甲こうが一いつ瞬しゆんで砕け、下の駆く動どう系けいが露あらわとなった。

　それらの破は片へんが散って起こす二次音おん響きようを無視するように、衝しよう撃げきの反動で跳ねた白虎は、

『────』

　滑すべるように、ただ力無く下へと、海と空の間へ落下した。

　落ちていく白の肩上、髪かみを乱した女がいる。

「……！」

　房栄フサエは何かを叫ぶが、それは風に消えた。ただ彼女が見上げる頭上に二重の月がある。

　そして月の前に、二つの十字と、吊つるされるような半身の武ぶ神しんが浮いている。

　空を、ゆっくりと降りるのは朱雀すざくだ。だが、その姿すがたに力はない。OSの起き動どうは止まり、最低限の自じ律りつ駆動で落下をしているだけだ。

　その姿から視線を外し、房栄は眼がん下かを見た。下方、離脱した隆たか包かね達を拾った小型艦かんがある。

　だが、安あん堵どの吐と息いきで見るその中に、一つの姿がないことに房栄は気付いた。

「……誾ぎんさん、まだ武蔵むさしで戦せん闘とうしてるの!?」

　落ちていく問いかけに答えるように、武蔵艦かん上じようから砲ほう撃げきの音が響ひびき渡った。

　立たち花ばな・誾が、もはや離脱の機会を失いながらも戦闘を続行しているのだ。







[image: 第六十七章『居場所の刃傷持ち』]
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　月下の町中で、砲ほう撃げき音が通りを飛んだ。

　砲撃は双そうの連れん射しや、使い手は十字双そう剣けんを高速に振り回す両の義ぎ腕わんの少女だ。

　立たち花ばな・誾ぎん。多た摩ま左さ舷げん後部側の商店街を駆かけ抜ける彼女に相あい対たいするのは、

「……！」

　神しん格かく武装である長ちよう槍そう、蜻蛉とんぼ切きりを携たずさえて走る本ほん多だ・二ふた代よだ。

　砲撃と剣けん撃げきを用いる誾は、二つの音の消失を悟さとっていた。右う舷げん側で生じていた戦せん闘とうの音と、房栄フサエの道みち征ゆき白びやつ虎この吠ほえ声が聞こえないのだ。

　意味は解わかる。そして先ほど、限界時間を告げるサイレンが響ひびいた理由も、だ。

　離脱の限界時間を超えた。ここから先、武蔵むさしは三征西班牙トレス・エスパニア主力艦かん隊たいの砲撃を受けていく。

　もはや、この艦から降りて救いを求めることは出来ない。だが、

　……覚かく悟ごの上です！
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　誾は、覚悟を決めた。

　完全な命令違反だというのは解っている。

　しかし、己おのれの目的には必要なことだ。ここにいる最大の目的。それは、

　……この本多・二代を倒し、宗むね茂しげ様の襲しゆう名めい解除を撤てつ回かいさせる……！

　思い、攻こう撃げきと防ぼう御ぎよを誾は風の中で繰り返す。

　攻撃をぶつけ合う先、二代の戦闘方法に対して誾が抱く感想は一つだ。

　……完全な防御的てき攻撃馬鹿ですね！

　こちらは正面から砲撃を重ねているのに、この女はほぼ真っ正面から突っ込んでくるのだ。

　怖くないのか、と問うまでもない。ある程度のレベルに達した者だけが持つ、一つの理念にこの女も達している。つまり「攻撃が当たらないなら前に出るしかない」という、当然のようでいて最も実じつ践せんしにくい理念だ。だが、この女は、

　……平気で砲撃の前に飛び込んで来ます……！

　回かい避ひに自信があるというより、こちらの攻撃を意識していない。

　何な故ぜかは解る。攻撃の見た目などに惑まどわされず、攻撃の種類を分ふん別べつし、対処しているのだ。

　……全ての攻撃は、正面から見た場合、点としての貫かん通つうや砲撃か、線としての斬ざん撃げき、または面としての範はん囲い術じゆつを基礎とします。

　それは、父から教わったことだ。投げも組み技も、捉とらえるまでは点か線の動きだ。その二つに、術じゆつ式しきなどによる面の攻撃を含んだ三種が全てだと解っていれば、後は楽だと父は言った。

　点は速いが、当たる部位をずらして前に出ればいい。

　線は長いが、当たる軌き道どうをくぐって前に出ればいい。

　面は広いが、その範はん囲いの外を回って前に出ればいい。

　後は大きさと速度だけが問題となるが、やることは常に三つだけだ。

　そうして考えると、砲ほう撃げきも槍やりの突きも点として変わらない。砲撃音に怯おびえず、衝しよう撃げき波はを考こう慮りよすることが出来れば、あらゆるものが回かい避ひ出来る。そして、

「──！」

　伸びるような加速で、低い姿し勢せいの二ふた代よが来た。

　誾ぎんは思う。この攻こう撃げき的な女は、

　……やり甲が斐いがある……！
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　二代は、攻撃をかわし合う最中に、誾の評価を改めていた。

　以前の襲しゆう撃げきの際に刃やいばをかわした時は、攻めてくる女だと思っていた。だが、今の相あい対たいは、

　……完全な攻撃的防ぼう御ぎよ馬鹿に御ご座ざるな！

　理由は一つ。

　誾は、こちらが行う攻撃に対して、迎げい撃げき防御を重ね、しかし、ありとあらゆる位置と角度から回かい避ひ運動を重ねた攻撃をぶち込んでくるのだ。

　こちらが動かねば、距離を保つための砲撃を行い、近づけば、

「……っ！」

　突き込んだ穂ほ先さきに、平気で双そう剣けんをぶつけてくる。それも、ちゃんと弾はじかねばこちらの身体からだを割る角度で、だ。

　普通、刃を持った武ぶ器きの技術として、刃をぶつけ合うことはしない。何しろ、刃といっても金属だ。同等以上の切れ味の刃には断たれるし、横から打だ撃げきされれば曲がる。硬いものに当たれば欠けもするし、その欠けた箇所から一気に折れることもある。

　だが誾は気にしない。

　何な故ぜかは解わかる。こちらの攻撃に対して、双剣をぶつけはするが、それは打ち返すのではなく、反動に自分の身を乗せるためだからだ。

　こちらの攻撃の力を利用して刃を乗り越えたり、その反動を利用して回避とする。そのために、手では危ないので剣を使う。そんな動きだ。

　この女は、単純な回避運動ではなく、迎撃としての三択たくを行っている。

　……止めるための〝受け〟。弾くための〝払い〟。そして崩すための〝転まろぼし〟。

　反動を利用して飛ぶ時は受け、回避として回る時は払い、そしてこちらの攻めが強い場合、こちらのバランスを崩すような転を掛けてくる。

　こちらの攻撃の種類と強さを見切った上で、的確な対処を行う。

　そして距離をとるような攻こう撃げきを回かい避ひ運動と共に放ち、己おのれをまた安全な位置に置く。

　今もそうだ。

　ぶつけられてくる左の双そう剣けんを二ふた代よは見切った。その、刃やいばを断つために、双の刃の間へと蜻蛉とんぼ切きりを跳ね上げる。瞬しゆん間かん的に引く動きも追加して、刃を一本、半なかばから断とうとした。

　だが誾ぎんが動いた。彼女は身を跳ね上げながら機械の左手首を回し、捻ひねった双剣で箸はしのように蜻蛉切の刃を挟んだのだ。

　跳ね上げる蜻蛉切を左双剣の箸で持ち上げながら、誾が懐ふところへと飛び込んでくる。それも、右の双剣を突き込んでくる動き付きで、だ。

　今の姿し勢せいは、こちらが蜻蛉切を挟まれて掲かかげられ、引き寄せられたような姿勢だ。がら空あきの左脇わき腹ばらに誾の右双剣が叩たたき込まれそうになり、二代は蜻蛉切の伸しん縮しゆく機き構こうを操そう作さする。

　伸縮機構が蜻蛉切を伸ばし、反動で自分は背後へと地面を低く削けずっていく。

　その筈はずだった。

　誾が箸の手首を戻し、蜻蛉切がフリーになった。伸張した先は何もない虚こ空くう。自分は背後に下がることもなく、一いつ直ちよく線せんに左脇腹に双剣が来る。
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「く……！」

　瞬間的な判断として、二代は伸縮機構を戻しながら、手て指ゆびの力で蜻蛉切を上へと跳ね上げ宙に一回転させる。そして己は、

　……下！

　双剣を、ぎりぎりの位置でくぐりかわした。

　引き戻される双剣に対し、やや下がりながら頭上に手をかざすと、蜻蛉切の柄つかが触る。そんな大だい上じよう段だんの構えに近い位置から、二代は前に立ち上がりながら蜻蛉切を叩たたき込んだ。

　瞬間。誾の左手が、箸として掲げた双剣を握ったまま、その手首をあるものに掛けた。

　宙に浮く〝十字砲火アルカブス・クルス〟の一本。その後部に掛かった手首は、〝十字砲火〟の砲ほう口こうを強ごう引いんにこちらへと向け、

「……!?」

　こちらが右へと身を飛ばしたのと同時。〝十字砲火〟が砲ほう撃げきを行った。甲かん板ぱんの床が斜めに穿うがたれ、反動で誾が飛ぶ。

　……何と軽い！

　全身を斜めに回転させ、彼女が行くのは多た摩ま左さ舷げん、大通りに面した洋よう風ふう家屋の右陰だ。

　二代は半なかば感心して半ば呆あきれる。自分などは速度でかわすが、この女は身軽さで回避をする。本当の意味での体たい捌さばきだ。

　そして何よりも、常に退路を確保しているところが、

　……腹の立つ御ご仁じんで御ご座ざるな！

　二ふた代よは追う。手の中で蜻蛉とんぼ切きりを回し、二歩目で加速を乗せて、彼女は誾ぎんを追った。

　大通りの左にある洋よう風ふう家屋と、その右みぎ隣どなりの家屋との間にある側そく道どうへと飛び込んでいく。
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　二代は行く。洋風家屋の右にある側道へと、通りから斜めに突っ込んだ。

　すると側道の奥から砲ほう撃げきが来た。

　待ちかまえていた一発だ。

　構うことなく、二代は背後の地面に対して蜻蛉切の伸張を放つ。

　反動で行くのは、

　……壁！

　宙へ押し出されるように、二代は斜めに走っていった身体からだを左に倒し、壁に足を掛けた。

　突っ走る。隣りん家かの壁面を高速で斜めに駆かけ上がり、

「──！」

　壁を走って行く先、側道と裏道の交差点に敵がいる。

　二代は壁を蹴けって誾の頭上へと跳ちよう躍やくした。落ちる軌き道どうではない、誾の上を通過する一いつ直ちよく線せんの大ジャンプだ。

　誾の頭上を通過しながら、下段に振った蜻蛉切で誾を引っかけるように斬ざん撃げきする。

　着ちやく地ちはしない。その隙すきを与えることすら危険な相手だ。

　だが、立たち花ばな・誾はこちらを振り仰あおぎもせず、軽く身を踊らせるように、

「──と」

　動いた。しかしその動作は攻こう撃げきとなるものではない。

　誾は、十字砲火アルカブス・クルスを引き連れるようにして左へ。洋風家屋の裏道へと突っ走ったのだ。

　それはこちらへの迎げい撃げきの素そ振ぶりも見せぬ、完全な逃とう走そうだった。

　逃げた。だが、

　……見事！

　二代は思う。してやられた、とも。

　こちらが行う宙からの攻撃に対し、誾が行える迎撃は〝十字砲火〟の一いち撃げきだ。だが、上にいるこちらに向けて撃うてば、砲ほうは地面側に反動で下がり、すぐには動かせなくなる。

　対し、こちらは砲ほう弾だんを割かつ断だんで断てばいい。

　あとはそのまま誾に刃やいばを振り下ろして終わりとなる。その筈はずだった。

　しかし誾は安あん易いな迎撃で自分を追いつめず、先を読んだ退たい避ひに入った。

　そうなると、

　……今度は、宙を飛んでいるこちらが危険に御ご座ざる！

　誾ぎんにとっては、退たい避ひして距離をとり、安全に砲ほう撃げきが行える状況となる。

　洋よう風ふう家屋の裏道を行く彼女の周囲から擦さつ過か音がする。道を走る際に十字双そう剣けんや〝十字砲火アルカブス・クルス〟が家屋の壁に引っかかっているのだろう。

　だが、向かいの角で誾が振り向く姿すがたが見えた。そして十字砲火がこちらを見上げた瞬しゆん間かん。

「行け！」

　二ふた代よは石いし突づきを背後の隣りん家かに向け、空中で再度の伸張を発はつ射しやした。

　空中で、誾を追うように飛ぶ。
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　二代が身を飛ばすのは、洋風家屋の裏にある家の屋根。藁わら屋根の上だ。

　足を着くなり、下から砲撃が来た。

　浅い斜め構えの砲撃は、反動によって、誾を裏道から大通りに通じる側そく道どうへと飛び込ませる。

　誾の動きは、洋風家屋の周囲を一周する移動だ。

　こちらは足下で弾はじけた藁屋根を蹴けって大跳ちよう躍やく。誾の頭上を飛び越え、大通りから見て洋風家屋の左にある家の屋根へと飛んだ。

　着ちやく地ちと同時に走り出せば、左の眼がん下かでは、誾が大通りに向けて側道を走っていく。

　だが遅い。身軽だが背は低く、攻こう撃げき力はあるが武装が重なりすぎている。

　だからこちらが先回り出来る。

　側道と屋根の上下差を持ちながら、二代は二歩で並び、三歩で前に出た。

　四歩で踏み切り、宙に身を飛ばす。狙ねらう位置は側道の正面。大通りの中央。

　だが、大通りの路面に着地しようとした瞬間。着地地点に向けて砲撃の音が来た。

「!?」

　二代が疑問を得たのは、砲撃には反動があるからだ。側道から大通りに撃うてば、砲は反動で側道の奥へと戻り下がることになる。

　ならば、大通りに向けて誾が走っていたのは何だったのか。

　……場当たり的なもの、否、それとも今までの動きがこの一いち撃げきのための誘ゆう導どうに御ご座ざるか!?

　解わからないが、二代は着地と同時に自ら転んだ。

　停止をしない。

　跳躍の勢いを消すことなく地面を数メートルほど一気に回れば、一いつ瞬しゆん前に自分が通過した路面が穿うがたれ、ホップした砲ほう弾だんが向かいの家屋に激げき突とつした。

　木々の砕ける音と、家財の割れる高音が響ひびき渡る。

　だが、残ざん骸がい類は全て建物の裏手の方へ、こちらの大通りへとはやってこない。

　音を聞き、響きを感じ、二代は身を起こして前を見た。

　正面に、周囲を一周した洋風家屋がある。が、石造りの建物に、ある異い変へんが生じているのを二ふた代よは悟さとった。

　左右の壁の縁ふちに、腰の高さで、家屋を断ち割るような長い斬ざん撃げき跡があるのだ。

　誾ぎんが側そく道どうを行く際、十字双そう剣けんを擦こすった跡だろうと、先ほどまでは思えた。だが、今は、

「まさか──」

　二代が眉まゆをひそめた瞬しゆん間かん。眼前の家屋が跳ね上がるように爆ばく発はつした。
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　家屋の爆発は、誾が裏口から内部にぶち込んだ砲ほう撃げきの衝しよう撃げき波はによるものだ。

　十字砲火アルカブス・クルス二門もんの砲ほう弾だんは家屋の裏側から内壁を貫つらぬいて正面玄げん関かんに炸さく裂れつした。そして衝撃波は家屋の内部から外に出ようとして壁を押し、家を内側から破は裂れつさせようとする。

　力が爆発する直前。家屋は膨ふくらみ、上へと伸び、しかし、

「──！」

　誾は、家屋の壁に己おのれがつけた深い斬撃を見た。それは建物の側部と裏側をぐるりと断つもので、誾が走りながらつけていたものだ。

　衝撃波による爆ばく砕さいは、それらの斬撃跡を逃げ場とした。斬撃跡は一気に持ち上がって開き、

「行きなさい!!」

　誾の言葉に応じるように、洋よう風ふう家屋は衝撃波によって切取線で切り取られ、内側からぶち上げられる。だが、建物は切り取られていない前側につんのめるようにしながら、しかし左右と裏を剝はがし、前転するように前へと倒れ、

「……行きなさい！」

　大通りの二代へと吹っ飛んだ。
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　誾は、天てん井じようを見せて大通りへと倒れていく家屋を追った。

　……どうです!?

　今まで、自分達は線と点の攻こう撃げきを交わしていた。

　そこに、巨大な面の攻撃をぶち込んでいく。

　面の攻撃は、大きく回ってかわすしかない。

　右か左か。

　既すでに予測は出来ている。それは、

　……正面と、そう聞こえました。

　蜻蛉とんぼ切きりの伸しん縮しゆく機き構こうの音。そして重なるように目に見えるのは、倒れる家屋の向こうから天に伸びる槍やりの柄えだ。

　だから誾は前に走った。相手が跳ちよう躍やくする真下、死角に回り、下から砲撃する。

　そうしなければ危険だ。何な故ぜならば、落ちてくる相手を正面に受けるのでは、空中から割かつ断だん能力を用いられる可能性があるからだ。

　だから誾ぎんは行く。倒とう壊かいしていく家屋の内側に駆かけ込み、家屋を背にして頭上を狙ねらう。

　……宗むね茂しげ様。

　襲しゆう名めい解除も、これで無しです、と誾は思った。両の義ぎ腕わん。これを与えてくれた彼よりも強い相手はどこにもいないのだ、と。

　だから誾は頭上を見て、月を見る。

　青白い二つの月の中に、飛んできたものが逆ぎやつ光こうとして入った。

　それは、蜻蛉とんぼ切きりだった。しかし、それは、完全な形ではなかった。誾の目が見るのは、

　……柄つかだけ!?
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　持つ者はおらず、刃やいばもない。蜻蛉切の柄の部分だけが、宙を飛んでいる。

　……何故？

　疑問するが、今、左右にも敵の気け配はいはない。ならば、

　……敵は──。

　危険を悟さとった瞬しゆん間かん。背後。もはや完全に倒れたと言ってもいい家屋の玄げん関かんが動いた。

　地面へと倒れていく正面玄関のドアが、地面側から強ごう引いんに蹴けり開けられたのだ。

「御お邪じや魔まするで御ご座ざる……!!」
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　二ふた代よは突っ走った。

　玄関をくぐるようにして床を踏み、加速する。振り返ろうとする誾の背に、

　……倒す!!

　この女には信念がある。夫を助けるという、妻なる身分だけが持つ信念だ。

　世において一つしか存在し得ない信念を断ち切るのは、容よう易いではない。

　中ちゆう途と半はん端ぱでは駄だ目めだ。そして、一いつ瞬しゆんで勝負を決めねば駄目だ。

　更さらに言うならば、

　……失ってはいかんで御座るか！

　敵がどうあれ、自分の主しゆ君くんは喪そう失しつを泣き、それを止めると言った。ならば、

「貰もらった！」

　構えるのは蜻蛉切の穂ほ先さきと、その基部に付く一メートルほどの短い柄。

　誾の右から前に回り込むように突っ走る二代は、左腕で刃を振り下ろし、

「……一つ！」

　誾ぎんの義ぎ腕わん。その右の肩の接合を背後から断ち割った。

　そして一気に誾の右横から左前へと走りながら、左腕で振り下ろす蜻蛉とんぼ切きりを右手にパス。そのまま後ろへと、下段から背を回す一回転で刃やいばを後ろへ跳ね上げ、

「二つ!!」

　手て応ごたえは、確実に誾の左の義ぎ腕わんを、脇わきから肩口へと断ち割ったもの。

　前傾ゆえに脇から覗のぞく視し界かいの中、誾の両の義腕が宙に舞う。

　そして二門もんの〝十字砲火アルカブス・クルス〟が制せい御ぎよを失い、ゆっくりと、しかし確かに床上へと落下した。

　その鈍い音を聞いた二ふた代よは、数歩を行ってスライディングで身を止める。

　直後。背後の家屋が大通りに倒れ、己おのれを支えられずに崩ほう壊かいした。

　巨大な砕けを背に置いて、誾がゆっくりと力を失い、膝ひざをつく。
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「────」

　二代は、倒壊の残り香がともいえる小さな軋きしみや落下物の音を聞きながら、立ち上がった。

　一ひと息いきを入れると、

　……ぬ。

　全身が重い。疲労と言うよりも、緊きん張ちよう感の喪そう失しつで自分の速度が酷ひどく緩かん慢まんに感じる。

　眠いと、素直にそう思った。仲間達を救いに、次の戦場に行けば目が醒さめるだろうかと。

　そのためにも、重い身を動かし、二代は蜻蛉切の柄つかを拾いに行った。

　裏口近くに突き立っていた柄を手に取り、蜻蛉切にはめた時だ。

　不意に、二代は、己の目が冴さえたことに気付いた。

　これは、と思い、何な故ぜだと思う。が、理由は一つだ。背後から、堅い音が二つ響ひびいたのだ。

　誾が肩に背負っていた二つの鉄ケースが、床に落ちた音。

　そのこと自体は疑問することではないとも思う。彼女の義腕を断った以上、担になわれていたケースが滑すべり落ちても不ふ思し議ぎはない。

　だが、振り返る二代は、確かに見た。落下の衝しよう撃げきを合図に開いたケースから、

　……腕？

　人の腕に似ているが、正確には違う。筋きん肉にくの繫つながりの部分が黒く、両の肩に十字型がたの紋もん章しようが穿うがたれている。それは、誾の両の肩に寄り添うように着き、自ら接続シャフトを回転させて接合していく。

　そして、合がつ致ちが済んだ瞬しゆん間かん。両の肩の十字が赤く光った。

　手て指ゆびが動く。暴あばれるように、しかしすぐに軽く、そして拳こぶしを握って、

「──全く」

　誾の、小さな声が聞こえた。

「慣れないことをすると、これです」
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　ゆっくり、膝ひざに力を入れていくように、小こ柄がらな身体からだが立ち上がる。

　が、起きあがるのは彼女だけではない。肩の十字が光を脈みやく動どうするのに合わせ、まずは左右の大型義ぎ腕わんが緩やかに宙へと持ち上がり、吊つられるように〝十字砲火アルカブス・クルス〟が浮いた。

　その上で、彼女の新しい両手が、空中からあるものを引き出す。

　それは、三本目と四本目の〝十字砲火〟だ。だがその形は今までのものより長く大きい。後部を握ってホールドする大義腕ですらその全長の半分にも満たない巨大砲ほうだ。

　宙に浮いた大小二本ずつの四長ちよう砲ほう。そして両の新義腕が、十字双そう剣けんを手に取り、

「──全く」

　もう一度、誾ぎんが言った。

「宗むね茂しげ様に敗れた時と、同等のこの装備を出すことになるとは」

「同等……!?」

　思わず漏もれた声に、小さな笑えみが返ってきた。

「まさか、今までのものが、それだと？　この腕こそ私のもの。当時は義ぎ体たい化加工もしておらず、十字双剣に仕込んだ重力制せい御ぎよ機き構こうで大型義腕と〝十字砲火〟を操あやつっていたものですが」

[image: ]

　一ひと息いき。

「短時間決戦用で、父や宗むね茂しげ様には持ち出すのを止められていたのですが、後こう顧この憂うれい無いように持ち込んでいて正解でした。まさか、──また、人相手に使うことになるとは」

　誾ぎんが顔を上げた。表情には笑えみがある。だが、目め尻じりからは涙がこぼれており、

「穿うがて、──〝四つ角十字クアトロクルス〟」

　聞こえた言葉と同時に、多た摩まの一角が爆ばく発はつした。
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　二ふた代よは飛んでいた。

　伸しん縮しゆく機き構こうを利用し、倒とう壊かいした家屋の裏にある一いつ軒けん家やの屋根に飛ぶ。

　が、着ちやく地ちの次に身体からだが要よう請せいされる己おのれの動きは疾しつ走そうだ。何な故ぜならば、

「──！」

　屋根が爆発した。それも一度や二度ではない。倒とう壊かい家屋を囲む屋根上を反時計回りに行こうとするこちらに対し、四つ打ちドラムの砲ほう弾だんが叩たたき込まれてくる。

　もはや砲ほう音おんは連続どころか連結の状態となり、追われる二代は、

「っ！」

　通りに通じる屋根へと飛び移り、突っ走った。

　誾の旋せん回かいに対し、こちらはまだ先をいっている。だから安全だと、そう思う。

　通りへ行けば、転がって倒壊した家屋の残ざん骸がいがある。家の形はしていないが、壁もあり、柱もある。それらは砲弾に対し無意味かも知れないが、視線を隠かくす遮しや蔽へい物にはなるだろう。

　屋根上を渡り走り、大通りへと駆かけ抜ける。

　そして足が、最後の踏切として屋根の縁ふちへと届こうとした瞬しゆん間かんだ。

　誾が、右の小型〝十字砲火〟の後部に右手を掛け、

「そこ！」

　外に放った砲撃の反動で身を左へ、こちらを追うように高速で回った。

　それだけではない。彼女は旋回中に左の膝ひざを上げ、左の大型〝十字砲火〟に脚あしを掛け、共に強ごう引いんな高速回転をさせたのだ。

　砲口に追いつかれる。砲撃される。だから即そく座ざの判断をもって、二代は、

「結べ！　蜻蛉とんぼ切きり!!」

　眼がん下かの〝十字砲火〟は屋根の陰に入っていて、刃やいばでは追い切れない。しかし断つべきは、

　……屋根の縁！

　斬ざん音おんが走り、次に踏むべき屋根の縁がずれ落ちた。

　斜めカットの空白が出来た直後。二代は身を前に投じるように回転させ、割かつ断だんで生んだその空白へと身を投じた。直後に誾の砲撃が宙を転ぶこちらの背後、尻のあたりを飛んでいった。そのまま走っていたら腰を打ち抜かれていた軌き道どうだ。

　二ふた代よは空中で一度強く左脚あしを伸ばし、回転運動に歪ゆがみを与える。そのぶれを着ちやく地ちのタイミングに変えるためだ。跳ね上がるような楕だ円えん軌道になった回転を利用して、身が上に持ち上がるタイミングを二代は確保。重心が下にだけ偏かたよらない状態を読んで二代は着地した。

　這はうような姿し勢せいから前を見れば、正面に家屋の残ざん骸がいがある。

　突っ走った。

　今、誾ぎんは屋根上の砲ほう撃げきから身体からだをこちらに旋せん回かいしつつある。

　斜め上に砲撃したため、砲身が床に突き立つような反動を受けている。大型の〝十字砲火アルカブス・クルス〟ならば尚なお更さらだ。巨大な十字砲ほうは、これからの彼女の旋回運動を阻そ止しするだろう。

　だから突っ込んだ。家屋の、まだ残っている壁に身を隠かくすように低く行く。そうすれば、振り向く誾からは、こちらの姿すがたをすぐには視し認にん出来ない。

　対し、こちらからは、壁の上から斜めに伸びる大型〝十字砲火〟が見えている。もし狙ねらわれたとしても、砲の動きが見えていれば弾だん丸がんの発はつ射しや軌道は読める。だから、

　……勝つ！

　この相手は、何かが違う。

　勝ちに対する異常な執しゆう着ちやくともいうべきか。

　それは自分にもあるものだが、自分の場合は、相手を倒すことを一義に考えている。

　だが、この相手は何かが違う。それが何か、今の己おのれには解わからない。

　解らないが、行く。

　行って倒す。自分に出来るのはそれだけだ。だから、そうする。爪つま先さき、親指を倒とう壊かいした藁わら屋根に[image: ]ねじり込むようにして、まるで水平を駆かけ上がるようにして、

「──！」

　行った。
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　二代は行く。

　既すでに加速術じゆつ式しきは発動している。

　速度がある。だから行ける。

　が、二代はそれを見た。

　視し界かいの左上、大型〝十字砲火〟がこちらに旋回していた。こちらを捉とらえるには間に合わない動きだ。しかし、不意に壁の上から、空へと誾の腕が伸びた。

　誾は小型〝十字砲火〟の尻を大型〝十字砲火〟の先せん端たん近くに当て、

「行くのです」

　言葉と同時に砲撃が放たれ、押された大型〝十字砲火〟がこちらへ回った。

　しかし、もはやそれでも間に合わないと、二ふた代よは見切る。既すでに自分は砲ほう身しんよりも短い距離に飛び込んでいる、と。だからこのまま行けば勝ちだと、そう思い、加速した。

　だが、次の瞬しゆん間かん。小型〝十字砲火アルカブス・クルス〟が再度の砲ほう撃げきを行った。そして生まれる動きは、

「!?」

　高速の横殴なぐりとして大型〝十字砲火〟が、二代の突っ走る家屋を横から破は砕さいした。

　二代にとっては左からの巨大な一いち撃げきだ。

　……この大型〝十字砲火〟。まさか砲ほう塔とうというよりも──。

「打だ撃げき武器に砲が仕込まれているので御ご座ざるか!?」

　攻こう城じよう武装だ、と二代は思った。

　外壁や門を、防御術じゆつ式しきすら貫かん通つうする砲撃と打撃で破は壊かいするためのもの。

　だが二代は悟さとる。父と同様の実力を持っているとされる元西さい国ごく無む双そうの立たち花ばな・道どう雪せつが、娘に何を与え、教えたのか。それは、

　……攻城武装を用いた、己おのれという城を守るための防城戦!!

　立花の名を護まもるため。そういうことだ。

　襲しゆう名めいするかどうかを自由に任されていた自分とは違う。

　戦いに行って、勝ちと負けを取り合うのではなく、敗北が赦ゆるされない生き方だ。

　だからか、と、打撃を蜻蛉とんぼ切きりの柄つかで受けながら、二代は思った。

　この相手に感じる違いとは、

　……拒きよ絶ぜつに御ご座ざる！

　戦せん闘とうを欲する者同士が、その遣やり取りでお互いを高めていくのではない。

　誾の戦闘は、一人じっと修練した者が、近寄ってくる者を拒絶するための戦いだ。

　当たらぬような連れん射しやも、強ごう引いんな身の動きも、先ほどにあった回かい避ひと執しつ拗ような攻こう撃げきも、実際においては相手を倒すための最優先手ではない。だが幾いく度どと無く何度と無く攻撃を放つのは、

　……攻撃によって、空白を埋め、城じよう壁へきを作るもの……！

　思うなり、左から打撃された。

　横よこ殴なぐりにすくい上げられ吹っ飛ばされる。だが、インパクトの瞬しゆん間かん。二代は蜻蛉切でガードした腕を縮め、衝しよう撃げきを吸収する。そのまま彼女は腕を勢いよく伸ばし、

「ふ」

　息一つで自ら跳んだ。

　宙で一回転して着ちやく地ちするのは、通りから見て右の側そく道どうだ。倒とう壊かい家屋の右にある建物の前。

　着地と同時に二代は姿し勢せいを起こそうとする。と、そこに、上から双そうの影が来た。

　左右に揃そろえられた大型〝十字砲火〟が、両の義ぎ腕わんに振られるように落ちてきたのだ。

　二代の眼前、真っ正面にへと砲ほう口こうが二つ並ぶ。左右にかわそうとしたが、並ぶ小型十字砲火が既すでに逃げ場を断つように砲撃姿勢を取っており、

　……逃げ場が……！

　思わず身を堅くした瞬しゆん間かん。砲ほう口こうの向こうから声が叫んだ。

「穿うがつのです……！」

　砲ほう撃げきが生じた。
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　誾ぎんの眼前で、大型〝十字砲火アルカブス・クルス〟の双そう射しやが正面を穿つ。

　だが誾は見ていた。槍やり持もちの女おんな武む者しやが、身を前に勢いよくぶち込み、大型〝十字砲火〟の砲ほう塔とうに頭からぶつかったのを、だ。

　自殺行為にも見える行い。しかし、左右や上に回かい避ひしようにも小型〝十字砲火〟が狙ねらっている。しゃがみ込むにしても、それだけの時間はない。

　ならば彼女の選択が最善の行いだ。何な故ぜならば、

　……砲撃が──。

　大型〝十字砲火〟は、それぞれ砲ほう塔とうと、打だ撃げき武器としての厚みを持っている。

　左右に揃そろえられた時、中央には砲ほう筒づつの厚みが重なることになる。

　だからこの女武者は、身を倒し、砲口の間に首を置いた。

　首の左右を、轟ごう音おんと砲ほう弾だんが抜け、彼女の結ゆい髪がみがほどけて宙に舞った。そして夜や気きに踊った黒くろ髪かみの向こうで対面の家屋が破は裂れつする。

　そして誾は見た。相手、本ほん多だ・二ふた代よの顔が、この回かい避ひを当然としていることを。その上で彼女の手が大型〝十字砲火〟の砲ほう身しんを捉とらえようとして、

「──!!」

　誾は両の大型義ぎ腕わんに大型〝十字砲火〟を引かせ、小型〝十字砲火〟に砲撃をさせた。

　対し、黒の髪が右へ、通りの方へと跳んだ。

　だから誾も回る。小型の〝十字砲火〟と右の脚あしの押しを持って砲撃を高速で回す。身を宙に跳ばし、屋根上や側そく道どうを回る二代を追って射しや撃げきした。

　三回転。

　轟音と震しん動どうと風と月光と。全ての中心となる回転運動の軸じくとして己おのれの身を回した誾は、身を更さらに一度軽く回しながら、あたりを見た。

　すると、周囲五十メートルには、腰より高いものが無くなっている。

　だが、一つだけ。立つ影があった。それは通りを右に見る倒とう壊かい家屋の列の向こう。そこから、こちらに向けて一いつ直ちよく線せんに突っ走ってくる姿すがたがある。

　ああ、と誾は思った。この女は、一直線の加速路を得るために、私に街を破は壊かいさせたのですね、と。

「無む茶ちや苦く茶ちやな」

　言葉とともに送る砲ほう撃げきを、二ふた代よが回かい避ひしながら突っ込んでくる。

　良い度ど胸きようです、と誾ぎんは思う。

　……今先ほどの超至し近きん射しや撃げきは、恐怖心を払うためですか？

　恐らくそうだ。砲ほう塔とうだと思っていたものが、打だ撃げき武器としても扱われる。その戸と惑まどいと戦術の改めを行うため、彼女は大型〝十字砲火アルカブス・クルス〟の攻こう撃げきを間ま近ぢかで知りにきた。

　信じられない相手だ、と誾は思う。戦うことは、襲しゆう名めい者にとって危険なことでもある。現に宗むね茂しげがそうだ。襲名解除で、自分との関係や、いろいろなものが失われていく。

　だから、出来ることならば戦いたくはない。それなのに。

　……懐なつかしい。

　誾は、静かにそう思った。
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　かつて誾は、一人の青年と、幾いく度どと無く勝負を重ねたことがあった。

　初め、父に、この若者の相手をしろと木ぼく刀とうを渡された時、こう思ったものだ。

　……こんな、どう見ても弱い人が。

　確かにそうだった。そして実際、彼は、数度の打撃を保たずに打ち倒される有あり様さまだった。

　うちの地区を担当する郵ゆう便びんバイトの学生だと、後で父から知らされた。

　何でそんな人が、と不ふ審しんを感じたのは確かだ。何しろ、背も高く、髪かみの色も目の色も違う。更さらにはまたよく喋しやべる。気持ち悪いと、正直そう思ったものだ。そしてその思いが嫌けん悪おに変わったのは、彼が宗茂の襲名を望んでいると、父にそう聞かされた時だ。

　自分とは全く違う人間が、夫になる。

　父に対しては、裏切られたとも感じた。男同士、勝かつ手てな算段をしたのではないかと。

　だから、その嫌悪と猜さい疑ぎを含めて、厳きびしくいった。彼の腕を折ったことも、肋ろつ骨こつを砕いたことも、一度や二度ではない。だが、一週間もすると平然とやってきた。郵政の長ちようを襲名して、金が入るようになったのだと。だから、何度でも潰つぶされても大だい丈じよう夫ぶだと。

　何な故ぜ。

　自分は名を汚けがされるのを恐れ、襲名を失うのを恐れて戦いたくないというのに、何故、この人はそこに身を投じてくるのか。

　やがて木刀は鉄てつ棒ぼうになり、剣になり、彼が負う傷は派は手でになった。

　しかし、段々と解わかってきたことがある。

　彼の攻撃や回避の方法が、自分のそれと似てきたのだ。

　だが、それでは勝てない。負けて考え込む彼に、自分は確かにこう言った。

　……私と同じでは、私に勝てません。何故なら身長からだも体格も違うのですから。

　思えば、その時に、もう答えは出ていたのだろう。

　彼は加速術じゆつ式しきを使用した攻こう撃げきを身につけつつ、戦せん闘とうの基礎をこちらから体得していった。

　だから、自分が凌しのぐのが精せい一いつ杯ぱいになった時、終わりにしようと、そう思った。

　……全てを出し切って、彼を拒きよ絶ぜつしようとしたが──。

　彼は、負傷しながらも、平然と飛び込んできた。あの時、最後を詰め切られる時、こちらがそこに一いち撃げきを見舞う時、自分は何と言っただろうか。砲ほう撃げきを行いながら、

　……危ない、と。

　だが彼は、こちらの予想を上回った。回かい避ひして、こちらの腕を断ち、血ち塗まみれの身を抱きしめてくれた。切断された両肩に抱きしめの手を回し、両の五ご指しで押さえることで止血とされたのだ。神経を、骨を直接手て指ゆびで抱かれる搔かき毟むしりの感覚ははっきりと憶おぼえている。

　今でも義ぎ腕わんを外し、接合部に手を差し込んで抱きしめて貰もらうと、あれを完全に思い出せる。

　あらゆる力を失って、しかし体の芯しんを抱きしめ包くるまれる安あん堵ど感。

　護まもられることに全てを委ゆだねる依い存ぞん。

　彼は、何な故ぜ、自分と相あい対たいし続けてくれたのだろう。

　今も、それを聞いたことがない。今では怖くて聞くことすら出来ない。

　解わからないのが不安で、その後にも幾いく度どと無く命を狙ねらってみたが、平然と受けられてしまった。毒を盛った時など、恨うらまれて別れることになるかと思えばそのまま食された。こちらが慌あわてて介かい抱ほうしている際に、改めて気付かされた。ああ、もう自分は駄だ目めなのだと。

　思い出してみれば、確かに変な郵ゆう便びんバイトの学生がいた。

　いつも屋や敷しきにいて、出ることなく襲しゆう名めいを護り、西さい国ごく無む双そうの立たち花ばなを保とうとしていた自分に、挨あい拶さつと笑えみをくれた変な人がいた。門の向こう、壁の向こう、桜や海や紅こう葉ようの森や雪の野原、彼がいつも背景としていたところに、まさか自分が手を引かれていくことになるとは。

　……ですが──。

　彼と自分の関係を断ち割る者がいる。その相手に対し、誾ぎんは砲ほう撃げきした。

「──!!」

　撃うち続けることで、誾は拒絶を放った。
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　二ふた代よは強ごう引いんに前に出た。

　もはや回避だけでは足りない。が、防ぼう御ぎよは出来ない。やるならば弾はじき返しだが、単純なものでは蜻蛉とんぼ切きりが保たないだろう。

　だから二代は思う。

　……この敵を、倒した御ご仁じんがいる……！

　立花・宗むね茂しげ。彼はどうやって、この敵を倒したのか。

　ヒントはある。以前の相あい対たいで、彼は大罪武装ロイズモイ・オプロの大剣を用いていた。そして今、誾も双そうの十字剣を用いている。ならば彼と彼女の間では、恐らく剣が共通武ぶ器きだ。

　宗むね茂しげと自分の速度、回かい避ひ力などが等しいと考えた場合、彼もこの砲ほう撃げきに対し弾はじき返しを行ったに違いない。ならばその方法は、

　……こういうことか！

　飛来した砲ほう弾だんに対し、二ふた代よは蜻蛉とんぼ切きりの柄つかを浅く斜め下に突き込んだ。

　直後。

「!!」

　衝しよう撃げきが手に響ひびき、柄の表面が大きく削けずれた。が、砲弾を上に弾はじいた。

　傾斜装そう甲こうの応用だ。正面から受けるより、斜めに弾いた方がいい。そういうことだ。

　……アデーレ殿どので御ご座ざるな!!

　そして、砲弾を受けて、気付いたことが一つある。それは恐らく、

　……宗茂殿が勝利したのは、この方法に御座るか!!

　二代は誾ぎんの十字双そう剣けんを見る。

　左右二本ずつ。合計で四本の剣。その数の意味を、彼女は知った。

「誠に……！」

　二代は叫び、突っ込んだ。距離にして十五メートルを割りながら、

「見事な夫ふう婦ふ愛!!」
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　高速の突とつ撃げきが誾の正面から来た。

　それは、左右の砲撃にとって狙ねらいにくい場所だ。完全に中央を向けばお互いを撃うち合うことにもなるからだ。

　だから誾は中央に大型〝十字砲火アルカブス・クルス〟を縦たてで重ね、砲撃した。

　二代を左右どちらかの小型〝十字砲火〟に振らせながら、大型〝十字砲火〟を反動で下げる流れだ。更さらには自分の身も大型〝十字砲火〟に押させて後退する。

　砲ほう音おんに大気が震え、しかし踊る黒くろ髪かみがこちらから見て右に走った。

　速い。しかし右の小型〝十字砲火〟が既すでに彼女を捉とらえている。

　撃つ。

　その直前に誾は見た。彼女が既に右腕を振りかぶっているのを。

　……あれは──。

　分解した蜻蛉切の柄だ。分解すれば六本。その内の二本を連ねて長く伸ばし、

「──！」

　砲撃の瞬しゆん間かんに、右の小型〝十字砲火〟の砲ほう塔とう奥へと投げ込まれた。

　しまった、と思う時には、既に砲撃が行われていた。

　右の小型〝十字砲火アルカブス・クルス〟の砲ほう塔とうが火か炎えんとともに破は裂れつする。

　砲を一いち門もん失った。だが、これからどうするかという判断は、明確だ。

　左の小型〝十字砲火〟の尻を大型〝十字砲火〟の左に当て、女おんな武む者しやを横殴なぐりに払うのだ。

　下がりながら砲ほう撃げきする。縦たてに連なった十字砲火の内、左からの砲撃加速力を得たのは下のみ。巨大な脚あし払いが二ふた代よの腰から下を吹き飛ばそうとする。

　だが彼女は小さく跳んだ。

　鋏はさみを開くように動いた大型〝十字砲火〟の間に飛び込み、左にくぐろうとして、

　……そこ！

　上の大型〝十字砲火〟を、誾ぎんは殴りつけるように下に落とした。

　が、落ちない。

　見れば、大型〝十字砲火〟の下に、支えとして槍やり柄づかのパーツが二本立っている。それは重量に撓たわみ、中央部付近から堪こらえ切れずに歪ゆがんで折れた。

　しかし既すでに二代がこちらの左に回っていた。

　迎げい撃げきの準備は出来ている。

　下がりながらによる、小型〝十字砲火〟の砲撃だ。先ほど、右の小型〝十字砲火〟がやられた時とは違い、至し近きんしていない。この距離からならば柄を砲ほう身しんに叩たたき込もうとしても、浅くしか入らず、逆に噴ふき飛ばすことが出来るだろう。そういう距離だ。

　撃うつ。

　が、敵はそれでも柄をぶち込んできた。

　馬鹿なと、思った時、誾は気付いた。伸しん縮しゆくする蜻蛉とんぼ切きりの柄は、全て太さが違うのだと。

　先に砲塔の中へ叩き込まれたのは柄つか尻じりの細い方。今は、

　……穂ほ先さき側の太い方……！

　砲ほう口こうを、柄が浅く包み込む。その時既にこちらは砲撃を行っているが、対する二代は、

「ぬお……!!」

　吠ほう声せいと全力の全身力で、柄を回した。

　柄によって先せん端たんを包まれた小型〝十字砲火〟が、捻ねじれるように向きを変えられる。

　その狙ねらいは、下に落ちたばかりで動けない大型〝十字砲火〟だ。

　砲撃の弾だん頭とうは、柄を内側から裂さきながらも、しかし大型〝十字砲火〟の側面装そう甲こうを抉えぐった。それは破は壊かいではない。装甲を大きく削けずっただけだ。が、衝しよう撃げきによる誤ご動作を恐れ、大型〝十字砲火〟のセキュリティが自じ閉へい状態に一いつ瞬しゆん落ち込む。

　その隙すきに、二代が来た。駆かけ込んでくるのは、後退するこちらの正面。

　対するは己おのれと、

「〝十字砲火〟!!」

　先に二代の脚あしを払うように回していた大型〝十字砲火〟を、誾は止めていなかった。

　宙で旋せん回かいした大型〝十字砲火アルカブス・クルス〟の砲ほう口こうが二ふた代よを捉とらえようとする。

　その動きに勝る速度で、二代の左肩後ろから弧こを描いて放たれたものがある。それは基礎部と先せん端たんの柄つかだけになった、

「──結べ、蜻蛉とんぼ切きり!!」

　割音が響ひびき、宙で旋回していた大型〝十字砲火〟が上下に割れ、

「!!」

　爆散した。

　そして蜻蛉切を振り抜きながら突っ込んでくる二代に対し、誾ぎんは、

「……何な故ぜ!?」

　誰だれに放ったのか、自分でも解わからぬ叫びをもって、左右の十字双そう剣けんを二代に叩たたき込んだ。
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　二代は行った。まずは誾の左手の振り下ろしに対し、まっすぐにその下へと飛び込む。

　殴なぐりつけるように振られてくる双剣に対し、後ろ手から回して投じたのは蜻蛉切の柄つかだ。

　六本目、最後の柄だった。

　剣の一本を、柄の空くう洞どうが羽は目め食くった。

　そして二代は、柄をつかむことで剣を捉とらえ、蜻蛉切を振り、

「……一つ!!」

　右の双剣を鍔つばから柄まで二つに断ち割ったやいなや、二代は誾の背後に走った。

　回り込む。

　対し、誾が身を回し、バックハンドで逆の双剣を叩きつけてくる。

　高速の一いち撃げきだった。

　だが、読めていた。この相手は、拒きよ絶ぜつするように、常に攻こう撃げきを仕掛けてくるのだから、

　……きっと、宗むね茂しげ殿どのもこの攻撃を読んだで御ご座ざるな!!

　万ばん全ぜんの狙ねらいをつけて、双剣の上の刃やいばを、二代は蜻蛉切で突いた。

　刃を突き抜く。

　削さく音おんをもって、十字双剣を単剣としたと同時に、二代は空中を高く前転するように跳ぶ。

　バックハンドの単剣を飛び越え、着ちやく地ちと同時に、前転の動きを利用して、

「……二つ！」

　十字双剣のもう一つの刃を、回す穂ほ先さきで断ち割った。
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　……これで──。

　誾の武器を完全に奪った。

　恐らく、と二ふた代よは誾ぎんの正面に回り込みながら思う。恐らく、宗むね茂しげが誾に勝ったのも、近きん似じの流れだろう、と。

　誾が使う十字双そう剣けん。四本の剣だが、その数があれば、四本の十字砲火アルカブス・クルスを無効化することが出来る。宗茂の場合、短距離運うん用よう可能な加速術じゆつ式しきがあるため、自分よりも効率的に剣をぶち込むことが出来ただろう。

　……最後の一発、自分は割かつ断だんを用いたが、宗茂殿どのならば、瞬しゆん発ぱつ的な全力で凌しのいだか。

　それもおそらく宙を蹴けるのと同様、相当強ごう引いんに、だ。

　そして今、眼前に無む手ての誾がいる。

　どうするべきかと、二代は思いながら、しかし、

「──！」

　誾に対し、再度の加速をぶち込んだ。
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　いけない、と二代の接近を見た誾は思った。このままでは負けてしまう、と。

　それは、自分が負けるのではない。

　……宗茂様が負けてしまう……！

　あの時のことを思い出す。腕を断たれた、過去の大事なひとときを、だ。

　だが、本来の腕を改造したこの義ぎ腕わん。それを彼以外の者に断たれたならば、

　……宗茂様が、この女と並んでしまう。

　だから、唯ゆい一いつの抵てい抗こうとして、誾は一つの結論を選択した。そしてその直後。

「──っ」

　叫びと共に、誾の両腕が宙に飛んだ。





●






　二代は、動きを止めていた。

　誾の正面。距離一メートルの位置。

　全ての動作を停止し、息も低く縮めて静止した己おのれの眼前。

　誾の両腕が下に落ちていた。地面に、まるで置かれるように、だ。

　断ったのではない。彼女が自ら落としたのだ。

　俯うつむいた前まえ髪がみで表情を隠かくす彼女は、ただ、

「──私の」

　膝ひざから地面に、砕けた石の積せき載さいを鳴らして腰を落とし、だが誾は、言葉を言い換え、

「私が負けです……」

　二代は頷うなずき、身を起こした。息をつき、誾の行動と言葉の意い図とを知る。それは、

　……拙せつ者しやは……。

　思う。

　……宗むね茂しげ殿どのに至らなかったで御ご座ざるな。

　武ぶ器きや力を持たぬ者を断つことは、父に教えられていない。だが、かつての宗茂は武器を持たぬ彼女の腕を断った。それは非道でも何でもない。父の教えなどとは無関係に、当時の彼女が武器そのものだったと、宗茂本人がそう判断したのだ。

　今もそうだったろう、と二ふた代よは思う。

　だが、誾ぎんは最後の一線で、それを捨てた。その理由は、恐らく、

　……宗茂殿に教えられたものを、捨てる訳わけにはいかんので御座ったか。

　ならば、この勝利は、立たち花ばな・宗茂に与えられたようなものだ。

　しかしそれを言ってどうなることか。

　襲しゆう名めい者しやの敗北の意味を、知らない二代ではない。父はよく、井い伊いや榊さかき原ばらが「襲名解除されたらどうすんですか」と言うのを無視して彼らを濠ほりに投げ込んでいたものだが、三み河かわルールの通じる場所は少ないのだ。

　だから二代は、勝利者の権利として、敗者を汚けがさぬよう、声をあげた。

「敵てき将しよう、立花・誾……！　──討うち取ったり!!」







[image: 第六十八章『夜蓋の食らい手』]
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　戦局は大きく動いていた。

　武蔵むさしの右う舷げん側から三征西班牙トレス・エスパニアの学生達が離脱し、両舷後方から英国の私し掠りやく船団が援えん護ごに入る一方で、散開の三征西班牙主力艦かん隊たいがその攻こう撃げき密度を上げてきたのだ。

　三征西班牙主しゆ力りよく艦隊は散開軌き道どうを英国艦隊に押さえ込まれないように高速で遠くへと回り、それがために左右一列となって武蔵と英国艦隊の背後に回る円えん弧こを描き始めた。彼らは皆、武蔵から遠ざかりながらも、砲ほう門もんを斜め撃うちに向けてくる。

　対する武蔵は、

「正面空あきました！　機き鳳ほう空くう母ぼ、見えます！　──以上！」

　こちらは未だに直進だ。

　アルマダ海かい戦せんの撤てつ退たい戦を成立させるためには、敵の艦を三征西班牙側の領りよう域いきで撃げき沈ちんする必要がある。その獲え物ものとして武蔵が選んでいるのは、こちらに機鳳を発進させるために正対で停止している機鳳空母だった。しかし、先行していたナイトが撃げき墜ついされたため、武蔵は正面から突とつ撃げきし、ホライゾンの大罪武装柄ロイズモイ・オプロで撃沈を狙ねらう動きを取った。

　だが、機鳳空母が先に動いた。

「!?　──機鳳、一番機が出ます！」

　速い判断だ、と武蔵の誰だれもが思った。こちらの狙いを読んで、機鳳を発進させたら空母を退たい避ひに入らせるつもりだろう、と。

「……一番機、接敵まであと三十秒！　──以上！」
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　ナイトは、不意に揺り起こされた。

　その揺らし方に、どことなく懐なつかしい感覚を得て、

　……朝？

　思った目に映ったのは、夜の中に光る砲ほう撃げきの火だった。

　ぼんやりと、しかし急速に、冷えるように意識が醒さめた瞬しゆん間かん。

「!?」

　取り落とすように、全身へ重さが戻ってきた。うわ、と体を震わせたのは足の下に何もなかったからだ。が、落下感は無く、代わりにあるのは、抱きしめられている感かん触しよくだ。

　視し界かいの中、頭上を東へ、武蔵の方へと白の霧きり雲ぐもが飛んでいく。機鳳だと、そう思う眼前には、しかし懐かしい顔があった。

「ガっちゃん!?」

　何でここに、と問うより先に、答えが来た。箒ほうきだ。ナルゼが、抱きしめを左腕だけにして、右手で箒ほうきを掲かかげてくる。やや眉まゆを立てた顔は、

「半はん竜りゆうに送って貰もらったわ。そしてこれ、まだ折れてなくて幸いね。だからマルゴット──」

　言われた。

「戦うの。そしてあの空くう母ぼと機き鳳ほうを落とすのよ」

　だが、黒嬢シユヴアルツフローレンは砕かれ、装備も何もない。箒を手に取り、翼つばさを緩く動かしてみるが、それだけだ。ナルゼも、持っているのはペンだけで他に何もない。しかし、ナルゼが確かに微笑した。

「……英国から来る途中、面白い通神文メールが来たわ。M. H. R. R.神聖ローマ帝国が近いからかしらね」

　と、彼女がそれを見せる。ペン先が表ひよう示じするトンボ枠わく付きの魔術陣マギノフイグーア。その中に表示されたのは、ある企き業ぎよう体の紋もん章しようだ。それは、魔女テクノヘクセン達御ご用よう達たしであり、彼女達のスポンサーの、

「〝見下し魔山エーデルブロツケン〟……！」
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　次の瞬しゆん間かん。

　三征西班牙トレス・エスパニアの艦かん上じよう、及び航こう空くう関係の業務についている者達は、自分達の戦場とも言える高度に二つの翼が高速上昇してきたのを見た。

　それは抱き合い姿し勢せいの魔女二人だった。

　一人は各部が千ち切ぎれ乱れた魔女の衣い装しようを纏まとった金の翼。

　もう一人は、黒の極きよく東とう制服をまとった黒の翼だった。

　二人は、砲ほう弾だんの行き交う中、ゆっくりと頰ほおを合わせて頷うなずいた。黒の翼が、

「じゃあマルゴット、私、貴女あなたを手伝わないから。だから、これからは、──一緒に行きましょう。生きましょう。見せていきましょう」

　一ひと息いき。頷うなずく相手の肩に額ひたいを乗せて、黒の翼の少女は言う。

「──魔女の空を高く速はやく飛とびにいきましょう。ええ、どこまでも、よ」

　直後に離れた二人は、お互いの姿すがたをお互いに見せ合うように身を回した。そのまま彼女達は飛来する武ぶ神しんや小型艦かんの姿を確かく認にんしながら、声を合わせ、空の中で、

「──Verwandlung！　私達専用に新規製作された〝令嬢フローレン〟の召しよう喚かんを契約するわ!!」
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　ナルゼが黒の翼を開き、

「白嬢ヴアイスフローレン……!!」

　ナイトが金の翼を開き、

「黒嬢シユヴアルツフローレン……!!」

　声と同時に、二人の背後にある物が空間射しや出しゆつされた。それは以前の黒嬢や白嬢の時とは違い、白と黒それぞれの棺かん桶おけだ。二メートルサイズの棺桶を見たナイトが眉まゆを上げ、

「うわ！　新型だからって個別棺桶ザルクなんて、幾いくら掛かってんのこれ!?」

「二人お揃そろいの割引つきでも安い武ぶ神しんくらいチョロいわよ！　ああテスターで良かった！」

　言うなり、棺桶が自じ動どう展開した。そして宙にはためいて現れる衣い装しようは、ナルゼが白でナイトが黒の新着だ。対し、二人の手にある魔女テクノヘクセンの道具は、先せん端たん近くの賢鉱石オレイ・メタロに黄色の光を点滅させ、警けい告こく音を鳴らしながら、

『割当空間展開中・広範はん囲い・皆様お気を付け下さい』

　二人の衣服が一度剝はがれる。軽く腕を上げた脇わきと肩から逃れるように、ほどけて分解された衣装は、しかし棺桶から抱くように広がる新規の衣装とすれ違う。

　肌はだを露あらわにするのは一いつ瞬しゆん。すぐに巻き付くように抱きしめてきた魔女服のインナースーツが腰や首のハードポイントを確定。各部を一度強く締しめてから緩めて密着性を高めていく。

　髪かみを挟まぬよう、胸を潰つぶさないよう、首元を柔らかく包むように魔女の衣装は使い手を引き立たせて包んでいく。そして白と黒のスカートやストールが追加されるのと同じタイミングで、彼女達が装備を翳かざして叫ぶ。それは、

「来てよね黒嬢シユヴアルツフローレン……！」

「来なさい白嬢ヴアイスフローレン……！」

　答えるように、棺桶から、鋼はがねの追加部品群が現れた。

　ナイトの木き箒ぼうきには、後部のブラシ部をバーニアとする船せん殻かくが。

[image: ]

　ナルゼのペンには、長い槍やりのような鉄の白が。

　それぞれは宙に射しや出しゆつされた四角のボルトで、己おのれのパーツを固定させていく。その姿すがたは、

「以前よりも長くて細い、高速型……！」

　それだけではない。

「!?」

　二人の腰と肩に、追加のパーツが接続された。肩には大型の接続パーツを兼ねた装そう甲こうが。そして腰につくのは、二枚のレールウイングを重ねた展開式の加速器だ。

　鋼はがねの板と布製の翼つばさ。ボルトで確定されて金属音を立てた左右腰の大型加速器。それらを振り回す翼のレールが示す意味は、魔術陣マギノフイグーアによる受け取り証明と簡かん易い説明によれば、

「──高く飛ぶわよ、マルゴット」

「──速く飛ぼうか、ガっちゃん」

　言葉と共に、二色の魔女テクノヘクセンが空に跳ね上がった。
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「──!?」

　一いつ瞬しゆんで百メートル強の距離を上昇したナルゼは、更さらに加速しながら、

　……え!?

　何が何だか解わからない。以前の〝白嬢ヴアイスフローレン〟であったならば、三十メートルほど上昇するだけのタイミングだ。それを完全に置き去りにした理由は、新造された〝白嬢〟の強化機殻もだが、

　……両腰のレールウイング……。

　布と鉄による翼は、現在刃は物もののように鋭く張っている。フリル付きの最新デザインだ。レールで動く二枚のウイングは、フラップ際から加速用の流体光こうを吐き出している。

　現在、既すでに艦かん群ぐんの頭上にいる。こちらに向かってきてた武ぶ神しん達も下で目標を見失っている。

　そこに優ゆう越えつよりも驚きを感じながらも、速度に対しては安あん堵どが得られた。

　……速い。

　左右腰部の加速器が、ペンの本体二機分程度の出力を持っている。

　燃費を考えるとぞっとするが、テスターだから無料……、までは行かなくても、多分安価で済むだろう。多分。それよりも、

「え、ええと、敵てき艦かん!?」

　右下の空だ。と、左側の空に、追いついてきたというよりも振り回されてきたナイトが、

「ガ、ガっちゃん!?　え、ええと、よく解らないけど何だか凄すごいから行こう！」

　とナイトが指さした動きに、彼女のレールウイングが反応した。

　両りよう端はしに回転と可動の軸じくを。そしてウイング端へと軸を走らせるレールを設けたレールウイングは、主加速器の外がい翼よくを外へと振り回した。左のウイングが、強ごう引いんな方向転換のため、加速器を外に大きく回す。まるで折った腕を伸ばすような動きで上空へと加速器を向けると、

「うわ！」

　叩たたきつけるように全体を半回転。そのままレールウイングを縮めながら、両側の加速器が流体の光を放つ。

　わあ、と一いつ瞬しゆんで垂直降下に入ったナイトを見て、ナルゼははっと気付く。

「お、追わないと！」
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　降下しながら、二機の魔女テクノヘクセンは軽く身を振り、自分達の速度に対する操そう作さを試行した。

　そして行く一いつ直ちよく線せんの先、機き鳳ほう空くう母ぼの甲かん板ぱんがある。

　先に行ったのは白魔女だ。彼女は操そう縦じゆう板に着いたペンを抜き、魔術陣マギノフイグーアの説明を読むと、

「やった！　空間描びよう写しや出来るわ！　最新じゃないのこれ！」

　と、宙にペンでラインを描いた。そして手元で描いた敵空母への誘ゆう導どう弾だん軌き道どうが、それぞれを実際に結ぶ白の線として表現された。

　数は四本。そこに乗るような軌道を取るのは黒の砲ほう撃げきだ。黒魔女の機体は、側部の弾だん倉そうから棒ぼう金がね弾を四本内部にストックすると、不意に後部加速器を閉じた。代わりに、中央部あたりから先せん端たん部に掛けて、幾いくつものスピードメーター型魔術陣が現れる。それは、

「加速力を内部爆ばく発はつさせて、更さらにそれを加速させる魔術式準対艦かん砲ほう……！」

　空母に対し、二機はすれ違うように砲撃した。

　放たれた弾丸は四つ同時。それは宙でほどけるように分かれ、誘導ラインに乗り、

「──Herrlich!!」

　轟ごう音おんと言うよりも、衝しよう撃げき音が甲板二箇所と発進直前の機鳳を撃ち抜いた。

　甲板は表面部の硬こう化か木材を半径三メートルに渡って砕かれ、機鳳は頭となる機き首しゆを甲板に叩たたきつけられた上で、その右う翼よくを根本からもがれるように脱落させた。

　二機は追つい撃げきの砲と武ぶ神しん達を振り切り、機鳳空母の直下三百メートルで合流。そのまま弧こを描き、浅い上昇を掛けながら武蔵むさしに向かう。狙ねらうのは、

「先に行った機鳳を追つい撃げきするわよ!!」

「……間に合うの!?」

　流石さすがにこの速度でも、機鳳の先行には追いつけない。そういう顔をしたナイトに、ナルゼは表示枠サインフレームを展開する。並行し、身を寄せながら、

「解説書、面めん倒どうくさがらずに読んでよマルゴット。──間に合わせるわよ」
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「あれは……」

　艦かん橋きようにいる鈴すずは、触れるような確かさで、友人の魔女テクノヘクセン達が身を重ねるのを感じた。

　それは、抱き合うとも、寄せ合うとも言える行為。

　二人の魔女は、箒ほうきの船せん殻かくとペンの槍やりを、お互いの背に回し、抱き寄せたのだ。

　その時、二人の肩部と腰部の接続パーツが合がつ致ちする。

　そして両者のレールウイングが動き、脚あし側にて水平に広がる。出来る形状は、重なった二人がそれぞれの副ふく翼よくを横に広げることで生まれる、

　……機き鳳ほう？

　鳥のような、デルタ形状に近いウイングを前後に持った、白と黒の魔女の合体だ。

　その中央で抱きしめ合う二人は、確かにこちらを見て、

「──!!」

　鈴の手では表現が追いつかない速さの飛ひ翔しようを行った。
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　加速という言葉が、高速という域を超えたまま、止まらなかった。

　わ、という言葉をも足側へと置き去りにして消してしまう感覚。

　合体したことにより、流体経路に白と黒の減げん衰すいと加速による誘ゆう導どう加圧が行われている。出力系けいに加圧と吸入の力を与えているのだ。

　また、両者とも背の側を外にしているため、身体からだが作る空気抵抗が薄れる。

　左右のレールウイングと箒とペンと、合計六つの加速器は強ごう引いんな速度で大気を突き抜けた。

　一度風の壁を抜けた瞬しゆん間かん。白黒の合一機は先せん端たんから水すい蒸じよう気き爆ばく発はつを起こし、

「!?」

　先行する機鳳を魔女は捉とらえた。

　対し、正面から、武蔵むさしを攻こう撃げきしていた武ぶ神しん達が飛ひ翔しようしてくる。

　躊躇ためらわなかった。抱き合わせの魔女達は飛来する弾だん丸がんと武神の攻撃を術じゆつ式しきで感かん知ちし、

「……通るよ!!」

　弾丸の間を潜くぐるように振り抜き、更さらに正面から来る敵てき弾だんを、しかしまっすぐに見切って抜けた。かわしていく。逃げるのではなく、回かい避ひするのでもなく。二人分の視覚と感知と反射をもって身を回し、踊るように前へと突き上げ進む。

「マルゴット！　もっと身を押しつけて！」

「空気抵てい抗こう大きい!?」

「胸が気持ちいいのよ!!」

「いつも通りで凄すごいねガっちゃん!!」

　言いつつ、しかし弾だん幕まくを突き抜けた。そこに迎える武神の直接打だ撃げきを、魔女達は抱き合い、踊るように跳ねてロール。そのまま彼女達は、宙で一度だけ大きく加速光を爆発させ、

「……っ!!」

　殴なぐりかかるような軌き道どうで機き鳳ほうに上から襲おそいかかった。
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　正面の空に生じた爆ばく発はつに、アデーレは声をあげた。

「……助かりました!!」

『で、でも燃料切れ──!!』

　ナイトの声と共に、左さ舷げんの空につんのめるようにして白と黒の花が咲く。変身を解いて、空中で転びながら浅あさ草くさに降りてくる魔女テクノヘクセン二人に対し、〝武蔵むさし〟が表示枠サインフレームで計算を始めた。

「……初期燃料だけとは言え、これで燃料切れは、いささか燃費が悪いのでは。──以上」

「ええと、あの、〝武蔵〟さん、今はもっと素直に喜んだ方が……」

　だが、正面には機鳳空くう母ぼが見えている。破は損そんと機鳳の残ざん骸がいによって甲かん板ぱんが使用出来なくなった機鳳空母は、動いていない。そして既すでに乗員は、小型艦かんによる退たい艦かんを行っている。

〝武蔵むさし野の〟がそれを見て、

「私どものチャフ除去も、そろそろ終了いたします。確保の後、安定した防ぼう御ぎよ態たい勢せいを──」

　という言葉が続く中、ふと、アデーレは鈴すずが作る戦場の模も式しきの動きに目を取られた。

　鈴が作る敵てき艦かん隊たい、他武ぶ神しん達の動きには何か引っかかりがある。それは、

「武蔵、全ぜん艦かん上昇──!!」

　え？　と自じ動どう人形達が疑問の声を作る。ここでそれを行ったら機鳳空母の確保が出来ないのではないかと、そういう疑問だ。だが自動人形達は、この場の主あるじの指し示じに従い、上昇を掛ける。そして武蔵の左右艦がそれぞれ高速移動中の上昇を強ごう引いんに掛け、表面に海を纏まとった瞬しゆん間かんだ。

　不意に、正面の機鳳空母が爆発した。

　爆ばく砕さい術じゆつ式しきだ。
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　武蔵の後部から砲ほう撃げきを送るサン・マルティンは、機鳳空母の爆発に合わせるようにして二艦とも宙に完全な姿すがたを現した。

　彼らの正面。砲撃を送る相手である武蔵は、上昇軌き道どうを取って爆ばく炎えんと煙を艦かん底ていで受けて行く。その速度は落ちていないが、

「流石さすがに気付かれたみたいだね。だからディスペル系けいの対処をされるより先に爆発だ」

　セグンドは、背の低い艦かん橋きよう部ぶから双そう眼がん鏡きようで前を見ながらつぶやいた。

「撤てつ退たい戦成立のための突とつ撃げきが生じるのは解わかってたことだ。だから一艦を囮おとりとして配置して、武蔵が食らいついたら〝事故で自じ爆ばくした〟ことにして、確保されるより先に沈めてしまう。

　その時武蔵は、最悪大たい破は。そうでなくても、直進軌道だから左右に散開した他の艦を追えない。……しかしよく主力艦かん隊たい側の装備で爆ばく砕さい術じゆつ式しきを集めたね。フアナ君の手配かい？」

「私の器ではこのくらいです。総そう長ちようのように上う手まく当てることは出来ず、残念です。

　──ですが、とりあえず、武蔵むさしは左右の艦かん隊たいを追うしかなくなりました。

　しかし、既すでに武蔵は私達の主力艦隊を通り過ぎましたし、これから主力艦隊は、英国艦隊と戦せん闘とうを行いつつこの空域に戻り、武蔵の追つい撃げき戦を行います。

　武蔵は、後二度ほど重力航こう行こう加速が可能だと思いますが、サン・マルティンなら失速後の武蔵に追いつくことが可能です。私達が常に後方から砲ほう撃げきして武蔵を誘ゆう導どう。主力艦隊を後ろに回すようにすれば、武蔵は撤てつ退たい戦の成立が出来ず、敗北するしかなくなります」

　彼女は戦場の模も式しきを空中に表ひよう示じし、

「これに対して武蔵が行える方法は二つ。

　一つは、機き鳳ほう空くう母ぼの残ざん骸がいを確保し、〝これは撤退戦の際に自じ沈ちんしたものだ〟と、そういう交こう渉しようを他国相手に行い、他国の認知をもって追撃戦を成立させること。

　もう一つは、英国艦隊に全権を移い譲じようし、代わりに追撃戦を行って貰もらうことです」

　しかし、とフアナは言った。

「前者は、他国から警けい戒かいされる武蔵では無理なこと。後者は、武蔵が今回戦闘した内容を自ら貶おとしめることになります。──最終的な詰めに甘い、と。

　どちらを選んでも、武蔵にとっては地じ獄ごくでしょうね」
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「アデーレ様。機鳳の空母を確保するならば、あと二十秒以内に御ご判はん断だんを。──以上」

　どうする、とアデーレは、浅い上昇軌き道どうで高速前進する武蔵を思った。

　どうすればいいか、答えを誰だれかくれないだろうか、とも。

　だが、アデーレは、視線で回答者を捜し、しかし、ある視線に気付いた。

　見れば、武蔵むさし野のの舳へ先さきに立つ二人が、こちらに顔を向けている。

　言葉はこちらにやってこない。だが、馬鹿の笑えみは確かに確かく認にん出来て、

　……ヤバくなったら俺に任せて逃げちまえよ、って。

　そんなことを今にも言われそうに感じた。だが、それでは、全くもう、

「自分で考えるしかないじゃないですか。もー……」

　と、アデーレは、鈴すずの作る海図を見る。今、武蔵はサン・マルティンに追い立てられながら、三征西班牙トレス・エスパニアの艦隊の散開よりも突出した直進軌道をとっている。とりあえず、

　……三征西班牙の艦隊の背後に回り込むにはどうしたらいいですかね。

　それを考えるために、模式図ずを良く見みようとして、横に回り、

「……あれ？」

　不意に、視点を変えただけで、あることを思いついた。

「あ、あの」

　鈴すずがいじっている敵てき艦かん群の位置を乱さぬよう、アデーレは戦場の模も式しき図ずに近づく。

　と、鈴が振り向き、会え釈しやくをくれた。

「面白いよ」

　……な、何げに肝きもが太い……!!

　だが、アデーレは、思う。自分が今考えていることが可能かと。そして前例を探し、

　……あった。

　と、アデーレは武蔵むさしの模も造ぞうに触れた。その航こう路ろを、こうしたいと、変へん更こうの動きを見せながら、彼女はその場にいる皆に尋たずねた。

「これ、……で、出来ますかね？　輸ゆ送そう艦かんみたいに、あの、その」

　この場にいる皆、自じ動どう人形達が、息を詰めた瞬しゆん間かんだ。艦かん橋きように入ってくるドアが開き、一つの影が飛び込んできた。ネシンバラだ。彼は挨あい拶さつも無しに右手を挙げ、指し示じを叫ぼうとする。

　そして彼は、こちらが行っていることを見ると、目を見開き、こう言った。

「あ、くそ！　──先にやられた!!」
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　フアナ達が見たのは、白い霧きりだった。

　それは武蔵の全域を囲むように発生し始めた、

「ステルス障しよう壁へき!?　二度は加速出来る残存燃料の内、一回分をステルスに!?」

　何な故ぜ？　という疑問の声を、フアナが眉まゆを歪ゆがめて作る。

「機き鳳ほう空くう母ぼの確保を諦あきらめ、……この空域から身を隠かくして離脱することで、アルマダ海かい戦せんの放ほう棄きとするつもりですか!?」

　彼女が言う言葉に、セグンドが首を横に振る。

「サン・マルティンもそうだが、高速状態ではステルス航こう行こうは長時間保たない。今の武蔵では離脱出来るところまでは行けないよ。だからこれは、僕達を振り切るためのものだと思う」

　セグンドは艦橋に告げた。

「武蔵はすぐに姿すがたを現す！　房栄フサエ君達の合流も近いから、総員監かん視し状態！　見つけ次第、そこに砲ほう撃げきを！」

「──Ｔｅｓテスタメント．!!」

　と、応こたえが返った瞬間だ。下方に空を割って影が突出した。

「下!?」

　浅く上昇を掛けていた艦が下に行く。その理由をフアナが計る。

　彼女は武蔵の速度と軌き道どうを即そく座ざに計算で弾はじき出し、

「ステルス状態で艦を下に向け、機鳳空母の残ざん骸がいを安全に確保するつもりですか!?」

　同時、後発のサン・マルティンが砲ほう撃げきした。同様に、この艦かんも進路を下に向けて砲撃を行う。

　そして低速砲ほう弾だんが、ステルス空間から出る影を砕いた。破は砕さいし、空に散らばらせ、だが、

「あの姿すがたは……」

　細身の姿は、武蔵むさしの先せん端たん。一番艦のバウだと、誰だれもが思っていた。しかしそれは、

「……輸ゆ送そう艦かん!?」

　大型の輸送艦三艦、牽けん引いん帯たいで連結させたものが、空の風に当たって自じ壊かいする。まるで本を広げるように破は裂れつした艦の形けい骸がいは、宙に残っていた機き鳳ほう空くう母ぼの残ざん骸がいと激げき突とつして散った。

　そして艦かん橋きよう内の皆は気付く。今の輸送艦は、武蔵が未だに張っているステルス空間から囮おとりとして放り出されたのだと。ならば、

「武蔵は……!?」

　フアナの疑問に、管かん制せいの一人が叫んだ。それは、今度こその確かく認にんをもって、

「上空、巨大飛行物が現出します！　──武蔵左さ右ゆう一番艦先端です！」

　叫びと同時。艦橋にいる全員の視線の先、夜の上空に、武蔵がステルス空間を破って出現した。

　武蔵は上昇している。

　だが、その上昇は、艦を浮かせたり、斜めにしていく上昇ではない。

「垂直に、いや、これは……」

　武蔵が取った選択。撤てつ退たい戦を成立させるため、三征西班牙トレス・エスパニアの艦の後ろに回るために、

「天上での後方宙ちゆう返がえりを行うというのか!!」
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　武蔵の行いは、内部にも大きな異い変へんを与えていた。

　重力航こう行こう時は内部に慣かん性せい制せい御ぎよが加わるが、一回転に耐えられるほどの強力なものではない。

　艦に掛かる物理的ストレスは重大で、更さらには、中に乗る者達の問題があった。

　出しゆつ撃げき前の段階で、貨物や運うん搬ぱん用のキャリアなど、重量物は全て管理者責任で壁や床、フレームに固定されている。家財の持ち出しも避ひ難なんの際に殆ほとんど行われているが、内部に残った人々はおり、残されていったものも多い。

　だから艦内作業員達は各横よこ町ちようや縦たて町まちに短時間慣性制御用の符ふを貼はっていく。これによって自じ重じゆうの軽いもの、書類や本、食器や椅い子すなどの固定を行うのだ。回転による物の落下はあり得ないことだと、その状態を目指して皆は動く。

　だが、彼らを含み、人はその身をどこかに固定する必要を得ていた。

　奥おく多た摩ま地下、学生寮りようとなっている一角の六畳じよう部屋でも、それは同様だった。

　中ではミリアムが、車椅子の上で半透とう明めいの少女を抱いている。車椅子はリクライニングをベッドのように傾けて家具類に固定している。足の側を机の裏、頭の側をベッドの裏に差し込み、床につく二輪部分を支点に固めた構えだ。

　ミリアムは、横を見る。ベッドの支柱と脚あし側の面にそれぞれの手と足を掛けた東あずまがいるが、

　……運動神経、大だい丈じよう夫ぶかしら。

　失礼とは思いつつも、自分に対する過大評価は男子の常だ。気にはしておこうと思う。

　東はこれまで艦かん内ない作業で符ふを各地に貼はっていて、避ひ難なんとしてここに戻ってきた。ここを戻り場所に選択した以上、ミリアムとしては入れないわけにはいかない。だから、

「……東、大丈夫？　ちゃんと回れる？　それで」

「ミリアムも、それで外れて落ちたりしないよね？」

「私は別に大丈夫だけど。まあ、運悪く机の固定が外れたら車椅子で圧死でしょうけど」

「まま大丈夫ー？」

　うんうん、とミリアムは少女に頰ほおずりをする。可愛かわいいわね、と思いながら、

「でも、ママはパパを他の女に寝取られて死んでいくのよ？」

「も、もうその話題はやめようよっ」

「あら？　さっき土ど下げ座ざで確かに終えてあげたじゃない。ここから先はからかうだけ」

「……ママ、パパが土下座したからセックスしてあげたの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、でもお外でそれ言ったらだめよ？　ここだけのことね？」

　女二人が敵になった……、とつぶやく東を後しり目めに、ミリアムが言う。

「しかし、どこで真実を知ったの？」

「何か不ふ穏おんな空気を悟さとったので、図書館で自分で調べたんだけど……」

「御感想は？」

「人体って不ふ思し議ぎだよなあ、って」

　全くもって同意見だ。が、そこで終えてはここ数日の不満が収まらない。だからミリアムは、わざとらしく頰に手を当てて言う。

「〝余よとちゃんとセックスしようよ！〟なんて言ってドア何度も叩たたいて。やっぱり皇こう族ぞくは平安時代の夜よ這ばい文化で生きてるのかしら？　検け非び違い使しにしょっぴかれるわよ？」

「いやもうホント、ホントに勘かん弁べんして……」

　東がうなだれた。

「やっぱり、誤ご解かいでも、あんなこと叫んでたら同意得られる筈はずもなくて駄だ目めだよね」

　……意味が解わかって言ってるのかしら。

　しかし問いただして否定されることにも嫌けんを感じる。だからミリアムは、艦の加速音を外に聞きながら、場を堅くしないようにと、

「東、もしIZUMOに無事行けたら、この子の服とか買ってきて。今、霊れい体たい用の子供服だけど、ちょっと微び妙みように具合悪いみたい。この子、どっちかっていうと生いき霊りようや半はん霊れいのタイプだから」

「解るの？　そういう種族のことが」

「Ｊｕｄ．、霊体は流体だから、その密度が薄いところが半はん透とう明めい。でもこの子は全体が半透明だけど、でも密度薄く掠かすれてるわけじゃないし、ほら、……中や逆面が透すけてないでしょ？」

　確かに、少女の身は半はん透とう明めいだが、身体からだの中にあるものや逆ぎやく面めん側が透けていない。しかし、

「私の方から見えてるこの子の表面と、同時に東あずまから見えてる表面は別のものでしょ？　だけど、私の見ている面が、貴方あなたの方からは半透明の向こうに見えてない」

「ええと、どういうこと？　何か、ナルゼもそんなこと言ってた気がするけど」

　他の女の名前が出たが、ミリアムは気にしないことにした。そうねえ、と説明を考えて、

「……見る人に合わせて、情報を与えてるのよ。つまり半なかば触れることが出来る情報体。私達は情報を知覚しているから、そのように見えてしまっているわけね」

　でもまあ、とミリアムは言った。

「最近漸ようやく納得出来てきたわ。──この子はうちの子だって」

「……半はん目めで言うの、やめない？」

「ママ、ちゃんとパパと目を合わせてセックスしないとだめー」

　ミリアムは半目で東を見た。

「そういう趣しゆ味み？」

「ミ、ミリアム最近ちょっと下げ品ひんだよっ」

　誰だれのせいかしら、とミリアムがつぶやく。と、床が唸うなりを上げた。

　傾く。うわ、と東が言う間に、一気に、押されるように回る。スムーズな回転ではない。二十度ごとぐらいに急加速するような回り方だ。

　床が軋きしみ、壁と天てん井じようの接合部が裂さけたかのような音を立てる。わあ、と少女が声をあげるが、ミリアムは抱きしめて離さない。

　と、外で堅い音が響ひびいた。水が流れるような音がして、

「水道管かな？」

　東の声と同時に、外から声が響き出す。

『おみずおみず』『まさみずー』『でもながれてくー』『どこまでも』『とまらないー』

「……何だか楽しそうね」

　言っている間に、艦かんが一気に傾いた。直後。わ、と声を上げて上から東が落ちてきた。

「きゃあ！」

　衝しよう撃げきよりも驚きで声をあげると、こちらの腰の下あたりで跨またがるようになった東がいる。現状を理解出来ずに周囲を見ている東はしかし、艦の次の傾きで、

「あ、わ！」

　首を引かれるように一いつ瞬しゆん後ろに仰のけ反ぞってから、こちらにしがみついてきた。胸のあたり、少女を抱えている横に彼の頭が乗り、

　……ん。

　彼の衣服によるくすぐりに、ミリアムは思わず声を漏もらしそうになる。が、

「まま、つらそうー」

「あ！　え!?　ミ、ミリアム？　あ、御ご、御ご免めん！」

「い、いいから！　危ないわよ!?」

　艦かんは垂直に近くなる。ここで離れれば背から落ちるだけだ。男の過大自己評価に付き合う気はない。だからミリアムは、眉まゆを立てて目を伏せ、意思表ひよう示じとして鼻を一つ鳴らす。そして右腕を少女ではなく東あずまの背に回した。逆に彼の左腕を己おのれの背に回し、

「私と一緒にこの子を抱きしめるようにして、脚あしは絡めてていいから。どうせそっち、感覚無いから気にしなくていいわ」

「いや、でも」

　いいの、とミリアムは言った。

「──同意の上よ」

　言葉と共に、艦の角度が垂直を超えていく。

　回るのだ。
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　大気が悲鳴を上げた。

　巨大な、八キロ弱の建造物が垂直に空を登り、更さらに仰のけ反ぞり、月を食らうように空を行く。

　その姿すがたは戦場のみならず、英国、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズや、三征西班牙トレス・エスパニア、M. H. R. R.神聖ローマ帝国や阿蘭陀オランダからも確かく認にんが出来た。

　周囲の空にいた艦群。甲かん板ぱんや艦かん橋きようにいる者達は、全員が息を吞のんで空を見上げた。

「馬鹿な……！」

　目の前で生じていることに対し、誰だれもがそう思い、言葉を放った。そして、

「何が準バハムート級だよ……。全竜レヴアイアサンじゃねえか……」

　武蔵むさしの上昇を成り立たせるものは、各かく艦かん首しゆ側の大部分を筒つつのように包んだ海の厚みだ。それは、英国で輸ゆ送そう艦かんを立たせ続けるために用いた方法と同じもので、ここでは先せん端たん部を釣つり上げることで上昇の角度を得て、後部からの加速で尻を前に押す助けとなっている。

　だが、巨大ゆえ、武蔵にとってはわずかな上昇行為が、数キロの移動をそこに与える。

　回る。

　艦の制せい御ぎよを成り立たせるのは、チャフを除去して共通記き憶おくなどの連動を取り戻した自じ動どう人形達だ。彼女達が防ぼう御ぎよ隊や内部作業員達の確保を重力制御で行い、更さらには牽けん引いん帯たいの管理なども行うがために、武蔵全艦はそれぞれが遂ついに一つとなって空に昇る。

　当たる気流は武蔵の表面を下り、その温度差によって下部で分ぶ厚あつい霧きりを生んだ。それはまるで武蔵が水飛沫しぶきを上げて宙に飛び出しているかの如ごとき光景を作り上げる。

　上昇の速度はやがて落ち、しかし、武蔵全ぜん艦かんの側部外壁が開いて応えた。
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　吠ほえる。

　重力航こう行こうによる、最後の加速。それを利用して、巨大な艦かん群ぐんは確かに回った。

　垂直から逆水平を超え、落下軌き道どうへ行き、行く先は、

「サン・マルティンの背後を取ります!!」

　武蔵むさし艦かん橋きよう内で、〝武蔵むさし野の〟に抱きかかえられながら、アデーレが叫んだ。声が行く先は、垂直に落ちる武蔵野の舳へ先さき。そこに〝武蔵〟の重力制せい御ぎよで立っている、

「──総そう長ちよう！　副王ホライゾン！　御お願ねがいします!!」





●






「回かい頭とう──!!」

　サン・マルティンの三番艦かん、セグンドとフアナの乗る艦は、小こ型がた艦で追いついた隆たか包かねや房栄フサエの合流を得て、武蔵の迎げい撃げきに入りつつあった。

　為なすことは一つ。背後の空に落ちてくる武蔵へと回頭し、砲ほう撃げきするだけだ。

　一回転の武蔵は、背を見せている状態だ。回頭が間に合えば一方的に致ち命めい傷しようを与えられる。

　大罪武装ロイズモイ・オプロが懸け念ねんだが、それに対抗するためにもまず回頭しなければならない。

　だからサン・マルティンは、右う舷げん前部を横から小型艦に左に押させ、左さ舷げん後部の副砲を左に砲ほう撃げきさせて半回転を行う。

　独楽こまのように、高速で朱あけの艦が旋せん回かいしていく。

　その動きの中、セグンドは、フアナと共に艦かん首しゆ側の甲かん板ぱんへと飛び出していた。

　上空から武蔵が降ってくる。雲と霧きりを纏まとった姿すがたの降下は、まるで自分達が上昇しているかのような錯さつ覚かくを与えてくる。

　低てい速そく砲ほうの射しや線せんを向ける先は、武蔵の中心線ならばどこでもいい。敵は巨大だ。中心線上ならばどこでも致命傷に出来る。それだけの破は損そんをここまで与えてきたのだから。

　だからセグンドは叫んだ。告げる言葉は恐らく、自分にとって初めての、

「──勝つんだ！」

　偉そうだな、と、自分でも思うが、しかし横のフアナが頷うなずき、皆が叫んだ。

「──Ｔｅｓテスタメント．[image: ]」

　だが、先の動きは敵が放っていた。まだ射線を確立出来ないこちらに対し、武蔵野の舳先にいる二つの影が動いたのだ。

　武蔵の姫、ホライゾンが、大罪武装〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を構えている。
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　落下する武蔵から、朱の艦に向かって黒の描かき毟むしりが放たれた。

　攻こう撃げき手しゆであるホライゾンは、トーリに身を支えられながら、周囲に展開する十字を組み合わせた鳥とり居い型表示枠サインフレームを確かく認にん。〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟が超ちよう過か駆く動どうを全開しているのを見て、

「……トーリ様。この戦せん闘とう、ホライゾンは勝利を望みます！」

　何な故ぜならば、とホライゾンは頷うなずき、下から吹く風を身の前面に浴びながらこう言った。

「ホライゾンも、勝利の目的を有したからです……！」

　おう、と彼が言って、こちらの身を背後から抱きしめて支えてくれる。

「ようやく、俺と同じだな。お揃そろい？　ペア戦争目的？」

「……胸を揉もみに来ないトーリ様の抱きしめは、ツッコミが入れられないので不自然ですね」

「え？　いいのかよ!?　Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄ．言って揉むぞ!?　おっし本気だタイガーショッが！」

　ツッコミで肘ひじを叩たたき込んだ。がホライゾンは、倒れ掛ける彼の襟えり首くびを摑つかんで引き戻し、

「離れると流体供きよう給きゆうが止まるかも知れません。離れないように御お願ねがい致します」

「あっれ、俺今かなりバッテリーじゃね!?　搾しぼり取られてね!?　急速充電じゃね!?」

　ホライゾンは無視した。何故ならば、

「──敵の迎げい撃げきが来ます!!」
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　それは、フアナが用いる長ちよう剣けん型大罪武装ロイズモイ・オプロ〝嫌気の怠惰アーケデイア・カタスリプシ〟による迎撃だった。

〝嫌気の怠惰〟の超過駆動。罪を捕とらえる束そく縛ばくの光輪が、

「大罪による搔かき毟むしりを捕らえなさい!!」

　構えた長剣の前方から、黒光の爪つめに対して光が走った。それは飛来する黒い爪つま先さきの群に飛ぶ光の円えん弧こだ。

　金音と光の飛沫しぶきを上げ、莫ばく大だいな量の爪先を束そく縛ばくの輪が押さえ込む。

　爪先はどれも光の輪に絞しぼられ、身み悶もだえするように震えて消えていく。が、ホライゾンの超過駆動とフアナの超過駆動では出力が違う。その差が、初めはわずかに見えていたが、段々と大きくなり、黒の光が朱しゆの艦かんに近づき、しかしそこに、

「──少しはいいとこ作らせろ！」

　飛び込んできたのは、聖譜顕装テスタメンタ・アルマを手にした隆たか包かねと、中ちゆう破は状態の道みち征ゆき白びやつ虎こを引きずるようにして構えた房栄フサエ、そしてベラスケスだった。

　隆包が息を吸って止め、聖譜顕装〝身堅き節制クルース・テンペランテイア・旧代ウエトウス〟を発動させると、ベラスケスも同様に新代ノウムを発動させる。

　そして道征き白虎が肩の超震しん動どう破は砕さい砲ほうを展開させ、隆包と共に前へ出た。

　隆包と房栄の夫婦は視線を合わせると、

「……！」

　迎撃した。
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　両者の間で黒の爪つめと光の輪が散り、拮きつ抗こうする。

「──！」

　だが、わずかに黒が収しゆう束そくを始めた。先に射しや撃げきした分、また、出力がホライゾン制せい御ぎよ下で莫ばく大だいな量になっているため、トーリによる流体供きよう給きゆうさえも間に合わない状態となったのだ。

　燃料の蓄ちく積せきがあり、出力も軽けい微びなフアナの〝嫌気の怠惰アーケデイア・カタスリプシ〟が描かき毟むしりの爪を押す。

「よっしゃ……！」

　と、拳こぶしを握る隆たか包かねの視線の先。皆の見る先で、しかしホライゾンが動いていた。

　彼女は、背後の空間から、あるものを取り出したのだ。それは、

「大罪武装ロイズモイ・オプロ〝拒絶の強欲アスピザ・フイラルジア〟。先ほどウルキアガ様経由でネシンバラ様から頂いたものです」
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　ホライゾンは、砲ほう撃げきの右腕を固定したまま、盾たてを左手に携たずさえ、ゆっくりと構え直す。

　大罪武装〝拒絶の強欲〟。その効果は、

「通常駆く動どうとして防ぼう盾じゆんを。超ちよう過か駆動としては、自分が受けたあらゆる攻こう撃げきを流体に転化して中に蓄積し、それを使用者の内ない燃ねん拝はい気きとします。

　機能的には、トーリ様の術じゆつ式しきの個人強化版ですね。蓄積容量は恐らく大罪武装の全解放時一発分。役目としては、他の大罪武装の予備バッテリーなのではないかと判断出来ます」

「あっれ、じゃあここにいる可愛かわいい兎うさぎのようなバッテリーはいらね？　どうなの？」

「予備バッテリーを先に使う馬鹿はどこの誰だれですか。いいですかトーリ様、先にトーリ様を搾しぼってから予備バッテリーです。御役目を忘れないよう、常に充電を御お願ねがい致します」

「く、くそ、俺はバッテリー人生頑がん張ばるよ！　過充電状態でゲージ溜ためとくかんな!?」

・あさま：『あの、契約的に言いますと、トーリ君はバッテリーじゃなくて武蔵むさしの流体燃料を仲ちゆう介かいするコンセントみたいなもんですよ？　勘かん違ちがいは危険ですのでやめて下さい』

・○　画：『しっ、ああいうのって自分を大きく見せたがるもんなのよ。──小物めが』

・武蔵王：『このクラスの連れん中ちゆうは何な故ぜに共食いみたいな状態になりやすいのであろう……』

「ま、麻ま呂ろに同情された！」

　ホライゾンは無視して〝拒絶の強欲〟を構えた。現れる表示枠サインフレームの説明を見る限り、

「……〝拒絶の強欲〟は、単なる超過駆動では内部の蓄積を一気に使用することが不可能なようです。どうも少量ずつを外部供給するものかと。──大罪武装のような高出力武装が希まれであるため、それ以外の武装や術式用の仕様かと推すい測そく出来ますが」

「じゃあ、全解放するには──」

「第三セキュリティの、魂たましいの駆動が必要と推測出来ます」

　魂たましいの駆く動どう。

　それは、感情を理解することで、大罪武装ロイズモイ・オプロの中にある己おのれの感情を自分の中へと取り込むことだ。以前の経験から、ホライゾンはそう悟さとっている。

　続き、収しゆう束そくし掛けていく砲ほう撃げきを見ながら、ホライゾンは問いかけた。

「トーリ様。……ホライゾンは、きっと、強欲フイラルジアの感情を手に入れたら、トーリ様にとって迷めい惑わくを掛ける女になると思います」

　問う。

「それでもいいですか？」
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　彼は、彼女の問いかけに背後からの頷うなずきと抱き締めをもってこう答えた。

「安心しろ。俺はずっとここにいる。──そう決めたんだ。オマエの何もかも、俺の望むもので、迷惑じゃねえ。もし迷惑があるとしたら、それはオメエが何も望んでくれねえことだよ」

　だから、

「強欲、いいじゃねえか、もっともっと多くを望もうぜホライゾン」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンは首を縦たてに振った。浅く目を伏せ、

「トーリ様」

「え？　何!?　何ホライゾン！　ひょっとして──」

「一回しか言いません。──面めん倒どうなので後にしましょう。今そう判断しました」

「えええ!?　言おうぜ!?　俺とトークしようぜホライゾン！　だって」

　だって、

「ホライゾンから話しかけてくる時って、大体考え事してて、答えが解わからねえ時じゃん？　俺は全く役にたたねえけど、それでも言ってみてえんだろ？　俺も聞きたいよホライゾン」

　その言葉に、ホライゾンは、ふと心の中にある言葉を思う。

　……この人は──。

　大部分が不要なもので出来ているようで、時たま、他の誰だれも代用出来ないことを提てい供きようしてくれる。それがどういうことなのか今の自分には解らない。だが、今の自分に解らないならば、

「トーリ様」

　言う。

「ホライゾンは、感情を理解出来ません。しかし、ホライゾンはきっと、感情を、解っていないだけなのだと判断出来ます。だけど……」

　だけど、

「解らないのは、嫌いやです。トーリ様」

　その言葉を区切りとして、ホライゾンは口を開け、喉のどを開いた。

　歌う。それはかつて自分の哀かなしみを詠よんだ歌。全てに繫つながるであろう、根本の歌。

「──通りませ　通りませ」

　身を浅く揺らし、歌って思うことがある。

「行かば　何処いずこが細ほそ道みちなれば」

　父を失ったことも、傷つく人達のことも、

「天てん神じん元もとへと　至る細道」

　……ホライゾンに、何かの欲があれば、違ったのでしょうか。

「御ご意い見けん御ご無む用よう　通れぬとても」

　知りたいと、救いたいと、失いたくないと、そう思い、そう欲すること。

「この子の十の　御お祝いわいに」

　それは、己おのれの道を通すがゆえに戦いを生み、新たな損失を作るものでもあるが、

「両のお札ふだを納めに参まいず」

　……ですが──。

「行きはよいなぎ　帰りはこわき」

　ホライゾンはこう思った。

「我が中こわきの　通しかな──」

　浅ましいがまでに己おのれが望まねば、何もかもあらゆるは変わらないのだと。

　……だから、二度と、欲さぬことで後こう悔かいを得るようなことはしません……。

　ホライゾンは周囲を見た。

　戦せん闘とうの、まだ結果とは言い切れぬ経過がある。

　どれだけの損失があり、どれだけの哀しみが生まれたことか。だが、

「ホライゾン、忘れるな。オマエはもう望んだんだ。──戦いで、救い、得ようと。俺達はそれに呼こ応おうして、ここにいる。だからホライゾン、オマエは、得ることだけを望め」

　聞こえるのは、彼の言葉だ。こちらの身を強く抱きしめてくれる彼の、

「その強欲フイラルジアが、世界を救うさ」

　矛む盾じゆんした物言いだと、そう判断出来る。だが、それでもいいと、そう思った。

「ならばトーリ様。二人合わせて倍にして、──世界を二倍傷つけて二倍救いましょう」

「二倍かよ？　──でも、それでも、末まつ世せの喪そう失しつにはかなわないかもしれないぜ？」

　問いかけに、ホライゾンは頷うなずいた。確かにそうかも知れない、と。だが、

「足りないなら、皆様と共に、何倍にも、何十倍にもしましょう。──人々がどれだけ敵対しようと、傷つけ合おうと、世界を喪失から救えるならホライゾンは満足です」

　一ひと息いき。

「それが、ホライゾンの強欲です」

　言って、頷き、その思いをホライゾンが記き憶おくに刻んだ。その瞬しゆん間かんだ。


『セイフティ解除〝魂たましいの機動〟：認にん識しき』



　己おのれの周囲に、莫ばく大だいな量の表示枠サインフレームが展開した。十字を組んで作った鳥とり居い型の表示枠は、まずは文字を流すことなく、一いつ瞬しゆんだけ小さな少女の影を映した。影は一度踊り、その後に一気に、


『──大罪武装ロイズモイ・オプロ統とう括かつOS：Phtonos-01s：第二段階：更こう新しん：認識』

『ようこそ　感情の創そう世せいへ』



　文字に応じるように、左手の盾たてが黒の光を脈みやく動どうし、

「……哀かなしまぬ幸いを望みなさい、境きよう界かい線上の強欲フイラルジアよ!!」

　内部に蓄ちく積せきされた流体燃ねん料りようが、黒の搔かき毟むしりの息を吹き返させた。

　砲ほう撃げきする。
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〝拒絶の強欲アスピザ・フイラルジア〟による流体燃料の蓄積は、使用者が傷ついた時に行われる。

　ホライゾンが得た傷みは武蔵むさしの破は壊かいや戦場の損失などを思ったもので、

「──っ!!」

　盾たてが入にゆう手しゆされてから使用されるまでの時間は短い。ゆえに完全ではないが、それでもフアナ達の抵抗を押し返し、食うだけの力はあった。

　押し切る。その瞬しゆん間かんに、対する朱あけの艦かんとこちらの間に、一つの影が飛び込んできた。

「サン・マルティンの二番艦!?」

　退たい避ひする乗員達をも護まもるように、もはや隠かくれ得ぬ朱の二番艦が壁として突っ込んだ。

　黒の爪つめ群が直ちよく撃げきし、二番艦を砕く。だが黒の爪の出力はそこで止まり、そして消えた。

　見れば、落ちる二番艦の向こうでは、セグンドがサン・マルティン一番艦の舳へ先さきで右手を振り上げていた。彼は口を開き、

「砲撃──！」

　同時。一番艦の低てい速そく砲が、武蔵に対して一いち撃げきを放った。
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　砲ほう弾だんの風切り音の行く先は、武蔵の艦かん橋きよう。距離は至し近きんで、重力障しよう壁へきで防ぼう護ごされてもいいように次の砲弾が装そう塡てんされた。そして一発目の着ちやく弾だんも待たず、セグンドは手を前に振る。

　……勝とう。

　そう思い。しかし彼は、こう思い直した。

　……皆で勝とうと、そう言ったんだ！

　セグンドは戦場を見て、感じた。先のアルマダ海かい戦せん序じよ盤ばんで共に戦った小しよう艦かん群の皆や、後に戦場を共にした皆。そして必死で大罪武装を迎げい撃げきしている仲間達や、フアナのことを思い、

「砲撃だ!!」

　指し示じを飛ばした瞬しゆん間かん。しかしセグンドは武蔵むさし側の新たな迎げい撃げきを見た。

　艦かん橋きよう上部に立つのは、一人の忍にん者じやと、彼に寄り添われた英国の制服姿すがた。白の双そう剣けんを合わせ持ち、己おのれの周囲に流体で出来た花を散らすのは、

　……メアリ・スチュアート!?
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　メアリは、王賜剣一型Ｅｘ．コールブランドの双剣を左右に重ねた。

　鍔つば元もとにある流体燃ねん料りようのメーターは、完全に蓄ちく積せきされていることを示す青の一色だ。だが、

　……英国の地ち脈みやくで蓄積されるわけですから、使用すれば、単なる剣ですよね。

　蓄積する方法をいずれ見つける必要があるが、今は、ただその力を放つ時だ。

　正面。朱あけの艦上に、一人の男がいる。

　今まで見たこともない。話したこともない。だが、歴史再さい現げんという理由で書類上の婚こん姻いんを結び、すぐに解消した記き憶おくがある。その人に対し、メアリは一礼し、剣を構えた。

　……有あり難がとう御ご座ざいます。

　あの人との関係など、全てがあったから、自分はここにいる。いろいろなものを振り払って、ここを望んだことを誇れるようになっていこうと、そう思いながら、メアリはこう言った。

「点てん蔵ぞう様、支えて下さい」

　Ｊｕ、Ｊｕｄジヤツジ．、と彼の戸と惑まどいの声と、しかし確かな縛いましめが来て、メアリは周囲に花を生む。それらの光の中で、彼女は剣を掲かかげ、こう言った。

「王賜剣一型。──私がこれから大事に思うものを、護まもって下さい」
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　次の瞬間。空に白の一線が突き抜けた。

　空を降りていた八の巨きよ影えいは、瀑ばく布ふにも似た風をもって空から降り、己おのれと海の間の空に、圧縮した大気による雷らい雨うを作り上げる。

　が、皆は見ていた。

　八艦の正面に、その上面をほぼ破は壊かいされた朱の艦があることを。

　だが、轟ごう沈ちんしていくその艦の乗員達が、皆、物もの怖おじ無く敵の姿すがたを見み据すえていることを。

　そして、ややあってから通つう神しんに声が響ひびく。それは武蔵副ふく会長の、戦せん闘とう終了を告げるもので、

『これにて、……英国、三征西班牙トレス・エスパニア間における歴史再現、〝アルマダの海かい戦せん〟を終了する！』

　響きが、熱を失っていく夜の空を走り抜けた。
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　暗い聖せい堂どうの中で、インノケンティウスは一ひと息いきを吐ついた。

　目の前、今まで主としていた表示枠コルテチエフイルマでは君くん臣しん委員会の陸りく征せい係と空くう征係がアルマダ海かい戦せんの解説をキャスター相手に行っている。

『つまりここでですね、もっとブワァーと！　ブワァ──と！　行けば良かったんです！』

『成なる程ほど、つまりブワァ──！　ですね？』

『違います！　ブワ、ブワァ──！　です！　ブ、ブ、ブワァ──と！』

　擬ぎ音おんで張り合う馬鹿は最近入ってきた北きた畠ばたけの残党連れん中ちゆうか。北畠は、K. P. A. Italia内極きよく東とう勢力の一つ、村むら上かみ水軍の眷けん属ぞくだ。主しゆ家かがP. A. ODAに滅ぼされたためにこちらに流れてきたが、

　……こっちも段々と物ぶつ騒そうになってきたなあ、おい。

　とインノケンティウスは思いつつ、傍かたわらの表示枠を見る。既すでに実況通神チヤツト用の表示枠では義ぎ妹まいが寝る挨あい拶さつで退出していた。が、他の者に対して、

・教　皇：『どう見る？　この結果』

・教　授：『Ｔｅｓテスタメント．、武蔵むさしは、総そう長ちよう兼けん生徒会長と姫の望みを完かん遂すいするに足る能力を持っていることを示した、というのでは臆おく病びようすぎるかね？』

・雷　切：『実際の戦せん闘とう結果としては、三征西班牙トレス・エスパニアの主力艦かん隊たい自体はほとんど残っておるかと。ただ、三征西班牙の最さい新しん鋭えい艦を戦闘不能に追い込んだことと、いろいろな傾奇かぶき振りが人々に与える意味は大きいかと』

　確かにな、とインノケンティウスは吐と息いきする。最後の宙ちゆう返りはパフォーマンスでしかないが、あれを見た人々が印いん象しようづけられたのは、武蔵の巨大さだろうと思う。

「あんなものが街に落ちてきたら終わりだ、というところか、なあ」

　無む論ろん、そんな風ふうに一般市民を狙ねらった虐ぎやく殺さつや脅おどしをすれば、全世界が敵に回る。だからそんなことはあり得ないのだが、人々の不安は生じるものだ。何しろ武蔵は頭上を通過する巨大物で、人々は今までにもたびたび見ているのだから。

　そして今、武蔵は大だい規模な破は損そんを得た。大たい破はに近い中ちゆう破はと言っていい。だが、

・雷　切：『武蔵は、確かに歴史再さい現げん級の戦闘を勝利する力を示したものかと。一度手て傷きずを負わせてきた三征西班牙に倍返しを行い、ガリレオ様の言う通り、総長兼生徒会長と姫の望みを叶かなえるための一歩、否、二歩を踏んだものかと。何しろ、もはや三征西班牙が武蔵に対して戦争の交こう渉しようカードを出そうとしても、他国は乗らないのであります。

　そして英国も、この恩おん義ぎに対して敵に回ることは難しいかと』

　ならば、

・教　皇：『後のヴェストファーレン会議に対し、武蔵は三征西班牙の発言力を削そぎ落とし、英国を味方につけた、と？　そういうことか？　なあ、おい』

・二　人：『──Ｔｅｓ．』

　知識系けいと戦闘系、二人の代表の返答に、インノケンティウスは笑った。これが実況通神で良かった。笑ってるなどと知れたら苦にがい顔をされるからなあ、と、そう思いながら、

　……あの馬鹿。俺に逆らって馬鹿呼ばわりしたあの馬鹿は、このことが解わかっているのか？

　否、問えばこう言うのだろう。

「そんなの、俺以外の誰だれかが解ってればいいんじゃねえの？」

　肩をすくめて口く調ちようを真ま似ねしたインノケンティウスは、一拍の間の後、顔に手を当てて笑いを喉のどで幾いく度ども作る。

　……全く、馬鹿げた話になった。

・教　皇：『英国も、武蔵むさしの姫にとんでもない大たい罪ざいを返したものだなあ。──強欲フイラルジア。おそらく、この戦いで武蔵が得たものの意味は、まだ武蔵の誰だれもが実感出来ていないだろう。だが、今後、姫は大罪を欲することを恐れない。世界征せい服ふくを唱えた馬鹿の平行線として、世界平和を唱えて強欲のままに己おのれの感情を欲してくるぞ』

　インノケンティウスは、己の感想を書き込んだ。

　武蔵がこの戦いを経て得た意味。それは、

　……武蔵が、他国と対等に渡り合える存在ということを全世界に知らせたことであり──。

・教　皇：『俺達が行っている繰り返しの歴史の舞台に、幕まく下したから、とうとう壇だん上じように上がってきたということだ。それも、役割をもった役者としてだなあ！』







[image: 第六十九章『火祭りの待合い人』]











●






　夜の海かい戦せんから、二日が経過した。

　夕刻の空、西の風が緩く吹く海上を、無数の影が移動している。

　右手に沈み掛けた夕日を見ながら空を行くのは、航こう空くう艦かんの群だ。三征西班牙トレス・エスパニアの旗を甲かん板ぱんから側部に垂らしているのは、

「破は損そんを旗で隠かくしつつ、主力艦かん隊たいでリスボンに帰き還かん……、で問題は無いかな、フアナ君」

「Ｔｅｓテスタメント．、凱がい旋せんは無しです。アルマダの海戦は敗戦であり、そのようなことをすれば聖せい連れん側から聖せい譜ふ記き述じゆつを無視するのかと、そう言われますので。今日は早くエナレスに戻るだけです」

　と言って、フアナは左さ舷げん前方。入港する湾を囲む丘を見る。

　港に入ったら、艦隊は着水させ、ドックが空あいた順に補修に回すことになる。

　仕事が山積みですね、とフアナは思う。そして自分がそれらを為なしていく意味も、だ。

　……今後は、三征西班牙の立て直しが最大の課題ですか。

　いろいろと方策は考えてある。そして、これからももっと考えていくことになるだろう。アルマダ海戦の日数調整で沖おきの方に残っている隆たか包かねと房栄フサエが戻ってきたら、いろいろと話し合い、助力を願わなければならない。そのためにも、

「第二特とく務むの、新しい襲しゆう名めい先を考えねばなりませんね」

「三征西班牙側で該がい当とう出来るものが無いか探してみて貰もらえるかな」

「Ｔｅｓ．、〝房栄〟で慣れてしまっていますからね」

　だが、気になっているのは、

「第三特務、誾ぎんのことは如何いかがいたしましょうか」

「連絡がとれないんだっけ？　武蔵むさしに残っているとは思うんだけど」

　Ｔｅｓ．、とフアナは頷うなずいた。そして表示枠カデナフイルマを数枚出し、

「実は、武蔵の方に確かく認にんをとっていただきました。武蔵にて来らい賓ひん扱いで療りよう養ようなどしているそうです。ただ、自分の出来を決めかねているようで、帰き還かんの判断は保留したいようだと」

「宗むね茂しげ君の襲名解除の撤てつ回かいが出来なかったこともだけど、……人は負けたことに拘こだわるよなあ」

　セグンドの言葉に、フアナは一いつ瞬しゆん言葉を失う。が、セグンドがすぐに振り向いて、

「あ、ええと、あまり深く考えないでいいからね？」

「え？　あ、Ｔｅｓ．、そうします。……まあ、誾には伝えておくべきこともあるので、連絡はしなければなりませんし」

　フアナは一ひと息いき。肩を落としてこう言った。

「しかしまあ、負けに拘る気がなくても今後は向こうからのしかかってきますしね。何しろ総そう長ちよう、一晩で二度も負けるような方ですから」

「僕も自分に対して流石さすがにこれはやりすぎだろうと思ったよ」

　そうですね、とフアナも肩を落として言った。

「半はん寿じゆ族ぞくであることがバレてしまった私も、いろいろと大変です」

「表おもて向むきはバレてないことになってるから大だい丈じよう夫ぶだよ。それに、……君がいなければ三征西班牙トレス・エスパニアが保たないなんてことは誰だれだって知ってる」

「Ｔｅｓテスタメント．、ですが、私は総そう長ちようの言うことでも不要と思えば聞きませんからね？」

　笑えみで言っている間に、右手側で日が沈んだ。緩やかに空が東から紫むらさき色に変わり、星の光が目立つようになっていく。そして頭上、東の空に、月が欠けた形で二つ浮く。

　ああ、とセグンドがつぶやく声をフアナは聞いた。

「──終わってしまったんだなあ」

　フアナは、何かを言おうと思ったが、しかし、それより先に、艦かんが傾きを得る。丘を越え、湾の内側に入るのだ。

　正面奥の港は暗い。空がまだわずかな光を残しているため、港は青黒い影の底に沈んでいるようだ。ただ、接岸の位置を知らせる篝かがり火びだけが、幾いくつか小さく見えている。

　あの場所に行けば、アルマダ海かい戦せんが終わる。

　……これから新しいことが始まる、とは言えませんね。

　今後の歴史に残る一幕が終了したのだ。そしてこれからも、それは続く。

　何も新しいことなど無いのかもしれないと、フアナはそう思い、しかし、自分達はかつての世界には存在しておらず、武蔵むさしも同様だろうと思い直す。ならば、

「終わったのではありません。……新しくなったのですよ、総長」

「そうかな」

　Ｔｅｓ．、とフアナは言おうとした。信じて下さいと、そう言おうとした。

　その時だった。不意に、正面の港に灯りが灯ともった。

　接岸の篝火ではない。それはもっと数の多い、掲かかげられる松明たいまつと、

「……え？」

　不意の轟とどろき。重ね打たれる太たい鼓この音と、空に上げられる火の群のざわめきが生じた。

　見れば闇やみの底を照らす港の火は、小さいながらも数を増やし、港を埋め尽くしていく。その点火と舞い上がる火ひの粉この中、太鼓の音が、遠くへ、遠くへ届けと深く打ち鳴らされ、

「──！」

　声が挙がった。こちらに向く声は歓声で、それを聞いたセグンドが、呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「火祭フアリヤだ……。だけどどうして……」

「別に、……三征西班牙の人間が全員いるわけではないでしょう。総長の古い御友人達、そして私達に賛同したり、そうせざるを得ない人達が中心だと思います。ですけど……」

　フアナは、増えていく篝火と音を前に、呆然と告げた。

「私達には、仲間がいるということです……」

　そして、セグンドが、ふと、こうつぶやいた。

「俺達は金があれば使ってしまう。ただ情熱に任せて祭をやって、嫌いやなことは忘れてしまう」

　その声を聞くフアナの視線の先で、火の群は更さらに数を増やし、密度を上げた。皆は掲かかげた松明たいまつが他者に当たらぬよう、列を自然と作っていく。

　港の倉庫は火の集まりの中において、巨大な船のように浮き上がって見えた。倉庫の船は、人々の列が揺らす火の波に揺れ、

　……まるで、すぐにでも出しゆつ航こうしろと、そう言っているようですね。

　思う横。セグンドが、己おのれの胸に手を当てていた。彼は息を吸い、

「約束してたんだよな。……レパントの海かい戦せんが終わったら、火祭フアリヤに行こうって。そしてまた、踊ろうって」

　彼は、ゆっくりと、自分に問いかけた。

「新しい火祭りに行く僕を、皆は赦ゆるしてくれるだろうか」

　答えはない。答えがあるとしたら、彼がこれから得ていくもの全てだ。彼らといた時に得たよりも、もっといい祭を作り上げていくことが、それになる。

　……その手伝いを、私達でしていくのですね。

　だから、フアナは小さく頷うなずき、口を開いた。

「嫌なことを忘れてしまう、というのは強がりでしょうね。──私も総そう長ちようも、今の誾ぎんや、他の皆でさえ、それを忘れることなんて出来ないでしょう。

　ならば情熱に任せて祭をするのは、忘れるためではなく……」

　フアナは、彼の手を握って、こう言った。

「楽しいことがこれからもあるさと、……そう信じるためですよ」
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　夜の空に、祭の焚たき火びのような火が昇っている。

　場所は夜天に浮いた八つの船の上。火は幾いくつも昇っているが、右う舷げんの二番艦かんの上にあるものが最も大きく、近くにある雲を下から朱しゆ色いろに照らしている。

　薪まきとなっているのは、再生不能な構造材だ。表ひよう層そう部ぶの建物が多いが、床や内部の補助フレームとして使われていた柱などもある。

　火は直径七メートルほど。高さは二十メートルほどに達していた。火の管理は浅あさ間まと神社関係者が行っており、昇る火は奉ほう納のうとなる。そして資材である装そう甲こう板を広げて作った床の上、周囲に集められていく薪を投げ込むのは主に武ぶ神しんと自じ動どう人形の役目だ。

　だが、学生達もいそいそとやってきて、

「……いつ捨てようかと機会を窺うかがっていたエロ草ぞう紙しを、奉納のために！　奉納のために！」

「昔に付き合っていた男と遣やり取りしたリアル手紙を！　……歌とか詠よんでんじゃねえよ！」

「あの、人型御神体フイギユアは燃えない奉ほう納のうですか？　ここで大だい丈じよう夫ぶ？　あ、じゃあ御お願ねがいします」

　などなど、今が機会だという雰ふん囲い気きでやってくる。

　そして彼らの代わりに薪まきを放り込む役目として、一人の少女がいた。両腕に生せい体たい式の義ぎ腕わんをつけた、三征西班牙トレス・エスパニアの制服姿すがた。立たち花ばな・誾ぎんだ。

　彼女は両肩の紋もん章しようを赤く光らせ、重力制せい御ぎよで薪を投じていく。

　時とき折おり、彼女に薪を任せようとしてやってくる学生達が、その正体に気付いて眉まゆを上げる。が、彼女は会え釈しやくで横の積せき載さい場に置くよう指し示じして、自分の仕事をこなしていく。

「しかし……」

　と誾は、燃えさかる火を見てつぶやく。どうしたものでしょうか、と。
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　誾は、未だに内ない心しんの整理が出来ていない自分を持て余していた。

　戦いの後、自分は負けたというのに、おめおめと生き延びている。

　……死んでしまおうかと、そう思いもしましたが。

　武蔵むさしが一回転する時、何が起きるか解わかっていたので、通りに出ようとした。支えなく下に落ちていけば、どうにかなってしまうだろうと、そう思ったからだ。何しろ、自分で決めた戦いに出て負けるようなのだから、もはや自分で何も決めない方がいいのだろう、と。

　だが、艦が傾く上を、通りに出ようとしたら、

　……艦かん首しゆ側に去っていった本ほん多だ・二ふた代よが通りを突っ走って艦かん尾び側に行きまして。

　滑かつ車しやを回すハムスターのように水平を求めて艦尾側に行ったのだと思うが、どう考えても無む駄だな行為だ。思わず避けて家屋側に戻ったら、そのまま一回転で自分は柱に助けられた。義腕達も艦尾側に残った家屋内に落ちて残っており、結局、全揃そろいで生き延びてしまった。

　そして〝保護〟され、来らい賓ひん扱いとしてここにいる。

　自分のいる武蔵は現在、IZUMOの北十五キロの空に停てい泊はくしている。IZUMOにそのまま入る前に、艦内にある古い整備部品などを使って補修を行うらしい。それはIZUMOに先に入っている人々に対し、破は損そんした武蔵を見せて不安を煽あおらないようにするためであり、

　……資材を格かく納のうするスペースを空あけておくためでもあります、か。

　IZUMOにて補修を行うにしても、多大な量の資材を武蔵周辺に展開出来る陸りく港みなとはない。資材は結局、一度武蔵の中に運び込まれ、武蔵自体を倉庫として使うしかない。そして、その手順の方が、大量の資材を買い付けて輸ゆ送そうするにも一いつ括かつ管理が出来て安価で済む。

　このところ、IZUMO側から作業員や人にん足そくが多く乗り込んできている。彼らの手を借り、武蔵は己おのれを直し、次の土地へと身を進めようとしているのだが、ならば自分は、

「どうしたものでしょうか」

　自分が負けたことに対する思いはあるが、宗むね茂しげのことも気がかりだ。襲しゆう名めい解除の撤てつ回かいが出来ないとなれば、彼は自分の隣となりから去っていくしかないし、それ以前に、

　……私の方も、襲しゆう名めい解除となるでしょうね。

　聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、いずれ立たち花ばな・宗むね茂しげは大おお友ともから羽は柴しばへと身を寄せることになる。今回の件で、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の羽柴は自分達の襲名解除と羽柴側への襲名権の移い譲じようを迫るだろう。

　自分が弱かった、というのが原因だ。

　今、遠くの方で、遅い食事を摂とっている者達がいる。二日前の夜を戦った人々だ。皆、艦かんの整備に手を貸し、時間を共にしている。

　その内の一つから笑い声が起きた。年少の学生が同い年の者達に、

「──ホントだって、あの馬鹿、俺がいる前線に声掛けてきてさ！　邪じや魔まだから来るなって言ったんだよ俺！　お前の力なんざ借りる必要もねえって！」

　と、そこに通りかかった年長グループの一人、頰ほおに新しい傷を作った男が、声をあげる年少に水の入った瓶びんを放り投げた。彼は、受け取る年少に頰の笑えみを見せ、

「酒でも入って脳が滑すべり出したか？　水でも飲んで冷やしておけよ？」

　うるせえな、という声と皆の苦く笑しように、誾ぎんは改めて自分が一人であることを思う。

　痛感する。動く風、そして目の前で燃える炎ほのおの音が、しかし遠くに聞こえているようで。

　……一人、ですか。これから、ずっと。

　自分の身に芯しんが無くなってしまったかのような感覚に、誾はゆっくりと膝ひざを落とす。

　……どうしたら……。

　勝って、彼の襲名を復権しようと、そう考えていた。

　が、己おのれも敗北し、何も残らない。自分の襲名権すら危うい。だから、

　……どうしたら……。

　と再び思い、誾は俯うつむいたまま、肩を震わせた。泣きそうになるのを堪こらえ、泣いて何かが赦ゆるされるわけではないと、そう自分に命じる。が、口からは、

「宗茂様……」
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　御ご免めんなさい、と誾は心の中で呟つぶやいた。

　御免なさい。駄だ目めでした。出来ませんでした。救いになることも、助けになることも何もかも叶かなわず、その名も己の名も全て汚けがして、だけど、今はただ、

「会いたいです……」

　呟いたと同時。不意に、正面から声がした。

「だったら顔を上げましょう、誾さん」

　聞こえた声に、誾は面おもてを跳ね上げた。

　正面。燃える火を背景に、長身の影が膝を着いて眼前にいる。それは、

「むね、……し、げ、……様？」
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　信じられないものを見ている。が、確かに身体からだも顔も瘦やせているものの、彼だ。

　作業用のベストを着た彼の方には、外部からの作業人にん足そくであることを示す腕わん章しようがある。が、

「どうして……」

　問いかけると、彼は笑えみで口を開いた。

「だって、誾ぎんさん、一人だと泣くじゃないですか」

　それは、

「昔に、初デートで祭に行った時、勝かつ手てに離れて道に迷って、あの時も、祭の火の近くで泣いてて、他の時もそうで、だから総そう長ちようも、いつも私と一緒の任務にしてくれて」

　馬鹿なことを、と言おうとして、しかし、

「────」

　涙がこぼれた。と、彼が慌あわてた動きで、しかし困った顔で、

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫ですよ。すれ違ったらマズイと思いましたけど、総長から誾さんが来てないという連絡があったので。アモーレ五回叫んで六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ突っ走って、さっき着いたばかりなんですけど、……まあ、とにかく会えたから大丈夫ですよ」

「だ、大丈夫だなんて、そんなこと、な、ないですっ！　だって、襲しゆう名めい……、解除されたんですよ！　私も、私もどうなるか解わからなくて……」

「じゃあ、こうしませんか。──二人で襲名解除しましょう」

　告げられた言葉の意味が理解出来なくて、しかし、次の、

「襲名解除された、立たち花ばな・宗むね茂しげではない男と、ずっと一緒にいてくれますか？」

「む、宗茂様はどうなんですか!?　私と……」

　問う。それは、昔から思っていたこと。ずっとの問いかけ。

「立花・宗茂の妻でもない、単なる愛あい想そ悪い女と、一緒にいたいんですか!?」

「一緒は嫌いやです」

　宗茂の言葉に、誾は心を失いそうになる。だが、身を抱き寄せられ、

「ずっと一緒でなければ嫌です」

　包まれ、両の肩を抱きしめられる。それはかつては落ちて失っていた肩だ。そして彼が、

「ああ、そういえば、……この誾さんを抱きしめるのは初めてですよね」

　その言葉に、誾は泣いた。

　……この人は……。

　変な人だ。

　そうだった。かつて、変な郵ゆう便びんバイトの学生を見る時、いつもこう思っていたのだ。

　桜や青空、紅こう葉ようや雪を背景にしていつも現れる彼は、どうしてそんな世界にいるのかと。

　そんな変化ばかりの、護まもられていない世界にいるなど、変な人だと。

　だが、やがて自分は、この人とずっと一緒にいようと、そう決めたのだ。

　そして今、彼が、涙の向こうで告げてくれる。

「強くなりましょう。そして私が、本当の西さい国ごく無む双そうとして、立たち花ばな・宗むね茂しげを必ず襲しゆう名めいします」

　無む茶ちやです、と言おうとした。そんなに瘦やせて、脚あしの筋きん肉にくも落ちて、どうしてそんなことが今言えるのかと。だが、抱きしめてくれる力は強く確実で、聞こえる言葉は揺るぎなく、

「私が立花・宗茂となったら──」

　そうしたら、

「貴女あなたが私の立花・誾ぎんです」

　頷うなずき、誾は思った。信じよう、と。この人は、かつて私の想そう像ぞうを超えたのだ。だから必ず、いずれ必ず、自分はこの人の無双を支えようと。だから、

　……だから今だけは。

　身を委ゆだね、誾は深く息を吸い、それをゆっくりと吐きながら、

「────」

疲労と安あん堵どに沈むように、彼の胸の中で目を閉じた。







[image: 最終章『境渡りの欲深き者』]
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　薄暗い艦かん内ない、夜半の居きよ住じゆう区くの中を、歩いている影が二つある。

　一つは男子用制服の上着を纏まとった少女、正まさ純ずみの影だ。

　そしてもう一つは、英国の制服に二本の剣を腰に差した少女、メアリの影だ。

　二人は多た摩まの地下にある居住区を歩いている。それは正純がメアリを先導するもので、

「──とりあえず入学手続きは酒さか井い学長が進めてくれている。メアリ……、様かな？」

「メアリでいいですよ正純様。アルマダ海かい戦せんからたった一週間、こんな夜まで手続き処理など有あり難がたいことです」

　笑えみで言われて流されると、従うしかない。正純は薄暗い通りにある公共の手洗い場、調理場、そして各教きよう譜ふの簡かん易い契約所などをメアリに説明し、軽けい食しよく屋やのルールなども教えておく。

　しかし、と思うのは、夜なのに上や下の方から響ひびいてくる工事の音だ。

　今日は海戦から一週間後。各艦の被害状況の検けん分ぶんと、破は砕さい物の除去などが終了したばかりだ。教きよう導どう院いんの皆もオリオトライの指し示じでそれらに駆かり出され、

　……何だかこのところ、ろくに家に帰ってないなあ。

　肩のアリクイは、そういう生活に慣れたようだ。今ではすぐにハードポイントから出てきて、

『まー』

　鳴く。それが〝正純〟の〝ま〟なのか、

「ママの〝ま〟ですか？　……名前は？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は頷うなずいた。アリクイの子、負ふ傷しようした時の傷が原因か、首の部分に白い毛が生はえる部分が太く出来ている。その形状ゆえに名付けたのは、

「ツキノワ」

「……熊くまの呼び名をアリクイにつけるのは、ええと、センスですよね」

「無理なフォローを有り難う」

　言っていると、側そつ溝こうから黒くろ藻もの獣けものが顔を出す。獣はこちらとツキノワを見て、

『ま──さずみ？』

『まー』

　微び妙みような照れくささとともに、手を振ってから歩く。地下はあまり被害がない場所だ。大おお杭ぐいぶち込まれたところは駄だ目めだったが、今後は地下中心の生活になるかも、とは思う。

　……上も、まあ、生きてるところは結けつ構こう多いけど。

　自分の家は、二軒けん隣となりまでが火災の被害で消えていた。ただ、表ひよう層そう部ぶは富ふ裕ゆう層の場でもあるため、これを機に場所を変えたり、被戦せん闘とう時でも活動拠きよ点てんとなる建物を造ろうかと、そんな逞たくましい動きも結構ある。幸運なのは、多摩の〝青雷亭ブルーサンダー〟が窓を失っただけで済んでいたことだろう。

　現在は窓まど枠わくを外して露ろ店てん気分の営業を行っており、学生達の立ち寄りに対して何とか食料を切らさないようにしているらしい。

　……だが、多くのものが失われたなあ。

　IZUMOに行って住人達と合流すれば、いろいろと説明や補ほ償しようをすることになるだろう。

　既すでに武蔵むさしの位置はIZUMOの沖おきに来ており、グレイス達は半日ほど前に去っていった。

　得たものはといえば、英国との関係と、

「あら」

　とメアリが顔を向けた先。中央を挟んだ向こうを、やはり二つの影が行く。朱あけの制服姿すがたの男女。立たち花ばな・宗むね茂しげと、誾ぎんの夫妻だ。

　いろいろな事情があるのだろうが、二人は襲しゆう名めい解除の申しん請せいを三征西班牙トレス・エスパニアに対して行ったらしい。戦後の整理のために向こうの書しよ記きと通つう神しんで話したが「悪いことにゃなんねえって、そう言っておいてくれよ。頑がん張ばれよってのも」とのことだった。いずれ正式に通達があるだろう。

　そして、こちらを見て夫の方が頭を下げ、妻の方が小さく会え釈しやくをする。

　二人に対しては既すでに酒さか井いが入学を誘っているが、

　……酒井学長、確実にゲームでユニットを集めている感覚だろうなあ。

　どうするのだろう。どうなるのだろう。そう思っていると、

「話によりますと、私、……点てん蔵ぞう様や正まさ純ずみ様と同じクラスに？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、まあ、その方がトラブルがないだろうが。……でもまあ、何だか不ふ可か解かいなことがあったら、逃げるか、視線を逸そらすようにしてくれ、それが一番だ」

「Ｊｕｄ．、何だか不幸を避けるおまじないみたいですね」

　と、足下を煉れん瓦が掲かかげて行く犬鬼コボルドの群とすれ違う。

　……たった数ヶ月でひどくカオスな船になってきたなあ。

「これから武蔵は、どちらへ？」

「Ｊｕｄ．、まずはIZUMOで改修したあと、M. H. R. R.神聖ローマ帝国に向かおうと思っている」

「……ヴェストファーレンですか？」

　いや、と正純は首を横に振った。正直、今の武蔵や自分達の状況では、他国を味方につけられるとは思わない。今回のアルマダ海かい戦せんで戦力面を見せることは出来たが、それを忌き避ひする国も多いだろう。だからまず、自分達の正当性を高めるためにも、

「末まつ世せのことを知っていきたい。……カルロス一世総そう長ちようのことを調べたいんだ」

　告げた名に、メアリがわずかに眉まゆを上げる。そして彼女は、目を伏せて小さく頷うなずくと、

「何かお手伝い出来ることがありましたら、仰おつしやって下さい」

「Ｊｕｄ．、多分そうすると思う。ルートは改派プロテスタントの領りよう邦ほうを通ることにしようと思うが、P. A. ODAの領りよう土どのようなものだ。何らかのトラブルがあるだろうな」

　IZUMOでのことも考えると気が思い。

　だが、と正純は思う。何だかんだと、この英国行きで、いろいろなものを得た気がする、と。たとえば、今、隣となりにいる彼女のことがそれだ。

　……私達は、この人の命を守ったのか。

　ホライゾンの一件を経た後だから、よく理解出来る。その原因となったのは、

「点てん蔵ぞうは、……迎えにも出ないのか。メアリが初めて来るというのに」

　足を止めたのは横よこ町ちよう長屋の一つ。四畳じようほどの居きよ室しつの前だ。

　中では何かものをずらしたり、載せる音がしている。点蔵が整備をする音だ。

「……私も短いつきあいなのでよく解わからないが、悪いヤツじゃない。何か親父おやじに〝裏切り者め〟と家を叩たたき出されたらしいが、一応、アレの親は武蔵むさしの忍にん団だんの中では偉い方なので、ええと、まあ、宜よろしく頼む」

「御お願ねがいするのは私の方です。でも……」

　何だ？　と肩のアリクイと一緒に首を傾かしげると、メアリが笑えみで告げた。

「正まさ純ずみ様は、どことなく、私の妹と似てますね」

「勘かん弁べんしてくれ……」
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　点蔵は、メアリが正純と挨あい拶さつを交わした後、中に入ってくるのを見ていた。

　自分がいるのは、四畳ほどの狭い部屋。壁には一畳分のベッドが張り出しており、

「メアリ殿どの、上がいいで御ご座ざるかな。下がいいで御座るか？」

「？　一緒ではないんですか？」

　……き、気が早いで御座るよ!!

「え、ええと、ま、まあ、狭いベッドで御座るし……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、では、いっぱい働いて大きい部屋に移れたら、そうしましょうね」

　もの凄すごく迂う闊かつな失敗をした気になったが、交こう渉しよう次第で御座ろうかな、とも思う。そして点蔵は、入口の土間と通気や下水とのつながり、簡かん易い調理台のことなどを説明し、

「布ふ団とんは──」

　言って下を見ると、既すでにメアリが布団を敷しいている。慣れた手つきだ。もう時刻は夜だし、明日からまた忙しい。だから、

「先に眠られてよう御座る。自分、荷物多いもので」

　彼女の荷物など無い同居生活だ。あるとしたら着の身着のままの体が一つに、

　……王賜剣エクスカリバーだけというのは、凄すさまじい嫁よめ入り道具で御座るな!!

　と思っていると、下で上着を脱ぎ、布団を軽く叩たたく音がする。

「ふふ」

　と、軽く布団に寝そべる音がした。そして聞こえる声は、

「ベッドメイク、自分で出来るんですね。今度、点蔵様の方もして差し上げますね」

　……下にエロ草ぞう紙し隠かくす習性があるから危険──！

　と思っていると、下から紙箱に触れる音がした。それは、

「……〝男子有ゆう志しから〟？　点てん蔵ぞう様、御友人関係からの引ひき出で物ですか？」

「あ！　いや、それは！」

　下を覗のぞくと、開きっぱなしだった箱から、メアリが一つのケースを取り出している。彼女は頰ほおを赤く、困ったような口く調ちようで、

「……〝絶ぜつ頂ちよう！　ヴァージンクイーンエリザベス〟って、て、点蔵様、……もしかして私の妹の方が好みだったんですか？　それを皆さんがお気き遣づかいを？」

「あ、いや、それはもう自分の方でも持っててダブってたもので！　そ、それに、自分、そのゲームはメインヒロインよりもサブヒロインの方が好みで……！」

「それって……」

　と、メアリが顔を更さらに赤くした。

　俯うつむきで彼女が示す箱裏の説明。サブヒロインは、当の本人に言わせると、

「……も、もう少し、胸が大きくないと駄だ目めですか？」

「め、滅めつ相そうも御ご座ざらん！　自分、メアリ殿どのが一番で御座るよ！」

　そうですか、と彼女が笑えみになる。そして彼女が、正せい座ざして一礼した。

「……これからお世話になります。──寝る前に御ご挨あい拶さつを」

「あ、いや、こちらこそ……、って、メアリ殿？」

　身を起こした彼女が、服を脱ぎに掛かる。妙みような焦りを心に得た点蔵は、止めるのはどうかして御座るな、と思いつつも、

「……眠られるのでは？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですが、……私、裸はだかでないと、眠れないので」

　ぬう、とのけぞり、ロフトに倒れたこちらに、下から彼女の声がする。

「一緒に寝たい時は、何も言わずに入って来られても大だい丈じよう夫ぶですよ？　点蔵様の気け配はいは解わかりますので。その時は、背の傷を見せて下さいね。私も、見て頂きたいですし」

　地じ獄ごくで御座るな、と点蔵は思った。少なくとも、教きよう導どう院いんに現役でいる間は、間違いなく地獄に御座る。人生において他人にネタにされるピークがこの時期で御座ろう、とも。

　ただ、点蔵は思った。そして思いを口にするために、

「メアリ殿」

　はい？　と応えてくれる彼女の疑問に、点蔵は己おのれの言葉でこう告げた。

「自分、……貴女あなたの傷になれればいいと、そう思っているで御座る」

「あら、何を言ってるんですか」

　彼女の、笑みのような、しかし、わずかに泣くような声が聞こえた。

「点蔵様は、充分、傷を付けて下さいましたよ」

　布ふ団とんを被かぶる音がして、

「一いつ杯ぱい、傷を付けて、護まもって下さいました」





●






　メアリは布団の中で目を閉じる。

　安あん堵どとも、嬉うれしさとも言える震えに息しながら、頰ほおを落ちる涙に手で触れる。

　この人に会ってから、泣いてばかりだと、そう思う。

「Save you from anything」

　自分は多くの人に護まもられてきた。しかし自分が選んだのは、

　……私の傷の意味を解わかり、欲してくれる人……。

　その人が、自分を、自分自身からも護ってくれた。

　傷がなければ護られないとは、矛む盾じゆんしているようで、しかし、こうも思う。

　傷つくことも、護られることも、自分で望んだのだと。

　……強欲フイラルジアですね。

　だが、それが叶かなえられている事実と今に対し、メアリは感謝を心で述べる。

〝重双ダブル血塗れブラツデイ〟メアリ。その名を、これからは己おのれの誇りにしていこうと。

　いつか自分に期待した人々へ報いるために、忘れないために、

「点てん蔵ぞう様」

　彼の、聞いている気け配はいに、メアリは告げた。ゆっくりと、眠りに落ちながら、

「私、点蔵様の傍そばで、……幸せに、咲こうと思います」





●






「──強欲ですね。まだまだ先を望めるというのは」

　補修が進む浅あさ草くさの舳へ先さきの上で、銀の髪かみの自じ動どう人形が呟つぶやいた。

　眼前、南の夜空には六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの北岸がある。そして岸辺から山さん渓けいを一つ越えたところ、谷の側とも言える場所に、一つの島が浮いている。

　山の峰より高度はあるが、英国のように見上げる位置にはない。ゆっくりと山渓の間を周回しているのは、

「あれがIZUMOですね。そして、……これから行く国々です、トーリ様」

　彼女と隣となりの彼が見る向こうには、夜の光が幾いくつもある。本土の形状も、そこに浮く島の形も、全て人々の住む灯りが輪りん郭かくを取って教えてくれる。

　それは視し界かいの届く限り。東は三征西班牙トレス・エスパニア、西はM. H. R. R.神聖ローマ帝国を越えて上越露西亜スヴイエート・ルーシの方も、そして南では、山とIZUMOの向こうにK. P. A. Italiaの光が空を照らしている。

　彼女は、それらの灯りに手をかざす。距離を測るでも、摑つかむでもなく、ただ己と人々の間にある壁のように手を左から右にゆっくりと流し、

「トーリ様、正直申しまして、ホライゾンは自分が正しいのか間違っているのか解わかっておりません。ただ、平行線のトーリ様がいるならば中ちゆう道どうは保たれていると、そう判断しております」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そこらへんは俺も同じだな。俺が悪さしたらホライゾンがツッコミ入れてくれる、そういうことだろ」

　Ｊｕｄ．、と彼女も頷うなずく。そして、

「これから、末まつ世せを調べていきながら、ホライゾンの感情を回かい収しゆうしていく。そういうことですね、トーリ様」

「いいのかい？」

　Ｊｕｄ．、と彼女がまた言った。

「人々が持つ大たい罪ざいを欲しなければ、人々が哀かなしむ理由を理解出来ませんので。……口先だけではなく、哀しみを世界から消したいなら、ホライゾンが……」

　一つ頷き、

「最大の哀しみを理解出来ねばならないのですね」

「……必ず最後には笑えよ？　ホライゾン」

「ならばその時……」

　ホライゾンが彼に振り向いた。

「その時、トーリ様は泣いて下さいますか？」

「……強欲フイラルジアが入って、ちょっと変わった？　ホライゾン」

　どうでしょうか、と彼女は言って、改めての一いち瞥べつを極きよく東とうの灯りへと向けた。ただ、とホライゾンは訂てい正せいの前置きをして、

「世界や感情も何もかも通り過ぎたところでトーリ様がホライゾンに笑えみを望むならば、──ホライゾンの最大の強欲が求めるものは、それだとも思うのです」

「俺は昔、ホライゾンによく泣かされたからなー……」

「平行線ですね」

　かつて、己おのれが泣いた時、お別れが一度生じた。そのことを理解の上で言葉を止め、彼女は極東の灯りに背を向ける。

「──戻りましょう。ホライゾンはまた眠くなっております」

「また、……何か機能が追加されんのかな？」

「それはどうでしょうか。……眠ることは、哀しみや憤いきどおりの整理になるともいいますし、幸福を記き憶おくするための行為ともいいます。どちらにしろ、はっきり言えるのは睡すい眠みん欲は強欲の一つでありますし──」

　ホライゾンは、彼の顔を見て告げた。

「皆さんが幸いであればいいと、眠る前に願うのは、──強欲でしょうか」
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あとがき




　そんなわけで境きよう界かい線せん上のホライゾン２下をお届けいたします。

　とりあえずこれで〝動き出した〟が〝動いていく〟になった感がありますが、今後は他国と積極的に関わっていくという感じで、中高生の読者の方は、日本史と世界史の教科書など見てみると重なる部分も出てくるんじゃないでしょうか。

　なお、この時代、現実でもファンタジー色強かったりしますが、意い外がいなものが既すでにあったり、また無かったりしてなかなか面白かったりで。

　たとえばスペインの闘とう牛ぎゆうですが、十六世紀の頃は騎き馬ばに乗った騎き士しよる闘牛が基本だったりします。徒と歩ほ闘牛士し主体のスタイルが確立するのは十八世紀あたりで、闘牛場もその頃に作られたものだったりで。こういう、文化や文明における起き源げんと連れん綿めん、そして〝次のスタイル〟への変へん革かくは社会の変化などに連れん動どうしていくものですが、この時代はその変革期きの中でも、文化面が大きく変わっていったのだなあ、と思っていたりします（文明が変革するのは〝蒸気〟以い降こうかな的な。ファンタジーは安定、パンクは変革と考えていいのかしらん）。

　では手て短みじかにチャット

「五行くらい学校の思い出で何か言えよ」

『あまり大したことないぞ。小学校の時、夏でプールの授業があった時、内ない壁へきの小さな水の吸い込み口に〝チンコ突っ込んだヤツは勇ゆう者しや〟って言われてたから実じつ践せんしたくらいで』

「お前は俺の本のあとがきを荒らしに来たのか」

『いやあまりにも簡単にやったので、穴あな全部突っ込まないと駄だ目めってルール変へん更こうされてな。しょうがないから、その自由時間中ちゆうに俺が全部やってやったよ』

「何な故ぜ……、お前は勝ち誇ったように言う……」

『いやまあそれが、後で先生に〝何でそんなことをしたんですか〟って詰きつ問もんされてな。俺も自分でよく解わからなかったから〝え？　先生も解らないんですか〟って言ったら〝フザけるんじゃありません〟って言われた。フザけてなくて本気だったらどうするつもりだあの先生』

　責任放ほう棄きするんじゃないだろうか。ともあれ次から本ほん土どという感じの本編ですが、

「誰だれが一番欲よく深ぶかだったんだろうか」

　という感じで一つ。あ、ＢＧＭは高たか橋はし幸ゆき宏ひろで「素す敵てきな人」で（中なか森もり明あき菜なさんの「オフェリア」も捨てがたいのですが、プロット考えてる時この曲だったので）。どちらかというとＥｄ用ですな。

　では次、IZUMOでの武蔵むさし改かい修しゆうからということで、御ご期待下さいー。





平成二十一年四月　花か粉ふん去さらないな朝っぱら　　　　　　

川かわ上かみ　　稔みのる　
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